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静岡県柔道協会　会長

　静岡県柔道協会が昭和 23 年に創設されて以来、70 年目を迎えましたことは、誠に喜びに耐えま
せん。これもひとえに歴代会長をはじめとする諸先生方の熱心な御指導や、関係各位の皆様の御
支援・御協力の賜物と深く敬意を表するとともに、感謝申し上げます。
　平成 26 年から、私が会長の重責を任されて現在に至りますが、先輩方に少しでも近づき、静岡
県の柔道発展に寄与してまいりたいと思う所存であります。
　変化の激しい現代社会においては、協会組織の改革を進めてゆく必要を感じ、組織の再編をす
るべく、総務委員会をはじめとする四つの委員会と強化部と女性部会を設置し、役割分掌を明確
にしてまいりました。
　また、新たな試みとしては、女性部会の主導による「女性のための指導者講習会」を開催する
ことができました。今後も継続的・発展的な事業の実施を進めてまいりたいと考えております。
近年、柔道人口の減少が叫ばれ、本協会でもその対応に苦慮しております。しかしながら、次代
を担う少年少女への柔道の普及なくして、未来はあり得ないとも感じております。
　2020 年東京オリンピックのキャンプ地として、藤枝市や浜松市・伊豆の国市が、それぞれ、イ
タリア、ブラジル、モンゴルのナショナルチームと覚書を交わしております。世界の選手を間近
に見ることが可能な貴重な機会です。トップレベルの試合を見ることで、柔道の魅力が子供達に
伝わり、柔道人口が増えることを期待しています。
　そして同じ年には、全国中学生柔道大会が、本県静岡市で開催されます。チーム静岡の力が試
されると言っても過言ではありません。多くの皆様のお力をお借りして、大会を成功裏に導くべく、
強化部会を中心にチーム静岡一丸となって鋭意努力してまいります。
　創立 70 周年の節目にあたり、これまでのよき伝統を踏襲しつつ、さらなる発展に向け努めてま
いりますので、今後とも皆様の一層の御指導・御支援を賜りますようお願い申し上げます。
　最後になりましたが、本記念誌に御祝辞や玉稿を賜りました皆様方に、厚く御礼申し上げまして、
御挨拶といたします。

創立 70 周年に寄せて

野 田 昭 一
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静岡県柔道協会70周年を記念して

静岡県柔道協会副会長 髙 田 和 夫

　静岡県柔道協会が創立 70 周年を迎えられたことを先ずもって心から静岡県のすべての柔道関係
者と共に慶びたいと思います。また、ここまで本協会を導いていただいた諸先輩方に感謝の意を
表します。
　この 10 年を振り返りますと、東日本大震災を筆頭に多くの地震や集中豪雨、異常気象などによ
り多くの犠牲者が出ました。
　世界情勢では、アラブの春、北朝鮮問題、アルカイダ・ISIL のテロ活動など世界を揺るがす事
件や出来事が発生しました。
　柔道では、ロンドン五輪、リオ五輪、世界選手権があり、それぞれに日本代表選手が頑張りま
した。松本　薫選手、大野将平選手、ベイカー茉秋選手、田知本　遥選手などが記憶に残ります。
県内では、佐藤和哉選手・谷川美歩選手をはじめ、多くの全国大会で活躍した選手達がいましたが、
将来の静岡柔道選手として帰ってきてくれれば良いなと思います。
　協会会長もこの 10 年間で高栁喜一会長から安齋悦雄会長に移り、そして現在の野田昭一会長に
変わり、歴代会長を中心に会員全員が将来に向けて企画・運営を行ってきました。その間に会長
であった高栁喜一先生、東部地区幹事長の中西儀久先生、中部地区幹事長の瀧井康次郎先生、池
上耐事先生､ 赤池進司先生、齊藤　剛先生、吉川博智先生、殿岡崇廉先生、山之内良彦先生、佐
野始先生、多久島一貴先生、中林忠史先生などが鬼籍に入られました。この多くの先生方の御意
志を私達はしっかりと後生につなげなければならないと思います。
　ここ数年、毎日のように殺人や多くの犯罪がマスコミに流れています。特に人の命をあまりに
も簡単に絶ってしまう殺人については、本当に怒りを覚え、不安を抱きます。人の痛みをわから
ないまま育った青少年が多くなった現状は、それを放置してしまった教育の在り方が問題なので
はと、教育者の一人として思うところがあります。青少年の健全育成のためにも柔道を愛する我々
は、これからの日本を背負う青少年に、柔道というすばらしい伝統文化を通じて、夢を持ち、理
想を唱え、明るく、正しい導きをしなくてはなりません。
　少子化や柔道少年の中・高校の進路先・部活動など、これからの青少年の柔道は前途多難です。
また、それに携わる若き道場指導者や学校の部活動顧問への助言や支援をしていく事が協会や私
達年長者の役割だと思っています。
　最後に、これからの本協会の進むべき道には、いろいろな課題や問題が降りかかるかもしれま
せんが、会員全員の英知と努力、団結をもって対処し、本協会の更なる発展のために伝統を守り、
努力することをお約束申し上げ発刊のお祝いの言葉といたします。

− 2−



60年間にわたる柔の道を歩んで

静岡県中部支部柔道協会
幹事長 田 中 秀 幸

　静岡県柔道協会は、平成 30 年（2018）をもって創立 70 周年を迎えた。11 月には創立 70 周年記
念第 60 回静岡県柔道祭を、また 12 月には創立記念祝賀会が盛大に挙行された。振り返れば、戦
前の静岡県柔道有段者会は発展的に解消され、静岡県柔道協会として昭和 23 年（1948）に創立され、
今日に至っている。初代会長は尾崎光暲で以後大蝶美夫、西田　亀、山口国一、望月映英、高栁喜一、
安齊悦雄、そして野田正一現会長と継承されている。
　私は横浜市の生まれ育ちで、中学 1年生から柔道を習い始めた。そして中学、高校と進み、そ
の後も柔道を続けたいと思い、専門的に学べる大学へ入学した。将来教員としての資質を身につ
けるべく体育学とともに柔道に汗を流した。卒業後、縁あって静岡大学の教員として採用され、
授業に、研究に、学内活動に、そして社会体育にとの 4本柱で動き回った。そして定年退職した
が、柔の道に進んで良かったと思うこの頃である。勝負に対する心構え、人との交流、健康、仲間、
感謝の心など、柔道を通して多くのものを学びそして得た。これも嘉納治五郎師範の提唱した「精
力善用・自他共栄」の精神に共鳴したからであろう。この素晴らしい理想を後進に機会あるごと
に伝えている。
　静岡県柔道協会安齊悦雄氏が、高栁会長の後任として県新会長に着任した平成 20 年に、それま
での静岡市柔道連盟会長を辞したのを機会に、私が市会長に推薦された。そして平成 26 年に中部
地区川中邦夫幹事長の退任に伴い、私が幹事長の任についた。以来、幹事長（県副会長）として
中部支部のまとめ役として各種大会、県・地区の会議、各種の委員長として汗を流している。役
に就いて思うのは私一人では何も出来ないということである。何をするのにもスタッフ、周囲の
人々の協力・支援が必要で、彼らがいてくれる幸せ、ありがたさを痛感している。昇段試合、月
次試合などに出場する中学生、高校生は、人生の基礎を作る青少年期の大切な時期であり、その
時期に柔道を通して心身を鍛えることの重要性、必要性を選手本人や保護者らに伝えている。
　来たる 2020 年には静岡市で全国中学生柔道大会が開催される。これを何としても成功させたい
という思いから、福岡大会、広島大会と視察を重ね、今年も兵庫大会に行きたいと思う。選手強化、
運営スタッフ、財政面など多くの課題は山積しているが、県はもとより静岡市の会長としても静
岡大会を是非とも成功させたいと全力で頑張っているこの頃である。
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静岡県柔道協会　副会長
（西部地区幹事長）間 宮 幸 男

　昭和 23 年（1948）に静岡県柔道協会として発足し、平成 30 年をもって、創立 70 周年を迎える
ことができましたことは、会員各位の皆様から、平素より、柔道協会の活動の上にお心寄せをい
ただいているからです。深く感謝申し上げます。
　心技体を一体として、礼を修め、技を磨き、身体を鍛え、心胆を練る「礼に始まり、礼に終わる」
と言われるように、礼節を重んじる武道が、今日、わが国のみならず、広く人々に愛され、親し
まれていることは誠に喜ばしいことです。
　この 10 年で、中学校体育では武道が必修科目となり、子ども達が固有の伝統と文化を学ぶこと
は誠に意義深く、可能性に期待が寄せられます。近年、全国的に問題視されている競技人口の減
少や重大事故の頻発といったこともありますが、柔道ルネッサンス、柔道マインドを通じて、子
ども達、指導者がともに心と力を寄せ合い、仲間づくりや安全に十分注意、配慮しながら静岡県
の柔道を盛り上げ、発展させてくれることを願います。
　2020 年の東京オリンピック、そして、全国中学校柔道大会の開催を契機として、更なる指導者
研修、選手育成強化、審判員養成向上等の研修会を重ね、なお一層の普及、発展を目指して頑張っ
て参ります。

創立 70 周年を迎えて
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創立 70周年記念行事を顧みて

静岡県柔道協会　副会長
（理事長）左 口 直 人

　静岡県柔道協会創立 70 周年記念事業として、平成 30 年 11 月 25 日に静岡県立武道会にて、静
岡県柔道協会創立 70 周年記念第 60 回静岡県柔道祭、12 月８日には記念祝賀会を多くの御来賓が
参加され盛大に挙行されました。滞りなく終了できたのは、柔道協会員の皆様方のご協力と心よ
り感謝申し上げます。
　さて、静岡県柔道協会創立 70 周年の記念誌の発刊にあたり近年の柔道人口の減少に関する指導
者としての求める姿を述べさせていただきます。平成の時代も残り少なくなり、明治・大正・昭
和の各時代で栄華を誇っていた柔道は、現在では登録人口・競技人口が過去の時代では考えられ
ないほど減少しています。先の第 60 回静岡県柔道祭での野田会長の挨拶の中で「先人たちの努力
と工夫により現在の静岡県柔道協会の形成が出来上がったと思います。しかしながら昨今柔道人
口の状況をみると著しく減少が見られます。本協会でもその対応に苦慮しております。次代を担
う少年少女への柔道の普及なくして未来はあり得ないとも感じております。」と申されました。ま
た、マスコミでの発表で 2020 年の東京オリンピックで期待される種目として各世代のアンケート
によりますと柔道は辛うじてベスト 10 に入る状態でした。過去この様なアンケートでは常に上位
に位置していたと思います。この人気の無さを指導者の一人として真摯に受け止めこの問題を多
くの指導者と共に究明に努め、この状況を乗り切る事が必要ではないかと思います。
　現在の柔道はローマ字の「ＪＵＤＯ」の競技スポーツ「ＪＵＤＯ」だと思います。この「ＪＵＤＯ」
も試合の出来る喜び、相手を尊ぶ心、公正心など多様な状況下で規律と道徳を重んじ心身を鍛え
るスポーツとして世界百数十か国以上に広まっております。試合や日常の鍛錬を通しての人間育
成を目指していると思います。しかしながら現状では指導者が、勝ち負けに拘り過ぎ柔道の一本
を取る豪快さよりも、巧みな試合運びでの勝ちに拘り柔道本来の魅力を捨てているように見えま
す。また多くの人々も結果のみに酔いしれているように見られます。確かに勝負の勝ち負けは必
要ですが、拘り過ぎは指導者の指導方向を見間違え大きな問題を起こす原因となる様に感じられ
ます。
　柔道本来の魅力と加納治五郎師範の求める処の「精力善用自他共栄」の精神を私を含め多くの
指導者が忘れているような気がします。多くの指導者が原点に戻り世界中で愛され認められた日
本発祥のスポーツとして、また先人の歩んだ道のりと努力を胸に刻みそれを継承できる誇りを持
ち修業し多くの少年少女の人間育成に一役を買うことが、指導者として「今求められている道」
ではないでしょうか。柔道をこよなく愛している多くの指導者が一丸となり同じ方向を見て進み
この状況を打開し、静岡の柔道の発展にご協力をお願い申し上げます。
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１. 10 年の歩み
　静岡県柔道協会の10年の歩みを、（１）少年柔道、（２）中学校の柔道、（３）高校の柔道、
（４）大学・高専の柔道、（５）警察の柔道の各分野の代表者の方々に振り返っていただいた。
各分野の流れを見ることができる。



静岡県少年柔道協議会10年の歩み
（2008 〜 2018）

　静岡県少年柔道協議会は平成 29 年 4 月に、前身の静岡県少年柔道連絡協議会より全国少年柔道
協議会の発足に準じて、静岡県柔道協会の傘下となり、その運営を移行した。
　全国少年柔道協議会は、平成 27 年 7 月、日本柔道の基盤である少年柔道の普及と定着率の向上・
振興を主眼として発足し、全国で「少年柔道教室」の開催を通して、競技者のみならず、未就学児・
柔道初体験者やその保護者にも広く参加を呼びかけ、柔道の裾野発展に従事している。
　静岡県少年柔道連絡協議会は平成 14 年 4 月に第一回少年柔道東海合宿の開催を期に、東部柔道
場連盟、中部地区少年柔道連盟、西部柔道場連盟が連携し発足した。翌年より第一回全国小学生
学年別柔道大会が開催されるようになり、まさに少年柔道の発展に先駆けた発足となった。当時
東海合宿への参加選手は各地区からの推薦選手で参加していたが、後に全国小学生学年別大会県
予選の入賞者から選抜されるようになった。以後、少年柔道東海合宿は毎年行われ、平成 30 年で
16 回を数える恒例行事となり、静岡県に於ける少年柔道のレベルアップに繋がっている。
　静岡県少年柔道協議会が主幹する主な行事は、平成 15 年に第一回が行われた「全国小学生学年
別柔道大会県予選」、平成 30 年度で 38 回を数える「全国少年柔道大会県予選」に加え、静岡県独
自の体重区分による「静岡県小学生学年別柔道選手権大会」が平成 23 年より開催されている。ま
た 2020 年に行われる「全国中学生柔道選手権大会」の静岡県開催を見据え、平成 30 年に「静岡
県少年柔道強化練習会」の第一回を行い、これを期に今後も継続する予定である。その他平成 28
年、平成 29 年と静岡市北部体育館にて開催された、全国少年柔道協議会が企画する「少年柔道教室」
の運営も行っている。
　少子化の影響から柔道競技人口も毎年減少の一途を辿る中、静岡県少年柔道協議会の発足によ
り、これまで各地区それぞれ独自の体制により運営されてきた小学生を対象とした催事にも、静
岡県柔道協会を中心とした組織化が図られ、より統一された管理のもと、活性化が期待されている。

少年柔道協議会　会長 石 川 裕 章
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氏名 所属 全国大会成績 氏名 所属 全国大会成績 氏名 所属 氏名 所属

45kg級 ☆森下�北斗 （神士館） 優勝 上村�悠真 （高山柔道塾） 予選リーグ 森下�勇斗 （神士館） 飯川�夢二郎 （田代道場）

45kg超級 ○小笠原�雄也 （藤枝柔道倶楽部） 三位入賞 山村���響 （育誠館） 予選リーグ 和田�樹希也 （富士市柔道会） 曽根�拓磨 （静岡東部柔道クラブ）

50kg級 望月�飛翔 （静岡錬心館） 予選リーグ 小林�大貴 （清流館山縣道場） 予選リーグ 堀内�進次 （韮山柔道教室） 野沢���聖 （笠井柔道館）

50kg超級 岡村�康平 （富士市柔道会） ベスト8 花井�拓哉 （積武館） ベスト16 植田�蒼太郎 （浜松養神館） 安食�裕大 （焼津誠道館）

40kg級 ○鈴木�茉莉 （柔清会） 三位入賞 成宮�妃世梨 （静岡東部柔道クラブ） ベスト16 米倉�若奈 （伊豆市柔道部） 米川�凪咲 （大東柔道クラブ）

40kg超級 楠���麻衣 （伊豆長岡柔道会） ベスト8 植松�ほたる （富士市柔道会） 予選リーグ 鳥沢�規子 （大仁柔道会） 渡辺����佳 （高山柔道塾）

45kg級 岩崎�光沙 （神士館） 予選リーグ 渡辺�香奈 （静岡錬心館） 予選リーグ 福本�菜摘 （富士市柔道会） 高山���和 （高山柔道塾）

45kg超級 遠田�真子 （清水柔道倶楽部） 予選リーグ 佐山礼夢瑠 （大仁柔道会） 予選リーグ 小原�奈々 （大仁柔道会） 山本�ひな （富士市柔道会）

氏名 所属 全国大会成績 氏名 所属 全国大会成績 氏名 所属 氏名 所属

45kg級 寺田�海斗 （柔好会） ベスト16 溝口��透 （大仁柔道会） 杉本�誠太 （藤枝柔道倶楽部） 萓間�力斗 （伊豆市柔道部）

45kg超級 川井�康平 （静岡錬心館） 予選リーグ 岩倉�優輝 （大東柔道クラブ） 石川紘大 （大仁柔道会） 斉藤太河 （田代道場）

50kg級 森下�北斗 （神士館） 予選リーグ 森下�勇斗 （神士館） 上村�悠真 （高山柔道塾） 法月�綾憂� （焼津誠道館）

50kg超級 小笠原�雄也 （藤枝柔道倶楽部） ベスト8 和田�樹希也 （富士市柔道会） 山村���響 （育誠館） 大橋�昴文 （神士館）

40kg級 菅谷�友紀 （育誠館） 怪我のため棄権 小林�夏希 （清流館） ベスト8 寺尾�瑠莉 （友愛道場） 渡辺�真央 （大仁柔道会）

40kg超級 嘉地�唯花 （藤枝柔道倶楽部） 予選リーグ 加藤�樹梨 （神士館） 安竹�真利奈 （柔好会） 堀�夏海 （積武館）

45kg級 鈴木�茉莉 （柔清会） ベスト16 成宮�妃世梨 （静岡東部柔道クラブ） 米川�凪咲 （大東柔道クラブ） 米倉�若菜 （伊豆市柔道部）

45kg超級 植松�ほたる （富士市柔道会） 予選リーグ 楠���麻衣 （伊豆長岡柔道会） 増島�佑紀 （韮山柔道教室） 鯉川�京香 （高山柔道塾）

氏名 所属 全国大会成績 氏名 所属 氏名 所属 氏名 所属

45kg級 伊藤�柚汰 （育誠館） 二回戦 古関�夕響 （富士市柔道会） 田倉�淳ノ介 （静岡東部柔道クラブ） 矢萩�奨真 （富士市柔道会）

45kg超級 渡辺�将一 （静岡錬心館） ベスト16 長屋��友 （育誠館） 米山�竜生 （富士市柔道会） 大橋�海斗 （神士館）

50kg級 杉本�誠太 （藤枝柔道倶楽部） 二回戦 寺田�海斗 （NPO法人武道学舎） 岡本�龍司 （静岡錬心館） 長屋��涼 （育誠館）

50kg超級 岩倉�優輝 （大東柔道クラブ） 二回戦 川井�康平 （静岡錬心館） 斉藤�大河 （田代道場） 渡邉�良祐 （御殿場市柔道連盟）

40kg級 鶴巻��実 （神士館） 二回戦 三須��葵 （大仁柔道会） 伊藤会理奈 （三島柔道会） 仲地�萌結 （韮山柔道教室）

40kg超級 井上 明日香 （神士館） 二回戦 村田�紀華 （正心塾渡辺道場） 磯野�令奈 （袋井S協会柔道部） 寺田�海香 （NPO法人武道学舎）

45kg級 菅谷�友紀 （育誠館） ベスト16 小林�夏希 （清流館） 河野�涼子 （清水町柔道会）� 渡辺真央 （大仁柔道会）

45kg超級 嘉地�唯花 （藤枝柔道倶楽部） ベスト8 安竹真利奈 （柔好会） 加藤�樹梨 （神士館） 菊池�涼音 （大仁柔道会）

氏名 所属 全国大会成績 氏名 所属 氏名 所属 氏名 所属

45kg級 村松�孝紀 （静岡錬心館） 二回戦 岩倉�優晟 （大東柔道クラブ） 菊池��魁 （大仁柔道会）� 松浦�貫介 （友愛道場）

45kg超級 杉本�康平 （清水町柔道会）� 一回戦 依田�絃希 （大仁柔道会） 岡本�陽佑 （積武館） 長倉�有希 （伊豆長岡柔道会）

50kg級 小笠原�一貴 （静岡錬心館） 二回戦 伊藤�柚汰 （育誠館） 古関�夕響 （富士市柔道会） 矢萩�奨真 （富士市柔道会）

50kg超級 渡辺�将一 （静岡錬心館） 三回戦 大橋�海斗 （神士館） 長屋��友 （育誠館） 奥山�拓海 （育誠館）

40kg級 池谷��弥 （育誠館） 二回戦 田島�小夏 （大仁柔道会） 袴田芽久望 （育誠館） 川崎�真奈 （柔好会）� 

40kg超級 澤崎�莉子 （清水町柔道会）� ベスト8 楠�明日香 （伊豆長岡柔道会） 袴田�彩 （高山柔道塾）� 宇佐美 茉海 （育誠館）

45kg級 鶴巻��実 （神士館） 二回戦 安食�亜美 （焼津誠道館） 加藤 麻梨也 （神士館） 平井�佑佳 （神士館）

45kg超級 井上明日香 （神士館） 二回戦 菊池�さくら （大仁柔道会） 杉山�奈那 （清水町柔道会）� 増井��涼 （三島柔道会）� 

氏名 所属 全国大会成績 氏名 所属 氏名 所属 氏名 所属

45kg級 柴田�蓮音 （清水柔道倶楽部） 三回戦 平井�慎一郎 （神士館） 神馬�光貴 （袋井S協会柔道部） 塩谷�和史 （函南柔道会）�

45kg超級 伊藤�栄都 （育誠館） 二回戦 福田�力斗 （育誠館道場） 飯田�空翔 （和道場） 菊池�功大 （富士市柔道会）

50kg級 村松�孝紀 （静岡錬心館） 一回戦 菊池��魁 （大仁柔道会）� 松浦�貫介 （友愛道場） 石川�俊介 （三島柔道会）� 

50kg超級 杉本�康平 （清水町柔道会）� 一回戦 依田�絃希 （大仁柔道会） 渡邊�麗音人 （積武館） 黒川�平次 （清水町柔道会）� 

40kg級 袴田 佳名瑚 （育誠館） 二回戦 長倉��誉 （伊豆長岡柔道会） 吉永��繭 （静岡東部柔道クラブ） 森�映瑠 （積武館）

40kg超級 山本��杏 （神士館） 三回戦 米川�明穂 （大東柔道クラブ） 渡辺�瑚波 （積武館） 小林�成美 （函南柔道会）

45kg級 田島�小夏 （大仁柔道会） 二回戦 小林�美咲 （山縣道場）� 池谷��弥 （育誠館） 袴田 芽久望 （育誠館）

45kg超級 澤崎�莉子 （清水町柔道会）� 三回戦 楠�明日香 （伊豆長岡柔道会） 宇佐美茉海 （育誠館） 袴田�彩夏 （高山柔道塾）

氏名 所属 全国大会成績 氏名 所属 氏名 所属 氏名 所属

45kg級 岡本�紳吾 （静岡錬心館） 一回戦 菅谷�尚優 （和道場） 加藤�遼馬 （伊豆長岡柔道会） 吉田�篤申 （髙山柔道塾）

45kg超級 小田�春樹 （伊豆長岡柔道会） 二回戦 佐々木 勇太朗 （大仁柔道会） 若田部 桔平 （伊豆長岡柔道会） 矢﨑�洋介 （富士共栄道場）

50kg級 平井 慎一郎 （神士館） 一回戦 柴田�蓮音 （清水柔道倶楽部） 青木�颯洵 （清水柔道倶楽部） 田中�大介 （三島柔道会）

50kg超級 ○下橋�颯斗 （富士共栄道場） 三位入賞 伊藤 栄都 （和道場） 福田 力斗 （育誠館道場） 飯田 空翔 （和道場）

40kg級 橋口 英子 （静岡東部柔道クラブ） 二回戦 大石 紋萌 （静岡東部柔道クラブ） 佐野 実日子 （清水町柔道会） 新村 侑郁 （浜北柔道スポ少）

40kg超級 髙山 美憂 （焼津誠道館） 一回戦 四條�瑠那 （富士宮柔道会） 鯉川�千穂 （髙山柔道塾） 芦沢�佑奈 （焼津誠道館）

45kg級 袴田 佳名瑚 （和道場） ベスト16 吉永��繭 （静岡東部柔道クラブ） 荒木 絵里菜 （清水柔道倶楽部） 長倉� 誉 （伊豆長岡柔道会）

45kg超級 米川�明穂 （大東柔道クラブ） ベスト16 山本 �杏 （神士館） 松野�愛瑠 （浜北柔道スポ少） 渡辺�紫月 （正心塾渡辺道場）

準優勝

準優勝

■静岡県小学生学年別柔道大会 兼 全国小学生学年別柔道大会県予選会（平成20〜30年）

優勝

優勝

優勝

優勝

優勝

男子

5年生

6年生

女子

5年生

6年生

第10回�H25・6・9 全国（広島）大会入賞者�☆優勝�◎準優勝�○三位

区　分
準優勝 第三位 第三位

男子

5年生

6年生

女子

5年生

6年生

第9回�H24・6・10 全国（鹿児島）大会入賞者�☆優勝�◎準優勝�○三位

区　分
準優勝 第三位 第三位

準優勝 第三位 第三位

男子

5年生

6年生

準優勝 第三位 第三位

男子

5年生

6年生

全国（長野）大会入賞者�☆優勝�◎準優勝�○三位

第三位 第三位

男子

5年生

6年生

優勝

男子

5年生

6年生

女子

5年生

6年生

第5回�H20・6・15 ※開催県のため各階級2名参加／全国（静岡）大会入賞者�☆優勝�◎準優勝�○三位

区　分
第三位 第三位

区　分

女子

5年生

6年生

第8回�H23・6・12 全国（大阪）大会入賞者�☆優勝�◎準優勝�○三位

区　分

女子

5年生

6年生

第7回�H22・6・13 全国（北海道）大会入賞者�☆優勝�◎準優勝�○三位

区　分

女子

5年生

6年生

第6回�H21・6・14
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氏名 所属 全国大会成績 氏名 所属 氏名 所属 氏名 所属

45kg級 渡邉�爽偉 （清水町柔道会） 二回戦 辻本�龍基 （田代道場） 池沼��尋 （積武館） 谷口 慶乃介 （神士館）

45kg超級 山本�師道 （育誠館道場） 二回戦 齋藤�優紀 （神士館） 竹田�大和 （柔好会） 佐々木 里旺 （清水柔道倶楽部）

50kg級 服部�航太 （育誠館道場） 二回戦 加藤�遼馬 （伊豆長岡柔道会） 若田部 桔平 （伊豆長岡柔道会） 岡本�紳吾 （静岡錬心館）

50kg超級 小田�春樹 （伊豆長岡柔道会） 一回戦 細川�兼伸 （和道場） 佐々木 勇太朗 （大仁柔道会） 武井 朔太郎 （田代道場）

40kg級 杉山�月琉 （清水町柔道会） 二回戦 青島こころ （静岡錬心館） 時森�琴梨 （静岡東部柔道クラブ） 片桐明日美 （育誠館道場）

40kg超級 ☆澤崎�凜 （清水町柔道会） 優勝 渡辺麻唯乃 （柔好会） 望月�珠樺 （富士市柔道会） 佐々木愛海 （大仁柔道会）

45kg級 橋口 英子 （静岡東部柔道クラブ） 二回戦 佐野 実日子 （清水町柔道会） 須川 あかり （藤枝柔道倶楽部） 福田�智花 （育誠館道場）

45kg超級 高山 美憂 （焼津誠道館） 二回戦 四條�瑠那 （富士宮柔道会） 丹沢�莉子 （鷹柔クラブ） 村田�結那 （大井川柔道スポ少）

氏名 所属 全国大会成績 氏名 所属 氏名 所属 氏名 所属

45kg級 小林�勇斗 （柔好会） ベスト16 半田�裕太 （柔好会） 青木�滉明 （清水柔道倶楽部） 佐藤�俊英 （清水柔道倶楽部）

45kg超級 渡邊�琉雅 （正心塾渡辺道場） ベスト8 岡本�剛道 （伊豆長岡柔道会） 木内�銀平 （富士共栄道場） 遠藤�一朗 （正心塾渡辺道場）

50kg級 渡邉�爽偉 （清水町柔道会） 二回戦 辻本�龍基 （田代道場） 池沼��尋 （積武館） 服部�真也 （静岡東部柔道クラブ）

50kg超級 佐々木里旺 （清水柔道倶楽部） 二回戦 荒�誠人 （柔好会） 齋藤�優紀 （神士館） 竹田�大和 （柔好会）

40kg級 辻本�栞穗 （田代道場） ベスト16 安竹�克海 （柔好会） 鈴木 里利華 （静岡東部柔道クラブ） 袴田�彩郁 （和道場）

40kg超級 飯田�星那 （和道場） 二回戦 中山�七海 （東伊豆柔道会） 斉藤�有咲 （湖西おそんが柔道クラブ） 安食�妃那 （焼津誠道館）

45kg級 ○杉山�月琉 （清水町柔道会） 三位入賞 山中�美里 （大仁柔道会） 長倉�嘉保 （伊豆長岡柔道会） 青島 こころ （静岡錬心館）

45kg超級 ○澤崎�凜 （清水町柔道会） 三位入賞 渡辺 麻唯乃 （柔好会） 金�杏幸実 （湖西おそんが柔道クラブ） 小川�真美 （友愛道場）

氏名 所属 全国大会成績 氏名 所属 氏名 所属 氏名 所属

45kg級 長澤�拓海 （藤枝柔道倶楽部） ベスト8 宇佐美�颯 （富士共栄道場） 山本�蓮心 （神士館） 内山 久羽吾 （育誠館道場）

45kg超級 沖山�智 （静岡東部柔道クラブ） 二回戦 飯田�叶輝 （和道場） 杉山�彪馬 （清水町柔道会） 筑根�龍哉 （伊豆長岡柔道会）

50kg級 小林�勇斗 （柔好会） 二回戦 半田�裕汰 （柔好会） 青木�滉明 （清水柔道俱楽部） 勝又�颯人 （神士館）

50kg超級 木内 銀平 （富士共栄道場） 一回戦 岡本�剛道 （伊豆長岡柔道会） 横澤�司 （静岡錬心館） 遠藤�一朗 （正心塾渡辺道場）

40kg級 ○森近�颯 （和道場） 三位入賞 佐々木 麻陽 （清水柔道俱楽部） 井出�百花 （富士共栄道場） 勝亦�千尋 （友愛道場）

40kg超級 里見�奏来 （清水町柔道会） 二回戦 青島�彩巴 （大井川柔道スポ少） 福井�琴莉 （積武館） 武田�結露 （伊豆市柔道部）

45kg級 辻本�栞穗 （田代道場） 二回戦 安竹�克海 （柔好会） 岡本�和花 （掛川柔道倶楽部） 鈴木 里利華 （静岡東部柔道クラブ）

45kg超級 飯田�星那 （和道場） 二回戦 安食�妃那 （焼津誠道館） 外岡�叶芽 （田代道場） 中山�七海 （東伊豆柔道会）

氏名 所属 全国大会成績 氏名 所属 氏名 所属 氏名 所属

45kg級 岡本 篤弥 （静岡錬心館） ベスト8 池田 怜謙 （柔好会） 海野 来太 （柔好会） 新村 彪太 （浜北柔道スポ少）

45kg超級 眞田 諒太 （藤枝柔道倶楽部） 二回戦 岡本 旺季 （伊豆長岡柔道会） 森本 倖啓 （浜北柔道スポ少） 古賀 一颯 （富士市柔道会）

50kg級 寺田 葵依 （柔好会） ベスト16 長澤 拓海 （藤枝柔道倶楽部） 筑根 龍哉 （伊豆長岡柔道会） 内山 久羽吾 （育誠館道場）

50kg超級 沖山  智 （静岡東部柔道クラブ） 二回戦 飯田 叶輝 （和道場） 横山 虎汰 （藤枝柔道倶楽部） 杉山 彪馬 （清水町柔道会）

40kg級 金子 穂尚美 （清水町柔道会） 二回戦 樋口 実夢 （藤枝柔道倶楽部） 三木 にこ （藤枝柔道倶楽部） 菅沼 りみ （田代道場）

40kg超級 鈴木 千夏 （浜北柔道スポ少） 二回戦 笠間 芽伊 （井上柔道クラブ） 松田 琴海 （長泉柔道会） 佐野 莉乃愛 （鷹柔クラブ）

45kg級 ◎森近  颯 （和道場） 準優勝 佐々木 麻陽 （清水柔道倶楽部） 守屋 咲来 （港柔道教室） 殿村 歩実
（藤枝柔道倶楽

部）

45kg超級 里見 奏来 （清水町柔道会） 二回戦 田尻 真緒 （浜北柔道スポ少） 清水 琴莉 （積武館） 渥美 沙咲 （磐南柔道クラブ）

氏名 所属 全国大会成績 氏名 所属 氏名 所属 氏名 所属

45kg級 杉山 笑資 （育誠館） ベスト16 筑根 滉太 （伊豆長岡柔道会） 佐野 奨弥 （笠井柔道館） 門倉 寛太 （藤枝柔道倶楽部）

45kg超級 川合 遼 （藤枝柔道倶楽部） 一回戦 大橋 弘誠 （豊田柔道クラブ） 高橋 琉維 （田代道場） 藤田 郁磨 （鷹柔クラブ）

50kg級 長屋 進 （育誠館） 一回戦 渡邉　誉一 （伊豆長岡柔道会） 柴田　龍樹 （大仁柔道会） 岡本 篤弥 （静岡錬心館）

50kg超級 堀川 泰生 （菊川市柔道スポ少） 二回戦 西村　蓮 （富士宮柔道会） 巻井　優雅 （神士館） 森本 倖啓 （浜北柔道スポ少）

40kg級 袴田 有里奈 （和道場） ベスト16 松村 美来 （永友会） 今井 葵彩 （神士館） 渡辺 ミラノ （富士宮柔道会）

40kg超級 渡邊 美海 （神士館） ベスト16 高田 樹 （富士市柔道会） 渡邉 夏希 （永友会） 田嶋 いちか （中央柔道クラブ）

45kg級 吉田 旺布 （育誠館） 一回戦 樋口 実夢 （藤枝柔道倶楽部） 高岡 実理 （富士宮柔道会） 渡部 華奈 （東部柔道クラブ）

45kg超級 鈴木 千夏 （浜北柔道スポ少） 一回戦 鈴木 結虹 （浜北柔道スポ少） 井口 結愛 （浜北柔道スポ少） 菅沼 りみ （田代道場）

優勝

優勝

優勝

優勝

男子

5年生

6年生

女子

5年生

6年生

第14回�H29・5・21 全国（北海道）大会入賞者�☆優勝�◎準優勝�○三位

区　分
準優勝 第三位 第三位

男子

5年生

男子

5年生

6年生

女子

5年生

6年生

第15回�H30・5・20 全国（山口）大会入賞者�☆優勝�◎準優勝�○三位

区　分
準優勝 第三位 第三位

6年生

女子

5年生

6年生

第13回�H28・5・22 全国（三重）大会入賞者�☆優勝�◎準優勝�○三位

区　分
準優勝 第三位 第三位

男子

5年生

6年生

女子

5年生

6年生

第12回�H27・5・24 全国（山梨）大会入賞者�☆優勝�◎準優勝�○三位

区　分
準優勝 第三位 第三位

男子

5年生

6年生

女子

5年生

6年生

第11回�H26・5・27 全国（岩手）大会入賞者�☆優勝�◎準優勝�○三位

区　分
優勝 準優勝 第三位 第三位
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■ 静岡県少年柔道団体選手権大会 兼 全国少年柔道大会県予選（平成20〜30年）

優勝 準優勝 三位 三位

第２８回 （平成２０年） 富士市柔道会 ベスト8
5年生の部：和田 樹希也
6年生の部：岡村 康平

神士館 大仁柔道会 韮山柔道教室

第２９回 （平成２１年） 神士館 二回戦
5年生の部：大橋 海斗（二回戦）
6年生の部：森下 北斗（三回戦）

富士市柔道会 伊豆長岡柔道会 育誠館道場

第３０回 （平成２２年） 静岡錬心館 二回戦
5年生の部：渡辺 将一
6年生の部：川井 康平

育誠館道場 神士館 大仁柔道会

第３１回 （平成２３年） 静岡錬心館 二回戦
5年生の部：村松 孝紀（一回戦）
6年生の部：渡辺 将一（三位入賞）

神士館 富士市柔道会 育誠館道場

第３２回 （平成２４年） 清水町柔道会 一回戦
5年生の部：殿岡 慎平（一回戦）
6年生の部：澤崎 莉子（二回戦）

育誠館道場 大仁柔道会 伊豆長岡柔道会

第３３回 （平成２５年） 和道場 ベスト16
5年生の部：菅谷 尚優（二回戦）
6年生の部：伊藤 栄都（ベスト16）

伊豆長岡柔道会 大仁柔道会 育誠館道場

第３４回 （平成２６年） 伊豆長岡柔道会 二回戦
5年生の部：岡本 治祈（二回戦）
6年生の部：小田 春樹（二回戦）

育誠館道場 神士館 柔好会

第３５回 （平成２７年） 柔好会 リーグ戦2位 - 清水柔道倶楽部 伊豆長岡柔道会 育誠館道場

第３６回 （平成２８年） 伊豆長岡柔道会 ベスト16 - 富士共栄道場 和道場 柔好会

第３７回 （平成２９年） 藤枝柔道倶楽部 リーグ戦2位 - 神士館 育誠館道場 清水町柔道会

第３８回 （平成３０年） 藤枝柔道倶楽部 リーグ戦2位 - 育誠館道場 伊豆長岡柔道会 柔好会

（全国大会成績）
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中学校柔道のあゆみ

県中体連柔道専門部長 星 野 祐 樹

　静岡県柔道協会創立 70 周年を心よりお慶び申し上げます。70 周年という節目に中体連柔道専門
委員長として静岡県の柔道に携われることを幸せに感じています。
　さて、柔道協会より 70 周年記念誌の原稿を依頼され、中体連の 10 年間を振り返る機会をいた
だきました。平成 20 年から現在まで、中学柔道を取り巻く環境は大きく変化をしています。特に
深刻な変化は、やはり柔道人口の減少だと感じています。柔道に限らず、どの種目も同様に、全
国的に大きな課題になっていることです。静岡県内の柔道部がある学校もここ数年で校数が減っ
てきています。平成 20 年度には 79 校あった柔道部も平成 30 年度では 63 校に減少しました。更に、
部員数は平成 20 年度には 1423 名が柔道部員として活動していたのに対し、平成 30 年度では 963
名となっています。（県中体連事務局データ）少子化により柔道部が廃部に追い込まれている事実
もあります。柔道人口の減少には、もう一つの原因があると思います。単に少子化が原因なので
はなく、「柔道 = 危険」というようなイメージも原因の一つになっているのではないでしょうか。
平成 23 年度から、中学校では武道が必修化となりました。それに伴い、柔道未経験の指導者が授
業を行うことに大きな不安を抱えていたことと思います。当初、柔道が授業として選択されるこ
とに対して、多くの批判がメディアを賑やかしました。実際、学校現場や各市町の教育委員会に「安
全は確保されているのか」、「けがが起きるのではないか」などといった意見が多く寄せられてい
たのを覚えています。柔道の授業を安全に行うために、各市町で研修会が毎年開かれるようにな
りました。全柔連も毎年「全国中学校 ( 教科 ) 柔道指導者研修会」を開催し、指導者が柔道の授業
を安全に行うための研修会を行っています。中体連としても県内から保健体育科の教員で柔道経
験者１名、未経験者１名を研修会に参加させ、柔道を安全に指導することができる教員を増やし
てきました。中学校の授業で、柔道の魅力や安全性が生徒を通して保護者にも理解されることも
柔道離れを止める大きな役割を担うと思います。
　現在、静岡県柔道協会では柔道人口の裾野を拡大させるために、親子柔道教室を開催するなど
して柔道の魅力を各地区に広めています。中体連では、各地区で合同練習会や指導者講習会を定
期的に開き、若手指導者や柔道を専門としない顧問との情報交換の場を増やしています。各学校
の指導者が、練習方法や指導方法だけではなく、嘉納師範の教えを中学生に伝えることが、柔道
を通して人間形成をしていく大事な一歩だと感じています。「柔道＝危険」から「柔道＝楽しい」
イメージに変えていくことも中学校の教師としての使命だと考え、柔道の普及に尽力していきます。
　この 10 年間、県中体連として、中学生の競技力向上にも力を入れてきました。平成 24 年には
静岡県柔道協会長杯の団体戦、平成 25 年には個人戦が静岡県柔道協会の御指導、御協力の下、新
たに新設をされました。これまで、秋に中学生の大会がなかったため、県内の中学生や柔道部の
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顧問にとって大きなモチベーションになると共に、県中学総体へのシードの選考になる重要な大
会となりました。県中学総体では男子団体戦の静岡学園中学校の８連覇、女子団体戦の東海大付
属翔洋高校中等部の６連覇など、県内においてもレベルの高い試合が行われてきました。また、
東海大会や全国大会においても多くの静岡県選手が活躍しています。平成 28 年には 19 年ぶりに
西部地区から浜松市立引佐南部中学校が県を制しました。また、翌年には 32 年ぶりに東部地区か
ら伊豆の国市立長岡中学校が県を制し、静岡県全体の競技力が向上したと言える 10 年間となりま
した。
　2020 年には 33 年ぶりに全国中学校柔道大会が静岡県で開催されます。現在、県トレセンにて、
柔道協会と高体連の協力を得ながら中学生の育成をしています。選手たちは、高等学校のより細
かい技術や技の掛け方など普段の稽古では体験できない刺激を得ることができます。
　中体連柔道競技部一同、2020 年全国中学校柔道大会を成功させ、静岡県の柔道をさらに発展さ
せられるよう尽力していきます。

１０年間の主な出来事
平成２０年度　　第 38 回全国中学校柔道大会（島根全中）　
　　　　　　　　　女子４４㎏級　優勝　片岡まゆ　富士宮第一中学校
平成２２年度　　世界カデの階級に合わせ、県中学総体で男子５０㎏級、女子４０㎏級を追加
平成２３年度　　第３３回東海中学校総合体育大会が静岡県で開催。
平成２４年度　　静岡県柔道協会長杯中学校柔道大会新設（１１月）
　　　　　　　　　第１回大会優勝校　男子：静岡学園中学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　女子：東海大学付属翔洋高等学校中等部
平成２５年度　　静岡県柔道協会長杯中学校体重別柔道大会新設（２月）
平成２７年度　　静岡県柔道協会長杯中学校柔道大会が５月に移動する。
平成２８年度　　第 47 回全国中学校柔道大会（新潟全中）
　　　　　　　　　女子７０㎏超　優勝　米川明穂　藤枝順心中学校
平成２９年度　　第３９回東海中学校総合体育大会が静岡県武道館で開催される
平成３０年度　　第４９回全国中学校柔道大会（広島全中）
　　　　　　　　　女子４０㎏級　優勝　百田久奈　藤枝順心中学校
　　　　　　　　　女子５７㎏級　優勝　杉山月琉　東海大学付属静岡翔洋高等学校中等部

歴代の専門委員長
平成１９年４月～平成２２年３月　戈茂　一幸
平成２２年４月～平成２９年３月　山口　麻和
平成２９年４月～　　　現在　　　星野　祐樹
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過去の大会結果 
静岡県大会：男子個人戦 

  階級 1 位 2 位 3 位 3 位 

平成 20 年度 55ｋｇ級 佐 藤 光 将 ( 静 岡 学 園 ) フジタケンジ ( 笠 井 ) 鈴 木 優 希 ( 常 葉 橘 ) 友 澤  正 (東海大翔洋) 

  60ｋｇ級 大 塚 智 也 ( 開 成 ) 秋 本 健 吾 ( 常 葉 橘 ) 望 月 隆 光 ( 芝 川 ) 福 本 真 佐 也 ( 静 岡 学 園 ) 

  66kg 級 立 川 功 大 (東海大翔洋) 伊 奈 慶 貴 ( 長 岡 ) 辻  薫 平 ( 静 岡 学 園 ) 本 多 優 介 ( 湖 東 ) 

  73kg 級 大 島 遼 平 ( 静 岡 学 園 ) 田 中 健 登 (東海大翔洋) 田 村 雅 樹 ( 高 台 ) 白 井 聖 人 ( 湖 東 ) 

  81kg 級 山 本 雄 也 ( 笠 井 ) 山 口 裕 太 ( 御 殿 場 ) 福 嶋 佑 馬 ( 服 織 ) 柳 田 瑞 輝 ( 常 葉 橘 ) 

  90kg 級 渡 辺 浩 貴 ( 福 田 ) 木 村 崇 志 ( 岳 陽 ) 佐 野 将 大 ( 静 岡 学 園 ) 庄 司 大 晟 ( 静 岡 学 園 ) 

  90kg 超級 小 澤 秀 彰 ( 静 岡 学 園 ) 小 澤 春 貴 ( 桜 が 丘 ) 平 部 一 樹 ( 御 殿 場 ) 柏 木  淳 (東海大翔洋) 

平成 21 年度 55ｋｇ級 鈴 木 優 希 ( 常 葉 橘 ) フジタケンジ ( 笠 井 ) 佐 野 良 樹 ( 高 台 ) 友 澤  正 (東海大翔洋) 

  60ｋｇ級 佐 藤 光 将 ( 静 岡 学 園 ) 遊 屋 貴 斗 ( 愛 鷹 ) 川 村 倫 平 ( 金 岡 ) 矢 萩 大 貴 (東海大翔洋) 

  66kg 級 西 村 直 之 ( 富 士 南 ) 原 田 大 樹 ( 韮 山 ) 増 田 大 地 ( 大 富 ) 熊 澤 匡 範 (東海大翔洋) 

  73kg 級 田 村 雅 樹 ( 高 台 ) 辻  薫 平 ( 静 岡 学 園 ) 新 美 公 秀 ( 掛 川 東 ) 山 形 圭 祐 ( 市 沼 高 中 ) 

  81kg 級 遠 田 扶 己 也 (東海大翔洋) 浅 賀 慎 太 郎 ( 静 岡 学 園 ) 鈴 木 涼 太 ( 愛 鷹 ) 白 井 聖 人 ( 湖 東 ) 

  90kg 級 佐 野 将 大 ( 静 岡 学 園 ) 佐 藤 和 哉 ( 静 岡 学 園 ) 望 月 陽 介 ( 藤 枝 明 誠 ) 鈴 木 稔 也 (東海大翔洋) 

  90kg 超級 大 田 和 也 ( 静 岡 学 園 ) 河 合 将 史 ( 浜 松 南 部 ) 清 水 圭 三 郎 ( 藤 枝 明 誠 ) 原  康 雅 ( 沼 津 第 三 ) 

平成 22 年度 50kg 級 法 月 綾 憂 ( 静 岡 学 園 ) 溝 口  航 ( 大 仁 ) 杉 山 慎 吾 ( 常 葉 橘 ) 杉 本 寛 太 ( 藤 枝 明 誠 ) 

  55ｋｇ級 小 林 駿 平 ( 静 岡 学 園 ) 小 原 光 雄 ( 新 居 ) 佐 野 良 樹 ( 高 台 ) 望 月 飛 翔 ( 静 岡 学 園 ) 

  60ｋｇ級 梅 澤 真 仁 (東海大翔洋) 松 本  竣 ( 細 江 ) 佐 原 康 平 ( 白 須 賀 ) 鎌 田 達 也 ( 函 南 ) 

  66kg 級 高 田 拓 海 ( 静 岡 学 園 ) 齋 藤 光 星 ( 金 岡 ) 岩 澤 勇 佑 ( 長 岡 ) ﾕ ｻ ・ ﾙ ｰ ｶ ｽ ( 佐 鳴 台 ) 

  73kg 級 星 野 圭 祐 ( 静 岡 学 園 ) 矢 萩 大 貴 (東海大翔洋) 小 原 諒 平 ( 新 居 ) 川 崎  翔 ( 函 南 ) 

  81kg 級 植 田 蒼 太 朗 ( 高 台 ) 鈴 木 和 也 ( 高 台 ) 西 山 誠 悟 ( 金 谷 ) 小 澤 康 祐 ( 長 田 南 ) 

  90kg 級 佐 藤 和 哉 ( 静 岡 学 園 ) 望 月 陽 介 ( 藤 枝 明 誠 ) 内 海  翔 ( 藤 枝 明 誠 ) 手 老 優 輝 ( 函 南 ) 

  90kg 超級 清 水 圭 三 郎 ( 藤 枝 明 誠 ) 畑 山 幸 彬 (東海大翔洋) 岡 村 康 平 (東海大翔洋) 片 山 瑛 介 ( 高 台 ) 

平成 23 年度 50kg 級 上 村 悠 真 ( 高 台 ) 芹 沢 翔 哉 ( 函 南 ) 加 藤 唯 人 ( 服 織 ) 小 池 康 太 ( 鷲 津 ) 

  55ｋｇ級 小 林 大 貴 ( 金 岡 ) 法 月 綾 憂 ( 静 岡 学 園 ) 野 沢  聖 ( 笠 井 ) 野 岡 健 裕 ( 北 浜 東 部 ) 

  60ｋｇ級 望 月 飛 翔 ( 静 岡 学 園 ) 加 藤 雄 也 ( 市 沼 高 中 ) 塚 本 瑠 羽 ( 市 沼 高 中 ) 嵩 井 陵 太 ( 函 南 ) 

  66kg 級 辻  大 成 ( 静 岡 学 園 ) フ ジ タ ヨ シ オ ( 笠 井 ) 堀 内 進 次 ( 韮 山 ) 飯 川 夢 次 郎 ( 金 岡 ) 

  73kg 級 佐 野 安 大 ( 静 岡 学 園 ) 藤 田 尊 行 ( 静 岡 学 園 ) 井 内 智 也 ( 浜 名 ) 伊 藤 瑛 志 ( 笠 井 ) 

  81kg 級 植 田 蒼 太 朗 ( 高 台 ) 山 下 洸 平 ( 笠 井 ) 渡 辺 裕 記 ( 磐 田 第 一 ) ﾚｷ・ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ ( 鷲 津 ) 

  90kg 級 花 井 拓 哉 ( 中 郡 ) 小 笠 原 雄 也 ( 藤 枝 明 誠 ) 森 山  駿 ( 常 葉 橘 ) 熊 澤 廣 隆 (東海大翔洋) 

  90kg 超級 岡 村 康 平 (東海大翔洋) 椿 原  涼 ( 岡 部 ) 鈴 木 幹 太 ( 高 台 ) 星 野 正 春 ( 磐 田 南 部 ) 

平成 24 年度 50kg 級 片 桐 大 夢 ( 笠 井 ) 知 久 尚 斗 ( 清 南 高 中 ) 鈴 木 拓 海 ( 高 台 ) 川 部 拳 士 郎 ( 常 葉 橘 ) 

  55ｋｇ級 芹 沢 翔 哉 ( 函 南 ) 上 村 悠 真 ( 高 台 ) 小 笠 原 一 貴 ( 藤 枝 明 誠 ) 増 田 光 亮 ( 籠 上 ) 

  60ｋｇ級 嵩 井 陵 太 ( 函 南 ) 法 月 綾 憂 ( 静 岡 学 園 ) 岡 本 龍 司 ( 静 岡 学 園 ) 石 井 流 河 ( 函 南 ) 

  66kg 級 塚 本 瑠 羽 ( 市 沼 高 中 ) 上 林 裕 卓 (東海大翔洋) 三 浦 由 暉 ( 掛 川 西 ) 緒 方 尚 弥 ( 篠 原 ) 

  73kg 級 飯 川 夢 二 郎 ( 金 岡 ) 沖 山 直 希 ( 常 葉 橘 ) 鈴 木 悠 平 ( 岳 洋 ) 藤 田 洋 平 ( 周 南 ) 

  81kg 級 石 神 倫 哉 ( 静 岡 学 園 ) 辻 幸 之 介 ( 市 沼 高 中 ) 池 田 光 洋 ( 東 益 津 ) 池 田  澪 ( 笠 井 ) 

  90kg 級 大 橋 昂 文 ( 錦 田 ) 福 井 洋 貴 ( 細 江 ) 市 川 航 太 ( 静 岡 東 ) 堀 内 風 吾 ( 袋 井 ) 

  90kg 超級 小 笠 原 雄 也 ( 藤 枝 明 誠 ) 月 岡 早 瀬 ( 静 岡 学 園 ) 山 村  響 ( 細 江 ) 鈴 木 幹 汰 ( 高 台 ) 

平成 25 年度 50kg 級 片 桐 大 夢 ( 笠 井 ) 鈴 木 大 達 ( 浜 西 高 中 ) 松 永 翔 太 ( 長 岡 ) 鈴 木 絢 大 ( 金 岡 ) 

  55ｋｇ級 長 屋  涼 ( 函 南 ) 大 野 幹 太 ( 原 ) 星 野 匠 海 ( 観 山 ) 川 瀬  翔 (東海大翔洋) 

  60ｋｇ級 岡 本 龍 司 ( 静 岡 学 園 ) 山 下 海 斗 ( 新 居 ) 原  颯 一 ( 韮 山 ) 大 石 涼 平 ( 常 葉 橘 ) 

  66kg 級 杉 本 誠 太 ( 藤 枝 明 誠 ) 秋 山 竜 也 ( 市 沼 高 中 ) 内 田 哲 平 ( 長 泉 ) 小 笠 原 一 貴 ( 藤 枝 明 誠 ) 

  73kg 級 原  恵 太 ( 函 南 ) 石 川 紘 大 ( 函 南 ) 伊 藤  暖 ( 静 岡 学 園 ) 佐 藤 威 基 (東海大翔洋) 

  81kg 級 大 橋 海 斗 ( 錦 田 ) 渡 邉 良 祐 ( 静 岡 学 園 ) 齋 藤 太 河 (東海大翔洋) 渡 邊 稜 都 (東海大翔洋) 

  90kg 級 池 田 光 洋 ( 東 益 津 ) 長 屋  友 ( 神 久 呂 ) 長 谷 川 和 也 ( 麁 玉 ) 堀 内 風 吾 ( 袋 井 ) 
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  90kg 超級 川 井 康 平 ( 静 岡 学 園 ) 森 田  博 ( 藤 枝 明 誠 ) 石 川 純 也 ( 上 野 ) イシカワケンジロ ( 鷲 津 ) 

平成 26 年度 50kg 級 鈴 木 大 達 ( 浜 西 高 中 ) 橋 口  雄 ( 静 岡 学 園 ) 船 津 匡 史 (東海大翔洋) 松 浦 貫 介 ( 愛 鷹 ) 

  55ｋｇ級 矢 萩 翔 真 (東海大翔洋) 伊 藤 柚 太 ( 高 台 ) 渥 美  舜 ( 裾 野 東 ) 内 藤 洋 介 ( 湖 東 ) 

  60ｋｇ級 古 関 夕 響 ( 吉 原 第 一 ) 大 野 幹 太 ( 原 ) 坂 本  航 輝 ( 静 岡 学 園 ) 井 出 海 輝 ( 大 渕 ) 

  66kg 級 北 田 晃 大 (東海大翔洋) 奥 山 拓 海 ( 入 野 ) 山 田  幹 太 ( 細 江 ) 水 野 円 中 ( 高 台 ) 

  73kg 級 小 笠 原 一 貴 ( 藤 枝 明 誠 ) 吉 田  航 ( 韮 山 ) 根 岸 迅 仁 ( 御 殿 場 ) 小 股 拓 真 ( 富 士 南 ) 

  81kg 級 重 田 幸 大 ( 裾 野 東 ) 渡 辺 稜 都 (東海大翔洋) 熊 谷 健 太 ( 岩 松 ) 望 月 瑛 斗 ( 藤 枝 明 誠 ) 

  90kg 級 大 橋 海 斗 ( 錦 田 ) 米 山 竜 生 (東海大翔洋) 武 田 駿 之 介 ( 静 岡 東 ) 山 本 壮 汰 ( 吉 原 第 二 ) 

  90kg 超級 長 屋  友 ( 神 久 呂 ) 磯 部 昂 佑 (東海大翔洋) 下 橋 颯 斗 ( 鷹 岡 ) 池 田  諒 ( 麁 玉 ) 

平成 27 年度 50kg 級 石 川 俊 介 ( 函 南 ) 山 田 空 河 ( 中 郡 ) 出 野 優 汰 ( 大 浜 ) 初 野 壱 昴 ( 静 岡 翔 洋 ) 

  55ｋｇ級 石 川 聖 人 ( 静 岡 学 園 ) 塩 谷 航 輝 ( 大 仁 ) 伊 藤 龍 太 ( 笠 井 ) 仲 原 拓 人 ( 鷲 津 ) 

  60ｋｇ級 井 出 海 輝 ( 大 淵 ) 菊 池  魁 ( 日 大 三 島 ) 渡 邉 哲 平 ( 長 岡 ) 岡 本 陽 祐 ( 笠 井 ) 

  66kg 級 村 松 孝 紀 ( 静 岡 翔 洋 ) 伊 藤 栄 都 ( 高 台 ) 樋 口  健 ( 富 士 岡 ) 坂 本 航 輝 ( 静 岡 学 園 ) 

  73kg 級 水 野 円 中 ( 高 台 ) 角 田 英 知 ( 静 岡 翔 洋 ) 齋 藤 光 葉 ( 金 岡 ) 笹 津 備 永 ( 暁 秀 ) 

  81kg 級 飯 田 空 翔 ( 高 台 ) 依 田 絃 希 ( 日 大 三 島 ) 杉 山 諒 馬 ( 町 立 清 水 ) 中 山 裕 介 ( 富 塚 ) 

  90kg 級 熊 谷 健 太 ( 岩 松 ) 黒 川 平 次 ( 町 立 清 水 ) 疋 田 涼 也 ( 浜 松 日 体 ) 酒 井 颯 介 ( 積 志 ) 

  90kg 超級 下 橋 颯 斗 ( 鷹 岡 ) 磯 部 昂 佑 ( 静 岡 翔 洋 ) 成 田 陸 斗 ( 静 岡 翔 洋 ) 福 田 力 斗 ( 引 佐 南 部 ) 

平成 28 年度 50kg 級 加 藤 遼 馬 ( 長 岡 ) 大 賀 弘 渡 ( 市 沼 高 中 ) 野 村 創 大 ( 三 島 南 ) 山 本 遥 斗 ( 函 南 ) 

  55ｋｇ級 桶 渡 修 大 ( 引 佐 南 部 ) 水 野 晶 斗 ( 高 台 ) 殿 岡 慎 平 ( 町 立 清 水 ) 成 田 魁 星 ( 富 士 南 ) 

  60ｋｇ級 鈴 鹿 功 織 ( 高 台 ) 平 井 慎 一 郎 ( 山 田 ) 岡 村 羽 奏 ( 静 岡 翔 洋 ) 岡 本 紳 吾 ( 静 岡 学 園 ) 

  66kg 級 伊 藤 栄 都 ( 高 台 ) 田 村 駿 人 ( 錦 田 ) 吉 田 篤 申 ( 聖 隷 ) 宇 津 山 英 弥 ( 湖 東 ) 

  73kg 級 山 本 斗 夢 ( 静 岡 翔 洋 ) 柴 田 蓮 音 ( 静 岡 翔 洋 ) 小 山 拓 夢 ( 麁 玉 ) 中 谷  隼 ( 大 村 ) 

  81kg 級 飯 田 空 翔 ( 引 佐 南 部 ) 後 藤 悠 成 ( 篠 原 ) 北 澤 健 伍 ( 観 山 ) 須 川 豊 生 ( 青 島 ) 

  90kg 級 大 和 碧 瑠 ( 観 山 ) 菅 沼 良 成 ( 沼 津 第 三 ) 山 﨑 雄 麻 ( 観 山 ) 安 間 俊 太 ( 引 佐 南 部 ) 

  90kg 超級 下 橋 颯 斗 ( 鷹 岡 ) 福 田 力 斗 ( 引 佐 南 部 ) 姫 野 亘 亮 ( 笠 井 ) 大 矢 優 男 ( 鷲 津 ) 

平成 29 年度 50kg 級 源 平 琉 真 ( 静 岡 翔 洋 ) 鈴 鹿 睦 月 ( 高  台 ) 大 賀  弘 渡 ( 市 沼 高 中 ) 小 山 仁 志 ( 清 水 第 二 ) 

  55ｋｇ級 加 藤 遼 馬 ( 長  岡 ) 菅 谷 尚 優 ( 高  台 ) 池 沼  尋 ( 積  志 ) 山 本 遥 斗 ( 函  南 ) 

  60ｋｇ級 成 田 魁 星 ( 富 士 南 ) 福 澤 翔 太 郎 ( 日 大 三 島 ) 岡 村 羽 奏 ( 静 岡 翔 洋 ) 服 部 航 太 ( 湖  東 ) 

  66kg 級 吉 田 篤 申 ( 聖  隷 ) 鈴 鹿 功 織 ( 高  台 ) 岡 本 紳 吾 ( 静 岡 学 園 ) 長 澤 篤 希 ( 静 岡 学 園 ) 

  73kg 級 宇 津 山 英 弥 ( 湖  東 ) 宇 佐 美 一 誠 ( 富  士 ) 福 田 翔 大 ( 静 岡 学 園 ) 酒 井 聖 矢 ( 大 富 士 ) 

  81kg 級 岡 村 羽 詞 ( 静 岡 翔 洋 ) 渡 邉 爽 偉 ( 静 岡 翔 洋 ) 若 田 部 桔 平 ( 長  岡 ) 伊 藤 祥 真 ( 引 佐 南 部 ) 

  90kg 級 矢 﨑 洋 介 ( 岳  陽 ) 植 松 大 郎 ( 大 富 士 ) 荒  誠 人 ( 静 岡 学 園 ) 林  恭 平 ( 高  台 ) 

  90kg 超級 小 田 春 樹 ( 長  岡 ) 増 田 孝 貴 ( 北  浜 ) 蒔 田 稀 翔 ( 引 佐 南 部 ) 甲 田 真 吾 ( 城 南 静 岡 ) 

平成 30 年度 50kg 級 小 林 勇 斗 ( 静 岡 翔 洋 ) 渡 邉 銀 士 ( 長 岡 ) 内 藤 蒼 太 ( 湖 東 ) 秦  魁 都 ( 市 沼 高 中 ) 

  55ｋｇ級 鈴 鹿 睦 月 ( 高 台 ) 片 桐 叶 夢 ( 笠 井 ) 石 川 吟 ノ 助 ( 裾 野 東 ) 谷 口 慶 乃 介 ( 長 泉 北 ) 

  60ｋｇ級 原  章 博 ( 市 沼 高 中 ) 岡 本 治 祈 ( 長 岡 ) 柴 田 嶺 音 ( 清 水 第 八 ) 新 井 陸 斗 ( 田 子 浦 ) 

  66kg 級 辻 本 龍 基 ( 静 岡 学 園 ) 秋 山 龍 杜 ( 伊 東 南 ) 宇 佐 美 知 優 ( 高 台 ) 杉 山 颯 茉 ( 細 江 ) 

  73kg 級 長 澤 篤 希 ( 静 岡 学 園 ) 村 上 大 心 ( 北 上 ) 服 部 昴 輝 ( 笠 井 ) 繁 田 寛 太 ( 静 岡 翔 洋 ) 

  81kg 級 木 田 敦 也 ( 静 岡 学 園 ) 井 口 豪 琉 ( 北 浜 ) 服 部 真 也 ( 観 山 ) 金 子  翼 ( 細 江 ) 

  90kg 級 山 本 師 道 ( 可 美 ) 野 村 晟 也 ( 長 泉 ) 鈴 木 大 空 ( 静 岡 学 園 ) 木 内 銀 平 ( 静 岡 翔 洋 ) 

  90kg 超級 荒  誠 人 ( 静 岡 学 園 ) 井 内 春 希 ( 北 浜 ) 中 山 新 治 ( 北 浜 ) 佐 々 木 里 旺 ( 静 岡 翔 洋 ) 
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静岡県大会：女子個人戦 
  階級 1 位 2 位 3 位 3 位 

平成 20 年度 44kg 級 岡 本 理 帆 ( 藤 枝 順 心 ) 成 宮 未 結 ( 常 葉 橘 ) 馬 場 あ ゆ 美 (東海大翔洋) 照 井 嬉 子 ( 福 田 ) 

  48kg 級 片 岡 ま ゆ (富士宮第一) 花 村 礼 乃 ( 長 岡 ) 鈴 木 結 加 利 ( 福 田 ) 神 山 悠 香 ( 韮 山 ) 

  52kg 級 秋 山 侑 里 佳 ( 藤 枝 順 心 ) 松 田 海 佑 (富士宮第一) 海 野 伶 央 ( 常 葉 橘 ) 伊 奈 郁 乃 ( 長 岡 ) 

  57kg 級 渡 辺 明 里 (富士宮第一) 菊 池 優 貴 乃 ( 静 岡 学 園 ) 吉 永 眞 子 ( 常 葉 橘 ) 古 川 稜 子 (東海大翔洋) 

  63kg 級 村 山 の ど か ( 市 沼 高 中 ) 堀 川 郁 美 ( 新 居 ) 大 橋 知 紗 ( 磐 田 南 部 ) 小 野 千 裕 ( 愛 鷹 ) 

  70kg 級 渡 辺 貴 子 (富士宮第一) 中 村 恵 子 ( 金 岡 ) 山 下 亜 矢 (東海大翔洋) 平田英里佳 ( 北 浜 東 部 ) 

  70kg 超級 岩 崎 光 希 (東海大翔洋) 中 村  優 ( 北 上 ) 伊 藤  愛 (東海大翔洋) 滝 川 真 央 (富士宮第一) 

平成 21 年度 44kg 級 岡 本 理 帆 ( 藤 枝 順 心 ) 繁 田 青 夏 ( 藤 枝 順 心 ) 長 屋 春 菜 ( 神 久 呂 ) 井口可菜美 ( 高 台 ) 

  48kg 級 馬 場 あ ゆ 美 (東海大翔洋) 伊 奈 郁 乃 ( 長 岡 ) 鈴 木  楓 ( 藤 枝 順 心 ) 渡 辺 香 奈 ( 藤 枝 順 心 ) 

  52kg 級 花 村 礼 乃 ( 長 岡 ) 小 木 曽 舞 ( 焼 津 ) 金 田 明 日 香 ( 篠 原 ) 田 中 茉 衣 ( 高 台 ) 

  57kg 級 渡 辺 明 里 (富士宮第一) 古 川 稜 子 (東海大翔洋) 川 部 恵 佳 ( 常 葉 橘 ) 杉 山 茉 優 ( 市 沼 高 中 ) 

  63kg 級 菊 池 優 貴 乃 ( 静 岡 学 園 ) 神 田 日 和 ( 常 葉 橘 ) 山 田  葵 ( 市 沼 高 中 ) 遠 田 真 子 (東海大翔洋) 

  70kg 級 村 山 の ど か ( 市 沼 高 中 ) 吉 長 桃 子 ( 中 郷 ) 佐 々 木  唯 ( 庄 内 ) 渡 辺  結 ( 高 台 ) 

  70kg 超級 滝 川 真 央 ( 原 ) 鳥 沢 由 美 ( 長 井 崎 ) 松 本 ほ な 美 ( 吉 田 ) 伊 藤  愛 (東海大翔洋) 

平成 22 年度 40kg 級 金 田 采 芽 ( 新 居 ) 戸 澤 友 希 ( 高 洲 ) 加 藤 凪 彩 ( 服 織 ) 小 原 綾 華 ( 新 居 ) 

  44kg 級 繁 田 青 夏 ( 藤 枝 順 心 ) 岩 崎 光 沙 ( 藤 枝 順 心 ) 片 岡 里 帆 ( 新 居 ) 井口可菜美 ( 高 台 ) 

  48kg 級 鈴 木  楓 ( 藤 枝 順 心 ) 石 川 亜 子 ( 常 葉 橘 ) 山 口 奈 菜 美 ( 御 殿 場 ) 成宮妃世梨 ( 藤 枝 順 心 ) 

  52kg 級 田 中 茉 衣 ( 高 台 ) 渡 辺 香 奈 ( 藤 枝 順 心 ) 川 原 礼 花 (東海大翔洋) 伊 奈 郁 乃 ( 長 岡 ) 

  57kg 級 渡 辺 明 里 ( 大 仁 ) 山 本 ひ な (東海大翔洋) 前 山 理 菜 ( 服 織 ) 大 石 朋 佳 ( 新 居 ) 

  63kg 級 佐 藤 幸 世 ( 市 沼 高 中 ) 佐 藤 和 世 (東海大翔洋) 渡 辺 千 晶 ( 吉 原 第 一 ) 村 山 か な み ( 錦 田 ) 

  70kg 級 遠 田 真 子 (東海大翔洋) 吉 長 桃 子 ( 中 郷 ) 仁 科 鈴 菜 ( 裾 野 東 ) 佐 藤 知 穂 ( 湖 西 ) 

  70kg 超級 滝 川 真 央 ( 原 ) 藁 科 悠 里 奈 ( 富 士 南 ) 松 本 ほ な 美 ( 吉 田 ) 楠  麻 衣 ( 長 岡 ) 

平成 23 年度 40kg 級 小 原 綾 華 ( 新 居 ) 戸 澤 友 希 ( 高 洲 ) 戸 澤 智 帆 ( 高 洲 ) 渡 辺 り ほ ( 裾 野 西 ) 

  44kg 級 鈴 木 茉 莉 ( 藤 枝 順 心 ) 岩 崎 光 沙 ( 藤 枝 順 心 ) 小 林 夏 希 ( 暁 秀 ) 山 本 風 月 ( 細 江 ) 

  48kg 級 成 宮 妃 世 梨 ( 藤 枝 順 心 ) 野 﨑 舞 夏 星 ( 浜 西 高 中 ) 福 本 菜 摘 ( 市 沼 高 中 ) 加 藤 凪 彩 ( 服 織 ) 

  52kg 級 川 原 礼 花 (東海大翔洋) 渡 辺 香 奈 ( 藤 枝 順 心 ) 山 口 明 子 ( 錦 田 ) 堀  侑 那 ( 積 志 ) 

  57kg 級 山 本 ひ な (東海大翔洋) 土 屋 杏 花 ( 金 岡 ) 土 屋  葵 ( 鷲 津 ) 小 野 美 緒 ( 御 前 崎 ) 

  63kg 級 安 竹 真 利 奈 (東海大翔洋) 烏 山 葉 月 ( 長 田 西 ) 木 下 由 美 ( 新 居 ) 米 山 綾 乃 ( 岳 洋 ) 

  70kg 級 遠 田 真 子 (東海大翔洋) 佐 山 礼 夢 瑠 ( 大 仁 ) 瀬 川 侑 希 ( 市 沼 高 中 ) 鯉 川 京 香 ( 磐 田 南 部 ) 

  70kg 超級 楠  麻 衣 ( 長 岡 ) 小 原 奈 々 ( 大 仁 ) 志 村 希 和 ( 服 織 ) 植 松 ほ た る (東海大翔洋) 

平成 24 年度 40kg 級 松 浦 都 衣 ( 愛 鷹 ) 安 食 亜 美 ( 藤 枝 順 心 ) 北 村 歩 里 ( 深 良 ) 川瀬莉々愛 ( 小 嵐 ) 

  44kg 級 鈴 木 茉 莉 ( 藤 枝 順 心 ) 小 林 夏 希 ( 暁 秀 ) 竹 内 智 紗 子 ( 麁 玉 ) 法 月 美 優 ( 藤 枝 順 心 ) 

  48kg 級 成 宮 妃 世 梨 ( 藤 枝 順 心 ) 渡 辺 真 央 ( 大 仁 ) 早 川 実 里 ( 岡 崎 ) 竹内智衣子 ( 麁 玉 ) 

  52kg 級 加 藤 樹 梨 ( 錦 田 ) 堀  夏 海 ( 積 志 ) 高 倉 あ り さ ( 細 江 ) 杉 山 奈 那 (東海大翔洋) 

  57kg 級 瀬 川 侑 希 ( 市 沼 高 中 ) 菊 池 涼 音 ( 長 岡 ) 米 山 綾 乃 ( 岳 陽 ) 神 谷 真 彩 ( 新 居 ) 

  63kg 級 安 竹 真 利 奈 (東海大翔洋) 増 島 佑 紀 ( 市 沼 高 中 ) 藤 田 ひ か る ( 鷲 津 ) 菊 池 さ く ら ( 市 沼 高 中 ) 

  70kg 級 楠  麻 衣 ( 長 岡 ) 外 山 紗 奈 (東海大翔洋) 鯉 川 京 香 ( 磐 田 南 部 ) 鳥 沢 規 子 ( 長 井 崎 ) 

  70kg 超級 大 澤 宜 歩 ( 御 前 崎 ) 植 松 ほ た る (東海大翔洋) 志 村 希 和 ( 服 織 ) 萩 原  彩 ( 大 里 ) 

平成 25 年度 40kg 級 松 浦 都 衣 ( 愛 鷹 ) 安 食 亜 美 ( 藤 枝 順 心 ) 竹 田 麻 里 亜 ( 焼 津 豊 田 ) 小 林 美 咲 ( 市 沼 高 中 ) 

  44kg 級 小 林 夏 希 ( 暁 秀 ) 田 島 小 夏 ( 大 仁 ) 池 谷  弥 ( 湖 東 ) 法 月 美 優 ( 藤 枝 順 心 ) 

  48kg 級 竹 内 智 紗 子 ( 麁 玉 ) 河 野 涼 子 ( 町 立 清 水 ) 川 口 彩 恵 子 ( 市 沼 高 中 ) 渡 辺 真 央 ( 大 仁 ) 

  52kg 級 加 藤 樹 梨 ( 錦 田 ) 竹 内 智 衣 子 ( 麁 玉 ) 堀  夏 海 ( 積 志 ) 三 須  葵 ( 市 沼 高 中 ) 

  57kg 級 菊 池 涼 音 ( 長 岡 ) 山 下 亜 的 ( 小 川 ) 岩 井 柚 里 香 (東海大翔洋) 野 中 菜 央 ( 麁 玉 ) 

  63kg 級 安 竹 真 利 奈 (東海大翔洋) 菊 池 さ く ら ( 市 沼 高 中 ) 山 市 美 穂 ( 藤 枝 順 心 ) 松 野 愛 以 ( 西 遠 女 子 ) 

  70kg 級 澤 崎 莉 子 (東海大翔洋) 外 山 紗 奈 (東海大翔洋) 小 股 舞 子 ( 富 士 南 ) 大城ﾌｧﾋﾞｱﾅ ( 鷲 津 ) 

  70kg 超級 植 田 桃 花 ( 高 台 ) 楠  明 日 香 ( 長 岡 ) 萩 原  彩 ( 大 里 ) 大野ｱｲﾘｰﾝ ( 藤 枝 順 心 ) 
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平成 26 年度 40kg 級 鈴 木  葵 ( 藤 枝 順 心 ) 久保田明日加 ( 清 水 第 二 ) 永 田 真 菜 ( 今 沢 ) 相 原 瑠 那 ( 大 仁 ) 

  44kg 級 安 食 亜 美 ( 藤 枝 順 心 ) 小 林 美 咲 ( 市 沼 高 中 ) 吉 永  繭 ( 観 山 ) 近 藤  舞 ( 城 南 静 岡 ) 

  48kg 級 三 須  葵 ( 市 沼 高 中 ) 法 月 美 優 ( 藤 枝 順 心 ) 市 川 美 桜 子 ( 金 岡 ) 田 島 小 夏 ( 大 仁 ) 

  52kg 級 杉 山 奈 那 (東海大翔洋) 鶴 巻  実 ( 藤 枝 順 心 ) 松 橋  美 羽 ( 浜 松 東 部 ) 服 部 芳 美 ( 観 山 ) 

  57kg 級 増 井  涼 ( 三 島 北 ) 飯 塚 歩 咲 ( 常 葉 学 園 ) 前 田 珠 貴 ( 藤 枝 順 心 ) 伊藤会理奈 ( 中 郷 西 ) 

  63kg 級 菊 池 さ く ら ( 市 沼 高 中 ) 岩 井 柚 里 香 (東海大翔洋) 百 井 優 佳 (東海大翔洋) 井上明日香 ( 浜 北 北 部 ) 

  70kg 級 澤 崎 莉 子 (東海大翔洋) 山 本  杏 ( 市 沼 高 中 ) 森 下  明 ( 北 浜 ) 平 野 み の り ( 北 浜 ) 

  70kg 超級 楠  明 日 香 ( 長 岡 ) 米 川 明 穂 ( 藤 枝 順 心 ) 渡 邉  愛 海 ( 三 島 南 ) 渡 邉 七 海 ( 三 島 南 ) 

平成 27 年度 40kg 級 大 石 紋 萌 ( 観 山 ) 望 月 友 梨 香 ( 片 浜 ) 相 原 瑠 那 ( 大 仁 ) 久保田明日加 ( 清 水 第 二 ) 

  44kg 級 小 林 美 咲 ( 市 沼 高 中 ) 酒 井 結 花 ( 北 浜 ) 近 藤  舞 ( 城 南 静 岡 ) 鈴 木  葵 ( 藤 枝 順 心 ) 

  48kg 級 松 野 愛 瑠 ( 浜 北 北 部 ) 池 谷  弥 ( 湖 東 ) 山 本 美 羽 ( 新 居 ) 吉 永  繭 ( 観 山 ) 

  52kg 級 袴 田 桂 名 瑚 ( 浜 北 北 部 ) 百 田 久 佳 ( 藤 枝 順 心 ) 石 川 桃 子 ( 市 沼 高 中 ) 福 田 智 花 ( 引 佐 南 部 ) 

  57kg 級 袴 田 芽 久 望 ( 浜 北 北 部 ) 前 田 珠 貴 ( 藤 枝 順 心 ) 本 間 由 奈 ( 観 山 ) 川口彩恵子 ( 市 沼 高 中 ) 

  63kg 級 岩 井 柚 里 香 ( 静 岡 翔 洋 ) 百 井 優 桂 ( 静 岡 翔 洋 ) 杉 浦 亜 希 ( 篠 原 ) 渡 辺 瑚 波 ( 積 志 ) 

  70kg 級 山 本  杏 ( 市 沼 高 中 ) 澤 崎 莉 子 ( 静 岡 翔 洋 ) 四 篠 琉 那 ( 静 岡 翔 洋 ) 長 島 水 城 ( 吉 原 第 二 ) 

  70kg 超級 米 川 明 穂 ( 藤 枝 順 心 ) 楠  明 日 香 ( 長 岡 ) 植 松 こ は る ( 井 之 頭 ) 宇佐美茉海 ( 浜 北 北 部 ) 

平成 28 年度 40kg 級 大 橋  碧 ( 青 島 ) 野 末 実 鈴 ( 引 佐 南 部 ) 太 田 瑞 月 ( 観 山 ) 太 田 葉 月 ( 観 山 ) 

  44kg 級 長 倉  誉 ( 長 岡 ) 新 村 侑 郁 ( 浜 北 北 部 ) 酒 井 結 花 ( 北 浜 ) 大 石 紋 萌 ( 観 山 ) 

  48kg 級 松 野 愛 瑠 ( 浜 北 北 部 ) 川 口  優 ( 静 岡 翔 洋 ) 大 野 和 花 ( 原 ) 荒川菜々香 ( 長 岡 ) 

  52kg 級 袴 田 佳 名 瑚 ( 浜 北 北 部 ) 福 田 智 花 ( 引 佐 南 部 ) 野 澤 つ ぐ み ( 積 志 ) 石 川 桃 子 ( 市 沼 高 中 ) 

  57kg 級 百 田 久 佳 ( 藤 枝 順 心 ) 杉 山 月 琉 ( 静 岡 翔 洋 ) 森  映 璃 ( 積 志 ) 池 沼  月 ( 積 志 ) 

  63kg 級 鈴 木 夢 乃 ( 浜 北 北 部 ) 渡 辺 瑚 波 ( 積 志 ) 渡 辺 麻 唯 乃 ( 静 岡 翔 洋 ) 橋 口 英 子 ( 静 岡 学 園 ) 

  70kg 級 高 山 美 優 ( 藤 枝 順 心 ) 山 本  杏 ( 市 沼 高 中 ) 四 条 瑠 那 ( 静 岡 翔 洋 ) 森 下  明 ( 北 浜 ) 

  70kg 超級 米 川 明 穂 ( 藤 枝 順 心 ) 大野イボーン ( 藤 枝 順 心 ) 杉 田 菜 奈 ( 静 岡 翔 洋 ) 渡 邊 愛 海 ( 三 島 南 ) 

平成 29 年度 40kg 級 百 田 久 奈 ( 藤 枝 順 心 ) 太 田 葉 月 ( 観  山 ) 太 田  瑞 月 ( 観  山 ) 露  遥 菜 ( 浮  島 ) 

  44kg 級 新 村 侑 郁 ( 浜 北 北 部 ) 大 橋  碧 ( 青  島 ) 野 末  実 鈴 ( 引 佐 南 部 ) 片桐 明日美 ( 引 佐 南 部 ) 

  48kg 級 酒 井 結 花 ( 北  浜 ) 佐 藤 由 舞 ( 静 岡 翔 洋 ) 菅 沼 り さ ( 市 沼 高 中 ) 小 林 さ く ら ( 引 佐 南 部 ) 

  52kg 級 福 田 智 花 ( 引 佐 南 部 ) 村 松 杏 樺 ( 麁  玉 ) 安 食 妃 那 ( 藤 枝 順 心 ) 長 倉 嘉 保 ( 長  岡 ) 

  57kg 級 杉 山 月 琉 ( 静 岡 翔 洋 ) 大 石 紋 萌 ( 観  山 ) 関  愛 未 ( 青  島 ) 芦 沢 佑 奈 ( 焼  津 ) 

  63kg 級 橋 口 英 子 ( 静 岡 学 園 ) 渡辺 麻唯乃 ( 静 岡 翔 洋 ) 望 月 珠 樺 ( 市 沼 高 中 ) 金  杏 幸 実 ( 新  居 ) 

  70kg 級 高 山 美 憂 ( 藤 枝 順 心 ) 四 條 瑠 那 ( 静 岡 翔 洋 ) 通 場 瑞 稀 ( 清 水 第 八 ) 外 岡 叶 芽 ( 市 沼 高 中 ) 

  70kg 超級 飯 田 星 那 ( 高  台 ) ｵﾄｳﾎﾞ ひなた ( 鷲  津 ) 丹 沢 莉 子 ( 岳  陽 ) 杉 田 菜 奈 ( 静 岡 翔 洋 ) 

平成 30 年度 40kg 級 百 田 久 奈 ( 藤 枝 順 心 ) 金 子 舞 果 (町立清水南) 酒 井 茉 優 ( 長 田 西 ) 吉 田 季 布 ( 聖 隷 ) 

  44kg 級 山 中 美 里 ( 藤 枝 順 心 ) 原 田 詩 依 菜 ( 藤 枝 順 心 ) 太 田 瑞 月 ( 観 山 ) 太 田 葉 月 ( 観 山 ) 

  48kg 級 山 本 唯 未 ( 湖 西 ) 青 島 こ こ ろ ( 大 富 ) 原 川 珠 緒 ( 藤 枝 順 心 ) 時 森 琴 梨 ( 静 岡 東 ) 

  52kg 級 望 月 佑 彩 ( 市 沼 高 中 ) 片 桐 明 日 美 ( 引 佐 南 部 ) 長 倉 嘉 保 ( 長 岡 ) 安 食 妃 那 ( 藤 枝 順 心 ) 

  57kg 級 杉 山 月 琉 ( 静 岡 翔 洋 ) 安 竹 克 海 ( 静 岡 翔 洋 ) 上 原 愛 菜 ( 大 仁 ) 辻 本 栞 穂 ( 市 沼 高 中 ) 

  63kg 級 望 月 珠 樺 ( 市 沼 高 中 ) 安 竹 杏 純 ( 焼 津 豊 田 ) 近 藤 小 晴 ( 藤 枝 順 心 ) 小 川 真 美 ( 原 ) 

  70kg 級 渡 辺 麻 唯 乃 ( 静 岡 翔 洋 ) 通 場 瑞 稀 ( 清 水 第 八 ) 原 田 し い な ( 湖 西 ) 金  杏 幸 実 ( 新 居 ) 

  70kg 超級 杉 田 菜 奈 ( 静 岡 翔 洋 ) 飯 田 星 那 ( 高 台 ) 岩 﨑 美 空 ( 函 南 ) ﾀﾞｼﾙﾊﾞ・ｶﾛﾘｰﾅ ( 磐 田 南 部 ) 
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静岡県大会結果：男子団体戦 
 １位 ２位 ３位 ３位 

平成２０年 静 岡 学 園 常 葉 橘 金 岡 東 海 大 翔 洋 
平成２１年 静 岡 学 園 東 海 大 翔 洋 金 岡 高 台 
平成２２年 静 岡 学 園 藤 枝 明 誠 高 台 東 海 大 翔 洋 
平成２３年 静 岡 学 園 笠 井 高 台 金 岡 
平成２４年 静 岡 学 園 東 海 大 翔 洋 藤 枝 明 誠 細 江 
平成２５年 静 岡 学 園 東 海 大 翔 洋 麁 玉 藤 枝 明 誠 
平成２６年 東 海 大 翔 洋 麁 玉 高 台 函 南 
平成２７年 静 岡 翔 洋 高 台 引 佐 南 部 長 岡 
平成２８年 引 佐 南 部 観 山 静 岡 翔 洋 静 岡 学 園 
平成２９年 長 岡 静 岡 学 園 静 岡 翔 洋 高 台 
平成３０年 静 岡 学 園 静 岡 翔 洋 長 岡 北 浜 

静岡県大会結果：女子団体戦 
 １位 ２位 ３位 ３位 

平成２０年 富 士 宮 第 一 静 岡 学 園 東 海 大 翔 洋 新 居 
平成２１年 市 立 沼 津 高 中 富 士 宮 第 一 東 海 大 翔 洋 長 岡 
平成２２年 東 海 大 翔 洋 藤 枝 順 心 高 台 大 仁 
平成２３年 東 海 大 翔 洋 藤 枝 順 心 新 居 大 仁 
平成２４年 東 海 大 翔 洋 藤 枝 順 心 長 岡 市 立 沼 津 高 中 
平成２５年 東 海 大 翔 洋 市 立 沼 津 高 中 鷲 津 麁 玉 
平成２６年 東 海 大 翔 洋 市 立 沼 津 高 中 藤 枝 順 心 浜 北 北 部 
平成２７年 静 岡 翔 洋 浜 北 北 部 長 岡 市 立 沼 津 高 中 
平成２８年 藤 枝 順 心 浜 北 北 部 市 立 沼 津 高 中 静 岡 翔 洋 
平成２９年 静 岡 翔 洋 藤 枝 順 心 市 立 沼 津 高 中 引 佐 南 部 
平成３０年 静 岡 翔 洋 市 立 沼 津 高 中 引 佐 南 部 藤 枝 順 心 
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高等学校体育連盟柔道専門部
10 年間の歩み

県柔道専門部委員長

　平成 20 年から 29 年の 10 年間における全国高等学校総合体育大会柔道競技及び全国高校柔道選
手権大会（静岡県高校新人柔道大会）の歩み

（１）全国高等学校総合体育大会柔道競技

　団体戦優勝校をその歴史と共に振り返ってみたいと思います。
　男子団体は、優勝回数の多い順から静岡学園６回、東海大翔洋の３回、そして創部 15 年
目で初優勝を飾った加藤学園です。中でも静岡学園は、平成 21 年度～ 25 年度の５連覇とい
う圧倒的な実力を見せました。
　女子団体は、平成 21 年度に念願の初優勝を飾った藤枝順心４回、東海大翔洋３回、市立
沼津、静岡学園、富士市立（静岡学園、富士市立は共に初優勝）の１回となります。
　また、東海高等学校総合体育大会における女子団体では、平成 20 年度、23 年度は東海大
翔洋、藤枝順心がそれぞれ優勝を果たしました。
　一方、個人戦では、全国に優秀な選手を数多く輩出しております。全国大会３位以内の入
賞者を挙げてみると、男子では、平成 23 年度の 100kg 超級 渡辺祥真（市立沼津）第３位、
平成 22 年度の 66kg 級 吉澤　駿（静岡学園）３位、平成 26 年度の 81kg 級 山田知輝（東海
大翔洋）３位。
　女子では、平成 20 年度の 52kg 級 加賀谷千保（藤枝順心）優勝、平成 22 年度の 57kg 級 
井口采美（浜松商）３位、平成 24 年度の 48kg 級 岡本理帆（藤枝順心）優勝、70kg 級 村
山のどか（市立沼津）２位、78kg 超級 滝川真央（富士市立）２位、平成 25 年度も 滝川真
央（富士市立）が２年連続で２位となりました。そして平成 26 年度の 57kg 級は谷川美歩（藤
枝順心）優勝、平成 27 年度の 78kg 級 伊藤七海（藤枝順心）３位の結果となりました。
　以上のようにこの 10 年間、素晴らしい実績をあげており全国トップのレベルの選手が育っ
ております。

（２）全国高校柔道選手権大会（静岡県高校新人柔道大会）

　団体戦優勝校を振り返ってみますと、男子団体は、優勝回数の多い順から静岡学園６回、
東海大翔洋２回、浜松商１回、そして総体同様、創部 15 年目で初優勝を飾りました加藤学

西 川 孝 治
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園です。中でも静岡学園は、平成 22 年度～ 24 年度の４連覇という実力を見せました。
　女子団体は、平成 20 年度、念願の初優勝をとげた藤枝順心の８回、東海大翔洋、市立沼
津の各１回となります。特筆すべき点として、藤枝順心が平成 20 年度～ 22 年度の３連覇、
平成 24 年度～ 28 年度までの５連覇と、この 10 年間、圧倒的な強さを見せています。
　一方、個人戦では、高校総体同様、全国で優秀な実績をあげることができました。
　男子では、平成 23 年度の無差別級 佐藤和哉（静岡学園）第３位、平成 24 年度は優勝を
遂げました。平成 25 年度の 81kg 級 佐野安大（静岡学園）３位、平成 28 年度は、無差別級 
高木一石（湖西）３位となりました。
　女子では、平成 23 年度の 52kg 級 岡本理帆（藤枝順心）優勝、70kg 級 村山のどか（市立沼津）
優勝、無差別級 滝川真央（富士市立）３位、滝川は、平成 24 年度も２年連続で３位となり
ました。
　平成 26 年度の 57kg 級 谷川美歩（藤枝順心）優勝、平成 28 年度の 63kg 級 杵渕 萌（東
海大翔洋）３位、平成 29 年度では、57kg 級 袴田佳名瑚（藤枝順心）３位、無差別級 米川
明穂（藤枝順心）２位となりました。
　以上のようにこの 10 年は、男女ともに全国で素晴らしい実績をあげてその実力を発揮す
ることができました。

歴代の役員
専門部長
平成１９年４月～平成２１年３月　笹原　正和（富士宮北）
平成２１年４月～平成２６年３月　塩谷　廣男（富士東　伊東）
平成２６年４月～平成３０年３月　村山　和彦（伊東商）

委員長
平成１５年４月～平成２１年３月　梶原　和洋（御殿場）
平成２１年４月～平成２６年３月　間宮　幸男（興誠　浜松学院）
平成２６年４月～平成２９年３月　平井　幸逸（市立沼津）
平成２９年４月～　　　　　　　　西川　孝治（静岡東）

　平成 20 年度からの 10 年間は、梶原先生（１年間）21 年度から間宮先生（５年間）26 年度から
平井先生（３年間）が県委員長として県内、東海地区の高校柔道の発展に大きく貢献され、高体
連柔道専門部を牽引されました。
　平成 29 年度より委員長を拝命しましたが、今後共、諸先輩方の築いてきた素晴らしい流れを引
き継ぎ、県柔道協会はじめ多くの先生方の御指導のもと、安全、安心で楽しく柔道が行えるよう
な練習環境を整え裾野を広げるとともに、柔道の普及・発展に努めて行きたいと思っています。
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全国高等学校総合体育大会柔道競技

（男子団体） 県予選 東海総体 全国総体（団体・個人）
１位 ２位 ３位 ３位 １位 ２位 ３位以内

平成２０年度 東海大翔洋 静岡学園 飛龍 浜松商

平成２１年度 静岡学園 浜松商 新居 市立沼津 静岡学園

平成２２年度 静岡学園 浜松商 東海大翔洋 市立沼津

平成２３年度 静岡学園 浜松商 東海大翔洋 市立沼津

平成２４年度 静岡学園 浜松商 加藤学園 常葉学園橘

平成２５年度 静岡学園 浜松商 加藤学園 飛龍

平成２６年度 東海大翔洋 浜松商 飛龍 静岡学園 東海大翔洋

平成２７年度 東海大翔洋 加藤学園 静岡学園 浜松商

平成２８年度 静岡学園 加藤学園 日大三島 浜松商

平成２９年度 加藤学園 日大三島 浜松商 東海大翔洋 加藤学園

（女子団体） 県予選 東海総体 全国総体（団体・個人）
１位 ２位 ３位 ３位 １位 ２位 ３位以内

平成２０年度 東海大翔洋 浜松商 市立沼津 藤枝順心 東海大翔洋

平成２１年度 藤枝順心 東海大翔洋 浜松商 市立沼津 藤枝順心

平成２２年度 静岡学園 藤枝順心 市立沼津 東海大翔洋 市立沼津

平成２３年度 東海大翔洋 藤枝順心 静岡学園 加藤学園 藤枝順心 東海大翔洋

平成２４年度 市立沼津 藤枝順心 東海大翔洋 富士市立 富士市立

平成２５年度 富士市立 藤枝順心 加藤学園 東海大翔洋 藤枝順心

平成２６年度 藤枝順心 加藤学園 市立沼津 東海大翔洋 東海大翔洋

平成２７年度 藤枝順心 市立沼津 東海大翔洋 富士市立

平成２８年度 東海大翔洋 藤枝順心 富士市立 浜北西

平成２９年度 藤枝順心 東海大翔洋 富士市立 市立沼津 東海大翔洋

回数

55

56 平成21年6月21日-22日

57 平成22年6月19日-20日

58 平成23年6月18日-19日

59 平成24年6月16日-17日

60 平成25年6月15日-16日

61 平成26年6月21日-22日

62 平成27年6月20日-21日

63 平成28年6月18日-19日

64 平成29年6月17日-18日

全国高等学校総合体育大会優勝校一覧（男・女）

男子団体 女子団体 開催県

平成20年度 東海大相模 神奈川 阿蘇 熊本 埼玉 埼玉県立武道館

平成21年度 東海大相模 神奈川 埼玉栄 埼玉 奈良 天理大学杣之内第一体育館

平成22年度 国士舘 東京 淑徳 東京 沖縄 沖縄県立武道館

平成23年度 国士舘 東京 高岡龍谷 富山 秋田 秋田県立武道館

平成24年度 東海大浦安 千葉 阿蘇中央 熊本 富山 アルビス小杉総合体育館

平成25年度 崇徳 広島 埼玉栄 埼玉 福岡 福岡市民体育館

平成26年度 国士舘 東京 東大阪敬愛 大阪 千葉 成田市中台運動公園体育館

平成27年度 国士舘 東京 大成 愛知 奈良 天理大学杣之内第一体育館

平成28年度 国士舘 東京 大成 愛知 島根 島根県立浜山体育館

平成29年度 桐蔭学園 神奈川 桐蔭学園 神奈川 福島

会場

東海高等学校総合体育大会柔道競技　

期日

平成20年6月21日ｰ22日

郡山総合体育館

１０年間の記録

100㎏超級 渡辺祥真（市立沼津）3位

66㎏級　吉澤　駿（静岡学園）　3位

81㎏級　山田知輝（東海大翔洋）3位

57㎏級　井口采美（浜松商）3位

48㎏級　岡本理帆（藤枝順心）優勝
70㎏級　村山のどか（市立沼津）2位
78㎏超級  滝川真央（富士市立）2位

78㎏超級  滝川真央（富士市立）2位

52㎏級 加賀谷千保（藤枝順心）優勝

愛知県武道館

静岡県武道館

57㎏級　谷川美歩（藤枝順心）優勝

78㎏級　伊藤七海（藤枝順心）3位

大垣市武道館

名張市武道館交流館いきいき

大垣市武道館

名張市武道館交流館いきいき

愛知県武道館

浜北総合体育館

大垣市武道館

名張市武道館交流館いきいき
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全国高等学校総合体育大会柔道競技

60㎏級 66㎏級 73㎏級 81㎏級 90㎏級 100㎏級 100㎏超級

平成20年度
鈴木壯太
（浜松西）

白土　優
（浜松商）

鈴木　隼
（静岡学園）

堀川達也
（東海大翔洋）

伊野和也
（飛龍）

平井亮輔
（東海大翔洋）

新村三四郎
（浜松商）

平成21年度
加賀谷太郎
（藤枝明誠）

庄司史成
（静岡学園）

菊池　颯
（市立沼津）

髙田博文
（静岡学園）

関根龍成
（静岡学園）

飯沼元紀
（常葉橘）

渡辺祥真
（市立沼津）

平成22年度
黒川誠司
（新　居）

吉澤　駿
（静岡学園）

石田　亘
（浜松商）

石井都百希
（日大三島）

細川敦大
（浜松商）

渡辺　漢
（浜松商）

鈴木翔哉
（浜松商）

平成23年度
福本真佐也
（静岡学園）

佐藤光将
（静岡学園）

伊奈慶貴
（日大三島）

田中健登
（東海大翔洋）

山本雄也
（浜松商）

下田一輝
（浜松商）

徳丸佑馬
（加藤学園）

平成24年度
小林駿平

（静岡学園）
佐藤光将

（静岡学園）
秋元健吾
（常葉橘）

浅賀慎太郎
（静岡学園）

齋藤光星
（加藤学園）

篠田大希
（御殿場西）

佐藤和哉
（静岡学園）

平成25年度
泉　高祥

（市立沼津）
青山拓哉

（市立沼津）
横山稜悟

（東海大翔洋）

小原諒平
（浜松商）

齋藤光星
（加藤学園）

岡将太郎
（飛龍）

佐藤和哉
（静岡学園）

平成26年度
芹沢翔哉

（静岡学園）
望月飛翔

（静岡学園）
加藤月歩

（加藤学園）
山田知輝

（東海大翔洋）

植田蒼太朗
（浜松商）

大橋昂文
（日大三島）

林　巧真
（飛龍）

平成27年度
芹沢翔哉

（静岡学園）
荒井大成

（東海大翔洋）

塚本瑠羽
（東海大翔洋）

飯川夢二郎
（飛龍）

佐々木健友
（東海大翔洋）

米山竜生
（東海大翔洋）

川井康平
（静岡学園）

平成28年度
岡本龍司

（静岡学園）
川瀬　翔

（東海大翔洋）

渋谷　恭英
（東海大翔洋）

田倉淳ノ介
（加藤学園）

佐藤　威基
（東海大翔洋）

米山竜生
（東海大翔洋）

川井康平
（静岡学園）

平成29年度
山本蒼良

（東海大翔洋）

矢萩　奨真
（東海大翔洋）

小笠原一貴
（藤枝明誠）

鍵山　潤
（日大三島）

重田　幸大
（日大三島）

米山竜生
（東海大翔洋）

高木一石
（湖西）

48㎏級 52㎏級 57㎏級 63㎏級 70㎏級 78㎏級 78㎏超級

平成20年度
金田結花
（浜松商）

加賀谷千保
（藤枝順心）

秋山奈々絵
（藤枝順心）

鈴木流風
（浜松商）

綾部友美
（東海大翔洋）

井深寿深
（庵原）

土屋文香
（東海大翔洋）

平成21年度
金田結花
（浜松商）

秋山侑里佳
（藤枝順心）

井口采美
（浜松商）

岩澤胡桃
（加藤学園）

山村瑞葉
（浜松北）

村瀬由樹
（静岡学園）

小牧夏希
（藤枝順心）

平成22年度
伊藤美麗

（藤枝順心）
神山結里

（市立沼津）
井口采美
（浜松商）

原田祐花
（静岡学園）

村山のどか
（市立沼津）

村瀬由樹
（静岡学園）

中村　優
（藤枝順心）

平成23年度
岡本理帆

（藤枝順心）
秋山侑里佳
（藤枝順心）

松川美世
（藤枝順心）

原田祐花
（静岡学園）

村山のどか
（市立沼津）

菊池優貴乃
（静岡学園）

滝川真央
（富士市立）

平成24年度
岡本理帆

（藤枝順心）
馬場あゆ美
（東海大翔洋）

益子楓彩奈
（藤枝順心）

古川稜子
（市立沼津）

村山のどか
（市立沼津）

菊池優貴乃
（静岡学園）

滝川真央
（富士市立）

平成25年度
鈴木　楓

（藤枝順心）
　伊奈郁乃
（富士市立）

益子楓彩奈
（藤枝順心）

佐藤和世
（富士市立）

仁科鈴菜
（富士市立）

吉長桃子
（藤枝順心）

滝川真央
（富士市立）

平成26年度
鈴木茉莉

（藤枝順心）
成宮妃世梨
（藤枝順心）

谷川美歩
（藤枝順心）

安竹真利奈
（東海大翔洋）

遠田真子
（東海大翔洋）

篠田沙織
（藤枝順心）

大澤宜歩
（藤枝順心）

平成27年度
鈴木茉莉

（藤枝順心）
成宮妃世梨
（藤枝順心）

谷川美歩
（藤枝順心）

今　唯
（藤枝順心）

安竹真利奈
（東海大翔洋）

伊藤七海
（藤枝順心）

上田莉圭
（藤枝順心）

平成28年度
渋谷　舞

（東海大翔洋）

中村愛香莉
（藤枝順心）

山上　春奈
（藤枝順心）

杵渕　萌
（東海大翔洋）

安竹真利奈
（東海大翔洋）

伊藤七海
（藤枝順心）

外山　紗奈
（東海大翔洋）

平成29年度
渋谷　舞

（東海大翔洋）

鶴巻　実
（藤枝順心）

山上　春奈
（藤枝順心）

杵渕　萌
（東海大翔洋）

池田　紗也
（藤枝順心）

山本　杏
（藤枝順心）

竹川　瑠奈
（富士市立）

（男子個人）県予選　　第1位

（女子個人）県予選　　第1位
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全国高校柔道選手権大会　兼　静岡県高校新人柔道大会

（男子団体） 県予選 全国大会（男女個人・男子団体）
１位 ２位 ３位 ３位 ３位以内

平成２０年度 静岡学園 浜松商 加藤学園 東海大翔洋

平成２１年度 浜松商 市立沼津 静岡学園 加藤学園

平成２２年度 静岡学園 東海大翔洋 市立沼津 浜松商

平成２３年度 静岡学園 藤枝明誠 常葉橘 浜松商

平成２４年度 静岡学園 浜松商 飛龍 加藤学園

平成２５年度 東海大翔洋 静岡学園 浜松商 飛龍

平成２６年度 静岡学園 東海大翔洋 加藤学園 浜松商

平成２７年度 静岡学園 東海大翔洋 加藤学園 湖西

平成２８年度 東海大翔洋 加藤学園 浜松商 日大三島

平成２９年度 加藤学園 浜松商 静岡学園 東海大翔洋

（女子団体） 県予選 全国大会（男女個人・男子団体）

１位 ２位 ３位 ３位 ３位以内

平成２０年度 藤枝順心 東海大翔洋 市立沼津 浜松商

平成２１年度 藤枝順心 浜松商 静岡学園 加藤学園

平成２２年度 藤枝順心 市立沼津 加藤学園 静岡学園

平成２３年度 市立沼津 富士市立 加藤学園 藤枝順心

平成２４年度 藤枝順心 富士市立 浜松西 浜松商

平成２５年度 藤枝順心 市立沼津 東海大翔洋 加藤学園

平成２６年度 藤枝順心 東海大翔洋 浜北西 浜松商

平成２７年度 藤枝順心 東海大翔洋 富士市立 浜北西

平成２８年度 藤枝順心 東海大翔洋 富士市立 市立沼津

平成２９年度 東海大翔洋 藤枝順心 富士市立 加藤学園

全国高校柔道選手権大会優勝校

男子団体 女子団体

平成20年度 東海大相模 神奈川 埼玉栄 埼玉

平成21年度 国士舘 東京 敬愛 福岡

平成22年度

平成23年度 東海大浦安 千葉 埼玉栄 埼玉

平成24年度 東海大浦安 千葉 敬愛 福岡

平成25年度 修徳 東京 埼玉栄 埼玉

平成26年度 国士舘 東京 埼玉栄 埼玉

平成27年度 日体荏原 東京 敬愛 福岡

平成28年度 桐蔭学園 神奈川 夙川学院 兵庫

平成29年度 国士舘 東京 夙川学院 兵庫

無差別級　滝川真央（富士市立）3位

東日本大震災の為、大会中止

57㎏級　谷川美歩（藤枝順心）優勝

無差別級　佐藤和哉（静岡学園）3位

63㎏級　杵渕萌（東海大翔洋）3位

57㎏級　袴田佳名瑚（藤枝順心）3位
無差別級　米川明穂（藤枝順心）2位

81㎏級　佐野安大（静岡学園）3位

無差別級　佐藤和哉（静岡学園）優勝

52㎏級　岡本理帆（藤枝順心）優勝
70㎏級　村山のどか（市立沼津）優勝
無差別級  滝川真央（富士市立）3位

無差別級　高木一石（湖西） 3位
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全国高等学校柔道選手権大会　兼　静岡県高等学校新人柔道大会

60㎏級 73㎏級 81㎏級 90㎏級 無差別級

平成21年度
吉澤　駿

（静岡学園）
石田　亘
（浜松商）

石井都百希
（日大三島）

細川敦大
（浜松商）

南口優太
（加藤学園）

平成22年度
吉竹尚城
（常葉橘）

立川功大
（東海大翔洋）

田中健登
（東海大翔洋）

山本雄也
（浜松商）

森田悠斗
（市立沼津）

平成23年度
大場隆成

（浜松城北工）

新美公秀
（浜北西）

浅賀慎太郎
（静岡学園）

渡辺毅輝
（浜松商）

佐藤和哉
（静岡学園）

平成24年度
小林駿平

（静岡学園）
岩澤勇佑

（加藤学園）
佐野安大

（静岡学園）
齋藤光星
（加藤学園）

佐藤和哉
（静岡学園）

平成25年度
小林大貴

（加藤学園）
加藤月歩

（加藤学園）
佐野安大

（静岡学園）

植田蒼太朗
（浜松商）

大橋昂文
（日大三島）

平成26年度
芹沢翔哉

（静岡学園）
塚本瑠羽

（東海大翔洋）

石岡裕樹
（東海大翔洋）

鈴木隆聖
（加藤学園）

川井康平
（静岡学園）

60㎏級 66㎏級 73㎏級 81㎏級 無差別級

平成27年度
岡本龍司

（静岡学園）
長屋　涼

（加藤学園）
渋谷　恭英

（東海大翔洋）

石川紘大
（加藤学園）

川井康平
（静岡学園）

平成28年度
石川　俊介
（加藤学園）

 橋口　雄
（静岡学園）

小笠原一貴
（藤枝明誠）

鍵山　潤
（日大三島）

高木一石
（湖西）

平成29年度
山本蒼良

（東海大翔洋）

寺内遼太郎
（浜松商）

 角田英知
（東海大翔洋）

村松孝紀
（東海大翔洋）

熊谷健太
（加藤学園）

52㎏級 57㎏級 63㎏級 70㎏級 無差別級

平成21年度
神山結里

（市立沼津）
井口采美
（浜松商）

原田祐花
（静岡学園）

清　貴凜
（浜松商）

中村　優
（藤枝順心）

平成22年度
岡本理帆

（藤枝順心）
松川美世
（藤枝順心）

原田祐花
（静岡学園）

村山のどか
（市立沼津）

中村　優
（藤枝順心）

平成23年度
岡本理帆

（藤枝順心）
前山理菜

（加藤学園）
古川稜子

（市立沼津）
村山のどか
（市立沼津）

滝川真央
（富士市立）

平成24年度
渡辺香奈

（藤枝順心）
益子楓彩奈
（藤枝順心）

神林希衣
（加藤学園）

 仁科鈴菜
（富士市立）

滝川真央
（富士市立）

平成25年度
 鈴木茉莉

（藤枝順心）
谷川美歩

（藤枝順心）
今　唯

（藤枝順心）
 遠田真子

（東海大翔洋）

楠　麻衣
（加藤学園）

平成26年度
 鈴木茉莉

（藤枝順心）
谷川美歩

（藤枝順心）
水野瑚春

（藤枝順心）
 米山綾乃

（富士市立）
 伊藤七海

（藤枝順心）

48㎏級 52㎏級 57㎏級 63㎏級 無差別級

平成27年度
 安食亜美

（藤枝順心）
竹内智紗子
（浜北西）

金本　唯
（藤枝順心）

杵渕　萌
（東海大翔洋）

 伊藤七海
（藤枝順心）

平成28年度
渋谷　舞

（東海大翔洋）

中村愛香莉
（藤枝順心）

山上春奈
（藤枝順心）

杵渕　萌
（東海大翔洋）

 澤崎莉子
（東海大翔洋）

平成29年度
渋谷　舞

（東海大翔洋）

中村愛香莉
（藤枝順心）

袴田佳名瑚
（藤枝順心）

向尾知妃
（藤枝順心）

米川明穂
（藤枝順心）

※　平成２０年度は非開催。平成２７年度から階級が変更。

（男子個人）県予選　　第1位

（女子個人）県予選　　第1位

 

− 22 −



静岡県大学高専柔道連盟　会長 井 川 清 隆

　静岡県大学高専大会も開催されてから今年で 35 年の歴史が経ちました。田中秀幸先生をはじめ、
佐藤治夫先生、溝口紀子先生と引き継がれ、今年度より、わたくしが会長を引き継ぎました。こ
こでは私より、平成 20 年から平成 30 年までの 10 年間で本連盟として大きく変わった３つをお伝
えします。
　まず始めに、静岡大学で開催されていた会場が変更されたことです。昭和 59 年、５月に第１回
が開催されてから、平成 21 年までの 26 年間、静岡大学で開催されていたと思います。それから
３年間、静岡市北部体育館で開催され、現在では静岡産業大学にて６年間、開催されたことが大
きな変化の一つと感じます。
　二つ目は、柔道人口の減少です。わたしが 15 年前に本大会に選手を引率した当時と比較すると
選手は半分以下になったと感じます。当時は１大学から２チームずつのエントリーがあり、大変
盛況と思い出します。昼食を挟み、午後から個人戦も熱戦が繰り広げられたことを昨日のように
思い出します。柔道人口の減少が本連盟にも直面しており、本大会も運営に支障が出ております。
現在では、昼休憩も無くなりました。また近年では大会継続のため、出場するためのルールも毎年、
見直しをしております。平成 23 年から年１回の開催へ縮小、平成 27 年からは合同チームでの団
体戦の参加可能、平成 28 年からは卒業生の参加可能（30 歳未満）、と駆使しながら大会を継続し
ております。次年度以降は個人戦のみの大会開催も視野に入れております。このような状況は他
県でも問題となり、大会継続が困難となっているようです。本連盟でも何とかこの問題と共存し
ながら継続していきたいと考えております。
　三つ目は、学生の成長を感じる大会運営です。現在では、稲川副会長兼審判長の指導もあり、
学生審判の導入を実施しております。学生には審判を体験できる場として好評です。また大会運
営も同様で学生主体としております。賞状作成、大会の司会、パンスレット作成、計量係、記録係、
時計係など、多くの運営を学生と共に実施できる大会へ変わりました。これには学生自身の大き
な経験にも繋がっていると感じています。ここで育つ学生と静岡県の柔道を今後も盛り上げて活
きたいと考えております。

大学高専柔道 10 年間の歩み
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静岡県警察 渡 邊 達 也

１　はじめに
　私自身、平成 17 年から９年間、柔道特別訓練監督の指名を受け、現在は、師範として指導に
当たっているわけですが、その間、この伝統ある静岡県警察で今まで諸先輩方に築いていただ
いた偉大な功績に敬意を表し、感謝するとともに柔道に対する重責を感じているところであり
ます。

２　記憶に残る大会
　指導者として大会に臨んできた中で一番印象に残るのが「全国警察柔道大会における平成 19
年度及び 21 年度の２回の団体第３部優勝」です。
　これは、共に前年度第２部における惜敗により、第３部降格となっての背水の陣で臨んだ大
会でした。若手とベテランがチームの勝利のために一丸となりチームワークで勝ち取った価値
ある優勝でありました。（「静岡県警察試合記録」参照）
また、「平成 20 年度全国警察柔道大会開会式」では、当時主将であった渡部成也選手が出場 48 チー
ムを代表して警察庁長官に対し、選手宣誓を行ったことは光栄なことであり、記憶に残る場面
といえます。
　個人戦においては、「平成 26 年度全国警察柔道選手権大会」に出場した、山下諒輔（81kg 級）
及び正治和也（66kg 級）のアベック優勝です。
　同大会の全国制覇は、静岡県警察初の快挙であり、静岡学園高校同級生の二人は、県警に奉
職後も互いに切磋琢磨し、山下諒輔は「大外刈」、正治和也は「背負投」を武器に栄光を勝ち取っ
たものでありました。
　そして、山下諒輔にあっては、翌年の「平成 27 年度全国警察柔道選手権大会」でも 81kg 級
において優勝を飾り、２連覇を達成しています。

３　理想の選手像
静岡県警察の柔道特別訓練選手は、柔道においてはトップレベルの選手であり、全国又は関東
警察の柔道大会並びに部外競技大会には、静岡県警察を代表する選手として出場し、その大会
において活躍することで静岡県警察の強さを内外に知らしめ、延いては、警察柔道全体のレベ
ルの底上げにも一躍担っているということがいえます。
　「強い静岡県警を目指せ！」選手には常々こう言っています。柔道特別訓練選手が各種大会で
活躍し名を挙げれば、県民の県警全体に対する「強さ」のイメージアップにもつながるのでは
ないでしょうか。

警察柔道 10 年の歩み　　　
　　〜強い静岡を目指して〜
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　また、「強いばかりの特別訓練選手ではなく他の警察官の模範となるべく生活態度を保持し、人
間性を頼られる存在でなければならない。」これも柔道特別訓練選手に求められることです。
　県警察の代表という覚悟をもって、訓練に精進する選手の今後の活躍に期待するところです。
　「壁の向こうに壁がある。ただ精進あるのみ！」
　誰のための県警柔道なのか、県警柔道に何が求められているのか、ひとつひとつの壁に真摯に
向き合い乗り越えていく所存です。これからもご理解・ご協力をお願いいたします。

− 26 −



年度 関東警察柔道大会 全国警察柔道大会 全国警察柔道選手権大会

平成20年7月31日 平成20年10月15日 平成20年9月12日

関東管区警察学校 日本武道館 日本武道館

団体Ａ組 団体第２部 齊藤和仁（無差別）

監督　渡邉達也 監督　渡邉達也 　△齊藤－淺野（京都）

選手　齊藤和仁　木村優介 選手　齊藤和仁　吉澤伸悟 小椋俊彦（90kg級）

　　　鈴木慎一　大村恭一 　　　木村優介　佐野太一 　〇小椋－菅原（岩手）

　　　小椋俊彦　佐野太一 　　　大村恭一　佐藤邦洋　 　△小椋－松村（熊本）

　　　佐藤邦洋　吉澤伸悟 　　　日下徹朗　荒木孝介 日下徹朗（73kg級）

　　　野村祐介　日下徹朗 　　　渡部成也　 　△日下－永岡（宮崎）

　　　渡部成也　荒木孝介 渡部成也（66kg級）

成績　Ａ組３位 成績　第２部リーグ敗退 　△渡部－千葉（宮城）

　〇静岡　３－１　皇宮 　□静岡　３－３　山形 川口有紀（63kg以下）準優勝

　△静岡　１－６　神奈川 　△静岡　１－２　長崎 　〇川口－吉村（北海道）

女子個人 　〇川口－坂野（警視庁）

　川口有紀（無差別） 　〇川口－岡野（皇宮）

　〇川口－中野（栃木） 　△川口－七條（警視庁）

　△川口－七條（警視庁）

平成21年6月25日 平成21年10月20日 平成21年9月11日

関東管区警察学校 日本武道館 日本武道館

団体Ａ組 団体第３部 小椋俊彦（90kg級）

監督　渡邉達也 監督　渡邉達也 　△小椋－三宅（広島）

選手　齊藤和仁　木村優介 選手　齊藤和仁　鈴木慎一 日下徹朗（73kg級）第５位

　　　鈴木慎一　坪山勇太 　　　木村優介　小椋俊彦 　〇日下－向田（青森）

　　　小椋俊彦　小國泰斗 　　　眞野洋光　吉澤伸悟　 　△日下－浦（福岡）

　　　吉澤伸悟　野村祐介 　　　日下徹朗　渡部成也

　　　日下徹朗　眞野洋光 川口有紀（63kg以下）

　　　渡部成也　荒木孝介 成績　第３部　優勝 　△川口－古杉（警視庁）

成績　Ａ組リーグ敗退 　〇静岡　２－０　大分

　△静岡　１－３　長野 　〇静岡　２－０　三重

　△静岡　０－５　神奈川 　□静岡　１－１　栃木

女子個人 　〇静岡　２－１　長野

　川口有紀（無差別） 　〇静岡　３－１　徳島

　△川口－東（警視庁）

　間部恭子（無差別）

　△間部－大久保(埼玉）

　中嶋三沙子（無差別）

　△中嶋－加藤（栃木）

平成22年6月24日 平成22年9月16日 平成22年8月26日
関東管区警察学校 日本武道館 日本武道館
団体Ｂ組 団体第２部 小椋俊彦（90kg級）
監督　渡邉達也 監督　渡邉達也 　△小椋－中原（鹿児島）
選手　齊藤和仁　鈴木慎一 選手　齊藤和仁　鈴木慎一 眞野洋光（73kg級）第５位
　　　木村優介　小椋俊彦 　　　木村優介　小椋俊彦 　〇眞野－佐藤（秋田）
　　　小國泰斗　吉澤伸悟 　　　野村祐介　眞野洋光　 　△眞野－佐野（京都）
　　　野村祐介　眞野洋光 　　　吉澤伸悟　日下徹朗 日下徹朗（66kg級）
　　　渡部成也　荒木孝介 　　　渡部成也 　△日下－小茂田（広島）
　　　日下徹朗
成績　Ｂ組準優勝 成績　第２部　準優勝
　〇静岡　４－２　山梨 　〇静岡　４－１　山口
　□静岡　２－２　群馬 　〇静岡　３－０　宮城
　△静岡　１－５　千葉 　〇静岡　２－１　奈良
女子個人 　〇静岡　３－１　岩手
　中嶋三沙子（無差別） 　△静岡　０－５　愛知
　△中嶋－中川（警視庁）

平成

20

静岡県警察試合記録

平成

21

平成

22
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年度 関東警察柔道大会 全国警察柔道大会 全国警察柔道選手権大会

平成23年6月23日

関東管区警察学校

団体Ａ組

監督　渡邉達也

選手　齊藤和仁　木村優介

　　　鈴木慎一　坪山勇太

　　　増田圭省　小椋俊彦

　　　小國泰斗　吉澤伸悟

　　　野村祐介　眞野洋光

　　　渡部成也　日下徹朗

成績　Ａ組リーグ敗退

　△静岡　１－４　埼玉

　△静岡　０－５　警視庁

女子個人

　伊藤綾香（無差別）第３位

　〇伊藤－小宅（栃木）

　〇伊藤－木内（長野）

　△伊藤－坂野（警視庁）

平成24年6月21日 平成24年10月22日 平成24年9月7日

関東管区警察学校 日本武道館 日本武道館

団体Ｂ組 団体第１部 鈴木慎一（無差別）

監督　渡部成也 監督　渡邉達也 　△鈴木－遠藤（北海道）

選手　齊藤和仁　鈴木慎一 選手　齊藤和仁　鈴木慎一 増田圭省（100kg級）

　　　坪山勇太　木村優介 　　　木村優介　増田圭省 　〇増田－中村（北海道）

　　　増田圭省　小椋俊彦 　　　滝川英克　小椋俊彦 　△増田－木下（兵庫）

　　　滝川英克　吉澤伸悟 　　　眞野洋光　吉澤伸悟 滝川英克（90kg級）

　　　眞野洋光　野村祐介 　　　日下徹朗　渡部成也 　△滝川－増渕（京都）

　　　日下徹朗 眞野洋光（73kg級）第５位

成績　Ｂ組準優勝 成績　第１部リーグ敗退 　〇眞野－桑田（鳥取）

　〇静岡　２－１　長野 　△静岡　０－５　神奈川 　△眞野－吉田（兵庫）

　〇静岡　４－０　新潟 　△静岡　１－４　富山

　△静岡　２－３　栃木

女子個人

　川口有紀（無差別）

　△川口－坂野（警視庁）

平成25年6月20日 平成25年10月22日 平成25年9月6日

関東管区警察学校 日本武道館 日本武道館

団体Ａ組 団体第２部 増田圭省（無差別）

監督　渡邉達也 監督　渡邉達也 　〇増田－三浦（島根）

選手　齊藤和仁　増田圭省 選手　坪山勇太　増田圭省 　△増田－山本（兵庫）

　　　坪山勇太　滝川英克 　　　齊藤和仁　小椋俊彦 山下諒輔（81kg級）第３位

　　　木村優介　小椋俊彦 　　　鈴木慎一　山下諒輔 　〇山下－一戸（北海道）

　　　鈴木慎一　渡部成也 　　　眞野洋光　正治和也 　〇山下－広瀬（三重）

　　　眞野洋光　山下諒輔 　　　日下徹朗　 　〇山下－松本（兵庫）

　　　日下徹朗　正治和也 　△山下－小野瀬（神奈川）

成績　Ａ組リーグ敗退 成績　第２部リーグ敗退 眞野洋光（73kg級）第５位

　△静岡　３－４　千葉 　△静岡　３－３　広島 　〇眞野－池田（福岡）

　△静岡　１－２　神奈川 　〇静岡　２－０　青森 　△眞野－金岡（警視庁）

女子個人

　長嶋麻未（無差別）第５位

　〇長嶋－平（栃木）

　△長嶋－佐藤（警視庁）

　星野未帆（無差別）第３位

　〇星野－大金（栃木）

　〇星野－丸（千葉）

　△星野－柴田（新潟）

平成

23
中止

（東日本大震災のため）
中止

（東日本大震災のため）

平成

24

平成

25
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年度 関東警察柔道大会 全国警察柔道大会 全国警察柔道選手権大会

平成26年6月17日 平成26年10月27日 平成26年9月11日
関東管区警察学校 日本武道館 日本武道館
団体Ｂ組 団体第２部 滝川英克（100kg級）
監督　根本哲郎 監督　根本哲郎 　△滝川－岩渕（山形）
選手　齊藤和仁　増田圭省 選手　坪山勇太　齊藤和仁 山下諒輔（81kg級）優勝
　　　坪山勇太　木村優介 　　　増田圭省　鈴木慎一 　〇山下－田原（兵庫）
　　　滝川英克　鈴木慎一 　　　滝川英克　小椋俊彦 　〇山下－金子（新潟）
　　　小椋俊彦　眞野洋光 　　　山下諒輔　眞野洋光 　〇山下－田中（埼玉）
　　　山下諒輔　正治和也 　　　正治和也 　〇山下－武藤（神奈川）
　　　岡本健吾 眞野洋光（73kg級）第５位
成績　Ｂ組優勝 成績　第２部リーグ敗退 　〇眞野－渡邊（兵庫）
　〇静岡　４－２　新潟 　△静岡　３－３　徳島 　〇眞野－藤本（熊本）
　〇静岡　６－０　山梨 　△静岡　２－２　長崎 　△眞野－佐野（京都）
　〇静岡　３－２　群馬 正治和也（66kg級）優勝
女子個人 　〇正治－浅見（愛媛）
　長嶋麻未（無差別） 　〇正治－三原（警視庁）
　〇長嶋－大木（埼玉） 　〇正治－吉田（神奈川）
　△長嶋－池田（警視庁） 　〇正治－肥後（京都）
　星野未帆（無差別） 　〇正治－渡部（神奈川）
　〇星野－渡邉（埼玉）
　△星野－保坂（山梨）
平成27年6月16日 平成27年10月14日 平成27年9月11日
関東管区警察学校 日本武道館 日本武道館
団体Ａ組 団体第３部 飯沼元紀（100kg級）
監督　根本哲郎 監督　根本哲郎 　△飯沼－木下（兵庫）
選手　増田圭省　木村優介 選手　増田圭省　飯沼元紀 山下諒輔（81kg級）優勝
　　　飯沼元紀　渡邊祥真 　　　鈴木慎一　滝川英克 　〇山下－高田（熊本）
　　　鈴木慎一　小椋俊彦 　　　小椋俊彦　山下諒輔 　〇山下－橋本（兵庫）
　　　久松達斗　山下諒輔 　　　眞野洋光　正治和也 　〇山下－形部（香川）
　　　鈴木日文　眞野洋光 　〇山下－住谷（大阪）
　　　正治和也　岡本健吾 成績　第３部第３位 正治和也（66kg級）
成績　Ａ組リーグ敗退 　〇静岡　３－１　高知 　△正治－小寺（警視庁）
　△静岡　１－３　埼玉 　〇静岡　４－０　鳥取 大木恭介（66kg級）第３位
　△静岡　０－３　神奈川 　〇静岡　１－０　長野 　〇大木－右田（福岡）
女子個人 　△静岡　２－２　栃木 　〇正治－岩城（広島）
　兼子貴江（無差別）第３位 　〇静岡　３－０　大分 　〇正治－江藤（熊本）
　〇兼子－小島（神奈川） 兼子貴江（63kg超）第５位
　〇兼子－三輪（警視庁） 　〇兼子－島袋（沖縄）
　△兼子－塚越（警視庁） 　△兼子－橋口（大阪）

村瀬由樹（63kg級）準優勝
　〇村瀬－武智（大阪）
　〇村瀬－小林（千葉）
　〇村瀬－大月（新潟）
　△村瀬－塚越（警視庁）

平成28年6月21日 平成28年10月17日 平成28年9月6日
関東管区警察学校 日本武道館 日本武道館
団体Ｂ組 団体第２部 増田圭省（100kg超級）
監督　根本哲郎 監督　根本哲郎 　△増田－江藤（福岡）
選手　増田圭省　木村優介 選手　増田圭省　渡邊祥真 滝川英克（100kg級）
　　　滝川英克　渡邊祥真 　　　滝川英克　飯沼元紀 　〇滝川－藁科（和歌山）
　　　飯沼元紀　鈴木慎一 　　　久松達斗　小椋俊彦 　△滝川－内（鹿児島）
　　　久松達斗　小椋俊彦 　　　大木恭介　正治和也 正治和也（66kg級）
　　　鈴木日文　大木恭介 　　　岡本健吾 　〇正治－松下（愛知）
　　　正治和也　岡本健吾 　△正治－久間（警視庁）
成績　Ｂ組準優勝 成績　第２部第５位 大木恭介（66kg級）
　〇静岡　１－０　茨城 　〇静岡　４－２　富山 　△大木－佐々木（兵庫）
　〇静岡　５－０　長野 　〇静岡　３－１　青森
　△静岡　３－４　群馬 　△静岡　２－３　京都 兼子貴江（63kg超）
女子個人 　△静岡　０－５　佐賀 　△兼子－赤嶺（沖縄）
　村瀬由樹（63kg以下） 村瀬由樹（63kg級）
　△村瀬－三輪（警視庁） 　△村瀬－北岡（兵庫）
　兼子貴江（63kg超）
　△兼子－矢澤（埼玉）

平成

27

平成

28

平成

26
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年度 関東警察柔道大会 全国警察柔道大会 全国警察柔道選手権大会

平成29年6月22日 平成29年10月17日 平成29年9月5日

関東管区警察学校 日本武道館 日本武道館

団体Ａ組 団体第２部 滝川英克（100kg超級）

監督　根本哲郎 監督　根本哲郎 　〇滝川－庄司（山形）

選手　増田圭省　滝川英克 選手　増田圭省　久松達斗 　△滝川－川北（大阪）

　　　鈴木慎一　飯沼元紀 　　　滝川英克　飯沼元紀 飯沼元紀（100kg級）

　　　小椋俊彦　久松達斗 　　　鈴木慎一　多田陽平 　△飯沼－古田（福岡）

　　　鈴木日文　多田陽平 　　　鈴木日文　大木恭介 大木恭介（66kg級）

　　　岡本健吾　正治和也 　　　正治和也 　〇大木－伊藤（徳島）

　　　大木恭介 　△大木－佐々木（兵庫）

成績　Ａ組リーグ敗退 成績　第２部リーグ敗退

　△静岡　１－３　埼玉 　△静岡　０－３　広島 村瀬由樹（63kg超級）

　△静岡　０－６　警視庁 　〇静岡　２－１　岐阜 　〇村瀬－矢澤（埼玉）

女子個人 　△村瀬－岡村（熊本）

　村瀬由樹（63kg以下） 原田祐花（63kg級）

　〇村瀬－飯岡（栃木） 　〇原田－清水（愛媛）

　△村瀬－森（警視庁） 　△原田－髙森（熊本）

　原田祐花（63kg以下）

　〇原田－岡野（茨城）

　△原田－川戸（警視庁）

平成30年6月14日 平成30年10月22日 平成30年9月25日

関東管区警察学校 日本武道館 日本武道館

団体Ｂ組 団体第２部 鈴木日文（90kg級）

監督　渡部成也 監督　渡部成也 　△鈴木－横田（北海道）

選手　増田圭省　入江　翼 選手　増田圭省　齋藤光星 多田陽平（73kg級）

　　　滝川英克　飯沼元紀 　　　久松達斗　飯沼元紀 　△多田－佐藤（秋田）

　　　齋藤光星　久松達斗 　　　鈴木日文　多田陽平 大木恭介（66kg級）

　　　渡辺浩貴　鈴木日文 　　　岡本健吾　大木恭介 　〇大木－清田（石川）

　　　多田陽平　岡本健吾 　　　正治和也 　△大木－西山（警視庁）

　　　正治和也　大木恭介

成績　Ｂ組準優勝 成績　第２部リーグ敗退 菊池優貴乃（70kg級）第５位

　〇静岡　４－１　栃木 　△静岡　２－３　大分 　〇菊池－山本（徳島）

　〇静岡　５－１　長野 　△静岡　０－２　京都 　△菊池－矢澤（埼玉）

　△静岡　３－１　群馬 原田祐花（63kg級）

女子個人 女子団体 　△原田－清水（愛媛）

　菊池優貴乃（63kg超級） 監督　根本哲郎

　△菊池－滝川（警視庁） 選手　菊池優貴乃　原田祐花

　原田祐花（63kg以下）第５位 　　　竹内智衣子

　〇原田－山口（長野） 成績　リーグ敗退

　△原田－森（警視庁） 　△静岡　０－３　大阪

　△静岡　０－３　警視庁

平成

29

平成

30

− 30 −



２．静岡県柔道祭を振り返る
　静岡県柔道協会の一大イベントである「静岡県柔道祭」が、平成 30 年 11 月 25 日、静岡県武道
館にて開催された。特に本年は、協会創立70周年記念並びに第60回大会という節目の年にあたり、
例年とは違った形での実施となった。具体的には、
　①各種別の参加チーム数を各地区 8チームから 4チームへ
　②それに伴い試合場数も 8から 5へと変更
　③午前中に表彰式並びに記念演武（石田姉妹による「柔の形」を実施）　　などである。
　写真を中心にして、準備の様子や表彰式、記念演武や試合の様子などを振り返ってみたい。
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準  備

●試合会場の様子

●柔道祭　横断幕

●整列風景　その一

●雛壇の様子

●受付風景

●演武者との打ち合わせ

●整列位置を確認して…●演武者紹介垂れ幕

●整列風景　その二

●暴力根絶のスローガン

− 41 − − 42 −− 41 − − 42 −

第60 回 静岡県柔道祭



開 会 式

●協会役員整列

●選手宣誓（藤枝順心高校　袴田選手）

●来賓挨拶（藤枝市副市長　栗田様）

●選手整列

●来賓挨拶（衆議院議員　塩谷　立様）

●野田会長挨拶

− 43 − − 44 −

第60 回 静岡県柔道祭 第60 回 静岡県柔道祭



試 合 の 様 子

●小学生の熱戦の様子

●果敢に攻める（一般）

●大内刈一閃！

●激しい組手争いからの攻撃

●内股で大きく跳ねるものの…（高校男子）

●決まるか？背負投！

− 43 − − 44 −

第60 回 静岡県柔道祭 第60 回 静岡県柔道祭



●攻めと防禦

●表彰風景　その一（一般の部）

●表彰風景　その三（高校女子の部）

●美しい日本の柔道－礼儀－

●表彰風景　その二（高校男子の部）

●一般の部　優勝　静岡産業大Ａチーム

− 45 − − 46 −

第60 回 静岡県柔道祭 第60 回 静岡県柔道祭



特 別 表 彰 者 受 賞 の 風 景

●栄光の優勝盃

●杉山月琉選手

●酒井初雄先生

●飯田　稔先生（代理受賞：間宮先生） ●永田重郎先生

●山﨑睦雄先生 ●石黒金次先生

●山中美里選手

− 45 − − 46 −

第60 回 静岡県柔道祭 第60 回 静岡県柔道祭



●ぴたりと決まる姿勢

●理合にかなう動き

●相手の力に順応して勝ちを制す

●華のある演武が続く

●力強さの中に見える美

●演武を終えてホッと一息

記 念 演 武 「 柔 の 形 」
〔石田姉妹〕

− 47 − − 48 −

第60 回 静岡県柔道祭 第60 回 静岡県柔道祭
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第60 回 静岡県柔道祭 第60 回 静岡県柔道祭



●野田昭一会長挨拶 ●河原月夫東海柔道連盟会長
　祝辞

●歓談風景　その二

●記念祝賀会横断幕

●受付にて記念品の準備 ●野田会長を囲んでの記念写真

●歓談風景　その一 ●万歳三唱

●功労賞・奨励賞　表彰

− 49 − − 49 −

祝 賀 会

第60 回 静岡県柔道祭 第60 回 静岡県柔道祭



３．全日本実業柔道団体対抗大会を振り返る
　全日本実業柔道連盟主催の「第 64 回全日本実業柔道団体対抗大会」が平成 26 年 6 月７日、８日、
静岡県武道館にて開催された。今大会において特筆すべき出来事は、男子第三部において静岡県
警察チームが第２位に、そして東海翔柔クラブが第３位になったことである。
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第 64 回全日本実業柔道団体対抗大会　結果

　　　男子第一部　　　優勝　　　旭化成

　　　　　　　　　　　２位　　　新日鐵住金

　　　　　　　　　　　３位　　　パーク２４Ａ

　　　　　　　　　　　３位　　　京葉ガスＡ

　　　男子第二部　　　優勝　　　旭化成Ａ

　　　　　　　　　　　２位　　　旭化成Ｂ

　　　　　　　　　　　３位　　　東レ

　　　　　　　　　　　３位　　　日本通運

　　　男子第三部　　　優勝　　　新日鐵住金

　　　　　　　　　　　２位　　　静岡県警察

　　　　　　　　　　　３位　　　東芝　

　　　　　　　　　　　３位　　　東海翔柔クラブ

　　　女子第一部　　　優勝　　　コマツ

　　　　　　　　　　　２位　　　三井住友海上火災保険

　　　女子第二部　　　優勝　　　ALSOK

　　　　　　　　　　　２位　　　ＪＲ九州Ａ

　　　　　　　　　　　３位　　　つくばユナイテッドＡ

　　　　　　　　　　　３位　　　創柔会柔道クラブ

優秀選手

　男子第一部　　　吉田優也（旭化成）、西潟健太（旭化成）、吉永慎也（新日鐵住金）、

　　　　　　　　　西山将士（新日鐵住金）、北野裕一（パーク２４Ａ）

　男子第二部　　　小林叡之（旭化成Ａ）、穴井航史（旭化成Ａ）、西田泰悟（旭化成Ｂ）、

　　　　　　　　　齋藤　涼（旭化成Ｂ）、武山大代（日本通運）

　男子第三部　　　武田茂之（新日鐵住金）、酒井高喜（新日鐵住金）、小野勇輝（新日鐵住金）、

　　　　　　　　　山下良輔（静岡県警察）、滝川英克（静岡県警察）

　女子第一部　　　宇髙菜絵（コマツ）、大野陽子（コマツ）、新井千鶴（三井住友海上火災保険）

　女子第二部　　　安松春香（ＡＬＳＯＫ）、田知本　遙（ＡＬＳＯＫ）、野関晴菜（ＪＲ九州Ａ）

− 58 − − 59 −





４.「柔道しずおか」に見る10年の歩み
　今年で「柔道しずおか」も第 22 号を発行することになっています。そこで今回は、第 11 号か
ら第 21 号を概観して、最近の 10 年を広報委員長の増尾が振り返ることとしました。本来ならば
前広報委員長の宮﨑貞夫先生にお願いするべきところなのですが、ご多忙ゆえ不肖増尾が相務め
ることとなりました。私独自の視点で振り返りますことをお許し願いたく存じます。



広報誌「柔道しずおか」
（第11号から第21号まで）を振り返る

　「柔道しずおか」を改めて読み返して、「先人達の柔道に対する熱い想い」や「柔道人口減少
への危機感」といったことを強く感じる。それらを如実に物語っているのは、各号を飾る「巻頭
言」である。この部分を中心にして振り返ってみたい。
　第11号では、安齋悦雄理事長の「国体こそ我が柔道人生の道標」と掲げ、国体が若き選手達の
登竜門的存在であることを示され、「互いに切磋琢磨する絶好の機会」と述べられた。
　第12号には安齋悦雄会長が「柔道を普及させる上で、柔道は楽しいもの、かつ安全なものとい
うイメージが大切」と述べ、その上で競技力向上をと訴えている。
　第13号では石黒金次副会長が「日本の柔道発展と後継者育成のために」と題して私見を述べら
れている。とくに小学生の試合における体重区分の細分化を提唱され、安全性の確保とともに、
試合に出場するチャンスを増やし、勝つことの喜びを分かち合えるシステム作りが必要との考え
を主張している。それが日本柔道を活性化に繋がると述べられている。
　第14号では左口直人副会長が、「より安全な柔道を目指して」と題し、「一本を取る柔道や瞬
時の技に対応する受身は、多くの経験の中から身につけるもの」であり、「その体験の場所を試
合に求めるのではなく、稽古において作り上げることが必要」と表明されている。
　第15号では安齋悦雄会長が、武道必修化に伴う柔道の安全講習の必要性を説き、指導者派遣事
業、同育成事業等への積極的関与について述べられています。「指導者一人一人が事故は絶対に起
こさないといった信念を持ち、決してネガティブにならず、これまで培われた技量、体験を十分発
揮され、自信を持って指導にあたっていただきたい」という言葉がそれを強く物語っている。
　第16号では高田勝之副会長が、自身が中学校での柔道授業の協力者として派遣されたときの思
い出を語っている。安全配慮はもちろんのこと、礼儀・他者を思いやる心といった、柔道が持つ
本来の良さを、中学生や中学の先生方が共有できたことの喜びがひしひしと伝わってくる文面で
ある。
　第17号では、川中邦夫副会長が「先師の教え、柔道精神の原点に立ち返り、柔道に関わる一人
一人があるべき道を模索していく」事が肝要と提言された。
　第18号では現会長の野田昭一会長が「柔道に携わる者全てが、この柔道ＭＩＮＤ（Manner, 
Independence, Nobility, Dignityの頭文字を取ったもの）を持ち続けていけば、おのずと柔道の素
晴らしさが社会全体に理解され、ひいては柔道人口の増加にも寄与するものと確信しています」
と述べている。
　第19号では田中秀幸副会長が「柔道を習い始める個々人のニーズを満たす指導を施すことに必
要性」を説き、指導者が日々研鑽に努めなければならないと述べている。さらには人間教育とし
ての柔道指導に言及している。
　第20号では髙田和夫副会長が、「雑感」と称して、県柔道協会のこと、リオ五輪から思うこ
と、柔道人口減少のことの三点から語っている。特に柔道人口の減少については多面的検証を加
えての論理で、厳しさだけではない指導の提案をされている。
　第21号では間宮幸男副会長が本県の柔道界を取り巻く厳しい現状に触れ、学校統廃合による部
活動存続が出来なくなり、結果的に柔道離れに歯止めがきかない状況を打開する策を模索してい
くことを語っている。
　もちろん広報誌の役割は、その年度の出来事をまとめていくことに重点があるのは言うまでも
ない。今後も静岡県柔道界に微力ながら寄与できればと思っている。

増 尾 清 己静岡県柔道協会広報委員長
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「柔道しずおか」第 11 号から 21 号まで
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第
13
号

題
字

安
齊
会
長

■
日
ご
ろ
の
ご
努
力
に
感
謝

　静
岡
県
西
部
地
区
柔
道
協
会
を
立

派
に
つ
く
り
あ
げ
た
高
柳
先
生
を
は

じ
め
、
飯
田
先
生
、
前
幹
事
長
山
崎

先
生
の
多
大
な
る
ご
努
力
に
感
謝
の

念
を
表
す
る
次
第
で
す
。

　西
部
地
区
は
各
地
域
の
指
導
者
が

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
拠
点
に
情
熱
を
注

ぎ
、
ご
苦
労
を
重
ね
て
指
導
を
続
け

て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
若
い
指

導
者
も
誕
生
し
、
さ
ら
に
大
き
な
輪

と
な
っ
て
発
展
し
て
い
ま
す
。中
学
・

高
校
に
お
い
て
も
指
導
者
の
皆
様
の

熱
意
が
、
地
域
の
柔
道
の
活
性
化
を

担
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
お
り

ま
す
。
私
自
身
も
西
部
地
区
幹
事
長

と
し
て
地
区
活
動
の
育
成
に
力
を
注

い
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
日

本
の
柔
道
の
振
興
の
一
助
と
な
れ
ば
、

こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
日
ご
ろ
の
皆
様
の

献
身
的
な
ご
努
力
に
、
あ
ら
た
め
て

感
謝
い
た
し
ま
す
。

■
日
本
柔
道
を
活
性
化
す
る
た
め
に

　こ
の
よ
う
な
皆
様
の
ご
尽
力
に
も

関
わ
ら
ず
、
日
本
の
柔
道
人
口
の
減

少
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
す
。
発
祥

の
地
で
あ
る
日
本
の
柔
道
人
口
は

20
万
人
で
、
こ
れ
は
ド
イ
ツ
と
並
ぶ

数
字
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
登
録
人
口

は
50
万
人
と
い
わ
れ
、
こ
れ
に
は
学

ぶ
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
全
柔
連
は
、
さ
ら
な
る
調

査
研
究
を
さ
れ
、
そ
の
結
果
情
報
を

積
極
的
に
発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
絶
対
的
な
柔
道

人
口
の
増
加
は
活
性
化
の
必
須
条
件

で
あ
り
、
日
本
の
柔
道
界
を
支
え
る

原
動
力
で
す
。

■
体
重
別
の
細
分
化
が
不
可
欠

　今
後
の
柔
道
人
口
を
増
や
す
た
め

の
方
策
は
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
私
自
身
の
体
験
を
も
と

に
感
じ
て
い
る
こ
と
を
お
伝
え
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　確
か
に
柔
道
と
は
「
勝
ち
負
け
だ

け
」
が
問
わ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
特
に
小
学
生

ク
ラ
ス
に
お
い
て
は
、「
勝
つ
こ
と
」

が
大
き
な
喜
び
で
あ
り
、
続
け
る
こ

と
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
直
結
し
ま

す
。
負
け
続
け
れ
ば
気
持
ち
が
萎
え

て
し
ま
う
の
も
、
と
て
も
よ
く
わ
か

り
ま
す
。
そ
し
て
、
負
け
る
原
因
の

ほ
と
ん
ど
が
体
力
差
や
体
重
差
に
よ

る
「
力
負
け
」
な
の
で
す
。
教
え
子

が
努
力
を
重
ね
て
習
得
し
た
技
が
、

体
重
で
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
う
の

は
指
導
者
と
し
て
見
て
い
て
も
、
非

常
に
忍
び
な
い
こ
と
で
す
。

　こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
消
す
る
に

は
、
体
重
区
分
の
細
分
化
が
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
小
学
生
だ

け
で
は
な
く
中
学
・
高
校
に
つ
い
て

も
同
様
で
あ
り
、
さ
ら
に
団
体
戦
も

体
重
別
と
し
、
女
子
は
５
名
の
団
体

戦
と
す
る
の
が
私
の
持
論
で
す
。
現

在
の
日
本
の
柔
道
界
を
活
性
化
さ
せ

る
た
め
に
は
、
試
合
に
出
場
す
る

チ
ャ
ン
ス
を
増
や
し
、
勝
つ
こ
と
の

喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
が
不
可
欠
な
の
で
す
。

■
安
全
に
直
結
す
る
体
重
差
の
問
題

　体
重
別
の
細
分
化
は
、
安
全
と
い

う
大
切
な
問
題
に
も
直
接
関
わ
り
ま

す
。
52
㎏
の
選
手
が
110
㎏
の
選
手
を

相
手
に
背
負
い
投
げ
で
一
本
勝
ち
し

ま
し
た
が
、
十
字
靭
帯
断
裂
を
起
こ

し
て
選
手
生
命
を
絶
た
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
60
㎏
差
の
選
手
が
同
体
で
倒

れ
頚
椎
骨
折
を
し
た
例
も
あ
り
、
こ

れ
も
指
導
者
と
し
て
忘
れ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　資
料
に
よ
る
と
、
10
㎏
の
体
重
差

は
、
約
２
ｔ
の
筋
力
差
と
同
等
と
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
講
道
館
昇
段
資

格
の
内
規
で
は
初
段
か
ら
四
段
ま
で

の
試
合
は
体
重
無
差
別
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
条
件
で
軽
量
者

が
勝
つ
こ
と
は
非
常
に
困
難
な
状
況

で
す
。

　柔
道
で
は
昇
段
す
る
こ
と
は
最
大

の
夢
で
あ
り
願
望
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
講
道
館
及
び
全
柔
連
は
こ
の
体

重
差
の
問
題
を
踏
ま
え
た
上
で
、
原

点
か
ら
規
約
を
見
直
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
ま
す
。
世
の
中
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
時
代
、
柔
道
界
に

も
新
風
を
望
み
ま
す
。
こ
の
改
革
こ

そ
、
日
本
の
柔
道
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
の
必
勝
の
一
本
技
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

【
巻
頭
言
】

日
本
の
柔
道
発
展
と

　
　
後
継
者
育
成
の
た
め
に

静
岡
県
柔
道
協
会

　副
会
長

　七
段

　
石

　
黒

　
金

　
次
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第64回
新潟国民国体大会

新
潟
国
体
成
年
男
子
３
回
戦
進
出
、
成
年
女
子
５
位
入
賞

天
皇
杯
18
位
皇
后
杯
10
位

　第
64
回
国
民
体
育
大
会
柔
道
競
技
は
新
潟
市
豊
栄
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

本
県
は
成
年
男
子
と
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
成
年
女
子
が
出
場
し
た
。
成
年
男

子
は
ま
た
も
３
回
戦
で
優
勝
し
た
東
京
都
と
対
戦
し
、
成
年
女
子
は
準
々
決
勝
に

進
出
し
た
。
国
体
の
様
子
を
渡
辺
達
也
監
督
（
成
年
男
子
、
静
岡
県
警
察
）
勝
呂

良
三
監
督
（
成
年
女
子
、
庵
原
高
校
教
諭
）
に
報
告
し
て
も
ら
う
。

成
年
女
子
監
督

　勝
呂
良
三

（
庵
原
高
校
）

　成
年
女
子
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
勝

ち
抜
い
た
精
鋭
十
六
チ
ー
ム
の
戦
い
と

な
り
、
５
位
入
賞
を
目
標
に
試
合
に
臨

み
ま
し
た
。

成
年
女
子
監
督

　
　
　勝
呂
良
三
（
庵
原
高
校
教
員
）

コ
ー
チ

　
　
　西
川
勝
啓
（
裾
野
高
校
教
員
）

先
鋒

　川
口
有
紀
（
静
岡
県
警
察
）

中
堅

　山
下
敦
子
（
伊
豆
長
岡
綜
合
食
品
）

大
将

　土
屋
文
香
（
東
海
大
学
）

一
回
戦

静
岡
県

　①
－

１
（
内
容
勝
ち
）

　福
岡
県

先
鋒

　川
口
有
紀
（
静
岡
県
警
）

　

　
　
　引
き
分
け

　
　
　
　叶

　梨
絵
（
福
岡
大
学
）

中
堅

　山
下
敦
子
（
長
岡
綜
合
食
品
）

　
　
　大
内
刈
り
技
あ
り
負
け

　
　
　
　川
上
由
貴
（
福
岡
大
学
）

大
将

　土
屋
文
香
（
東
海
大
学
）

　

　
　
　袈
裟
固
め
一
本
勝
ち

　
　
　
　山
崎
裕
子（
福
岡
工
業
大
学
）

　１
回
戦
は
昨
年
準
優
勝
の
福
岡
県
と

の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。
接
戦
は
予
想

さ
れ
ま
し
た
が
、
最
後
は
エ
ー
ス
土
屋

文
香
（
東
海
大
学
１
年
）
が
押
さ
え
込

み
①

－

１
の
内
容
勝
ち
で
、
準
々
決
勝

に
進
出
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

準
々
決
勝

静
岡
県

　０

－

２

　富
山
県

先
鋒

　川
口
有
紀
（
静
岡
県
警
）

　

　
　
　引
き
分
け

　
　
　
　西
中
亜
由
美
（
高
岡
法
科
大
学
）

中
堅

　山
下
敦
子
（
長
岡
綜
合
食
品
）

　
　
　内
股
一
本
負
け

　
　
　
　田
知
本

　遥
（
東
海
大
学
）

大
将

　土
屋
文
香
（
東
海
大
学
）

　

　
　
　あ
わ
せ
技
一
本
負
け

　
　
　
　田
知
本

　愛
（
東
海
大
学
）

　全
日
本
強
化
選
手
の
田
知
本
姉
妹
を

擁
す
る
優
勝
候
補
筆
頭
の
富
山
県
（
準

優
勝
）
と
の
準
々
決
勝
と
な
り
ま
し
た
。

先
鋒
を
う
ま
く
引
き
分
け
ら
れ
、
接
戦

に
持
ち
込
む
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
都
道
府
県
対
抗
か
ら
、

主
将
の
川
口
を
中
心
に
良
い
雰
囲
気
で

試
合
に
臨
む
こ
と
が
出
来
、
目
標
で
あ

る
五
位
入
賞
、
皇
后
杯
十
位
と
い
う
成

績
を
収
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
選
手
及
び
各
所
属
の
指

導
者
の
努
力
と
会
長
を
は
じ
め
た
く
さ

ん
の
方
々
の
御
支
援
の
お
か
げ
と
た
い

へ
ん
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　平
成
二
十
四
年
に
国
体
を
控
え
た
岐

阜
県
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
愛

知
県
の
い
る
東
海
地
区
に
お
い
て
、
本

大
会
出
場
枠
が
一
チ
ー
ム
と
い
う
厳
し

い
実
状
の
中
で
、
近
年
、
本
県
の
女
子

柔
道
の
強
化
は
着
実
に
な
さ
れ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。
国
体
の
状
況
や
各
種
大

会
を
み
て
も
そ
の
結
果
が
出
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
更
な
る
飛
躍
を
目
指
す
た

め
に
、
小
・
中
・
高
の
一
貫
し
た
強
化

体
制
の
確
立
と
成
年
男
女
の
ふ
る
さ
と

出
場
の
た
め
の
環
境
作
り
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　国
体
出
場
に
当
た
り
、
御
支
援
い
た

だ
い
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
、
国
体

の
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

成
年
男
子
監
督

　渡
辺
達
也

（
静
岡
県
警
察
）

　第
六
十
四
回
国
民
体
育
大
会
は
、

平
成
二
十
一
年
十
月
三
日
か
ら
五
日
ま

で
の
間
、
新
潟
市
豊
栄
総
合
体
育
館
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
の
静
岡
県
チ
ー
ム
は
、
東
海
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
で
成
年
女
子
が
一
位
と
な

り
本
大
会
出
場
を
決
め
た
も
の
の
少
年

男
女
が
惜
敗
し
た
こ
と
か
ら
成
年
男
女

の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
成
年

男
子
の
メ
ン
バ
ー
は
昨
年
の
大
分
国

体
と
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
気
心
は
知
れ
た
も
の
で

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
が
特
徴
で
あ
り
、

今
年
も
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
一
戦
一

戦
勝
ち
抜
い
て
静
岡
の
強
さ
を
見
せ
よ

う
と
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。

○
静
岡
県
選
手
団
（
成
年
男
子
）

総
監
督

　
　野
田
昭
一

　（
東
海
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
院
長
）

総

　務

　
　間
宮
幸
男（
興
誠
高
校
教
員
）

ト
レ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　一
瀬

　誠（
一
瀬
整
骨
院
）

成
年
男
子
監
督

　
　
　
　
　渡
辺
達
也（
静
岡
県
警
察
）

同

　先
鋒

　漆
畑

　良
（
東
海
大
学
）

同

　次
鋒

　日
下
徹
朗
（
静
岡
県
警
察
）

同

　中
堅

　小
椋
俊
彦
（
静
岡
県
警
察
）

同

　副
将

　齊
藤
和
仁
（
静
岡
県
警
察
）

同

　大
将

　増
田
圭
省
（
セ
コ
ム
）

　初
戦
は
、
二
回
戦
か
ら
で
、
一
回
戦

で
鹿
児
島
県
に
勝
っ
た
石
川
県
と
の
対

戦
と
な
り
ま
し
た
。

【
静
岡
県

　三

　対

　一

　石
川
県
】

・
先
鋒

　漆
畑
（
東
海
大
学
）

　
　
　

　
　
　
　引
き
分
け

　
　
　
　
　酒
元
（
金
沢
刑
務
所
）

・
次
鋒

　日
下
（
静
岡
県
警
察
）

　
　
　
　○
朽
木
倒
有
効
勝
ち

　
　
　
　
　鈴
木
（
金
沢
自
衛
隊
）

・
中
堅

　小
椋
（
静
岡
県
警
察
）

　
　
　
　○
反
則
勝
ち

　
　
　
　
　八
重
樫
（
国
士
舘
大
学
）

・
副
将

　齊
藤
（
静
岡
県
警
察
）

　
　

　
　
　
　注
意
負
け
○

　
　
　
　
　山
根
（
金
沢
学
院
大
学
）

・
大
将

　増
田
（
セ
コ
ム
）

　
　
　
　○
掬
投
有
効
勝
ち

　
　
　
　
　川
端（
金
沢
大
学
大
学
院
）

　三
回
戦
は
、
過
去
五
年
で
三
回
優
勝

し
て
い
る
東
京
都
と
の
対
戦
。
東
京
都

と
は
、
今
年
で
三
年
連
続
三
回
戦
で
の

対
戦
と
な
り
、
実
力
で
は
格
上
で
あ
る

チ
ー
ム
と
の
対
戦
で
は
あ
り
ま
す
が
今

年
こ
そ
は
な
ん
と
か
一
矢
を
報
い
た
い

気
持
ち
で
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。

【
東
京
都

　四

　対

　〇

　静
岡
県
】

・
先
鋒

　豊
田
（
警
視
庁
）

　
　
　
　引
き
分
け

　
　
　
　
　漆
畑
（
東
海
大
学
）

・
次
鋒

　金
岡
（
警
視
庁
）

　
　
　
　○
掬
投
有
効
負
け

　
　
　
　
　日
下
（
静
岡
県
警
察
）

・
中
堅

　西
山
（
新
日
本
製
鐵
）

　
　
　
　○
小
外
刈
技
あ
り
負
け

　
　
　
　
　小
椋
（
静
岡
県
警
察
）

・
副
将

　高
橋
（
新
日
本
製
鐵
）

　
　
　
　○
大
外
刈
一
本
負
け

　
　
　
　
　齊
藤
（
静
岡
県
警
察
）

・
大
将

　立
山
（
Ｊ
Ｒ
Ａ
）

　
　
　
　○
浮
落
一
本
負
け

　
　
　
　
　増
田
（
セ
コ
ム
）

　東
京
都
の
昨
年
優
勝
の
メ
ン
バ
ー
は

中
堅
の
選
手
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で
他

の
選
手
は
入
れ
替
わ
っ
て
い
た
も
の
の

圧
倒
的
な
強
さ
で
優
勝
。
全
日
本
の
一

線
級
の
選
手
を
そ
ろ
え
、
層
の
厚
さ
か

ら
常
に
上
位
入
賞
し
て
い
る
東
京
都

と
の
対
戦
で
結
果
は
敗
退
し
ま
し
た
が
、

決
し
て
完
敗
で
は
な
く
も
う
少
し
試
合

運
び
を
考
え
て
変
え
て
い
た
ら
接
戦
と

な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
も

強
化
練
習
等
を
積
極
的
に
実
施
し
、
選

手
の
強
化
に
努
め
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。
大
会
出
場
に
あ
た
り
、
ご
支
援

及
び
ご
声
援
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝

申
し
上
げ
、
大
会
の
報
告
と
い
た
し
ま

す
。

静岡県成年男子チーム

静岡県成年女子チーム
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（3）  第 13 号 平成 22 年３月１日柔道しずおか

第64回
国民大会

第
64
回
国
民
大
会
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会

平
成
21
年
８
月
16
日

　静
岡
県
武
道
館

　「国
民
体
育
大
会
第
30
回
東
海
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
柔
道
競
技
」
兼
「
第
64

回
国
民
体
育
大
会
東
海
地
区
予
選

会
」
が
、
８
月
16
日
（
日
）
静
岡
県

武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　我
が
静
岡
県
は
、
本
大
会
出
場
を

目
指
し
初
戦
の
三
重
県
と
対
戦
し
た
。

少
年
男
子
は
先
鋒
が
終
了
直
前
に
内

股
で
有
効
を
取
り
、
次
鋒
以
下
４
人

が
厳
し
い
戦
い
を
引
き
分
け
１
対
０

で
勝
利
し
た
。
少
年
女
子
と
成
年
女

子
は
共
に
３
者
引
き
分
け
の
ス
タ
ー

ト
だ
っ
た
。

　２
戦
目
は
、
国
体
開
催
を
控
え
強

化
に
努
め
て
い
る
岐
阜
県
と
の
戦
い

と
な
っ
た
。
少
年
男
子
は
先
鋒
が
技

あ
り
を
取
ら
れ
る
ス
タ
ー
ト
と
な
っ

た
が
、
中
堅
が
反
則
ポ
イ
ン
ト
を
誘

い
、
副
将
も
苦
し
い
展
開
の
中
、
終

了
直
前
の
内
股
で
引
き
分
け
に
持
ち

込
み
大
将
戦
に
つ
な
い
だ
。
そ
し
て

大
将
が
一
本
を
取
り
２
対
１
で
勝
利

し
た
。
少
年
女
子
は
中
堅
の
失
点
を

挽
回
で
き
な
く
て
０
対
１
で
敗
れ
た
。

成
年
女
子
は
先
鋒
と
大
将
が
一
本
勝

ち
を
収
め
２
対
０
で
勝
利
し
た
。

　最
後
は
愛
知
県
と
の
戦
い
だ
っ
た
。

少
年
男
子
は
強
敵
愛
知
県
に
対
し
大

将
戦
ま
で
勝
負
を
持
ち
込
ん
だ
が
１

対
２
で
敗
れ
た
。
少
年
女
子
も
大
将

戦
の
勝
負
と
な
り
０
対
１
で
敗
れ
た
。

し
か
し
、
成
年
女
子
は
先
鋒
と
大
将

が
寝
技
で
一
本
勝
ち
し
、
本
大
会
出

場
を
決
め
た
。

　直
前
の
地
震
で
会
場
使
用
が
危
ぶ

ま
れ
た
が
、
多
く
の
地
元
高
校
生
や

柔
道
協
会
関
係
者
の
協
力
で
、
会
場

準
備
や
当
日
の
競
技
運
営
な
ど
非
常

に
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
、

開
催
県
の
責
務
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
た
。

静
岡
県
選
手
団

総
監
督

　野
田
昭
一（
東
海
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
専
門
学
院
長
）

総

　務

　宮
本
昌
人
（
常
葉
学
園
高
校
教
員
）

少
年
女
子

監

　督

　沼
野
由
香
利（
藤
枝
順
心
高
校
教
員
）

コ
ー
チ

　西
川
勝
啓
（
裾
野
高
校
教
員
）

大

　将

　小
牧
夏
希
（
藤
枝
順
心
高
校
）

中

　堅

　村
瀬
由
樹
（
静
岡
学
園
高
校
）

先

　鋒

　金
田
結
花
（
浜
松
商
業
高
校
）

少
年
男
子

監

　督

　間
宮
幸
男
（
興
誠
高
校
教
員
）

コ
ー
チ

　小
柳
津
敬
博（
東
海
大
学
祥
洋
高
校
教
員
）

大

　将

　渡
辺
祥
真（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

副

　将

　平
井
亮
輔（
東
海
大
翔
洋
高
校
）

中

　堅

　髙
田
博
文
（
静
岡
学
園
高
校
）

次

　鋒

　菊
地

　颯
（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

先

　鋒

　吉
澤

　駿
（
静
岡
学
園
高
校
）

成
年
女
子

監

　督

　勝
呂
良
三
（
庵
原
高
校
教
員
）

コ
ー
チ

　西
川
勝
啓
（
裾
野
高
校
教
員
）

大

　将

　土
屋
文
香
（
東
海
大
学
）

中

　堅

　山
下
敦
子
（
長
岡
綜
合
食
品
）

先

　鋒

　川
口
有
紀
（
静
岡
県
警
察
）

結
果

成
年
女
子

　静
岡
県
２
勝
１
分
け

　

　ブ
ロ
ッ
ク
１
位
で
本
大
会
出
場

少
年
女
子

　静
岡
県
０
勝
２
敗
１
分
け

　ブ
ロ
ッ
ク
３
位
で
敗
退

少
年
男
子

　静
岡
県
２
勝
１
敗

　ブ
ロ
ッ
ク
２
位
で
敗
退

　平
成
21
年
５
月
４
日
（
月
・
祝
）

午
前
９
時
30
分

　静
岡
県
武
道
館

　今
年
度
の
柔
道
祭
が
５
月
４
日
、

静
岡
県
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
小

学
生
の
部
か
ら
一
般
の
部
ま
で
県
内

の
柔
道
愛
好
家
が
一
同
に
集
ま
る
県

内
唯
一
の
大
会
と
な
っ
て
い
る
。

　恒
例
の
柔
道
協
会
表
彰
が
行
わ
れ
、

特
別
功
労
賞
３
名
、
功
労
賞
10
名
の

表
彰
が
行
わ
れ
た
。
今
年
度
か
ら
優

秀
選
手
（
全
国
大
会
優
勝
）
を
育
て

た
指
導
者
も
優
秀
指
導
者
賞
を
授
与

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
３
名
の
指
導

者
が
表
彰
さ
れ
た
。
ま
た
、
今
年
度

の
優
秀
選
手
と
し
て
片
岡
ま
ゆ
さ
ん

（
富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
一
中
学
校
）

が
表
彰
さ
れ
た
。
最
後
に
、
先
日
お

亡
く
な
り
に
な
っ
た
前
東
部
地
区
幹

事
長
・
県
柔
道
協
会
副
会
長
の
中
西

様
に
８
段
が
贈
ら
れ
た
。

　形
の
演
技
に
続
い
て
競
技
が
開
始

さ
れ
た
。
高
校
男
子
の
１
回
戦
が
８

会
場
で
実
施
さ
れ
、
一
気
に
会
場
の

熱
気
が
あ
ふ
れ
て
き
た
。
そ
の
後
各

会
場
で
各
部
の
試
合
が
行
わ
れ
た
。

例
年
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
ス
タ
ン

ド
か
ら
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
、
一

般
の
部
の
決
勝
戦
ま
で
熱
気
あ
ふ
れ

る
試
合
が
行
わ
れ
た
。
試
合
結
果
や

表
彰
者
は
以
下
の
通
り
。

平
成
21
年
度
静
岡
県
柔
道
協
会
表
彰

《
特
別
功
労
賞
》

　
　
　
　七
段

　鈴
木

　宅
治

　
　
　
　六
段

　髙
田

　
　厚

　
　
　
　六
段

　渡
邉

　格
一

《
功
労
賞
》

　
　
　
　七
段

　渡
辺

　達
也

　
　
　
　六
段

　大
形

　厚
三

　
　
　
　六
段

　寺
田
特
太
郎

　
　
　
　六
段

　森
永

　祐
司

　
　
　
　五
段

　興
梠

　正
人

　
　
　
　五
段

　小
出

　晃
章

　
　
　
　四
段

　増
井

　廣
康

　
　
　
　四
段

　中
野

　有
哉

　
　
　
　四
段

　平
井

　孝
治

　
　
　
　三
段

　増
尾

　清
己

《
優
秀
指
導
者
賞
》

四
段

　神
山

　信
之
（
神
士
館
館
長
）

第
５
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会

５
年
生
男
子
45
㎏
級
優
勝

　森
下
北

斗
君
を
育
成

四
段

　渡
邉

　智
之

　
　
　（

富
士
宮
第
一
中
学
校
柔
道
部
顧
問
）

第
39
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

２
０
０
９
年
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
国

際
柔
道
大
会

女
子
48
㎏
級
優
勝

　片
岡
ま
ゆ
さ

ん
を
育
成

三
段

　沼
野
由
香
利

　
　
　（

藤
枝
順
心
高
等
学
校
柔
道
部
顧
問
）

２
０
０
８
年
世
界
女
子
ジ
ュ
ニ
ア

体
重
別
選
手
権
大
会

女
子
52
㎏
級
優
勝

　加
賀
谷
千
保

さ
ん
を
育
成

《
優
秀
選
手
賞
》

初
段

　片
岡

　ま
ゆ
（
富
士
宮
第
一

中
学
校
）

２
０
０
９
年
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
国
際

柔
道
大
会
女
子
48
㎏
級
優
勝

団
体
成
績

小
学
校
の
部

　１
位

　大
仁
柔
道
会

　２
位

　田
代
道
場

　３
位

　笠
井
柔
道
館

　３
位

　髙
山
柔
道
塾

中
学
校
の
部
（
男
子
）

　１
位

　静
岡
学
園
中
学

　２
位

　浜
松
高
台
中
学

　３
位

　東
海
大
翔
洋
中
学

　３
位

　沼
津
金
岡
中
学

中
学
校
の
部
（
女
子
）

　１
位

　市
立
沼
津
中
等
部

第51回
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　今
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
西
部
地
区
11
月
８
日
（
日
）

浜
松
市
浜
北
総
合
体
育
館
、
中
部
地

区
は
11
月
15
日
（
日
）
静
岡
市
北
部

体
育
館
、
東
部
地
区
は
11
月
８
日

（
日
）沼
津
市
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
。
各
地
区
そ
れ
ぞ
れ

工
夫
し
て
実
施
し
て
お
り
、
柔
道
の

普
及
に
努
め
て
い
る
。
今
年
は
中
部

地
区
の
様
子
を
簡
単
に
報
告
す
る
。

　２
位

　富
士
宮
第
一
中
学

　３
位

　東
海
大
翔
洋
中
学

　３
位

　常
葉
学
園
橘
中
学

高
校
の
部
（
男
子
）

　１
位

　静
岡
学
園
高
校

　２
位

　市
立
沼
津
高
校

　３
位

　新
居
高
校

　３
位

　浜
松
商
業
高
校

高
校
の
部
（
女
子
）

　１
位

　藤
枝
順
心
高
校

　２
位

　東
海
大
翔
洋
高
校

　３
位

　市
立
沼
津
高
校

　３
位

　浜
松
商
業
高
校

一
般
の
部

　１
位

　静
岡
産
業
大
学

　２
位

　長
岡
綜
合
食
品
店

　３
位

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
武
道
学
舎

　３
位

　韮
山
柔
道
教
室

優
秀
選
手

小
学
校
の
部

　辻

　幸
之
助
（
大
仁
柔
道
会
）

　飯
川
夢
二
郎
（
田
代
道
場
）

中
学
校
の
部
（
男
子
）

　佐
野
将
大
（
静
岡
学
園
中
学
）

　田
村
政
樹（
市
立
沼
津
中
等
部
）

中
学
校
の
部
（
女
子
）

　村
山
の
ど
か（
市
立
沼
津
中
等
部
）

　山
口
凌
歌（
富
士
宮
第
一
中
学
）

高
校
の
部
（
男
子
）

　髙
田
博
文
（
静
岡
学
園
高
校
）

　渡
辺
祥
真
（
市
立
沼
津
高
校
）

高
校
の
部
（
女
子
）

　伊
藤
美
麗
（
藤
枝
順
心
高
校
）

　鈴
木
里
穂（
東
海
大
翔
洋
高
校
）

一
般
の
部

　内
田
武
三
士
（
静
岡
産
業
大
学
）

　西
田
将
貴（
長
岡
綜
合
食
品
店
）

講
道
館
柔
道
「
形
」
優
秀
賞

投
の
形

取
四
段

　斉
藤
修
司
（
士
道
会
）

受
三
段

　岡
部
真
也
（
士
道
会
）

極
の
形

取
五
段

　森
下
良
男（
協
栄
森
下
道
場
）

受
五
段

　髙
林
祐
介（
協
栄
森
下
道
場
）

柔
の
形

取
七
段

　白
井
康
二（
新
居
体
育
協
会
）

受
四
段

　白
井
恵
子（
新
居
体
育
協
会
）

講
道
館
護
身
術

取
六
段

　一
瀬

　誠（
浜
北
柔
道
協
会
）

受
六
段

　竹
内
紀
久
夫（
浜
北
柔
道
協
会
）

五
の
形

取
七
段

　西
島
温
行（
福
田
柔
道
ク
ラ
ブ
）

受
七
段

　磯
部
正
博（
福
田
柔
道
ク
ラ
ブ
）

　今
年
度
は
二
種
別
に
よ
る
団
体
戦

（
３
人
制
）
を
実
施
し
た
。

　種
別
①
（
無
段
〜
３
段
、
18
歳
〜

30
歳
）
年
齢
は
若
く
現
役
で
活
躍
す

る
選
手
が
多
く
参
加
し
た
。
９
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
予
選
リ
ー
グ
・
決
勝

リ
ー
グ
で
勝
敗
を
争
っ
た
。
若
く
て

元
気
な
試
合
に
は
好
感
が
持
て
た

が
、
中
に
は
練
習
不
足
で
息
が
上
が

る
選
手
も
見
受
け
ら
れ
仕
事
と
練
習

の
調
整
が
難
し
い
こ
と
を
感
じ
さ
せ

た
。
優
勝
は
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
静
岡
支
社

で
あ
っ
た
。
静
岡
市
内
の
チ
ー
ム
が

多
く
参
加
し
て
お
り
、
静
岡
市
外
の

チ
ー
ム
の
さ
ら
な
る
参
加
が
望
ま
れ

る
。　種

別
②
（
２
段
以
上
、30
歳
以
上
）

７
チ
ー
ム
が
参
加
し
、予
選
リ
ー
グ
・

決
勝
戦
で
勝
敗
を
争
っ
た
。
年
齢
は

30
歳
代
16
名
40
歳
代
10
名
と
ベ
テ
ラ

ン
の
参
加
が
あ
り
、
実
力
と
重
み
が

あ
る
往
年
の
名
選
手
が
多
く
出
場
し

た
。「
お
父
さ
ん
頑
張
っ
て
」
と
応

援
す
る
母
子
の
姿
が
あ
り
、
ほ
ほ
え

ま
し
い
会
場
と
な
り
笑
い
を
誘
っ
て

い
た
。
優
勝
は
静
岡
柔
道
ク
ラ
ブ
を

決
勝
で
破
っ
た
東
海
翔
洋
倶
楽
部
で

あ
っ
た
。

ス
ポ
ー
ツ

  

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

中
部
地
区
ス
ポ
ー
ツ

  

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　平
成
21
年
度
の
静
岡
県
柔
道
協
会

表
彰
が
11
月
28
日
（
土
）
午
後
４
時

か
ら
ホ
テ
ル
シ
テ
ィ
オ
静
岡
に
て
行

わ
れ
た
。
受
賞
者
は
以
下
の
５
名
で

し
た
。

鈴
木
優
希
君

　
　
　（常
葉
学
園
橘
中
学
校
）

第
40
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

男
子
55
㎏
級

３
位
入
賞

田
村
雅
樹
君

　
　
　（浜
松
市
立
高
台
中
学
校
）

第
40
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

男
子
73
㎏
級

３
位
入
賞

渡
辺
祥
真
君

　
　
　（沼
津
市
立
沼
津
高
等
学
校
）

第
58
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

柔
道
競
技
校
男
子
１
０
０
㎏
超
級

３
位
入
賞

岡
本
里
帆
さ
ん

　
　
　（藤
枝
順
心
中
学
校
）

第
40
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

女
子
44
㎏
級

準
優
勝

渡
辺
明
里
さ
ん

　
　
　（富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
一
中
学
校
）

第
40
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

女
子
57
㎏
級

３
位
入
賞

　保
護
者
、
柔
道
協
会
の
理
事
な
ど

が
見
守
る
中
、
今
年
度
の
表
彰
が
行

わ
れ
た
。
安
齊
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ

り
、
受
賞
者
に
記
念
品
と
賞
状
が
贈

ら
れ
た
。
最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し
、

沼
津
市
立
沼
津
高
等
学
校
の
渡
辺
君

か
ら
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
、
合
わ
せ

て
力
強
い
今
後
の
抱
負
も
聞
く
こ
と

が
で
き
た
。

　土
屋
文
香
（
東
海
大
学
）

ベ
ス
ト
８
進
出

平
成
21
年
５
月
５
日

　講
道
館

個
人
６
年
生

　森
下
北
斗

全
日
本
選
手
権
女
子

第
29
回
全
国
少
年
柔
道
大
会

表彰者を囲んで
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３
回
戦
進
出

　
　５
年
生

　大
橋
海
斗　２

回
戦
進
出

団
体
戦

　
　
　神
士
館

　２
回
戦
進
出

平
成
21
年
３
月
20
日

女
子
団
体

　藤
枝
順
心
高
校

　
　
　
　
　ベ
ス
ト
８
進
出

男
子
団
体

　静
岡
学
園
高
校

　
　
　
　
　初
戦
敗
退

５
月
３
日
（
日
）
静
岡
大
学

形
の
部

　優
勝

　静
岡
大
学

　
　
　
　取
り

　内
野
靖
之

　
　
　
　受
け

　長
谷
川
翔
太

団
体

　
　優
勝

　静
岡
産
業
大
学
Ａ

個
人

女
子

　
　竹
輪
有
基
（
静
岡
産
業
大
学
）

無
段

　
　伊
藤

　洸
（
沼
津
高
専
）

68
㎏
級

　小
泉
仁
史
（
静
岡
産
業
大
学
）

80
㎏
級

　高
原
憲
司
（
静
岡
産
業
大
学
）

80
㎏
超
級

　眞
部

　光
（
静
岡
産
業
大
学
）

６
月
20
日
（
土
）
21
日
（
日
）

岡
山
県
武
道
館

１
回
戦

　静
岡
県
１

－

１

　
　
　
　
　
　群
馬
県（
内
容
勝
ち
）

２
回
戦

　静
岡
県
０

－

１

　山
口
県

監
督

　
　勝
呂
良
三
（
庵
原
高
校
教
員
）

コ
ー
チ

　西
川
勝
啓
（
裾
野
高
校
教
員
）

先
鋒

　
　川
口
有
紀
（
静
岡
県
警
察
）

次
鋒

　
　勝
呂

　綾
（
日
本
大
学
）

中
堅

　
　伊
藤
綾
香
（
龍
谷
大
学
）

副
将

　
　山
下
敦
子
（
長
岡
綜
合
食
品
）

大
将

　
　土
屋
文
香
（
東
海
大
学
）

平
成
21
年
６
月
27
日
（
土
）

静
岡
県
武
道
館

60
㎏
級

　吉
澤

　駿
（
静
岡
学
園
高
校
）

66
㎏
級

　庄
司
史
成
（
静
岡
学
園
高
校
）

73
㎏
級

　前
原
直
道
（
浜
松
商
業
高
校
）

81
㎏
級

　髙
田
博
文
（
静
岡
学
園
高
校
）

90
㎏
級

　関
根
龍
成
（
静
岡
学
園
高
校
）

100
㎏
級

　平
井
亮
輔
（
東
海
大
学
祥
洋
高
校
）

100
㎏
超
級

　渡
辺
祥
真
（
市
立
沼
津
高
校
）

48
㎏
級

　金
田
結
花
（
浜
松
商
業
高
校
）

52
㎏
級

　神
山
結
理
（
市
立
沼
津
高
校
）

57
㎏
級

　井
口
采
美
（
浜
松
商
業
高
校
）

63
㎏
級

　岩
澤
胡
桃
（
加
藤
学
園
高
校
）

70
㎏
級

　山
村
瑞
葉
（
浜
松
北
高
校
）

78
㎏
級

　村
瀬
由
樹
（
静
岡
学
園
高
校
）

78
㎏
超
級

　小
牧
夏
希
（
藤
枝
順
心
高
校
）

７
月
12
日
（
日
）
愛
知
県
武
道
館

　各
級
優
勝
者
が
全
国
大
会
へ
出
場

９
月
12
日
（
土
）
13
日
（
日
）

埼
玉
県
立
武
道
館

男
子
60
㎏
級

　吉
澤

　駿
（
静
岡
学
園
高
校
）

　
初
戦
敗
退

男
子
100
㎏
級

　渡
辺
祥
真
（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

初
戦
敗
退

女
子
48
㎏
級

　金
田
結
花
（
浜
松
商
業
高
校
）初

戦
敗
退

女
子
52
㎏
級

　神
山
結
理
（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

初
戦
敗
退

女
子
70
㎏
級

　山
村
端
葉
（
浜
松
北
高
校
）初

戦
敗
退

女
子
78
㎏
級

　村
瀬
由
樹
（
静
岡
学
園
高
校
）初

戦
敗
退

そ
の
他
本
県
関
係
者

女
子
52
㎏
級

　加
賀
谷
千
保
（
山
梨
学
院
大
学
１
年
）

優
勝

女
子
78
㎏
超
級

　土
屋
文
香
（
東
海
大
学
１
年
）

準
優
勝

男
子
66
㎏
級

　正
治
和
也
（
日
本
大
学
２
年
）初

戦
敗
退

８
月
２
日
（
日
）
講
道
館

２
回
戦

　静
岡
県
２

－

０

　京
都
府

３
回
戦

　静
岡
県
０

－

３

　東
京
都

監
督

　須
田
直
之
（
清
水
東
高
校
）

大
将

　山
崎
大
介
（
富
士
宮
北
高
校
）

副
将

　小
塚
直
哉
（
飛
龍
高
校
）

中
堅

　井
口
佳
彦
（
浜
北
西
高
校
）

次
鋒

　中
村

　航
（
島
田
学
園
高
校
）

先
鋒

　水
口

　透
（
日
本
大
学
三
島
高
校
）

６
月
25
日
（
木
）

団
体　静

岡
県

　１

－

３

　長
野
県

　静
岡
県

　０

－

５

　神
奈
川
県

８
月
23
日

長
野
県
松
本
市
松
本
総
合
体
育
館

５
年
男
子
45
㎏
級

　寺
田
海
斗
（
柔
好
会
）

　ベ
ス
ト
16

　
　
　
　45
㎏
超
級

　川
井
康
平
（
錬
心
館
）

予
選
リ
ー
グ
敗
退

５
年
女
子
40
㎏
級

　小
林
夏
希
（
清
流
館
山
縣
道
場
）
※

　

ベ
ス
ト
８

　
　
　
　40
㎏
超
級

　嘉
地
唯
花
（
藤
枝
柔
道
倶
楽
部
）

予
選
リ
ー
グ
敗
退

６
年
男
子
60
㎏
級

　森
下
北
斗
（
神
士
館
）

予
選
リ
ー
グ
敗
退

　
　
　
　60
㎏
超
級

　小
笠
原
雄
也
（
藤
枝
柔
道
倶
楽
部
）

　

ベ
ス
ト
８

６
年
女
子
45
㎏
級

　鈴
木
茉
莉
（
柔
清
会
）

ベ
ス
ト
16

　
　
　
　45
㎏
超
級

植
松
ほ
た
る
（
富
士
市
柔
道
会
）

予
選
リ
ー
グ
敗
退

※
５
年
女
子
40
㎏
級
は
菅
谷
友
紀
（
育
誠
館
）

が
県
大
会
優
勝
し
た
が
、
怪
我
の
た
め
選
手

変
更
さ
れ
た
。

８
月
22
日
〜
25
日

沖
縄
県
立
武
道
館

女
子
団
体
戦
（
予
選
リ
ー
グ
）

　沼
津
市
立
沼
津
中
学
校

　２

－

１

　
　
　
　
　阿
波
中
学
校（
徳
島
県
）

　沼
津
市
立
沼
津
中
学
校

　３

－

０

　
　
　
　豊
見
城
中
学
校（
沖
縄
県
）

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

都
道
府
県
対
抗
第
25
回

全
日
本
女
子
柔
道
大
会

第
６
回
全
国
小
学
生

学
年
別
柔
道
大
会

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会

第
34
回

　全
国
教
員
柔
道
大
会

関
東
警
察
柔
道
大
会

第
31
回
全
国
高
校
選
手
権

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
県
大
会

第
26
回
静
岡
県

大
学
高
専
柔
道
春
季
大
会

全
国
中
学
校
柔
道
大
会
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　沼
津
市
立
沼
津
中
学
校

　０

－

２

　
　
　私
立
淑
徳
中
学
校（
東
京
都
）

男
子
団
体
（
予
選
リ
ー
グ
）

　私
立
静
岡
学
園
中
学
校

　１

－

２

　
　
　
　五
十
市
中
学
校（
宮
崎
県
）

　私
立
静
岡
学
園
中
学
校

　３

－

０

　
　
　
　
　緑
南
中
学
校（
北
海
道
）

個
人
戦

44
㎏
級  

岡
本
理
帆
（
藤
枝
順
心
中
学
校
）

準
優
勝

48
㎏
級  

馬
場
あ
ゆ
美（
東
海
大
学
翔
洋
中
学
校
）

２
回
戦
敗
退

52
㎏
級  

花
村
礼
乃（
伊
豆
長
岡
中
学
校
）

５
位
入
賞

57
㎏
級  

渡
辺
明
里（
富
士
宮
第
一
中
学
校
）

３
位
入
賞

63
㎏
級  

菊
池
優
貴
乃（
静
岡
学
園
中
学
校
）

２
回
戦
進
出

70
㎏
級  

村
山
の
ど
か（
市
立
沼
津
中
学
校
）

３
回
戦
進
出
（
ベ
ス
ト
16
）

70
㎏
超
級  

滝
川
真
央
（
沼
津
原
中
学
校
）

２
回
戦
敗
退

55
㎏
級  

鈴
木
優
希
（
常
葉
橘
中
学
校
）

３
位
入
賞

60
㎏
級  

佐
藤
光
将（
静
岡
学
園
中
学
校
）

２
回
戦
進
出

66
㎏
級  

西
村
直
之
（
富
士
南
中
学
校
）

５
位
入
賞

73
㎏
級  

田
村
雅
樹（
浜
松
高
台
中
学
校
）

３
位
入
賞

81
㎏
級  

遠
田
扶
巳
也（
東
海
大
学
翔
洋
中
学
校
）

３
回
戦
進
出
（
ベ
ス
ト
16
）

90
㎏
級  

佐
野
将
大（
静
岡
学
園
中
学
校
）

３
回
戦
進
出
（
ベ
ス
ト
16
）

90
㎏
超
級  

大
田
和
也（
静
岡
学
園
中
学
校
）

初
戦
敗
退

平
成
21
年
８
月
８
日
〜
12
日

奈
良
県
天
理
市
天
理
大
学
体
育
館

男
子
団
体

　静
岡
学
園
高
校

　２

－

１

青
森
北
高
校
（
青
森
県
）

　静
岡
学
園
高
校

　２

－

１

前
橋
育
英
高
校
（
群
馬
県
）

　静
岡
学
園
高
校

　０

－
２

国
士
舘
高
校
（
東
京
都
）

　ベ
ス
ト
８
進
出

女
子
団
体

　藤
枝
順
心
高
校

　２

－

０

秋
田
商
業
高
校
（
秋
田
県
）

　藤
枝
順
心
高
校

　０

－

２

埼
玉
栄
高
校
（
埼
玉
県
）

　２
回
戦
進
出

60
㎏
級  

加
賀
谷
太
郎（
藤
枝
明
誠
高
校
）

初
戦
敗
退

66
㎏
級  

庄
司
史
成
（
静
岡
学
園
高
校
）

２
回
戦
進
出

73
㎏
級  

菊
池

　颯
（
市
立
沼
津
高
校
）

２
回
戦
進
出

81
㎏
級  

髙
田
博
文
（
静
岡
学
園
高
校
）

２
回
戦
進
出

90
㎏
級  

関
根
龍
成
（
静
岡
学
園
高
校
）

初
戦
敗
退

100
㎏
級  

飯
沼
元
基（
常
葉
学
園
橘
高
校
）

初
戦
敗
退

100
㎏
超
級  

渡
辺
祥
真
（
市
立
沼
津
高
校
）

３
位
入
賞

48
㎏
級  

金
田
結
花
（
浜
松
商
業
高
校
）

ベ
ス
ト
８
進
出

52
㎏
級  

秋
山
侑
里
佳（
藤
枝
順
心
高
校
）

３
回
戦
進
出

57
㎏
級  

井
口
采
美
（
浜
松
商
業
高
校
）

２
回
戦
進
出

63
㎏
級  

岩
澤
胡
桃
（
加
藤
学
園
高
校
）

３
回
戦
進
出

70
㎏
級  

山
村
瑞
葉
（
浜
松
北
高
校
）

　

ベ
ス
ト
８
進
出

78
㎏
級  

村
瀬
由
樹
（
静
岡
学
園
高
校
）

初
戦
敗
退

78
㎏
超
級  
小
牧
夏
希
（
藤
枝
順
心
高
校
）

初
戦
敗
退

11
月
３
日
（
火
・
祝
）
静
岡
大
学

形
の
部

　優
勝

　静
岡
大
学

　
　
　
　取
り

　藤
原
一
仁

　
　
　
　受
け

　横
山
泰
亮

団
体
の
部

　優
勝

　静
岡
産
業
大
学
Ａ

女
子
個
人

　優
勝

　栗
田
実
季
（
静
岡
産
業
大
学
）

無
段
の
部

　優
勝

　石
川

　貢
（
静
岡
文
化
芸
術
大
学
）

68
㎏
級

　優
勝

　浜
浦
祐
貴
（
静
岡
産
業
大
学
）

80
㎏
級

　優
勝

　高
桑
広
樹
（
東
海
大
学
）

80
㎏
超
級

　優
勝

　吉
田
一
統
（
静
岡
産
業
大
学
）

９
月
11
日
（
金
）
日
本
武
道
館

90
㎏
級

　小
椋

　初
戦
敗
退

73
㎏
級

　日
下

　ベ
ス
ト
８
進
出

63
㎏
級

　川
口

　初
戦
敗
退

個
人
戦

　平
成
22
年
１
月
16
日（
土
）

　
　
　
　県
武
道
館

団
体
戦

　平
成
22
年
１
月
23
日（
土
）

　
　
　
　県
武
道
館

　今
年
度
か
ら
高
校
柔
道
新
人
大
会

（
選
手
権
大
会
）
が
大
き
く
変
更
さ

れ
た
。
個
人
戦
女
子
は
52
㎏
、
57
㎏
、

63
㎏
、
70
㎏
、
無
差
別
の
５
階
級
と

な
り
、
男
子
個
人
戦
は
60
㎏
、
73
㎏
、

81
㎏
、
90
㎏
、
無
差
別
の
５
階
級
と

な
っ
た
。
全
国
大
会
は
３
月
21
日
東

京
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
る
。

男
子
個
人
優
勝
者

60
㎏

　吉
澤

　
　駿

（
静
岡
学
園
高
校
）

73
㎏

　石
田

　
　亘

（
浜
松
商
業
高
校
）

81
㎏

　石
井
都
百
希
（
日
本
大
学
三
島
高
校
）

90
㎏

　細
川

　敦
大
（
浜
松
商
業
高
校
）

無
差
別

　南
口

　優
太
（
加
藤
学
園
高
校
）

女
子
個
人
優
勝
者

52
㎏

　神
山

　結
理
（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

57
㎏

　松
川

　美
世
（
藤
枝
順
心
高
校
）

63
㎏

　原
田

　佑
花
（
静
岡
学
園
高
校
）

70
㎏

　清

　
　貴
凛
（
浜
松
商
業
高
校
）

無
差
別

　中
村

　
　優

（
藤
枝
順
心
高
校
）

男
子
団
体

　優
勝

　
　浜
松
商
業
高
校

女
子
団
体

　優
勝

　
　藤
枝
順
心
高
校

男
女
の
団
体
戦
の
全
国
大
会
は
３
月

20
日
東
京
日
本
武
道
館
に
て
開
催
さ

れ
る
。

平
成
22
年
２
月
13
日

　県
武
道
館

１
位

　増
田

　圭
省
（
セ
コ
ム
）

２
位

　小
椋

　俊
彦
（
県
警
官
）

３
位

　真
野

　洋
光
（
県
警
官
）

　１
・
２
位
の
選
手
が
東
海
大
会
に

出
場
す
る
。

女
子
は
、
岡
田
紘
味
（
静
岡
産
業
大

学
）
と
村
瀬
由
樹
（
静
岡
学
園
高
校
）

が
東
海
大
会
に
出
場
す
る
。

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

柔
道
競
技

第
26
回
静
岡
県

大
学
高
専
柔
道
秋
季
大
会

全
国
警
察
柔
道
選
手
権
大
会

速
報

　高
校
新
人
柔
道
大
会

速
報

　全
日
本
選
手
権
県
予
選
会
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　講
道
館
講
習
会
・
静
岡
県
形
中
央

講
習
会
が
６
月
６
日
（
土
）
午
前
10

時
か
ら
静
岡
北
部
体
育
館
柔
道
場
に

て
開
催
さ
れ
た
。
講
習
会
の
様
子
を

審
判
研
修
委
員
会
の
八
木
委
員
長
に

報
告
し
て
い
た
だ
く
。

静
岡
県
柔
道
協
会

　審
判
研
修
委
員
会

委
員
長

　八
木

　卓

　静
岡
県
柔
道
協
会
で
は
、
講
道
館

よ
り
講
師
を
派
遣
し
て
い
た
だ
き
、

講
道
館
講
習
会
・
静
岡
県
形
中
央
講

習
会
と
し
て
次
の
通
り
開
催
し
た
。

１

　日
時

　平
成
21
年
６
月
６
日（
土
）

　
　午
前
10
時
〜
午
後
４
時

２

　場
所

　静
岡
市
北
部
体
育
館

　

　
　
　
　
　柔
道
場

３

　「形
」
の
種
別
と
講
師

　
　「柔
の
形
」

　講
師
八
段

　
　尾
形
敬
史
先
生

　
　講
道
館
教
育
普
及
委
員
会
委
員
長
・

　
　茨
城
大
学
教
授

４

　受
講
者
数

　役
員
８
名
・

　
　
　
　
　
　
　受
講
生
52
名

　尾
形
先
生
に
は
、
平
成
14
年
に
翌

年
の
静
岡
国
体
に
備
え
、
静
岡
市
北

部
体
育
館
に
て
「
講
道
館
柔
道
審
判

規
定
」、「
国
際
柔
道
連
盟
試
合
審
判

規
」
の
解
説
の
ご
指
導
を
頂
き
ま
し

た
。
こ
の
講
習
会
に
参
加
し
た
者
も

あ
っ
て
、
何
と
な
く
先
生
を
身
近
に

感
じ
て
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
の

講
習
会
と
な
っ
た
。

　開
講
式
で
、
静
岡
県
柔
道
協
会
安

齊
悦
雄
会
長
よ
り
「
皆
さ
ん
は
、
こ

の
貴
重
な
機
会
を
利
用
し
て
、
尾
形

先
生
か
ら
正
当
な
形
を
し
っ
か
り
学

び
、
細
か
な
点
ま
で
ご
指
導
頂
い
て

技
の
理
合
い
、
原
点
を
体
感
し
て
更

に
い
ろ
い
ろ
な
形
に
接
す
る
よ
う
お

願
い
し
た
い
。」と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　講
習
に
入
り
、
最
初
に
明
治
20
年

の
「
柔
の
形
」
の
制
定
か
ら
平
成
６

年
の
Ｖ
Ｔ
Ｒ
制
作
に
至
る
ま
で
の
経

緯
に
つ
い
て
、
そ
し
て
、
嘉
納
師
範

「
柔
の
形
」
説
明
（『
柔
道
』
大
正
４

年
２
月
）
か
ら
「
柔
の
形
」
の
成
立

の
概
要
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　ま
た
、
こ
の
形
の
持
つ
特
色
を
活

か
し
て
、
力
に
た
よ
り
が
ち
な
男
子

の
柔
道
と
は
異
な
り
、
柔
道
の
理
合

い
や
心
構
え
、
原
則
的
な
進
退
動
作
、

体
捌
き
、
及
び
力
の
用
法
に
重
き
を

置
い
た
講
道
館
女
子
部
の
稽
古
に
つ

い
て
、
先
生
の
体
験
か
ら
大
変
興
味

深
い
お
話
が
聞
け
た
。

　第
一
教
に
入
る
に
あ
た
り
、「
右

手
で
左
手
の
手
首
を
持
ち
両
手
が
離

れ
な
い
よ
う
に
し
て
、
左
手
で
右
手

の
手
首
を
持
ち
替
え
て
く
だ
さ
い
。」

と
、
相
手
に
手
首
を
制
さ
れ
た
と
き

に
、
そ
れ
を
外
し
て
逆
に
相
手
の
手

首
を
制
す
る
方
法
を
「
柔
の
形
」
の

導
入
と
し
て
紹
介
し
て
下
さ
っ
た
。

　午
前
中
に
は
、
第
一
教
の
「
両
手

取
」
か
ら
始
め
て
、「
肩
廻
」「
腮
押
」

「
肩
押
」
と
進
み
、
最
も
難
し
い
と

さ
れ
る
「
突
出
」
を
練
習
し
て
午
前

の
部
を
終
了
し
た
。

　午
後
は
、第
二
教
の
「
切
下
」「
両

肩
押
」「
斜
打
」「
片
手
取
」「
片
手
拳
」

と
順
に
進
ん
で
い
っ
た
が
、
第
一
教

で
指
導
を
受
け
た
崩
し
や
攻
防
の
理

合
い
を
意
識
し
な
が
ら
先
生
の
解
説

を
聞
い
た
た
め
、
午
前
の
講
習
よ
り

速
い
ペ
ー
ス
で
進
ん
で
い
っ
た
。

　第
一
教
か
ら
第
三
教
ま
で
15
本
終

了
し
た
と
こ
ろ
で
、
全
受
講
生
が
道

場
全
域
に
広
が
り
正
面
へ
の
礼
か
ら

15
本
を
通
し
で
復
習
し
た
。「
柔
の

形
」
を
初
め
て
や
る
者
か
ら
、
15
本

を
一
通
り
理
解
し
て
い
る
者
ま
で
幅

が
あ
る
た
め
に
、
成
果
の
発
表
は
第

一
教
を
や
る
者
、
第
二
教
を
や
る
者
、

第
三
教
を
や
る
者
に
分
か
れ
た
。
受

講
生
を
代
表
し
て
、
第
一
教
で
は
海

野
良
信
六
段
・
植
田
秀
四
段
、
第
二

教
で
は
水
野
進
７
段
・
中
村
寿
一
７

段
、
第
三
教
で
は
高
校
生
の
長
嶋
初

段
・
神
山
初
段
の
３
組
が
形
を
演
じ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
尾
形
先
生
か
ら

講
評
を
頂
い
た
な
か
で
、
高
校
生
は
、

「
受
が
確
実
に
崩
さ
れ
て
い
る
。し
っ

か
り
で
き
て
い
た
。
更
に
練
習
し
て
、

ぜ
ひ
、
形
選
手
権
に
で
ら
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
な
さ
い
。」
と
励
ま
し
の

言
葉
を
頂
い
た
。

　閉
講
式
に
移
り
、
安
齊
会
長
か
ら

受
講
生
を
代
表
し
て
、
望
月
純
子
二

段
が
修
了
証
を
授
与
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
高
田
勝
之
副
会
長
の
御
礼
の
言

葉
で
講
習
会
は
終
了
し
た
。

　「
講
習
会
の
案
内
は
毎
年
頂
く

が
、
今
回
初
め
て
参
加
さ
せ
て
頂
い

た
。
中
央
の
先
生
か
ら
ご
指
導
を
頂

き
、
正
し
い
形
を
練
習
で
き
て
本
当

に
良
か
っ
た
。
自
分
の
不
勉
強
で
初

歩
的
な
事
柄
を
質
問
し
て
も
尾
形
先

生
は
懇
切
丁
寧
に
ご
指
導
下
さ
り
、

正
し
い
形
の
普
及
に
本
当
に
ご
尽
力

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま

し
た
。」
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

　ま
た
、「
今
ま
で
『
柔
の
形
』
を

指
導
し
て
き
た
が
、
自
分
は
形
だ
け

に
と
ら
わ
れ
て
技
の
攻
防
の
理
合
い

な
ど
本
質
ま
で
は
指
導
で
き
て
い
な

か
っ
た
。
今
日
は
尾
形
先
生
の
ご
指

導
の
お
陰
で
、
今
後
の
指
導
に
幅
が

広
が
り
本
当
に
有
難
か
っ
た
。」
と

い
う
、
ご
年
配
の
先
生
の
こ
の
言
葉

は
、
受
講
生
が
各
地
区
へ
戻
り
、
こ

の
講
習
の
成
果
と
し
て
正
し
い
「
柔

の
形
」
の
普
及
発
展
に
尽
力
し
て

く
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　最
後
に
、
本
事
業
を
開
催
し
て
頂

き
ま
し
た
講
道
館
、
お
よ
び
、
お
忙

し
い
中
大
変
熱
心
に
ご
指
導
い
た
だ

き
ま
し
た
尾
形
先
生
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

形
講
習
会

６
月
６
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

　静
岡
北
部
体
育
館
柔
道
場指導される尾形先生

尾形先生を囲んで
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第 13 号（8） 平成 22 年３月１日 柔道しずおか

県
内
各
地
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
「
道
場
」
を
各
地
区
２
道
場
ず
つ
紹
介
し
ま
す
。

⑥
道
場
紹
介

　昭
和
62
年
11
月
に
柔
道
会
を
創
立
。

当
初
は
保
健
セ
ン
タ
ー
の
一
画
に
道

場
を
設
け
て
練
習
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
４
年
７
月
に
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施

設
で
あ
る
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の

オ
ー
プ
ン
以
来
、
２
階
柔
道
場
に
て

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　練
習
日
は
火
・
水
・
金
と
変
わ
り

は
な
い
も
の
の
、
当
時
は
60
名
を
越

え
る
生
徒
数
も
現
在
で
は
10
名
程
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　し
か
し
、
夏
に
は
東
部
地
区
の
審

判
講
習
会
と
合
宿
を
兼
ね
た
大
会
、

冬
に
は
道
場
の
大
会
と
、
年
２
回
行

わ
れ
る
大
会
は
、
近
隣
の
道
場
の
協

力
の
も
と
盛
大
に
開
催
し
て
お
り
ま

す
。　小

さ
な
道
場
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
協
力
お
願
い

致
し
ま
す
。

借
り
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
こ
と
か

ら
、
入
会
を
希
望
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

道
場
連
盟
役
員
の
方
々
の
お
力
添
え

を
頂
き
、
平
成
19
年
か
ら
再
入
会
を

認
め
ら
れ
、「
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ

た
元
気
な
挨
拶
・
正
し
い
勇
気
を

持
っ
て
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す
・

友
達
と
の
絆
を
大
切
に
す
る
心
」
を

も
っ
と
う
に
活
動
中
で
す
。
日
本
柔

道
へ
の
寄
与
と
青
少
年
育
成
を
大
事

に
励
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
道
場
連

盟
役
員
及
び
各
道
場
の
先
生
方
の
ご

指
導
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

⑥
道
場
紹
介

　函
南
柔
道
会
は
、
指
導
員
不
足
か

ら
会
員
減
少
に
よ
り
、
平
成
13
年
か

ら
道
場
連
盟
を
休
会
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
子
供
の
希
望
を
叶
え
て
い
る

小
野
博
之
先
生
の
姿
を
見
て
、
感
銘

し
た
栗
原
・
山
田
先
生
方
の
力
を
お

⑥
道
場
紹
介

　港
柔
道
教
室
は
昭
和
62
年
、
焼
津

市
の
は
ず
れ
小
川
漁
港
近
く
の
港
小

学
校
の
小
体
育
館
を
市
の
武
道
協
議

会
が
借
り
受
け
柔
道
は
毎
週
月
曜
日

と
金
曜
日
の
午
後
７
時
か
ら
８
時
ま

で
小
学
生
８
時
か
ら
９
時
ま
で
中
学
、

高
校
、
一
般
と
練
習
し
て
お
り
ま
す
。

　モ
ッ
ト
ー
は
子
供
達
が
少
し
で
も

柔
道
を
好
き
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
そ

れ
で
よ
し
、
又
柔
道
を
通
じ
礼
儀
や

忍
耐
、
協
調
性
等
を
学
び
立
派
な
大

人
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
良
い
と
言
う

考
え
で
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
勝

つ
事
を
至
上
と
せ
ず
ど
ん
な
子
供
も

受
け
入
れ
て
生
き
る
力
（
自
信
）
を

育
み
た
い
。

　嬉
し
い
事
に
は
、
か
つ
て
練
習
生

だ
っ
た
子
供
達
が
幼
稚
園
生
、
小
学

生
の
親
に
な
り
、
親
子
で
入
会
し
練

習
に
来
て
く
れ
る
人
達
が
出
て
来
ま

し
た
。
又
子
供
を
連
れ
て
来
た
お
母

さ
ん
が
、
自
ら
も
子
供
達
と
練
習
を

し
、
初
段
を
取
っ
た
方
も
お
り
ま
す
。

　焼
津
市
は
市
内
の
全
て
の
中
学
校
、

高
等
学
校
で
柔
道
部
が
廃
部
に
な
っ

①名称
②住所
③連絡先
④代表者氏名
⑤所属人数

戸田柔道会

函南柔道会

港柔道教室

②〒 410-3402
　　 沼津市戸田 388-1
③☎ 0558 － 94 － 2146
④水口　裕
⑤児童 2 人　小学生 7 人
　中学生 1 人
　大学・社会人 5 人

②〒 419-0112
　　 田方郡函南町柏谷 995 番地の 25
③☎ 055 － 978 － 8287
④会長　松岡政文
⑤児童 6 人（女性 1 人）
　小学生 22 人（女性 2 人）
　中学生 15 人
　高校社会人 21 人

②〒 425-0052
　　 焼津市田尻 340
③☎ 054 － 624 － 1055
④代表者　福村　直
⑤児童 4 人　小学生 15 人
　中学生 2 人　高校生 1 人
　大学・社会人 15 人

− 94 − − 95 −



（9）  第 13 号 平成 22 年３月１日柔道しずおか

て
、
中
高
生
の
練
習
生
が
極
端
に
少

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
事
が
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。

　指
導
者
、
子
供
達
、
父
母
会
共
に

明
日
に
向
か
っ
て
楽
し
く
頑
張
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑥
道
場
紹
介

　岳
南
塾
は
故
望
月
稔
先
生
が
安
倍

川
越
し
に
富
士
山
が
眺
望
で
き
る
向

敷
地
の
地
に
静
岡
市
の
商
工
会
議
所

の
援
助
を
受
け
て
「
岳
南
塾
・
養
正

館
」
と
し
て
青
少
年
の
健
全
育
成
を

謳
っ
て
建
て
ら
れ
た
。
稽
古
後
午
前

様
に
な
る
ま
で
先
生
を
車
座
に
囲
ん

で
嘉
納
治
五
郎
先
生
の
直
門
と
し
て

の
体
験
談
や
武
道
は
勿
論
、
政
治
、

経
済
、
世
界
情
勢
な
ど
な
ど
多
く
を

語
り
合
っ
た
。
ま
た
欧
米
を
中
心
に

多
く
の
門
人
が
内
弟
子
を
志
願
し
、

先
生
の
薫
陶
を
受
け
て
賑
わ
っ
た
。

　望
月
稔
先
生
没
後
、
道
場
経
営
を

担
当
し
て
い
た
ご
子
息
か
ら
、
道
場

の
老
朽
化
か
ら
売
却
の
話
が
持
ち
上

が
り
、
望
月
先
生
を
慕
っ
て
入
門
し

て
い
た
現
佐
藤
充
宏
氏
が
望
月
稔
先

生
の
武
道
の
継
承
を
願
っ
て
道
場
を

引
き
継
い
だ
。

　道
場
で
は
望
月
稔
先
生
の
教
え
を

中
心
に
幼
児
、
小
学
生
、
中
・
高
校

生
、
一
般
の
柔
道
部
と
合
気
道
、
柔

術
、
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
空
手
と
多
様

な
部
門
に
亘
っ
て
道
場
を
利
用
し
て

い
る
。

　少
年
柔
道
で
は
礼
儀
正
し
い
、
思

い
や
り
の
あ
る
人
を
育
て
る
こ
と
を

目
標
に
小
学
低
学
年
に
は
勝
敗
に
は

余
り
こ
だ
わ
ら
な
い
指
導
で
基
本
を

重
視
し
て
い
る
。

　少
年
柔
道
部
の
出
身
者
の
中
に
は

小
学
６
年
で
柔
道
を
終
え
て
、
社
会

で
指
導
的
立
場
に
立
っ
て
い
る
人
、

中
学
や
高
校
、
大
学
ま
で
続
け
、
中

体
連
で
全
中
に
出
場
し
た
者
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
た
者
、
国
体
に

出
場
し
た
者
な
ど
多
く
の
門
人
が
巣

立
っ
て
い
る
。

＊
写
真
は
小
学
生
、
中
学
生
の
集
合

写
真
で
す
。岳
南
塾
で
撮
影
し
ま
し
た
。

⑥
道
場
紹
介

　部
員
達
は
厳
し
い
練
習
に
負
け
ず
、

礼
法
を
守
り
明
る
く
頑
張
っ
て
お
り

ま
す
。

　試
合
で
勝
つ
こ
と
は
大
事
な
こ
と

で
す
が
、
部
員
同
士
や
先
生
と
の
絆
、

厳
し
い
練
習
を
や
り
ぬ
く
強
い
気
持

ち
、
自
分
で
考
え
道
を
切
り
開
い
て

前
に
進
む
勇
気
、
な
ど
試
合
で
勝
つ

こ
と
よ
り
大
事
な
こ
と
を
練
習
の
中

か
ら
み
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　元
気
で
頑
張
っ
て
い
る
部
員
達
を

見
る
と
み
ん
な
が
元
気
を
も
ら
え
る
、

⑥
道
場
紹
介

　当
道
場
は
明
治
27
年
武
術
修
業
者

有
志
18
名
で
創
設
し
た
歴
史
あ
る
道

場
で
現
在
柔
道
部
と
剣
道
部
で
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。（
当
時
は
弓
道
部

も
有
り
ま
し
た
。）

　道
場
の
場
所
は
細
江
神
社
境
内
か

ら
始
ま
り
、
い
ろ
い
ろ
と
移
転
し
、

現
在
は
浜
松
市
立
細
江
中
学
校
武
道

場
練
武
館
で
毎
週
火
・
土
曜
日
夜
７

時
〜
９
時
ま
で
稽
古
し
て
い
ま
す
。

又
、
１
月
寒
稽
古
、
８
月
暑
中
稽
古

を
各
５
日
間
ず
つ
行
っ
て
い
ま
す
。

　各
種
大
会
で
の
成
績
は
今
一
つ
で

す
が
、
攻
め
る
・
前
へ
出
る
・
元
気

で
積
極
的
な
柔
道
を
目
標
に
、
こ
れ

か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
ん
な
チ
ー
ム
で
あ
り
た
い
と
指
導

者
、
父
母
会
共
々
、
頑
張
っ
て
お
り

ま
す
。

岳南塾

袋井スポーツ協会柔道部

練武館

②静岡市駿河区向敷地 846
③☎ 054 － 259 － 2162
④塾長　佐藤充宏
⑤小学生 16 人　中学生 11 人
　高校生 5人
　大学・社会人 8人

②〒 437-0226
　袋井中学武道場
③☎ 090－ 9125 － 0091
④代表者　千葉嘉次
⑤児童 1人　小学生 11人
　中学生 7人　高校生 0人
　大学・社会人 7人

②〒 431-1305
　浜松市北区細江町気賀
　細江中学校内
③電話・FAX　053-523-0152
④館長　野沢義雄
　代表　金子厚幸
⑤小学生 18人　中学生 5人
　高校生 2人　大学・社会人 16人
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新人選手紹介コーナー
　今年度活躍された期待の若い選手を紹介します。例年女子選手の活躍が目立つ本県柔道界ですが、今年
度は男子選手ががんばってくれました。第40回全国中学校柔道大会男子55㎏級で3位入賞した鈴木優
希君（常葉学園橘中学校）、同じく第40回全国中学校柔道大会男子73㎏級で3位入賞した田村雅樹君（浜
松市立高台中学校）、そして第58回全国高等学校総合体育大会柔道競技校男子100㎏超級で3位入賞し
た渡辺祥真君（沼津市立沼津高等学校）です。女子選手は、第40回全国中学校柔道大会女子44㎏級で
準優勝した岡本里帆さん（藤枝順心中学校）と、第40回全国中学校柔道大会女子57㎏級で3位入賞し
た渡辺明里さん（富士宮市立富士宮第一中学校）です。今年度は以上の個人5人を紹介します。

◎
第
40
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

男
子
55
㎏
級
３
位
入
賞

鈴
木
君
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
、
父
親
の
知
人
の
お
子
さ
ん
が

柔
道
を
や
っ
て
お
り
、
誘
わ
れ
た
こ

と
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

今
回
全
国
大
会
で
見
事
３
位
に
入

賞
し
た
の
で
す
が
、「
ま
さ
か
入
賞

で
き
る
と
は
思
っ
て
い
な
く
て
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
。」
と
入
賞
の
感

想
を
述
べ
て
い
ま
す
。

団
体
戦
で
も
県
で
準
優
勝
し
東
海

大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
今
後
の

希
望
で
は
、「
日
本
一
に
な
り
、
さ

ら
に
世
界
一
に
な
る
。」
と
大
き
な

夢
を
持
っ
て
い
ま
す
。

監
督
か
ら
は
「
初
心
を
忘
れ
な
い

こ
と
。
一
戦
一
戦
の
集
中
力
で
結
果

が
決
ま
る
。」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス

が
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
第
40
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

男
子
73
㎏
級
３
位
入
賞

田
村
君
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
小
学
校
の
先
生
に
道
場
を
紹
介

し
て
い
た
だ
い
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

全
国
３
位
と
い
う
成
績
に
つ
い
て
は

「
３
位
と
い
う
結
果
は
と
て
も
嬉
し

い
で
す
。
で
も
、
こ
の
結
果
に
満
足

し
な
い
で
、
高
校
に
入
っ
て
も
毎
日

練
習
を
頑
張
っ
て
ま
た
全
国
の
舞
台

で
活
躍
し
た
い
で
す
。」
と
前
向
き

に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
高
台
中
学

卒
業
後
は
地
元
の
高
校
に
進
学
し
さ

ら
に
練
習
を
重
ね
る
よ
う
で
す
。

監
督
か
ら
は
「
彼
の
良
さ
は
積
極

的
に
組
み
、
技
を
繰
り
出
す
と
こ
ろ

で
あ
る
。
ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
に

優
れ
、
相
手
の
動
き
に
対
し
て
の
反

応
が
早
い
。
ま
だ
ま
だ
パ
ワ
ー
不
足
、

組
み
手
な
ど
課
題
も
あ
る
の
で
今
後

◎
第
58
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
柔
道
競
技
校
男
子
100
㎏
超
級

３
位
入
賞

渡
辺
祥
真
君
は
久
し
ぶ
り
に
高
校

生
男
子
と
し
て
全
国
大
会
で
入
賞
を

果
た
し
て
く
れ
ま
し
た
。
柔
道
を
始

め
た
き
っ
か
け
は
父
親
に
誘
わ
れ
た

か
ら
と
い
う
事
で
す
。
全
国
３
位

入
賞
に
つ
い
て
は
「
本
当
に
う
れ

し
か
っ
た
。
自
分
で
も
び
っ
く
り

し
た
。」
と
謙
虚
に
語
っ
て
い
ま
す
。

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
の
試
合
で
も
東
海

地
区
で
優
勝
し
、
全
国
大
会
に
出
場

し
、
国
体
の
東
海
地
区
予
選
に
も
県

さ
ら
な
る
努
力
に
よ
っ
て
成
長
し
て

く
れ
る
も
の
と
考
え
る
。」
と
の
言

葉
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

鈴

木

優

希
君

（
常
葉
学
園
橘
中
学
校
３
年
）

田

村

雅

樹
君

（
浜
松
市
立
高
台
中
学
校
３
年
）

渡

辺

祥

真
君

（
沼
津
市
立
沼
津
高
等
学
校
３
年
）
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◎
第
40
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

　女
子
44
㎏
級
準
優
勝

　岡
本
理
帆
さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
姉
の
影
響
と
い
う
こ
と

で
す
。
入
賞
の
感
想
は
「
入
賞
で
き

ま
し
た
が
、
去
年
と
同
じ
相
手
に
負

け
て
し
ま
っ
た
の
で
、
悔
し
か
っ
た

で
す
。
入
賞
で
き
た
の
も
先
生
や
先

輩
達
、
親
の
応
援
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
思
う
の
で
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
た
い

で
す
。」
と
し
っ
か
り
と
自
分
を
見

つ
め
て
い
ま
す
。

　今
後
の
希
望
は
「
今
度
は
全
国
優

勝
で
き
る
よ
う
に
ま
た
頑
張
り
た

い
。」
と
非
常
に
前
向
き
で
す
。

　監
督
か
ら
は
「
現
状
に
満
足
せ
ず
、

常
に
上
を
目
指
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。」
と
岡
本
さ
ん
に
対
す
る
期

待
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

◎
第
40
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

　女
子
57
㎏
級
３
位
入
賞

　渡
辺
さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
「
友
人
に
誘
わ
れ
た
」
と
い

う
ご
く
普
通
の
き
っ
か
け
で
し
た
。

全
国
大
会
入
賞
の
感
想
は
「
優
勝
を

目
標
に
や
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
追

い
込
み
き
れ
ず
に
３
位
と
い
う
結
果

で
し
た
。
３
位
で
満
足
せ
ず
来
年
こ

そ
は
優
勝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」

と
現
状
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
早

速
来
年
度
に
向
け
て
の
意
欲
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　今
後
の
夢
は
「
全
中
優
勝
そ
し
て

チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
国
際
大
会
優
勝
」

と
世
界
に
羽
ば
た
く
大
き
な
希
望
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　監
督
か
ら
は
「
明
る
く
素
直
で
誰

か
ら
も
応
援
さ
れ
る
選
手
で
す
。
将

来
は
『
日
の
丸
』
を
つ
け
る
選
手
に

な
る
と
思
い
ま
す
。」
と
期
待
の
大

き
さ
を
感
じ
さ
せ
る
コ
メ
ン
ト
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

の
大
将
と
し
て
出
場
し
が
ん
ば
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　今
後
は
「
大
学
に
進
学
し
、
日
本

一
を
目
標
に
が
ん
ば
る
。」
と
将
来

の
夢
を
語
っ
て
い
ま
す
。

　監
督
か
ら
は
「
部
員
数
も
少
な
く
、

充
分
な
練
習
状
態
で
な
い
公
立
高
校

で
も
目
標
を
も
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い

け
ば
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ

と
を
証
明
し
て
く
れ
た
と
思
い
ま

す
。」
と
渡
辺
君
の
頑
張
り
を
高
く

評
価
し
て
い
ま
す
。

岡

本

里

帆 

さ
ん

（
藤
枝
順
心
中
学
校
３
年
）

渡

辺

明

里 

さ
ん

（
富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
一
中
学
校
２
年
）

　平
成
21
年
６
月
28
日
（
日
）
県
立

土
肥
高
校
で
、
東
部
柔
道
場
連
盟
主

催
の
平
成
21
年
東
部
少
年
錬
成
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
県
東

部
の
12
道
場
か
ら
３
・
４
年
生
の
部

18
チ
ー
ム
、５
・
６
年
生
の
部
20
チ
ー

ム
約
２
０
０
人
の
選
手
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　各
部
を
２
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
総
当

た
り
で
対
戦
す
る
試
合
形
式
の
稽
古

で
、
参
加
人
数
に
は
制
限
が
な
い
の

で
、
全
て
の
選
手
が
真
剣
勝
負
を
数

多
く
経
験
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
錬

成
会
と
い
う
こ
と
で
気
軽
に
声
を
掛

け
合
う
選
手
も
多
く
、
試
合
外
の
交

流
も
活
発
で
し
た
。

　
　東

部
柔
道
場
連
盟

　強
化
委
員宮本

哲
也

　第
２
回
全
国
視
覚
障
害
者
学
生
柔

道
大
会
が
８
月
８
日
浜
松
市
浜
北
区

の
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ

た
。
男
子
個
人
（
60
㎏
、66
㎏
、73
㎏
、

81
・
90
㎏
合
同
）
女
子
個
人
合
同
の

５
階
級
で
試
合
が
行
わ
れ
た
。
試
合

時
間
は
通
常
と
同
じ
４
分
だ
が
、
あ

ら
か
じ
め
２
人
が
組
ん
だ
状
態
か
ら

試
合
が
始
ま
り
、
分
か
れ
て
し
ま
っ

た
ら
「
ま
て
」
と
な
り
、
ま
た
組
ん

だ
状
態
か
ら
開
始
と
な
る
。
試
合
そ

の
も
の
は
大
き
な
差
が
無
く
、
激
し

い
技
の
応
酬
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

組
ん
で
始
ま
る
の
だ
が
組
が
左
右
で

異
な
る
と
き
は
非
常
に
厳
し
い
組
み

手
争
い
が
行
わ
れ
た
。

　午
前
中
に
は
西
部
地
区
の
道
場
連

盟
の
合
同
練
習
会
が
行
わ
れ
、
子
ど

も
達
も
多
く
試
合
を
観
戦
し
た
。
特

に
開
会
式
へ
の
入
場
な
ど
で
は
選
手

を
誘
導
す
る
な
ど
活
躍
し
て
く
れ
た
。

日
頃
目
に
す
る
こ
と
が
な
い
試
合
を

見
せ
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
達
と
同

様
勇
気
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

　静
岡
文
化
芸
術
大
学
の
学
生
さ
ん

や
地
元
の
出
世
太
鼓
の
グ
ル
ー
プ
の

方
々
、
柔
道
協
会
の
方
々
の
協
力
も

あ
り
す
ば
ら
し
い
大
会
に
な
っ
た
。
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先
生
は
昭
和
30
年
３
月
静
岡
県
立

沼
津
商
業
高
校
ご
卒
業
後
、
日
本
国

有
鉄
道
に
就
職
さ
れ
た
。
主
に
鉄
道

公
安
室
に
勤
務
さ
れ
、
浜
松
鉄
道
公

安
室
長
・
沼
津
鉄
道
公
安
室
長
を
歴

任
さ
れ
昭
和
62
年
退
職
さ
れ
、
船
津

製
作
所
を
設
立
さ
れ
た
。

柔
道
を
沼
津
商
業
高
校
入
学
と
同

時
に
始
め
ら
れ
、
故
工
藤
勝
太
郎
先

生
の
ご
指
導
を
受
け
実
力
を
高
め
て

い
か
れ
た
。
日
本
国
有
鉄
道
入
社
後

も
柔
道
を
継
続
し
、
全
国
鉄
柔
道
大

会
に
長
年
出
場
さ
れ
た
。
全
日
本
産

業
別
柔
道
大
会
に
も
全
国
鉄
部
門
の

代
表
と
し
て
10
回
出
場
し
、
選
手
と

し
て
だ
け
で
な
く
助
監
督
・
監
督
・

総
監
督
も
務
め
ら
れ
た
。

柔
道
協
会
で
は
昭
和
37
年
に
東
部

地
区
幹
事
に
就
任
さ
れ
、
地
区
会
計
、

橋
本
先
生
は
、
昭
和
34
年
に
静
岡

商
業
高
等
学
校
へ
入
学
さ
れ
、
柔
道

を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
在
学
中
は
、

静
商
柔
道
部
黄
金
期
を
縁
の
下
の
力

持
ち
と
し
て
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま

た
、
と
て
も
愛
校
心
が
強
く
、

卒
業
後
も
多
く
の
後
輩
た
ち
の
指
導

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
静
商
で

は
ど
の
年
代
で
も
、
橋
本
先
生
を
知

ら
な
い
方
は
お
り
ま
せ
ん
。
近
年
で

は
静
商
柔
道
部
後
援
会
会
長
を
務
め
、

Ｏ
Ｂ
会
の
親
睦
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。高

校
卒
業
後
は
、
滝
井
道
場
に
所

属
し
多
く
の
生
徒
を
教
え
、
滝
井
康

次
郎
先
生
の
も
と
形
の
修
業
も
さ
れ

ま
し
た
。

静
岡
県
柔
道
協
会
で
は
、
中
央
役

員
会
計
や
中
部
地
区
副
幹
事
長
を
務

め
ら
れ
欠
か
す
こ
と
で
き
な
い
存
在

で
し
た
。
各
種
県
大
会
で
は
、
会
場

準
備
を
さ
れ
、
旅
費
の
入
っ
た
封
筒

を
事
前
に
用
意
す
る
等
、
き
め
細
か

な
心
遣
い
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

先
生
は
と
て
も
明
る
い
人
柄
で
、

分
け
隔
て
な
く
人
と
接
し
、
年
輩
の

方
々
か
ら
若
者
ま
で
皆
さ
ん
お
世
話

に
な
っ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

65
歳
と
い
う
若
さ
で
お
亡
く
な
り
、

と
て
も
残
念
で
す
。
謹
ん
で
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

合
掌

県
第
一
審
議
員
、
中
央
評
議
員
、
中

央
幹
事
、
中
央
理
事
、
第
二
審
議
員

な
ど
を
歴
任
し
、
平
成
２
年
か
ら
は

東
部
地
区
幹
事
長
を
務
め
ら
れ
た
。

長
年
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
静
岡

新
聞
社
・
静
岡
放
送
ス
ポ
ー
ツ
賞（
体

育
功
労
者
賞
）
を
受
賞
さ
れ
た
。

東
部
地
区
の
柔
道
関
係
者
は
も
と

よ
り
、
多
く
の
方
々
か
ら
慕
わ
れ
て

い
た
先
生
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

合
掌

静
岡
県
体
育
協
会
体
育
章
受
賞
者

功
労
章

山
崎
陸
雄

優
秀
選
手
賞

加
賀
谷
千
保
選
手

奨
励
賞

片
山
ま
ゆ
選
手

柔
道
し
ず
お
か
の
第
13
号
が
で
き

ま
し
た
。
平
成
21
年
度
の
柔
道
協
会

の
歩
み
が
分
か
る
よ
う
編
集
し
た
つ

も
り
で
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

何
か
御
意
見
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
各

地
区
広
報
普
及
委
員
会
の
委
員
に
お

知
ら
せ
下
さ
い
。

平
成
21
年
は
静
岡
県
柔
道
協
会
に

と
っ
て
大
切
な
人
を
失
っ
た
年
で
し
た
。

訃
報
に
載
せ
ま
し
た
が
中
西
様
と
橋
本

様
で
す
。
お
二
人
と
も
長
年
柔
道
協
会

の
た
め
に
尽
く
さ
れ
、
本
当
に
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。
特
に
橋
本
様
は
ま
だ
現

役
の
協
会
役
員
で
あ
り
、
経
営
者
で
す

の
で
、
ご
家
族
の
ご
無
念
も
は
か
り
し

れ
ま
せ
ん
。
お
二
人
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

世
の
中
は
政
権
が
変
り
、「
事
業
仕

分
け
」
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
柔

道
協
会
も
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
る

こ
と
は
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
柔
道
人
口
を
増
や
し
柔
道
を
普

及
し
競
技
力
を
高
め
て
行
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
何

で
も
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

『
知
恵
』
を
出
し
合
い
な
が
ら
頑
張
っ

て
行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

 

 

表

　
　

彰

髙
田
勝
之
先
生

田
勝
之
先
生

静
岡
新
聞
社
・

岡
新
聞
社
・

静
岡
放
送
ス
ポ
ー

送
ス
ポ

ツ
賞
（
体
育
功
労

者
賞
）
受
賞

現
東
部
地
区
幹
事
長
の
髙
田
先

生
が
静
岡
新
聞
社
・
静
岡
放
送
ス

ポ
ー
ツ
賞
（
体
育
功
労
者
賞
）
を

受
賞
さ
れ
た
。

受
章
を
祝
う
会
が
４
月
５
日（
日
）

ホ
テ
ル
沼
津
キ
ャ
ッ
ス
ル
に
て
開

催
さ
れ
た
。
安
齊
会
長
を
始
め
多

く
の
方
々
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き

盛
大
に
祝
う
会
が
行
わ
れ
、
髙
田

先
生
の
長
年
の
ご
努
力
を
た
た
え

る
楽
し
い
会
と
な
っ
た
。

山
崎
陸陸
雄
先
生

体
育
章（
功
労
章
）

章（
功
労
章
）

受
章前

西
部
地
区
幹

事
長
の
山
崎
先
生
が
静
岡
県
体
育

協
会
体
育
章
（
功
労
章
）
を
受
章

さ
れ
た
。
受
章
を
祝
う
会
が
７
月

18
日
㈯
午
後
５
時
か
ら
浜
松
名
鉄

ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。
安
齊

会
長
を
始
め
多
く
の
方
々
の
ご
参

加
を
い
た
だ
き
盛
大
に
祝
う
会
が

行
わ
れ
、
山
崎
先
生
の
長
年
の
ご

努
力
を
た
た
え
る
楽
し
い
会
と

な
っ
た
。

髙
田
先
生
の
お
祝
い

お
祝
いい

髙 山
崎
先
生
の
お
祝
い

お
祝
いい

山

編

集

後

記
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競
技
人
口
の
減
少
と
安
全
性
が

叫
ば
れ
て
い
る
昨
今
、
ど
の
よ
う

に
し
た
ら
競
技
人
口
を
増
加
さ
せ

ら
れ
る
か
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

よ
り
安
全
な
競
技
に
な
る
か
が
柔

道
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

県
西
部
地
区
に
お
い
て
は
、
協
会

諸
先
輩
方
の
甚
大
な
努
力
と
地
区

協
会
役
員
の
先
生
方
の
協
力
で
、

競
技
人
口
の
減
少
も
少
な
く
、
ま

た
大
き
な
事
故
も
無
く
落
ち
着
い

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
も

協
会
役
員
や
柔
道
指
導
者
の
ご
尽

力
の
御
蔭
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
柔
道
全
体
・

県
全
体
を
見
渡
す
と
競
技
人
口
は

確
実
に
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
な

ぜ
競
技
人
口
の
減
少
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
減
少
の
要
因
の
一
つ

に
、「
怪
我
の
多
さ
」
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
私
も
大
学
２
年
の
時
に
同
級
生

が
、
講
道
館
の
紅
白
試
合
に
お
い

て
試
合
中
に
内
股
を
掛
け
俗
に
言

う
「
首
を
突
っ
込
む
」
状
態
に
な

り
、
首
の
第
３
頚
椎
・
第
４
頚
椎

の
骨
折
脱
臼
を
起
こ
し
た
事
故
に

遭
遇
し
ま
し
た
。
彼
の
そ
の
後
の

人
生
は
、
全
身
麻
痺
の
状
態
で
寝

た
き
り
で
し
た
。
幾
度
か
見
舞

い
に
行
き
ま
し
た
が
、
人
工
呼

吸
器
を
着
け
、
元
気
だ
っ
た
頃
の

面
影
を
失
っ
た
姿
を
見
る
た
び
に

悲
し
く
・
寂
し
い
思
い
を
し
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
こ
の
様
な
事
故

が
、
今
年
も
新
聞
・
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
で
報
道
さ
れ
る
の
を
多
く
見

聞
き
致
し
ま
し
た
。

　
競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
柔
道

は
、
あ
る
程
度
の
危
険
と
は
隣
り

あ
わ
せ
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
私
も

指
導
者
の
末
席
に
身
を
置
く
一
人

と
し
て
「
多
く
の
部
員
に
試
合
を

経
験
さ
せ
た
い
」「
勝
利
の
味
を

味
あ
わ
せ
た
い
」
と
い
う
気
持
ち

か
ら
、
初
心
者
に
未
熟
と
知
り
つ

つ
試
合
に
参
加
さ
せ
た
事
が
あ
り

ま
し
た
。
幸
い
に
大
き
な
怪
我
も

せ
ず
「
無
事
」
に
終
わ
り
、
事
な

き
を
得
ま
し
た
。
こ
の
「
無
事
」

が
、
こ
の
次
は
「
大
丈
夫
」
と
云

う
考
え
に
変
化
し
て
、そ
し
て「
怪

我
な
ど
は
し
な
い
」
と
云
う
気
持

ち
に
な
り
、
自
信
過
剰
の
考
え
を

持
つ
様
に
な
っ
た
と
記
憶
し
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
、
選
手
の
中
に

は
大
な
り
小
な
り
の
怪
我
を
し
た

者
が
お
り
ま
し
た
。
こ
の
怪
我
も
、

一
種
の
事
故
だ
と
今
振
り
返
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
本
来
の
武
道
と
し
て
の
柔
道
は
、

礼
節
を
重
ん
じ
、
相
手
を
思
い
尊

ぶ
と
同
時
に
自
分
自
身
の
身
を
守

る
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
つ
ま

り
、
勝
負
の
勝
ち
負
け
の
前
に
礼

節
や
相
手
を
尊
ぶ
事
や
感
謝
の
気

持
ち
な
ど
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ

と
が
基
本
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
本
来
の
一
本
を
取
る
柔

道
を
目
指
し
、
瞬
時
の
技
に
対
応

す
る
受
身
を
身
に
付
け
さ
せ
る
事

が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の

一
本
を
取
る
柔
道
や
瞬
時
の
技
に

対
応
す
る
受
身
は
、
多
く
の
経
験

の
中
か
ら
身
に
付
け
る
も
の
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
体
験
の
場
所

を
試
合
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、

稽
古
に
お
い
て
作
り
上
げ
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
指
導
者
と
し
て
、
選
手
の
一

本
を
取
る
柔
道
や
瞬
時
の
技
に
対

応
す
る
受
身
の
動
作
を
見
極
め
、

段
階
的
に
稽
古
相
手
を
変
え
さ
せ
、

怪
我
の
な
い
選
手
を
育
成
す
る
事

が
大
き
な
使
命
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
武
道
本
来

の
柔
道
を
目
指
し
心
身
共
に
成
長

さ
せ
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
間

育
成
が
「
柔
道
」
の
大
き
な
役
割

で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
、
柔
道
競

技
人
口
の
増
加
に
も
大
き
く
関
わ

る
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
巻
頭
言
】

よ
り
安
全
な
柔
道
を
目
指
し
て

静
岡
県
柔
道
協
会
　
副
会
長
　
六
段

　左

　口

　直

　人
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第 14 号（2） 平成 23 年３月１日 柔道しずおか

国 体 報 告

第
65
回
国
民
体
育
大
会
柔
道
競
技 

報
告

　
平
成
22
年
度
第
65
回
千
葉
国
体
の
様
子
を
監
督
を
務

め
た
静
岡
県
警
察
の
渡
辺
達
也
氏
か
ら
報
告
し
て
も
ら

う
。

　
第
六
十
五
回
国
民
体
育
大
会
柔
道

競
技
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日

か
ら
三
日
の
間
、
千
葉
県
成
田
市
の

サ
ウ
ン
ド
ハ
ウ
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
は
八
月
に
開
催
さ
れ
た
東
海

ブ
ロ
ッ
ク
予
選
で
成
年
女
子
及
び
少

年
男
女
が
敗
退
し
た
た
め
、
成
年
男

子
の
み
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
試
合
は
、
体
重
別
で
行
う
五
人
の

団
体
戦
で
行
わ
れ
、
静
岡
県
は
、
二

回
戦
か
ら
の
出
場
で
過
去
十
年
で
二

回
の
優
勝
実
績
の
あ
る
埼
玉
県
と
の

対
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　
過
去
三
年
と
も
五
位
入
賞
を
懸
け

た
三
回
戦
で
惜
敗
し
て
い
る
だ
け
に

今
年
こ
そ
は
と
選
手
一
丸
と
な
っ
て

試
合
に
臨
み
ま
し
た
。

○
先
鋒
（
60
㎏
以
下
）

　
漆
畑
　
良
（
東
海
大
学
）

　
組
手
の
上
手
い
相
手
に
自
分
の
い

い
と
こ
ろ
を
持
た
せ
て
も
ら
え
ず
、

後
退
し
た
と
こ
ろ
を
２
回
指
導
を
受

け
る
。
後
半
攻
め
る
も
時
間
切
れ
と

な
る
。

○
次
鋒
（
73
㎏
以
下
）

　
眞
野
洋
光
（
静
岡
県
警
察
）

　
試
合
巧
者
の
相
手
で
あ
っ
た
が
開

始
二
分
五
十
秒
、
相
手
の
右
内
股
を

透
か
す
よ
う
に
し
て
か
わ
し
切
れ
味

鋭
く
逆
に
投
げ
返
す
。
審
判
合
議
と

な
る
が
技
あ
り
を
与
え
ら
れ
そ
の
ま

ま
試
合
終
了
。
公
式
記
録
の
決
ま
り

技
は
「
内
股
」。

○
中
堅
（
90
㎏
以
下
）

　
滝
川
英
克
（
国
士
舘
大
学
）

　
先
鋒
同
様
な
か
な
か
自
分
の
組
手

に
さ
せ
て
も
ら
え
ず
、
左
小
外
掛
で

惜
し
い
場
面
も
あ
っ
た
が
、
２
回
の

指
導
を
受
け
敗
退
。

○
副
将
（
90
㎏
超
）

　
齊
藤
和
仁
（
静
岡
県
警
察
）

　
前
半
積
極
的
に
攻
め
立
て
指
導
が

相
手
に
与
え
ら
れ
る
も
後
半
守
り
に

回
り
、
開
始
三
分
に
大
外
刈
で
技
あ

り
を
奪
わ
れ
そ
の
ま
ま
時
間
切
れ
、

チ
ー
ム
は
３
敗
目
を
喫
す
る
。

○
大
将
（
無
差
別
）

　
増
田
圭
省
（
静
岡
県
警
察
）

　
今
年
か
ら
静
岡
県
警
察
と
し
て
全

国
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
増
田
選
手

は
、
積
極
的
に
技
を
仕
掛
け
、
開
始

一
分
十
秒
相
手
の
技
を
受
け
止
め
、

裏
投
で
技
あ
り
を
奪
い
勝
利
す
る
。

　
試
合
は
二
対
三
で
敗
れ
た
も
の
の

強
豪
の
埼
玉
県
相
手
に
一
進
一
退
の

試
合
を
繰
り
広
げ
、
国
体
の
舞
台
で

静
岡
県
の
強
さ
を
示
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
課
題
と
し
て
は
、
勝
利
す
る
に
は
、

い
か
に
早
く
組
勝
ち
、
い
か
に
早
く

相
手
よ
り
先
に
技
を
仕
掛
け
る
こ
と

が
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
、
攻
撃
柔
道
に
徹
す
る
こ
と
の

重
要
性
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
更
に
精
進
を
重
ね
最
強
・
最
高
の

チ
ー
ム
作
り
に
励
み
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　
関
係
各
位
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
平
成
二
十
三
年
の
活
躍
を

誓
い
、
大
会
結
果
の
報
告
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

 

（
文
責
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監 督 渡辺達也 静岡県警察
コ ー チ 大村恭一 静岡県警察
先 鋒 漆畑　良 東海大学４年
次 鋒 眞野洋光 静岡県警察
中 堅 滝川英克 国士舘大学４年
副 将 齊藤和仁 静岡県警察
大 将 増田圭省 静岡県警察

静岡県 ２ 対 ３ 埼玉県

先　鋒 漆　畑 指導２ 田　中

次　鋒 眞　野 内　股 赤　迫

中　堅 滝　川 指導２ 手　塚

副　将 齊　藤 大外刈 新　井

大　将 増　田 裏　投 濵　島

静岡県チーム

成年男子メンバー

試合中の眞野選手
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第
31
回
国
体
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

平
成
22
年
８
月
22
日
　
大
垣
武
道
館

静
岡
県
選
手
団

総
監
督
　
野
田
昭
一

　

 

（
静
岡
県
柔
道
協
会
強
化
委
員
長
）

審
判
員
　
米
山
安
基
夫
七
段（
静
岡
県
警
察
）

審
判
員
　
渡
辺
達
也
七
段（
静
岡
県
警
察
）

審
判
員
　
大
村
恭
一
六
段（
静
岡
県
警
察
）

少
年
女
子

監
　
督
　
西
川
勝
啓
（
裾
野
高
校
教
諭
）

コ
ー
チ
　
磯
部
拡
美
（
庵
原
高
校
教
諭
）

選
　
手
　
神
山
結
理
（
市
立
沼
津
高
校
）

　
〃
　
　
村
瀬
由
樹
（
静
岡
学
園
高
校
）

　
〃
　
　
岩
崎
光
希
（
東
海
大
翔
洋
高
校
）

補
　
欠
　
伊
藤
美
麗
（
藤
枝
順
心
高
校
）

　
〃
　
　
村
山
の
ど
か
（
市
立
沼
津
高
校
）

少
年
男
子

監
　
督
　
小
柳
津
敬
博
（
東
海
大
翔
洋
高
校
教
諭
）

コ
ー
チ
　
宮
本
昌
人
（
常
葉
高
校
教
諭
）

選
　
手
　
加
賀
谷
太
郎
（
藤
枝
明
誠
高
校
）

　
〃
　
　
伊
久
美
　
新
（
静
岡
学
園
高
校
）

　
〃
　
　
細
川
敦
大
（
浜
松
商
業
高
校
）

　
〃
　
　
渡
辺
　
漢
（
浜
松
商
業
高
校
）

　
〃
　
　
鈴
木
翔
也
（
浜
松
商
業
高
校
）

補
　
欠
　
黒
川
誠
司
（
新
居
高
校
　
　

　
〃
　
　
石
田
　
亘
（
浜
松
商
業
高
校
）

　
〃
　
　
田
中
健
登
（
東
海
大
翔
洋
高
校
）

　
〃
　
　
長
嶋
　
司
（
静
岡
学
園
高
校
）

　
〃
　
　
村
山
　
拓
（
市
立
沼
津
高
校
）

成
年
女
子

監
　
督
　
勝
呂
良
三（
吉
原
商
業
高
校
教
諭
）

選
　
手
　
鈴
木
香
澄
（
名
城
大
学
）

　
〃
　
　
岩
澤
胡
桃
（
愛
知
産
業
大
学
）

　
〃
　
　
土
屋
文
香
（
東
海
大
学
）

結
果

　
成
績
は
成
年
女
子
２
分
け
１
敗
で

３
位
、
少
年
男
子
は
３
敗
で
４
位
、

少
年
女
子
は
１
勝
２
敗
で
３
位
だ
っ

た
。
１
位
の
み
が
本
大
会
出
場
権
を

得
ら
れ
る
の
で
、
残
念
な
が
ら
出
場

権
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　 

平
成
22
年
５
月
９
日
（
日
）

　 

静
岡
県
武
道
館

　
今
年
度
の
柔
道
祭
が
５
月
９
日

（
日
）、
静
岡
県
武
道
館
で
開
催
さ
れ

た
。
他
の
大
会
と
の
関
係
で
例
年
よ

り
少
し
遅
れ
た
時
期
で
の
開
催
と

な
っ
た
。
小
学
生
の
部
か
ら
一
般
の

部
ま
で
県
内
の
柔
道
愛
好
家
が
一
堂

に
集
ま
る
唯
一
の
大
会
と
な
っ
て
い

る
。

　
恒
例
の
柔
道
協
会
表
彰
が
行
わ
れ
、

特
別
功
労
賞
４
名
、
永
年
功
労
賞
３

名
、
功
労
賞
３
名
の
表
彰
が
行
わ
れ

た
。

　
形
の
競
技
に
は
投
げ
の
形
・
護
身

術
の
形
各
２
組
、
固
め
の
形
・
柔
の

形
・
五
の
形
・
古
式
の
形
各
１
組
が

参
加
さ
れ
、
日
頃
鍛
え
た
形
を
披
露

し
て
く
れ
た
。

　
形
に
続
い
て
競
技
が
開
始
さ
れ
た
。

高
校
男
子
の
１
回
戦
が
６
会
場
で
実

施
さ
れ
、
そ
の
後
各
会
場
で
各
部
の

試
合
が
行
わ
れ
た
。
例
年
の
こ
と
で

は
あ
る
が
、
ス
タ
ン
ド
か
ら
大
き
な

声
援
が
送
ら
れ
、
決
勝
戦
ま
で
熱
気

あ
ふ
れ
る
試
合
が
行
わ
れ
た
。
試
合

結
果
や
表
彰
者
は
以
下
の
通
り
。

平
成
22
年
度
静
岡
県
柔
道
協
会
表
彰

《
特
別
功
労
賞
》

　
　
　
　
七
段
　
　
石
黒
金
次

　
　
　
　
七
段
　
　
風
岡
儀
一

　
　
　
　
六
段
　
故
橋
本
　
章

　
　
　
　
五
段
　
　
大
石
鐵
夫

《
永
年
功
労
賞
》

　
　
　
　
七
段
　
　
栗
原
孝
雄

　
　
　
　
六
段
　
　
芝
原
健
夫

　
　
　
　
五
段
　
　
森
下
　
修

《
功
労
賞
》

　
　
　
　
五
段
　
　
稲
葉
清
吉

　
　
　
　
三
段
　
　
猪
原
生
男

　
　
　
　
二
段
　
　
桑
山
和
夫

第
52
回
静
岡
県
柔
道
祭
成
績

団
体
成
績

小
学
校
の
部

　
１
位
　
育
誠
館

　
２
位
　
大
仁
柔
道
会

　
３
位
　
静
岡
錬
心
館

　
３
位
　
神
士
館

中
学
校
の
部
（
男
子
）

　
１
位
　
静
岡
学
園
中
学

　
２
位
　
東
海
大
翔
洋
中
学

　
３
位
　
高
台
中
学

　
３
位
　
藤
枝
明
誠
中
学

中
学
校
の
部
（
女
子
）

　
１
位
　
大
仁
柔
道
会

　
２
位
　
神
士
館

　
３
位
　
東
海
大
翔
洋
中
学

　
３
位
　
藤
枝
順
心
中
学

高
校
の
部
（
男
子
）

　
１
位
　
浜
松
商
業
高
校

　
２
位
　
静
岡
学
園
高
校

　
３
位
　
加
藤
学
園
高
校

　
３
位
　
市
立
沼
津
高
校

高
校
の
部
（
女
子
）

　
１
位
　
藤
枝
順
心
高
校

　
２
位
　
東
海
大
翔
洋
高
校

　
３
位
　
浜
松
商
業
高
校

　
３
位
　
静
岡
学
園
高
校

一
般
の
部

　
１
位
　
静
岡
産
業
大
学
Ａ

　
２
位
　
静
岡
産
業
大
学
Ｂ

　
３
位
　
富
士
市
柔
道
会

　
３
位
　
韮
山
柔
道
教
室

優
秀
選
手

小
学
校
の
部

　
長
屋
　
友
（
育
成
館
）

　
溝
口
　
透
（
大
仁
柔
道
会
）

中
学
校
の
部
（
男
子
）

　
佐
藤
和
哉
（
静
岡
学
園
中
学
）

　
矢
萩
大
貴
（
東
海
大
翔
洋
中
学
）

中
学
校
の
部
（
女
子
）

　
吉
長
桃
子
（
神
士
館
）

　
渡
辺
明
里
（
大
仁
柔
道
会
）

高
校
の
部
（
男
子
）

　
鈴
木
翔
哉
（
浜
松
商
業
高
校
）

　
伊
久
美
　
新
（
静
岡
学
園
高
校
）

高
校
の
部
（
女
子
）

　
松
川
美
世
（
藤
枝
順
心
高
校
）

　
岩
崎
光
希（
東
海
大
翔
洋
高
校
）

一
般
の
部

　
濱
浦
祐
貴（
静
岡
産
業
大
学
Ａ
）

　
伊
藤
陽
介（
静
岡
産
業
大
学
Ｂ
）

講
道
館
柔
道
「
形
」
最
優
秀

投
の
形

取
　
渡
部
成
也
（
静
岡
県
警
察
）

受
　
荒
木
孝
介
（
静
岡
県
警
察
）

固
の
形

取
　
川
島
伸
夫（
福
田
柔
道
ク
ラ
ブ
）

受
　
伊
藤
厚
志（
福
田
柔
道
ク
ラ
ブ
）

柔
の
形

取
　
白
井
康
二（
湖
西
市
体
育
協
会
）

受
　
白
井
恵
子（
湖
西
市
体
育
協
会
）

講
道
館
護
身
術

取
　
黒
田
英
樹（
県
柔
道
整
復
師
会
）

受
　
渡
邉
武
彦（
藤
枝
柔
道
ク
ラ
ブ
）

第52回

静
岡
県
柔
道
祭
開
催

）
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柔
道
教�

室

　 

６
月
５
日
（
土
）

　 

浜
北
総
合
体
育
館

講
師
　 

村
田
正
夫
六
段
　
び
わ
こ
成
蹊

ス
ポ
ー
ツ
大
学
柔
道
部
監
督

　
　
　 

金
野
　
潤
五
段
　
日
本
大
学
柔

道
部
監
督

　
14
時
か
ら
開
会
式
が
行
わ
れ
挨
拶

や
講
師
紹
介
に
続
き
講
師
の
講
話
が

行
わ
れ
た
。

五
の
形

取
　
西
島
温
行（
福
田
柔
道
ク
ラ
ブ
）

受
　
磯
部
正
博（
福
田
柔
道
ク
ラ
ブ
）

古
式
の
形

取
　
渡
辺
達
也
（
静
岡
県
警
察
）

受
　
小
野
瀬
康
行
（
静
岡
県
警
察
）

�

７
月
10
日
（
土
）

 

静
岡
県
武
道
館

　
例
年
以
上
に
大
学
生
の
出
場
が
多

く
、
盛
り
上
が
り
を
感
じ
た
大
会
で

あ
っ
た
。
特
に
、
90
㎏
級
で
友
愛
道

場
の
滝
川
選
手
が
準
決
勝
で
長
く
本

県
の
柔
道
会
を
支
え
て
く
れ
て
い
る

小
椋
選
手
（
静
岡
県
警
察
）
を
破
り
、

そ
の
勢
い
で
決
勝
で
も
同
じ
大
学
生

の
山
下
選
手
（
東
洋
大
）
に
勝
ち
優

勝
し
た
の
は
見
事
で
あ
っ
た
。
こ
の

大
会
の
結
果
を
参
考
に
県
国
体
チ
ー

ム
が
編
成
さ
れ
た
。

　
静
岡
県
柔
道
協
会
優
秀
選
手
表
彰

式
が
11
月
27
日
ホ
テ
ル
シ
テ
ィ
オ
静

岡
で
例
年
通
り
行
わ
れ
た
。

　
今
年
度
の
対
象
者
は
新
人
選
手
紹

介
コ
ー
ナ
ー
で
取
り
上
げ
て
い
る
以

下
の
選
手
で
あ
る
。佐
藤
和
哉
君（
静

岡
学
園
中
学
校
）
第
41
回
全
国
中
学

校
柔
道
大
会
男
子
個
人
選
90
㎏
級
準

優
勝
、
滝
川
真
央
さ
ん
（
沼
津
市
立

原
中
学
校
）
第
41
回
全
国
中
学
校
柔

道
大
会
女
子
個
人
選
70
㎏
超
級
３
位
、

吉
澤
駿
君
（
静
岡
学
園
高
等
学
校
）

第
59
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
柔
道
競
技
男
子
個
人
66
㎏
級
３
位
、

井
口
采
美
さ
ん
（
浜
松
商
業
高
校
）

第
59
回
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
柔
道
競
技
女
子
個
人
57
㎏
級
３
位

の
４
人
で
す
。

　
安
齊
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
各
選

手
を
表
彰
し
た
。
最
後
に
選
手
を
代

表
し
て
佐
藤
君
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、

集
合
写
真
を
撮
影
し
た
後
閉
会
し
た
。

第
２２
回
マ
ル
ち
ゃ
ん
杯

　中
部
少
年
柔
道
大
会

静
岡
県
成
年
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

（
国
体
選
手
候
補
選
考
会
）

柔
道
協
会

優
秀
選
手
表
彰

第
32
回
全
国
高
等
学
校

柔
道
選
手
権
大
会

�

３
月
20
日
（
土
）・
21
日
（
日
）

 

日
本
武
道
館

男
子
団
体
　
浜
松
商
業
高
校

 

２
回
戦
敗
退

女
子
団
体
　
藤
枝
順
心
高
校

 

５
位

男
子
個
人

60
㎏
級

　
吉
澤
　
駿
（
静
岡
学
園
高
校
）

 

２
回
戦
敗
退

73
㎏
級

　
石
田
　
亘
（
浜
松
商
業
高
校
）

 

１
回
戦
敗
退

81
㎏
級

　
石
井
都
百
希
（
日
大
三
島
高
校
）

 

５
位

90
㎏
級

　
細
川
敦
大
（
浜
松
商
業
高
校
）

 

２
回
戦
敗
退

無
差
別
級

　
南
口
優
太
（
加
藤
学
園
高
校
）

 

１
回
戦
敗
退

女
子
個
人

52
㎏
級

　
神
山
結
理
（
市
立
沼
津
高
校
）

 

５
位

57
㎏
級

　
松
川
美
世
（
藤
枝
順
心
高
校
）

 

５
位

63
㎏
級

　
原
田
祐
花
（
静
岡
学
園
高
校
）

 

１
回
戦
敗
退

70
㎏
級

　
清
　
貴
凛
（
浜
松
商
業
高
校
）

 

３
回
戦
敗
退

無
差
別
級

　
中
村
　
優
（
藤
枝
順
心
高
校
）

 

３
回
戦
敗
退

第
25
回
全
日
本
女
子
選
手
権
大
会

�

４
月
18
日
（
日
）

 

横
浜
文
化
体
育
館

　
岡
田
紘
味
（
東
海
・
静
岡
産
大
）

�

初
戦
敗
退

　
講
話
に
続
い
て
各
講
師
か
ら
得
意

技
の
披
露
と
実
技
指
導
が
行
わ
れ
た
。

大
会

　 

６
月
６
日
（
日
）

　 

浜
北
総
合
体
育
館

　
岐
阜
県
の
少
年
大
会
と
日
程
が
重

な
り
岐
阜
の
参
加
チ
ー
ム
が
少
な

か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
中
部
地
区
の

精
鋭
が
集
ま
り
、
全
国
大
会
出
場
を

目
指
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
静
岡

県
内
チ
ー
ム
も
頑
張
り
、
静
岡
学
園

中
学
と
東
海
大
学
翔
洋
中
学
が
全
国

大
会
出
場
を
決
め
た
。

優秀選手を囲んで

実技指導中の村田先生

表彰された４選手
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平
成
22
年
度

静
岡
県
大
学
高
専
春
季
大
会

 
５
月
３
日
（
月
・
祝
）

 
静
岡
市
北
部
体
育
館

団
体
の
部
　
　
優
勝

　
静
岡
産
業
大
学
Ｂ

個
人
の
部

81
㎏
超
級
　
　
優
勝

　
内
田
武
三
士
（
静
岡
産
業
大
学
）

81
㎏
以
下
級
　
優
勝

　
遠
藤
　
仁
（
静
岡
産
業
大
学
）

66
㎏
以
下
級
　
優
勝

　
久
田
章
太
（
東
海
大
学
）

女
子
の
部
　
　
優
勝

　
福
澤
玲
美
（
静
岡
産
業
大
学
）

無
段
の
部
　
　
優
勝

　
石
川
　
貢
（
静
岡
文
化
芸
術
大
学
）

関
東
警
察
柔
道
大
会

 

６
月
24
日
（
木
）

 

関
東
管
区
警
察
学
校

団
体
戦

　
Ｂ
組
　
準
優
勝
　
静
岡
県
警
察

東
海
形
選
手
権
大
会

 

７
月
４
日
（
日
）

 

大
垣
武
道
館

投
の
形

　
取
五
段
　
渡
部
成
也

　
受
五
段
　
荒
木
孝
介 

３
位

固
の
形

　
取
四
段
　
川
島
伸
夫

　
受
四
段
　
伊
藤
厚
志 

４
位

極
の
形

　
取
五
段
　
森
下
良
男

　
受
五
段
　
高
林
祐
介 

４
位

柔
の
形

　
取
七
段
　
白
井
康
二

　
受
四
段
　
白
井
恵
子 

３
位

講
道
館
護
身
術

　
取
七
段
　
黒
田
英
樹

　
受
五
段
　
渡
邉
武
彦 

４
位

古
式
の
形

取
七
段
　
渡
辺
達
也

受
七
段
　
小
野
瀬
康
行 

２
位

東
海
ジ
ュ
ニ
ア
試
合
成
績

 

７
月
11
日
（
日
）

 

大
垣
武
道
館

１
位
選
手
は
全
国
大
会
に
出
場

全
国
大
会
９
月
18
日（
土
）19
日（
日
）

埼
玉
県
武
道
館

男
子

55
㎏
級

　
鈴
木
優
希
（
常
葉
学
園
橘
高
校
）
１
位

�

全
国
大
会
初
戦
敗
退

60
㎏
級

　
大
木
恭
介
（
静
岡
学
園
高
校
） 

４
位

66
㎏
級

　
南
口
優
太
（
加
藤
学
園
高
校
） 

１
位

�

全
国
大
会
２
回
戦
敗
退

73
㎏
級

　
伊
久
美
　
新
（
静
岡
学
園
高
校
） 

２
位

81
㎏
級

　
芹
沢
孝
哉
（
市
立
沼
津
高
校
） 

４
位

90
㎏
級

　
関
根
龍
成
（
静
岡
産
業
大
学
） 

３
位

100
㎏
級

　
宿
輪
幸
治
（
静
岡
産
業
大
学
） 

４
位

100
㎏
超
級

　
鈴
木
翔
哉
（
浜
松
商
業
高
校
） 

３
位

女
子

44
㎏
級

　
星
名
志
保
（
浜
松
商
業
高
校
） 

３
位

48
㎏
級

　
伊
藤
未
麗
（
藤
枝
順
心
高
校
） 

２
位

52
㎏
級

　
神
山
結
理
（
市
立
沼
津
高
校
） 

３
位

57
㎏
級

　
長
嶋
麻
未
（
市
立
沼
津
高
校
） 

２
位

63
㎏
級

　
原
田
佑
花
（
静
岡
学
園
高
校
） 

１
位

�

全
国
大
会
初
戦
敗
退

70
㎏
級

　
清
　
貴
凛
（
浜
松
商
業
高
校
） 

３
位

78
㎏
級

　
村
瀬
由
樹
（
静
岡
学
園
高
校
） 

２
位

78
㎏
超
級

　
中
村
　
優
（
藤
枝
順
心
高
校
）�

１
位

�
全
国
大
会
初
戦
敗
退

第
35
回
全
国
教
員
柔
道
大
会

 

８
月
１
日
（
日
）

 

山
口
県
萩
市
萩
市
民
体
育
館

１
回
戦

　
静
岡
２

－

３
沖
縄

監
督
　
須
田
直
之
（
清
水
東
高
校
）

先
鋒
　
田
力
秋
洋
（
下
田
高
校
）

次
鋒
　
山
崎
大
介
（
磐
田
南
高
校
）

中
堅
　
井
口
往
彦
（
浜
北
西
高
校
）

副
将
　
高
田
幸
治
（
城
南
静
岡
高
校
）

大
将
　
大
場
章
吾
（
沼
津
商
業
高
校
）

全
国
高
等
学
校
柔
道
大
会

 

８
月
８
日
（
日
）
～
12
日
（
木
）

 

沖
縄
県
立
武
道
館

男
子
団
体

　
静
岡
学
園
高
校 

初
戦
敗
退

女
子
団
体

　
静
岡
学
園
高
校 

初
戦
敗
退

男
子
個
人

60
㎏
級

　
黒
川
誠
司
（
新
居
高
校
）

 

３
回
戦
進
出
（
ベ
ス
ト
16
）

66
㎏
級

　
吉
澤
　
駿
（
静
岡
学
園
高
校
）

 

第
３
位

73
㎏
級

　
石
田
　
亘
（
浜
松
商
業
高
校
）

 

３
回
戦
進
出
（
ベ
ス
ト
16
）

81
㎏
超
級

　
石
井
都
百
希
（
日
大
三
島
高
校
）

 

１
回
戦
敗
退

90
㎏
級

　
細
川
敦
大
（
浜
松
商
業
高
校
）

 

第
５
位
（
ベ
ス
ト
８
）

100
㎏
級

　
渡
辺
　
漢
（
浜
松
商
業
高
校
）

 

２
回
戦
敗
退

100
㎏
超
級

　
鈴
木
翔
哉
（
浜
松
商
業
高
校
）

 

２
回
戦
敗
退

女
子
個
人

48
㎏
級

　
伊
藤
美
麗
（
藤
枝
順
心
高
校
）

 

第
５
位
（
ベ
ス
ト
８
）

52
㎏
級

　
神
山
結
理
（
市
立
沼
津
高
校
）

 

１
回
戦
敗
退

57
㎏
超
級

　
井
口
采
美
（
浜
松
商
業
高
校
）

 

第
３
位

63
㎏
級

　
原
田
祐
花
（
静
岡
学
園
高
校
）

 

１
回
戦
敗
退

70
㎏
級

　
村
山
の
ど
か
（
市
立
沼
津
高
校
）

 

２
回
戦
敗
退

78
㎏
級

　
村
瀬
由
樹
（
静
岡
学
園
高
校
）

 

１
回
戦
敗
退

78
㎏
超
級

　
中
村
　
優
（
藤
枝
順
心
高
校
）

 

３
回
戦
進
出
（
ベ
ス
ト
16
）

　全
国
中
学
校
柔
道
大
会

 

８
月
19
日
（
木
）
～
22
日
（
日
）

 

松
江
市
総
合
体
育
館

男
子
団
体
戦
（
予
選
リ
ー
グ
）

　
静
岡
学
園
中
学
校
　
３

－

２

 

高
尾
台

　
静
岡
学
園
中
学
校
　
４

－

０

 

大
正
東
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決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
静
岡
学
園
中
学
校
　
１

－

４

 

国
士
舘

女
子
団
体
戦
（
予
選
リ
ー
グ
）

　
東
海
大
翔
洋
中
学
校
　
０

－

３

 

大
刀
洗

　
東
海
大
翔
洋
中
学
校
　
３

－

０
 

秦
荘

男
子
個
人
戦

55
㎏
級

　
小
林
駿
平
（
静
岡
学
園
中
学
校
）

 

１
回
戦
敗
退

60
㎏
級

　
梅
澤
真
仁
（
東
海
大
翔
洋
中
学
校
）

 

２
回
戦
敗
退

66
㎏
級

　
高
田
拓
海
（
静
岡
学
園
中
学
校
）

 

３
回
戦
敗
退

73
㎏
超
級

　
星
野
圭
祐
（
静
岡
学
園
中
学
校
）

 

２
回
戦
敗
退

81
㎏
級

　
植
田
蒼
太
朗
（
浜
松
高
台
中
学
校
）

 

２
回
戦
敗
退

90
㎏
級

　
佐
藤
和
哉
（
静
岡
学
園
中
学
校
）

 

準
優
勝

90
㎏
超
級

　
清
水
圭
三
郎
（
藤
枝
明
誠
中
学
校
）

 

１
回
戦
敗
退

女
子
個
人
戦

44
㎏
級

　
繁
田
青
夏
（
藤
枝
順
心
中
学
校
）

 

１
回
戦
敗
退

48
㎏
級

　
鈴
木
　
楓
（
藤
枝
順
心
中
学
校
）

 

１
回
戦
敗
退

52
㎏
超
級

　
田
中
茉
衣
（
浜
松
高
台
中
学
校
）

 

１
回
戦
敗
退

57
㎏
級

　
渡
辺
明
里
（
大
仁
中
学
校
）

 

２
回
戦
敗
退

63
㎏
級

　
佐
藤
幸
世
（
市
立
沼
津
中
学
校
）

 

１
回
戦
敗
退

70
㎏
級

　
遠
田
真
子
（
東
海
大
翔
洋
中
学
校
）

 
第
５
位
（
ベ
ス
ト
８
）

70
㎏
超
級

　
滝
川
真
央
（
沼
津
原
中
学
校
）

 
第
３
位

第
７
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会

 

８
月
22
日
（
日
）

 

北
海
道
立
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

５
年
男
子
45
㎏
級

　
伊
藤
柚
汰
（
育
誠
館
） 

２
回
戦

　
　
　
　
45
㎏
超
級

　
渡
辺
将
一
（
錬
心
館
） 

ベ
ス
ト
16

５
年
女
子
40
㎏
級

　
鶴
巻
　
実
（
神
士
館
） 

２
回
戦

　
　
　
　
40
㎏
超
級

　
井
上
明
日
香
（
神
士
館
） 

２
回
戦

６
年
男
子
50
㎏
級

　
杉
本
誠
太
（
藤
枝
柔
倶
） 

２
回
戦

　
　
　
　
50
㎏
超
級

　
岩
倉
優
輝
（
大
東
柔
ク
） 

２
回
戦

６
年
女
子
45
㎏
級

　
菅
谷
友
紀
（
育
誠
館
） 

ベ
ス
ト
16

　
　
　
　
45
㎏
超
級

　
嘉
地
唯
花
（
藤
枝
柔
倶
） 

ベ
ス
ト
８

平
成
22
年
度

全
国
警
察
柔
道
大
会

 

９
月
16
日
（
木
）

 

日
本
武
道
館

　
第
２
部
　
準
優
勝
　
静
岡

第
27
回
静
岡
県

大
学
高
専
柔
道
秋
季
大
会

 

11
月
３
日
（
水
・
祝
）

 

静
岡
市
北
部
体
育
館

団
体
の
部
　
優
勝

　
静
岡
産
業
大
学
Ａ

個
人
の
部

81
㎏
超
級
　
優
勝

　
岡
田
拓
磨
（
静
岡
産
業
大
学
）

81
㎏
級
　
　
優
勝

　
大
木
　
翔
（
静
岡
産
業
大
学
）

66
㎏
級
　
　
優
勝

　
今
　
関
人
（
静
岡
産
業
大
学
）

女
子
の
部
　
優
勝

　
栗
田
実
季
（
静
岡
産
業
大
学
）

無
段
の
部
　
優
勝

　
花
城
拓
史
（
沼
津
高
専
）

第
59
回
全
国
青
年
大
会

柔
道
競
技
大
会

11
月
13
日
（
日
）

講
道
館
大
道
場

静
岡
県
代
表
　
浜
北
柔
道
協
会

個
人
戦
　
無
差
別
級

　
優

　勝
　
井
口
信
彦

　準
優
勝
　
本
田
真
敏

73
㎏
級

　
４
位
　
高
林
裕
樹

団
体
戦
　
１
回
戦

　
静
岡
県
対
福
岡
県
　
２
対
②

（
代
表
戦
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
コ
ア
負
け
）

高
校
新
人
戦
の
結
果

 

平
成
23
年
１
月
15
日
（
土
）

 

県
武
道
館

男
子
個
人
戦
　

60
㎏
級
優
勝

　
吉
竹
尚
城
（
常
葉
学
園
橘
高
校
）

73
㎏
級
優
勝

　
立
川
功
大
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

81
㎏
級
優
勝

　
田
中
健
登
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

90
㎏
級
優
勝

　
山
本
雄
也
（
浜
松
商
業
高
校
）

無
差
別
級
優
勝

　
森
田
悠
斗
（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

女
子
個
人

52
㎏
級
優
勝

　
岡
本
理
帆
（
藤
枝
順
心
高
校
）

57
㎏
級
優
勝

　
松
川
美
世
（
藤
枝
順
心
高
校
）

63
㎏
級
優
勝

　
原
田
祐
花
（
静
岡
学
園
高
校
）

70
㎏
級
優
勝

　
村
山
の
ど
か
（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

無
差
別
級
優
勝

　
中
村
優
（
藤
枝
順
心
高
校
）

３
月
20
日
、
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ

る
全
国
大
会
に
出
場
す
る
。

男
・
女
団
体
戦

 

平
成
23
年
１
月
22
日
（
土
）

 

県
武
道
館

男
子
団
体
戦
優
勝
　
静
岡
学
園
高
校

女
子
団
体
戦
優
勝
　
藤
枝
順
心
高
校

３
月
21
日
、
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ

る
全
国
大
会
に
出
場
す
る
。

   

平
成
23
年
２
月
12
日

 

県
武
道
館

　
静
岡
県
柔
道
選
手
権
大
会
で
増
田

圭
省
選
手
（
静
岡
県
警
察
）
が
優
勝
し
、

２
位
の
小
椋
俊
彦
選
手
（
静
岡
県
警
察
）

と
と
も
に
、
東
海
予
選
に
出
場
す
る
。

女
子
は
、
村
瀬
由
樹
選
手
（
静
岡
学

園
高
）、
村
山
の
ど
か
選
手
（
沼
津
市
立

高
）
が
出
場
す
る
。

   

平
成
23
年
２
月
27
日

 

県
武
道
館

　
優
勝
　
静
岡
錬
心
館

　
平
成
23
年
５
月
４
・
５
日
に
講
道

館
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場

す
る
。

速
報
　
静
岡
県
柔
道
選
手
権
大
会

速
報
　
少
年
柔
道
団
体
選
手
権
大
会
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平
成
22
年
度

「
柔
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
報
告

日
時
　
平
成
22
年
５
月
14
日
（
金
）

場
所
　
講
道
館

  

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン�

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
の
趣
旨

　
柔
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
部
会
長

�

寺
澤
豊
志

　
各
都
道
府
県
の
活
動
に
関
す
る
情

報
交
換
、
問
題
点
の
確
認
、
今
後
の

活
動
計
画
を
考
え
る
場
、
機
会
に
し

て
ほ
し
い
と
の
趣
旨
説
明
が
さ
れ
た
。

  

開
講
講
演 

「
柔
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
が
目
指
し
た

も
の
」

筑
波
大
学
名
誉
教
授
　
中
村
良
三
氏

　
柔
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
活
動
が
始

ま
っ
た
経
過
、
活
動
の
目
指
す
事
柄

に
つ
い
て
最
初
に
唱
え
た
中
村
良
三

先
生
か
ら
説
明
が
な
さ
れ
た
。

  

柔
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
活
動
事
例
発
表 

山
形
県
柔
道
連
盟

神
奈
川
県
柔
道
連
盟

富
山
県
柔
道
連
盟

　
過
去
に
表
彰
さ
れ
た
県
の
活
動
内

容
が
各
県
の
担
当
者
か
ら
説
明
さ
れ

た
。

  

意
見
交
換
会
Ⅰ 

ブ
ロ
ッ
ク
別
討
論
会
（
北
信
越
・
東

海
ブ
ロ
ッ
ク
に
参
加
）

　
各
県
の
活
動
内
容
を
説
明
し
、
今

後
の
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
討
論

を
し
、
課
題
や
解
決
法
を
考
え
た
。

  

ブ
ロ
ッ
ク
別
討
論
会
発
表 

　
６
ブ
ロ
ッ
ク
の
討
議
の
内
容
が
発

表
さ
れ
た
。

  

１
日
目
の
感
想 

　
柔
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
活
動
に
つ
い

て
は
当
然
知
っ
て
い
る
し
、
活
動
も

し
て
い
た
が
、
今
回
改
め
て
そ
の
出

発
の
様
子
を
当
事
者
か
ら
説
明
を
受

け
て
活
動
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

　
特
に
、
各
都
道
府
県
で
の
「
組
織

作
り
」
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い

た
が
、
静
岡
県
で
は
広
報
普
及
委
員

会
の
宮
﨑
が
担
当
し
て
い
る
が
、
正

式
に
組
織
だ
っ
て
活
動
は
な
さ
れ
て

い
な
い
。
今
後
の
課
題
だ
と
思
う
。

現
実
的
に
は
広
報
普
及
委
員
会
内
に

分
野
ご
と
に
担
当
者
を
決
め
組
織
を

作
っ
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
各
都
道
府
県
で
実
施
し
て
い
る
内

容
に
つ
い
て
は
、
静
岡
県
で
も
実
施

柔道ルネッサンス宣言２０１０
１．�指導者自らが襟を正し、「己を完成し、
世を補益する」ことを実践します。

１．�理にかなった技の習得、「一本」をと
る柔道を目指します。

１．�老若男女が親しめる、安全に配慮し
た柔道の普及・発展に努めます。

１．�美しい礼、正しいマナーで、品格あ
る柔道人を育てます。

平成 22年 5月 15日
柔道ルネッサンス特別委員会

し
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
挨
拶

の
中
で
行
わ
れ
る
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に

関
連
し
た
ス
ピ
ー
チ
な
ど
は
、
多
少

マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
る
所
も
あ
り
、

今
後
の
課
題
と
感
じ
た
。

　 

柔
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
10
年
間
の

歩
み
と
今
後
の
課
題

　
講
道
館
企
画
室
長

�

古
志
田
　
憲
一
氏

　
柔
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
活
動
と
し
て

取
り
組
ん
だ
内
容
を
時
系
列
で
紹
介

し
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
活
動
へ
の

課
題
を
提
示
さ
れ
た
。

  

基
調
講
演 

「
柔
道
を
通
し
た
人
つ
く
り
」　
　
　

　�

柔
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
特
別
委
員
会

委
員
長
　
東
海
大
学
教
授

�

山
下
　
泰
裕
氏

　
柔
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
活
動
に
対
す

る
山
下
氏
の
思
い
を
語
ら
れ
た
。
最

初
に
ご
自
身
の
柔
道
や
指
導
者
と
の

出
会
い
（
中
学
校
時
代
の
白
石
氏
、

高
校
大
学
時
代
の
佐
藤
氏
）
を
通
し

て
学
ば
れ
た
こ
と
を
話
さ
れ
た
。
次

に
柔
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
活
動
を
始
め

ら
れ
た
経
過
を
話
さ
れ
、
活
動
の
目

指
す
所
を
語
ら
れ
た
。

　
全
日
本
ク
ラ
ス
の
選
手
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
の
裏

話
な
ど
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
分
り
や

す
く
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
活
動
の
意
義
を

語
ら
れ
た
。

  

意
見
交
換
会
Ⅱ 

テ
ー
マ
別
討
論
会

第
１
分
科
会
参
加
「
柔
道
が
持
つ
教

育
的
価
値
の
伝
え
方
は
」

　
最
初
に
柔
道
の
持
つ
価
値
と
は
何

か
に
つ
い
て
討
議
し
た
。
参
加
者
が

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
指
導
を
し
、
価
値

を
感
じ
て
い
る
か
を
話
し

合
い
①
技
術
・
体
力
向
上

面
で
の
価
値
②
伝
統
文
化

的
な
価
値
③
人
間
教
育
・

人
つ
く
り
の
面
で
の
価
値

が
考
え
ら
れ
た
。

　
伝
え
る
場
と
し
て
は
、

学
校
（
中
学
校
・
高
校
）

柔
道
「
体
育
授
業
時
の
柔

道
・
部
活
動
時
の
柔
道
」、

道
場
で
の
柔
道
「
少
年
柔

道
・
一
般
柔
道
」、
警
察
、

社
会
人
（
企
業
）
が
考
え

ら
れ
る
。

　
指
導
者
は
、
嘉
納
先
生
の
教
え
を

正
し
く
理
解
し
、
生
徒
・
子
ど
も
・

保
護
者
に
し
っ
か
り
伝
え
な
い
と
い

け
な
い
こ
と
、
練
習
や
試
合
で
の
事

故
に
十
分
注
意
す
る
こ
と
な
ど
が
各

自
の
体
験
に
基
づ
き
話
さ
れ
た
。

  

討
論
会
報
告 

　
５
つ
の
分
会
か
ら
の
報
告
が
な
さ

れ
た
。

柔
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
宣
言
２
０
１
０

　
柔
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
部
会
会
長
　

�

寺
澤
　
豊
志

フォーラムに参加した田辺・山下氏
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第 14 号（8） 平成 23 年３月１日 柔道しずおか

　
静
岡
県
柔
道
協
会
主
催
平
成
22
年

度
柔
道
教
養
講
座
「
嘉
納
師
範
に
学

ぶ
」
を
平
成
22
年
11
月
６
日
（
土
）

静
岡
県
武
道
館
で
開
催
し
た
の
で
そ

の
様
子
を
報
告
す
る
。

　
静
岡
県
柔
道
協
会
主
催
、
静
岡
県

教
育
委
員
会
・
静
岡
県
武
道
協
議
会
・

静
岡
新
聞
社
・
静
岡
放
送
後
援
で
柔

道
教
養
講
座
「
嘉
納
師
範
に
学
ぶ
」

を
開
催
し
た
。
開
催
の
趣
旨
は
「
平

成
24
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
中
学
校

武
道
（
柔
道
）
必
修
化
を
機
会
に
、

原
点
で
あ
る
嘉
納
治
五
郎
師
範
が
起

こ
し
た
講
道
館
柔
道
に
つ
い
て
学

び
、
も
っ
て
日
本
の
伝
統
文
化
と
し

て
の
柔
道
の
武
道
的
・
体
育
的
・
教

育
的
意
義
を
再
確
認
し
、
県
内
柔
道

人
の
指
導
力
向
上
に
資
す
る
。」（
実

施
要
綱
よ
り
）
で
あ
る
。
講
師
に
は

村
田
直
樹
先
生
（
講
道
館
図
書
資
料

部
長
・
日
本
武
道
学
会
理
事
長
・
講

道
館
七
段
）
を
お
迎
え
し
た
。
高
校

生
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
指
導
者
ま
で
県
内

各
地
か
ら
１
２
０
名
の
柔
道
人
が
出

席
し
た
。
午
前
中
の
講
話
「
柔
道
史

概
論
」
に
続
い
て
午
後
は
「
柔
道
を

語
る
、柔
道
の
良
さ
と
今
日
的
課
題
」

と
題
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。

１
．�

講
演
「
嘉
納
治
五
郎
師
範
に
学
ぶ

　�

－

私
達
は
柔
道
を
ど
の
よ
う
に
理

解
し
て
お
け
ば
よ
い
の
か

－
」　

　
村
田
先
生
自
作
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
や
資
料
を
用
い
な
が
ら
講
演
が
開

始
さ
れ
た
。

　
資
料
の
目
次
は
次
の
よ
う
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
た
。

Ⅰ
．
柔
道
の
誕
生
→
５
つ
の
理
由

⇔

　
　
４
つ
の
疑
問
と
１
つ
の
感
嘆

Ⅱ
．
普
及
の
契
機
→
警
視
庁
武
術
大

　
　
会
の
勝
利

Ⅲ
．
創
始
者
の
横
顔
→
本
人
・
家
族
・

　
　
知
人
・
門
人
・
外
国
人
等
の
声

Ⅳ
．
制
度
行
事
の
整
備
→
形
・
五
教

　
　 

の
技
・
試
合
・
段
位
・
鏡
開
式

等

Ⅴ
． 
修
行
者
数
→
Ｋ
Ｄ
Ｎ
・
Ａ
Ｊ
Ｊ

　
Ｆ
・
Ｉ
Ｊ
Ｆ

Ⅵ
．
武
道
の
禁
止
か
ら
競
技
ス
ポ
ー

　
　 

ツ
と
し
て
復
活
→
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
へ

の
道

Ⅶ
．
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
原
理
　

　
　
→
Ｓ
Ｄ
Ｃ
Ｍ
Ｓ

Ⅷ
．
武
道
教
育
の
技
と
心
→
心
の
中

　
　
身
は
少
な
く
と
も
３
つ
あ
る

Ⅸ
．
修
行
か
ス
ポ
ー
ツ
か
→
発
祥
国

　
　
の
宿
命
と
知
恵

Ⅹ
．
現
代
社
会
論
→
期
待
さ
れ
る
国

　
　
士
の
育
成

　
最
初
に
歴
史
を
研
究
す
る
場
合
、

共
通
に
理
解
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
①
直
接
体
験
で

き
な
い
の
で
常
に
「
あ
や
し
い
」
と

い
う
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
、
②
今

回
の
講
義
で
は
嘉
納
師
範
本
人
の
記

録
を
基
に
し
て
考
察
し
て
い
く
、
の

２
点
が
強
調
さ
れ
、
今
日
の
講
演
も

「
鵜
呑
み
」
に
し
な
い
で
ほ
し
い
と

研
究
者
ら
し
く
語
ら
れ
た
。

　
前
半
は
柔
道
成
立
の
歴
史
が
語
ら

れ
た
。
特
に
４
つ
の
疑
問
と
１
つ
の

感
嘆
と
い
う
話
は
面
白
く
説
得
力
が

あ
っ
た
。「
柔
の
理
」だ
け
で
な
く「
心

身
の
力
を
も
っ
と
も
有
効
に
使
う
こ

と
」
を
柔
道
の
原
理
と
す
る
話
は
新

鮮
で
あ
り
納
得
で
き
た
。

　
ま
た
、
嘉
納
先
生
が
長
年
書
か
れ

て
い
た
英
文
の
日
記
が
存
在
し
、
そ

の
解
読
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も

は
じ
め
て
知
っ
た
。
早
く
研
究
が
進

む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
戦
後
、
学
校
武
道
が
禁
止
さ
れ
、

競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
復
活
し
、
Ｊ

Ｕ
Ｄ
Ｏ
へ
と
発
展
し
て
い
く
と
こ
ろ

の
解
説
も
興
味
深
か
っ
た
。

　「
武
道
教
育
の
技
と
心
」
で
は
、

特
に
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
話
さ
れ
た
。

①
運
動
に
伴
う
心
、
②
勝
負
に
即
し

た
心
、
③
伝
統
の
心
、
の
３
つ
で
あ

る
が
、
柔
道
を
指
導
す
る
立
場
の
も

の
と
し
て
は
は
っ
き
り
と
意
識
し
て

お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
点
だ
と
感

  
ま
と
め 

　
全
日
本
柔
道
連
盟
専
務
理
事

�

小
野
沢
　
弘
史

修
了
書
授
与

  

２
日
目
の
感
想 

　
正
し
い
柔
道
（
嘉
納
先
生
が
考
え

ら
れ
た
）
を
し
っ
か
り
理
解
し
、
指

導
者
や
保
護
者
に
伝
え
て
い
か
な
い

と
、
児
童
・
生
徒
に
は
伝
わ
っ
て
い

か
な
い
。
そ
し
て
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
伝
え
て
い
く
の
か
を
考
え
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
限
ら
れ

た
条
件
の
中
で
難
し
い
こ
と
で
は
あ

る
が
、
で
き
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
で

も
や
る
し
か
な
い
と
思
う
。
静
岡
県

で
も
組
織
作
り
を
行
い
、
ス
ピ
ー
チ

活
動
の
充
実
を
考
え
て
い
き
た
い
。

柔
道
教
養
講
座

　
　「嘉
納
師
範
に
学
ぶ
」
報
告

じ
た
。

　「
修
行
か
ス
ポ
ー
ツ
か
」
で
は
、

日
本
は
柔
道
発
祥
の
国
と
し
て
宿
命

が
あ
り
、
知
恵
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
の
解
説
が
な
さ
れ
た
。
特
に
ル
ー

ル
に
つ
い
て
、
村
田
先
生
は
講
道
館

柔
道
試
合
審
判
規
定
と
Ｉ
Ｊ
Ｆ
規
定

の「
す
み
分
け
」を
主
張
さ
れ
て
い
た
。

　
柔
道
の
目
的
に
関
し
て
村
田
先
生

は
「
国
士
の
育
成
で
あ
る
」
こ
と
を

強
調
さ
れ
た
。
戦
後
65
年
の
中
で
自

己
中
心
的
な
態
度
や
目
に
余
る
マ

ナ
ー
違
反
が
日
常
的
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
を

改
善
す
る
の
に
武
道
教
育
が
役
立
つ

の
で
は
な
い
か
と
提
案
さ
れ
た
。

２
．
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

　
村
田
直
樹
先
生

パ
ネ
リ
ス
ト

　
安
齊
悦
雄

 

（
静
岡
県
柔
道
協
会
会
長
）

　
田
中
秀
幸（
静
岡
大
学
名
誉
教
授
）

　
溝
口
紀
子

 

（
静
岡
文
化
芸
術
大
学
准
教
授
）

　
伊
藤
武
治

 

（
県
立
浜
松
東
高
等
学
校
教
頭
）

　
川
合
達
彦

 

（
浜
松
市
立
麁
玉
中
学
校
教
諭
）

司
　
会

　
佐
々
木
秀
男

 

（
静
岡
県
柔
道
協
会
事
務
局
長
）

講師の村田直樹先生
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（9）  第 14 号 平成 23 年３月１日柔道しずおか

　
静
岡
県
少
年
柔
道
連
絡
協
議
会
が

主
催
し
、
浜
松
市
消
防
局
の
協
力
を

得
て
平
成
22
年
９
月
５
日
浜
松
市
武

道
館
で
救
急
講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。

指
導
者
30
名
、
選
手
２
２
０
名
、
父

兄
50
名
の
３
０
０
名
の
参
加
が
あ
っ

た
。
講
習
会
の
様
子
を
西
部
地
区
の

菅
谷
和
彦
さ
ん
に
報
告
し
て
い
た
だ

く
。

　
今
年
は
県
内
の
函
南
町
・
隣
県
長

野
県
で
中
学
柔
道
の
活
動
中
に
痛
ま

し
い
事
故
が
起
こ
り
、
柔
道
事
故
の

多
発
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
危
険
予

知
と
危
険
回
避
義
務
に
つ
い
て
書
か

れ
て
い
る
「
柔
道
の
安
全
指
導
」
の

冊
子
が
全
柔
連
か
ら
出
さ
れ
た
。
指

導
者
に
は
事
故
直
後
に
適
切
に
対
応

す
る
事
や
、
安
全
に
関
す
る
知
識
や

正
し
い
救
急
法
の
知
識
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
中
学
校
で
の
武
道

必
修
化
の
完
全
実
施
も
あ
り
、
指
導

者
は
柔
道
の
事
故
防
止
に
努
め
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

　
そ
ん
な
中
、
今
回
そ
の
対
応
策
の

一
つ
と
し
て
救
急
講
習
会
が
実
施
さ

れ
た
。
浜
松
市
消
防
局
の
協
力
を
得

て
、
消
防
士
４
名
に
指
導
を
お
願
い

し
た
。
具
体
的
に
は
、
救
急
車
到
着

前
の
応
急
処
置
を
行
う
上
で
の
注
意

点
や
処
置
の
仕
方
を
実
演
を
交
え
て

指
導
し
て
い
た
だ
い
た
。
脳
し
ん
と

う
の
回
復
後
に
再
度
頭
部
を
打
つ
と

病
状
が
重
大
に
な
り
や
す
い
こ
と
や
、

首
の
骨
折
が
疑
わ
れ
る
場
合
の
処
置

の
仕
方
な
ど
小
学
生
に
も
分
り
安
く

指
導
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
や
、
熱
中
症
へ
の

対
策
方
法
な
ど
も
教
え
て
い
た
だ
い

救
急
講
習
会
開
催

３
．�
受
講
者
の
感
想
・
意
見
（
一
部

　
抜
粋
）

　
・ 
２
年
ほ
ど
前
か
ら
授
業
で
教

え
る
た
め
に
柔
道
を
学
ん
で
い

る
。
ま
だ
月
日
も
浅
く
柔
道
を

よ
く
知
ら
な
い
の
で
、
生
徒
に

教
え
る
に
あ
た
っ
て
き
ち
ん
と

学
び
た
い
と
日
々
思
っ
て
い
た
。

（
略
）
今
回
嘉
納
師
範
の
思
い

や
講
道
館
柔
道
の
成
り
立
ち
な

ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
指
導
し

や
す
く
な
っ
た
。

　
・ 

今
回
の
よ
う
な
講
座
が
大
切

だ
と
考
え
る
。
単
な
る
技
術
力

の
強
化
の
み
の
追
及
で
は
な
く
、

柔
道
思
想
を
き
ち
ん
と
身
に
付

け
る
こ
と
が
柔
道
家
の
使
命
と

も
考
え
る
。

　
・ 

今
回
は
指
導
者
が
対
象
だ
っ
た

が
、
中
学
生
・
高
校
生
・
大
学

生
・
一
般
の
柔
道
愛
好
家
等
に

も
聞
か
せ
た
い
内
容
も
多
か
っ

た
。
機
会
が
あ
れ
ば
多
く
の
方

が
参
加
で
き
る
講
習
会
を
お
願

い
し
た
い
。

４
．
ま
と
め

　
午
前
の
講
義
で
講
道
館
柔
道
の
成

り
立
ち
と
そ
の
価
値
を
再
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
、
午
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
今
静
岡

県
で
何
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
か

改
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
平

成
22
年
５
月
14
日
・
15
日
に
東
京
で

開
催
さ
れ
た
柔
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
嘉
納
先
生
の
教
え

を
正
し
く
理
解
し
伝
え
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
が
強
調
さ
れ
た
が
、
今
回

改
め
て
そ
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

　
各
県
で
も
競
技
力
向
上
は
当
然
や

ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思
う
。
し
か
し

柔
道
の
さ
ら
な
る
普
及
と
発
展
の
為

に
は
、
今
回
の
様
な
講
座
を
実
施
し
、

指
導
者
が
柔
道
の
心
を
学
び
伝
え
て

い
く
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
講

道
館
で
も
積
極
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

　
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
、
も
っ
と
詳
し
く
話
を
聞
き
た

い
と
思
っ
た
の
は
私
だ
け
で
は
無

か
っ
た
と
思
う
。
貴
重
な
講
義
を
し

て
い
た
だ
い
た
村
田
先
生
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

た
。

　
受
講
し
た
指
導
者
の
感
想
と
し
て

は
次
の
様
な
も
の
が
あ
っ
た
。

・ 

今
後
も
定
期
的
に
実
施
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

・ 

子
ど
も
た
ち
も
何
か
あ
れ
ば
早
め

に
連
絡
し
て
く
れ
る
と
思
う
。

・ 

身
近
で
起
こ
り
う
る
こ
と
な
の
で

気
を
引
き
締
め
て
対
処
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

　
多
く
の
指
導
者
が
継
続
的
に
こ
の

様
な
講
習
会
を
開
催
し
て
欲
し
い
と

い
う
希
望
を
持
っ
て
い
た
。
多
く
の

指
導
者
が
受
講
し
、
子
ど
も
た
ち
も

受
講
す
れ
ば
、
事
故
や
そ
の
後
の
悪

化
を
少
し
で
も
減
ら
せ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

村田先生を囲んで

講習会の様子

実技指導の様子
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県
内
各
地
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
「
道
場
」
を
各
地
区
２
道
場
ず
つ
紹
介
し
ま
す
。

⑥
道
場
紹
介

　
昭
和
47
年
４
月
に
柔
道
会
が
発
足

し
て
現
在
ま
で
38
年
の
永
き
に
亘
り

継
続
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
が
、
今
年

の
６
年
生
が
卆
業
し
ま
す
と
、
来
年

度
は
団
体
戦
が
組
め
な
く
成
り
苦
慮

し
て
お
り
ま
す
。

　
幼
稚
園
か
ら
、
小
、
中
、
高
校
生
、

一
般
の
方
で
柔
道
に
興
味
を
お
持
の

方
は
是
非
参
加
お
願
い
し
ま
す
。
練

習
日
は
、
月
曜
、
金
曜
日
は
北
中
、

水
曜
日
は
長
泉
中
の
両
道
場
に
於
い

て
、
午
後
７
時
か
ら
９
時
迄
練
習
し

て
お
り
ま
す
。

　
今
後
共
、
上
部
団
体
の
先
生
旁
の

指
導
を
仰
ぎ
、
精
進
努
力
し
て
参
り

ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

＊
写
真
説
明

　
平
成
21
年
夏

　
古
賀
稔
彦
先
生
柔
道
教
室
に
参
加

　
御
殿
場
市

　
国
立
中
央
青
年
の
家
に
於
い
て

⑥
道
場
紹
介

　
昭
和
46
年
よ
り
開
催
さ
れ
た
町
柔

道
教
室
（
指
導
者
：
平
井
弥
一
郎
、

佐
野
光
弘
）
が
本
会
の
始
ま
り
。
そ

の
後
当
時
の
平
井
喜
久
夫
町
長
、
加

藤
寿
津
實
８
段
を
中
心
に
柔
道
愛
好

者
が
集
い
、
柔
道
教
室
を
発
展
解
消

し
、
昭
和
51
年
６
月
現
在
の
組
織
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
中
学
生
の
育
成
、
柔
道
愛
好
者

の
活
動
の
場
と
し
て
今
日
に
至
っ
て

い
ま
す
。
子
供
を
筆
頭
に
、
こ
こ
で

柔
道
を
習
い
指
導
者
に
な
っ
た
、
社

会
人
に
な
っ
て
始
め
た
、
帰
省
し
た

の
で
顔
を
出
す
学
生
、
い
ろ
い
ろ
な

世
代
が
共
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

⑥
道
場
紹
介

　
清
水
体
育
協
会
柔
道
部
か
ら
、

静
岡
市
・
清
水
市
合
併
に
伴
い

２
０
０
３
年
４
月
よ
り
清
水
柔
道
倶

楽
部
に
名
称
を
変
更
し
、
継
続
し
て

活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
活
動
場
所
は
、
火
・
木
・
土
曜
日

東
海
大
学
翔
洋
高
校
柔
道
場
、
水
曜

日
は
清
水
武
道
館
に
て
、
午
後
７
時

か
ら
９
時
ま
で
幼
児
か
ら
小
学
生
・

中
学
生
と
和
気
藹
々
の
中
、
大
声
を

出
し
て
楽
し
み
な
が
ら
、
苦
し
さ
も

味
わ
え
る
練
習
を
し
、
他
県
へ
の
遠

征
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
御
家
庭
は
、

い
つ
で
も
お
気
軽
に
見
学
し
に
来
て

下
さ
い
。

道
場
紹
介
①名称
②住所（練習場所）
③連絡先
④代表者氏名
⑤所属人数

長泉柔道会

清水町柔道会

清水柔道倶楽部

②長泉町立長泉中学校、
　長泉北中学校
③〒 411-0944
　駿東郡長泉町竹原 109の１
　☎ 055− 986 − 7745
④永田正義
⑤小学生 15 人　中学生５人　
　大学・社会人 10人

②駿東郡清水町堂庭 287− 1
　清水町体育館内
③〒 410-0022�
　沼津市大岡 3890
　☎ 055 − 922 − 8787
④宮本達夫
⑤児童１人　小学生 32人
　大学・社会人 29人

②静岡市清水区折戸３− 20−１
　東海大翔洋高校
③〒 424-0858
　静岡市清水区大沢町６−１
　☎ 054− 352 − 8915
④山梨公良
⑤児童７人　小学生 18人
　中学生７人　大学・社会人６人
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⑥
道
場
紹
介

　
私
達
は
平
成
20
年
か
ら
静
岡
安
東

中
学
を
拠
点
に
毎
週
３
回
月
・
水
・

金
曜
日
、
稽
古
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　
歴
史
は
浅
い
も
の
の
私
達
の
道
場

に
は
故
西
田
亀
九
段
直
筆
の
「
勇
魂

美
技
」
の
額
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　
西
田
先
生
の
魂
と
と
も
に
一
人
で

も
多
く
、
地
域
の
人
々
に
柔
道
に
触

れ
て
頂
け
る
よ
う
創
意
工
夫
し
て
お

り
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
安
東
中
学
柔
道
部
は

来
年
度
か
ら
廃
部
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
近
い
将
来
の
部
活
動
復

活
と
子
供
た
ち
の
進
む
道
を
切
り
拓

く
た
め
、
更
な
る
情
熱
と
使
命
感
を

も
っ
て
元
気
よ
く
柔
道
普
及
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　
随
時
新
規
入
会
者
を
募
っ
て
お
り

ま
す
。
初
心
者
・
経
験
者
・
老
若
男

女
を
問
い
ま
せ
ん
。

⑥
道
場
紹
介

　
三
ヶ
日
少
年
少
女
柔
道
教
室
は
昭

和
50
年
に
三
ヶ
日
体
協
柔
道
部
の
牧

野
晴
行
氏
が
中
心
と
な
り
三
ヶ
日
町

内
へ
の
柔
道
の
幅
広
い
普
及
と
青
少

年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
発
足
し

ま
し
た
。
当
初
は
三
ヶ
日
中
学
の
柔

⑥
道
場
紹
介

　
今
年
で
創
立
38
周
年
を
迎
え
る
豊

田
柔
道
ク
ラ
ブ
は
現
在
、
幼
児
～
小

学
生
27
人
・
中
学
生
～
一
般
38
人
の

団
員
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
練
習
は

毎
週
火
・
金
曜
日
で
、
幼
児
～
小
学

生
は
７
時
か
ら
１
時
間
半
、
中
学
生

～
一
般
は
８
時
30
分
か
ら
１
時
間
程

度
で
す
が
、
元
気
に
楽
し
く
武
道
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　
柔
道
の
修
練
を
通
じ
て
、
た
だ
柔

道
が
強
く
な
る
事
だ
け
で
な
く
、「
礼

儀
正
し
く
、
仲
間
を
大
切
に
し
て
何

に
で
も
頑
張
れ
る
子
」
を
目
標
に

日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
礼
儀
や
あ
い
さ
つ
を
大

切
に
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の

で
、
柔
道
協
会
役
員
・
各
道
場
の
皆

様
の
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

道
場
を
借
り
て
練
習
し
て
い
ま
し
た

が
平
成
５
年
に
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン

後
、
２
階
の
柔
道
場
に
て
練
習
し
て

お
り
ま
す
。

　
練
習
日
は
毎
週
火
・
土
曜
日
の
Ｐ

Ｍ
７
：
30
～
Ｐ
Ｍ
９
：
00
で
、
幼
児

か
ら
一
般
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
が
一

緒
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
近
年
柔
道

教
室
の
卒
業
生
が
親
と
な
り
、
子
供

と
一
緒
に
練
習
へ
参
加
し
て
く
れ
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

しぞ～か城北柔士会

三ヶ日少年少女柔道教室

豊田柔道クラブ

②静岡市葵区安東三丁目 13　
　安東中学校柔道場
③〒 420-0886
　静岡市葵区大岩一丁目３− 30（兵藤）
　☎ 054− 248 − 3618
④杉山元彦
⑤児童３人　小学生 30人　中学生５人
　高校生６人　大学・社会人 14人

②浜松市北区
　三ヶ日町都筑 3116 − 24
③〒 431-1415
　浜松市北区三ヶ日町岡本 1764
　☎ 053 − 525 − 0666
④外山幸久
⑤児童２人　小学生８人　中学生５人
　大学・社会人 10人

②静岡県磐田市立野 200
　（豊田南中学校）
③〒 438-0831
　静岡県磐田市上新屋 16−３
　☎ 0538 − 35− 0202
④鈴木敏幸
⑤児童１人　小学生 26人　中学生８人
　高校生２人　大学・社会人 27人

− 108 − − 109 −



第 14 号（12） 平成 23 年３月１日 柔道しずおか

新人選手紹介コーナー新人選手紹介コーナー
　今年度もこのコーナーで紹介できる選手がでました。全国大会で３位までに入賞した若い選手を紹介している

コーナーですが、今年度は４名の選手を紹介することができます。

　第４１回全国中学校柔道大会男子９０kg級で準優勝した佐藤和哉君（静岡学園中学校）、同じく第４１回中学校

柔道大会女子７０kg超級で３位に入賞した滝川真央さん（沼津市立原中学校）、第５９回全国高等学校総合体育大

会柔道競技男子６６kg級で３位に入賞した吉澤駿君（静岡学園高等学校）、そして最後は第５９回全国高等学校総

合体育大会柔道競技女子５７kg級で３位入賞を果たした井口采美さん（静岡県立浜松商業高等学校）です。　例

年女子選手が活躍する例が多かったのですが昨年は男子選手が頑張り、今年も男女半分ずつとなりました。

◎
第
41
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

　
男
子
90
㎏
級
準
優
勝

　
佐
藤
和
哉
君
が
柔
道
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
「
父
と
何
と
な
く
練
習

を
見
に
行
っ
た
こ
と
」
だ
そ
う
で
す

が
、
そ
の
後
の
努
力
が
報
わ
れ
て
今

回
の
全
国
大
会
準
優
勝
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
佐
藤
君
は
準
優

勝
に
も
「
嬉
し
さ
よ
り
も
悔
し
さ
の

方
が
大
き
か
っ
た
の
で
、
次
は
勝
て

る
よ
う
に
も
っ
と
努
力
し
た
い
」
と

前
向
き
に
入
賞
の
感
想
を
語
っ
て
い

ま
す
。
　
指
導
者
か
ら
は
「
こ
の
成

績
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
よ
り
一

層
の
成
長
を
願
っ
て
い
る
。
柔
道
を

通
し
て
心
身
共
に
大
き
な
選
手
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
さ
ら
な
る
飛
躍

を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
第
41
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

　
女
子
70
㎏
超
級
３
位
入
賞

　
滝
川
真
央
さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
「
兄
が
友
愛
道
場
に

入
っ
た
の
で
一
緒
に
入
り
ま
し
た
」

と
い
う
こ
と
で
、
お
兄
さ
ん
に
誘
わ

れ
た
よ
う
で
す
。
全
国
大
会
３
位
入

賞
の
感
想
は
「
最
後
の
試
合
で
負
け

て
３
位
だ
っ
た
け
ど
、
全
部
出
し
切

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
悔
し
か
っ
た

け
ど
３
位
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
全

国
大
会
で
初
め
て
入
賞
で
き
て
本
当

に
良
か
っ
た
」
と
素
直
に
感
想
を

語
っ
て
い
ま
す
。「
将
来
は
世
界
で

活
躍
で
き
る
選
手
に
な
り
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
取
る
こ
と
で

す
。
ま
た
、
警
察
官
に
な
り
柔
道
を

続
け
た
い
」
と
い
う
夢
を
持
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
指
導
者
か
ら
は
「
し
っ
か
り
組
ん

◎
第
59
回
全
国
高
等
学
校

　
総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技

　
男
子
66
㎏
級
３
位
入
賞

で
か
ら
技
を
か
け
る
練
習
を
し
、
メ

ン
タ
ル
面
で
の
強
化
も
合
わ
せ
て
取

り
組
ん
で
き
た
事
の
成
果
が
出
た
も

の
と
思
う
。
本
人
が
納
得
で
き
た
こ

と
が
良
か
っ
た
と
思
う
」
と
い
う
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
顧
問
の
先
生
か
ら
は
「
全
国
大

会
優
勝
を
目
指
し
道
場
で
練
習
し
て

き
た
成
果
が
今
回
の
成
績
に
つ
な

が
っ
た
と
思
う
。
苦
戦
し
な
が
ら
も

勝
ち
進
み
、
優
勝
ま
で
後
一
歩
と
い

う
と
こ
ろ
で
負
け
て
し
ま
っ
て
も
、

涙
を
流
さ
ず
堂
々
と
し
て
い
る
姿
は

と
て
も
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
」

と
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

佐

藤

和

哉 

君

（
静
岡
学
園
中
学
校
）

滝

川

真

央 

さ
ん

（
沼
津
市
立
原
中
学
校
）

吉

澤

 

駿 

君

（
静
岡
学
園
高
等
学
校
）
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（13）  第 14 号 平成 23 年３月１日柔道しずおか

◎
第
59
回
全
国
高
等
学
校

　
総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技

　
女
子
57
㎏
級
３
位
入
賞

　
井
口
采
美
さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
「
い
と
こ
が
柔
道
を
し

て
い
て
、
自
分
も
や
り
た
い
と
思
っ

た
か
ら
」
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で

す
。
全
国
大
会
３
位
入
賞
に
つ
い
て

は
「
昨
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
初

戦
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
年

は
初
戦
突
破
を
目
標
と
し
て
い
た
の

で
、
３
位
に
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、

自
分
で
も
驚
き
も
あ
り
ま
し
た
が
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
一
緒
に
練
習
し
て

く
れ
た
チ
ー
ム
の
仲
間
、
先
生
、
先

輩
方
や
家
族
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に

感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
謙
虚
に
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
大
学
に
進
学
す
る
予
定
だ

そ
う
で
す
。顧
問
の
先
生
か
ら
は「
ひ

た
む
き
に
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
選
手
で
す
。
現
在
も

大
学
進
学
に
備
え
、
手
を
抜
く
こ
と

な
く
勉
学
と
練
習
を
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
柔
道
の
実
力
も
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

の
と
き
よ
り
さ
ら
に
強
く
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
」
と
い
う
、
井
口
さ

ん
の
人
柄
が
偲
ば
れ
る
お
褒
め
の
言

葉
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
吉
澤
駿
君
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
「
小
学
生
の
と
き
に
親
に
勧

め
ら
れ
た
」
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で

す
。
全
国
大
会
３
位
入
賞
の
感
想

は
「
楽
し
ん
で
試
合
を
し
て
い
た
ら

結
果
が
出
て
い
た
。
こ
れ
は
今
ま
で

や
っ
て
き
た
練
習
の
成
果
だ
と
思
う
。

し
か
し
、
準
決
勝
で
負
け
た
の
は
悔

し
か
っ
た
の
で
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
、

大
学
で
も
全
力
で
柔
道
を
続
け
た
い

と
思
っ
た
」
と
今
後
の
進
路
も
含
め
、

積
極
的
な
感
想
を
述
べ
て
く
れ
ま
し

た
。
全
国
大
会
レ
ベ
ル
で
の
今
後
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
指
導
者
か
ら
は
「
こ
れ
か
ら
先
も

高
い
目
標
を
持
っ
て
、
練
習
稽
古
に

臨
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

井

口

采

美 

さ
ん

（
静
岡
県
立
浜
松
商
業
高
等
学
校
）

　
静
岡
県
武
道
協
議
会
が
創
設
さ
れ

て
10
周
年
と
な
り
、
平
成
23
年
１
月

８
日
（
土
）
県
武
道
館
に
て
記
念
講

演
会
が
行
わ
れ
た
。
講
師
は
東
海
大

学
の
山
下
泰
裕
先
生
だ
っ
た
。
県
内

の
武
道
愛
好
家
が
集
ま
り
山
下
先
生

の
ご
講
演
を
聞
き
、
そ
の
後
、
各
団

体
（
柔
道
・
剣
道
・
空
手
等
９
団
体
）

の
演
舞
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
山
下
先
生
は
柔
道
と
の
出
会
い
と

柔
道
に
よ
っ
て
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
具
体
的
に
話

し
を
し
て
く
れ
、
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
に
も
十
分
伝
わ
っ
た
こ
と
と
思

う
。

　
特
に
柔
道
関
係
者
に
は
講
演
後
忙

し
い
時
間
を
割
い
て
い
た
だ
き
、
一

緒
に
記
念
写
真
を
撮
っ
て
い
た
だ
く

な
ど
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
は
良

い
思
い
出
に
な
っ
た
こ
と
と
思
う
。

　
午
後
の
演
舞
に
は
西
部
地
区
の
道

場
連
盟
に
所
属
す
る
子
ど
も
た
ち
が

参
加
し
、
座
礼
か
ら
始
ま
り
打
ち
込

み
や
受
身
・
乱
取
り
等
を
披
露
し
、

最
後
に
投
げ
の
形
を
演
じ
て
く
れ
た
。

参
加
団
体
中
の
最
後
の
演
舞
で
あ
り
、

き
び
き
び
し
た
動
作
で
見
事
に
全
体

を
引
き
締
め
て
く
れ
た
。

武
道
協
議
会

　創
設
10
周
年
武
道
始
め

　
柔
道
し
ず
お
か
第
14
号
を
お
届
け

し
ま
す
。
今
年
度
も
い
ろ
い
ろ
な
事

が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
印
象
に
残
る

の
は
村
田
先
生
の
柔
道
教
養
講
座
の

開
催
で
し
た
。
嘉
納
先
生
が
始
め
ら

れ
た
講
道
館
柔
道
の
歴
史
を
初
め
て

体
系
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
柔
道
を
学
ぶ
も
の
は
一
度

は
先
生
の
講
義
を
聴
く
必
要
が
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　
過
去
数
年
に
わ
た
り
柔
道
勧
誘
の

ポ
ス
タ
ー
を
広
報
普
及
委
員
会
と
し

て
作
製
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
中
止
し
ま
し
た
。
来
年
度
以
降
ど

う
す
る
か
会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
各
地
区
の
広

報
普
及
委
員
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
４
月
10
日
（
日
）
に
平
成
23
年
度

全
日
本
カ
デ
柔
道
体
重
別
選
手
権
大

会
が
県
武
道
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

世
界
カ
デ
柔
道
選
手
権
大
会
の
日
本

代
表
選
考
会
で
す
。
カ
デ
と
は
、
平

成
23
年
中
に
15
～
16
歳
に
な
る
選
手

の
部
門
で
す
。
成
功
す
る
よ
う
静
岡

県
柔
道
協
会
全
体
で
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

山下先生を囲んで開会式の様子演武中の小学生

編

集

後

記
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第 14 号（14） 平成 23 年３月１日 柔道しずおか

　
竹
下
先
生
は
浜
松
農
工
業
高
等
学

校
（
現
浜
松
城
北
工
業
高
等
学
校
）

に
お
い
て
、
故
水
野
周
徳
先
生
に
師

事
さ
れ
た
後
、
浜
松
養
神
館
に
入
門

し
、
故
佐
藤
五
八
郎
先
生
（
八
段
）

の
教
え
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
55
年
以
降
、
柔
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
指
導
員
を
務
め
ら
れ
、
平

成
４
年
12
月
に
浜
松
養
神
館
理
事
長

　平
成
二
十
二
年
九
月
三
十
日

　行
年
六
十
六
歳

　平
成
二
十
二
年
十
月
八
日

　行
年
五
十
一
歳

故
　
竹

下

　担

��

四
段

故
　
宮

本

武

幸

��

五
段

に
就
任
さ
れ
、
浜
松
養
神
館
の
運
営

と
後
進
の
指
導
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。

　
浜
松
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
理
事
と

し
て
長
年
務
め
ら
れ
、
そ
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
表
彰

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
静
岡
県
柔
道
協
会
西
部
地

区
の
幹
事
や
参
与
を
務
め
ら
れ
、
数

多
く
の
大
会
に
お
い
て
審
判
等
を
務

め
ら
れ
大
会
の
運
営
に
積
極
的
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
少

年
団
柔
道
の
育
成
に
そ
の
情
熱
を
注

が
れ
た
先
生
で
し
た
。

　
66
歳
と
い
う
若
さ
で
お
亡
く
な
り

に
な
り
、
今
後
の
ご
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
い
た
の
で
す
が
と
て
も
残
念
で

す
。
謹
ん
で
竹
下
先
生
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
ご
退
職
後
は
、
福
田
町
の
町
会
議

員
や
磐
田
市
の
市
議
会
議
員
と
な
り

政
治
の
世
界
で
も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　
柔
道
関
係
で
は
地
区
・
県
の
幹
事

等
を
務
め
ら
れ
る
と
共
に
、
磐
田
市

柔
道
協
会
会
長
、
柔
道
協
会
西
部
地

区
顧
問
、
福
田
柔
道
ク
ラ
ブ
師
範
な

ど
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
68
歳
と
い
う
若
さ
で
お
亡
く
な
り

に
な
り
、
今
後
の
ご
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
い
た
の
で
す
が
と
て
も
残
念
で

す
。
謹
ん
で
西
島
先
生
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
大
塚
先
生
は
大
正
14
年
11
月
５
日

の
お
生
ま
れ
で
、旧
制
見
附
中
学（
現

磐
田
南
高
校
）
か
ら
岐
阜
大
学
に
進

ま
れ
、
卒
業
後
は
静
岡
県
公
立
高
校

の
教
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
の
授
業
を
担
当
さ
れ
、
磐
田
農

業
高
校
、
農
業
経
営
高
校
で
教
鞭
を

と
ら
れ
、
周
智
高
校
の
教
頭
先
生
と

し
て
昭
和
61
年
３
月
に
退
職
さ
れ
ま

し
た
。

　
柔
道
部
で
の
指
導
を
続
け
ら
れ
、

ご
退
職
後
は
、
西
部
地
区
柔
道
協
会

の
幹
事
と
し
て
主
に
事
務
処
理
を
担

当
さ
れ
、
地
区
の
協
会
運
営
を
長
く

支
え
て
い
た
だ
き
、
参
与
を
お
願
い

し
て
い
ま
し
た
。

　
柔
道
だ
け
で
な
く
、
野
球
や
駅
伝

等
の
ス
ポ
ー
ツ
全
般
に
造
詣
が
深
く
、

ま
た
趣
味
で
短
歌
を
作
ら
れ
る
等
ま

さ
に
文
武
両
道
を
実
践
さ
れ
た
先
生

で
し
た
。

　
西
島
温
行
先
生
は
大
学
ご
卒
業
後

静
岡
県
公
立
高
校
の
体
育
科
教
員
と

し
て
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
浜
松
商
業

高
校
、
浜
北
西
高
校
、
池
新
田
高
校
、

下
田
南
高
校
、
浜
松
江
ノ
島
高
校
、

磐
田
北
高
校
と
６
校
で
教
鞭
を
と
ら

れ
ま
し
た
。
柔
道
部
の
顧
問
と
し
て

多
く
の
県
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
輩
出
し
、

全
国
大
会
に
多
く
の
選
手
・
チ
ー
ム

を
導
か
れ
ま
し
た
。
先
生
の
指
導
力

は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
間
、

高
体
連
柔
道
部
西
部
地
区
委
員
長
、

高
体
連
柔
道
部
県
副
委
員
長
、
県
高

体
連
理
事
、
東
海
地
区
高
体
連
評
議

員
等
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　平
成
二
十
二
年
八
月
九
日

　行
年
六
十
八
歳

故
　
西

島

温

行

��

七
段

　
宮
本
先
生
は
、
昭
和
46
年
に
引
佐

町
立
引
佐
南
部
中
学
校
に
入
学
さ
れ

柔
道
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
静
岡
県

立
引
佐
高
等
学
校
在
学
中
も
柔
道
部

訃 
報

　平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
九
日
逝
去

　行
年
八
十
四
歳

故
　
大

塚

　馨
��

五
段

　
２
０
０
５
年
に
先
生
の
作
ら
れ
た

短
歌
を
紹
介
し
ま
す
。

　「生
き
得
た
る
奇
跡
の
ご
と
く
宵

闇
の
庭
に
白
百
合
の
花
暮
れ
残
る
」

 

（
磐
田
市
芸
術
祭
会
長
賞
受
賞
）

　
謹
ん
で
大
塚
先
生
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

で
活
躍
し
、
昭
和
52
年
卒
業
と
同
時

に
引
佐
町
士
道
会
に
入
り
、
引
佐
町

柔
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者

に
な
り
ま
し
た
。
引
佐
町
士
道
会
は

柔
道
と
剣
道
が
武
道
の
名
の
も
と
に

一
つ
に
な
っ
た
団
体
で
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
柔
道
を
担
当
し
、
30
年
以

上
に
わ
た
り
中
心
的
な
指
導
者
と
し

て
子
ど
も
た
ち
の
指
導
を
担
当
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
柔
道
協
会
で
は
西
部
地
区
の

幹
事
・
参
与
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
宮
本
先
生
は
平
成
22
年
１
月
24
日

に
行
わ
れ
た
第
60
回
記
念
士
道
会
柔

剣
道
大
会
で
審
判
中
に
倒
れ
ら
れ
、

９
ヶ
月
間
の
闘
病
の
末
51
歳
と
い
う

若
さ
で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
柔
道

を
こ
よ
な
く
愛
し
た
先
生
ら
し
く
、

三
十
数
年
間
選
手
と
し
て
出
場
し
、

二
十
数
年
間
引
佐
町
士
道
会
の
大
将

と
し
て
活
躍
さ
れ
た
大
会
の
畳
の
上

で
倒
れ
ら
れ
た
の
が
せ
め
て
も
の
慰

め
で
す
。
心
よ
り
宮
本
先
生
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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第
15
号

題
字

安
齊
会
長

　平
素
よ
り
、

当
協
会
の
運

営
に
つ
き
ま

し
て
は
、
多

大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　ご
承
知
の
と
お
り
、
当
協
会
は
、

正
し
い
柔
道
の
普
及
発
展
と
競
技

力
の
向
上
そ
し
て
、
柔
道
を
通
し

た
青
少
年
の
健
全
育
成
を
大
き
な

柱
と
し
て
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　そ
の
根
幹
を
成
す
柔
道
人
口
の

確
保
、
こ
れ
が
な
け
れ
ば
、
普
及

ど
こ
ろ
か
競
技
力
向
上
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　少
子
化
が
加
速
す
る
中
、
い
か

に
減
少
を
食
い
止
め
、
あ
る
い
は

少
し
で
も
増
加
さ
せ
て
い
く
に
は
、

ど
う
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
何

が
必
要
な
の
か
を
考
え
、
先
ず
は
、

柔
道
人
口
の
減
少
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　柔
道
を
普
及
さ
せ
る
上
で
、
柔

道
は
、
楽
し
い
も
の
、
魅
力
あ
る

も
の
、
そ
し
て
、
何
よ
り
も
安
全

で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
重
要

で
あ
り
、
柔
道
の
持
つ
特
性
や
素

晴
ら
し
さ
を
発
信
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
わ
け
で
あ

り
ま
す
。

　そ
う
し
た
中
、
本
県
で
平
成
22

年
７
月
に
発
生
し
た
部
活
中
に
お

け
る
中
学
生
死
亡
事
故
に
伴
い
、

本
年
の
１
月
に
柔
道
部
の
顧
問
が

書
類
送
検
さ
れ
た
と
い
う
報
道
が

さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
こ
と
は
、
我
々
柔
道
関
係

者
に
と
っ
て
、
大
変
衝
撃
的
な
こ

と
で
あ
り
、
深
刻
な
問
題
と
し
て

重
く
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　申
す
ま
で
も
な
く
、
重
大
事
故

は
、
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、

起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
当
協
会
と
し
て
も
、
例
年
、

安
全
講
習
会
や
指
導
者
講
習
会
等

を
開
催
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
対

応
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
誠
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　さ
て
、
い
よ
い
よ
本
年
度
か
ら

文
科
省
令
に
よ
り
、
中
学
校
の
武

道
（
柔
道
、剣
道
、相
撲
か
ら
選
択
）

必
修
化
が
始
ま
り
ま
す
。

　統
計
に
よ
り
ま
す
と
、
全
国
の

中
学
校
の
70
％
強
が
柔
道
を
選
択

さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　と
こ
ろ
が
、
こ
こ
へ
き
て
、
柔

道
に
よ
る
重
大
事
故
の
多
発
や
現

場
で
の
専
門
指
導
者
の
不
足
が
指

摘
さ
れ
、
安
全
性
を
懸
念
す
る
よ

う
な
報
道
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

保
護
者
の
間
か
ら
も
必
修
化
中
止

や
授
業
拒
否
を
求
め
る
声
が
出
て

き
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　こ
れ
で
は
、
柔
道
人
口
の
増
加

ど
こ
ろ
か
、
ま
す
ま
す
減
少
傾
向

に
歯
止
め
が
掛
か
ら
な
い
の
で
は

と
危
惧
し
て
お
り
ま
す
。

　必
修
化
導
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、

従
前
よ
り
県
教
育
委
員
会
に
対
し
、

指
導
者
育
成
事
業
、
指
導
手
引
き
の

作
成
あ
る
い
は
指
導
者
派
遣
事
業

等
々
、
全
面
協
力
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　全
柔
連
で
も
現
状
を
踏
ま
え
、

平
成
22
年
新
た
に
「
安
全
指
導
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
委
員
会
」
を
発

足
さ
せ
、
医
科
学
委
員
会
と
と
も

に
、
更
な
る
安
全
普
及
の
た
め
の

「
新
・
安
全
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

作
成
し
ま
し
た
。

　昨
年
、
全
柔
連
主
催
の
安
全
指

導
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、
本
県
か

ら
は
、
中
体
連
、
高
体
連
そ
れ
ぞ

れ
の
代
表
者
を
派
遣
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
そ
こ
で
、
平
成
24
年
度
か

ら
の
全
柔
連
指
導
者
登
録
に
は
、

こ
の
安
全
講
習
会
修
了
（
各
県
で

の
伝
達
講
習
を
含
む
）
が
義
務
付

け
さ
れ
ま
し
た
。

　本
県
で
は
、
そ
の
伝
達
講
習
会

を
、
指
導
者
全
員
が
受
講
で
き
る

よ
う
、
昨
年
12
月
の
東
部
地
区
を

皮
切
り
に
開
催
し
、
２
月
に
西
部
、

４
月
に
中
部
、
そ
し
て
６
月
に
は
、

未
受
講
者
を
含
め
た
県
全
体
の
中

央
講
習
会
と
順
次
、
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
な

受
講
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

　柔
道
普
及
の
大
き
な
危
機
と
も

言
え
る
、
こ
う
し
た
情
勢
を
真
摯

に
受
け
止
め
る
と
と
も
に
、
指
導

者
ひ
と
り
一
人
が
事
故
は
絶
対

起
こ
さ
せ
な
い
と
い
っ
た
強
い

信
念
を
持
ち
、
決
し
て
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
に
な
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ

た
技
量
、
体
験
を
存
分
に
発
揮
さ

れ
、
自
信
を
持
っ
て
指
導
に
当
た
っ

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
万
が
一
、
事
故
が
発
生

し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
適
切
な

判
断
と
重
大
事
故
に
発
展
さ
せ
な

い
た
め
の
応
急
措
置
等
々
、
迅
速

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
医
学
的

な
見
知
を
含
め
た
更
な
る
研
鑽
が

不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
が
柔
道
に

携
わ
る
者
の
責
務
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　こ
の
他
に
も
当
協
会
の
抱
え
る

課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
れ
ら
を
会
員
全
体
の
共
通
し
た

問
題
と
し
て
正
面
か
ら
対
応
し
、

斯
道
の
発
展
は
も
と
よ
り
、
先
達

が
築
い
て
き
た
伝
統
あ
る
静
岡
県

柔
道
協
会
を
正
し
く
継
承
・
発
展

さ
せ
て
い
く
た
め
、
一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
巻
頭
言
】

柔
道
の
安
全
指
導
に
つ
い
て

静
岡
県
柔
道
協
会

　会
長

　八
段

　
安

　
齊

　
悦

　
雄
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第 15 号（2） 平成 24 年３月１日 柔道しずおか

国 体
報 告

国
民
体
育
大
会
柔
道
競
技 

報
告

　八
月
に
開
催
さ
れ
た
東
海
ブ
ロ
ッ

ク
予
選
で
は
、
成
年
女
子
及
び
少
年

男
女
が
そ
れ
ぞ
れ
健
闘
し
ま
し
た
が

惜
し
く
も
一
県
の
出
場
枠
を
獲
得
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
成
年
男
子
の
み

の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

　今
回
の
国
体
は
、
本
県
出
場
選
手

五
人
が
全
員
初
出
場
と
い
う
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
チ
ー
ム
構
成
と
な
り
ま
し
た

が
経
験
不
足
を
チ
ー
ム
の
団
結
力
と

若
さ
で
カ
バ
ー
し
、
五
位
以
上
の
入

賞
を
目
標
に
掲
げ
、
大
会
に
臨
み
ま

し
た
。

【
成
年
男
子
二
回
戦
】

　静
岡
県
は
二
回
戦
か
ら
の
出
場
で
、

福
井
県
に
代
表
戦
の
末
勝
ち
上
が
っ

た
福
島
県
と
の
対
戦
と
な
る
。

○
先
鋒
（
60
㎏
以
下
）

　鈴
木
壯
太
（
筑
波
大
学
）

　背
負
投
、
袖
釣
込
腰
で
積
極
的
に

攻
め
る
も
決
め
手
な
く
引
き
分
け
。

○
次
鋒
（
73
㎏
以
下
）

　鈴
木

　隼
（
拓
殖
大
学
）

　体
落
で
有
効
を
奪
わ
れ
た
が
、
後

半
相
手
が
内
股
を
仕
掛
け
て
き
た
と

こ
ろ
を
裏
投
で
応
じ
、
逆
転
の
一
本

勝
ち
。

○
中
堅
（
90
㎏
以
下
）

　渡
邉
勝
充
（
帝
京
大
学
）

　開
始
早
々
の
左
内
股
に
相
手
が
宙

に
浮
く
も
ポ
イ
ン
ト
と
な
ら
ず
、
更

に
内
股
・
小
外
刈
で
積
極
手
に
攻
め

指
導
二
を
奪
い
優
勢
勝
ち
。

○
副
将
（
90
㎏
超
）

　坪
山
勇
太
（
静
岡
県
警
察
）

　左
内
股
・
大
外
刈
で
積
極
的
に
攻

め
る
も
決
め
て
な
く
引
き
分
け
。

○
大
将
（
無
差
別
）

　鈴
木
慎
一
（
静
岡
県
警
察
）

　序
盤
か
ら
動
き
良
く
、
開
始
一
分

半
に
相
手
の
頭
を
下
げ
さ
せ
た
状
態

か
ら
ケ
ン
ケ
ン
内
股
で
豪
快
に
一
本

を
奪
う
。

【
成
年
男
子
三
回
戦
】

　北
海
道
・
群
馬
県
に
勝
ち
、
波
に

乗
っ
て
い
る
佐
賀
県
と
の
対
戦
と
な
る
。

○
先
鋒

　鈴
木
壯
太
（
筑
波
大
学
）

　巴
投
か
ら
寝
技
に
持
ち
込
む
が
相

手
も
上
手
く
か
わ
す
。
奥
襟
を
掴
む

ス
タ
イ
ル
で
積
極
的
に
技
を
仕
掛
け

る
が
決
め
手
な
く
引
き
分
け
。

○
次
鋒

　鈴
木

　隼
（
拓
殖
大
学
）

　背
部
を
掴
む
得
意
の
組
み
手
と
な

る
が
相
手
の
技
の
仕
掛
け
が
早
く
消

極
的
と
な
っ
た
と
こ
ろ
を
指
導
二
受

け
、
後
半
攻
め
に
転
じ
た
が
そ
の
ま

ま
時
間
切
れ
と
な
る
。

○
中
堅

　渡
邉
勝
充
（
帝
京
大
学
）

　得
意
の
内
股
が
か
わ
さ
れ
、
逆
に

相
手
の
得
意
の
寝
技
で
攻
め
ら
れ
、

四
つ
ん
這
い
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
横

に
返
さ
れ
崩
袈
裟
固
で
抑
え
ら
れ
一

本
負
け
。

○
副
将

　坪
山
勇
太（
静
岡
県
警
察
）

　一
分
半
に
寝
技
の
攻
防
で
右
肩
を

負
傷
す
る
が
そ
の
ま
ま
縦
四
方
固
で

抑
え
ら
れ
一
本
負
け
。

○
大
将

　鈴
木
慎
一（
静
岡
県
警
察
）

　既
に
チ
ー
ム
の
敗
退
は
決
ま
っ
て

い
た
が
積
極
的
に
技
を
仕
掛
け
、
指

導
の
反
則
を
奪
う
が
そ
の
後
攻
め
き

れ
ず
引
き
分
け
と
な
る
。

　佐
賀
県
と
は
、
ほ
ぼ
互
角
の
実
力

で
あ
っ
た
だ
け
に
、
勝
負
へ
の
こ
だ

わ
り
と
い
う
か
、
チ
ー
ム
に
勝
ち
の

流
れ
を
も
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ず

に
敗
退
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
が

実
感
で
す
。
こ
の
三
回
戦
で
勝
て
ば

五
位
入
賞
だ
っ
た
だ
け
に
残
念
な
試

合
結
果
で
し
た
。

　今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
勝
利
す

る
に
は
、
試
合
時
間
の
最
初
か
ら
最

後
ま
で
技
を
掛
け
続
け
る
ス
タ
ミ
ナ

を
養
い
、
正
し
い
組
み
手
か
ら
の
攻

撃
柔
道
に
徹
す
る
こ
と
が
必
要
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

　更
に
精
進
を
重
ね
最
強
・
最
高
の

チ
ー
ム
作
り
に
励
み
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　関
係
各
位
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
平
成
二
十
四
年
岐
阜
県
国

体
で
の
活
躍
を
誓
い
、
大
会
結
果
の

報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
文
責

　渡
辺
達
也
）

総 監 督 野田昭一 静岡県柔道協会理事長
総 務 勝呂良三 富士市立高校教諭
トレーナー 赤池　理 アカイケ鍼灸接骨院

監 督 渡辺達也 静岡県警察
コ ー チ 大村恭一 静岡県警察
先 鋒 鈴木壯太 筑波大学 3 年
次 鋒 鈴木　隼 拓殖大学 3 年
中 堅 渡邉勝充 帝京大学 3 年
副 将 坪山勇太 静岡県警察
大 将 鈴木慎一 静岡県警察

静岡県 3 対 ０ 福島県

先 鋒 鈴木壯 × 引き分け × 村　上

次 鋒 鈴木隼 ○ 裏　投 古　谷

中 堅 渡　邉 ○ 指導 2 野　島

副 将 坪　山 × 引き分け × 佐　藤

大 将 鈴木慎 ○ 内　股 添　田

佐賀県 3 対 0 静岡県

先 鋒 片　渕 × 引き分け × 鈴木壯

次 鋒 坂　本 ○ 指導 2 鈴木隼

中 堅 田　中 ○ 崩袈裟固 渡　邉

副 将 楢　崎 ○ 縦四方固 坪　山

大 将 陣　内 × 引き分け × 鈴木慎

　第
六
十
六
回
国
民
体
育
大
会
柔
道

競
技
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
二
日

か
ら
四
日
の
間
、
山
口
県
萩
市
の
萩

市
民
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

静岡県チーム

会長より激励される選手団

− 114 − − 115 −



（3）  第 15 号 平成 24 年３月１日柔道しずおか

第
32
回
国
体
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

平
成
23
年
８
月
21
日

　
名
張
市
武
道
交
流
館

静
岡
県
選
手
団

団

　長

　野
田
昭
一

　

 

（
静
岡
県
柔
道
協
会
強
化
委
員
長
）

総

　務

　勝
呂
良
三
（
富
士
市
立
高
校
教
諭
）

少
年
男
子

監

　督

　小
柳
津
敬
博
（
東
海
大
翔
洋
高
校
教
諭
）

コ
ー
チ

　宮
本
昌
人
（
常
葉
高
校
教
諭
）

選

　手

　福
本
真
佐
也
（
静
岡
学
園
高
校
）

　〃

　
　伊
奈
慶
貴
（
日
本
大
学
三
島
高
校
）

　〃

　
　浅
賀
慎
太
郎
（
静
岡
学
園
高
校
）

　〃

　
　藤
本
貴
大
（
浜
松
商
業
高
校
）

　〃

　
　徳
丸
佑
真
（
加
藤
学
園
高
校
）

少
年
女
子

監

　督

　西
川
勝
啓
（
裾
野
高
校
教
諭
）

コ
ー
チ

　磯
部
拡
美
（
庵
原
高
校
教
諭
）

選

　手

　神
山
悠
香
（
加
藤
学
園
高
校
）

　〃

　
　村
山
の
ど
か
（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

　〃

　
　滝
川
真
央
（
富
士
市
立
高
校
）

成
年
女
子

監

　督

　間
宮
幸
男
（
浜
松
学
院
教
諭
）

コ
ー
チ

　磯
部
拡
美
（
少
年
成
年
兼
任
）

選

　手

　鈴
木
り
ほ
（
東
海
大
学
）

　〃

　
　岩
澤
胡
桃
（
愛
知
産
業
大
学
）

　〃

　
　土
屋
文
香
（
東
海
大
学
）

　

　少
年
男
女
・
成
年
女
子
と
も
に
本

選
出
場
は
、
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
１

チ
ー
ム
で
、
毎
年
厳
し
い
戦
い
を
強

い
ら
れ
る
。

　少
年
男
子
は
、
大
成
高
校
を
中
心

と
す
る
愛
知
に
よ
く
善
戦
し
、
２
位

と
な
り
、
来
年
に
弾
み
を
つ
け
た
。

　少
年
女
子
は
、
全
国
の
中
で
も
、

レ
ベ
ル
が
高
く
、
岐
阜
・
愛
知
・
静

岡
の
三
つ
巴
の
戦
い
と
な
り
、
代
表

と
な
っ
た
愛
知
に
は
、
１
対
１
の
内

容
負
け
で
、
惜
し
く
も
本
選
出
場
を

逃
し
た
。
愛
知
が
本
国
体
を
優
勝
し

て
い
る
だ
け
に
、
残
念
な
敗
戦
で

あ
っ
た
。

　成
年
女
子
は
来
年
度
に
国
体
開
催

を
控
え
て
い
る
岐
阜
が
、
全
日
本
強

化
選
手
３
名
を
揃
え
、
圧
勝
し
た
。

　来
年
は
、
全
種
別
出
場
を
目
指
し

て
、
頑
張
り
た
い
。

平
成
23
年
５
月
８
日
午
前
９
時
30
分

　

 

静
岡
県
武
道
館

　恒
例
の
柔
道
祭
が
今
年
度
も
県
武

道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
安
齊
会
長
の

挨
拶
に
続
き
、
静
岡
学
園
高
校
の
佐

藤
和
哉
君
に
よ
り
選
手
宣
誓
が
行
わ

れ
た
。
佐
藤
君
は
全
日
本
カ
デ
柔
道

体
重
別
選
手
権
大
会
で
も
選
手
宣
誓

を
し
て
お
り
、
今
回
も
す
ば
ら
し
い

宣
誓
を
し
て
く
れ
た
。
選
手
宣
誓
に

続
き
、
恒
例
の
柔
道
協
会
表
彰
が
行

わ
れ
た
。
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の

通
り
。

平
成
23
年
度
静
岡
県
柔
道
協
会
表
彰

《
永
年
功
労
賞
》

　
　
　
　六
段

　
　稲
木
寛
男

　
　
　
　六
段

　
　宮
本
達
夫

　
　
　
　六
段

　
　石
田
泰
嗣

　
　
　
　四
段

　
　佐
々
木
清
作

《
功
労
賞
》

　
　
　
　七
段

　
　磯
部
正
博

　
　
　
　六
段

　
　横
山
尚
博

　
　
　
　五
段

　
　松
沢
正
信

　
　
　
　五
段

　
　清

　恵
二

　
　
　
　五
段

　
　渡
辺
明
彦

　
　
　
　五
段

　
　渡
邉
武
彦

　
　
　
　五
段

　
　才
茂
一
幸

　
　
　
　五
段

　
　高
山
知
久

　
　
　
　四
段

　
　伊
藤
道
明

　
　
　
　四
段

　
　加
藤
浩
之

　
　
　
　四
段

　
　川
口
善
弘

《
優
秀
指
導
者
賞
》

　
　
　
　五
段

　
　鈴
木
克
美

（
東
海
大
学
付
属
翔
洋
高
校
中
等
部

柔
道
部
顧
問
）

平
成
23
年
度
全
日
本
カ
デ
柔
道
体
重

別
選
手
権
大
会
女
子
70
㎏
級
優
勝

　

遠
田
真
子
選
手
を
育
成

《
優
秀
選
手
賞
》

　
　
　
　初
段

　
　遠
田
真
子

（
東
海
大
学
付
属
翔
洋
高
校
中
等
部

３
年
）

平
成
23
年
度
全
日
本
カ
デ
柔
道
体
重

別
選
手
権
大
会
女
子
70
㎏
級
優
勝
、

世
界
カ
デ
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

に
日
本
代
表
と
し
て
出
場

　表
彰
に
続
き
試
合
が
開
始
さ
れ
た
。

小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
県
内
の
柔
道

選
手
が
一
同
に
集
ま
る
唯
一
の
大
会

で
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
を

見
せ
て
い
た
。

第
53
回
静
岡
県
柔
道
祭
成
績

団
体
成
績

小
学
校
の
部

　１
位

　静
岡
錬
心
館

　２
位

　神
士
館

　３
位

　富
士
市
柔
道
会

　３
位

　育
誠
館

中
学
校
の
部
（
男
子
）

　１
位

　静
岡
学
園
中
学

　２
位

　東
海
大
翔
洋
中
学

　３
位

　笠
井
中
学

　３
位

　常
葉
学
園
橘
中
学

中
学
校
の
部
（
女
子
）

　１
位

　藤
枝
順
心
中
学

　２
位

　東
海
大
翔
洋
中
学

　３
位

　大
仁
柔
道
会

　３
位

　大
仁
中
学

高
校
の
部
（
男
子
）

　１
位

　静
岡
学
園
高
校

　２
位

　浜
松
商
業
高
校

　３
位

　飛
龍
高
校

　３
位

　市
立
沼
津
高
校

高
校
の
部
（
女
子
）

　１
位

　東
海
大
翔
洋
高
校

　２
位

　藤
枝
順
心
高
校

　３
位

　加
藤
学
園
高
校

　３
位

　静
岡
学
園
高
校

一
般
の
部

　１
位

　Ｓ
Ｓ
Ｕ
柔
道
ク
ラ
ブ

　２
位

　東
海
翔
柔
ク
ラ
ブ

　３
位

　韮
山

　３
位

　富
士
市
柔
道
会

優
秀
選
手

小
学
校
の
部

　黒
柳
篤
季
（
錬
心
館
）

　大
橋
海
斗
（
神
士
館
）

中
学
校
の
部
（
男
子
）

　佐
野
安
大
（
静
岡
学
園
中
学
）

　岡
村
康
平
（
東
海
大
翔
洋
中
学
）

中
学
校
の
部
（
女
子
）

　渡
辺
香
奈
（
藤
枝
順
心
中
学
）

　山
本
ひ
な
（
東
海
大
翔
洋
中
学
）

高
校
の
部
（
男
子
）

　小
澤
秀
彰
（
静
岡
学
園
高
校
）

　下
田
一
輝
（
浜
松
商
業
高
校
）

高
校
の
部
（
女
子
）

　堀
川
都
美
（
東
海
大
翔
洋
高
校
）

　小
川
莉
歩
（
藤
枝
順
心
高
校
）

一
般
の
部

　内
田
武
三
士
（
Ｓ
Ｓ
Ｕ
柔
道
ク
ラ
ブ
）

　古
賀

　航
（
東
海
翔
柔
ク
ラ
ブ
）

第53回
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第 15 号（4）平成 24 年３月１日 柔道しずおか

飯
田
稔
先
生
が
長
年
「
教
育
学

術
文
化
ス
ポ
ー
ツ
」
の
分
野
で
貢

献
し
た
と
し
て
、
静
岡
県
知
事
表

彰
を
受
け
ら
れ
た
。
表
彰
式
が
文

化
の
日
県
庁
別
館
二
十
一
階
の
展

望
ロ
ビ
ー
で
行
わ
れ
た
。
柔
道
協

会
と
し
て
は
十
一
月
二
十
六
日
理

事
会
の
後
、
先
生
の
受
賞
を
お
祝

い
す
る
会
を
開
催
し
た
。

恒
例
の
静
岡
県
柔
道
協
会
優
秀
選

手
表
彰
が
11
月
26
日
ホ
テ
ル
シ
テ
ィ

オ
静
岡
で
行
わ
れ
た
。
対
象
者
は
新

人
選
手
紹
介
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
す
る

以
下
の
選
手
た
ち
で
あ
る
。
特
に
佐

藤
君
は
２
年
連
続
で
の
表
彰
と
な
っ

た
。
表
彰
さ
れ
た
選
手
は
、
第
31
回

全
国
少
年
柔
道
大
会
個
人
戦
６
年
の

部
で
３
位
に
入
賞
し
た
渡
辺
将
一
君

静
岡
錬
心
館
道
場
）、
平
成
23
年
度

全
日
本
カ
デ
柔
道
体
重
別
選
手
権
大

会
女
子
70
㎏
級
優
勝
・
２
０
１
１
年

度
カ
デ
体
重
別
選
手
権
大
会
女
子
70

㎏
級
準
優
勝
の
遠
田
真
子
さ
ん
（
東

海
大
翔
洋
高
等
学
校
中
等
部
）、
平

成
23
年
度
全
日
本
カ
デ
柔
道
体
重
別

選
手
県
大
会
男
子
50
㎏
級
３
位
入
賞

の
杉
山
慎
吾
君
（
常
葉
学
園
橘
高
等

学
校
）、
平
成
23
年
度
全
日
本
カ
デ

柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会
男
子
90
㎏

級
３
位
入
賞
の
佐
藤
和
哉
君
（
静
岡

学
園
高
等
学
校
）、
平
成
23
年
度
全

日
本
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
体
重
別
選
手
権

大
会
男
子
55
㎏
級
３
位
の
鈴
木
優
希

君
（
常
葉
学
園
橘
高
等
学
校
）、
平

成
23
年
度
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
体

重
別
選
手
権
大
会
女
子
48
㎏
級
３

位
・
平
成
23
年
度
講
道
館
杯
全
日
本

柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会
女
子
48
㎏

級
３
位
の
岡
本
理
帆
さ
ん
（
藤
枝
順

心
高
等
学
校
）
の
６
人
で
あ
る
。

安
齊
会
長
か
ら
挨
拶
が
行
わ
れ
た

後
、
賞
状
と
記
念
品
が
参
加
者
に
授

与
さ
れ
た
。
選
手
を
代
表
し
て
遠
田

真
子
選
手
が
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
閉

会
し
た
。

稔
元
静

飯飯
田
稔
田
稔稔
元元
静静
岡岡
県県
柔柔
道

会
副
会

協
会
協
会会
副
会
副
会会
長

元
西
部
地
区
幹
事
長
）

（（
元元
西西
部
地
部
地地
区区
幹幹
事事
長
）
長
）

事
表
彰
を
受
け
る

県県
知知
事事
表表
彰
を
彰
をを
受
け
受
けけ
る

柔
道
協
会

優
秀
選
手
表
彰

第
28
回

春
季
静
岡
県
大
学
高
専
柔
道
大
会

５
月
３
日
（
火
・
祝
）

静
岡
市
北
部
体
育
館

団
体
の
部

優
勝

静
岡
産
業
大
学
Ａ

個
人
の
部

女
子
無
差
別
級

優
勝

澤
口
桃
子
（
静
岡
産
業
大
学
）

男
子
66
㎏
級

優
勝

岩
本
洋
範
（
東
海
大
学
）

男
子
81
㎏
級

優
勝

大
木

翔
（
静
岡
産
業
大
学
）

男
子
81
㎏
超
級

優
勝

伊
藤
陽
介
（
静
岡
産
業
大
学
）

第
31
回
全
国
少
年
柔
道
大
会

５
月
５
日
（
木
・
祝
）

講
道
館

団
体
戦

静
岡
錬
心
館

２
回
戦
進
出

個
人
戦

５
年
生

村
松
孝
紀

初
戦
敗
退

６
年
生

渡
辺
将
一

３
位
入
賞

平
成
23
年
度
東
海
地
区
形
競
技
大
会

７
月
３
日
（
日
）

名
張
市
武
道
交
流
館

投
の
形

取
四
段

齋
藤
修
司

受
四
段

尾
藤
設
則

固
の
形

取
四
段

川
島
伸
夫

受
四
段

伊
藤
厚
志

極
の
形

取
五
段

森
下
良
男

受
五
段

高
林
祐
介

柔
の
形

取
七
段

白
井
康
二

受
女
子
五
段白

井
恵
子

講
道
館
護
身
術

取
六
段

一
瀬

誠

受
六
段

竹
内
紀
久
夫

五
の
形

取
七
段

磯
部
正
博

受
七
段

中
村
寿
一

古
式
の
形

取
七
段

渡
辺
達
也

受
七
段

小
野
瀬
康
行

１
位
全
国
大
会
出
場

人以藤た全部（全会度㎏海成選の

優秀選手を囲んで

お礼の言葉を述べる遠田選手
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平
成
23
年
度
静
岡
県
成
年
柔
道

体
重
別
選
手
権
大
会 

兼 

国
民
体
育

大
会
柔
道
競
技
候
補
選
手
選
考
会

 
７
月
９
日
（
土
）

 
静
岡
県
武
道
館

成
年
男
子

60
㎏
級

　鈴
木
壮
太
（
筑
波
大
学
） 
１
位

73
㎏
級

　鈴
木

　隼
（
拓
殖
大
学
）

　

 

１
位

90
㎏
級

　渡
邉
勝
充
（
帝
京
大
学
）

　

 

１
位

無
差
別

　鈴
木
慎
一
（
静
岡
県
警
察
）

　

 

１
位

成
年
女
子

52
㎏
級

　鈴
木
理
穂
（
東
海
大
学
）

　

 

１
位

70
㎏
級

　岩
澤
胡
桃
（
愛
知
産
業
大
学
）

　

 

１
位

無
差
別

　土
屋
文
香
（
東
海
大
学
）

　

 

１
位

平
成
23
年
度
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道

体
重
別
選
手
権
大
会
東
海
地
区
予
選
会

 

７
月
10
日
（
日
）

 

三
重
県
名
張
武
道
館

男
子

55
㎏
級

　鈴
木
優
希
（
常
葉
橘
高
校
）

　

 

１
位

60
㎏
級

　福
本
真
佐
也
（
静
岡
学
園
高
校
） 

２
位

66
㎏
級

　石
田

　亘
（
浜
松
商
業
高
校
）

　

 

４
位

73
㎏
級

　伊
奈
慶
貴
（
日
大
三
島
高
校
）

　

 

１
位

81
㎏
級

　浅
賀
慎
太
郎
（
静
岡
学
園
高
校
）
３
位

90
㎏
級

　山
本
雄
也
（
浜
松
商
業
高
校
）

　

 

３
位

100
㎏
級

　佐
藤
和
哉
（
静
岡
学
園
高
校
）

　

 

２
位

100
㎏
超
級

　小
澤
秀
彰
（
静
岡
学
園
高
校
）

　

 

４
位

女
子

44
㎏
級

　井
口
可
菜
美
（
浜
松
商
業
高
校
） 

２
位

48
㎏
級

　岡
本
理
帆
（
藤
枝
順
心
高
校
）

　
 

１
位

52
㎏
級

　神
山
悠
香
（
加
藤
学
園
高
校
）

　

 

２
位

57
㎏
級

　松
川
美
世
（
藤
枝
順
心
高
校
）

　

 

３
位

63
㎏
級

　原
田
祐
花
（
静
岡
学
園
高
校
）

　

 

１
位

70
㎏
級

　村
山
の
ど
か
（
市
立
沼
津
高
校
） 

２
位

78
㎏
級

　菊
池
優
貴
乃
（
静
岡
学
園
高
校
） 

１
位

78
㎏
超
級

　中
村

　優
（
藤
枝
順
心
高
校
）

　

 

４
位

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

平
成
23
年
度
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

 

９
月
10
日
（
土
）
〜
11
日
（
日
）

 

埼
玉
県
立
武
道
館

女
子

48
㎏
級

　岡
本
理
帆
（
藤
枝
順
心
高
校
）

　

 

３
位

63
㎏
級

　原
田
祐
花
（
静
岡
学
園
高
校
）

 

１
回
戦
敗
退

70
㎏
級

　村
瀬
由
樹（
静
岡
学
園
高
校
〜
国
際
武
道
大
学
）

　

 

１
回
戦
敗
退

78
㎏
級

　菊
池
優
貴
乃
（
静
岡
学
園
高
校
）

 

２
回
戦
敗
退

男
子

55
㎏
級

　鈴
木
優
希
（
常
葉
橘
高
校
）

　

 

３
位

66
㎏
級

　吉
澤

　駿
（
静
岡
学
園
高
校
〜
東
洋
大
学
）

 

２
回
戦
敗
退

73
㎏
級

　伊
奈
慶
貴
（
日
大
三
島
高
校
）

 
１
回
戦
敗
退

90
㎏
級

　細
川
敦
大
（
浜
松
商
業
高
校
〜
日
体
大
学
）

 

１
回
戦
敗
退

第
36
回
全
国
教
員
柔
道
大
会

 

８
月
６
日
（
土
））

 

講
道
館

　第
36
回
全
国
教
員
柔
道
大
会
は
、

東
京
講
道
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

静
岡
県
チ
ー
ム
は
、
中
堅
の
ベ
テ
ラ

ン
井
口
選
手
を
中
心
に
、
小
塚
選
手
、

山
崎
選
手
、
大
場
選
手
に
初
出
場
の

川
端
選
手
と
団
結
力
の
あ
る
メ
ン

バ
ー
で
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　静
岡
県
は
、
開
会
式
直
後
の
第
１

試
合
に
て
、
第
１
回
戦
で
岩
手
県
と

対
戦
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
２

対
１
で
初
戦
敗
退
に
終
わ
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　２
対
１
で
初
戦
で
敗
退
し
ま
し
た

が
、
選
手
は
、
皆
、
全
力
を
尽
く
し

て
力
を
出
し
切
る
試
合
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
と
柔
道

の
指
導
方
針
や
学
校
で
の
仕
事
内
容

な
ど
の
情
報
交
換
も
あ
り
大
変
勉
強

に
な
る
時
間
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま

し
た
。

　私
自
身
も
、
初
め
て
の
教
員
大
会

の
監
督
で
大
変
に
良
い
経
験
を
し
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
監
督
を
さ
せ
て

も
ら
っ
た
事
に
大
変
感
謝
し
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

監
督

　藤
巻
文
雄

１
回
戦

　静
岡
県
１

－

２
岩
手
県

監
督

　藤
巻
文
雄
（
御
殿
場
西
高
校
）

大
将

　大
場
章
吾
（
沼
津
商
業
高
校
）

副
将

　小
塚
直
哉
（
飛
龍
高
校
）

中
堅

　井
口
往
彦
（
浜
北
西
高
校
）

次
鋒

　山
崎
大
介
（
磐
田
南
高
校
）

先
鋒

　川
端
常
弘
（
湖
西
高
校
）

第
８
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会

 

８
月
28
日
（
日
）

 

大
阪
中
央
体
育
館

５
年
男
子
45
㎏
級

　村
松
孝
紀
（
静
岡
錬
心
館
）

 

２
回
戦
進
出

５
年
男
子
45
㎏
超
級

　杉
本
康
平
（
清
水
町
柔
道
会
）

 

初
戦
敗
退

６
年
男
子
50
㎏
級

　小
笠
原
一
貴
（
静
岡
錬
心
館
）

 

２
回
戦
進
出

６
年
男
子
50
㎏
超
級

　渡
辺
将
一
（
静
岡
錬
心
館
）

 

３
回
戦
進
出

５
年
女
子
40
㎏
級

　池
谷

　弥
（
育
誠
館
） 

２
回
戦
進
出

５
年
女
子
40
㎏
超
級

　澤
崎
莉
子
（
清
水
町
柔
道
会
）

 

ベ
ス
ト
８
進
出

６
年
女
子
45
㎏
級

　鶴
巻

　実
（
神
士
館
） 

 

２
回
戦
進
出

６
年
女
子
45
㎏
超
級

　井
上
明
日
香
（
神
士
館
）

 

３
回
戦
進
出
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平
成
23
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

第
60
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
大
会

 

８
月
９
日
（
火
）
〜
13
日
（
土
）

 
秋
田
県
立
武
道
館

男
子
団
体

　静
岡
学
園
高
校

 

３
回
戦
敗
退
（
ベ
ス
ト
16
）

女
子
団
体

　東
海
大
翔
洋
高
校

 

３
回
戦
敗
退
（
ベ
ス
ト
16
）

男
子
個
人

60
㎏
級

　福
本
真
佐
也
（
静
岡
学
園
高
校
）

 

１
回
戦
敗
退

66
㎏
級

　佐
藤
光
将
（
静
岡
学
園
高
校
）

 

３
回
戦
敗
退
（
ベ
ス
ト
16
）

73
㎏
級

　伊
奈
慶
貴
（
日
大
三
島
高
校
）

　

 

２
回
戦
進
出

81
㎏
級

　田
中
健
登
（
東
海
大
翔
洋
高
校
）

　

 

３
回
戦
敗
退
（
ベ
ス
ト
16
）

90
㎏
級

　山
本
雄
也
（
浜
松
商
業
高
校
）

 

１
回
戦
敗
退

100
㎏
級

　下
田
一
輝
（
浜
松
商
業
高
校
）

 

２
回
戦
進
出

100
㎏
超
級

　德
丸
佑
真
（
加
藤
学
園
高
校
）

 

１
回
戦
敗
退

女
子
個
人

48
㎏
級

　岡
本
理
帆
（
藤
枝
順
心
高
校
）

 

５
位
（
ベ
ス
ト
８
）

52
㎏
級

　秋
山
侑
里
佳
（
藤
枝
順
心
高
校
）

 

１
回
戦
敗
退

57
㎏
級

　松
川
美
世
（
藤
枝
順
心
高
校
）

 

３
回
戦
進
出
（
ベ
ス
ト
16
）

63
㎏
級

　原
田
祐
花
（
静
岡
学
園
高
校
）

 

１
回
戦
敗
退

70
㎏
級

　村
山
の
ど
か
（
市
立
沼
津
高
校
）

 

３
回
戦
進
出
（
ベ
ス
ト
16
）

78
㎏
級

　菊
池
優
貴
乃
（
静
岡
学
園
高
校
）

　

 

５
位
（
ベ
ス
ト
８
）

78
㎏
超
級

　滝
川
真
央
（
富
士
市
立
高
校
）

 
１
回
戦
敗
退

第
42
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

 

８
月
22
日
（
月
）
〜
25
日
（
木
）

 

和
歌
山
ビ
ッ
グ
ホ
エ
ー
ル

男
子
団
体

予
選
リ
ー
グ
敗
退

　静
岡
学
園
中
学
校

１
－

２

　

 

東
海
大
相
模
（
神
奈
川
）

２

－

１

　

 

出
雲
第
一
（
島
根
）

女
子
団
体

予
選
リ
ー
グ
敗
退

　東
海
大
翔
洋
中
学
校

３

－

０

　

 

下
吉
田
（
山
梨
）

０

－

１ 

広
陵
（
奈
良
）

男
子
個
人
戦

50
㎏
級

　上
村
悠
真
（
高
台
中
学
校
）

 

１
回
戦
敗
退

55
㎏
級

　小
林
大
貴
（
金
岡
中
学
校
）

 

２
回
戦
進
出

60
㎏
級

　望
月
飛
翔
（
静
岡
学
園
中
学
校
） 

 

３
回
戦
進
出

66
㎏
級

　辻

　大
成
（
静
岡
学
園
中
学
校
）

 

１
回
戦
敗
退

73
㎏
級

　佐
野
安
大
（
静
岡
学
園
中
学
校
）

 

３
回
戦
進
出

81
㎏
級

　植
田
蒼
太
朗
（
高
台
中
学
校
）

 

３
回
戦
進
出

90
㎏
級

　花
井
拓
哉
（
中
郡
中
学
校
）

 

２
回
戦
（
初
戦
敗
退
）

90
㎏
超
級

　岡
村
康
平
（
東
海
大
翔
洋
中
学
校
）

 

２
回
戦
（
初
戦
敗
退
）

女
子
個
人
戦

44
㎏
級

　鈴
木
茉
莉
（
藤
枝
順
心
中
学
校
）

 

２
回
戦
進
出

48
㎏
級

　成
宮
妃
世
梨
（
藤
枝
順
心
中
学
校
）

 

３
回
戦
進
出

52
㎏
級

　川
原
礼
花
（
東
海
大
翔
洋
中
学
校
）

 

２
回
戦
（
初
戦
敗
退
）

57
㎏
級

　山
本
ひ
な
（
東
海
大
翔
洋
中
学
校
）

 

２
回
戦
進
出

63
㎏
級

　安
竹
真
利
奈
（
東
海
大
翔
洋
中
学
校
）

 

２
回
戦
進
出

70
㎏
級

　遠
田
真
子
（
東
海
大
翔
洋
中
学
校
）

 

ベ
ス
ト
８
進
出

70
㎏
超
級

　楠

　麻
衣
（
長
岡
中
学
校
）

 

２
回
戦
（
初
戦
敗
退
）

個
人
戦

　平
成
24
年
１
月
14
日（
土
）

　
　
　
　

 

県
武
道
館

団
体
戦

　平
成
24
年
１
月
21
日（
土
）

　
　
　
　

 

県
武
道
館

　各
部
門
県
大
会
１
位
が
左
記
の
日

程
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
県
代
表

と
し
て
出
場
す
る
。

　男
女
個
人
試
合

　
　
　
　平
成
24
年
３
月
19
日（
月
）

　男
女
団
体
試
合

　
　
　
　平
成
24
年
３
月
20
日（
火
）

　
　
　
　

 

日
本
武
道
館

男
子
団
体

優
勝

　
　静
岡
学
園
高
等
学
校

　

　
　
　

   

〈
２
年
連
続
10
度
目
〉

２
位

　
　藤
枝
明
誠
高
等
学
校

３
位

　
　常
葉
橘
高
等
学
校

女
子
団
体

優
勝

　
　沼
津
市
立
高
等
学
校

　
　
　

   

〈
初
出
場
〉

２
位

　
　富
士
市
立
高
等
学
校

３
位

　
　加
藤
学
園
高
等
学
校

男
子
個
人
優
勝
者

60
㎏
級

　大
場
隆
成
（
浜
松
城
北
工
業
高
校
）

73
㎏
級

　新
見
公
秀
（
浜
北
西
高
校
）

81
㎏
級

　浅
賀
慎
太
郎
（
静
岡
学
園
高
校
）

90
㎏
級

　伴
野
佑
樹
（
新
居
高
校
）

無
差
別
級

　佐
藤
和
哉
（
静
岡
学
園
高
校
）

女
子
個
人
優
勝
者

52
㎏
級

　岡
本
理
帆（
藤
枝
順
心
高
校
）〈
２
年
連
続
〉

57
㎏
級

　前
山
理
菜
（
加
藤
学
園
高
校
）

63
㎏
級

　古
川
稜
子
（
市
立
沼
津
高
校
）

70
㎏
級

　村
山
の
ど
か
（
市
立
沼
津
高
校
）〈
２
年
連
続
〉

無
差
別
級

　滝
川
真
央
（
富
士
市
立
高
校
）

 

 

平
成
24
年
２
月
４
日
（
土
）

 

県
武
道
館

男
子

１
位

　増
田
圭
省
（
県
警
）

２
位

　小
椋
俊
彦
（
県
警
）

３
位

　齊
藤
和
仁
（
県
警
）

女
子

１
位

　村
山
の
ど
か
（
沼
津
市
立
高
）

２
位

　滝
川
真
央
（
富
士
市
立
高
）

３
位

　原
田
祐
花
（
静
岡
学
園
高
）

　男
女
と
も
１
・
２
位
が
東
海
大
会

に
出
場
す
る

 

平
成
24
年
２
月
26
日
（
日
）

 

県
武
道
館

１
位

　清
水
町
柔
道
会

速
報

　高
校
新
人
柔
道
大
会

速
報

　静
岡
県
柔
道
選
手
権
大
会

速
報

　少
年
柔
道
団
体
選
手
権
大
会
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講
道
館
講
習
会
・
静
岡
県
中
央
形
講
習
会
開
催

平
成
23
年
７
月
17
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

静
岡
市
北
部
体
育
館

講
師

　道
場
良
久
七
段

（
講
道
館
指
導
員
・
警
視
庁
柔
道
師
範
）

　講
道
館
形
講
習
会
が
県
中
央
形
講

習
会
を
兼
ね
て
開
催
さ
れ
た
。
今
年

度
は
警
視
庁
の
師
範
で
あ
る
道
場
先

生
に
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
。
受
講

者
は
役
員
５
名
、
受
講
生
37
名
で

あ
っ
た
。
講
習
の
様
子
を
八
木
卓
審

判
研
修
委
員
長
に
伝
え
て
い
た
だ
く
。

　　講
道
館
講
習
会
・
静
岡
県
形
中
央

講
習
会
が
、
平
成
二
三
年
七
月
一
七

日
（
日
）
静
岡
市
北
部
体
育
館
に
お

い
て
、
講
師
に
警
視
庁
師
範
・
講
道

館
指
導
員
の
道
場
良
久
先
生
を
お
迎

え
し
て
、
県
内
各
地
か
ら
の
受
講
生

三
七
名
の
参
加
を
も
っ
て
開
催
さ
れ

た
。
道
場
先
生
は
今
年
度
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
行
わ
れ
た
講
道
館
講
習
会
に
講

師
と
し
て
参
加
、
ま
た
、
講
道
館
形

シ
リ
ー
ズ
の
「
固
の
形
」
で
演
技
さ

れ
る
な
ど
豊
富
な
形
指
導
の
ご
経
験

が
あ
り
大
変
分
か
り
易
い
ご
指
導
を

頂
い
た
。

　講
習
の
最
初
に
「
形
の
演
技
は
、

礼
法
、
姿
勢
、
攻
防
の
動
き
、
取
と

受
の
位
置
な
ど
全
部
を
含
め
て
演

技
と
な
る
。」
と
述
べ
ら
れ
、
踞
姿
、

膝
行
、
受
の
仰
臥
姿
勢
な
ど
参
加
者

全
員
を
見
て
回
り
、
丁
寧
に
ご
指
導

さ
れ
た
。
抑
込
技
の
指
導
に
入
る
に

当
た
り
、「
固
の
形
は
乱
取
の
形
で

す
が
、
投
の
形
と
比
べ
、
固
の
形
は

地
味
で
す
の
で
、
取
の
極
め
に
対
し

て
、
受
が
そ
れ
か
ら
逃
げ
る
た
め
の

攻
防
の
理
合
い
を
表
現
す
る
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
動
き
に
関
連
性
を
持
た

せ
、
動
作
を
大
き
く
表
現
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。」
と
話
さ
れ
、
そ
の

為
に
は
、
取
が
極
め
の
あ
と
、
受
が

動
き
を
作
れ
る
よ
う
多
少
の
隙
を

作
っ
て
や
る
と
受
の
動
き
を
大
き
く

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
ア
ド
バ

イ
ス
を
頂
い
た
。

　取
と
受
の
攻
防
の
理
合
い
を
理
解

す
る
た
め
に
、
袈
裟
固
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
三
つ
の
動
き
を
確
認
し
た
。

①
受
は
右
掌
に
左
掌
を
添
え
て
取
の

左
肘
の
逆
を
取
る
。
取
は
こ
れ
に
応

じ
て
左
足
を
大
き
く
踏
み
出
し
、
う

つ
伏
せ
で
対
応
す
る
。
②
受
は
あ
お

り
を
利
用
し
て
右
膝
を
取
の
体
の
下

へ
入
れ
る
。
取
は
腰
を
切
っ
て
こ
れ

に
応
ず
る
。
③
受
は
取
の
左
肩
越
し

か
ら
帯
（
背
中
）
を
と
り
に
い
き
、

鉄
砲
で
返
す
。
取
は
左
足
を
大
き
く

踏
み
出
し
う
つ
伏
せ
に
な
っ
て
応
ず

る
。
そ
し
て
、
受
は
「
参
り
」
の
合

図
を
す
る
。
そ
し
て
、
攻
防
に
よ
っ

て
移
動
し
た
位
置
か
ら
、
取
は
受
を

最
初
の
仰
臥
姿
勢
の
位
置
へ
戻
し
近

間
、
東
間
と
移
動
し
て
踞
姿
す
る
。

　こ
の
三
つ
の
攻
防
の
動
作
を
１
つ

ず
つ
確
実
に
で
き
る
よ
う
に
し
て
、

何
回
も
繰
り
返
し
、
最
後
は
、
取
の

極
め
か
ら
受
の
「
参
り
」
ま
で
の
動

き
を
途
切
れ
る
こ
と
な
く
行
え
る
よ

う
に
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
方
法
で
、
三
つ
の
受

の
逃
げ
方
と
取
の
対
応
を
決
め
、
肩

固
、
上
四
方
固
、
横
四
方
固
、
崩
上

四
方
固
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
礼

法
か
ら
抑
込
技
の
五
本
を
通
し
で
練

習
し
て
、
午
前
の
部
を
終
了
し
た
。

　午
後
の
部
は
十
三
時
か
ら
始
ま
り
、

先
生
が
参
加
さ
れ
た
三
月
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
講
道
館
講
習
会
の
様
子
や
感

想
な
ど
の
講
演
で
講
習
が
始
ま
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
実
情
や
今
後
の
世
界

選
手
権
の
展
望
な
ど
例
を
挙
げ
て
お

話
さ
れ
た
の
で
大
変
興
味
深
く
聞
く

こ
と
が
で
き
た
。

　講
演
に
引
き
続
き
、
絞
技
に
入
り
、

片
十
字
絞
、裸
絞
、送
襟
絞
、片
羽
絞
、

逆
十
字
絞
と
取
の
細
か
い
留
意
点
と

受
の
応
じ
方
の
指
導
を
受
け
た
。
特

に
受
の
「
参
り
」
の
際
の
姿
勢
が
活

き
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
そ
れ

を
是
正
す
る
方
法
の
指
導
を
受
け
た
。

　続
い
て
、
関
節
技
に
入
り
腕
緘
、

腕
挫
腕
固
、
腕
挫
十
字
固
、
腕
挫
膝

固
、
足
緘
と
取
の
細
か
い
留
意
点
と

受
の
応
じ
方
の
指
導
を
受
け
た
。
受

の
襟
を
取
り
に
行
く
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、

教
本
に
取
の
「
攻
め
る
気
勢
」
と
表

現
し
て
あ
る
よ
う
に
、
約
束
で
そ
れ

が
分
か
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
、

腕
挫
十
字
固
で
は
受
は
取
の
襟
を
取

り
に
行
く
と
き
親
指
が
襟
の
中
に
入

り
、
取
ら
れ
た
瞬
間
親
指
が
上
に
な

る
よ
う
に
取
る
こ
と
、
腕
挫
膝
固
で

は
取
に
右
足
先
を
左
内
股
に
当
て
大

き
く
前
に
崩
さ
れ
た
と
き
し
っ
か
り

左
手
で
前
受
け
身
を
取
っ
て
右
膝
を

付
き
踏
ん
張
る
こ
と
、
等
の
指
導
が

あ
っ
た
。

　休
憩
を
挟
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組

で
抑
込
技
か
ら
関
節
技
ま
で
を
通
し

で
練
習
し
て
、
最
後
に
受
講
生
を
代

表
し
て
山
崎
敦
史
三
段
・
本
山
太
一

郎
三
段
、
海
野
幸
雄
六
段
・
加
藤
毅

士
二
段
の
二
組
が
講
習
の
成
果
を
演

じ
、
他
の
受
講
生
の
拍
手
を
浴
び
る

中
、
道
場
先
生
か
ら
お
誉
め
の
言
葉

を
頂
い
た
。
そ
し
て
、
本
講
習
へ
の

受
講
生
の
取
り
組
み
へ
の
講
評
と
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
更
な
る
向
上
を
目

指
す
よ
う
期
待
が
述
べ
ら
れ
講
習
会

が
無
事
終
了
し
た
。

　静
岡
県
で
は
、
三
月
に
第
一
回

「
形
」
競
技
会
が
開
催
さ
れ
、
古
式
の

形
を
除
く
六
つ
の
形
に
七
組
の
参
加

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
五
月
に
は
静
岡

県
柔
道
整
復
士
会
柔
道
大
会
で
第
一

回
小
学
生
「
形
」
競
技
会
が
開
催
さ

れ
、
投
の
形
に
九
組
の
出
場
が
あ
っ

た
。
投
げ
の
形
で
優
勝
し
た
神
士
館

の
鶴
巻
実
さ
ん
と
平
井
佑
佳
さ
ん
の

演
技
は
大
変
素
晴
ら
し
く
、
会
場
の

大
勢
の
皆
さ
ん
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が

送
ら
れ
た
。
小
学
生
の
段
階
か
ら
形

を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
技
の
理
解

が
更
に
深
ま
り
今
後
の
技
術
向
上
と

大
会
で
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。
ま

た
、
正
し
い
取
と
受
の
動
作
を
正
確

に
出
来
る
よ
う
に
ご
指
導
さ
れ
た
先

生
方
の
ご
尽
力
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

　講
道
館
講
習
会
は
、
講
師
に
形
を

極
め
た
素
晴
ら
し
い
先
生
方
が
派
遣

さ
れ
る
の
で
、
分
か
り
易
い
丁
寧
な

ご
指
導
に
よ
っ
て
、
形
の
ビ
デ
オ
や

Ｄ
Ｖ
Ｄ
ま
た
教
本
で
は
な
か
な
か
理

解
で
き
な
い
こ
と
が
大
変
よ
く
分
か

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

先
生
方
の
ご
体
験
や
柔
道
界
の
立
場

に
よ
り
、
中
央
や
世
界
の
柔
道
に
つ

い
て
お
話
が
聞
け
る
こ
と
も
大
変
大

き
な
魅
力
で
す
。

　形
講
習
会
に
多
数
参
加
さ
れ
て
、

昇
段
の
た
め
、
形
競
技
大
会
の
出
場

を
目
指
す
、
後
進
の
た
め
に
形
指
導

の
技
術
向
上
を
目
指
す
等
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
、
こ
う
し
た
機
会
を
有
効

に
活
か
し
て
く
れ
る
こ
と
を
望
み
ま

す
。
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　各
地
区
で
柔
道
人
口
拡
大
の
た
め

の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
西
部
地
区
の
取
り
組
み
を
中

心
に
各
地
区
の
取
り
組
み
を
報
告
す

る
。

 

西
部
地
区 

親
子
柔
道
教
室
開
催

浜
松
市
武
道
館

平
成
23
年
11
月
６
日
午
後
１
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で

主
催

静
岡
県
柔
道
協
会
、
静
岡
文

化
芸
術
大
学

共
催

静
岡
県
西
部
地
区
柔
道
協
会

協
賛

西
部
柔
道
場
連
盟

講
師

溝
口
紀
子
（
静
岡
文
化
芸
術

大
学
准
教
授
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
）

講
師

青
木

倫
（
株
式
会
社
河
合

楽
器
製
作
所
体
育
事
業
部
健
康
増
進

推
進
室
長
）

幼
稚
園
の
年
少
か
ら
小
学
２
年
生

ま
で
を
対
象
と
し
た
親
子
柔
道
教
室

が
西
部
地
区
で
も
開
催
さ
れ
た
。
女

性
の
柔
道
人
口
を
増
や
す
対
策
の
一

環
と
し
て
県
下
で
計
画
さ
れ
た
が
、

そ
の
西
部
地
区
で
の
実
践
で
あ
る
。

西
部
地
区
各
道
場
に
所
属
す
る
子
ど

も
だ
け
で
な
く
一
般
の
子
ど
も
た
ち

も
参
加
し
て
く
れ
た
。
合
わ
せ
て
保

護
者
の
皆
さ
ん
も
体
操
服
で
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
。

最
初
に
青
木
先
生
と
２
人
の
コ
ー

チ
に
よ
り
基
本
的
な
体
操
の
指
導
が

な
さ
れ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
本
当
に

楽
し
そ
う
に
親
子
で
取
り
組
ん
で
い
た
。

後
半
は
溝
口
先
生
よ
り
柔
道
的
な

指
導
が
な
さ
れ
た
。
特
に
抑
え
込
み

で
は
親
子
で
取
っ
組
み
合
い
に
な
り
、

ま
た
有
段
者
を
抑
え
る
と
き
に
は
溝

口
先
生
に
は
多
く
の
子
ど
も
が
殺
到

し
、
さ
す
が
の
メ
ダ
リ
ス
ト
も
抑
え

込
ま
れ
て
い
た
。

最
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
る

様
子
か
ら
、
子
ど
も
も
保
護
者
も
本

当
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
継
続

や
、
一
般
の
保
護
者
へ
の
浸
透
に
つ

い
て
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
。

 

中
部
地
区 

親
子
体
験
柔
道
教
室
開
催

平
成
23
年
８
月
21
日
（
日
）
午
前

10
時
か
ら
正
午
ま
で
の
日
程
で
、
静

岡
市
北
部
体
育
館
柔
道
場
で
開
催
さ

れ
た
。「
親
子
で
体
験
し
た
い
方
な

ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
基

礎
運
動
を
中
心
に
行
い
ま
す
の
で
、

投
げ
ら
れ
る
な
ど
の
動
作
は
あ
り
ま

せ
ん
。
特
に
、
お
母
さ
ん
や
女
性
の

方
の
参
加
は
大
歓
迎
で
す
。
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
柔
道
を
体
験
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

参
加
者
は
、
指
導
者
が
22
名
、
講

習
参
加
者
は
親
子
合
わ
せ
て
87
名

だ
っ
た
。

準
備
体
操
、
柔
道
ゲ
ー
ム
、
礼
法

指
導
、
受
身
指
導
、
柔
道
の
形
に
挑

戦
、
押
さ
え
込
み
実
践
な
ど
楽
し
そ

う
な
メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
た
。

レ
ン
タ
ル
柔
道
着
（
静
岡
市
柔
道

連
盟
で
買
い
足
し
て
い
る
）
が
非
常

に
役
立
っ
た
。
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
が
と
れ
、
新
た
な
距
離
感
が
生
ま

れ
た
。
準
備
運
動
に
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク

ス
を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
楽
し
く
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
参
加

者
の
中
に
か
つ
て
柔
道
を
さ
れ
て
い

平
成
23
年
度
全
日
本
カ
デ
柔
道
体

重
別
選
手
権
大
会
が
、
全
日
本
柔
道

連
盟
主
催
・
静
岡
県
柔
道
協
会
主
管

で
平
成
23
年
４
月
10
日
（
日
）
静
岡

県
武
道
館
（
静
岡
県
藤
枝
市
）
を
会

場
に
開
催
さ
れ
た
。

今
回
初
め
て
実
施
さ
れ
た
15
歳
・

16
歳
の
日
本
一
を
決
め
る
大
会
で
あ

り
、
８
月
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
開
催
さ

れ
る
世
界
カ
デ
選
手
権
大
会
の
日
本

代
表
選
考
を
兼
ね
る
大
会
で
あ
る
。

男
女
各
８
階
級
で
実
施
さ
れ
、
各
階

柔
道
底
辺
拡
大
へ
の
取
り
組
み
報
告

た
方
が
お
り
、
人
材
発
掘
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
以
上
の
よ
う
な
意
見
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

 

東
部
地
区 

東
部
地
区
で
は「
エ
ア
ロ
ビ
柔
道
」

が
実
践
さ
れ
て
い
て
、週
３
回
（
火
・

水
・
土
曜
日
、
午
後
７
時
か
ら
８
時

30
分
）、
沼
津
市
立
沼
津
高
等
学
校

柔
道
場
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。「
年

齢
に
関
係
な
く
、
健
康
で
『
柔
道
の

礼
法
・
受
身
』
な
ど
を
体
得
し
、
怪

我
防
止
と
体
力
増
強
を
目
指
し
た
い

人
、
ま
た
子
ど
も
や
孫
と
遊
び
た
い

人
」
を
対
象
に
、「
全
市
民
、
礼
と

受
身
の
体
得
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
実
践
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
親
子
柔
道
教
室
も
実
践
し

て
い
る
。

平
成成成成
平平平
成
平平平平平平平

232333332333333

度度度度度度
年
度
年年年
度
年
度度

大
会
大大大
会会会
大大

選
手
権
大
権権
大大

手
選選
手
権
大
権
手手
選

権
大大

重
別
選選選

重重重
別
選
別
選
別
重重

選選

柔
道
体
重
体
重重

道
柔柔
道
体
重
体
道道
柔

体
重重

カ
デ
柔柔柔

カカカ
デ
柔
デ
柔
デ
カカ

柔柔

全
日
本
カ
本
カカ

日
全全
日
本
カ
本
日
全

本
カカ

全全全全全全全

上村先生のあいさつ

溝口先生に挑戦！

親子で体操

参加者全員集合
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級
選
抜
さ
れ
た
８
名
の
み
の
出
場
で

あ
る
。

開
会
式
に
先
立
ち
、
東
日
本
大
震

災
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
祈
り
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
た
。

ま
た
、
選
手
宣
誓
を
お
こ
な
っ
た
静

岡
学
園
高
等
学
校
１
年
佐
藤
和
哉
君

も
、「
頑
張
っ
て
い
る
被
災
地
の
人

た
ち
に
、
柔
道
を
通
し
勇
気
と
希
望

を
与
え
ら
れ
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
、

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
柔
道
が
で

き
る
喜
び
を
感
じ
試
合
す
る
こ
と｣

を
誓
っ
て
い
た
。

日
本
柔
道
界
の
将
来
を
確
実
に
背

負
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
総
勢
128
名
の

若
者
の
熱
き
戦
い
の
一
日
だ
っ
た
。

大
会
運
営
に
関
し
て
は
、
急
な
大

会
開
催
で
あ
っ
た
が
国
体
を
初
め
大

き
な
大
会
を
体
験
し
て
き
て
お
り
、

ス
ム
ー
ズ
に
運
営
で
き
た
と
思
う
。

静
岡
県
柔
道
協
会
の
団
結
力
を
示
す

こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

平
成
23
年
６
月
12
日

柔
道
安
全
指
導
講
習
会
が
小
学
生

学
年
別
大
会
終
了
後
、
静
岡
市
北
部

体
育
館
柔
道
場
で
開
催
さ
れ
た
。
全

体
で
は
173
名
の
参
加
者
が
お
り
、
所

属
別
で
は
協
会
所
属
29
名
、
高
体
連

所
属
23
名
、
中
体
連
所
属
14
名
、
少

年
団
所
属
81
名
、
警
察
そ
の
他
所
属

26
名
で
あ
っ
た
。
講
師
に
は
全
柔
連

か
ら
浅
野
哲
男
先
生
を
お
迎
え
し
、

柔
道
の
安
全
指
導
に
関
す
る
講
習
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

感
想
要
望
で
は
以
下
の
意
見
が
寄

せ
ら
れ
た
。

・
頭
部
事
故
防
止
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
早
目
に
入
手
し
た
い
。

・
練
習
計
画
を
作
成
し
た
い
が
、
参

考
例
が
あ
れ
ば
見
せ
て
欲
し
い
。

・
講
習
の
場
所
を
も
っ
と
受
講
し
や

す
い
と
こ
ろ
を
考
え
て
欲
し
い
。

・
フ
ラ
ン
ス
で
は
柔
道
事
故
が
無
い

と
聞
く
が
詳
細
を
知
り
た
い
。

・
マ
ス
コ
ミ
の
柔
道
は
危
険
な
ス

ポ
ー
ツ
と
決
め
付
け
た
報
道
は
い

か
が
な
も
の
か
、
ま
た
、
勝
て
ば

よ
い
と
い
う
柔
道
部
活
動
の
風
潮

も
こ
の
機
会
に
正
し
て
欲
し
い
。

・
本
日
の
講
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
今

後
の
指
導
に
い
か
し
て
い
き
た
い
。

・
中
学
校
の
部
活
動
で
、
指
導
者
が

き
ち
ん
と
指
導
で
き
る
勤
務
体
制

を
確
立
す
る
よ
う
関
係
方
面
に
要

請
し
て
欲
し
い
。

・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、

冊
子
の
資
料
が
あ
れ
ば
よ
い
と
思

う
。

・
実
技
指
導
も
講
習
に
入
れ
て
欲
し

い
。

・
ヘ
ッ
ド
ギ
ア
の
着
用
は
有
効
な
の

か
。
着
用
の
義
務
化
の
動
き
は
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

平
成
23
年
度
11
月
23
日
（
水
・
祝
）

静
岡
市
北
部
体
育
館
柔
道
場

午
前

９
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分

平
成
23
年
度
全
日
本
柔
道
連
盟
の

柔
道
教
室
が
行
わ
れ
た
。
講
師
に
は

岡
田
弘
隆
先
生
（
筑
波
大
学
）、
北

田
晃
三
先
生
（
東
海
大
学
望
星
学

塾
）、山
下
亜
希
先
生（
了
徳
寺
大
学
）

の
３
名
を
お
迎
え
し
た
。

開
講
式
で
は
県
少
年
柔
道
連
絡
協

議
会
会
長
の
栗
田
先
生
の
開
会
宣
言
、

安
齊
会
長
の
挨
拶
に
続
き
田
中
県
理

事
か
ら
講
師
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

３
人
の
講
師
か
ら
挨
拶
が
行
わ
れ
、

午
前
の
講
習
が
開
始
さ
れ
た
。
午
前

中
は
準
備
運
動
に
続
き
、
柔
道
の
基

本
動
作
が
指
導
さ
れ
た
。
寝
技
で
は

足
捌
き
の
練
習
や
下
か
ら
の
攻
め
方
、

か
め
の
状
態
か
ら
の
攻
め
方
等
ゲ
ー

ム
の
要
素
を
入
れ
な
が
ら
楽
し
く
講

習
が
進
め
ら
れ
た
。
立
ち
技
で
も
基

本
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
、
打
ち
込

み
の
指
導
が
行
わ
れ
た
。
受
け
の
大

切
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象

に
残
っ
た
。
常
に
「
礼
法
」
を
強
調

さ
れ
て
い
た
こ
と
も
印
象
に
残
っ
た
。

昼
食
の
時
間
を
少
し
短
く
し
、
講

師
と
参
加
者
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

試
合
の
と
き
に
力
を
発
揮
す
る
方
法

や
、
安
全
面
で
の
配
慮
な
ど
日
頃
指

導
者
や
保
護
者
が
疑
問
に
思
っ
て
い

る
事
柄
等
を
講
師
に
直
接
問
い
か
け

て
い
ま
し
た
。
実
技
だ
け
で
な
く
貴

重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

午
後

の
講
習
で
は
乱
取
り
練
習
が
中
心
に

行
わ
れ
、
予
定
通
り
終
了
し
た
。

柔
道
安
全
指
導
講
習
会
開
催催催催催催催

会
開
催

会
開開
催催催

会会会
開
催

会

催

講
習
会
習習
会会会

講講講
習
会

講

会

指
導
講
導導
講講講講

指指指
導
講

指

講

安
全
指
全全
指指指指

安
全
安安
全
指

安

指

柔
道
安
道道
安安安安

柔
道
柔柔
道
安

柔

安

柔柔柔柔柔柔柔

平
成成成成成成
平
成
平平平平平

323333323333333

度度度度
年
度
年年年年年
度度

全
日
本
柔
道
連
盟
柔
道
教
室
教
室室室
教
室
教
室室
教
室

道
教
道
教教教教
道道道
教
道道
教教

盟
柔
道

盟
柔柔
道道

盟盟盟
柔
道

盟盟
柔
道

道
連
盟

道
連連連
盟盟

道道道
連
盟

道道
連
盟

本
柔
道
柔柔
道道道

本本本
柔
道

本本

道道

全
日
本
日日
本本本本

全全全
日
本

全全

本本

全全全全全全全全

開講式の様子

参加者全員集合

女子 70㎏級で優勝した遠田選手

講習会の様子

講師の浅野先生
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第 15 号（10） 平成 24 年３月１日 柔道しずおか

県
内
各
地
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
「
道
場
」
を
各
地
区
２
道
場
ず
つ
紹
介
し
ま
す
。

⑥
道
場
紹
介

　三
島
柔
道
会
の
指
導
者
で
あ
っ

た
神
山
巌
先
生
が
、
昭
和
61
年
12

月
、
三
島
市
谷
田
に
個
人
道
場
と

し
て
「
神
士
館
」
を
開
館
、
地
域

の
子
供
た
ち
４
・
５
人
を
集
め
て

練
習
を
始
め
た
。
４
年
後
の
平
成

２
年
、
県
の
代
表
と
し
て
全
国
大

会
に
初
出
場
、
平
成
21
年
に
、
記

念
す
べ
き
10
回
目
の
全
国
大
会
を

果
た
し
た
。
現
在
は
、
錦
田
中
学

校
に
練
習
場
所
を
移
し
、
全
国
大

会
に
出
ら
れ
る
様
な
道
場
作
り
を

目
指
し
、
日
々
練
習
に
励
ん
で
い

る
。

邊
寿
之
助
氏
、
初
代
理
事
長
に
望

月
角
衛
氏
が
就
任
し
三
島
柔
道

会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
練
習
日

は
月
、
水
、
土
曜
日
の
午
後
７
時

か
ら
９
時
ま
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

三
島
柔
道
会
で
は
柔
道
の
技
術
な

ど
を
教
え
る
事
は
も
ち
ろ
ん
、
今

の
子
供
達
が
あ
ま
り
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
挨
拶
や
目
上
の

人
に
対
す
る
礼
儀
、
言
葉
使
い
な

ど
も
し
っ
か
り
と
で
き
る
よ
う
に

育
て
て
い
ま
す
。

　今
後
も
「
人
間
は
や
れ
ば
必
ず

で
き
る
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
自

分
に
負
け
な
い
強
い
精
神
力
を

も
っ
た
子
供
の
育
成
を
目
指
し
、

指
導
者
一
同
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

⑥
道
場
紹
介

　２
０
０
５
年
に
柔
好
会
設
立
、

焼
津
中
央
高
校
内
柔
道
場
を
借
り

て
練
習
し
て
お
り
ま
す
。

　練
習
日
は
月
・
水
・
金
の
週
３

回
、
幼
児
〜
大
人
ま
で
地
域
柔
道

普
及
の
為
、
日
々
精
進
し
て
お
り

ま
す
。

　焼
津
市
は
中
学
柔
道
部
が
無
く

な
り
、
中
学
生
用
の
柔
道
場
と
し

て
開
始
し
ま
し
た
が
、
２
年
前
か

ら
小
学
生
も
始
め
、
今
で
は
幼
児

か
ら
大
人
ま
で
幅
広
く
「
柔
道
を

好
き
に
な
る
会
」
を
目
指
し
努
力

し
て
お
り
ま
す
。

①名称
②住所（練習場所）
③連絡先
④代表者氏名
⑤所属人数

神士館（こうしかん）

三島柔道会

柔好会

②三島市立錦田中学校、
　三島市民体育館
③〒 410-1113
　裾野市稲荷 216-12
④神山信之
⑤小学生 28人　中学生 7人　
　指導者 6人

②三島市南本町 12－ 23
③〒 411-0841
　三島市南本町 12-23
　☎ 055 － 972 － 3660
④下山隆伸
⑤児童 2人　小学生 8人

②焼津中央高校内
③☎ 054 － 629 － 1063
④安竹克好
⑤小学生 22人　中学生 4人
　一般 20人

⑥
道
場
紹
介

　昭
和
22
年
６
月
に
青
少
年
の
健

全
育
成
を
目
的
に
初
代
会
長
に
田
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（11）  第 15 号 平成 24 年３月１日柔道しずおか

⑥
道
場
紹
介

　長
田
柔
道
倶
楽
部
は
、
長
田
体

育
館
の
新
設
に
伴
い
昭
和
61
年
４

月
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　柔
道
の
精
神
で
あ
る「
心
技
体
」

を
主
軸
に
、
心
と
体
の
成
長
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。

　水
・
土
曜
日
の
週
二
回
、
一
部

は
６
時
30
分
か
ら
小
学
生
・
初
心

者
を
中
心
に
、
二
部
は
７
時
30
分

〜
８
時
45
分
ま
で
中
学
生
か
ら

一
般
ま
で
が
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

「
継
続
は
力
な
り
」
一
緒
に
や
り

ま
し
ょ
う
。
一
年
を
三
期
に
分
け
、

そ
の
期
ご
と
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
一
度
見
学
に
来
て
下
さ
い
。

⑥
道
場
紹
介

　髙
山
柔
道
塾
は
、
我
々
兄
弟
が
、

中
学
時
代
に
柔
道
と
出
合
っ
た
事

で
、
人
生
観
が
変
わ
り
後
進
に
柔

道
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
く
て
、

平
成
２
年
５
月
２
日
に
兄
弟
２
人

⑥
道
場
紹
介

　今
知
波
田
道
場
で
主
に
取
り
組

ん
で
い
る
事
は
、
リ
ズ
ム
感
を

持
っ
て
技
を
理
解
す
る
事
で
す
。

そ
の
た
め
に
音
楽
の
リ
ズ
ム
に
合

わ
せ
て
柔
道
の
技
を
ス
テ
ッ
プ
で
、

総
合
的
に
体
感
出
来
る
様
工
夫
し

な
が
ら
、
楽
し
く
早
く
柔
道
を
学

べ
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
研
究
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
ビ
ー
ト
ル
ズ

の
デ
イ
、
ツ
リ
ッ
パ
ー
で
は
足
払

い
、
燕
返
し
、
送
り
足
払
い
、
右

小
内
刈
、
左
大
内
刈
、
左
小
内
刈
、

右
大
内
刈
、
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

を
三
回
か
ら
四
回
繰
り
返
し
ま
す
。

イ
エ
ロ
ー
サ
ブ
マ
リ
ン
に
合
わ
せ

て
の
背
負
投
、
エ
リ
ノ
ア
、
リ
グ

ビ
ー
に
合
わ
せ
て
の
体
落
し
等
未

だ
開
発
中
の
も
の
も
、
息
を
き
ら

せ
な
が
ら
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。

で
開
塾
致
し
ま
し
た
。

　開
塾
２
年
前
か
ら
県
内
の
柔
道

の
試
合
は
勿
論
全
国
大
会
ま
で
足

を
運
び
、
全
国
大
会
を
目
標
に
開

塾
致
し
ま
し
た
。

　稽
古
は
、（
月
）（
水
）（
金
）

の
週
３
回
19
時
〜
21
時
半
迄
、
幼

児
・
中
高
生
・
一
般
の
塾
生
が
稽

古
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　現
役
の
塾
生
及
び
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

を
含
め
、
の
べ
70
名
近
く
の
塾
生

が
全
国
大
会
に
出
場
し
て
お
り
ま

す
。

長田柔道倶楽部

髙山柔道塾

知波田道場

②静岡市駿河区鎌田 98-8
③ 054-258-6221
　〒 421-0111
　静岡市駿河区丸子新田 458－ 11
④増岡秋男
⑤小学生 20人　中学生 10人
　高校生 1人　大学・社会人 22人

②浜松市中区高林 1丁目 17－ 2
③〒 432-8003
　浜松市中区和地山 1 丁目　
　7－612
④塾長　高山直久
⑤児童 3人　小学生 16人
　中学生 6人
　大学・社会人 10人

②湖西市古見 1154－ 1
③〒 431-0442
　湖西市古見 1154－ 1
　☎ 053－ 576－ 3612
④水野　進
⑤小学生 17人
　大学・指導者 2人
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第 15 号（12）平成 24 年３月１日 柔道しずおか

新人選手紹介コーナー
例年どおり、今年度もこのコーナーで紹介できる選手がでました。柔道協会としては本当に喜ばしいことです。全

国大会で 3位までに入賞した若い選手を紹介しているコーナーですが、今年度は 6名の選手を紹介することができます。

第 31 回全国少年柔道大会個人戦 6年の部で 3位に入賞した渡辺将一君（静岡錬心館道場）、平成 23 年度全日本カデ
柔道体重別選手権大会女子 70kg 級優勝・2011 年度世界カデ柔道体重別選手権大会女子 70kg 級準優勝の遠田真子さん
（東海大学翔洋高等学校中等部）、平成 23 年度全日本カデ柔道体重別選手権大会男子 50kg 級 3 位入賞の杉山慎吾君（常
葉学園橘高等学校）、平成 23 年度全日本カデ柔道体重別選手権大会男子 90kg 級 3 位入賞の佐藤和哉君（静岡学園高等
学校）、平成 23 年度全日本ジュニア柔道体重別選手権大会男子 55kg 級 3 位の鈴木優希君（常葉学園橘高等学校）、平
成 23 年度全日本ジュニア柔道体重別選手権大会女子 48kg 級 3 位・平成 23 年度講道館杯全日本柔道体重別選手権大会
女子 48kg 級 3 位の岡本理帆さん（藤枝順心高等学校）です。例年女子選手が活躍する例が多かったのですが、今年は
男子 4人女子 2人と男子選手が頑張ってくれました。また、今年は世界大会やジュニア大会、シニアの大会で活躍し
た選手も目立ちました。

◎
第
31
回
全
国
少
年
柔
道
大
会

個
人
戦
6
年
の
部
3
位

渡
辺
君
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
「
姉
が
柔
道
に
興
味
を
持
ち
錬

心
館
道
場
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
と

き
、
一
緒
に
入
っ
た
」
と
い
う
こ
と

で
、
お
ね
え
さ
ん
の
影
響
が
大
き

か
っ
た
よ
う
で
す
。
全
国
大
会
入
賞

の
感
想
は
一
言
「
う
れ
し
か
っ
た
」

実
感
だ
と
思
い
ま
す
。
静
岡
県
小
学

生
学
年
別
柔
道
大
会
で
も
優
勝
し
て

お
り
、
小
学
生
年
代
で
は
県
内
は
も

と
よ
り
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

実
力
を
持
つ
期
待
の
選
手
で
す
。
今

後
の
夢
は
柔
道
を
続
け
「
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
出
場
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

出
場
だ
け
で
な
く
入
賞
そ
し
て
優
勝

を
目
指
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
指

導
者
か
ら
は
「
柔
道
に
対
す
る
直
向

な
姿
勢
が
好
結
果
を
も
た
ら
し
た
と

思
う
。
今
後
の
更
な
る
活
躍
に
期
待

す
る
」
と
熱
い
エ
ー
ル
を
贈
ら
れ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
柔
道
を
継
続
し
、
夢

を
実
現
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

◎
平
成
23
年
度
全
日
本
カ
デ
柔
道

体
重
別
選
手
権
大
会

女
子
70
㎏
級
優
勝

◎
２
０
１
１
年
度
世
界
カ
デ
柔
道

体
重
別
選
手
権
大
会

女
子
70
㎏
級
準
優
勝

遠
田
さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
「
父
と
兄
の
影
響
で
」
と
言

う
こ
と
で
、
ま
さ
に
柔
道
一
家
だ
と

言
え
る
と
思
い
ま
す
。
世
界
大
会
入

賞
の
感
想
は
「
自
分
で
も
こ
こ
ま
で

い
け
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
正
直
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
上
を
目
指
し

て
い
き
た
い
で
す
。」

と
、
素
直
に
感
想
を
述
べ
て
く
れ
ま

し
た
。

全
国
中
学
校
柔
道
大
会
で
も
５
位

入
賞
し
て
い
る
実
力
者
で
、
今
後
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
将
来
の
夢

は
「
ま
ず
は
日
本
一
を
目
指
し
、
最

終
的
に
は
世
界
一
に
な
り
た
い
で

す
。」
と
大
き
な
夢
を
持
っ
て
い
ま

す
。
全
日
本
体
重
別
選
手
権
や
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
の
活
躍
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
指
導
者

か
ら
は
「
こ
れ
か
ら
も
練
習
に
励
み
、

目
標
を
達
成
す
る
た
め
日
々
努
力
あ

る
の
み
。」
と
厳
し
く
励
ま
さ
れ
て

い
ま
す
。
高
等
学
校
で
も
頑
張
っ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

渡

辺

将

一
君

（
静
岡
錬
心
館
道
場
）

遠

田

真

子
さ
ん

（
東
海
大
学
翔
洋
高
等
学
校
中
等
部
）

佐

藤

和

哉
君

（
静
岡
学
園
高
等
学
校
）

◎
全
日
本
カ
デ
柔
道
選
手
権
大
会
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（13）  第 15 号 平成 24 年３月１日柔道しずおか

　男
子
90
㎏
級
3
位

　佐
藤
和
哉
君
は
昨
年
も
全
国
中
学

校
柔
道
大
会
個
人
戦
90
㎏
級
準
優
勝

で
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
結
果
で
、
本
人
の
努
力

や
関
係
者
の
指
導
で
順
調
に
成
長
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
柔
道

を
始
め
た
き
っ
か
け
は
「
父
に
勧
め

ら
れ
た
こ
と
」
だ
そ
う
で
す
。
今

回
の
入
賞
に
関
し
て
は
「
1
位
に
な

ら
な
け
れ
ば
世
界
カ
デ
大
会
に
は
出

場
で
き
な
か
っ
た
の
で
こ
の
結
果
は

悔
し
い
で
す
。
で
も
、
こ
の
試
合
で

学
ん
だ
こ
と
は
多
い
の
で
、
次
の
試

合
で
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て

い
け
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。」

と
非
常
に
前
向
き
に
感
想
を
述
べ
て

く
れ
ま
し
た
。
将
来
の
夢
は
「
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
出
場
」
と
は
っ
き
り
と
目

標
を
定
め
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
夢
を
実

現
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
日
の
丸

を
揚
げ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
指
導

者
か
ら
は
「
柔
道
に
対
し
て
の
意
識

が
高
く
、
毎
日
の
練
習
に
向
上
心
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
日
本
一

を
取
る
力
は
あ
る
と
思
っ
て
い
る
の

で
、
精
神
面
を
鍛
え
努
力
を
重
ね
夢

を
実
現
し
て
欲
し
い
」
と
さ
ら
な
る

飛
躍
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
平
成
23
年
度
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

　体
重
別
選
手
権
大
会

　男
子
55
㎏
級
3
位

　鈴
木
君
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
「
道
場
に
通
っ
て
い
た
人

に
誘
わ
れ
た
か
ら
」
と
言
う
こ
と

で
、
誘
っ
て
く
れ
た
人
の
お
か
げ
で

今
の
鈴
木
君
が
存
在
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
今
回
の
結
果
に
つ
い
て
は

「
目
指
し
て
い
た
の
は
優
勝
だ
っ
た

の
で
悔
し
か
っ
た
け
ど
、
3
位
入
賞

も
す
ば
ら
し
い
成
績
な
の
で
素
直
に

喜
び
た
い
。」
と
感
想
を
述
べ
て
い

ま
す
。
鈴
木
君
も
か
つ
て
全
国
中
学

校
柔
道
大
会
で
3
位
入
賞
し
て
お
り
、

今
回
の
入
賞
で
順
調
な
成
長
を
証
明

し
て
い
ま
す
。
今
後
の
夢
は
「
柔
道

を
や
っ
て
い
る
間
は
常
に
頂
点
を
目

指
し
、
周
囲
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
よ
う

な
選
手
に
な
り
た
い
」
と
模
範
的
な

夢
を
持
っ
て
い
ま
す
。
指
導
者
か
ら

は
「
減
量
や
練
習
の
苦
し
さ
か
ら
逃

げ
ず
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
自
分
自
身
の
目
標
に
向
か
い
頑

張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。」
と

お
褒
め
の
言
葉
と
エ
ー
ル
を
贈
ら
れ

て
い
ま
す
。

◎
平
成
23
年
度
全
日
本
カ
デ
柔
道

　体
重
別
選
手
県
大
会

　男
子
50
㎏
級
3
位

　杉
山
君
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
「
道
場
の
先
生
に
誘
わ
れ
た
た

め
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
誘
っ

て
く
れ
た
先
生
に
見
る
目
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
平
成
23
年
度
全
日
本

カ
デ
柔
道
体
重
別
選
手
県
大
会
男
子

鈴

木

優

希 

君

（
常
葉
学
園
橘
高
等
学
校
）

杉

山

慎

吾 

君

（
常
葉
学
園
橘
高
等
学
校
）

50
㎏
級
3
位
入
賞
と
い
う
今
回
の
結

果
に
つ
い
て
は
「
初
戦
を
勝
て
た
こ

と
は
嬉
し
か
っ
た
が
、
準
決
勝
で
負

け
て
し
ま
い
悔
し
か
っ
た
。」
と
決

勝
進
出
を
逃
し
た
悔
し
さ
を
語
っ
て

い
ま
す
。
中
学
校
時
代
に
は
東
海
大

会
で
準
優
勝
し
て
い
る
等
、
期
待
さ

れ
て
い
る
選
手
で
す
の
で
今
後
も
怪

我
に
注
意
し
て
成
長
し
て
い
っ
て
も

ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　指
導
者
か
ら
は
「
試
合
当
日
減
量

に
苦
し
み
ま
し
た
が
、
精
神
力
で
カ

バ
ー
し
て
い
ま
し
た
。『
文
武
両
道
』

を
実
践
す
る
人
物
と
し
て
本
校
の
誇

り
と
す
る
生
徒
の
一
人
で
す
。」
と

杉
山
君
を
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

岡

本

理

帆 

さ
ん

（
藤
枝
順
心
高
等
学
校
）

◎
平
成
23
年
度
講
道
館
杯

　全
日
本
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

　女
子
48
㎏
級
3
位

　岡
本
さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
「
姉
の
影
響
」
と
柔
道
姉
妹

の
よ
う
で
す
。
岡
本
さ
ん
も
中
学
校

時
代
か
ら
全
国
で
活
躍
し
て
い
る
選

手
で
す
が
、
高
校
で
も
着
実
に
成
長

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
今
回
の
入
賞

に
つ
い
て
は
「
い
つ
も
応
援
し
て
く

だ
さ
る
人
達
の
お
か
げ
で
勝
つ
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。」
と
謙
虚
に
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
後
の
夢
と

し
て
は
「
全
国
制
覇
」
と
今
回
果
た

せ
な
か
っ
た
夢
の
実
現
を
あ
げ
て
い

ま
す
。
高
校
生
（
ジ
ュ
ニ
ア
）
世
代

だ
け
で
な
く
シ
ニ
ア
世
代
で
も
十
分

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
ら

ぜ
ひ
が
ん
ば
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

指
導
者
か
ら
は
「
強
く
な
る
為
に
は

努
力
、
勝
つ
為
に
は
研
究
を
実
践
し

て
い
っ
た
こ
と
で
、
今
回
の
結
果
が

出
せ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
努
力
・
研
究
を
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。」
と
『
努
力
』

と
『
研
究
』
の
重
要
性
を
強
調
さ
れ

て
い
ま
す
。

◎
平
成
23
年
度
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

　柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

　女
子
48
㎏
級
3
位
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第 15 号（14） 平成 24 年３月１日 柔道しずおか

　柔
道
し
ず
お
か
15
号
を
お
届
け
し

ま
す
。

　

　中
学
校
で
武
道
必
修
化
に
と
も
な

い
柔
道
事
故
が
注
目
さ
れ
、
柔
道
の

危
険
性
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
体

育
の
授
業
中
に
事
故
が
起
き
て
い
る

の
で
は
な
く
、
部
活
動
の
中
で
の
事

故
で
す
の
で
区
別
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
身
を

守
る
柔
道
の
練
習
で
事
故
・
怪
我
が

発
生
し
、
命
を
失
う
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
事
故
発
生
原
因
を

し
っ
か
り
検
証
し
再
発
防
止
に
柔
道

界
全
体
で
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

　今
年
は
昨
年
中
止
し
た
、
柔
道
勧

誘
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
り
、
柔

道
啓
蒙
ポ
ス
タ
ー
（
形
の
名
称
ポ
ス

タ
ー
等
）
は
中
止
と
し
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
に
関
し
て
皆
様
の
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
せ
っ

か
く
作
っ
た
ポ
ス
タ
ー
で
す
の
で
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　底
辺
拡
大
の
た
め
の
親
子
の
た
め

の
柔
道
教
室
を
各
地
区
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
西
部
地
区
が
開
始

し
、
３
地
区
全
て
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
と
も
継
続
し
、
底
辺
拡
大

そ
し
て
静
岡
県
柔
道
界
の
発
展
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　柔
道
の
安
全
指
導
が
叫
ば
れ
て
い

る
折
、
静
岡
県
で
も
指
導
者
講
習
会

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
東
部
・
西
部
・

中
部
・
そ
し
て
全
県
と
合
計
４
回
開

催
さ
れ
る
。
講
師
は
中
央
講
習
会
に

参
加
し
た
伊
藤
道
明
四
段
（
焼
津
高

等
学
校
教
諭
）と
阿
部
光
好
五
段（
静

岡
市
立
長
田
西
中
学
校
教
諭
）
そ
し

て
、医
師
と
し
て
鈴
木
英
彦
医
師（
藤

枝
市
）
と
伊
達
靖
医
師
（
掛
川
市
）

が
交
互
に
担
当
さ
れ
る
。
内
容
は
各

会
共
通
で
１
．
講
義
「
柔
道
の
安
全

指
導
」
⑴
全
柔
連
の
取
り
組
み

　⑵

頭
部
・
頸
部
負
傷
時
の
対
応
、
２
．

実
技
「
柔
道
の
基
本
指
導
」
⑴
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
論

　⑵
基
本
指
導
の
実

際
、
３
．
そ
の
他
と
い
う
内
容
で
実

施
さ
れ
る
。
県
内
で
は
約
１
０
０
０

名
の
受
講
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　平
成
24
年
２
月
19
日
（
日
）
浜
松

市
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
西
部
地
区

の
講
習
会
の
様
子
を
紹
介
す
る
。
午

前
中
に
行
わ
れ
た
西
部
地
区
の
審
査

会
に
続
い
て
、
午
後
１
時
か
ら
４
時

に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
。
中
央
か
ら

派
遣
さ
れ
た
金
丸
雄
介
５
段
と
賀
持

道
明
６
段
も
参
加
さ
れ
、
西
部
地
区

の
指
導
者
や
学
校
の
顧
問
を
中
心
に

約
230
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　安
齊
静
岡
県
柔
道
協
会
会
長
の
挨

拶
に
続
き
、
佐
々
木
事
務
局
長
よ
り

講
師
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
講
習
会
が

始
ま
っ
た
。

講
義
Ⅰ

　⑴
安
全
指
導
の
取
り
組
み

　伊
藤
道
明
講
師
、
⑵
頭
部
・
頸
部

負
傷
時
の
対
応

　伊
達
靖
講
師

講
義
Ⅱ

　⑴
指
導
者
の
在
り
方
と

コ
ー
チ
ン
グ

　伊
藤
道
明
講
師
、
⑵

基
本
指
導

　阿
部
光
好
講
師

以
上
の
よ
う
な
内
容
で
講
習
が
行
わ

れ
た
。

　伊
藤
先
生
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

使
用
し
て
講
習
を
行
い
、
映
像
は
資

料
と
し
て
も
配
布
さ
れ
て
い
た
の
で
、

非
常
に
分
か
り
や
す
い
講
習
で
あ
っ

た
。
た
だ
、
内
容
的
に
は
非
常
に
厳

し
い
も
の
で
、
柔
道
に
よ
る
死
亡
事

故
や
重
症
化
し
た
事
故
の
実
例
が
説

明
さ
れ
た
。
事
故
原
因
の
分
析
や
指

導
者
に
求
め
ら
れ
る
安
全
配
慮
義
務

な
ど
、
今
後
求
め
ら
れ
る
基
本
的
な

事
柄
が
丁
寧
に
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、

医
師
の
伊
達
先
生
か
ら
は
医
学
的
見

地
か
ら
頭
部
打
撲
に
つ
い
て
説
明
が

な
さ
れ
た
。「
セ
カ
ン
ド
・
イ
ン
パ

ク
ト
」
と
い
う
あ
ま
り
聞
き
な
れ
な

い
が
、
大
切
な
言
葉
も
紹
介
さ
れ
た
。

同
様
に
頸
部
負
傷
に
つ
い
て
も
説
明

が
さ
れ
た
。

　休
憩
を
と
っ
た
後
伊
藤
先
生
よ
り

「
柔
道
指
導
者
と
は
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
コ
ー
チ
ン
グ
論
が
紹
介
さ
れ
た
。

講
習
の
最
後
に
、
阿
部
先
生
よ
り
基

本
指
導
の
実
際
と
い
う
こ
と
で
実
技

指
導
が
行
わ
れ
た
。
焼
津
高
校
の
生

徒
と
若
手
指
導
者
が
実
技
を
体
験
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
会
場
の
都
合
も

あ
り
、
着
替
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
参
加
者
も
周
囲
で
熱
心
に
見

つ
め
て
い
た
。
補
助
運
動
や
受
身
の

練
習
、
投
げ
技
の
基
本
練
習
等
を
指

導
し
て
い
た
だ
い
た
。

　閉
講
式
で
の
質
疑
応
答
で
は
か
な

り
専
門
的
な
こ
と
も
議
論
さ
れ
て
い

た
。
左
口
西
部
地
区
幹
事
長
の
講
評

が
あ
り
、
安
齊
会
長
か
ら
左
口
幹
事

長
に
受
講
者
の
代
表
と
し
て
終
了
証

が
授
与
さ
れ
た
。

　柔
道
の
安
全
指
導
の
小
冊
子
や
柔

道
の
基
本
指
導
の
冊
子
が
配
布
さ
れ
、

部
活
動
の
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
い
う

べ
き
資
料
も
用
意
さ
れ
、
非
常
に
参

考
に
な
る
講
習
会
で
あ
っ
た
と
思
う
。

参
加
者
は
今
回
の
講
習
で
学
ん
だ
こ

と
を
日
頃
の
指
導
に
生
か
し
て
ほ
し

い
も
の
で
あ
る
。

指
導
者
講
習
会
開
催
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第
16
号

題
字

安
齊
会
長

　駅
か
ら
真
直

ぐ
に
急
な
上
り

坂
が
続
く
。
額

に
に
じ
む
汗
を

感
じ
一
息
入
れ

よ
う
と
振
り
返
る
と
壮
大
な
相
模
湾
が

広
が
り
、
朝
日
に
光
る
海
上
に
近
く
の

初
島
遠
く
に
伊
豆
大
島
が
美
し
い
姿
を

見
せ
て
い
る
。
中
学
武
道
の
必
須
化
に

伴
い
柔
道
授
業
の
協
力
者
と
し
て
派
遣

さ
れ
、
一
年
振
り
に
眺
め
る
相
模
湾
で

あ
る
。
少
し
乱
れ
た
呼
吸
を
整
え
熱
海

中
学
へ
向
か
う
。

　文
科
省
は
二
〇
〇
六
年
教
育
基
本
法

に
「
伝
統
と
文
化
の
尊
重
」
を
盛
り
込

み
、
二
〇
一
二
年
四
月
か
ら
中
学
に
ダ

ン
ス
と
武
道
の
必
須
授
業
を
取
り
入
れ

ま
し
た
。
静
岡
県
内
の
柔
道
選
択
率
は

七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
た
と
い
う
。

　県
教
委
で
出
し
た
「
柔
道
授
業
の
安

全
な
指
導
の
た
め
の
留
意
点
〜
柔
道
事

故
〇
を
目
指
し
て
〜
」の（
２
）武
道（
柔

道
）
の
ね
ら
い
﹇
第
一
学
年
及
び
第
二

学
年
﹈
に
よ
る
と
、

『
ア
、
相
手
の
動
き
に
応
じ
た
基
本
動

作
か
ら
基
本
と
な
る
技
を
用
い
て
投
げ

た
り
抑
え
た
り
す
る
な
ど
の
攻
防
を
展

開
す
る
こ
と
を
通
し
て
技
が
で
き
る
楽

し
さ
や
喜
び
を
味
わ
い
、
基
本
動
作
や

基
本
と
な
る
技
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　イ
、
武
道
に
積
極
的
に
取
組
む
と
と

も
に
相
手
を
尊
重
し
、
伝
統
的
な
行
動

の
仕
方
を
守
ろ
う
と
す
る
こ
と
。
分
担

し
た
役
割
を
果
そ
う
と
す
る
こ
と
な
ど

や
禁
じ
技
を
用
い
な
い
な
ど
、
健
康
・

安
全
に
気
を
配
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

　ウ
、
武
道
の
特
性
や
成
立
ち
、
伝
統

的
な
考
え
方
、
技
の
、
名
称
や
行
い
方
、

関
連
し
て
高
ま
る
体
力
な
ど
を
理
解
し
、

課
題
に
応
じ
た
運
動
の
取
り
組
み
方
を

工
夫
で
き
る
よ
う
に
す
る
。』

と
あ
り
ま
す
。

　柔
道
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
懸

念
さ
れ
る
こ
と
は
、
負
傷
事
故
で
あ
り

ま
す
。
新
聞
・
テ
レ
ビ
等
で
柔
道
は
重

大
な
事
故
に
つ
な
が
る
、「
必
須
化
は

絶
対
反
対
」
な
ど
の
意
見
が
報
道
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
頭
部
の
負
傷
に
つ
い
て

は
一
般
の
方
々
は
当
然
な
が
ら
柔
道
人

に
と
っ
て
も
十
分
に
留
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
は
他
の

ス
ポ
ー
ツ
に
と
っ
て
も
言
え
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　柔
道
事
故
〇
を
目
指
し
て
当
協
会
も

平
成
二
十
四
年
度
武
道
必
須
化
に
伴
う

指
導
協
力
者
を
指
名
、
人
材
登
録
を
し

て
要
請
が
あ
れ
ば
派
遣
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
そ
し
て
県
教
委
の
「
地
域
連

携
柔
道
協
力
者
派
遣
事
業
」
に
協
力
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
又
、
全
日
本
柔

道
連
盟
も
「
都
道
府
県
柔
道
指
導
者
講

習
会
」
の
受
講
を
義
務
付
け
、
安
全
指

導
の
徹
底
と
医
学
知
識
の
修
得
や
事
故

に
遭
遇
し
た
際
の
応
急
処
置
の
方
法
や

そ
の
対
応
等
に
万
全
を
期
そ
う
と
指
導

者
の
能
力
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　私
も
協
力
者
と
し
て
前
記
中
学
に
、

昨
年
に
続
き
今
回
も
要
請
を
受
け
、
武

道
担
当
の
先
生
の
補
助
と
し
て
協
力
で

き
た
こ
と
と
、
一
年
振
り
に
会
っ
た
子

供
た
ち
の
成
長
し
た
姿
に
接
し
て
大
い

に
喜
び
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　熱
海
中
学
に
は
柔
道
部
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
柔
道
を
選
択
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
保
護
者
側
か
ら
も
怪
我
の

心
配
や
危
険
性
に
つ
い
て
危
惧
す
る
声

や
質
問
等
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
敢
え

て
柔
道
選
択
に
踏
み
切
っ
た
よ
う
で

す
。
柔
道
経
験
者
は
全
生
徒
の
中
で
町

道
場
へ
通
う
子
が
一
名
の
み
で
他
は
す

べ
て
初
心
者
で
し
た
。
柔
道
衣
の
着
方
・

帯
の
結
び
方
、
生
活
様
式
の
違
い
か
ら

襟
を
合
わ
す
こ
と
や
帯
を
結
ぶ
こ
と
が

初
め
て
だ
と
い
う
子
も
多
い
よ
う
で
す
。

礼
法
・
受
身
の
必
要
性
を
理
解
さ
せ
柔

道
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
そ
の

喜
び
を
先
生
と
生
徒
と
と
も
に
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　た
だ
一
ク
ラ
ス
が
年
十
回
と
い
う
短

い
時
間
の
中
で
で
き
る
こ
と
は
限
ら

れ
ま
す
。
協
力
者
と
し
て
ふ
と
思
う
こ

と
は
「
大
外
刈
」
の
指
導
の
禁
止
で

す
。
頭
部
の
負
傷
事
故
に
思
い
を
や
れ

ば
後
ろ
に
投
げ
る
技
は
全
て
禁
止
の
考

え
に
至
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。
他
の

技
は
大
外
刈
に
比
べ
て
安
全
か
と
い
え

ば
、
技
術
の
伴
わ
な
い
初
心
者
に
と
っ

て
は
全
て
の
技
が
危
険
な
技
に
思
わ
れ

て
し
ま
い
そ
う
で
す
。
一
学
年
で
わ
ず

か
十
回
の
授
業
で
あ
る
の
な
ら
危
険
性

の
で
き
る
だ
け
少
な
い
と
思
わ
れ
る
技

に
限
定
し
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

例
え
ば
、
膝
車
・
支
釣
込
足
・
大
腰
等

‥
‥
。
も
ち
ろ
ん
投
技
に
つ
い
て
は「
引

き
手
は
絶
対
に
離
さ
な
い
」
こ
と
を
厳

守
さ
せ
る
な
ど
。

　授
業
担
当
の
先
生
も
指
導
方
法
を
熱

心
に
研
究
さ
れ
、
指
導
し
て
い
る
こ
と

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。「
心
・
技
・
体
」・

「
克
己
心
」・「
精
力
善
用
」・「
自
他
共
栄
」

の
言
葉
を
引
用
し
て
、
礼
法
・
安
全
・

協
調
性
・
思
い
や
り
の
心
・
向
上
心
に

関
す
る
こ
と
等
分
か
り
や
す
く
伝
え
て

お
り
、
私
も
聞
い
て
い
て
初
心
に
帰
っ

た
思
い
で
し
た
。

　又
、
実
技
で
具
体
的
な
一
例
と
し
て

は
、
四
人
一
組
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り

課
題
（
後
ろ
受
身
、
前
回
り
受
身
な
ど
）

を
与
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
上
達
の
度
合
い

を
「
一
本
・
技
有
り
・
有
効
」
で
評
価

す
る
。
自
ら
が
評
価
し
、
評
価
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
技
術
の
向
上
と
技
の

効
果
の
判
断
が
自
然
に
理
解
さ
れ
て
い

く
な
ど
大
変
興
味
深
く
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

　「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
の
元

気
な
あ
い
さ
つ
に
迎
え
ら
れ
、
孫
と
同

年
代
の
子
供
た
ち
と
柔
道
衣
を
着
て
汗

を
流
し
、
こ
れ
に
関
わ
る
多
く
の
人
た

ち
と
の
出
会
い
を
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

　終
わ
り
に
こ
の
貴
重
な
体
験
の
機
会

を
与
え
て
く
れ
た
皆
様
に
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
報
告
と
い
た
し
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
巻
頭
言
】

中
学
武
道（
柔
道
）協
力
者
を
体
験
し
て

静
岡
県
柔
道
協
会

　
副
会
長

　
八
段

　
髙

　
田

　
勝

　
之

− 126 − − 127 −



第 16 号（2） 平成 25 年３月１日 柔道しずおか

第
67
回

国
民
体
育
大
会
柔
道
競
技 

報
告

　第
67
回
国
民
体
育
大
会
柔
道
競
技

は
、
平
成
24
年
10
月
6
日
か
ら
8
日

の
間
、
岐
阜
県
大
垣
市
総
合
体
育
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　本
大
会
出
場
を
懸
け
た
東
海
ブ

ロ
ッ
ク
予
選
で
は
、
成
年
女
子
及
び

少
年
男
女
が
そ
れ
ぞ
れ
健
闘
し
ま
し

た
が
惜
し
く
も
出
場
枠
を
獲
得
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
昨
年
に
引
き
続
き

成
年
男
子
の
み
の
出
場
と
な
り
ま
し

た
。　前

回
は
、
本
県
出
場
選
手
全
員
初

出
場
と
い
う
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
チ
ー
ム

で
し
た
が
、
今
回
は
、
齋
藤
・
増
田

の
ベ
テ
ラ
ン
を
中
心
と
し
て
、
次
鋒

で
出
場
予
定
で
あ
っ
た
鈴
木
（
拓
殖

大
）
の
負
傷
に
よ
り
選
手
変
更
と

な
っ
た
眞
野
、
そ
し
て
初
出
場
の
山

下
・
大
石
が
ど
れ
だ
け
チ
ー
ム
の
勝

利
に
貢
献
で
き
る
の
か
が
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
チ
ー
ム
構
成
と
な
り
ま
し
た
。

結
束
力
を
発
揮
し
、
5
位
以
上
の
入

賞
を
目
標
に
掲
げ
大
会
に
臨
み
ま
し

た
。

1
回
戦

　静
岡
県
の
1
回
戦
は
、
群
馬
県
警

の
選
手
を
中
心
と
し
た
群
馬
県
と
の

対
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　先
鋒
（
60
㎏
以
下
）
の
大
石
（
近

畿
大
学
）は
動
き
が
硬
く
、開
始
早
々

に
相
手
の
一
本
背
負
投
を
不
用
意
に

受
け
一
本
負
け
し
リ
ー
ド
を
許
す
。

　次
鋒
（
73
㎏
以
下
）
の
眞
野
（
県

警
）
は
積
極
的
に
技
を
掛
け
る
も
い

ま
ひ
と
つ
攻
め
き
れ
ず
引
き
分
け
。

　中
堅（
90
ｋ
ｇ
以
下
）の
山
下（
県

警
）
は
攻
撃
的
な
柔
道
を
展
開
し
、

開
始
2
分
30
秒
「
膝
車
」
で
一
本
勝

ち
し
内
容
を
五
分
に
戻
す
。

　副
将
（
90
㎏
超
）
の
増
田
（
県
警
）

は
開
始
か
ら
袖
釣
込
腰
等
で
積
極
的

に
攻
め
、
指
導
二
を
奪
い
優
勢
勝
ち
。

　大
将
（
無
差
別
）
の
齋
藤
（
県
警
）

は
右
内
股
・
大
外
刈
で
積
極
的
に
攻

め
る
も
決
め
手
な
く
引
き
分
け
。

　 2
対
1
で
勝
利
し
た
も
の
の
各
選

手
の
動
き
は
硬
く
、
今
一
度
自
分
の

組
み
手
を
確
認
し
、
積
極
的
に
技
を

仕
掛
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
2

回
戦
で
の
奮
起
を
促
す
。

2
回
戦

　上
位
入
賞
の
常
連
で
あ
り
、
京
都

府
警
察
の
選
手
を
中
心
と
し
た
京
都

府
と
の
対
戦
と
な
る
。

　先
鋒
の
大
石
は
1
回
戦
と
比
べ
技

が
出
る
よ
う
に
な
り
背
負
い
投
げ
を

中
心
に
攻
め
込
む
も
決
め
手
な
く
引

き
分
け
。

　次
鋒
の
眞
野
は
、
対
戦
相
手
と
は

過
去
対
戦
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
互

い
に
牽
制
し
あ
っ
て
膠
着
状
態
と
な

り
攻
め
を
欠
き
、
ポ
イ
ン
ト
を
奪
え

ず
、
時
間
切
れ
引
き
分
け
。

　中
堅
の
山
下
の
相
手
は
、
中
量
級

な
が
ら
全
日
本
選
手
権
大
会
に
出
場

し
て
い
る
業
師
で
あ
り
、
山
下
は
、

自
分
の
信
条
で
も
あ
る
積
極
柔
道
を

展
開
し
攻
め
込
む
も
、
後
半
に
一
瞬

気
を
許
し
た
隙
に
巧
み
に
寝
技
で
抑

え
込
ま
れ
一
本
負
け
。

　副
将
の
増
田
は
リ
ー
ド
さ
れ
て
い

る
場
面
で
は
あ
っ
た
が
冷
静
に
対
処

し
、
開
始
一
分
過
ぎ
に
狙
い
澄
ま
し

た
小
外
刈
り
で
豪
快
に
一
本
を
奪
う
。

　大
将
の
齋
藤
は
、
積
極
的
に
勝
負

に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面
で

あ
っ
た
が
、
相
手
の
圧
力
が
強
く
得

意
の
組
み
手
に
さ
せ
て
も
ら
な
か
っ

た
。
消
極
的
に
な
っ
た
と
こ
ろ
「
指

導
三
」
を
受
け
、
そ
の
ま
ま
時
間
切

れ
と
な
り
チ
ー
ム
は
一
対
二
で
敗
戦

と
な
る
。

　京
都
府
と
は
、
ほ
ぼ
互
角
の
実
力

で
あ
り
、
自
分
の
力
を
出
し
切
れ
ば

勝
っ
て
い
た
試
合
も
あ
っ
た
だ
け
に

自
分
の
柔
道
を
出
し
切
る
強
い
精
神

力
と
勝
負
へ
の
こ
だ
わ
り
と
い
う
も

の
が
足
り
な
か
っ
た
の
で
は
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　更
に
精
進
を
重
ね
最
強
・
最
高
の

チ
ー
ム
作
り
に
励
み
た
い
と
思
い
ま

す
。　関

係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
平
成
25
年
東
京
都
国
体
で
の

活
躍
を
誓
い
、
大
会
結
果
の
報
告
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

静
岡
県
警
察

　渡
辺
達
也

総 監 督 野 田 昭 一 静岡県柔道協会理事長
総 務 宮 本 昌 人 常葉学園高校教諭
監 督 渡 辺 達 也 静岡県警察
コ ー チ 間 宮 幸 男 浜松学院高校教諭
主 務 磯 部 拡 美 庵原高校教諭
トレーナー 赤池   理 アカイケ鍼灸接骨院
先鋒（60kg 以下） 大 石 悠 太 近畿大学 3 年
次鋒（73kg 以下） 眞 野 洋 光 静岡県警察
中堅（90kg 以下） 山 下 諒 輔 静岡県警察
副将（9 0 k g 超 ） 増 田 圭 省 静岡県警察
大将（ 無 差 別 ） 齊 藤 和 仁 静岡県警察

1 回戦 群馬県 １ 対 ２ 静岡県

先 鋒 芹 澤 ○ 一本背負投 大 石

次 鋒 梶 原 × 引き分け × 眞 野

中 堅 小 島 膝車 ○ 山 下

副 将 阿 倍 指導２ 増 田

大 将 渡 辺 × 引き分け × 齊 藤

2 回戦 京都府 ２ 対 １ 静岡県

先 鋒 鳥 田 × 引き分け × 大 石

次 鋒 佐 野 × 引き分け × 眞 野

中 堅 平 尾 ○ 横四方固 山 下

副 将 菊 川 小外刈 ○ 増 田

大 将 淺 野 指導３ 齊 藤

安齋会長のアドバイスを受ける選手

選手と関係者
− 128 − − 129 −



（3）  第 16 号 平成 25 年３月１日柔道しずおか

第
33
回
国
体
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

平
成
24
年
8
月
19
日

　
愛
知
県
武
道
館

少
年
男
子

　静
岡
１

－

①
愛
知

　
　
　
　
　静
岡
４

－

０
三
重

　本
大
会
出
場
は
２
勝
の
愛
知
県

少
年
女
子

　静
岡
０

－

２
愛
知

　
　
　
　
　静
岡
３

－

０
三
重

　本
大
会
出
場
は
２
勝
の
愛
知
県

成
年
女
子

　静
岡
１

－

２
三
重

　
　
　
　
　静
岡
１

－

①
愛
知

　本
大
会
出
場
は
１
勝
１
分
け
の
三
重
県

出
場
選
手

少
年
男
子

監

　督

　小
柳
津
敬
博 

（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
教
諭
）

コ
ー
チ

　渡
部
直
樹
（
静
岡
学
園
高
校
教
諭
）

選

　手

　佐
藤
和
哉
（
静
岡
学
園
高
校
）

　〃

　
　渡
辺
浩
貴
（
浜
松
商
業
高
校
）

　〃

　
　齊
藤
光
星
（
加
藤
学
園
高
校
）

　〃

　
　佐
藤
光
将
（
静
岡
学
園
高
校
）

　〃

　
　鈴
木
優
希
（
常
葉
学
園
橘
高
校
）

少
年
女
子

監

　督

　西
川
勝
啓
（
裾
野
高
校
教
諭
）

コ
ー
チ

　磯
部
拡
美
（
庵
原
高
校
教
諭
）

選

　手

　滝
川
真
央
（
富
士
市
立
高
校
）

　〃

　
　村
山
の
ど
か
（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

　〃

　
　岡
本
理
帆
（
藤
枝
順
心
高
校
）

成
年
女
子

監

　督

　間
宮
幸
男 

（
浜
松
学
院
高
校
教
諭
）

コ
ー
チ

　磯
部
拡
美
（
庵
原
高
校
教
諭
）

選

　手

　土
屋
文
香
（
東
海
大
学
）

　〃

　
　村
瀬
由
樹
（
国
際
武
道
大
学
）

選

　手

　山
下
ま
な
実
（
日
本
体
育
大
学
）

　以
上
の
結
果
、
成
年
女
子
・
少
年

女
子
・
少
年
男
子
共
に
本
大
会
出
場

は
な
ら
な
か
っ
た
。

国
体
ス
タ
ッ
フ

強
化
委
員
長

　石
川
裕
章
（
静
岡
県
柔
道
協
会
）

事
務
局
長

　佐
々
木
秀
男
（
静
岡
県
柔
道
協
会
）

事
務
局
次
長

　伊
藤
武
治
（
静
岡
県
柔
道
協
会
）

総

務

　宮
本
昌
人 

（
常
葉
学
園
高
校
教
諭
）

医
科
学

　加
藤
伸
司 

（
常
葉
学
園
橘
高
校
教
諭
）

ト
レ
ー
ナ
ー

　赤
池

　理 

（
ア
カ
イ
ケ
鍼
灸
接
骨
院
）

平
成
24
年
5
月
6
日
午
前
9
時
30
分
開
始

静
岡
県
武
道
館

　恒
例
の
柔
道
祭
が
今
年
度
も
県
武

道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
安
齊
会
長
の

挨
拶
に
続
き
、
富
士
市
立
高
校
の
滝

川
真
央
さ
ん
に
よ
り
選
手
宣
誓
が
行

わ
れ
た
。
滝
川
さ
ん
は
第
34
回
全
国

高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会
女
子
無

差
別
級
で
3
位
に
入
賞
し
て
お
り
、

初
々
し
い
宣
誓
を
し
て
く
れ
た
。
選

手
宣
誓
に
続
き
、
恒
例
の
柔
道
協
会

表
彰
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
表
彰

さ
れ
た
。

《
特
別
功
労
賞
》

七
段

　山
梨
公
良

七
段

　館
山
紀
生

《
永
年
功
労
賞
》

七
段

　前
田
伸
太
郎

七
段

　齊
藤

　剛

七
段

　福
村
忠
史

六
段

　大
村
勝
利

六
段

　鈴
木
孝
昌

六
段

　山
之
内
良
彦

六
段

　新
村
昌
司

四
段

　清
水

　虔

《
功
労
賞
》

六
段

　茶
山
和
己

五
段

　沖

　義
和

五
段

　松
下
満
男

四
段

　加
藤
吉
行

三
段

　加
藤
伸
司

　

《
優
秀
指
導
者
賞
》

女
子
三
段

　沼
野
由
香
利

（
藤
枝
順
心
高
校
柔
道
部
顧
問
）

岡
本
理
帆
選
手
を
育
成

六
段

　須
田
直
之

（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
柔
道
部
顧
問
）

村
山
の
ど
か
選
手
を
育
成

《
優
秀
選
手
賞
》

女
子
初
段

　岡
本
理
帆
（
藤
枝
順
心
高
校
）

２
０
１
１
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
柔
道

チ
ェ
ジ
ュ
大
会
女
子
48
㎏
級
優
勝
、

第
34
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手

権
大
会
女
子
52
㎏
級
優
勝

女
子
初
段

　村
山
の
ど
か（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

第
34
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手

権
大
会
女
子
70
㎏
級
優
勝

初
段

　佐
藤
和
哉
（
静
岡
学
園
高
校
）

第
34
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手

権
大
会
男
子
無
差
別
級
3
位

女
子
初
段

　滝
川
真
央（
富
士
市
立
高
校
）

第
34
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手

権
大
会
女
子
無
差
別
級
3
位

女
子
初
段

　遠
田
真
子
（
東
海
大
学
付
属
翔
洋
高
校
）

平
成
24
年
度
全
日
本
カ
デ
柔
道
体
重

別
選
手
権
大
会
女
子
70
㎏
級
3
位

　表
彰
に
続
き
試
合
が
開
始
さ
れ
た
。

毎
年
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
小
学
生

か
ら
一
般
ま
で
県
内
の
柔
道
選
手
が

一
堂
に
集
ま
る
唯
一
の
大
会
で
、
県

武
道
館
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
観

客
席
か
ら
大
き
な
声
で
の
声
援
が
送

ら
れ
て
い
た
。

第
54
回
静
岡
県
柔
道
祭
成
績

団
体
戦
成
績

小
学
生
の
部

1
位

　育
誠
館

2
位

　清
水
町
柔
道
会

3
位

　伊
豆
長
岡
柔
道
会

3
位

　大
仁
柔
道
会

中
学
男
子
の
部

1
位

　静
岡
学
園
中
学
校

2
位

　細
江
中
学
校

3
位

　錦
田
中
学
校

3
位

　藤
枝
明
誠
中
学
校

中
学
女
子
の
部

1
位

　藤
枝
順
心
中
学
校

2
位

　東
海
大
学
付
属
翔
洋
中
学

3
位

　沼
津
市
立
沼
津
中
学

3
位

　長
岡
中
学

高
校
男
子
の
部

1
位

　静
岡
学
園
高
校

2
位

　浜
松
商
業
高
校

3
位

　加
藤
学
園
高
校

3
位

　常
葉
学
園
橘
高
校

高
校
女
子
の
部

1
位

　藤
枝
順
心
高
校

2
位

　富
士
市
立
高
校

3
位

　東
海
大
学
付
属
翔
洋
高
校

3
位

　焼
津
高
校

一
般
の
部

1
位

　静
岡
県
警
察

2
位

　静
岡
産
業
大
学
A

3
位

　富
士
市
柔
道
会

3
位

　東
海
翔
柔
ク
ラ
ブ

優
秀
選
手

小
学
生
の
部

宇
佐
美
菜
海
（
育
誠
館
）

澤
崎
莉
子
（
清
水
町
柔
道
会
）

中
学
男
子
の
部

岡
本
龍
司
（
静
岡
学
園
中
学
）

植
村
恵
吾
（
細
江
中
学
）

中
学
女
子
の
部

鈴
木
茉
莉
（
藤
枝
順
心
中
学
）

安
竹
真
利
奈 

（
東
海
大
学
付
属
翔
洋
中
学
）

高
校
男
子
の
部

浅
賀
慎
太
郎
（
静
岡
学
園
高
校
）

渡
辺
毅
輝
（
浜
松
商
業
高
校
）

第54回
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高
校
女
子
の
部

吉
長
桃
子
（
藤
枝
順
心
高
校
）

滝
川
真
央
（
富
士
市
立
高
校
）

一
般
の
部

眞
野
洋
光
（
静
岡
県
警
察
）

関
根
龍
成
（
静
岡
産
業
大
学
A
）

　恒
例
の
静
岡
県
柔
道
協
会
優
秀
選

手
表
彰
が
11
月
24
日
（
土
）
ホ
テ
ル

シ
テ
ィ
オ
静
岡
で
行
わ
れ
た
。
対
象

者
は
新
人
選
手
紹
介
コ
ー
ナ
ー
で

紹
介
す
る
以
下
の
選
手
た
ち
で
あ

る
。
岡
本
理
帆
さ
ん
（
藤
枝
順
心
高

等
学
校
）
は
今
年
度
多
く
の
大
会
で

活
躍
し
、
大
き
く
飛
躍
し
た
一
年

だ
っ
た
と
思
う
。
平
成
24
年
度
全
日

本
選
抜
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会
女

子
48
㎏
級
第
２
位
、
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技
女
子
48
㎏

級
優
勝
、
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
体

重
別
選
手
県
大
会
女
子
48
㎏
級
優
勝
、

２
０
１
２
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス

柔
道
選
手
県
大
会
優
勝
、
講
道
館
杯

全
日
本
柔
道
体
重
別
選
手
県
大
会
第

３
位
と
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ベ
ル
だ
け
で
な

く
シ
ニ
ア
の
レ
ベ
ル
で
も
す
ば
ら
し

い
成
績
を
残
し
て
お
り
、
世
界
が
視

野
に
入
っ
て
い
る
。
村
山
の
ど
か
さ

ん
（
沼
津
市
立
沼
津
高
等
学
校
）
も

期
待
の
選
手
で
順
調
に
成
長
し
て
い

る
。
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

柔
道
競
技
女
子
70
㎏
級
で
準
優
勝
し

た
。
滝
川
真
央
さ
ん
（
富
士
市
立
高

等
学
校
）
も
注
目
さ
れ
て
い
る
選
手

で
、
順
調
に
成
長
し
て
い
る
。
全
国

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技

女
子
78
㎏
級
で
準
優
勝
し
た
。
４
人

目
は
鈴
木
茉
莉
さ
ん
（
藤
枝
順
心
中

学
校
）
で
、
全
国
中
学
校
総
合
体
育

大
会
柔
道
競
技
女
子
44
㎏
級
準
優
勝

し
た
。

　ま
た
、
優
秀
指
導
者
と
し
て
沼
野

由
香
利
先
生
（
藤
枝
順
心
高
等
学
校

教
諭
）
が
表
彰
さ
れ
た
。
受
賞
理
由

は
「
藤
枝
順
心
高
等
学
校
の
教
え
子

岡
本
理
帆
選
手
が
全
国
大
会
・
ア
ジ

ア
大
会
で
３
度
に
わ
た
り
優
勝
。
そ

の
指
導
力
を
讃
え
優
秀
指
導
者
賞
を

贈
る
。」
と
さ
れ
て
い
る
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　安
齊
会
長
か
ら
挨
拶
が
行
わ
れ
た

後
、
賞
状
と
記
念
品
が
参
加
者
に
授

与
さ
れ
た
。
選
手
を
代
表
し
て
藤
枝

順
心
中
学
校
の
鈴
木
茉
莉
選
手
が
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
閉
会
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
静
岡
県
体
育
協
会
体
育
章
受
賞

　高
田
勝
之
（
静
岡
県
柔
道
協
会
）

奨
励
賞
受
賞

　岡
本
理
帆
（
藤
枝
順
心
高
校
）

　村
山
の
ど
か
（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

　遠
田
真
子
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

第
34
回

全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会

平
成
24
年
3
月
19
日（
月
）20
日（
火
・
祝
）

日
本
武
道
館

男
子
団
体

静
岡
学
園
高
校
（
2
人
残
し
）
埼
玉

栄
高
校

　初
戦
敗
退

女
子
団
体

1
回
戦

沼
津
市
立
沼
津
高
校
２ 

－ 
０
高
松
商
業
高
校（
香
川
）

2
回
戦

沼
津
市
立
沼
津
高
校
２ 

－ 
１
柴
田
高
校（
宮
城
）

3
回
戦

沼
津
市
立
沼
津
高
校
０ 

－ 
２
敬
愛
高
校（
福
岡
）

ベ
ス
ト
16
進
出

男
子
個
人

60
㎏
級

　大
場
隆
成 

（
浜
松
城
北
工
業
高
校
）

　
　
　
　初
戦
敗
退

73
㎏
級

　新
美
公
秀
（
浜
北
西
高
校
）

　
　
　
　初
戦
敗
退

81
㎏
級

　浅
賀
慎
太
郎
（
静
岡
学
園
高
校
）

　
　
　
　初
戦
敗
退

90
㎏
級

　伴
野
祐
樹
（
新
居
高
校
）

　
　
　
　初
戦
敗
退

無
差
別
級

　佐
藤
和
哉 

（
静
岡
学
園
高
校
）

　
　
　
　3
位

女
子
個
人

52
㎏
級

　岡
本
理
帆 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

　
　
　
　優
勝

57
㎏
級

　前
山
理
菜 

（
加
藤
学
園
高
校
）

　
　
　
　ベ
ス
ト
16

63
㎏
級

　吉
川
稜
子 

（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

　
　
　
　初
戦
敗
退

70
㎏
級

　村
山
の
ど
か 

（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

　
　
　
　優
勝

無
差
別
級

　滝
川
真
央 

（
富
士
市
立
高
校
）

　
　
　
　3
位

全
日
本
女
子
柔
道
選
手
権
大
会

平
成
24
年
４
月
15
日
（
日
）

　

横
浜
文
化
体
育
館

滝
川
真
央
（
富
士
市
立
高
校
）

　選
手
出
場

全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会

平
成
24
年
4
月
29
日
（
日
）

　

日
本
武
道
館

増
田
圭
昌
（
静
岡
県
警
察
）

　選
手
出
場

第
32
回
全
国
少
年
柔
道
大
会

平
成
24
年
5
月
5
日
（
土
・
祝
）

　

講
道
館

団
体
戦

　清
水
町
柔
道
会

　
　
　初
戦
敗
退

個
人
戦

５
年
生

　殿
岡
慎
平 

（
清
水
町
柔
道
会
）

　
　
　
　初
戦
敗
退

６
年
生

　澤
崎
莉
子 

（
清
水
町
柔
道
会
）

　
　
　
　２
回
戦
進
出

全
日
本
選
抜
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

平
成
24
年
5
月
12
日（
土
）・
13
日（
日
）

福
岡
県

女
子

48
㎏
級

　岡
本
理
帆 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

　
　
　
　
　準
優
勝

第
59
回

東
海
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技

平
成
24
年
6
月
16
日（
土
）・17
日（
日
）

岐
阜
県
大
垣
武
道
館

男
子
団
体

　静
岡
学
園
高
校

　３
位

女
子
団
体

　富
士
市
立
高
校

　２
位

男
子

60
㎏
級

　３
位

　小
林
駿
平 

（
静
岡
学
園
高
校
）

73
㎏
級

　２
位

　岩
澤
勇
佑 

（
加
藤
学
園
高
校
）

81
㎏
級

　優
勝

　浅
賀
慎
太
郎 

（
静
岡
学
園
高
校
）

柔
道
協
会

優
秀
選
手
表
彰

受賞者を囲んで
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90
㎏
級

　３
位

　植
田
蒼
太
朗 

（
浜
松
商
業
高
校
）

100
㎏
超
級

　優
勝

　佐
藤
和
哉 

（
静
岡
学
園
高
校
）

女
子

48
㎏
級

　２
位

　岡
本
里
帆 
（
藤
枝
順
心
高
校
）

57
㎏
級

　優
勝

　益
子
楓
彩
奈 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

63
㎏
級

　

　３
位

　神
林
希
衣 

（
加
藤
学
園
高
校
）

70
㎏
級

　優
勝

　村
山
の
ど
か 

（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

78
㎏
級

　２
位

　菊
池
優
貴
乃 

（
静
岡
学
園
高
校
）

78
㎏
超
級

　３
位

　伊
藤

　愛 

（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

　３
位

　滝
川
真
央 

（
富
士
市
立
高
校
）

マ
ル
ち
ゃ
ん
杯
柔
道
大
会
小
学
生
の
部

平
成
24
年
6
月
24
日
（
日
）

長
野
県
松
本
市

清
水
町
柔
道
会

　

第
３
位

　
　
　
　
　全
国
大
会
出
場

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

平
成
24
年
6
月
30
日
（
土
）

　

静
岡
県
武
道
館

男
子

55
㎏
級

　優
勝

　小
林
大
貴
（
加
藤
学
園
高
校
）

60
㎏
級

　
　

　優
勝

　鈴
木
優
希 

（
常
葉
学
園
橘
高
校
）

東
海
大
会
優
勝
全
国
大
会
出
場

66
㎏
級

　
　

　優
勝

　佐
藤
光
将 

（
静
岡
学
園
高
校
）

73
㎏
級

　
　

　優
勝

　秋
本
健
吾 

（
常
葉
学
園
橘
高
校
）

81
㎏
級

　優
勝

　浅
賀
慎
太
郎 

（
静
岡
学
園
高
校
）

90
㎏
級

　優
勝

　齊
藤
光
星 

（
加
藤
学
園
高
校
）

100
㎏
級

　優
勝

　渡
辺
浩
貴 

（
浜
松
商
業
高
校
）

100
㎏
超
級

　

　優
勝

　佐
藤
和
哉 

（
静
岡
学
園
高
校
）

　
　東
海
大
会
優
勝
全
国
大
会
出
場

女
子

44
㎏
級

　優
勝

　鈴
木
茉
莉 
（
藤
枝
順
心
高
校
）

48
㎏
級

　
　

　優
勝

　岡
本
理
帆 
（
藤
枝
順
心
高
校
）

　
　東
海
大
会
優
勝
全
国
大
会
出
場

52
㎏
級

　
　

　優
勝

　渡
辺
香
奈 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

57
㎏
級

　
　

　優
勝

　益
子
楓
彩
奈 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

　
　東
海
大
会
優
勝
全
国
大
会
出
場

63
㎏
級

　
　

　優
勝

　古
川
綾
子 

（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

70
㎏
級

　
　

　優
勝

　村
山
の
ど
か 

（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

78
㎏
級

　
　

　優
勝

　菊
池
優
貴
乃 

（
静
岡
学
園
高
校
）

78
㎏
超
級

　

　優
勝

　滝
川
真
央 

（
富
士
市
立
高
校
）

東
海
地
区
形
競
技
大
会

平
成
24
年
7
月
1
日
（
日
）

　

静
岡
県
武
道
館

投
の
形

　
　
　
　

　渡
辺
成
也

　五
段

　佐
藤
邦
洋

　五
段

固
の
形

　森
田
賢
一

　四
段

　高
林
祐
介

　五
段

極
の
形

　杉
山
元
彦

　六
段

　中
道
修
二

　五
段

柔
の
形

　安
竹
克
好

　五
段

　渡
邉
武
彦

　五
段

講
道
館
護
身
術

　一
瀬

　誠

　六
段

　竹
内
紀
久
夫

　六
段

五
の
形

　白
井
康
二

　七
段

　中
村
寿
一

　七
段

古
式
の
形

　渡
辺
達
也

　七
段

　小
野
瀬
康
行

　七
段

　
　全
国
大
会
出
場

平
成
24
年
度
静
岡
県
成
年
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

（
兼
国
民
体
育
大
会
柔
道
競
技
選
手
選
考
会
）

平
成
24
年
7
月
7
日
（
土
）

静
岡
県
武
道
館

成
年
男
子 

優
勝
者

　60
㎏
級

　大
石
悠
太 

（
近
畿
大
学
）

　73
㎏
級

　鈴
木

　隼 

（
拓
殖
大
学
）

　90
㎏
級

　山
下
諒
輔 

（
静
岡
県
警
察
）

　無
差
別
級

　齊
藤
和
仁 

（
静
岡
県
警
察
）

成
年
女
子 

優
勝
者

　52
㎏
級

　山
下
ま
な
実 

（
日
本
体
育
大
学
）

　70
㎏
級

　村
瀬
由
樹 

（
国
際
武
道
大
学
）

　無
差
別
級

　土
屋
文
香 

（
東
海
大
学
）

第
61
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
大
会

平
成
24
年
8
月
2
日（
木
）〜
6
日（
月
）

富
山
県

男
子
団
体
戦

１
回
戦

静
岡
学
園
高
校
４

－

０
秋
田
高
校

２
回
戦

静
岡
学
園
高
校
１

－

３
前
橋
育
英
高
校

女
子
団
体
戦

１
回
戦

沼
津
市
立
沼
津
高
校
２

－

１
豊
岡
高
校

２
回
戦

沼
津
市
立
沼
津
高
校
①

－

１
桐
蔭
学
園
高
校

３
回
戦

沼
津
市
立
沼
津
高
校
２

－

１
柳
ヶ
浦
高
校

準
々
決
勝

沼
津
市
立
沼
津
高
校
０

－

２
阿
蘇
中
央
高
校

（
ベ
ス
ト
８
進
出
）

男
子

60
㎏
級

　小
林
駿
平 

（
静
岡
学
園
高
校
）

２
回
戦
進
出

66
㎏
級

　佐
藤
光
将 

（
静
岡
学
園
高
校
）

３
回
戦
進
出

73
㎏
級

　秋
本
健
吾 

（
常
葉
学
園
橘
高
校
）

２
回
戦
進
出

81
㎏
級

　浅
賀
慎
太
郎 

（
静
岡
学
園
高
校
）

初
戦
敗
退

90
㎏
級

　齊
藤
光
星 

（
加
藤
学
園
高
校
）

初
戦
敗
退

100
㎏
級

　篠
田
大
希 

（
御
殿
場
西
高
校
）

初
戦
敗
退

100
㎏
超
級

　佐
藤
和
哉 

（
静
岡
学
園
高
校
）

第
５
位
入
賞
（
ベ
ス
ト
８
）

女
子

48
㎏
級

　岡
本
理
帆 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

優
勝

52
㎏
級

　馬
場
あ
ゆ
美 

（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

初
戦
敗
退

57
㎏
級

　益
子
楓
彩
奈 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

初
戦
敗
退

63
㎏
級

　古
川
綾
子 

（
市
立
沼
津
高
校
）

第
５
位
入
賞
（
ベ
ス
ト
８
）

70
㎏
級

　村
山
の
ど
か 

（
市
立
沼
津
高
校
）

準
優
勝

78
㎏
級

　菊
池
優
貴
乃 

（
静
岡
学
園
高
校
）

２
回
戦
進
出

78
㎏
超
級

　滝
川
真
央 

（
富
士
市
立
高
校
）

準
優
勝

※
各
階
級
県
大
会
優
勝
者
、
優
勝

チ
ー
ム
が
全
国
大
会
に
出
場
し
て
い

る
。平

成
24
年
度

東
海
中
学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技

平
成
24
年
8
月
8
日（
水
）・9
日（
木
）

静
岡
市
立
北
部
体
育
館

男
子
団
体

　静
岡
学
園
中
学
校

　
　
　
　３
位

女
子
団
体

　東
海
大
学
翔
洋
中
学
校

　
　３
位

　藤
枝
順
心
中
学
校

　
　
　
　３
位

− 130 − − 131 −



第 16 号（6） 平成 25 年３月１日 柔道しずおか

男
子

55
㎏
級

　

　優
勝

　芹
沢
翔
哉 

（
函
南
中
学
）

　２
位

　上
村
悠
真 

（
高
台
中
学
）

　３
位

　羽
田
野
航
（
大
安
中
学
）

66
㎏
級

　３
位

　塚
本
瑠
羽 
（
市
立
沼
津
中
学
）

73
㎏
級

　３
位

　飯
川
夢
二
郎
（
金
岡
中
学
）

81
㎏
級

　３
位

　辻
幸
之
介 

（
沼
津
市
立
沼
津
中
学
）

90
㎏
級

　３
位

　大
橋
昴
文 

（
錦
田
中
学
）

　３
位

　福
井
洋
貴 

（
細
江
中
学
）

90
㎏
超
級

　３
位

　月
岡
校
早
瀬 

（
静
岡
学
園
中
学
）

女
子

40
㎏
級

　２
位

　松
浦
都
衣 

（
愛
鷹
中
学
）

　３
位

　安
食
亜
美 

（
藤
枝
順
心
中
学
）

44
㎏
級

　優
勝

　鈴
木
茉
莉 

（
藤
枝
順
心
中
学
）

　３
位

　小
林
夏
希
（
暁
秀
中
学
）

48
㎏
級

　３
位

　成
宮
妃
世
梨 

（
藤
枝
順
心
中
学
）

52
㎏
級

　３
位

　加
藤
樹
梨 

（
錦
田
中
学
）

57
㎏
級

　３
位

　菊
池
涼
音 

（
長
岡
中
学
）

70
㎏
級

　３
位

　楠

　麻
衣 

（
長
岡
中
学
）

　３
位

　外
山
紗
奈 

（
東
海
大
学
翔
洋
中
学
）

全
国
教
員
大
会

平
成
24
年
8
月
12
日
（
日
）

講
道
館

監
督

　藤
田
明
啓 

（
浜
松
西
高
校
）

先
鋒

　川
端
常
弘 

（
湖
西
高
校
）

次
鋒

　大
原
尚
喜 

（
新
居
高
校
）

中
堅

　井
口
往
彦 

（
浜
北
西
高
校
）

副
将

　山
崎
大
介 

（
磐
田
南
高
校
）

大
将

　高
田
幸
治 

（
城
南
静
岡
高
校
）

１
回
戦

　
　静
岡
３

－

２
福
岡

２
回
戦

　
　静
岡
２

－

１
長
野

３
回
戦

　
　静
岡
２

－

２
岩
手

　（代
表
戦
勝
）

準
々
決
勝

　静
岡
２

－

３
大
阪

　監
督
の
浜
松
西
高
校
教
諭
の
藤
田

先
生
よ
り
、
「
選
手
の
頑
張
り
に
よ

り
ベ
ス
ト
８
進
出
と
い
う
大
変
貴
重

で
有
意
義
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
安
齊
会
長
を
は
じ
め
多

大
な
御
支
援
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
と
い
う

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

貴
重
な
経
験
を
、
各
学
校
で
の
先
生

方
の
指
導
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

第
43
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

平
成
24
年
8
月
21
日（
火
）〜
24
日（
金
）

神
奈
川
県
川
崎
市

男
子
団
体
戦

静
岡
学
園
中
学
校
１

－

１
広
陵
中
学
校

静
岡
学
園
中
学
校
０

－

５
国
士
館
中
学
校

予
選
リ
ー
グ
敗
退

女
子
団
体
戦

東
海
大
学
翔
洋
中
学
校
３

－

０
大
山
口
中
学
校

東
海
大
学
翔
洋
中
学
校
２

－

０
弥
刀
中
学
校

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

東
海
大
学
翔
洋
中
学
校
０

－

２
藍
住
中
学
校

男
子

50
㎏
級

　片
桐
大
夢 

（
笠
井
中
学
）

初
戦
敗
退

55
㎏
級

　芹
沢
翔
哉 

（
函
南
中
学
）

初
戦
敗
退

60
㎏
級

　嵩
井
陵
太 

（
函
南
中
学
）

初
戦
敗
退

66
㎏
級

　塚
本
瑠
羽 

（
沼
津
市
立
沼
津
中
学
）

初
戦
敗
退

73
㎏
級

　飯
川
夢
二
郎 

（
金
岡
中
学
）

第
５
位
入
賞
（
ベ
ス
ト
8
）

81
㎏
級

　石
神
倫
哉 

（
静
岡
学
園
中
学
）

初
戦
敗
退

90
㎏
級

　大
橋
昴
文 

（
錦
田
中
学
）

２
回
戦
進
出

90
㎏
超
級

　小
笠
原
雄
也 

（
藤
枝
明
誠
中
学
）

第
５
位
入
賞
（
ベ
ス
ト
8
）

女
子

44
㎏
級

　鈴
木
茉
莉 

（
藤
枝
順
心
中
学
）

準
優
勝

48
㎏
級

　成
宮
妃
世
梨 

（
藤
枝
順
心
中
学
）

２
回
戦
進
出

52
㎏
級

　加
藤
樹
梨 
（
錦
田
中
学
）

初
戦
敗
退

57
㎏
級

　瀬
川
侑
希 

（
沼
津
市
立
沼
津
中
学
）

初
戦
敗
退

63
㎏
級

　安
竹
真
利
奈 

（
沼
津
市
立
沼
津
中
学
）

３
回
戦
進
出
（
ベ
ス
ト
16
）

70
㎏
級

　楠

　麻
衣 

（
長
岡
中
学
）

３
回
戦
進
出
（
ベ
ス
ト
16
）

70
㎏
超
級

　大
澤
宜
歩 

（
御
前
崎
中
学
）

初
戦
敗
退

各
階
級
県
大
会
優
勝
者
が
全
国
大
会

に
出
場
し
て
い
る
。

※
女
子
40
㎏
級
は
正
式
種
目
で
は
な

い
が
全
日
本
カ
デ
大
会
選
考
会
と
し

て
実
施
さ
れ
、
小
林
夏
希
（
暁
秀
中

学
校
）
が
出
場
し
優
勝
し
た
。

第
9
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会

平
成
24
年
8
月
26
日
（
日
）

　鹿
児
島

男
子
5
年

45
㎏
級

　柴
田
蓮
音 

（
清
水
柔
道
倶
楽
部
）

３
回
戦
進
出

45
㎏
超
級

　伊
藤
栄
都 

（
育
誠
館
）

２
回
戦
進
出

男
子
6
年

50
㎏
級

　村
松
考
紀 

（
静
岡
錬
心
館
）

初
戦
敗
退

50
㎏
超
級

　杉
本
康
平 

（
清
水
町
柔
道
会
）

初
戦
敗
退

女
子
5
年

40
㎏
級

　袴
田
佳
名
瑚 

（
育
誠
館
）

２
回
戦
進
出

40
㎏
超
級

　山
本

　杏 

（
神
士
館
）

３
回
戦
進
出

女
子
6
年

45
㎏
級

　田
島
小
夏 

（
大
仁
柔
道
会
）

２
回
戦
進
出

45
㎏
超
級

　澤
崎
莉
子 

（
清
水
町
柔
道
会
）

３
回
戦
進
出

6
月
10
日
に
実
施
さ
れ
た
県
大
会
の

各
階
級
優
勝
者
が
全
国
大
会
に
出
場

し
て
い
る
。

全
国
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
大
会

平
成
24
年
9
月
8
日（
土
）・9
日（
日
）

　埼
玉
県

男
子

60
㎏
級

　鈴
木
優
希 

（
常
葉
学
園
橘
高
校
）

初
戦
敗
退

100
㎏
超
級

　佐
藤
和
哉 

（
静
岡
学
園
高
校
）

２
回
戦
進
出

女
子

48
㎏
級

　岡
本
理
帆 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

優
勝

57
㎏
級

　益
子
楓
彩
奈 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

初
戦
敗
退

ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
大
会

平
成
24
年
9
月
25
日（
火
）〜
10
月
1
日（
月
）

台
湾

女
子

48
㎏
級

　岡
本
理
帆 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

優
勝

第
29
回

静
岡
県
大
学
高
専
柔
道
秋
季
優
勝
大
会

平
成
24
年
11
月
3
日
（
土
・
祝
）

静
岡
市
北
部
体
育
館

団
体
の
部

　優
勝

　静
岡
産
業
大
学
B

　 2
位

　静
岡
産
業
大
学
A

　

　 3
位

　東
海
大
学
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個
人
戦
の
部

　

女
子
の
部

　優
勝

　坂
本
由
里 

（
東
海
大
学
）

無
段
の
部

　優
勝

　杉
山
雅
人 

（
静
岡
文
芸
大
学
）

66
㎏
級

　優
勝

　岩
本
洋
範 
（
東
海
大
学
）

81
㎏
級

　優
勝

　坂
本
健
驢 

（
静
岡
産
業
大
学
）

81
㎏
超
級

　優
勝

　森
田
悠
斗 

（
静
岡
産
業
大
学
）

第
35
回
全
国
高
等
学
校

　
柔
道
選
手
権
大
会
（
男
女
個
人
戦
）

平
成
25
年
1
月
13
日
（
日
）

静
岡
県
武
道
館

女
子

52
㎏
級

　優
勝

　渡
辺
香
奈 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

57
㎏
級

　優
勝

　益
子
楓
彩
奈 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

63
㎏
級

　優
勝

　神
林
希
衣 

（
加
藤
学
園
高
校
）

70
㎏
級

　優
勝

　仁
科
鈴
菜 

（
富
士
市
立
高
校
）

無
差
別
級

　優
勝

　滝
川
真
央 

（
富
士
市
立
高
校
）

男
子

60
㎏
級

　優
勝

　小
林
駿
平 

（
静
岡
学
園
高
校
）

73
㎏
級

　優
勝

　岩
沢
勇
佑 

（
加
藤
学
園
高
校
）

81
㎏
級

　優
勝

　佐
野
安
大 

（
静
岡
学
園
高
校
）

90
㎏
級

　優
勝

　斉
藤
光
星 

（
加
藤
学
園
高
校
）

無
差
別
級

　優
勝

　佐
藤
和
哉 

（
静
岡
学
園
高
校
）

第
35
回
全
国
高
等
学
校

　
柔
道
選
手
権
大
会
（
男
女
団
体
戦
）

平
成
25
年
1
月
26
日
（
土
）

静
岡
県
武
道
館

女
子
団
体
戦

　優
勝

　藤
枝
順
心
高
校

男
子
団
体
戦

　優
勝

　静
岡
学
園
高
校

平
成
25
年
3
月
19
日（
火
）・
20
日（
水

祝
）
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
に
出
場
す
る
。

平
成
25
年
度
静
岡
県
柔
道
選
手
権
大
会

（
全
日
本
選
手
権
大
会
県
予
選
）

平
成
25
年
2
月
2
日
（
土
）

女
子　優

勝

　滝
川
真
央 

（
富
士
市
立
高
校
）

　 2
位

　土
屋
文
香 

（
東
海
大
学
）

男
子　優

勝

　佐
藤
和
哉 

（
静
岡
学
園
高
校
）

　推
薦

　増
田
圭
省 

（
静
岡
県
警
察
）

以
上
4
名
が
東
海
大
会
出
場

 

西
部
地
区 

親
子
柔
道
教
室
開
催

浜
松
市
武
道
館

平
成
24
年
11
月
4
日
午
後
1
時
か
ら

午
後
3
時
30
分
ま
で

講
師

　溝
口
紀
子
（
静
岡
文
化
芸
術

大
学
准
教
授
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
）

講
師

　ジ
ェ
レ
ミ
・
ア
ン
ド
リ
ュ（
フ

ラ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
、
フ
ラ
ン

ス
選
手
権
66
㎏
級
優
勝
）

　幼
稚
園
の
年
少
か
ら
小
学
３
年
生

以
下
を
対
象
に
し
た
第
２
回
親
子
柔

道
教
室
が
西
部
地
区
で
開
催
さ
れ
た
。

女
性
の
柔
道
人
口
を
増
や
す
対
策
の

一
環
と
し
て
県
下
３
地
区
で
計
画
さ

れ
た
が
、
そ
の
西
部
地
区
で
の
実
践

で
あ
る
。
西
部
地
区
各
道
場
に
所
属

す
る
子
ど
も
だ
け
で
な
く
一
般
の
子

ど
も
た
ち
も
参
加
し
て
く
れ
た
。
合

わ
せ
て
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
。
子
ど
も
た
ち
が

１
３
１
人
、
保
護
者
65
人
、
指
導
者

30
人
の
参
加
で
あ
っ
た
。

　今
回
は
講
師
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
柔

道
界
に
詳
し
い
溝
口
先
生
と
、
フ
ラ

ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
で
フ
ラ
ン
ス

選
手
権
66
㎏
級
で
優
勝
経
験
の
あ
る

ジ
ェ
レ
ミ
・
ア
ン
ド
リ
ュ
先
生
を
迎

え
て
行
わ
れ
た
。
柔
道
の
人
気
が
高

く
、
柔
道
人
口
が
非
常
に
多
い
フ
ラ

ン
ス
流
の
指
導
の
一
環
を
経
験
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　最
初
に
溝
口
先
生
と
ア
ン
ド
リ
ュ

先
生
か
ら
柔
道
の
基
本
的
な
準
備
体

操
の
指
導
が
な
さ
れ
た
。
子
ど
も
た

ち
は
本
当
に
楽
し
そ
う
に
親
子
で
取

り
組
ん
で
い
た
。

　後
半
は
ア
ン
ド
リ
ュ
先
生
か
ら
柔

道
の
実
技
が
紹
介
さ
れ
、
浜
松
西
高

校
OB
で
筑
波
大
学
学
生
の
鈴
木
君
を

受
け
に
切
れ
の
良
い
技
を
披
露
し
て

く
れ
た
。

 

中
部
地
区 

親
子
柔
道
教
室
開
催

　平
成
24
年
8
月
26
日
（
日
）
午
前

10
時
か
ら
正
午
ま
で
静
岡
市
北
部
体

育
館
柔
道
場
で
開
催
さ
れ
た
。
参
加

者
は
、大
人
男
性
19
人
、女
性
10
人（
内

有
段
者
3
人
）、
子
ど
も
男
子
26
人
女

子
14
人
、
指
導
者
15
人
で
あ
っ
た
。

　指
導
内
容
は
、
開
講
式
に
続
き
、
エ

ア
ロ
ビ
ッ
ク
ス
を
取
り
入
れ
た
準
備
運

動
、
ゆ
か
い
な
柔
道
ゲ
ー
ム
、
礼
法
指

導
、
受
身
指
導
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ

ん
を
投
げ
飛
ば
せ
、
閉
校
式
と
楽
し
そ

う
な
メ
ニ
ュ
ー
で
行
わ
れ
た
。

　教
室
参
加
者
か
ら
は
以
下
の
よ
う
な

意
見
や
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
始
め
て
柔
道
衣
を
着
ま
し
た
が
、

心
が
清
潔
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
し
た
。

・
親
子
で
組
み
合
う
こ
と
で
日
常
に
な

い
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
で
き
ま
し
た
。

・
女
性
指
導
者
の
優
し
い
言
葉
や
接

し
方
が
柔
道
へ
導
く
う
え
で
の
男

性
指
導
者
に
は
な
い
魅
力
で
あ
る
。

柔
道
教
室

バランスいいね 基本が大事

お父さんを投げよう
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・
プ
ロ
の
指
導
者
に
よ
る
エ
ア
ロ

ビ
ッ
ク
ス
を
準
備
運
動
に
取
り
入

れ
た
が
好
評
で
あ
っ
た
。

・
１
０
０
名
を
越
え
る
参
加
者
が
あ

り
楽
し
い
教
室
で
あ
っ
た
。

・
50
着
を
超
え
る
レ
ン
タ
ル
柔
道
衣

の
洗
濯
に
は
苦
労
す
る
。

 

東
部
地
区 

　東
部
地
区
で
は「
エ
ア
ロ
ビ
柔
道
」

が
長
年
実
践
さ
れ
て
い
て
い
る
。
毎

週
水
曜
日
午
後
7
時
か
ら
8
時
30
分
、

沼
津
市
立
沼
津
高
等
学
校
柔
道
場
で

開
催
さ
れ
て
い
る
。

　「年
齢
に
関
係
な
く
、健
康
で
『
柔

道
の
礼
法
・
受
身
』
な
ど
を
体
得
し
、

怪
我
防
止
と
体
力
増
強
を
目
指
し
た

い
人
、
ま
た
子
ど
も
や
孫
と
遊
び
た

い
人
」
を
対
象
に
、「
全
市
民
、
礼

と
受
身
の
体
得
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
行
な
わ
れ
て
い
る
。

県
内
各
地
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
「
道
場
」
を
各
地
区
２
道
場
ず
つ
紹
介
し
ま
す
。

①名称
②住所（練習場所）
③連絡先
④代表者氏名
⑤所属人数

⑥
道
場
紹
介

　昭
和
58
年
に
山
縣
道
場
を
開
設
、

以
来
地
域
や
近
隣
市
町
の
柔
道
修
行

者
の
受
け
皿
と
し
て
活
動
し
て
き
ま

し
た
。
汗
を
流
せ
る
道
場
、
自
ら
を

鍛
え
る
道
場
と
し
て「
精
進
」を
モ
ッ

ト
ー
に
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
が
各
人

の
目
標
を
持
っ
て
努
力
を
続
け
て
い

ま
す
。

　平
成
13
年
に
清
流
館
と
改
名
。
特

に
汗
の
中
か
ら
生
ま
れ
る
「
勇
気
」、

対
決
す
る
経
験
か
ら
生
ま
れ
る
「
自

信
」、
自
分
と
対
峙
す
る
こ
と
か
ら

生
ま
れ
る
「
自
覚
」、
柔
道
衣
を
着

続
け
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る「
誇
り
」

等
、
人
格
を
支
え
て
い
く
中
心
の
柱

を
大
切
に
し
て
日
々
の
稽
古
を
重
ね

て
い
ま
す
。

⑥
道
場
紹
介

　御
殿
場
市
柔
道
連
盟
の
前
身
は
、

昭
和
23
年
7
月
に
当
時
の
玉
穂
村

長
、
江
藤
誠
之
氏
を
会
長
と
し
、
北

駿
柔
道
倶
楽
部
と
し
て
発
足
し
ま
し

た
。
当
時
は
米
軍
が
、
滝
が
原
・
板

妻
・
駒
門
と
駐
留
し
、
占
領
下
の
町

の
風
紀
は
乱
れ
、
住
民
は
恐
怖
と
屈

辱
を
受
け
な
が
ら
戦
後
の
復
興
に
励

ん
で
い
ま
し
た
。
青
少
年
健
全
育
成

を
旗
印
に
稽
古
に
励
み
、
米
軍
兵
に

も
柔
道
指
導
を
行
い
軍
指
令
以
下
に

大
変
感
謝
さ
れ
、
日
米
親
善
と
市
民

の
人
心
安
定
と
自
信
回
復
に
寄
与
し
、

顧
問
内
海
隆
治
前
会
長
の
元
に
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　現
在
は
、
幼
児
・
小
学
生
・
中
学

生
・
高
校
生
・
一
般
と
広
く
地
域
と

一
体
と
な
り
楽
し
く
稽
古
に
励
ん
で

い
ま
す
。

清流館
②裾野市深良1764－1
　（山縣哲夫）
③〒410－1102
　裾野市深良1764－1
　山縣哲夫
　055－997－2779
④山縣　司
⑤児童3人、小学生15人、
　中学生11人、高校生5人、
　大学生3人、社会人17人

御殿場市柔道連盟
②御殿場市ぐみ沢６７０－１　市民体育館
　（火曜日・土曜日、午後６時３０分～午後８時）
　御殿場市ぐみ沢６４４　御殿場西高校
　（木曜日、午後６時３０分～午後８時）
③〒４１２－００４２　御殿場市萩原１２７８－１８
　０５５０－８３－８１７０
④顧問 内海隆治　会長 矢後　忠
⑤児童１１人、小学生３２人、中学生５人、
　高校生０人、大学・社会人８人

　蓮
柔
館
は
平
成
20
年
4
月
青
少
年

の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
て
開
館
し

ま
し
た
。
毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・

木
曜
日
は
西
益
津
中
学
校
柔
道
場
、

金
曜
日
は
藤
枝
西
高
校
柔
道
場
で
練

習
し
て
い
ま
す
。
練
習
時
間
は
午
後

7
時
か
ら
午
後
9
時
ま
で
で
す
。

　柔
道
を
通
じ
、
精
神
面
・
肉
体
面

の
強
化
を
含
め
、
礼
儀
作
法
等
の
向

上
に
も
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
一
日
一
日
の
練
習

を
大
切
に
し
て
、
全
国
大
会
へ
の
出

場
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

蓮柔館
②藤枝市音羽町5－１６－１２
③〒４２６－００８７
　藤枝市音羽町５－１６－１２
　０５４－６４４－４６９０
④鈴木   勝
⑤児童２人、小学生１２人、
　中学生６人、高校生０人、
　大学・社会人０人

正しい座礼を
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⑥
道
場
紹
介

　私
た
ち
「
し
ず
は
た
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
」
は
、
毎
週
月
、
水
、
金
の
３

日
間
、
午
後
6
時
30
分
か
ら
午
後
９

時
ま
で
静
岡
市
立
北
部
体
育
館
柔
道

場（
月
曜
日
は
賤
機
中
学
校
柔
道
場
）

で
、
未
就
学
児
か
ら
大
人
ま
で
が
汗

を
流
し
て
い
ま
す
。

　当
ク
ラ
ブ
で
は
礼
法
を
厳
し
く
指

導
す
る
と
と
も
に
、
怪
我
を
し
な
い

体
作
り
を
目
的
と
し
て
お
り
、
子
ど

も
た
ち
に
「
何
で
も
良
い
か
ら
一
番

に
な
り
な
さ
い
」
と
言
い
聞
か
せ
て

い
ま
す
。「
僕
は
一
番
大
き
な
声
を

出
す
よ
」「
私
は
一
番
早
く
道
場
へ

行
く
よ
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の

「
一
番
」
に
な
れ
る
よ
う
に
稽
古
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　ま
た
、
基
本
を
習
熟
さ
せ
る
た
め
、

準
備
運
動
時
に
近
代
的
な
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
織
り
交
ぜ
、
受
身
も
一
回
一

回
丁
寧
に
確
認
し
な
が
ら
行
っ
て
い

ま
す
。

　当
ク
ラ
ブ
で
は
見
学
・
体
験
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
初
心
者
は
も
ち

ろ
ん
、
経
験
者
の
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

しずはたスポーツクラブ
②〒４２０－００６３
　静岡市葵区通車町２－５
③加藤茂　０５４－２５２－５５１０
④加藤一郎
⑤児童・小学生１５人
　中学生４人
　高校・大学生４人
　一般１５人

⑥
道
場
紹
介

　地
域
の
中
学
生
・
高
校
生
・
一
般

有
志
に
よ
り
昭
和
2
年
に
発
足
し
、

そ
の
翌
年
よ
り
「
積
武
館
」
の
看
板

を
掲
げ
、
今
年
で
設
立
84
周
年
を
迎

え
る
大
変
歴
史
の
あ
る
道
場
で
あ
り

ま
す
。

　現
在
は
小
学
生
・
中
学
生
を
中
心

に
、
火
曜
日
・
金
曜
日
の
午
後
7
時

30
分
か
ら
約
2
時
間
、
日
曜
日
の
午

前
8
時
30
分
か
ら
約
3
時
間
の
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　私
達
は
、「
自
分
の
為
に
す
る
事

が
、
他
の
人
の
為
に
な
る
！
」
と
い

う
気
持
ち
で
日
々
稽
古
に
取
組
み
、

試
合
は
そ
れ
を
試
さ
せ
て
も
ら
う
処
、

そ
し
て
次
へ
の
目
標
を
見
つ
け
又
精

進
す
る
と
い
う
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

　柔
道
を
通
し
て
、
強
い
心
と
体
を

作
り
、
将
来
社
会
の
役
に
立
て
る
人

の
育
成
を
目
指
し
て
努
力
し
て
お
り

ま
す
。

　昭
和
32
年
の
浜
岡
町
体
育
協
会
設

立
に
伴
い
、
柔
道
経
験
者
が
集
い
体

育
協
会
柔
道
部
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　昭
和
45
年
に
は
、
県
の
青
年
大
会

を
制
し
て
全
国
大
会
出
場
を
果
し
、

体
育
協
会
柔
道
部
の
発
展
に
大
き
く

寄
与
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
制
度
の
発
足
を
受
け
、
体
育

協
会
柔
道
部
の
有
志
が
指
導
者
と
な

り
、
町
内
の
小
学
生
を
対
象
に
、
浜

岡
黒
潮
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
し

て
登
録
し
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

浜
岡
黒
潮
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結

成
後
、
池
新
田
高
校
の
柔
道
場
を
借

り
て
の
練
習
で
し
た
が
、
浜
岡
中
学

校
の
柔
道
場
の
完
成
を
機
に
練
習
場

所
を
移
し
、
練
習
も
月
曜
日
・
水
曜

日
・
金
曜
日
の
夜
３
回
に
変
更
し
ま

し
た
。
毎
週
水
曜
日
に
は
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
練
習
終
了
後
に
中
学

生
・
高
校
生
・
一
般
と
の
合
同
練
習

を
追
加
し
、
後
進
の
育
成
に
当
た
っ

て
い
ま
す
。

　道
場
に
掲
げ
ら
れ
た
『
尊
礼
修

道
』・『
力
必
達
』
の
額
の
言
葉
を
胸

に
、
日
夜
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

積武館
②浜松市東区有玉北町１２００　
　浜松市立積志中学校柔道場
③〒４３１－３１１２
　浜松市東区大島町１１４８－２
　０５３－４３５－０６１４
④渡邊正人
⑤児童０人、小学生２８人、
　中学生１１人、
　一般１３人（内指導者１０人）

浜岡黒潮柔道スポーツ少年団
②御前崎市立浜岡中学校柔道場
③〒４３７－１６１２
　御前崎市池新田１６８３－１９
　０５３７－８６－７３１０
④栗田徳光
⑤児童０人、小学生１４人、中学生６人、
　高校生０人、一般４人
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新人選手紹介コーナー
例年どおり、今年度もこのコーナーで紹介できる選手が数多くでた。柔道協会としては本当に喜ばしいことだと思う。全国

大会で３位までに入賞した若い選手（高校生以下の選手）を紹介しているコーナーで、今年度は６名の選手を紹介することが
できる。中には連続して紹介する選手もおり、「新人」ではないかもしれないが順調に成長している様子が伺われる。
平成２４年度全日本カデ柔道体重別選手県大会女子７０kg 級３位の遠田真子さん（東海大学翔洋高等学校）、第３４回全国

高等学校柔道選手県大会男子無差別級３位入賞の佐藤和哉君（静岡学園高等学校）、２０１１ワールドカップ柔道チェジュ大
会女子４８kg 級優勝、第３４回全国高等学校柔道選手県大会女子５２㎏級優勝、平成２４年度全日本選抜柔道体重別選手権
大会女子４８kg 級準優勝、全国高校総合体育大会女子４８kg 級優勝、全日本ジュニア柔道体重別選手権大会女子４８kg 級優
勝、２０１２アジアジュニアユース柔道選手権大会女子４８kg 級優勝、講道館杯全日本柔道体重別選手権大会女子４８kg 級
３位の岡本理帆さん（藤枝順心高等学校）、第３４回全国高等学校柔道選手権大会女子７０kg 級優勝、平成２４年度全国高校
総合体育大会女子７０kg 級準優勝の村山のどかさん（沼津市立沼津高等学校）、第３４回全国高等学校柔道選手権大会女子無
差別級３位、平成２４年全国高校総合体育大会女子無差別級準優勝の滝川真央さん（富士市立高等学校）、平成２４年度全国
中学校総合体育大会女子４４kg 級準優勝の鈴木茉莉さん（藤枝順心中学校）の６人を紹介する。　　
昨年は例年になく男子選手が頑張ってくれましたが、今年度は女子選手が活躍する例が多かった。特に、岡本里帆さん（藤

枝順心高校）はジュニア世代の大会だけでなくシニアの大会でも大活躍し、国内だけでなく国際大会でも実績を残し、オリン
ピック出場も視野に入ってきたと思う。

遠

田

真

子
さ
ん

（
東
海
大
学
翔
洋
高
等
学
校
）

◎
平
成
24
年
度
全
日
本
カ
デ
柔
道

体
重
別
選
手
県
大
会

女
子
70
㎏
級
３
位

昨
年
も
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し

た
遠
田
さ
ん
で
す
が
順
調
に
実
力
を

伸
ば
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
昨
年
紹

介
し
た
よ
う
に
、
遠
田
さ
ん
が
柔
道

を
始
め
た
き
っ
か
け
は
「
父
と
兄
の

影
響
で
」
と
言
う
こ
と
で
、
ま
さ
に

柔
道
一
家
だ
と
言
え
ま
す
。

今
回
の
入
賞
に
つ
い
て
は
「
去
年

が
優
勝
だ
っ
た
の
で
、
正
直
悔
し
い

で
す
。
も
っ
と
が
ん
ば
っ
て
絶
対
に

勝
て
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。」
と
、

当
然
で
す
が
嬉
し
さ
よ
り
も
、
悔
し

さ
の
ほ
う
が
大
き
い
よ
う
で
す
。
今

後
に
つ
い
て
は
「
一
戦
一
戦
集
中
し

て
戦
い
た
い
。」
と
前
向
き
な
姿
勢

を
見
せ
て
い
ま
す
。

全
国
中
学
校
柔
道
大
会
で
も
５
位

に
入
賞
し
、
昨
年
の
カ
デ
大
会
に
続

い
て
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
で
の
入
賞

で
す
。
将
来
の
夢
は
「
ま
ず
は
日
本

一
を
目
指
し
、
最
終
的
に
は
世
界
一

に
な
り
た
い
で
す
。」
と
大
き
な
夢

を
持
っ
て
い
ま
す
。
顧
問
の
山
梨
先

生
か
ら
は
「
受
け
は
元
来
良
い
も
の

を
持
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
攻
撃
の
技

術
（
技
）
を
身
に
付
け
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。」
と
ア
ド
バ

イ
ス
を
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。
遠
田
さ

ん
の
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

佐

藤

和

哉
君

（
静
岡
学
園
高
等
学
校
）

◎
第
34
回
全
国
高
等
学
校
選
手
権
大
会

男
子
無
差
別
超
級
３
位

佐
藤
和
哉
君
も
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
常
連
に
な
っ
て
お
り
、
常
に
全
国

レ
ベ
ル
の
大
会
に
出
場
し
上
位
に
入

賞
し
て
い
ま
す
。
本
人
の
努
力
や
関

係
者
の
指
導
で
順
調
に
成
長
し
て
い

岡

本

理

帆
さ
ん

（
藤
枝
順
心
高
等
学
校
）

◎
２
０
１
１
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
柔
道

チ
ェ
ジ
ュ
大
会

女
子
48
㎏
級
優
勝

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

す
で
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
柔
道

を
始
め
た
き
っ
か
け
は
「
父
に
勧
め

ら
れ
た
こ
と
」
だ
そ
う
で
す
。
将
来

の
夢
は
「
大
学
で
の
活
躍
」
と
は
っ

き
り
と
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
夢
を
実
現
し
て
く
だ
さ
い
、
そ
し

て
日
の
丸
を
付
け
て
欲
し
い
も
の
で

す
。指

導
者
か
ら
は
「
日
常
の
生
活
の

中
で
も
お
ご
る
こ
と
な
く
勉
学
と
柔

道
を
両
立
さ
せ
て
い
る
。
柔
道
日
本
一

を
目
指
し
努
力
精
進
し
て
い
る
か
ら

こ
そ
達
成
し
て
ほ
し
い
。」
と
さ
ら
な

る
飛
躍
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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◎
第
34
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手

　権
大
会

　女
子
52
㎏
級
優
勝

◎
平
成
24
年
度
全
日
本
選
抜
柔
道
体

　重
別
選
手
権
大
会

　女
子
48
㎏
級
準
優
勝

◎
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会

　女
子
48
㎏
級
優
勝

◎
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
体
重
別
選

　手
権
大
会

　女
子
48
㎏
級
優
勝

◎
２
０
１
２
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー

　ス
柔
道
選
手
権
大
会

　女
子
48
㎏
級
優
勝

◎
講
道
館
杯
全
日
本
柔
道
体
重
別
選

　手
権
大
会

　女
子
48
㎏
級
３
位

　岡
本
さ
ん
も
連
続
し
て
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
紹
介
し
て
い
る
静
岡
県
を
代

表
す
る
選
手
で
す
。
昨
年
紹
介
し
た

よ
う
に
、
岡
本
さ
ん
が
柔
道
を
始
め

た
き
っ
か
け
は
「
姉
の
影
響
」
と
柔

道
姉
妹
の
よ
う
で
す
。
岡
本
さ
ん
も

中
学
校
時
代
か
ら
全
国
で
活
躍
し
て

い
る
選
手
で
す
が
、
高
校
で
も
着
実

に
成
長
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
入
賞

に
つ
い
て
は
「
こ
の
結
果
に
満
足
せ

ず
、
も
っ
と
上
を
目
指
し
て
や
っ
て

い
き
た
い
で
す
。」
と
前
を
見
据
え

て
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
高
校
生

（
ジ
ュ
ニ
ア
）
世
代
だ
け
で
な
く
シ

ニ
ア
世
代
で
も
十
分
通
用
す
る
実
力

を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
か
ら
、
今
後

と
も
ぜ
ひ
が
ん
ば
っ
て
欲
し
い
も
の

で
す
。
日
本
を
代
表
し
て
国
際
大
会

へ
の
出
場
も
あ
り
、
指
導
者
か
ら
も

「
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。」と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　今
後
は
国
士
館
大
学
に
進
学
さ
れ
、

さ
ら
に
上
を
目
指
し
て
『
努
力
』
と

『
研
究
』
を
重
ね
て
い
か
れ
る
も
の

と
思
い
ま
す
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

滝

川

真

央 

さ
ん

（
富
士
市
立
高
等
学
校
）

◎
第
34
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手

　権
大
会

　女
子
無
差
別
級
３
位

◎
平
成
24
年
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会

　女
子
無
差
別
級
準
優
勝

　滝
川
さ
ん
は
友
愛
道
場
の
出
身

で
、
お
兄
さ
ん
が
友
愛
道
場
に
通
っ

て
い
た
こ
と
で
、
練
習
に
つ
い
て

い
っ
た
の
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か

鈴

木

茉

莉 

さ
ん

（
藤
枝
順
心
中
学
校
）

◎
平
成
24
年
度
全
国
中
学
校
総
合
体
育

　大
会

　女
子
44
㎏
級
準
優
勝

　鈴
木
さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
「
兄
が
や
っ
て
い
た
か
ら
」

と
い
う
、
ご
く
普
通
の
理
由
か
ら
で

す
が
、
大
き
く
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
入
賞
に
つ
い
て
は
「
嬉
し

か
っ
た
が
ま
だ
ま
だ
だ
と
思
い
ま
し

た
。」と
意
欲
的
で
す
。
今
後
の
夢
は
、

ズ
バ
リ
『
全
国
制
覇
』
だ
そ
う
で
す
。

中
学
3
年
生
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
高

校
で
も
大
き
く
羽
ば
た
い
て
く
れ
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
鈴
木
さ
ん
の

今
後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

◎
平
成
24
年
度
全
国
高
校
総
合
体
育

　大
会

　女
子
70
㎏
級
中
準
優
勝

　村
山
さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
他
の
多
く
の
選
手
と
同
じ
で

「
兄
が
柔
道
を
や
っ
て
い
た
か
ら
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。
今
回
の
入
賞

に
関
し
て
は
「
大
変
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。」
と
控
え
め
に
喜
び
を
語
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
高
校
選
手
権
優

勝
に
続
き
、
全
国
高
校
総
合
体
育
大

会
柔
道
競
技
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
で

も
準
優
勝
と
、
現
在
の
高
校
生
の
中

で
は
日
本
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
実
力

を
有
し
て
い
ま
す
。

　今
後
は
大
学
に
進
学
し
、
さ
ら
に

柔
道
を
続
け
日
本
一
を
目
指
す
そ
う

で
す
。
指
導
さ
れ
て
い
る
須
田
先
生

か
ら
は
「
高
校
時
代
は
基
礎
基
本
を

み
っ
ち
り
教
え
込
み
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
伸
び
し
ろ
や
潜
在
的
な
能
力
を

た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

大
学
で
も
競
技
を
続
け
る
の
で
大
き

く
飛
躍
し
て
日
本
を
代
表
す
る
選
手

に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
期
待
を
こ
め
て
熱
い
エ
ー
ル

を
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

け
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
今
回
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
の
準
優
勝
と
い
う
結
果

に
つ
い
て
は
「
ポ
イ
ン
ト
を
取
っ
て

い
て
、
ラ
ス
ト
23
秒
で
追
い
つ
か
れ
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
コ
ア
の
末
旗
判
定
に

な
り
２
対
１
の
僅
差
判
定
だ
っ
た
の

で
悔
し
い
と
最
初
に
思
い
ま
し
た
。」

と
語
っ
て
い
ま
す
。今
後
の
夢
は「
ま

ず
は
日
本
一
に
な
る
こ
と
。」
だ
そ

う
で
す
。
将
来
の
進
路
に
つ
い
て
は

今
の
と
こ
ろ
未
定
だ
そ
う
で
す
。
指

導
さ
れ
て
い
る
勝
呂
先
生
か
ら
は

「
今
年
度
は
、
皇
后
盃
全
日
本
女
子

柔
道
選
手
権
大
会
を
皮
切
り
に
、
各

種
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で

き
、
実
力
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
き

た
。
次
回
の
高
校
選
手
権
・
高
校
総

体
と
さ
ら
に
良
い
結
果
が
で
る
よ
う

精
進
さ
せ
た
い
。」
と
熱
い
エ
ー
ル

が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

村

山

の

ど

か 

さ
ん

（
沼
津
市
立
沼
津
高
等
学
校
）

◎
第
34
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手

　権
大
会

　女
子
70
㎏
級
優
勝
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　昨
年
の
編
集
後
記
で
次
の
よ
う
な

文
を
載
せ
ま
し
た
。『
中
学
校
で
武

道
必
修
化
に
と
も
な
い
柔
道
事
故
が

注
目
さ
れ
、
柔
道
の
危
険
性
が
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。
体
育
の
授
業
中
に

事
故
が
起
き
て
い
る
の
で
は
な
く
、

部
活
動
の
中
で
の
事
故
で
す
の
で
区

別
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
身
を
守
る
柔
道
の
練

習
で
事
故
・
怪
我
が
発
生
し
命
を
失

う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

事
故
発
生
を
し
っ
か
り
検
証
し
再
発

防
止
を
柔
道
界
全
体
で
取
り
組
ま
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。』

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
取

り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
全
柔
連

公
認
指
導
者
資
格
制
度
で
す
。
昨
年

度
よ
り
各
地
区
や
県
で
実
施
さ
れ
た

講
習
会
に
参
加
し
た
指
導
者
を
公
認

指
導
者
と
し
て
認
定
し
て
い
く
制
度

で
す
。

　す
で
に
講
習
が
終
了
し
、
A
か
ら

C
の
区
分
を
し
て
県
か
ら
全
柔
連
に

名
簿
が
提
出
さ
れ
、
認
定
が
行
わ
れ
、

平
成
25
年
4
月
よ
り
制
度
が
開
始
さ

れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　指
導
者
と
し
て
、
制
度
に
従
い
登

録
等
を
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
で
す

が
、
常
に
自
己
研
鑽
を
積
み
事
故
な

ど
が
起
き
な
い
指
導
を
心
が
け
、
も

柔
道
協
会
指
導
者
派
遣

　中
学
校
で
の
武
道
必
修
化
に
伴
い
、

柔
道
の
危
険
性
と
指
導
者
不
足
が
問

題
と
な
り
ま
し
た
。
柔
道
協
会
で
は
、

中
学
校
の
先
生
方
の
不
安
を
少
し
で

も
軽
減
し
生
徒
に
と
っ
て
良
い
柔
道

の
授
業
に
な
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
、

授
業
協
力
者
の
登
録
を
行
な
い
ま
し

た
。
多
く
の
方
々
に
協
力
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成

24
年
11
月
28
日
に
は
登
録
を
し
て
い

た
だ
い
た
方
々
の
授
業
参
加
・
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　「巻
頭
言
」
で
高
田
先
生
か
ら
体

験
記
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
中
学
校
で
の
柔
道
指
導
が

安
全
か
つ
有
意
義
な
授
業
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

鈴
木
敏
充

　
六
段

　平
成
24
年
10
月
14
日
永
眠（
70
歳
）

　鈴
木
敏
充
先
生
は
昭
和
34
年
静

岡
県
立
掛
川
西
高
等
学
校
に
入
学

後
、
柔
道
部
に
入
部
し
渡
辺
富
士
松

氏
（
六
段
）
に
師
事
し
柔
道
修
行
を

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　高
校
卒
業
後
、
静
岡
鉄
道
管
理
局

に
入
社
し
、
中
西
儀
久
氏
（
七
段
）

に
師
事
し
、
柔
道
を
続
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
47
年
7
月
の
小
笠
町

（
現
菊
川
市
）
体
育
協
会
柔
道
部
創

設
時
に
参
加
し
、
活
動
を
続
け
ら
れ

ま
し
た
。
昭
和
50
年
か
ら
は
、
小
笠

柔
道
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
と
し
て
、
小

学
生
か
ら
一
般
の
道
場
生
を
指
導
さ

れ
ま
し
た
。

　昭
和
61
年
か
ら
、
静
岡
県
柔
道
協

会
西
部
地
区
幹
事
と
な
り
、
月
次
試

合
や
審
査
会
の
審
判
や
協
会
運
営
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
の
功
績

に
よ
り
、
平
成
8
年
に
は
静
岡
県
柔

道
協
会
よ
り
功
労
賞
を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　高
校
卒
業
後
、
勤
務
先
の
JR
東
海

柔
道
部
及
び
母
校
の
掛
川
西
高
校
柔

道
部
へ
の
指
導
を
続
け
る
と
共
に
、

掛
川
柔
道
倶
楽
部
に
も
出
稽
古
を
続

け
、
50
歳
に
な
る
ま
で
継
続
さ
れ
ま

し
た
。
先
生
は
小
笠
町（
現
菊
川
市
）

の
柔
道
の
礎
を
築
き
、
そ
の
発
展
に

大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　永
眠
さ
れ
る
一
週
間
前
ま
で
お
元

気
で
、
子
ど
も
た
ち
に
柔
道
を
指
導

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
柔
道
が

大
好
き
な
先
生
で
し
た
。

　先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

し
起
き
て
し
ま
っ
た
時
は
、
適
切
な

対
応
が
で
き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
柔
道
を
普
及
し
て
い
く
た
め
に

は
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
、
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

全
柔
連
指
導
者
資
格

制
度
に
つ
い
て

中
学
校
武
道
必
修
化

に
対
応

訃

　
報

　柔
道
し
ず
お
か
16
号
を
お
届
け
し

ま
す
。

　今
年
度
は
高
校
生
の
活
躍
が
顕
著

で
し
た
。
平
成
24
年
3
月
の
高
校
選

手
権
大
会
で
、
優
勝
者
が
２
人
（
女

子
52
㎏
級
の
岡
本
さ
ん
と
70
㎏
級
の

村
山
さ
ん
）、
３
位
が
２
人
（
男
子

無
差
別
級
の
佐
藤
君
と
女
子
無
差
別

級
の
滝
川
さ
ん
）
と
い
う
す
ば
ら
し

い
結
果
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　国
民
体
育
大
会
で
も
、
全
国
大
会

へ
出
場
で
き
る
こ
と
を
確
信
し
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
成
年
男
子
の
み

の
出
場
で
し
た
。
来
年
こ
そ
は
全
種

目
の
出
場
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　さ
て
、
広
報
普
及
委
員
会
で
は
、

今
年
は
昨
年
作
成
し
た
柔
道
勧
誘
の

た
め
の
ポ
ス
タ
ー
を
中
止
し
、
柔
道

啓
蒙
ポ
ス
タ
ー
（
形
の
名
称
ポ
ス

タ
ー
）
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
各

道
場
で
御
活
用
く
だ
さ
い
。
こ
の
こ

と
に
関
し
て
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　平
成
26
年
に
全
日
本
実
業
柔
道
団

体
対
抗
大
会
が
静
岡
県
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
全
日
本
カ

デ
大
会
以
来
の
全
国
大
会
で
す
。
成

功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　底
辺
拡
大
の
た
め
の
親
子
の
た
め

の
柔
道
教
室
を
各
地
区
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
昨
年
度
西
部
地
区
が
開
始

し
、
３
地
区
全
て
で
実
施
さ
れ
て
２

年
目
に
な
り
ま
す
。
今
後
と
も
継
続

し
、
底
辺
拡
大
そ
し
て
静
岡
県
柔
道

界
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

広
報
普
及
委
員
会

　
　
　

委
員
長

　宮
﨑
貞
夫
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古
希
を

過
ぎ
、
半

生
を
振
り

返
っ
て
み

る
と
私
の

場
合
「
柔

道
」
の
二

文
字
を
お
い
て
は
考
え
ら
れ
な
い
と
つ

く
づ
く
思
う
。
し
か
も
、
な
ん
と
幸
運

だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
私
の
柔
道
と
の
縁
は
、
家
の
事
情
で

北
海
道
か
ら
島
根
県
安
来
市
に
引
越

し
、
地
元
の
高
校
の
柔
道
部
に
入
っ
た

こ
と
に
始
ま
る
。
農
家
の
長
男
と
し
て

子
供
時
代
か
ら
力
仕
事
を
手
伝
っ
た
お

陰
で
体
力
に
自
信
が
あ
り
、
心
身
を
思

い
き
り
ぶ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
柔
道

に
た
ち
ま
ち
の
め
り
込
ん
で
行
っ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
あ
こ
が
れ
の
国

士
舘
大
学
に
進
む
こ
と
が
で
き
、
私
の

将
来
は
決
定
し
た
。
体
育
科
教
員
と
な

り
、
身
に
つ
け
た
柔
道
を
一
人
で
も
多

く
の
高
校
生
に
体
験
し
て
も
ら
い
そ
の

精
神
を
伝
え
て
い
く
道
だ
。

　
昭
和
四
十
年
、
赴
任
し
た
の
が
な
ん

と
静
岡
県
そ
れ
も
新
設
さ
れ
た
ば
か
り

の
清
水
南
高
校
で
あ
っ
た
。
外
か
ら
来

た
者
に
と
っ
て
は
、
「
清
水
港
は
鬼
よ

り
こ
わ
い
‥
‥
」
と
唄
わ
れ
た
す
ご
い

土
地
柄
で
あ
る
。
以
来
、
こ
の
地
で
人

生
行
路
を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時

は
「
姿
三
四
郎
」
や
「
柔
道
一
直
線
」

な
ど
テ
レ
ビ
や
映
画
で
人
気
絶
頂
だ
っ

た
こ
と
も
幸
い
し
て
、
部
員
を
募
っ
た

と
こ
ろ
百
名
を
超
す
生
徒
が
入
っ
て
き

て
、
ま
だ
柔
道
場
も
未
完
成
の
時
代
で

嬉
し
い
悲
鳴
を
上
げ
た
こ
と
も
懐
か
し

い
思
い
出
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
転
勤
し
た
藤
枝
東
、
掛
川

西
、
藤
枝
北
高
と
ど
こ
へ
行
っ
て
も
部

員
に
恵
ま
れ
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
国
体

に
も
選
手
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
平
成
三
年
に
は
県
高
体
連
柔
道
副
部

長
と
し
て
全
国
総
体
を
迎
え
る
立
場
と

な
り
永
田
重
郎
部
長
の
も
と
、
準
備
か

ら
始
ま
っ
て
大
会
当
日
ま
で
多
忙
を
極

め
た
が
、
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
選
手
諸
君

も
大
健
闘
、
団
体
戦
・
個
人
戦
と
も
上

位
入
賞
を
果
し
て
く
れ
た
。

　
平
成
四
年
か
ら
は
県
強
化
委
員
（
会

計
）
を
仰
せ
つ
か
り
、
高
田
勝
之
委
員

長
の
膝
下
で
強
化
合
宿
な
ど
「
縁
の
下

の
力
持
ち
」
と
し
て
働
い
た
こ
と
も
貴

重
な
体
験
だ
っ
た
と
思
う
。

　
平
成
十
五
年
に
は
、
二
巡
目
の
静
岡

国
体
が
新
設
な
っ
た
浜
北
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
、
大
成
功
を
収
め

た
こ
と
は
、
高
柳
喜
一
会
長
の
も
と
県

下
の
全
柔
道
人
が
一
丸
と
な
っ
て
尽
力

し
た
か
ら
こ
そ
可
能
で
あ
っ
た
。
協
会

役
員
の
一
人
と
し
て
も
県
柔
道
史
に
輝

か
し
い
一
ペ
ー
ジ
を
残
す
こ
と
が
で
き

た
こ
と
と
誇
り
に
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
。

　
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
大
役
が
回
っ

て
き
た
の
は
平
成
十
八
年
で
あ
る
。
永

田
重
郎
先
生
の
後
任
と
し
て
中
部
地
区

幹
事
長
、
県
協
会
副
会
長
に
推
挙
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
わ
が
柔
道
人
生
に
と
っ

て
大
き
な
転
機
が
訪
れ
た
と
言
っ
て
い

い
。
幸
い
、
望
月
秋
男
、
故
橋
本
章
両

副
幹
事
長
を
は
じ
め
す
ば
ら
し
い
ス

タ
ッ
フ
に
恵
ま
れ
、
当
初
は
暗
中
模
索

な
が
ら
月
次
試
合
・
形
講
習
・
昇
段
審

査
会
な
ど
の
年
間
行
事
を
な
ん
と
か
滞

り
な
く
統
括
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
し
か
し
、
時
利
あ
ら
ず
、
少
子
化
・

武
道
離
れ
と
柔
道
人
口
の
減
少
は
留
ま

る
こ
と
を
知
ら
ず
、
地
区
運
営
は
苦
難

に
陥
り
二
期
目
に
入
る
と
、
改
善
改
革

は
必
至
と
な
っ
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と

に
田
中
秀
幸
、
熊
谷
幸
洋
副
幹
事
長
、

興
梠
正
人
会
計
と
い
う
「
知
恵
袋
」
の

お
陰
で
、
一
級
審
査
と
月
次
試
合
を
午

前
中
に
、
形
講
習
会
を
午
後
に
行
う
こ

と
に
よ
り
、
役
員
の
雑
費
・
昼
食
代
な

ど
の
経
費
削
減
を
図
り
な
ん
と
か
難
局

を
切
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ

に
し
て
も
、
長
い
間
の
慣
例
を
改
変
し

て
い
く
た
め
に
は
役
員
の
皆
さ
ん
の
協

力
な
く
し
て
は
不
可
能
で
あ
り
、
快
く

対
応
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
を
退
任
す
る

に
あ
た
り
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

　
高
校
教
員
と
し
て
も
平
成
十
四
年
無

事
定
年
退
職
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
も
家
族
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
の

暖
か
い
支
え
が
あ
れ
ば
こ
そ
と
頭
の
下

が
る
想
い
で
あ
る
。
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
ご
恩
返
し
を
何
か
の
形
で
果
た

し
て
い
き
た
い
と
思
案
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
地
元
藤
枝
に
県

武
道
館
が
開
館
し
た
。
そ
こ
で
、
「
藤

南
国
士
塾
」
を
立
ち
上
げ
、
柔
道
振

興
・
底
辺
拡
大
・
青
少
年
育
成
に
微
力

な
が
ら
尽
力
し
よ
う
と
、
深
田
静
悦
氏

ら
と
相
計
り
ス
タ
ー
ト
し
今
日
に
至
っ

て
い
る
。

　
今
や
日
本
伝
講
道
館
柔
道
は
大
き
な

試
練
に
直
面
し
て
い
る
。
次
々
と
不
祥

事
が
取
り
沙
汰
さ
れ
、
全
柔
連
は
最
悪

の
危
機
的
状
況
に
あ
る
こ
と
は
、
我
々

柔
道
人
の
眼
か
ら
も
否
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
一
体
、
嘉
納
治
五
郎
師
範

の
掲
げ
た
「
精
力
善
用
・
自
他
共
栄
」

の
心
は
ど
こ
に
行
っ
た
と
い
う
の
だ

ろ
う
。
上
層
部
の
責
任
を
追
及
す
る

だ
け
で
は
難
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
小
手
先
の
策
を
施
し
て
済
む

問
題
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
至
っ

て
は
、
先
師
の
教
え
、
柔
道
精
神
の
原

点
に
立
ち
返
り
、
柔
道
に
か
か
わ
る
一

人
ひ
と
り
が
あ
る
べ
き
道
を
模
索
し
て

い
く
し
か
道
は
開
け
な
い
の
で
は
な
い

か
。

　
退
任
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
御
指

導
御
鞭
撻
に
心
か
ら
感
謝
す
る
と
共

に
、
新
体
制
の
も
と
、
中
部
地
区
そ
し

て
県
柔
道
協
会
の
益
々
の
発
展
を
祈
願

し
て
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
巻
頭
言
】

柔
道
人
生
を
振
り
返
っ
て

静
岡
県
柔
道
協
会
　
副
会
長
　
八
段

　川

　中

　邦

　夫
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第17号（2） 平成26年３月１日 柔道しずおか

成
年
女
子

　
一
回
戦
　
静
岡 

①
－
１ 

鹿
児
島

　
二
回
戦
　
静
岡 

２
－
０ 

栃
木

　
準
決
勝
　
静
岡 

２
－
１ 

山
梨

　
決
　
勝
　
静
岡 

０
－
３ 

千
葉

成
年
男
子

　
二
回
戦
　
静
岡 

１
－
１ 

鹿
児
島

代
表
戦
負

少
年
男
子

　
一
回
戦
　
静
岡 

２
－
３ 

新
潟

　
今
大
会
は
久
し
ぶ
り
に
東
海
予
選

を
成
年
女
子
と
少
年
男
子
が
勝
ち
抜

き
３
種
別
が
本
大
会
出
場
を
果
し
、

大
い
に
意
気
が
上
が
っ
た
大
会
で

あ
っ
た
。

　
戦
い
の
様
子
を
各
チ
ー
ム
の
監
督

か
ら
報
告
し
て
も
ら
う
。

成
年
女
子

　
東
海
大
会
を
４
年
ぶ
り
に
突
破
し

て
、
第
64
回
新
潟
国
体
（
平
成
21

年
）
以
来
の
本
大
会
出
場
を
勝
ち
取

る
こ
と
が
で
き
た
。
各
地
区
を
勝
ち

上
が
っ
て
き
た
16
県
チ
ー
ム
が
参

加
、
柔
道
競
技
で
は
最
も
チ
ー
ム
数

が
少
な
い
が
、
各
試
合
場
で
は
熱
戦

と
し
た
山
梨
県
と
対
戦
、
先
鋒
金
田

選
手
は
同
郷
出
身
の
神
山
選
手
（
加

藤
学
園
高
出
身
）
と
戦
い
、
前
半
は

組
み
手
争
い
の
攻
防
と
な
っ
た
が
、

後
半
組
み
手
に
勝
る
神
山
選
手
に
攻

め
ら
れ
、
合
技
で
先
行
さ
れ
る
。
中

堅
村
山
選
手
は
守
り
に
入
っ
た
佐
野

選
手
（
山
梨
学
院
大
学
）
を
追
い
詰

め
て
、
指
導
2
を
奪
い
、
追
い
上
げ

を
見
せ
た
。
気
合
い
十
分
の
大
将
土

屋
選
手
に
勝
負
を
賭
け
て
試
合
場
に

送
り
出
し
、
静
岡
県
勢
の
大
声
援
の

も
と
、
試
合
は
西
田
選
手
（
山
梨
学

院
大
学
）
に
攻
め
ら
れ
る
も
、
場
外

際
、
起
死
回
生
の
払
巻
込
を
掛
け
る

と
、
相
手
は
堪
え
き
れ
ず
に
弧
を
描

い
て
畳
に
叩
き
つ
け
ら
れ
、
２
－
１

で
決
勝
進
出
を
果
た
し
た
。
応
援
団

か
ら
は
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
喝
采

で
あ
っ
た
。

　
決
勝
は
優
勝
候
補
の
東
京
を
破
っ

て
上
が
っ
て
き
た
千
葉
と
の
対
戦
と

な
っ
た
。
先
鋒
金
田
選
手
は
、
学
生

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
角
田
選
手
（
東
京

学
芸
大
学
）
と
互
角
の
戦
い
を
す
る

も
、
体
落
か
ら
崩
さ
れ
て
、
寝
技
に

移
行
さ
れ
、
腕
挫
十
字
固
に
屈
し

た
。
中
堅
村
山
選
手
は
全
日
本
強
化

の
今
井
選
手
（
了
徳
寺
学
園
職
員
）

と
対
戦
、
組
手
が
厳
し
く
、
受
け
に

回
る
場
面
が
あ
り
、
下
が
る
と
こ
ろ

を
腰
車
に
乗
っ
て
し
ま
い
、
1
本
負

け
を
す
る
。
大
将
土
屋
選
手
は
、
勝

負
は
つ
い
て
い
た
が
、
全
力
で
、
渡

邉
選
手
（
了
徳
寺
学
園
職
員
）
と
対

戦
、
積
極
果
敢
に
攻
め
る
も
、
試
合

運
び
う
ま
く
、
指
導
2
を
与
え
ら

れ
、
０
－
３
で
借
敗
し
た
が
、
本
県

チ
ー
ム
は
準
優
勝
を
勝
ち
取
り
、
平

成
15
年
静
岡
国
体
以
来
の
皇
后
杯
３

位
、
天
皇
杯
6
位
を
獲
得
し
た
。

　
本
年
度
は
、
石
川
強
化
委
員
長
が

揚
げ
た
全
種
目
出
場
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
一
致
団
結
、
国
体
合
宿
か
ら
選
手

達
を
鼓
舞
し
て
東
海
大
会
に
挑
み
、

見
事
成
年
女
子
チ
ー
ム
は
出
場
権
を

勝
ち
取
っ
た
。
今
年
の
チ
ー
ム
は
、

経
験
豊
富
な
土
屋
選
手
を
中
心
に
、

大
学
生
2
人
が
ま
と
ま
り
、
初
戦
の

苦
し
い
1
戦
を
勝
ち
上
り
、
選
手

個
々
に
や
れ
る
と
い
う
気
持
ち
が
で

き
た
。
そ
の
後
も
、
苦
し
い
戦
い
が

続
い
た
が
、
決
勝
ま
で
勝
ち
上
が
っ

た
。
コ
ー
チ
の
磯
部
先
生
も
同
性
と

し
て
、
女
子
チ
ー
ム
の
気
遣
い
を
し

て
い
た
だ
き
、
選
手
達
も
思
う
存

分
、
今
大
会
で
力
が
発
揮
す
る
こ
と

が
出
来
た
の
も
、
一
つ
の
要
因
で
も

あ
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
も
、
ふ
る
さ
と
選

手
に
頼
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
知
れ

な
い
が
、
地
元
企
業
、
教
職
員
、
警

察
、
大
学
等
の
採
用
枠
を
ひ
ろ
げ
て

い
っ
て
、
選
手
強
化
に
繋
げ
て
も
ら

い
た
い
。

成
年
女
子
監
督
　
間
宮
幸
男

（
浜
松
学
院
教
諭
）

成
年
男
子

　
第
68
回
国
民
体
育
大
会
柔
道
大
会

は
平
成
25
年
10
月
５
日
～
７
日
の

間
、
東
京
都
足
立
区
の
東
京
武
道
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

が
続
い
た
。
本
県
は
1
回
戦
、
鹿
児

島
県
と
対
戦
、
先
鋒
金
田
選
手
が
幸

先
良
く
、
森
崎
選
手
（
鹿
屋
体
育
大

学
大
学
院
）
を
大
外
刈
か
ら
寝
技
に

連
動
し
て
、
袈
裟
固
で
1
本
勝
、
中

堅
村
山
選
手
は
古
賀
選
手
（
鹿
屋
体

育
大
学
）
に
対
し
て
、
試
合
運
び
よ

く
両
者
に
指
導
1
で
引
分
と
し
、
大

将
土
屋
選
手
が
鹿
児
島
県
の
強
化
指

定
の
稲
森
選
手
（
三
井
住
友
海
上
）

の
猛
攻
を
指
導
3
に
と
ど
め
、
薄
氷

な
が
ら
①
－
１
の
内
容
で
1
勝
を
勝

ち
取
っ
た
。

　
関
東
地
区
の
栃
木
県
と
の
準
々
決

勝
で
は
、
先
鋒
金
田
選
手
が
好
調
を

持
続
し
て
、
塚
原
選
手
（
栃
木
県

警
）
か
ら
、
こ
こ
で
も
背
負
投
、
大

外
刈
で
有
効
を
先
取
、
中
堅
村
山
選

手
が
井
野
選
手
（
綜
合
警
備
）
相
手

に
巧
み
な
試
合
運
び
で
捌
い
て
引

分
、
大
将
土
屋
選
手
が
体
格
を
生
か

し
た
技
で
檜
山
選
手
（
綜
合
警
備
）

を
払
腰
で
横
に
さ
せ
、
上
に
乗
り
そ

の
ま
ま
上
四
方
固
で
決
め
て
、
見
事

２
－
０
で
勝
ち
を
手
に
し
た
。
こ
こ

で
4
強
に
進
出
、
静
岡
（
東
海
地

区
）
、
山
梨
、
千
葉
、
東
京
（
関
東

地
区
）
と
な
っ
た
。

　
準
決
勝
は
山
梨
学
院
大
学
を
中
心

第
68
回

国
民
体
育
大
会（
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３
）報
告

平
成
25
年
10
月
５
日
（土）
～
７
日
（月）
　
東
京
都

成
年
女
子
準
優
勝

皇
后
杯
　
３
位

天
皇
杯
　
６
位

成年女子チームと県役員 成年女子のメンバー
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（3）  第17号 平成26年３月１日柔道しずおか

静岡県選手団
総監督 石川裕章 静岡県柔道協会
総務 宮本昌人 常葉学園高校教諭
主務 西川勝啓 静岡県立裾野高校教諭
トレーナー 赤池　理 アカイケ鍼灸接骨院

成年男子
監督 渡辺達也 静岡県警察
コーチ 大村恭一 静岡県警察
先鋒（60kg 以下級） 惟村伸平 帝京科学大学
次鋒（73kg 以下級） 眞野洋光 静岡県警察
中堅（90kg 以下級） 山下諒輔 静岡県警察
副将（90kg 超級） 滝川英克 静岡県警察
大将（無差別） 増田圭省 静岡県警察

少年男子
監督 小柳津敬博 東海大学翔洋高校教諭
コーチ 渡部直樹 静岡学園高校教諭
先鋒 泉　高祥 沼津市立沼津高校
次鋒 横山稜悟 東海大学翔洋高校
中堅 齋藤光星 加藤学園高校
副将 植田蒼太郎 静岡県立浜松商業高校
大将 片山瑛介 静岡県立浜松商業高校

大将に予定していた佐藤和哉君（静岡学園高校）は怪我のため欠
場となった。

成年女子
監督 間宮幸男 浜松学院高校教諭
コーチ 磯部拡美 静岡市立清水桜ヶ丘高校教諭
先鋒 金田結花 帝京大学
中堅 村山のどか 筑波大学
大将 土屋文香 松前柔道クラブ

成 年 女 子 準 優 勝

　
今
大
会
は
、
激
戦
の
東
海
ブ
ロ
ッ

ク
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
出
場
権
を
獲

得
し
た
成
年
女
子
・
少
年
男
子
と
共

に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
、
久
し
ぶ

り
に
大
人
数
の
選
手
団
で
大
会
に
臨

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
成
年
男
子
は
、
ベ
テ
ラ
ン

増
田
選
手
を
中
心
と
し
た
県
警
の
４

選
手
の
活
躍
と
初
出
場
の
大
学
生
惟

村
が
ど
れ
だ
け
自
分
の
力
を
発
揮
で

き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
さ
れ
る
チ
ー

ム
構
成
と
な
り
ま
し
た
。
チ
ー
ム
の

和
を
大
切
に
、
５
位
以
上
の
入
賞
を

目
標
に
掲
げ
、
大
会
に
臨
み
ま
し

た
。

１
回
戦
シ
ー
ド
と
な
っ
た
静
岡
県
の

２
回
戦
は
、
秋
田
県
と
の
対
戦
に

勝
っ
た
鹿
児
島
県
と
の
対
戦
と
な
り

ま
し
た
。

先
鋒
（
60
㎏
以
下
級
）

惟
村
は
十
分
な
組
み
手
に
な
れ
ず
に

引
き
分
け
。

次
鋒
（
73
㎏
以
下
級
）

眞
野
は
積
極
的
に
技
を
か
け
る
も
い

ま
ひ
と
つ
攻
め
き
れ
ず
引
き
分
け
。

中
堅
（
90
㎏
以
下
級
）

山
下
は
攻
撃
的
な
柔
道
を
展
開
し
、

「
小
外
刈
」
で
技
有
を
奪
っ
た
あ
と

も
な
お
攻
撃
の
手
を
緩
め
ず
「
大
内

刈
」
で
技
有
を
決
め
、
合
わ
せ
技
で

一
本
勝
ち
し
リ
ー
ド
す
る
。

副
将
（
90
㎏
超
級
）

滝
川
は
体
落
で
積
極
的
に
攻
め
、
何

回
か
相
手
を
腹
ば
い
に
さ
せ
る
も
決

め
手
な
く
引
き
分
け
。

大
将
（
無
差
別
級
）

増
田
は
相
手
の
右
内
股
を
不
用
意
に

受
け
て
し
ま
い
ま
さ
か
の
一
本
負

け
。

１
対
１
の
同
内
容
に
よ
る
代
表
戦

は
、
大
会
規
定
に
よ
り
引
き
分
け
と

な
っ
た
対
戦
の
内
、
一
試
合
を
再
戦

（
３
分
間
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
コ
ア
方

式
）
す
る
の
で
、
抽
選
の
結
果
、
先

鋒
戦
に
決
ま
っ
た
。

　
一
番
若
い
惟
村
選
手
に
期
待
が
か

か
る
戦
い
と
な
っ
た
。
相
手
は
全
国

体
育
系
学
生
体
重
別
の
優
勝
者
と
い

う
実
力
者
で
は
あ
る
が
、
背
負
投
げ

等
を
積
極
的
に
掛
け
、
互
角
の
勝
負

を
繰
り
広
げ
た
も
の
の
い
ま
ひ
と
つ

及
ば
ず
判
定
で
敗
れ
チ
ー
ム
の
敗
戦

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
前
日
の
成
年
女
子
の
活
躍
に
奮
起

し
て
、
頑
張
ら
な
く
て
は
い
け
な
い

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
自
分

た
ち
の
力
を
出
し
切
れ
ば
勝
っ
て
い

た
試
合
で
、
勝
ち
に
こ
だ
わ
る
強
い

精
神
力
が
足
り
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
更
に
精

進
を
重
ね
最
強
・
最
高
の
チ
ー
ム
作

り
に
励
み
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
平
成
26
年
長
崎
国
体
で
の
活

躍
を
誓
い
、
大
会
結
果
の
報
告
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

成
年
男
子
監
督
　
渡
辺
達
也

（
静
岡
県
警
察
）

少
年
男
子

　
今
年
度
は
少
年
男
子
が
９
年
ぶ
り

に
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
を
勝
ち
抜
い
て
本

大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
４
県
で
１
チ
ー
ム
の
出
場
と

な
っ
て
か
ら
久
し
く
本
大
会
に
出
場

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
昨
年
も
あ

と
一
歩
の
と
こ
と
で
愛
知
県
に
惜
敗

し
悔
し
涙
を
流
し
ま
し
た
。
今
エ
ン

ド
は
ポ
イ
ン
ト
ゲ
ッ
タ
ー
の
佐
藤
選

手
（
静
岡
学
園
）
の
活
躍
は
い
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
に

他
の
４
選
手
も
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
を
勝

ち
抜
い
て
本
大
会
に
出
場
す
る
ん
だ

と
い
う
気
迫
の
こ
も
っ
た
試
合
を
展

開
し
て
く
れ
て
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
を
果

し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
勝
利

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
本
大
会
の
東
京
武
道
館
に

臨
み
ま
し
た
が
、
そ
の
佐
藤
選
手
が

怪
我
で
出
場
不
可
に
な
り
今
一
歩
の

と
こ
ろ
で
初
戦
敗
退
と
な
り
ま
し

た
。
大
変
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た

が
、
選
手
た
ち
の
健
闘
に
は
心
か
ら

拍
手
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
応
援
し
て
い
た
だ
い
た
協
会
の
役

員
の
先
生
方
、
各
所
属
の
監
督
の
先

生
方
に
厚
く
感
謝
の
意
を
伝
え
た
い

と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

少
年
男
子
監
督
　
小
柳
津
敬
博

（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
教
諭
）

成年男子のメンバー

少年男子のメンバー

− 140 − − 141 −
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第
34
回
国
体
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

平
成
25
年
8
月
25
日

　静
岡
県
武
道
館

少
年
男
子
　
静
岡
３

−

２
愛
知

　
　
　
　
　
静
岡
②

−

２
三
重

　
　
　
　
　
静
岡
②

−

２
岐
阜

　
本
大
会
出
場
は
３
勝
の
静
岡
県

少
年
女
子
　
静
岡
１

−

２
愛
知

　
　
　
　
　
静
岡
①

−

１
三
重

　
　
　
　
　
静
岡
１

−

１
岐
阜

　
本
大
会
出
場
は
３
勝
の
愛
知
県

成
年
女
子
　
静
岡
３

−

０
三
重

　
　
　
　
　
静
岡
１

−

０
愛
知

　
　
　
　
　
静
岡
２

−

０
岐
阜

　
本
大
会
出
場
は
３
勝
の
静
岡
県

出
場
選
手

少
年
男
子

監
　
督
　
小
柳
津
敬
博 

（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
教
諭
）

コ
ー
チ
　
渡
部
直
樹
（
静
岡
学
園
高
校
教
諭
）

選
　
手
　
佐
藤
和
哉
（
静
岡
学
園
高
校
）

　
〃
　
　
植
田
蒼
太
朗
（
浜
松
商
業
高
校
）

　
〃
　
　
齊
藤
光
星
（
加
藤
学
園
高
校
）

　
〃
　
　
横
山
稜
悟
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

　
〃
　
　
泉
　
高
祥
（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

少
年
女
子

監
　
督
　
西
川
勝
啓
（
裾
野
高
校
教
諭
）

コ
ー
チ
　
磯
部
拡
美
（
庵
原
高
校
教
諭
）

選
　
手
　
滝
川
真
央
（
富
士
市
立
高
校
）

　
〃
　
　
遠
田
真
子
（
東
海
大
学
翔
洋
津
高
校
）

　
〃
　
　
伊
奈
郁
乃
（
富
士
市
立
高
校
）

成
年
女
子

監
　
督
　
間
宮
幸
男 

（
浜
松
学
院
高
校
教
諭
）

コ
ー
チ
　
磯
部
拡
美
（
庵
原
高
校
教
諭
）

選
　
手
　
土
屋
文
香
（
松
前
柔
道
ク
ラ
ブ
）

　
〃
　
　
村
山
の
ど
か
（
筑
波
大
学
）

　
〃
　
　
金
田
結
花
（
帝
京
大
学
）

　
以
上
の
結
果
、
成
年
女
子
・
少
年

男
子
が
本
大
会
出
場
を
果
し
た
。

　
地
元
静
岡
県
で
の
予
選
会
開
催
で

あ
り
、
選
手
監
督
コ
ー
チ
一
丸
と
な

り
本
大
会
出
場
を
目
指
し
た
。
少
年

男
子
は
各
県
と
も
実
力
が
拮
抗
し
て

お
り
初
戦
か
ら
厳
し
い
試
合
と
な
っ

た
。
ポ
イ
ン
ト
を
先
行
さ
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
が
、
中
盤
か
ら
盛
り
返

し
大
将
の
佐
藤
君（
静
岡
学
園
高
校
）

が
勝
負
を
決
め
る
と
い
う
形
で
勝
利

を
収
め
た
。
佐
藤
君
と
共
に
、
副
将

の
植
田
君
（
浜
松
商
業
高
校
）
の
活

躍
が
目
立
っ
た
。

　
成
年
女
子
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
良
く

勝
ち
を
収
め
た
。
３
選
手
そ
れ
ぞ
れ

持
ち
味
を
出
し
全
国
大
会
出
場
を
決

め
た
。
少
年
女
子
も
良
く
頑
張
っ
た

が
、
宿
敵
愛
知
県
に
敗
れ
全
国
出
場

を
逃
が
し
た
。

第
30
回

静
岡
県
大
学
高
専
柔
道
春
季
練
成
大
会

平
成
25
年
5
月
3
日
（
金
・
祝
）

　
静
岡
産
業
大
学
経
営
学
部

第
3
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
柔
道
場

参
加

　
東
海
大
学
海
洋
学
部
、
静
岡
大
学
、

静
岡
産
業
大
学
、
静
岡
文
化
芸
術

大
学

　
午
前
10
時
か
ら
理
事
会
を
行
い
、

平
成
24
年
度
の
会
計
報
告
、
30
周
年

記
念
誌
発
行
の
進
行
状
況
の
説
明
な

ど
が
行
わ
れ
た
。

　
午
前
10
時
30
分
か
ら
は
練
成
会
と

い
う
こ
と
で
、
練
習
試
合
が
行
わ
れ

た
。
静
岡
産
業
大
学
と
他
の
大
学
の

連
合
チ
ー
ム
と
の
対
戦
と
な
っ
た
。

11
人
制
で
実
施
し
た
が
、
静
岡
産
業

大
学
の
圧
勝
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
合

同
自
由
練
習
を
行
い
、
新
装
成
っ
た

静
岡
産
業
大
学
の
２
４
０
畳
の
道
場

で
気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
し
た
。

平
成
25
年
５
月
５
日
午
前
９
時
30
分
開
始

静
岡
県
武
道
館

　
今
年
も
静
岡
県
柔
道
祭
が
県
武
道

館
で
開
催
さ
れ
た
。
柔
道
界
が
様
々

な
問
題
で
ゆ
れ
る
中
、
安
齊
会
長
か

ら
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
静
岡
県
柔
道

協
会
指
導
者
心
得
」
の
紹
介
が
あ
っ

た
。
指
導
者
と
し
て
再
度
確
認
す
べ

き
事
柄
で
あ
る
。
今
年
は
静
岡
学
園

高
校
の
佐
藤
和
哉
君
に
よ
り
選
手
宣

誓
が
行
わ
れ
た
。
佐
藤
和
哉
君
は
第

35
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大

会
男
子
無
差
別
級
で
優
勝
し
、
先
日

行
わ
れ
た
全
日
本
選
手
権
に
も
高
校

生
と
し
て
は
久
し
ぶ
り
に
出
場
し
、

さ
ら
に
初
戦
を
突
破
し
、
３
回
戦
ま

で
駒
を
進
め
る
と
い
う
活
躍
を
し
た
。

優
勝
候
補
の
一
人
で
あ
っ
た
百
瀬
選

手
に
敗
れ
た
も
の
の
す
ば
ら
し
い
試

合
を
披
露
し
て
く
れ
た
。
佐
藤
君
の

選
手
宣
誓
に
続
き
、
恒
例
の
柔
道
協

会
表
彰
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
表

彰
さ
れ
た
。

《
特
別
功
労
賞
》

今
年
度
は
該
当
者
な
し

《
永
年
功
労
賞
》

六
段
　
（故）
鈴
木
敏
充

（
平
成
24
年
10
月
14
日
ご
逝
去
）

《
功
労
賞
》

七
段
　
小
野
瀬
康
行

六
段
　
渡
辺
和
秀

六
段
　
根
本
哲
郎

五
段
　
鈴
木
　
勝

三
段
　
高
塚
一
成
　

《
優
秀
指
導
者
賞
》

女
子
四
段
　
沼
野
由
香
利

（
藤
枝
順
心
高
校
柔
道
部
顧
問
）

岡
本
理
帆
選
手
・
鈴
木
茉
莉
選
手
を
育
成

五
段
　
渡
部
直
樹

（
静
岡
学
園
高
校
柔
道
部
顧
問
）

佐
藤
和
哉
選
手
を
育
成

《
優
秀
選
手
賞
》

女
子
二
段
　
岡
本
理
帆
（
国
士
舘
大
学
）

２
０
１
３
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
オ
ー
プ
ン

柔
道
ソ
フ
ィ
ア
大
会
女
子
48
㎏
級

優
勝
、
２
０
１
３
グ
ラ
ン
プ
リ
柔

道
ド
ュ
セ
ル
ド
ル
フ
大
会
女
子
48

㎏
級
優
勝

三
段
　
佐
藤
和
哉
（
静
岡
学
園
高
校
）

第
35
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手

権
大
会
男
子
無
差
別
級
優
勝

女
子
初
段
　
鈴
木
茉
莉（
藤
枝
順
心
高
校
）

平
成
25
年
度
全
日
本
カ
デ
柔
道
体

重
別
選
手
権
大
会
女
子
44
㎏
級
優

勝
女
子
二
段
　
滝
川
真
央（
富
士
市
立
高
校
）

第
35
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手

権
大
会
女
子
無
差
別
級
3
位
、
平

成
25
年
度
全
日
本
カ
デ
柔
道
体
重

別
選
手
権
大
会
女
子
無
差
別
級
第

2
位

女
子
初
段
　
小
林
夏
希
（
加
藤
学
園
暁
秀
中
学
校
）

平
成
25
年
度
全
日
本
カ
デ
柔
道
体

重
別
選
手
権
大
会
女
子
44
㎏
級
第

2
位

　
ま
た
、
先
日
行
わ
れ
た
全
日
本
カ

デ
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会
に
出
場

第55回

静
岡
県
柔
道
祭
開
催

東海ブロックを戦ったメンバー

− 142 − − 143 −
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し
た
県
内
選
手
に
激
励
金
が
贈
ら
れ

た
。

　
表
彰
に
続
き
試
合
が
開
始
さ
れ
た
。

毎
年
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
小
学
生

か
ら
一
般
ま
で
県
内
の
柔
道
選
手
が

一
同
に
集
ま
る
唯
一
の
大
会
で
、
県

武
道
館
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
観

客
席
か
ら
大
き
な
声
で
の
声
援
が
送

ら
れ
て
い
た
。
大
会
も
比
較
的
ス

ム
ー
ズ
に
運
営
さ
れ
、
各
種
別
と
も

ほ
ぼ
同
じ
時
間
で
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

第
55
回
静
岡
県
柔
道
祭
成
績

小
学
生
の
部

優
勝
　
伊
豆
長
岡
柔
道
会

2
位
　
藤
枝
柔
道
倶
楽
部

3
位
　
育
誠
館

3
位
　
高
山
柔
道
塾

中
学
男
子
の
部

優
勝
　
東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部

2
位
　
函
南
中
学
校

3
位
　
長
岡
中
学
校

3
位
　
麁
玉
中
学
校

中
学
女
子
の
部

優
勝
　
東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部

2
位
　
市
立
沼
津
高
校
中
等
部

3
位
　
麁
玉
中
学
校

3
位
　
鷲
津
中
学
校

高
校
男
子
の
部

優
勝
　
静
岡
学
園
高
校

2
位
　
浜
松
商
業
高
校

3
位
　
飛
龍
高
校

3
位
　
加
藤
学
園
高
校

高
校
女
子
の
部

優
勝
　
富
士
市
立
高
校

2
位
　
藤
枝
順
心
高
校

3
位
　
加
藤
学
園
高
校

3
位
　
浜
松
西
高
校

一
般
の
部

優
勝
　
静
岡
県
警
察

2
位
　
和
道
場

3
位
　
富
士
市
柔
道
会

3
位
　
静
岡
産
業
大
学
A

優
秀
選
手

小
学
生
の
部

荒
川
菜
々
香
（
伊
豆
長
岡
柔
道
会
）

前
田
陽
菜
（
藤
枝
柔
道
倶
楽
部
）

中
学
男
子
の
部

斉
藤
大
河
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
）

原
　
恵
太
（
函
南
中
学
校
）

中
学
女
子
の
部

外
山
紗
奈
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
）

菊
地
さ
く
ら 

（
市
立
沼
津
高
校
中
等
部
）

高
校
男
子
の
部

佐
藤
和
哉
（
静
岡
学
園
高
校
）

片
山
瑛
介
（
浜
松
商
業
高
校
）

高
校
女
子
の
部

仁
科
鈴
奈
（
富
士
市
立
高
校
）

益
子
楓
彩
奈
（
藤
枝
順
心
高
校
）

一
般
の
部

眞
野
洋
光
（
静
岡
県
警
察
）

山
下
晃
司
（
和
道
場
）

第
25
回
マ
ル
ち
ゃ
ん
杯

　
　
　
　
　
中
部
少
年
柔
道
大
会

平
成
25
年
6
月
1
日
・
2
日

浜
北
総
合
体
育
館

柔
道
教
室

６
月
１
日
（
土
）

　
恒
例
の
柔
道
教
室
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
講
師
に
国
際
武
道
大
学
の
越

野
先
生
と
東
海
大
学
の
上
水
先
生
を

お
迎
え
し
、
地
元
の
児
童
・
生
徒
や

明
日
の
大
会
に
参
加
す
る
選
手
指
導

者
な
ど
約
４
０
０
人
が
参
加
し
た
。

上
水
先
生
の
柔
道
に
取
組
む
心
構
え

を
中
心
に
し
た
講
話
に
続
き
、
お
二

人
の
先
生
方
の
得
意
技
披
露
が
行
わ

れ
た
。
そ
の
後
背
負
い
投
げ
を
中
心

に
し
た
越
野
先
生
の
グ
ル
ー
プ
と
、

内
股
を
中
心
に
し
た
上
水
先
生
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
技
術
指
導
が
行

わ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
熱
心
に
技
を

繰
り
返
し
て
い
た
。
最
後
に
乱
取
り

が
行
わ
れ
、
約
２
時
間
の
講
習
会
は

あ
っ
と
い
う
間
に
終
了
し
た
。

柔
道
大
会

６
月
２
日
（
日
）

　
試
合
が
行
わ
れ
た
。
中
部
地
区

９
県
か
ら
百
九
十
三
チ
ー
ム
、
約

千
二
百
人
が
出
場
し
た
。

　
今
回
の
マ
ル
ち
ゃ
ん
杯
で
は
中
学

校
男
子
・
女
子
で
優
勝
し
た
愛
知
大

成
中
学
校
の
強
さ
が
目
を
引
き
、
男

女
と
も
圧
勝
で
あ
っ
た
。
地
元
勢
も

頑
張
り
、
特
に
小
学
生
の
部
で
は
和

道
場
が
３
位
に
入
賞
し
た
。
主
な
地

元
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
。

小
学
校
　
第
３
位
和
道
場
　
中
学
校

男
子
第
５
位
東
海
大
学
付
属
翔
洋

（
以
上
全
国
大
会
出
場
）
佐
藤
五
八

郎
杯
　
小
学
校
　
菅
谷
尚
優
（
和
道

場
）　
中
学
校
男
子
　
斉
藤
大
河（
東

海
大
学
付
属
翔
洋
中
学
）
中
学
校
女

子
　
外
山
紗
奈
（
東
海
大
学
付
属
翔

洋
中
学
）
優
秀
選
手
小
学
校
　
飯
田

空
翔
（
和
道
場
）

　
大
会
運
営
に
は
地
元
西
部
地
区
の

関
係
者
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
非

常
に
ス
ム
ー
ズ
に
大
会
を
運
営
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
今
年
度
の
静
岡
県
柔
道
協
会
優
秀

選
手
表
彰
は
都
合
に
よ
り
変
則
的
で

３
回
に
分
け
て
実
施
さ
れ
た
。
国
体

で
2
位
に

入
賞
し
た

成
年
女
子

の
選
手
役

員
の
皆
さ

ん
に
対
し

て
は
、
11

月
22
日
に

11
月
理
事

会
に
合
わ

せ
て
行
わ

れ
た
。
都
合
で
村
山
さ
ん
は
欠
席
さ

れ
た
が
、
土
屋
さ
ん
と
金
田
さ
ん
、

間
宮
監
督
・
磯
部
コ
ー
チ
が
出
席
さ

れ
た
。

　
全
国
定
通
制
大
会
に
関
連
し
た
、

男
子
団
体
戦
3
位
（
選
抜
チ
ー
ム
）、

女
子
団
体
戦
3
位
（
選
抜
チ
ー
ム
）、

女
子
個
人
戦
優
勝
木
下
さ
ん
（
新
居

高
）
の
表
彰
は
11
月
24
日
に
定
通
制

秋
季
大
会
が
行
わ
れ
た
三
島
長
陵
高

校
で
行
わ
れ
た
。
田
中
表
彰
委
員
長

か
ら
選
手
た
ち
に
賞
状
と
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
た
。

柔
道
協
会

優
秀
選
手
表
彰

指導する越野先生

定通制秋季大会にて 団体　成年女子メンバーを囲んで
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そ
れ

以
外
の

表
彰
は

12

月

8
日
静

岡
北
部

体
育
館

小
学
生

ウ
イ
ン

タ

ー

リ
ー
グ

開
始
前

に
行
わ

れ
た
。

　
ド
イ
ツ
カ
デ
柔
道
国
際
大
会
・
世

界
カ
デ
柔
道
選
手
権
大
会
で
女
子
44

㎏
級
優
勝
の
鈴
木
茉
莉
さ
ん
（
藤
枝

順
心
高
）、
世
界
カ
デ
柔
道
選
手
権

大
会
女
子
70
㎏
級
2
位
の
遠
田
真
子

さ
ん
（
東
海
大
学
翔
洋
高
）、
全
国

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技

女
子
78
㎏
級
2
位
滝
川
真
央
さ
ん

（
富
士
市
立
富
士
高
）、
全
国
中
学
校

総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技
女
子
63
㎏

級
3
位
安
竹
真
利
奈
さ
ん
（
東
海
大

学
翔
洋
中
）
同
男
子
60
㎏
級
2
位
岡

本
龍
司
君
（
静
岡
学
園
中
）
全
国
小

学
生
学
年
別
柔
道
大
会
6
年
男
子
50

㎏
超
級
3
位
下
橋
颯
斗
君
（
富
士
共

栄
道
場
）
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
体

重
別
選
手
権
大
会
男
子
100
㎏
超
級
3

位
佐
藤
和
哉
君
（
静
岡
学
園
高
）
全

国
警
察
柔
道
選
手
権
大
会
男
子
81
㎏

級
3
位
山
下
諒
輔
君
（
静
岡
県
警
察

清
水
警
察
署
）
以
上
8
名
の
方
々
を

表
彰
し
た
。

全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会

　
　
　（
男
女
）
東
海
地
区
大
会

平
成
25
年
３
月
３
日
（
日
）

三
重
県

佐
藤
和
哉
（
静
岡
学
園
高
校
）

滝
川
真
央
（
富
士
市
立
高
校
）

全
日
本
選
手
権
大
会
出
場
決
定

柔
道
グ
ラ
ン
プ
リ
大
会

（
ド
イ
ツ
　
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
）

平
成
25
年
２
月
23
日

女
子

48
㎏
級
　
岡
本
理
帆 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

　
　
　
　
　
優
勝

第
34
回

全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会

平
成
25
年
３
月
19
日（
火
）20
日（
水
・
祝
）

日
本
武
道
館

男
子
団
体

静
岡
学
園
高
校
（
1
人
残
し
）
水
戸

啓
明
高
校
（
茨
城
）　
初
戦
敗
退

女
子
団
体

1
回
戦

藤
枝
順
心
高
校
１ 

− 
０
創
志
学
園
高
校
（
岡
山
）

2
回
戦

藤
枝
順
心
高
校
２ 

− 

０
三
浦
学
園（
神
奈
川
）

3
回
戦

藤
枝
順
心
高
校
２ 

− 
１
新
田
高
校
（
愛
媛
）

準
々
決
勝

藤
枝
順
心
高
校
２ 

− 
１
阿
蘇
中
央
高
校（
熊
本
）

代
表
負
け
　
ベ
ス
ト
８
進
出

男
子
個
人

60
㎏
級
　
小
林
駿
平 

（
静
岡
学
園
高
校
）

　
　
　
　
３
回
戦
進
出

73
㎏
級
　
岩
澤
勇
祐
（
加
藤
学
園
高
校
）

　
　
　
　
ベ
ス
ト
８
進
出

81
㎏
級
　
佐
野
安
大
（
静
岡
学
園
高
校
）

　
　
　
　
初
戦
敗
退

90
㎏
級
　
齋
藤
光
星
（
加
藤
学
園
高
校
）

　
　
　
　
ベ
ス
ト
８
進
出

無
差
別
級
　
佐
藤
和
哉 

（
静
岡
学
園
高
校
）

　
　
　
　
優
勝

女
子
個
人

52
㎏
級
　
渡
辺
香
奈 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

初
戦
敗
退

57
㎏
級
　
益
子
楓
彩
奈 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

　
　
　
　
ベ
ス
ト
８
進
出

63
㎏
級
　
神
林
希
衣 

（
加
藤
学
園
高
校
）

　
　
　
　
初
戦
敗
退

70
㎏
級
　
仁
科
鈴
菜 

（
富
士
市
立
高
校
）

　
　
　
　
初
戦
敗
退

無
差
別
級
　
滝
川
真
央 
（
富
士
市
立
高
校
）

　
　
　
　
3
位

全
日
本
カ
デ
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

平
成
25
年
４
月
14
日
（
日
）　

大
阪
な
み
は
や
ド
ー
ム

男
子

66
㎏
級
　
荒
井
大
成 

（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

　
　
　
　
初
戦
敗
退

女
子

40
㎏
級
　
小
原
綾
華
（
湖
西
高
校
）

　
　
　
　
初
戦
敗
退

40
㎏
級
　
小
林
夏
希
（
加
藤
学
園
暁
秀
中
学
校
）

　
　
　
　
２
位

44
㎏
級
　
鈴
木
茉
莉
（
藤
枝
順
心
高
校
）

　
　
　
　
優
勝

70
㎏
級
　
遠
田
真
子
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

　
　
　
　
初
戦
敗
退

70
㎏
級
　
滝
川
真
央
（
富
士
市
立
高
校
）

　
　
　
　
２
位

全
日
本
女
子
柔
道
選
手
権
大
会

平
成
25
年
４
月
21
日
（
日
）
　

横
浜
文
化
体
育
館

滝
川
真
央
（
富
士
市
立
高
校
）
選
手
出
場

２
回
戦

　
滝
川
真
央
○ 

− 
只
野
真
梨
枝（
JR
九
州
）

３
回
戦

　
滝
川
真
央 

− 
○
緒
方
亜
香
里（
了
徳
寺
学
園
職
員
）

緒
方
選
手
は
優
勝
し
た
。

全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会

平
成
25
年
４
月
29
日
（
月
・
祝
）

日
本
武
道
館

佐
藤
和
哉
（
静
岡
学
園
高
校
）
選
手
出
場

２
回
戦

　
佐
藤
和
哉
○ 

− 
菊
川
　
顕（
岡
山
商
科
大
学
職
員
）

３
回
戦

　
佐
藤
和
哉 

− 
○
百
瀬
　
優
（
旭
化
成
）

２
０
１
３
ド
イ
ツ
カ
デ
柔
道
国
際
大
会

２
０
１
３
．
５
．
４

ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン

女
子
44
㎏
級

　
優
勝
　
鈴
木
茉
莉 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

第
33
回
全
国
少
年
柔
道
大
会

平
成
25
年
５
月
５
日
（
日
・
祝
）　

講
道
館

団
体
戦

1
回
戦

和
道
場
４ 

− 

０
野
木
町
柔
道
ク
ラ
ブ（
栃
木
県
）

2
回
戦

和
道
場
１ 

− 

０
Ｕ
Ｓ
Ａｓ・ｊ
・ｃ
（
大
分
県
）

3
回
戦

和
道
場
０ 

− 

１
津
沢
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団（
富
山
県
）

　
　
　
　
ベ
ス
ト
16
進
出

個
人
戦

５
年
生
　
菅
谷
尚
優 

（
和
道
場
）

　
　
　
　
初
戦
（
２
回
戦
）
敗
退

６
年
生
　
伊
藤
栄
都 

（
和
道
場
）

　
　
　
　
３
回
戦
進
出

第
60
回
東
海
高
等
学
校

　
　
　
総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技

平
成
25
年
６
月
15
日（
土
）16
日（
日
）

名
張
市
武
道
交
流
館
い
き
い
き

男
子
団
体

静
岡
学
園
高
校
　
３
位

女
子
団
体

藤
枝
順
心
高
校
　
２
位

富
士
市
立
高
校
　
３
位

男
子

60
㎏
級

　
３
位
　
泉
　
高
祥 

（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

各
種
大
会
の
報
告

表彰選手を囲んで
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66
㎏
級

　
３
位
　
青
山
拓
哉 

（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

90
㎏
級

　
３
位
　
齋
藤
光
星 

（
加
藤
学
園
高
校
）

100
㎏
超
級

　
優
勝
　
佐
藤
和
哉 
（
静
岡
学
園
高
校
）

女
子

48
㎏
級

　
優
勝
　
鈴
木
　
楓 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

48
㎏
級

　
３
位
　
山
口
奈
菜
美 

（
富
士
市
立
高
校
）

52
㎏
級

　
優
勝
　
伊
奈
郁
乃 

（
富
士
市
立
高
校
）

57
㎏
級

　
優
勝
　
益
子
楓
彩
奈 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

63
㎏
級
　

　
２
位
　
佐
藤
和
世 

（
富
士
市
立
高
校
）

70
㎏
級

　
３
位
　
小
原
奈
々 

（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

78
㎏
級

　
２
位
　
吉
長
桃
子 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

78
㎏
超
級

　
優
勝
　
滝
川
真
央 

（
富
士
市
立
高
校
）

　
３
位
　
植
松
ほ
た
る 

（
富
士
市
立
高
校
）

マ
ル
ち
ゃ
ん
杯
柔
道
大
会

平
成
25
年
６
月
２
日
（
日
）

静
岡
県
浜
松
市
浜
北
総
合
体
育
館

小
学
校
の
部
　

第
３
位
　
和
道
場

中
学
校
男
子
の
部
　

第
５
位
　
東
海
大
学
付
属
翔
洋

（
以
上
全
国
大
会
出
場
）

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

平
成
25
年
６
月
29
日
（
土
）　

静
岡
県
武
道
館

男
子

55
㎏
級
　
加
藤
唯
人
（
加
藤
学
園
高
校
）

60
㎏
級
　
工
藤
俊
矢 

（
静
岡
産
業
大
学
）

66
㎏
級
　
小
林
駿
平 

（
静
岡
学
園
高
校
）

73
㎏
級
　
吉
川
翔
太 

（
静
岡
産
業
大
学
）

81
㎏
級
　
山
田
知
輝 

（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

90
㎏
級
　
植
田
蒼
太
朗 

（
浜
松
商
業
高
校
）

100
㎏
級
　
望
月
陽
介 

（
藤
枝
明
誠
高
校
）

100
㎏
超
級
　
佐
藤
和
哉 

（
静
岡
学
園
高
校
）

　
　
東
海
大
会
優
勝
全
国
大
会
出
場

　
全
国
３
位

女
子

44
㎏
級
　
鈴
木
茉
莉 
（
藤
枝
順
心
高
校
）

　
　
東
海
大
会
優
勝
全
国
大
会
出
場

48
㎏
級
　
岩
崎
光
紗 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

　
岩
崎
選
手
負
傷
の
た
め

　
鈴
木
楓
（
藤
枝
順
心
高
校
）

東
海
大
会
出
場
東
海
大
会
優
勝

全
国
大
会
出
場

52
㎏
級
　
繁
田
青
夏 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

57
㎏
級
　
益
子
楓
彩
奈 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

　
　
東
海
大
会
優
勝
全
国
大
会
出
場

63
㎏
級
　
村
山
か
な
み 

（
富
士
市
立
高
校
）

70
㎏
級
　
遠
田
真
子 

（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

　
　
東
海
大
会
優
勝
全
国
大
会
出
場

78
㎏
級
　
吉
長
桃
子 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

　
　
東
海
大
会
優
勝
全
国
大
会
出
場

78
㎏
超
級
　
滝
川
真
央 

（
富
士
市
立
高
校
）

　
　
東
海
大
会
優
勝
全
国
大
会
出
場

全
国
５
位

　
な
お
、
東
海
大
会
は
７
月
７
日

（
日
）
三
重
県
名
張
市
、
全
国
大
会

は
９
月
７
日
（
土
）
８
日
（
日
）
埼

玉
県
に
て
開
催
さ
れ
た
。

東
海
地
区
形
競
技
大
会

平
成
25
年
６
月
30
日
（
日
）　

愛
知
県
武
道
館

投
の
形
　
　
　
　

　
渡
辺
成
也
　
五
段

　
佐
藤
邦
洋
　
五
段

固
の
形

　
小
椋
俊
彦
　
五
段

　
鈴
木
慎
一
　
三
段

極
の
形

　
安
竹
克
好
　
五
段

　
渡
邉
武
彦
　
五
段

柔
の
形

　
岡
村
和
幸
　
五
段

　
才
茂
一
幸
　
五
段

講
道
館
護
身
術

　
一
瀬
　
誠
　
七
段

　
竹
内
紀
久
夫
　
六
段

五
の
形

　
中
村
寿
一
　
七
段

　
磯
部
正
博
　
八
段

古
式
の
形

　
渡
辺
達
也
　
七
段

　
小
野
瀬
康
行
　
七
段

平
成
25
年
度
静
岡
県
成
年
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

（
兼
国
民
体
育
大
会
柔
道
競
技
選
手
選
考
会
）

平
成
25
年
７
月
６
日
（
土
）

静
岡
県
武
道
館

成
年
男
子

　
60
㎏
級
　
惟
村
伸
平 

（
帝
京
科
学
大
学
）

　
73
㎏
級
　
眞
野
洋
光 

（
静
岡
県
警
察
）

　
90
㎏
級
　
山
下
諒
輔 

（
静
岡
県
警
察
）

　
無
差
別
級
　
増
田
圭
省 

（
静
岡
県
警
察
）

成
年
女
子

　
52
㎏
級
　
金
田
結
花 

（
帝
京
大
学
）

　
70
㎏
級
　
村
山
の
ど
か 

（
筑
波
大
学
）

　
無
差
別
級
　
土
屋
文
香 

（
松
前
柔
道
ク
ラ
ブ
）

２
０
１
３
世
界
カ
デ
柔
道
選
手
権
大
会

２
０
１
３
．
８
．
８

ア
メ
リ
カ
・
マ
イ
ア
ミ

女
子
44
㎏
級

　
優
勝
　
鈴
木
茉
莉 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

女
子
70
㎏
級

　
準
優
勝
　
遠
田
真
子 

（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

第
62
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
大
会

平
成
25
年
８
月
８
日
（
木
）
～
11
日
（
日
）

福
岡
県

男
子
団
体
戦

１
回
戦

静
岡
学
園
高
等
学
校
１ 

− 

４
国
士
館
高
校
（
東
京
都
）

女
子
団
体
戦

１
回
戦

富
士
市
立
高
等
学
校
３ 

− 

０
広
島
皆
実
高
等
学
校（
広
島
県
）

２
回
戦

富
士
市
立
高
等
学
校
１ 

− 

２
国
学
院
大
学
栃
木
高
等
学
校（
栃
木
県
）

男
子

60
㎏
級
　
泉
　
高
洋（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

３
回
戦
進
出

66
㎏
級
　
青
山
拓
哉
（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

初
戦
敗
退

73
㎏
級
　
横
山
稜
悟（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

３
回
戦
進
出

81
㎏
級
　
小
原
諒
平
（
浜
松
商
業
高
校
）

初
戦
敗
退

90
㎏
級
　
齋
藤
光
星
（
加
藤
学
園
高
校
）

初
戦
敗
退

100
㎏
級
　
岡
将
太
郎
（
飛
龍
高
校
）

初
戦
敗
退

100
㎏
超
級
　
佐
藤
和
哉
（
静
岡
学
園
高
校
）

第
５
位
入
賞
（
ベス
ト
８
）

女
子

48
㎏
級
　
鈴
木
　
楓
（
藤
枝
順
心
高
校
）

初
戦
敗
退

52
㎏
級
　
伊
奈
郁
乃
（
富
士
市
立
高
校
）

第
5
位
入
賞
（
ベス
ト
８
）

57
㎏
級
　
益
子
楓
彩
奈
（
藤
枝
順
心
高
校
）

2
回
戦
進
出

63
㎏
級
　
佐
藤
和
世
（
富
士
市
立
高
校
）

2
回
戦
進
出

70
㎏
級
　
仁
科
鈴
奈
（
富
士
市
立
高
校
）

2
回
戦
進
出

78
㎏
級
　
吉
長
桃
子
（
藤
枝
順
心
高
校
）

第
5
位
入
賞
（
ベス
ト
８
）

78
㎏
超
級
　
滝
川
真
央
（
富
士
市
立
高
校
）

準
優
勝

※
各
階
級
県
大
会
優
勝
者
、
優
勝

チ
ー
ム
が
全
国
大
会
に
出
場
し
て
い
る
。

平
成
25
年
度
東
海
中
学
校

　
　
総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技

平
成
25
年
８
月
８
日（
木
）９
日（
金
）

岐
阜
県

男
子
団
体

静
岡
学
園
中
学
校
　
２
位

− 144 − − 145 −
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浜
松
市
立
麁
玉
中
学
校
　
　
　
３
位

女
子
団
体

東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
　
２
位

男
子

50
㎏
級

優
勝
　
片
桐
大
夢
（
笠
井
中
学
校
）

２
位
　
鈴
木
絢
大
（
金
岡
中
学
校
）

55
㎏
級

2
位
　
長
屋
　
涼
（
神
久
呂
中
学
校
）

60
㎏
級

優
勝
　
岡
本
龍
司
（
静
岡
学
園
中
学
校
）

81
㎏
級

優
勝
　
大
橋
海
斗
（
錦
田
中
学
校
）

90
㎏
級

優
勝
　
池
田
光
洋
（
東
益
津
中
学
校
）

90
㎏
超
級

３
位
　
川
井
康
平
（
静
岡
学
園
中
学
校
）

女
子

40
㎏
級

優
勝
　
安
食
亜
美
（
藤
枝
順
心
中
学
校
）

2
位
　
松
浦
都
衣
（
愛
鷹
中
学
校
）

44
㎏
級

３
位
　
小
林
夏
希
（
暁
秀
中
学
校
）

48
㎏
級

２
位
　
竹
内
智
紗
子
（
麁
玉
中
学
校
）

52
㎏
級

２
位
　
加
藤
樹
梨
（
錦
田
中
学
校
）

57
㎏
級

３
位
　
菊
池
涼
音
（
長
岡
中
学
校
）

63
㎏
級

2
位
　
安
竹
真
利
奈
（
東
海
大
高
校
中
等
部
）

70
㎏
級

２
位
　
澤
崎
莉
子
（
東
海
大
高
校
中
等
部
）

70
㎏
超
級

3
位
　
植
田
桃
佳
（
高
台
中
学
校
）

全
国
教
員
大
会

平
成
25
年
８
月
３
日
（
土
）

講
道
館

監
督
　
藤
田
明
啓
（
県
立
浜
松
西
高
校
）

先
鋒
　
今
井
靖
史
（
函
南
町
立
函
南
中
学
校
）

次
鋒
　
川
端
常
弘
（
県
立
湖
西
高
校
）

中
堅
　
井
口
往
彦
（
県
立
浜
北
西
高
校
）

副
将
　
正
治
大
輔
（
静
岡
学
園
高
校
）

大
将
　
土
屋
彰
裕
（
湖
西
市
立
鷲
津
中
学
校
）

１
回
戦
　
　
静
岡
県
２ 

− 

１
鹿
児
島
県

２
回
戦
　
　
静
岡
県
３ 

− 

２
岡
山
県

３
回
戦
　
　
静
岡
県
３ 

− 

１
栃
木
県

準
々
決
勝
　
静
岡
県
１ 

− 

３
神
奈
川
県

（
ベス
ト
８
）

　
浜
松
西
高
校
の
藤
田
監
督
を
中
心

に
、
昨
年
度
と
は
メ
ン
バ
ー
は
変
わ
り

ま
し
た
が
、
2
年
連
続
で
全
国
ベス
ト

８
と
い
う
す
ば
ら
し
い
成
績
を
収
め
ら

れ
ま
し
た
。
各
先
生
方
が
こ
の
大
会

で
得
る
こ
と
が
で
き
た
貴
重
な
経
験

を
、
各
学
校
で
の
先
生
方
の
指
導
に

役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
44
回
全
国
定
時
制
通
信
制
柔
道
大
会

平
成
25
年
８
月
４
日
（
日
）

講
道
館

男
子
団
体
戦
　
静
岡
県
選
抜
チ
ー
ム
　
３
位

風
岡
代
史
（
富
士
宮
東
高
校
）

三
城
広
大
（
ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
校
浜
松
）

山
田
駿
治
（
三
島
長
陵
高
校
）

仲
山
純
輝
（
浜
松
大
平
台
高
校
）

山
口
晴
也
（
浜
松
大
平
台
高
校
）

鈴
木
文
弥
（
浜
松
大
平
台
高
校
）

山
本
拳
也
（
浜
名
高
校
）　

県
大
会
無
差
別
級
上
位
進
出
者
に
よ

る
選
抜
チ
ー
ム

女
子
団
体
戦
　
静
岡
県
選
抜
チ
ー
ム
　
３
位

木
下
由
美
（
新
居
高
校
）

河
津
サ
ユ
リ
（
富
士
高
校
）

芦
澤
依
莉
子
（
未
来
静
岡
高
校
）

森
　
安
奈
（
倉
橋
学
園
キ
ラ
リ
高
校
）

県
大
会
無
差
別
級
上
位
進
出
者
に
よ

る
選
抜
チ
ー
ム

個
人
戦

男
子

軽
量
級

　
小
山
智
良
（
小
山
高
校
）
初
戦
敗
退

中
量
級

　
三
城
広
大（
ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
校
浜
松
）

　
３
回
戦
敗
退
（
ベス
ト
８
）

重
量
級

　
仲
山
純
輝
（
浜
松
大
平
台
高
校
）
２
回
戦
敗
退

女
子

中
量
級

　
森
　
安
奈
（
倉
橋
学
園
キ
ラ
リ
高
校
）
初
戦
敗
退

重
量
級

　
木
下
由
美
（
新
居
高
校
）
優
勝

第
44
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

平
成
25
年
８
月
18
日
（
日
）
～
21
日
（
水
）

三
重
県
伊
勢
市

男
子
団
体
戦

静
岡
学
園
中
学
校
２ 

− 

３
粟
津
中
学
校
（
滋
賀
県
）

静
岡
学
園
中
学
校
３ 

− 

２
鹿
屋
東
中
学
校
（
鹿
児
島
県
）

勝
ち
数
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

1
回
戦

静
岡
学
園
中
学
校
１ 

− 

４
東
海
大
学
相
模
中
学
校
（
神
奈
川
県
）

女
子
団
体
戦

東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
１ 

− 

１
丘
中
学
校
（
長
野
県
）

東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
３ 

− 

０
諫
早
中
学
校
（
長
崎
県
）

丘
中
学
校
と
同
率
の
た
め
代
表
戦
と

な
り
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
。

1
回
戦

東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
１ 

− 

①
広
陵
中
学
校
（
奈
良
県
）

個
人
戦

男
子

50
㎏
級
　
片
桐
大
夢
（
笠
井
中
学
校
）

初
戦
敗
退

55
㎏
級
　
長
屋
　
涼
（
神
久
呂
中
学
校
）

3
回
戦
進
出
（
ベス
ト
16
）

60
㎏
級
　
岡
本
龍
司
（
静
岡
学
園
中
学
校
）

準
優
勝

66
㎏
級
　
杉
本
誠
太
（
藤
枝
明
誠
中
学
校
）

3
回
戦
進
出
（
ベス
ト
16
）

73
㎏
級
　
原
　
恵
太
（
函
南
中
学
校
）

初
戦
敗
退

81
㎏
級
　
大
橋
海
斗
（
錦
田
中
学
校
）

準
々
決
勝
進
出
（
ベス
ト
８
）

90
㎏
級
　
池
田
光
洋
（
東
益
津
中
学
校
）

３
回
戦
進
出
（
ベス
ト
16
）

90
㎏
超
級
　
川
井
康
平
（
静
岡
学
園
中
学
校
）

初
戦
敗
退

女
子

40
㎏
級
　
松
浦
都
衣
（
愛
鷹
中
学
校
）

初
戦
敗
退

44
㎏
級
　
小
林
夏
希
（
暁
秀
中
学
校
）

初
戦
敗
退

48
㎏
級
　
竹
内
智
紗
子
（
麁
玉
中
学
校
）

初
戦
敗
退

52
㎏
級
　
加
藤
樹
梨
（
錦
田
中
学
校
）

3
回
戦
進
出
（
ベス
ト
16
）

57
㎏
級
　
菊
池
涼
音
（
長
岡
中
学
校
）

2
回
戦
進
出

63
㎏
級
　
安
竹
真
利
奈
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
）

第
3
位

70
㎏
級
　
澤
崎
莉
子
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
）

３
回
戦
進
出
（
ベス
ト
16
）

70
㎏
超
級
　
植
田
桃
佳
（
高
台
中
学
校
）

2
回
戦
進
出

各
階
級
県
大
会
優
勝
者
が
全
国
大
会

に
出
場
し
て
い
る
。

第
10
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会

平
成
25
年
８
月
25
日
（
日
）

広
島
県

男
子
５
年

45
㎏
級
　
岡
本
紳
吾
（
静
岡
錬
心
館
）

初
戦
敗
退

45
㎏
超
級
　
小
田
春
樹
（
伊
豆
長
岡
柔
道
会
）

２
回
戦
進
出

男
子
６
年

50
㎏
級
　
平
井
慎
一
郎
（
神
士
館
）

初
戦
敗
退

50
㎏
超
級
　
下
橋
颯
斗（
富
士
共
栄
道
場
）

第
３
位

女
子
５
年

40
㎏
級
　
橋
口
英
子
（
静
岡
東
部
柔
道
ク
ラ
ブ
）

２
回
戦
進
出

40
㎏
超
級
　
高
山
美
憂
（
焼
津
誠
道
館
）

初
戦
敗
退

女
子
６
年

45
㎏
級
　
袴
田
佳
名
瑚
（
和
道
場
）

３
回
戦
進
出
（
ベス
ト
16
）

45
㎏
超
級
　
米
川
明
穂
（
大
東
柔
道
ク
ラ
ブ
）

− 146 − − 147 −
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３
回
戦
進
出
（
ベス
ト
16
）

６
月
９
日
に
実
施
さ
れ
た
県
大
会
の

各
階
級
優
勝
者
が
全
国
大
会
に
出
場

し
て
い
る
。

全
国
警
察
柔
道
選
手
権
大
会

平
成
25
年
９
月
６
日
（
金
）日本

武
道
館

無
差
別
級

　
増
田
圭
省
　
３
回
戦
敗
退

81
㎏
級

　
山
下
諒
輔
　

3
位

73
㎏
級

　
眞
野
洋
光
　
ベス
ト
８
進
出

定
通
制
柔
道
東
海
大
会

平
成
25
年
9
月
8
日
（
日
）

鈴
鹿
市
武
道
館

男
子
団
体
戦

1
位
　
浜
松
大
平
台
高
校

男
子
個
人

65
㎏
級
　
鈴
木
文
弥
（
浜
松
大
平
台
高
校
）

初
戦
敗
退

　
小
原
智
良
（
小
山
高
校
）
棄
権

75
㎏
級

　
三
城
広
大（
ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
校
浜
松
）

1
位

　
山
本
拳
也
（
浜
名
高
校
）
棄
権

75
㎏
超
級

　
仲
山
純
輝
（
浜
松
大
平
台
高
校
）３

位

　
山
田
駿
治
（
三
島
長
陵
高
校
）

初
戦
敗
退

女
子
個
人

60
㎏
級

　
森
　
安
奈
（
倉
橋
学
園
キ
ラ
リ
高
校
） 

１
位

60
㎏
超
級

　
木
下
由
美
（
新
居
高
校
）　
１
位

第
30
回

静
岡
県
大
学
高
専
柔
道
秋
季
優
勝
大
会

平
成
25
年
10
月
27
日
（
日
）

静
岡
産
業
大
学

団
体
の
部

優
勝
　
静
岡
産
業
大
学

2
位
　
東
海
大
学

3
位
　
静
岡
大
学

個
人
戦
の
部

女
子
の
部

優
勝
　
神
田
日
和
（
静
岡
産
業
大
学
）

無
段
の
部

優
勝
　
安
井
　
健
（
東
海
大
学
）

66
㎏
級

優
勝
　
古
川
　
諒
（
静
岡
産
業
大
学
）

81
㎏
級

優
勝
　
松
川
　
勝
（
静
岡
産
業
大
学
）

81
㎏
超
級

優
勝
　
永
野
裕
樹
（
静
岡
産
業
大
学
）

　
各
地
区
で
柔
道
人
口
拡
大
の
た
め

の
取
り
組
み
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
東
部
地
区
の
取
り
組
み
を
中
心
に

各
地
区
の
取
り
組
み
を
報
告
す
る
。

 

東
部
地
区 

　
東
部
地
区
で
は
「
エ
ア
ロ
ビ
柔

道
」
が
実
践
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は

特
に
中
心
に
な
っ
て
取
組
ん
で
お
ら

れ
る
根
木
谷
先
生
か
ら
「
日
は
東
か

ら
昇
る
」
と
題
し
て
の
報
告
を
掲
載

す
る
。

　
平
成
22
年
４
月
17
日
（
日
）
の
静

岡
県
柔
道
協
会
理
事
会
に
お
い
て
、

施
策
「
女
子
柔
道
人
口
増
加
を
は
か

る
」
と
し
、
男
女
昇
段
を
念
頭
に

東
・
中
・
西
部
三
地
区
が
独
自
の
発

想
で
進
め
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。

　
東
部
地
区
は
「
エ
ア
ロ
ビ
柔
道
」

を
毎
週
水
曜
日
の
午
後
７
時
か
ら
８

時
半
ま
で
市
立
沼
津
高
校
柔
道
場
で

行
う
こ
と
。
関
心
を
持
つ
老
若
男
女

を
対
象
に
、
簡
単
で
楽
し
く
生
活
に

い
か
せ
る
内
容
を
参
加
者
と
共
に
考

え
る
こ
と
と
に
し
ま
し
た
。

　
同
年
５
月
19
日
（
水
）
に
開
講
。

婦
人
層
を
中
心
に
中
学
生
や
高
校

生
、
時
に
は
園
児
も
参
加
し
、
毎
週

十
数
名
が
至
福
の
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。
実
技
は
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

編
」
と
「
お
む
す
び
受
け
身
編
」
の

二
部
門
か
ら
な
り
、
「
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
編
」
は
、
立
礼
・
座
礼
、
ス
ト

レ
ッ
チ
か
ら
始
ま
り
、
立
技
・
寝
技

の
基
本
と
動
作
、
体
力
作
り
、
一
人

打
ち
込
み
、
ク
ー
リ
ン
ダ
ウ
ン
と
続

き
、
最
後
に
ま
た
立
礼
・
座
礼
で

す
。
曲
は
宇
多
田
ヒ
カ
ル
、
嵐
、

モ
ー
ニ
ン
グ
娘
な
ど
の
曲
を
使
い
ま

す
。
「
お
む
す
び
受
け
身
編
」
は
後

ろ
受
け
身
、
横
受
け
身
、
前
受
け
身

を
歌
を
歌
い
な
が
ら
楽
し
む
も
の

で
、
前
受
け
身
の
歌
は
私
が
作
詞
作

曲
し
ま
し
た
。
最
近
「
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
編
」
の
曲
も
著
作
権
問
題
を
考

え
、
東
京
音
大
出
身
の
作
曲
家
に
お

願
い
し
、
現
在
八
曲
の
依
頼
に
対
し

て
五
曲
が
出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。

新
曲
と
共
に
Ｃ
Ｄ
や
絵
本
で
柔
道
を

理
解
す
る
こ
と
も
大
切
と
考
え
、
そ

の
準
備
も
進
め
て
い
ま
す
。

　
勉
強
の
た
め
、
平
成
23
年
３
月
11

日
（
金
）
14
時
45
分
未
曾
有
の
被
害

を
も
た
ら
し
た
「
東
日
本
大
震
災
」

に
見
舞
わ
れ
た
年
か
ら
、
岩
手
県
大

船
渡
市
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
東

南
海
地
震
の
予
備
知
識
を
得
る
た
め

に
毎
年
出
か
け
、
ま
た
栃
木
県
宇
都

宮
市
や
県
内
で
は
伊
豆
の
国
市
、
沼

津
市
の
中
学
授
業
や
道
場
、
旅
館
を

借
り
て
の
講
習
会
の
も
実
施
し
、
新

し
い
発
見
や
発
想
を
得
て
い
ま
す
。

　
柔
道
協
会
の
実
施
に
は
商
標
登
録

も
必
要
と
考
え
、
平
成
24
年
12
月
31

日
（
月
）
付
け
で
申
請
、
特
許
庁
は

平
成
25
年
５
月
24
日
（
金
）
付
け
で

「
エ
ア
ロ
ビ
柔
道
」
の
商
標
登
録
を

認
可
し
ま
し
た
。
平
成
25
年
６
月
14

日
（
金
）
商
標
原
簿
に
十
年
間
の
権

利
記
載
を
し
ま
し
た
。

　
柔
道
修
行
に
つ
い
て
、
嘉
納
治
五

郎
師
範
は
「
己
を
完
成
し
、
世
を
補

益
す
る
」
こ
と
と
説
き
ま
す
。
高
齢

化
社
会
に
突
入
し
た
日
本
、
国
民
が

受
け
身
を
体
得
す
れ
ば
転
倒
に
よ
る

怪
我
防
止
と
体
力
向
上
に
役
立
ち
ま

す
。
立
礼
と
座
礼
は
日
常
生
活
に
欠

柔
道
底
辺
拡
大
へ
の

取
り
組
み
報
告

前受け身の指導

− 146 − − 147 −
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平
成
25
年
度
講
道
館
主
催

「
静
岡
県
中
央
審
判
講
習
会
」

平
成
25
年
８
月
４
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

島
田
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
静
岡
県
中
央
審
判
講
習
会
が
島
田

市
の
ロ
ー
ズ
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ

た
。
講
師
に
は
全
日
本
柔
道
連
盟
審

判
委
員
で
講
道
館
七
段
高
橋
進
先
生

（
全
柔
連
Ｓ
級
審
判
員
、
Ｉ
Ｊ
Ｆ
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
審
判
員
）
が
派

遣
さ
れ
た
。
百
名
を
超
え
る
協
会
員

が
参
加
し
充
実
し
た
講
習
会
が
行
わ

れ
た
。
審
判
部
の
和
久
田
さ
ん
か
ら

の
報
告
を
基
に
講
習
の
様
子
を
簡
単

に
ま
と
め
て
お
く
。

・
現
行
ル
ー
ル
と
新
ル
ー
ル
の
違
い

　「
足
取
り
」
に
つ
い
て
の
解
釈
、

ク
ロ
ス
グ
リ
ッ
プ
の
変
化
な
ど
国
際

大
会
で
の
事
例
を
交
え
て
解
説
し
て

い
た
だ
い
た
。

・
ジ
ュ
リ
ー
等
の
意
見
聴
取

　
　
合
議
は
短
時
間
で
終
わ
ら
せ
る

こ
と
や
、
ジ
ュ
リ
ー
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
た
と
き
の
対
応
な
ど

普
段
な
か
な
か
気
付
か
な
い
指
摘

を
い
た
だ
い
た
。

・
高
橋
先
生
の
経
験
よ
り

　
　
高
橋
先
生
の
ご
経
験
の
中
で
、

最
初
の
「
偽
装
的
攻
撃
」
の
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
を
取
り
き
れ
ず
、
そ
の

後
何
回
か
同
様
な
攻
撃
が
あ
っ
た

が
最
初
に
取
れ
な
か
っ
た
の
で
最

後
ま
で
と
り
き
れ
な
か
っ
た
苦
い

体
験
を
話
さ
れ
、「
ア
ッ
」
と
思
っ

た
ら
と
る
べ
き
だ
と
い
う
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。

・
新
ル
ー
ル
の
説
明

　
　
新
ル
ー
ル
導
入
の
経
緯
や
一
人

審
判
制
の
説
明
な
ど
を
し
て
い
た

だ
い
た
。

・
技
の
評
価

　
　
静
岡
県
警
察
特
錬
選
手
の
実
技

を
交
え
「
一
本
」
の
見
極
め
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
た
。

・
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
コ
ア

　
　
時
間
無
制
限
で
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
コ
ア
だ

が
、
実
際
の
試
合
で
は
比
較
的
短

時
間
で
終
わ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ

た
。

・
技
重
視

　
　
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
考
え
方
が
変
わ

り
、「
技
重
視
」
の
方
向
が
説
明

さ
れ
た
。
積
極
的
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ

を
と
る
こ
と
で
選
手
に
技
を
積
極

的
に
か
け
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
受
講
者
か
ら
は
「
高
橋
先
生
の
国

際
大
会
等
を
通
じ
て
の
貴
重
な
経
験

を
基
に
、
分
か
り
や
す
い
ご
指
導
を

頂
き
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。
新
ル
ー

ル
に
つ
い
て
も
っ
と
勉
強
し
た
い
。」

な
ど
多
く
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
有

意
義
な
講
習
会
に
な
っ
た
。
　

指
導
者
資
格
認
定
制
度

　
Ａ
指
導
員
36
名
、Ｂ
指
導
員
274
名
、

Ｃ
指
導
員
285
名
、
学
校
指
導
者
61
名

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
後
は
資

格
付
与
の
講
習
会
と
資
格
更
新
の
講

習
会
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。（
Ａ
・
Ｂ
指
導
員
は
４
年
に
１

回
平
成
28
年
度
か
ら
実
施
、
Ｃ
指
導

員
は
２
年
に
１
回
平
成
27
年
度
か
ら

実
施
、
の
更
新
が
必
要
）

ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
）

講
師
　
大
原
尚
喜
（
静
岡
県
立
新
居

高
校
教
諭
）

　
幼
稚
園
の
年
少
か
ら
小
学
３
年
生

以
下
を
対
象
に
し
た
第
３
回
親
子
柔

道
教
室
が
開
催
さ
れ
た
。
女
性
の
柔

道
人
口
を
増
や
す
対
策
の
一
環
と
し

て
県
下
３
地
区
で
計
画
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
西
部
地
区
で
の
実
践
で
あ

る
。
西
部
地
区
各
道
場
に
所
属
す
る

子
ど
も
だ
け
で
な
く
一
般
の
子
ど
も

た
ち
も
参
加
し
て
く
れ
た
。
合
わ
せ

て
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
。

　
今
回
は
講
師
に
、
３
回
連
続
の
溝

口
先
生
と
、
静
岡
県
立
新
居
高
校
教

諭
で
柔
道
部
の
顧
問
を
さ
れ
て
い
る

大
原
先
生
を
お
迎
え
し
た
。
大
原
先

生
は
学
生
時
代
世
界
レ
ベ
ル
で
活
躍

し
、
東
洋
水
産
（
株
）
で
も
実
績
を

残
し
た
柔
道
家
で
あ
り
、
現
在
は
新

居
高
校
で
体
育
の
教
師
を
し
な
が
ら

柔
道
部
の
指
導
を
担
当
さ
れ
て
い

る
。
前
半
は
溝
口
先
生
を
中
心
に
親

子
で
準
備
運
動
を
行
い
楽
し
く
汗
を

か
い
た
。
後
半
は
低
年
齢
を
溝
口
先

生
が
担
当
し
、
残
り
の
経
験
者
を
中

心
と
し
た
小
学
生
を
大
原
先
生
が
担

当
し
て
く
れ
た
。

か
せ
な
い
マ
ナ
ー
と
な
り
ま
す
。
医

療
費
の
節
約
と
生
き
甲
斐
に
も
結
び

つ
く
「
エ
ア
ロ
ビ
柔
道
」
を
根
付
か

せ
る
こ
と
は
「
世
を
穂
益
す
る
」
こ

と
に
通
ず
る
こ
と
と
信
じ
、
東
部
地

区
は
無
二
無
三
に
走
っ
て
い
ま
す
。

 

中
部
地
区 

平
成
25
年
11
月
３
日
（
日
）

静
岡
市
北
部
体
育
館
柔
道
場

　
幼
児
・
小
学
生
や
保
護
者
な
ど
94

名
の
参
加
で
今
年
度
も
実
施
し
ま
し

た
。
午
前
10
時
か
ら
の
開
講
式
に
続

き
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
取
り
入
れ
た

準
備
体
操
を
行
い
ま
し
た
。
ゆ
か
い

な
柔
道
ゲ
ー
ム
で
楽
し
み
、
休
憩
を

挟
ん
で
礼
法
指
導
・
受
け
身
の
指

導
、
そ
し
て
「
お
父
さ
ん
・
お
母
さ

ん
を
投
げ
飛
ば
せ
」
と
柔
道
に
親
し

ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
「
親
子
で
柔

道
着
を
着
る
こ
と
が
で
き
、
何
と
も

言
え
な
い
清
々
し
い
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
」
と
参
加
者
か
ら
も
好
評

で
し
た
。

 

西
部
地
区 

親
子
柔
道
教
室
開
催

浜
松
市
武
道
館

平
成
25
年
11
月
３
日
（
日
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で

講
師
　
溝
口
紀
子
（
静
岡
文
化
芸
術

大
学
准
教
授
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン

− 148 − − 149 −
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自
然
体
で
頭
の
中
で
い
い
イ

メ
ー
ジ
に
溢
れ
さ
せ
る
こ
と
を

意
識
し
て
い
ま
す
。

質
問
　
こ
れ
ま
で
柔
道
を
続
け
て

き
て
思
う
こ
と
は
？

佐
藤
　
柔
道
を
し
て
い
た
こ
と
で

い
ろ
い
ろ
な
人
に
出
会
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
多

く
の
人
か
ら
様
々
な
技
術
、
そ

し
て
生
き
て
い
く
上
で
大
切
な

こ
と
、
気
持
ち
の
持
ち
方
な
ど

を
教
え
て
い
た
だ
き
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。

質
問
　
今
後
の
目
標
は
？

　
高
校
生
と
し
て
全
日
本
選
手
権

大
会
に
出
場
す
る
な
ど
、
今
年
度

も
す
ば
ら
し
い
活
躍
を
し
た
静
岡

学
園
の
佐
藤
君
を
特
集
す
る
。

　
佐
藤
君
の
デ
ー
タ
　
身
長
181
㎝
、

体
重
108
㎏
、
足
の
サ
イ
ズ
右
30
㎝
・

左
30
㎝
、
握
力
右
58
㎏
・
左
61
㎏
、

50
ｍ
走
6.5
秒

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

質
問
　
十
七
年
ぶ
り
史
上
四
人
目

の
現
役
高
校
生
と
し
て
出
場
し

た
全
日
本
選
手
権
に
参
加
し
て

の
感
想
は
？

佐
藤
　
や
は
り
、
全
国
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
選
手
た
ち
し
か
い
な
い

大
会
に
出
場
で
き
た
の
は
と
て

も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
将
来
的
に
ど
の
レ
ベ
ル

ま
で
高
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い

か
と
い
う
の
も
大
ま
か
で
す
が

知
る
こ
と
も
で
き
た
し
、
あ
の

よ
う
な
独
特
な
試
合
場
で
の
雰

囲
気
も
体
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
の
が
よ
か
っ
た
で
す
。

質
問
　
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
（
ス

ロ
ベ
ニ
ア
）
に
参
加
し
て
の
感

想
は
？

佐
藤
　
全
戦
全
敗
。「
心
・
技
・
体
」

全
て
の
部
分
が
ま
だ
ま
だ
足
り

な
い
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

代
表
と
し
て
の
意
識
の
薄
さ
、

日
常
の
練
習
量
の
少
な
さ
、
一

発
で
決
め
ら
れ
る
技
の
キ
レ
の

無
さ
、
自
分
が
日
本
で
い
い
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
世
界
に

出
て
み
た
ら
ま
っ
た
く
通
用
し

な
か
っ
た
こ
と
に
、
た
だ
た
だ

落
ち
込
み
ま
し
た
が
、
今
は
逆

に
、
も
っ
と
強
化
で
き
る
し
強

く
な
れ
る
と
思
っ
て
、
ま
た
新

し
い
目
標
が
で
き
楽
し
く
や
っ

て
い
ま
す
。

質
問
　
好
き
な
練
習
（
稽
古
）
メ

ニ
ュ
ー
は
？

佐
藤
　
研
究
を
し
て
い
る
と
き
が

一
番
楽
し
い
で
す
。
理
由
は
、

研
究
で
思
い
つ
い
た
面
白
い
発

想
が
実
際
乱
取
り
で
決
ま
っ

た
と
き
の
気
持
ち
は
最
高
で

す
! !
。

質
問
　
試
合
や
稽
古
に
臨
む
際
、

心
が
け
て
い
る
こ
と
や
気
を
つ

け
て
い
る
こ
と
は
？

佐
藤
　
稽
古
で
は
常
に
自
分
と
同

じ
か
自
分
よ
り
大
き
い
選
手
を

想
定
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
足
技
・
組
み
手
を
軽
量

級
の
選
手
に
負
け
な
い
く
ら
い

や
っ
て
や
ろ
う
と
心
が
け
て
い

ま
す
。
試
合
で
は
、
と
に
か
く

特
集
佐
藤
和
哉

（
静
岡
学
園
高
校
）

佐
藤
　
ジ
ュ
ニ
ア
の
試
合
で
は

圧
倒
的
に
勝
て
る
よ
う
に
今
よ

り
大
幅
に
強
化
す
る
こ
と
。
そ

し
て
、
シ
ニ
ア
の
試
合
で
は
よ

り
よ
い
結
果
が
出
せ
る
よ
う
に

な
っ
て
、
世
界
大
会
に
も
っ
と

多
く
出
場
し
て
、
最
終
的
に
は

講
道
館
杯
・
全
日
本
選
手
権
・

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
優
勝
で
き
る

よ
う
に
努
力
し
続
け
た
い
で
す
。

取
材
11
月

　
静
岡
県
柔
道
協
会広

報
普
及
委
員
会
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道
場
紹
介

ど
う
じ
ょ
う

し
ょ
う
か
い

県
内
各
地
で
が
ん
ば
っ
て
い
る「
道
場
」を
各
地
区
２
道
場
ず
つ
紹
介
し
ま
す
。

①名称
②住所（練習場所）
③連絡先
④代表者氏名
⑤所属人数

⑥
道
場
紹
介

　
裾
野
柔
道
協
会
の
前
身
は
、
昭
和
35

年
石
脇
区
の
倉
庫
跡
に
柔
道
場
完
成
と

共
に
裾
野
柔
道
ク
ラ
ブ
と
し
て
発
足
し

ま
し
た
。
昭
和
41
年
8
月
に
少
年
部
が

裾
野
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
し
て
認

定
を
受
け
、
昭
和
53
年
か
ら
裾
野
市
民

体
育
館
の
柔
道
場
に
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
現
在
毎
週
木
曜
日
・
土
曜
日
の
2

回
、
午
後
7
時
か
ら
9
時
ま
で
稽
古
を

行
い
、
学
年
に
応
じ
た
基
本
練
習
の
中

で
、
体
力
の
強
化
と
何
事
に
も
へ
こ
た

れ
ず
、
自
分
に
打
ち
勝
つ
精
神
を
鍛
錬

し
、
将
来
に
つ
な
が
る
稽
古
に
汗
を
流

し
て
い
ま
す
。

　
柔
道
の
創
始
者
・
嘉
納
治
五
郎
師
範

の
教
え
で
あ
る
「
精
力
善
用
・
自
他
共

栄
」
の
精
神
は
、
日
本
体
育
協
会
初
代

会
長
（
創
設
者
）
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
い
ま
日
本
体
育
協
会
が
推
進
す
る

「
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
宣
言
」
に
つ
な
が
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
の
考
え
に
賛
同

し
、
協
会
員
で
「
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
宣

言
」
を
し
ま
し
た
。

⑥
道
場
紹
介

　
昭
和
47
年
4
月
に
地
域
の
柔
道
経
験
者

が
意
志
を
通
じ
合
い
立
ち
上
り
ま
し
た
。

当
初
は
少
人
数
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

年
を
重
ね
て
一
般
、
中
学
生
、
小
学
生
も

増
加
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
年
に
よ
っ
て

は
増
加
し
た
り
減
少
し
た
り
の
繰
り
返
し

で
す
。
現
在
は
小
学
生
5
名
で
団
体
戦
も

組
め
な
い
状
況
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
体

育
協
会
の
協
力
を
得
て
募
集
も
行
っ
て
お

り
ま
す
が
思
う
よ
う
に
は
成
り
ま
せ
ん
。

少
子
化
の
影
響
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

小
学
生
の
時
に
始
め
た
子
供
が
中
学
校
に

入
っ
て
も
続
け
る
こ
と
が
難
し
い
よ
う
で

す
。
地
元
の
長
泉
中
学
校
・
長
泉
北
中
学

校
２
校
と
も
柔
道
部
が
無
い
こ
と
が
ネ
ッ

ク
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
現
在
毎
週
３
回
練
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
午
後
７
時
か
ら
８
時
30
分
（
小
学

生
）
、
８
時
30
分
か
ら
９
時
ま
で
（
中
学

生
・
一
般
）
、
月
曜
日
・
水
曜
日
・
金
曜

日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
内

や
地
域
外
の
他
道
場
か
ら
も
お
誘
い
戴
き

①裾野柔道協会
（裾野柔道スポーツ少年団）
②裾野市稲荷２４　裾野市民体育館内
③〒４１０－１１１３
　裾野市稲荷１９０－２３　今富孝憲
　０５５－９９３－０７５７
④山之内良彦
⑤児童０人、小学生１０人、中学生５人、高校
生１人、大学・社会人５人

①長泉柔道会
②駿東郡長泉町納米里
　長泉町立体育館柔道場
③〒４１１－０９４４
　駿東郡長泉町竹原１０９－１
　０５５－９８６－７７４５
④永田正義
⑤児童０人、小学生５人、
　中学生６人、高校生０人、
　大学・社会人７人（内指導者5人）

①NPO法人武道学舎
②静岡市立桜ヶ丘高等学校
　（旧清水商業高校）柔道場
③〒４２４－００６７
　静岡市鳥坂１２４７－５７
　電話０５４－３４８－４７９２
④川嶋敏秀
⑤児童5人　小学生３６人　中学生６人
　高校３人　大学・社会人２０人

⑥
道
場
紹
介

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
長
引
く
不

況
等
々
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
復
活

の
兆
し
が
見
え
て
き
た
今
日
こ
の
頃
で

す
。

　
武
道
学
舎
の
前
身
で
あ
る
清
水
柔
専

塾
は
昭
和
42
年
4
月
、
清
水
警
察
署
、

旧
静
岡
市
立
清
水
商
業
高
等
学
校
、
及

び
旧
静
岡
県
立
清
水
工
業
高
等
学
校
、

市
公
民
館
、
日
立
製
作
所
道
場
に
て
開

講
し
、
以
来
入
門
者
２
５
０
０
名
以
上

を
数
え
て
い
ま
す
。
現
在
は
幼
児
、
小

学
生
、
中
学
生
、
一
般
、
指
導
者
男
女

計
70
名
が
静
岡
市
立
桜
ヶ
丘
高
等
学
校

柔
道
場
に
て
毎
週
月
曜
日
・
水
曜
日
・

金
曜
日
に
稽
古
に
励
ん
で
お
り
、
卒
業

生
も
地
域
社
会
の
体
育
向
上
と
青
少
年

健
全
育
成
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
佐
藤
和
哉
君
（
静
岡
学

練
習
試
合
や
稽
古
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
日
々
努
力
精
進
し
て
後
進

の
育
成
発
展
に
尽
力
致
し
ま
す
。
柔
道
に

興
味
を
お
持
ち
の
方
、
小
学
生
・
中
学

生
・
一
般
の
方
々
の
参
加
を
お
持
ち
し
て

い
ま
す
。
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⑥
道
場
紹
介

　
長
田
柔
道
倶
楽
部
は
、
長
田
体
育
館

の
新
設
に
伴
い
昭
和
61
年
4
月
に
始
ま

り
ま
し
た
。
柔
道
を
通
じ
、
柔
道
の
精

神
で
あ
る
「
心
・
技
・
体
」
を
主
軸
に

精
神
の
練
磨
及
び
体
力
の
増
強
を
図
り

健
康
な
体
と
礼
儀
正
し
さ
を
身
に
つ

け
、
心
と
体
の
成
長
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
。
主
任
指
導
員
を
中
心
に
、
9
人

の
指
導
員
が
熱
心
に
指
導
に
当
た
っ
て

お
り
、
週
2
日
水
曜
日
・
土
曜
日
の

夜
、
一
部
は
午
後
6
時
30
分
か
ら
小
学

生
・
初
心
者
を
中
心
に
基
本
を
学
び
、

二
部
は
午
後
7
時
30
分
か
ら
8
時
45
分

ま
で
中
学
生
か
ら
一
般
ま
で
が
技
術
の

向
上
を
目
標
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
女
性
指
導
員
が
子
供
達
の
精
神

的
な
支
え
に
な
る
な
ど
、
ふ
れ
あ
い
を

大
切
に
し
た
教
室
で
す
。

　
「
継
続
は
力
な
り
」、一
緒
に
や
り
ま

し
ょ
う
。
一
年
を
3
期
に
分
け
、
そ
の
期

ご
と
に
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
い
つ

で
も
お
気
軽
に
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥
道
場
紹
介

　
私
た
ち
和
（
や
わ
ら
）
道
場
は
、
平
成

23
年
4
月
に
浜
松
市
中
区
住
吉
に
道
場
を

開
設
し
地
域
の
小
学
生
・
中
学
生
を
中
心

と
し
、
火
曜
日
・
金
曜
日
の
夜
7
時
か
ら

約
2
時
間
と
土
曜
日
の
15
時
か
ら
約
2
時

間
の
稽
古
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
高
校

生
・
一
般
は
別
に
月
曜
日
・
木
曜
日
に
稽

⑥
道
場
紹
介

　
私
た
ち
「
磐
南
柔
道
ク
ラ
ブ
」
は
、

平
成
18
年
12
月
に
小
中
学
生
の
健
全
育

成
を
目
的
と
し
て
立
ち
上
げ
、
毎
週
火

曜
日
・
土
曜
日
の
夜
間
2
時
間
、
幼
児

か
ら
一
般
ま
で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　
当
ク
ラ
ブ
で
は
技
術
向
上
は
勿
論
、

礼
儀
作
法
に
つ
い
て
特
に
厳
し
く
指
導

し
「
や
る
気
・
負
け
ん
気
・
頑
張
る

気
」
の
3
つ
の
気
持
ち
を
促
し
な
が
ら

先
輩
を
敬
い
、
後
輩
を
慈
し
む
事
を
学

ば
せ
、
他
分
野
そ
し
て
将
来
広
く
社
会

に
貢
献
で
き
得
る
人
材
育
成
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
全

体
リ
ー
ダ
ー
は
小
学
最
上
級
生
で
す

が
、
別
に
「
体
操
リ
ー
ダ
ー
」
を
設

け
、
日
替
わ
り
で
低
学
年
に
も
リ
ー

ダ
ー
を
任
せ
て
い
ま
す
。

　
我
々
指
導
員
は
日
々
子
供
達
の
著
し

い
成
長
を
嬉
し
く
思
い
つ
つ
、
更
な
る

向
上
を
目
指
し
て
楽
し
く
か
つ
一
所
懸

命
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

①長田柔道倶楽部
②静岡市駿河区鎌田９８－８
③〒４２１－０１１１
　静岡市駿河区丸子新田４５８－１１
　０５４－２５８－６２２１
④増岡秋男
⑤児童０人、小学生１５人、中学生１６人、高校生６人、　
大学・社会人２５人

①磐南柔道クラブ
②磐田市立磐田南部中学校柔道場
③〒４３８－００４５
　磐田市下岡田５４３
　０５３８－３４－５６８７
④森下拓司・寺田貴保
⑤児童１人、小学生１３人、中学生３人、高校生３人、
　大学・社会人９人

①和道場
②浜松市中区住吉２－１５－１１
③〒４３０－０９０６
　浜松市中区住吉２－１７－１６
　０５３－４７２－７２４６
④菅谷和彦
⑤児童６人、小学生２１人、中学生８人、
　高校生2人、大学・社会人２０人

古
を
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
幼
児
か
ら
一

般
ま
で
約
40
名
が
稽
古
で
汗
を
流
し
て
お

り
ま
す
。

　
柔
道
を
極
め
た
い
方
ば
か
り
で
は
な

く
、
基
礎
体
力
を
付
け
た
い
、
柔
軟
性
や

バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
養
い
怪
我
を
し
な
い
よ

う
に
し
た
い
、
自
分
の
身
を
守
り
た
い
な

ど
様
々
な
理
由
で
入
門
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
は
、
仲
間
と
と
も
に
練
習
に
参

加
し
、
体
を
め
い
っ
ぱ
い
動
か
し
、
思
い

や
り
の
心
を
持
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
世
代
の

人
と
係
わ
り
合
い
を
持
つ
と
い
う
貴
重
な

体
験
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
柔
道
を
大
好
き
に
な
っ
て
、
一
生
付
き

合
え
る
仲
間
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
柔
道
を
通
じ
て
た
く
ま
し
い
心
と
体

を
作
り
人
を
思
い
や
れ
る
気
持
ち
を
養

い
、
大
き
な
声
で
挨
拶
の
で
き
る
人
間
へ

と
成
長
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

園
高
校
）
が
高
校
日
本
一
、
全
日
本
選

手
権
試
合
出
場
な
ど
と
頑
張
り
、
他
に

も
多
く
の
塾
生
が
全
国
で
活
躍
し
て
お

り
ま
す
。

　
凶
悪
犯
罪
青
少
年
非
行
が
叫
ば
れ
て

い
る
社
会
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
、
市
内

の
中
学
・
高
校
の
武
道
（
部
活
動
）
を

復
興
さ
せ
、
武
道
の
「
知
育
」
「
徳

育
」
「
体
育
」
の
精
神
を
普
及
し
、
武

道
を
通
じ
て
「
人
づ
く
り
」
を
目
的
に

平
成
18
年
9
月
に
特
定
非
営
利
活
動
法

人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
武
道
学
舎
の
認

定
、
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。
指
導
者

と
し
て
4
段
通
場
千
里
（
旧
姓
石
橋
）

先
生
、
8
段
石
川
裕
章
先
生
の
指
導
を

受
け
、
我
が
国
伝
統
文
化
の
普
及
と
文

武
両
道
を
目
的
に
社
会
に
貢
献
で
き
る

立
派
な
人
材
を
育
成
し
、
後
世
に
伝
授

し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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新人選手紹介コーナー

新人選手紹介コーナー

　今年度もこのコーナーで紹介できる選手が数多くでた。全国大会で３位までに入賞した若い選手（高校生以下の選手）を紹
介しているコーナーで、今年度は 9 名の選手を紹介することができる。国際大会で結果を残してくれた選手も多く、今後が期
待される。なお、静岡学園高校の佐藤君については記事の中で紹介しているので載せていない。連続して紹介する選手もおり、

「新人」ではないかもしれないが順調に成長している様子が伺われる。

遠

田

真

子 

さ
ん

（
東
海
大
学
翔
洋
高
等
学
校
）

◎
世
界
カ
デ
柔
道
選
手
権
大
会
女
子

70
㎏
級
２
位

　
３
年
連
続
で
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹

介
す
る
遠
田
さ
ん
で
す
が
順
調
に
実

力
を
伸
ば
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
毎

年
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
遠
田
さ

ん
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

「
父
と
兄
の
影
響
で
」
と
言
う
こ
と

で
、
ま
さ
に
柔
道
一
家
だ
と
言
え
ま

す
。

　
今
回
の
入
賞
に
つ
い
て
は
「
今
年

こ
そ
優
勝
し
た
か
っ
た
と
い
う
気
持

ち
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
が
、
決
勝

に
進
め
た
こ
と
は
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
ま
だ
ま
だ
力
不
足
を
実
感
し
た

の
で
こ
れ
か
ら
も
っ
と
上
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。」
と
述
べ

て
い
ま
す
。
今
後
の
目
標
と
し
て
は

「
目
の
前
の
試
合
を
確
実
に
勝
つ
こ

と
。」
と
決
意
を
述
べ
て
く
れ
ま
し

た
。

　
多
く
の
大
会
で
活
躍
し
て
い
る
遠

田
さ
ん
で
す
が
、
顧
問
の
山
梨
先
生

か
ら
は
「
今
の
遠
田
の
実
力
と
し
て

は
良
い
成
績
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
結
果
を
生
か
し
、
次
の
試
合
に

つ
な
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
ら
れ
て
い

ま
す
。
遠
田
さ
ん
の
更
な
る
活
躍
を

期
待
し
ま
す
。

安

竹

真

利

奈 

さ
ん

（
東
海
大
学
翔
洋
中
）

◎
全
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道

競
技
女
子
63
㎏
級
３
位

　
安
竹
さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
「
父
の
影
響
で
始
め
た
。」

と
い
う
こ
と
で
す
。
今
回
の
入
賞
に

つ
い
て
は
「
嬉
し
か
っ
た
け
れ
ど
、

あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
で
負
け
た
の
は

悔
し
か
っ
た
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

今
後
の
夢
は
「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
日

本
一
に
な
り
た
い
。」
と
中
学
校
で

は
果
せ
な
か
っ
た
「
日
本
一
」
の
夢

を
高
校
で
成
し
遂
げ
た
い
と
い
う
強

い
意
志
を
見
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

指
導
者
か
ら
は
「
柔
道
が
強
く
な
る

と
共
に
精
神
的
に
も
大
き
く
成
長
し

て
き
ま
し
た
。
全
国
、
そ
し
て
世
界

大
会
へ
の
夢
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
ほ

し
い
で
す
。」
と
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
安
竹
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。滝

川

真

央 

さ
ん

（
富
士
市
立
高
等
学
校
）

◎
第
35
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手

権
大
会
女
子
無
差
別
級
３
位
、
平

成
25
年
度
全
日
本
カ
デ
柔
道
体
重

別
選
手
権
大
会
女
子
無
差
別
級
第

２
位
、
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
柔
道
競
技
女
子
78
㎏
級
２
位

　
滝
川
さ
ん
も
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
常

連
で
す
。
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
「
兄
が
柔
道
を
し
て
い
て
、
道
場

に
つ
い
て
い
っ
て
始
め
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。」
と
い
う
こ
と
で
、
お

兄
さ
ん
の
影
響
だ
そ
う
で
す
。
今
回

の
入
賞
の
感
想
は
「
昨
年
度
２
位
で

あ
り
、
今
年
こ
そ
は
と
思
っ
て
臨
ん

だ
が
負
け
て
し
ま
い
と
て
も
悔
し

か
っ
た
。」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

全
国
２
位
と
い
う
成
績
は
素
晴
ら
し

い
も
の
で
す
。
今
後
は
日
本
大
学
に

進
学
し
、「
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
・

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
金
メ

ダ
ル
を
取
り
た
い
」
と
い
う
こ
と
で

さ
ら
に
柔
道
に
精
進
さ
れ
る
よ
う
で

す
。
彼
女
の
今
後
の
活
躍
を
見
守
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
指
導
さ

れ
て
い
る
顧
問
か
ら
は
「
夢
を
か
な

え
る
た
め
大
学
に
行
っ
て
も
頑
張
っ

て
ほ
し
い
。」
と
エ
ー
ル
を
贈
ら
れ

て
い
ま
す
。鈴

木

茉

莉 

さ
ん

（
藤
枝
順
心
中
学
校
）

◎
平
成
25
年
度
全
日
本
カ
デ
柔
道
体

重
別
選
手
権
大
会
女
子
44
㎏
級
・

ド
イ
ツ
カ
デ
柔
道
国
際
大
会
・
世

界
カ
デ
柔
道
選
手
権
大
会
優
勝

　
昨
年
は
全
国
中
学
校
総
合
体
育
大

会
女
子
44
㎏
級
準
優
勝
と
い
う
こ
と

で
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
た
鈴

木
さ
ん
で
す
が
、
今
年
は
さ
ら
に
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
世
界
大
会
で
の
優
勝

を
成
し
遂
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
紹
介
し
ま
し
た
が
、
鈴
木

− 152 − − 153 −



（15）  第17号 平成26年３月１日柔道しずおか

さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
「
兄
が
や
っ
て
い
て
楽
し
そ
う

だ
っ
た
か
ら
。」
と
い
う
、
ご
く
普

通
の
理
由
か
ら
で
す
。
今
回
の
入
賞

に
つ
い
て
は
「
嬉
し
か
っ
た
し
、
活

躍
し
て
い
る
先
輩
方
に
少
し
だ
け
で

も
近
づ
く
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

し
た
。
も
っ
と
近
づ
い
て
い
け
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。」
と
意
欲
的
で
す
。

今
後
の
夢
は
、「
高
校
選
手
権
や
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
で
良
い
結
果
を
残
す
こ

と
。」
と
世
界
だ
け
で
な
く
自
分
の

足
元
を
し
っ
か
り
見
つ
め
て
い
ま

す
。
指
導
者
か
ら
は
「
今
後
も
目
標

に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。」

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
鈴
木
さ
ん

の
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

下

橋

颯

斗 

さ
ん

（
富
士
共
栄
道
場
）

◎
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会
６

年
男
子
50
㎏
超
級
３
位

　
下
橋
君
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
「
両
親
に
勧
め
ら
れ
て
始
め

ま
し
た
。」
と
い
う
こ
と
で
、
ご
両

親
の
影
響
で
し
た
。
入
賞
の
感
想

は
「
嬉
し
か
っ
た
。
で
も
負
け
て
し

ま
っ
た
時
は
「
ま
だ
ま
だ
だ
な
ぁ
」

と
と
て
も
悔
し
か
っ
た
。
自
分
よ
り

強
い
子
は
沢
山
い
る
の
で
こ
れ
か
ら

も
挑
戦
し
た
い
で
す
。」
と
素
直
に

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
の
夢
は

「
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
、
他

の
国
の
選
手
と
戦
い
た
い
。
将
来
な

り
た
い
職
業
は
警
察
官
で
す
。」
と

し
っ
か
り
と
将
来
を
見
通
し
て
い
ま

す
。
立
派
な
警
察
官
目
指
し
て
頑

張
っ
て
ほ
し
い
。指
導
者
か
ら
は「
何

事
に
も
前
向
き
な
姿
勢
で
、
夢
に
向

か
っ
て
突
き
進
め
!!
柔
道
が
で
き
る

喜
び
を
忘
れ
る
な
。」
と
激
励
さ
れ

て
い
ま
す
。岡

本

龍

司 

さ
ん

（
静
岡
学
園
中
）

◎
全
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道

競
技
男
子
60
㎏
級
２
位

　
岡
本
君
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
「
も
と
も
と
体
が
弱
く
、
体
を

鍛
え
る
た
め
に
始
め
ま
し
た
。」
と

い
う
こ
と
で
、
多
く
の
仲
間
に
希
望

を
与
え
る
よ
う
な
理
由
で
す
。
今
回

の
入
賞
に
関
し
て
は
「
２
位
と
い
う

結
果
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
目
標
は
優
勝
だ
っ
た
の
で
悔
し

い
で
す
。
実
力
で
は
負
け
て
い
る
相

手
が
全
国
に
は
沢
山
い
ま
し
た
。
結

果
と
し
て
は
２
位
で
す
が
、
ま
だ
ま

だ
優
勝
は
遠
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。」
謙
虚
さ
と
共
に
力
強
さ
を
感

じ
ま
す
。
今
後
の
希
望
は
「
全
国
制

覇
」
と
力
強
く
宣
言
し
て
く
れ
ま
し

た
。
指
導
者
か
ら
は
「
日
頃
よ
り
柔

道
に
対
し
て
の
情
熱
は
強
く
、
好
奇

心
は
旺
盛
で
努
力
家
で
あ
る
。
も
う

少
し
身
体
が
大
き
く
な
れ
ば
将
来
は

「
日
の
丸
」
を
背
負
え
る
よ
う
な
人

材
だ
と
思
う
。
文
武
両
道
で
精
進
し

期
待
を
裏
切
ら
ぬ
よ
う
頑
張
っ
て
ほ

し
い
。」
と
本
当
に
大
き
な
期
待
を

か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
岡
本
君
の
今

後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

小

林

夏

希 

さ
ん

（
加
藤
学
園
暁
秀
中
学
校
）

　
木
下
さ
ん
は
全
国
定
時
制
通
信
制

柔
道
大
会
で
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
静

岡
県
の
定
通
制
の
選
手
と
し
て
は
始

め
て
の
快
挙
で
す
。
あ
わ
せ
て
、
団

体
戦
３
位
進
出
の
原
動
力
と
し
て
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。

　
木
下
さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
「
少
年
団
の
先
生
に
誘
わ
れ

た
か
ら
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
回

の
結
果
に
つ
い
て
は
「
全
国
大
会
で

優
勝
で
き
て
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま

す
。」
素
直
に
感
想
を
述
べ
て
く
れ

ま
し
た
。
定
通
制
の
東
海
大
会
や
県

の
秋
季
大
会
で
も
優
勝
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
１
年
生
で
す
が
「
高
校
を

卒
業
し
て
か
ら
も
柔
道
に
携
わ
っ
て

い
き
た
い
と
思
う
。」
と
今
後
の
夢

を
語
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
柔
道
が

好
き
で
た
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
顧
問
か
ら
は

「
新
居
高
校
定
時
制
に
は
柔
道
部
が

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
い
か
に
練
習
す

る
場
所
を
確
保
で
き
る
か
が
課
題
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
積
極
的
に

支
援
し
て
い
く
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。

◎
平
成
25
年
度
全
日
本
カ
デ
柔
道
体

重
別
選
手
権
大
会
女
子
40
㎏
級
第

２
位

　
小
林
さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
「
兄
が
道
場
に
通
っ
て
い
た

か
ら
」
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
コ
ー

ナ
ー
に
登
場
す
る
選
手
に
良
く
あ
る

ケ
ー
ス
で
す
。
今
回
の
入
賞
に
つ
い

て
は
「
入
賞
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
で

す
が
、
優
勝
で
き
な
く
て
悔
し
か
っ

た
で
す
。」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま

す
。
準
優
勝
は
悔
し
さ
が
残
る
結
果

だ
と
思
い
ま
す
。
指
導
者
か
ら
は

「
減
量
と
怪
我
に
苦
し
み
ま
し
た
が
、

良
く
戦
っ
た
と
思
い
ま
す
。」
と
ね

ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
後
の
益
々
の
活
躍
を
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

木

下

由

美 

さ
ん

（
静
岡
県
立
新
居
高
等
学
校
定
時
制
課
程
）

◎
第
44
回
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通

信
制
柔
道
大
会
女
子
個
人
戦
63
㎏

超
級
　
優
勝
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「
柔
道
し
ず
お
か
」
17
号
を
お
届

け
し
ま
す
。

　
今
年
度
も
小
学
生
か
ら
高
校
生
、

そ
し
て
警
察
と
静
岡
県
の
柔
道
選
手

の
活
躍
が
顕
著
で
し
た
。
平
成
25
年

３
月
の
高
校
選
手
権
大
会
で
、
男
子

無
差
別
級
で
優
勝
・
女
子
無
差
別
級

で
3
位
と
い
う
す
ば
ら
し
い
結
果
を

残
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
全
日
本

選
手
権
に
も
高
校
生
の
男
女
各
1
名

が
出
場
し
そ
れ
ぞ
れ
初
戦
を
突
破
し

ま
し
た
。
そ
の
他
多
く
の
選
手
が
国

内
だ
け
で
な
く
海
外
の
試
合
で
も
素

晴
ら
し
い
成
績
を
残
し
て
く
れ
ま
し

た
。
カ
デ
の
大
会
で
世
界
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
も
誕
生
し
ま
し
た
。
今
後
に
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
国
民
体
育
大
会
で
も
、
久
し
ぶ
り

に
3
種
別
が
本
大
会
へ
出
場
し
、
特

に
成
年
女
子
は
2
位
に
入
賞
し
柔
道

静
岡
を
全
国
に
発
信
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
さ
て
、
広
報
普
及
委
員
会
で
は
、

今
年
は
柔
道
勧
誘
の
た
め
の
ポ
ス

タ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
各
道

場
等
で
御
活
用
く
だ
さ
い
。
こ
の
こ

と
に
関
し
て
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
26
年
に
全
日
本
実
業
柔
道
団

体
対
抗
大
会
が
静
岡
県
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
（
平
成
26

年
6
月
7
日
（
土
）
8
日
（
日
）
静

岡
県
武
道
館
）
全
日
本
カ
デ
大
会
以

来
の
全
国
大
会
で
す
。
静
岡
県
柔
道

協
会
一
丸
と
な
っ
て
成
功
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

　
指
導
者
資
格
認
定
制
度
が
始
ま
り

ま
し
た
。
今
後
講
習
も
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
静
岡
県
柔
道
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
始
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

編

集

後

記

Ⅰ
組
織

　
暴
力
根
絶
委
員
会
（
専
門
委

員
会
と
し
て
）
を
設
置
す
る

Ⅱ
委
員
会
の
構
成

１
委
員
会
の
構
成
14
名

　
委
員
長
１
名

　
県
柔
道
協
会
会
長

　
副
委
員
長
２
名

　
県
柔
道
協
会
理
事
長

　
県
少
年
柔
道
連
絡
協
議
会
会

長
　
委
員
11
名

　
県
柔
道
協
会
幹
事
長
３

　
事
務
局
長

　
県
少
年
柔
道
連
絡
協
議
会
地
区
役

員
３

　
女
性
代
表

　
中
学
代
表

　
高
校
代
表

　
大
学
代
表

※
幹
事
長
・
道
場
連
盟
役
員
・

女
性
代
表
・
学
校
代
表
は
該

当
地
区
や
女
性
問
題
・
種
別

に
係
る
場
合
だ
け
協
議
に
加

わ
る
。
な
お
、
重
大
な
事
案

が
発
生
し
た
場
合
は
原
則
と

し
て
14
名
全
員
で
協
議
を
行

静岡県柔道協会指導者心得
１ 指導に当たっては、暴力行為・パワハラ行為は一切行ってはならない。
２ 日頃から危機管理に留意し、事故・怪我等が発生した場合には最善かつ適切な処置をする。
３ 家庭との連絡を定期的に行い、子どもや生徒の健康状態等の把握に努める。
４ 柔道の素晴らし伝統文化を伝えるため、常に修養と研鑽を怠らない。

平成 25 年４月 21 日　　
静岡県柔道協会

い
、
全
柔
連
に
報
告
す
る
。

Ⅲ
窓
口
（
４
箇
所
）

　
幹
事
長
宅
（
３
箇
所
）
事
務

局
長
宅

Ⅳ
対
応

１
窓
口
に
通
報
が
あ
っ
た
場
合

は
（
１
）「
通
報
者
の
状
況
調
査
書
」

に
よ
り
事
情
聴
取
す
る
。

（
２
）
全
て
副
委
員
長
（
理
事
長
）

に
報
告
し
、
状
況
に
よ
り
委

員
会
の
開
催
を
依
頼
す
る
。

２
中
学
・
高
校
・
大
学
の
教
員

が
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当

該
学
校
の
管
理
職
に
報
告
し

指
導
を
任
せ
る
。

３
部
活
動
等
の
外
部
指
導
者
が

該
当
す
る
場
合
に
は
、
部
活

動
顧
問
に
報
告
し
対
応
を
学

校
に
任
せ
、
な
お
か
つ
委
員

会
で
指
導
内
容
を
決
定
す
る
。

４
大
会
等
で
見
聞
き
し
た
場
合

に
は
、
副
委
員
長
（
理
事
長
・

道
場
連
盟
会
長
）が
種
別（
小
・

中
・
高
・
大
）
の
協
力
を
得

て
事
情
聴
取
す
る
。

※
た
だ
し
、
以
上
１
～
４
の
い

ず
れ
も
処
分
を
行
っ
た
場
合
、

全
柔
連
報
告
書
に
記
載
し
、

全
柔
連
お
よ
び
通
報
者
に
連

絡
す
る
。

Ⅴ
周
知
の
方
法

１
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
掲
載
し
、

開
会
式
で
説
明
す
る
。（
保
護

者
に
周
知
す
る
）

２
手
引
書
に
掲
載

３
柔
道
し
ず
お
か
に
掲
載

４
そ
の
他

「
暴
力
の
根
絶
」に
つ
い
て
の
静
岡
県
柔
道
協
会
の
対
応

静
岡
県
柔
道
協
会
Ｈ
Ｐ

http://w
ww.geocities.jp/shizuokajudo/
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昨
年
二
月
の
理
事
会
に
て
会
長

に
選
任
さ
れ
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

職
責
の
重
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も

に
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
静

岡
県
柔
道
協
会
の
発
展
に
尽
力
す

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
か
っ
た
日

本
の
柔
道
界
で
す
が
、
宗
岡
正
二

全
柔
連
会
長
を
中
心
に
改
革
に
取

り
組
み
、
徐
々
に
そ
の
効
果
が
現

れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
今
年
度
か

ら
発
足
し
た
「
柔
道
　M

IN
D

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
特
別
委
員
会
は
、

嘉
納
治
五
郎
先
生
の
教
え
の
精
神
、

柔
道
の
心
に
立
ち
返
ろ
う
と
い
う

取
り
組
み
で
あ
り
、M

IN
D

は

四
つ
の
頭
文
字
を
つ
な
げ
た
も
の

で
す
。
　

M
はM

anner 

（
礼
儀
）、
I
は

Independence

（
自
立
）、
N

はN
obility

（
高
潔
）、
D
は

D
ignity

（
品
格
）
を
意
味
し
ま
す
。

こ
れ
ら
を
守
っ
て
こ
そ
真
の
柔
道

家
に
相
応
し
い
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
少
子
化
が
進
み
、
競
技
人
口
の

減
少
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
ま
ず
は
、
柔
道
に
携
わ

る
者
全
て
が
、
こ
の
柔
道M

IN
D

を
持
ち
続
け
て
い
け
ば
、
お
の
ず

と
柔
道
の
素
晴
ら
し
さ
が
社
会
全

体
に
理
解
さ
れ
、
ひ
い
て
は
柔
道

人
口
の
増
加
に
も
寄
与
す
る
も
の

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
静
岡
県
柔
道
協
会
と
し
て
も
、

こ
の
「
柔
道 M

IN
D

 
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
静
岡
県
の
柔
道
界
に
目
を
向
け

る
と
、
昨
年
六
月
に
全
日
本
実
業

団
柔
道
団
体
対
抗
戦
が
四
十
五
年

振
り
に
静
岡
県
で
開
催
さ
れ
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
は
じ
め
全
国

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
が
一
同
に

会
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

関
係
各
位
の
御
協
力
の
も
と
一
年

余
り
の
準
備
の
甲
斐
も
あ
り
、
無

事
大
会
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
強
化
の
面
で
は
、
藤
枝
順
心
高

校
の
鈴
木
選
手
が
全
日
本
カ
デ
大

会
で
二
連
覇
、
谷
川
選
手
が
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
で
優
勝
し
た
の
を
は
じ

め
、
そ
の
他
に
も
小
学
生
か
ら
シ

ニ
ア
ま
で
多
く
の
選
手
が
全
国
大

会
で
活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

れ
も
強
化
の
取
り
組
み
が
徐
々
に

実
を
結
ん
で
き
て
い
る
も
の
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
柔
連
審
判
委
員
会
の

西
田
孝
宏
委
員
長
を
講
師
と
し
て

お
招
き
し
、
審
判
講
習
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
選
手
だ
け
で
な
く
、

指
導
者
や
審
判
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

に
つ
い
て
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し

た
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
基
盤

と
な
る
協
会
組
織
に
つ
き
ま
し
て

も
、
今
年
度
よ
り
以
下
の
と
お
り

再
編
し
、
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、

各
種
事
業
の
推
進
に
取
組
ん
で
い

ま
す
。

◆
総
務
委
員
会
（
財
務
部
会
　
柔

道M
IN

D

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部

会
　
登
録
部
会
）

◆
審
判
・「
形
」
委
員
会
（
審
判

技
術
向
上
部
会
　
形
技
術
向

上
部
会
）

◆
広
報
・
普
及
委
員
会
（
広
報
・

記
録
部
会
　
普
及
部
会
）

◆
強
化
部

　
全
柔
連
同
様
、
静
岡
県
柔
道
協

会
も
「
改
革
」
が
必
要
で
す
。
し

か
し
、
ま
だ
試
行
錯
誤
の
連
続
で
、

皆
様
の
協
力
な
し
で
は
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。
静
岡
県
の
柔
道
が
全
国

の
モ
デ
ル
に
な
る
よ
う
、
執
行
役

員
一
丸
と
な
り
、
普
及
・
強
化
、

組
織
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
所
存

で
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
当

協
会
へ
の
御
協
力
、
御
支
援
と
更

な
る
御
指
導
、
御
鞭
撻
を
賜
わ
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

【
巻
頭
言
】

会
長
就
任
に
あ
た
り

静
岡
県
柔
道
協
会
会
長
　
七
段

　野

　田

　昭

　一
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第 18 号（2） 平成 27 年３月１日 柔道しずおか

第
六
十
九
回
国
民
体
育
大
会
柔

道
競
技
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月

十
九
日
か
ら
二
十
一
日
の
間
、
長
崎

県
諫
早
市
小
野
体
育
館
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

八
月
に
開
催
さ
れ
た
東
海
ブ

ロ
ッ
ク
予
選
で
は
、
成
年
女
子
及
び

少
年
男
女
が
そ
れ
ぞ
れ
健
闘
し
ま
し

た
が
惜
し
く
も
一
件
の
出
場
枠
も
獲

得
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
成
年
男
子

の
み
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
成
年
男
子
は
、
実
績
の
あ

る
県
警
三
選
手
に
選
手
選
考
会
で
県

警
の
増
田
・
齋
藤
選
手
に
勝
ち
、
勢

い
の
あ
る
平
井
選
手
、
国
体
初
出
場

な
が
ら
全
国
大
会
出
場
経
験
の
あ
る

鈴
木
選
手
、
以
上
五
人
の
チ
ー
ム
構

成
と
な
り
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切

に
五
位
以
上
の
入
賞
を
目
標
に
掲
げ
、

大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

成
年
男
子
一
回
戦

一
回
戦
は
、
チ
ェ
リ
ャ
ビ
ン
ス

ク
世
界
柔
道
選
手
権
大
会
１
０
０
㎏

超
級
銀
メ
ダ
ル
の
七
戸
龍
選
手
を
擁

す
る
沖
縄
県
と
の
対
戦
と
な
り
ま
し

た
。先

鋒
の
鈴
木
は
十
分
な
組
み
手

に
な
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の

の
、
機
を
伺
い
狙
い
す
ま
し
た
内
股

で
有
効
を
奪
い
チ
ー
ム
に
勢
い
を
呼

び
込
ん
だ
。

次
鋒
の
眞
野
の
対
戦
相
手
は
、
警

察
体
重
別
大
会
準
優
勝
の
実
力
者

だ
っ
た
。
両
者
牽
制
し
あ
っ
て
膠
着

状
態
と
な
り
攻
め
て
を
欠
き
、
ポ
イ

ン
ト
を
奪
え
ず
時
間
切
れ
引
き
分
け

と
な
っ
た
。

中
堅
の
小
椋
は
、
相
手
の
力
が

強
く
自
分
の
組
み
手
に
さ
せ
て
も
ら

え
ず
、
い
ま
ひ
と
つ
攻
め
き
れ
ず
引

き
分
け
と
な
っ
た
。

副
将
の
平
井
は
、
相
手
の
圧
力

が
強
く
得
意
の
組
み
手
に
さ
せ
て
も

ら
え
ず
、
後
半
消
極
的
に
な
っ
た
と

こ
ろ
払
腰
を
受
け
て
し
ま
い
一
本
負

け
だ
っ
た
。

大
将
の
滝
川
は
、
世
界
選
手
権

大
会
銀
メ
ダ
ル
の
七
戸
選
手
に
臆
す

る
こ
と
な
く
左
小
外
刈
で
グ
ラ
つ
か

せ
る
場
面
も
あ
っ
た
が
、
相
手
の
技

の
仕
掛
け
が
早
く
消
極
的
に
な
っ
た

と
こ
ろ
を
反
則
を
取
ら
れ
、
指
導
２

差
で
敗
れ
た
。

先
鋒
戦
で
勝
利
し
た
も
の
の
次

鋒
以
降
の
選
手
で
チ
ー
ム
に
流
れ
を

持
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ず
に
敗
退

し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
が
実
感
で

す
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
勝
利

す
る
に
は
試
合
時
間
の
最
初
か
ら
最

後
ま
で
技
を
掛
け
続
け
る
ス
タ
ミ
ナ

を
養
い
、
正
し
い
組
み
手
か
ら
の
攻

撃
柔
道
に
徹
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
更
に
精
進
を

重
ね
、
最
強
・
最
高
の
チ
ー
ム
作
り

に
励
み
た
い
と
存
じ
ま
す
。

関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
平
成
二
十
七
年
和
歌
山

国
体
で
の
活
躍
を
誓
い
、
大
会
結
果

の
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
文
責
　
静
岡
県
警
察
　
渡
辺
達
也
）

第
35
回
国
体

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

平
成
26
年
8
月
24
日

　岐
阜
県

成
年
女
子
　
静
岡
県
0

－

2
愛
知
県

　
　
　
　
　
静
岡
県
2

－

1
三
重
県

　
　
　
　
　
静
岡
県
3

－

0
岐
阜
県

2
勝
1
敗
　

2
位
　
愛
知
県
が
本
大
会
出
場

少
年
男
子
　
静
岡
県
1

－

4
愛
知
県

　
　
　
　
　
静
岡
県
3

－

2
三
重
県

　
　
　
　
　
静
岡
県
2

－

2
岐
阜
県

（
内
容
負
け
）

1
勝
2
敗
　

2
位
　
愛
知
県
が
本
大
会
出
場

少
年
女
子
　
静
岡
県
0

－

3
愛
知
県

　
　
　
　
　
静
岡
県
2

－

1
三
重
県

　
　
　
　
　
静
岡
県
1

－

1
岐
阜
県

（
内
容
負
け
）

1
勝
2
敗
　

3
位
　
愛
知
県
が
本
大
会
出
場

少
年
男
子
選
手

先
　
芹
沢
翔
哉
（
静
岡
学
園
高
校
）

次
　
横
山
稜
悟
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

中
　
植
田
蒼
太
朗
（
浜
松
商
業
高
校
）

副
　
大
橋
昴
文
（
日
本
大
学
三
島
高
校
）

大
　
川
井
康
平
（
静
岡
学
園
高
校
）

少
年
女
子
選
手

先
　
福
本
菜
摘
（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

中
　
安
竹
真
利
奈
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

大
　
楠 

麻
衣
（
加
藤
学
園
高
校
）

成
年
女
子

先
　
神
山
結
理
（
立
命
館
大
学
）

中
　
神
林
希
衣
（
高
岡
法
科
大
学
）

大
　
村
瀬
由
樹
（
国
際
武
道
大
学
）

平
成
26
年
5
月
4
日
午
前
9
時
30
分
開
始

静
岡
県
武
道
館

　
今
年
も
静
岡
県
柔
道
祭
が
県
武

道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
新
し
く
静

岡
県
柔
道
協
会
会
長
に
就
任
し
た

野
田
昭
一
会
長
か
ら
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
今
年
は
静
岡
学
園
高
校
の

佐
野
安
大
君
に
よ
り
選
手
宣
誓
が

行
わ
れ
た
。
佐
野
君
は
第
36
回
全

国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会
男

子
81
㎏
級
で
3
位
に
入
賞
し
、
今

年
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
選
手
で
あ

る
。
佐
野
君
の
選
手
宣
誓
に
続
き
、

恒
例
の
柔
道
協
会
表
彰
が
行
わ
れ
、

次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
た
。

特
別
功
労
賞

　
　
　
　
高
田
勝
之
　
八
段

　
　
　
　
川
中
邦
夫
　
八
段

　
　
　
　
吉
川
博
智
　
七
段

　
　
　
　
神
山
　
厳
　
七
段

　
　
　
　
木
内
孝
教
　
七
段

　
　
　
　
佐
藤
重
雄
　
六
段

　
　
　
　
佐
藤
有
宏
　
六
段

永
年
功
労
賞

　
　
　
　
橋
本
五
十
夫
　
八
段

　
　
　
　
佐
野
武
雄
　
七
段

　
　
　
　
福
村
　
直
　
七
段

　
　
　
　
北
川
輝
彦
　
七
段

　
　
　
　
山
口
義
四
男
　
六
段

　
　
　
　
下
山
隆
伸
　
四
段

　
　
　
　
黒
柳
忠
義
　
四
段

功
労
賞

　
　
　
　
工
藤
信
二
　
六
段

　
　
　
　
増
田
博
通
　
五
段

　
　
　
　
神
谷
元
久
　
五
段

総 監 督 石 川 裕 章 石川接骨院
総 務 磯 部 拡 美 清水桜が丘高校教諭
ト レ ー ナ ー 赤 池　 理 アカイケ鍼灸接骨院
監 督 渡 辺 達 也 静岡県警察
先   鋒（60㎏級以下） 鈴 木 優 希 流通経済大学
次   鋒（73㎏級以下） 眞 野 洋 光 静岡県警察
中   堅（90㎏級以下） 小 椋 俊 彦 静岡県警察
副   将（90㎏超級） 平 井 諒 輔 東海大学翔洋高校教諭
大   将（無差別） 滝 川 英 克 静岡県警察

第56回

静
岡
県
柔
道
祭
開
催

第
69
回

国
民
体
育
大
会
柔
道
競
技 

報
告

− 156 − − 157 −
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渡
邉
智
巳
　
四
段

　
　
　
　
山
口
麻
和
　
三
段

　
　
　
　
沼
野
由
香
利
　
女
子
四
段

　
　
　
　
後
藤
奈
美
　
女
子
三
段

優
秀
指
導
者
賞

　
　
　
　
沼
野
由
香
利
　
女
子
四
段

（
藤
枝
順
心
高
校
柔
道
部
顧
問
）

鈴
木
茉
莉
選
手
を
育
成

優
秀
選
手
賞
　

佐
野
安
大
　
初
段
（
静
岡
学
園
高
校
）

第
36
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手

権
大
会
男
子
81
級
　
　
　
第
3
位

鈴
木
茉
莉
　
女
子
初
段
（
藤
枝
順
心
高
校
）

平
成
26
年
度
全
日
本
カ
デ
柔
道
体
重

別
選
手
権
大
会
女
子
44
㎏
級
　
優
勝

安
竹
真
利
奈
　
女
子
初
段
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

平
成
26
年
度
全
日
本
カ
デ
柔
道
体
重

別
選
手
権
大
会
女
子
63
級
　
　
第
3
位

　
表
彰
に
続
き
試
合
が
開
始
さ
れ
た
。

毎
年
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
小
学
生

か
ら
一
般
ま
で
県
内
の
柔
道
選
手
が

一
同
に
集
ま
る
唯
一
の
大
会
で
、
観

客
席
か
ら
大
き
な
声
で
の
声
援
が
送

ら
れ
県
武
道
館
は
大
い
に
盛
り
上

が
っ
て
い
た
。

第
56
回
静
岡
県
柔
道
祭
成
績
　

小
学
生
の
部

　
優
勝
　
育
誠
館
道
場

　
2
位
　
大
仁
柔
道
会

　
3
位
　
清
水
町
柔
道
会

　
　
　
　
富
士
宮
柔
道
会

中
学
男
子
の
部

　
優
勝
　
東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部

　
2
位
　
育
誠
館
道
場

　
3
位
　
高
台
中
学
校

　
　
　
　
磐
田
南
部
中
学
校

中
学
女
子
の
部

　
優
勝
　
東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部

　
2
位
　
市
立
沼
津
高
校
中
等
部
　

　
3
位
　
神
士
館

　
　
　
　
浜
北
北
部
中
学
校

高
校
男
子
の
部

　
優
勝
　
東
海
大
学
翔
洋
高
校

　
2
位
　
浜
松
商
業
高
校

　
3
位
　
静
岡
学
園
高
校

　
　
　
　
加
藤
学
園
高
校

高
校
女
子
の
部

　
優
勝
　
東
海
大
学
翔
洋
高
校

　
2
位
　
沼
津
市
立
沼
津
高
校

　
3
位
　
加
藤
学
園
高
校

　
　
　
　
藤
枝
順
心
高
校

一
般
の
部

　
優
勝
　
静
岡
県
警
察

　
2
位
　
静
岡
産
業
大
学
A

　
3
位
　
富
士
市
柔
道
会

　
　
　
　
高
柳
喜
一
商
店

優
秀
選
手

小
学
生
の
部

　
服
部
航
太
（
育
誠
館
道
場
）

　
佐
々
木
勇
太
朗
（
大
仁
柔
道
会
）

中
学
男
子
の
部

　
米
山
竜
生
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
）

　
長
屋
　
友
（
育
誠
館
道
場
）

中
学
女
子
の
部

　
澤
崎
莉
子
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
）

　
菊
地
さ
く
ら
（
市
立
沼
津
高
校
中
等
部
）

高
校
男
子
の
部

　
塚
本
瑠
羽
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

　
植
田
蒼
太
郎
（
浜
松
商
業
高
校
）

高
校
女
子
の
部

　
遠
田
真
子
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

　
福
本
菜
摘
（
沼
津
市
立
沼
津
高
校
）

一
般
の
部

　
滝
川
英
克
（
静
岡
県
警
察
）

　
森
田
悠
斗
（
静
岡
産
業
大
学
A
）

今
年
の
優
秀
選
手

　
例
年
秋
に
表
彰
し
て
い
た
が
今
年

は
大
会
毎
に
表
彰
し
て
い
る
の
で
、

柔
道
祭
で
表
彰
し
て
か
ら
の
優
秀
選

手
を
ま
と
め
て
お
く
。

水
野
瑚
春
　
女
子
初
段
（
藤
枝
順
心
高
校
）

平
成
26
年
度
全
日
本
カ
デ
柔
道
体
重

別
選
手
権
大
会
女
子
63
級
　
　

第
3
位

山
田
知
輝
　
二
段
（
東
海
大
学
付
属
翔
洋
高
校
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道

競
技
男
子
81
㎏
級
　
　
　
　
　

第
3
位

谷
川
美
歩
　
女
子
初
段
（
藤
枝
順
心
高
校
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道

競
技
女
子
57
㎏
級
　
　
　
　
　
　

優
勝

全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
柔
道

大
会
女
子
団
体
戦
　
　
　
　
第
3
位

静
岡
県
女
子
チ
ー
ム

（
瀧
本
光
咲
・
ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
校
浜
松
、
加
藤

樹
梨
・
三
島
長
陵
高
校
、
木
下
由
美
・
新
居
高
校
）

木
下
由
美
　
女
子
初
段
（
新
居
高
校
）

全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
柔
道

大
会
女
子
個
人
63
㎏
超
級
　
　

第
3
位

澤
崎
　
凛
（
清
水
町
柔
道
会
）

全
日
本
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会

小
学
5
年
女
子
40
㎏
超
級
　
優
勝

大
橋
海
斗
　
初
段（
三
島
市
立
錦
田
中
学
校
）

全
国
中
学
校
体
育
大
会
柔
道
競
技

男
子
90
㎏
級
　
　
　
　
　
第
3
位

山
下
諒
輔
（
静
岡
県
警
察
）

全
国
警
察
柔
道
選
手
権
大
会
男
子

81
㎏
級
　
　
　
　
　
　
　
　
優
勝

正
治
和
也
（
静
岡
県
警
察
）

全
国
警
察
柔
道
選
手
権
大
会
男
子

66
㎏
級
　
　
　
　
　
　
　
　
優
勝

平
成
26
年
6
月
7
日
（
土
）、8
日
（
日
）

静
岡
県
武
道
館

　
静
岡
県
で
は
過
去
に
多
く
の
全
国

大
会
を
実
施
し
て
き
て
い
る
が
、
平

成
23
年
4
月
に
行
わ
れ
た
全
日
本
カ

デ
柔
道
選
手
権
大
会
以
来
の
全
国
大

会
で
あ
っ
た
。
協
会
の
事
務
局
長
を

中
心
に
準
備
作
業
が
進
め
ら
れ
、
大

会
当
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
開
会
式
で
は
、
全
日
本
柔
道
連
盟

と
実
業
柔
道
連
盟
の
宗
岡
正
二
会
長

が
「
柔
道
界
の
現
状
か
ら
、
人
格
と

強
さ
を
兼
ね
備
え
た
柔
道
人
を
育
成

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と

挨
拶
を
行
っ
た
。
旭
化
成
の
野
田
選

手
が
選
手
宣
誓
を
行
い
、
1
日
目
の

競
技
が
開
始
さ
れ
た
。
女
子
1
部
は

4
チ
ー
ム
の
リ
ー
グ
戦
で
行
わ
れ
、

日
本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
た
ち

が
息
詰
ま
る
熱
戦
を
展
開
し
て
く
れ

た
。
コ
マ
ツ
が
女
子
1
部
を
制
し
た
。

男
子
3
部
は
、
地
元
静
岡
県
の
チ
ー

ム
が
活
躍
し
、
静
岡
県
警
察
が
準
優

勝
、
東
海
翔
柔
ク
ラ
ブ
が
3
位
に
入

賞
し
た
。
ス
タ
ン
ド
か
ら
「
パ
パ
が

ん
ば
っ
て
」
と
い
う
声
援
が
飛
び
、

真
剣
勝
負
の
中
に
も
さ
わ
や
か
さ
を

感
じ
た
。

　
2
日
目
は
男
子
1
部
と
2
部
、
女

子
2
部
の
試
合
が
行
わ
れ
た
。
前
日

の
試
合
よ
り
更
に
厳
し
く
か
つ
面
白

い
試
合
が
展
開
さ
れ
た
。
男
子
で
は

旭
化
成
チ
ー
ム
の
強
さ
が
目
立
っ

た
。
2
部
で
は
旭
化
成
チ
ー
ム
同
士

の
決
勝
戦
と
な
り
、
1
部
で
も
旭
化

成
チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
。
男
子
は
体

重
別
の
試
合
で
は
な
く
無
差
別
の
戦

い
で
あ
り
、
何
十
㎏
も
体
重
が
違
う

選
手
同
士
の
戦
い
は
非
常
に
面
白
く
、

「
柔
よ
く
剛
を
制
す
」
の
言
葉
ど
お

り
、
大
き
な
相
手
を
投
げ
飛
ば
し
、

会
場
か
ら
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
た

試
合
も
あ
っ
た
。
女
子
2
部
で
は

A
LSO

K

が
底
力
を
発
揮
し
て
優
勝

し
た
。

　
大
会
運
営
で
は
地
元
高
校
生
が
活

躍
し
、
会
場
の
設
営
や
片
付
け
、
補

助
役
員
な
ど
を
務
め
て
く
れ
た
。
高

校
生
が
身
近
に
一
流
選
手
の
技
を
見

る
こ
と
が
で
き
、
大
き
な
刺
激
を
受

け
て
く
れ
た
こ
と
と
思
う
。

第64回

全
日
本
実
業
柔
道

団
体
対
抗
大
会

古式の形を演じた渡辺・磯部氏
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全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会
（
男
女
）

東
海
地
区
大
会

平
成
26
年
3
月
2
日
（
日
）

三
重
県

佐
藤
和
哉
（
静
岡
学
園
高
校
）

予
選
リ
ー
グ
2
位
、
決
勝
リ
ー
グ
1

位
、
全
日
本
選
手
権
大
会
出
場
決
定

増
田
圭
省
（
静
岡
県
警
察
）

予
選
リ
ー
グ
3
位

滝
川
真
央
（
富
士
市
立
高
校
）

予
選
リ
ー
グ
3
位

仁
科
鈴
菜
（
富
士
市
立
高
校
）

予
選
リ
ー
グ
3
位

第
36
回
全
国
高
等
学
校
柔
道

選
手
権
大
会

平
成
26
年
3
月
20
日
（
木
）
21
日
（
金
・
祝
）

日
本
武
道
館

男
子
団
体

東
海
大
学
付
属
翔
洋
高
校
（
1
人
残

し
）
○
桐
蔭
学
園
高
校
（
神
奈
川
）

初
戦
敗
退

女
子
団
体

1
回
戦

藤
枝
順
心
高
校
2

－

0
徳
島
北
高
校
（
徳
島
）

2
回
戦

藤
枝
順
心
高
校
0

－

2
埼
玉
栄
高
校
（
埼
玉
）

男
子
個
人

60
㎏
級
　
小
林
大
貴
（
加
藤
学
園
高
校
）

2
回
戦
進
出

73
㎏
級
　
加
藤
月
歩
（
加
藤
学
園
高
校
）

2
回
戦
進
出

81
㎏
級
　
佐
野
安
大
（
静
岡
学
園
高
校
）

3
位

90
㎏
級
　
植
田
蒼
太
朗
（
浜
松
商
業
高
校
）

2
回
戦
進
出

無
差
別
級
　
大
橋
昴
文
（
日
本
大
学
三
島
高
校
）

初
戦
敗
退

女
子
個
人

52
㎏
級
　
鈴
木
茉
莉
（
藤
枝
順
心
高
校
）

3
回
戦
進
出

57
㎏
級
　
谷
川
美
歩
（
藤
枝
順
心
高
校
）

3
回
戦
進
出

63
㎏
級
　
今

　

唯
（
藤
枝
順
心
高
校
）

初
戦
敗
退

70
㎏
級
　
遠
田
真
子
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

3
回
戦
進
出

無
差
別
級
　
楠
　
麻
衣
（
加
藤
学
園
高
校
）

2
回
戦
進
出

近
代
柔
道
杯
全
国
中
学
生
柔
道
大
会

平
成
26
年
3
月
29
日
30
日

静
岡
学
園
1

－

2
沖
学
園（

福
岡
）

東
海
大
翔
洋
0

－

4
大
蔵（

福
岡
）

平
成
26
年
度
全
日
本
選
抜

体
重
別
柔
道
選
手
権
大
会

平
成
26
年
4
月
6
日
（
日
）

福
岡
県

男
子

81
㎏
級
　
山
下
諒
輔
（
静
岡
県
警
察
）

初
戦
敗
退

全
日
本
カ
デ
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

平
成
26
年
4
月
13
日
（
日
）

大
阪
な
み
は
や
ド
ー
ム

男
子

60
㎏
級
　
岡
本
龍
司
（
静
岡
学
園
高
校
）

初
戦
敗
退

女
子

44
㎏
級
　
鈴
木
茉
莉
（
藤
枝
順
心
高
校
）

優
勝

63
㎏
級
　
水
野
瑚
春（
藤
枝
順
心
高
校
）

3
位

63
㎏
級
　
安
竹
真
利
奈
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

3
位

全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会

平
成
26
年
4
月
29
日
（
火
・
祝
）　

日
本
武
道
館

佐
藤
和
哉
（
静
岡
学
園
高
校
）
選
手
出
場

1
回
戦

佐
藤
和
哉
（
日
本
大
学
）

－

○
羽
賀
龍

之
介
（
旭
化
成
）

第
34
回
全
国
少
年
柔
道
大
会

平
成
26
年
5
月
5
日
（
月
・
祝
）　

講
道
館

団
体
戦

1
回
戦

伊
豆
長
岡
柔
道
会
（
内
容
勝
）

1

－

1
清
心
館
（
滋
賀
県
）

2
回
戦

伊
豆
長
岡
柔
道
会
2

－

3
宜
野
湾

署
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
沖
縄
県
）

個
人
戦

5
年
生
　
岡
本
治
祈
（
伊
豆
長
岡
柔
道
会
）

2
回
戦
進
出

6
年
生
　
小
田
春
樹
（
伊
豆
長
岡
柔
道
会
）

初
戦
敗
退

東
海
地
区
「
形
」
競
技
会

平
成
26
年
7
月
6
日
（
日
）

岐
阜
県

投
の
形

　
渡
辺
達
也
　
佐
藤
邦
彦

固
の
形

　
森
田
賢
一
　
山
下
朝
司

極
の
形

　
小
椋
俊
彦
　
鈴
木
慎
一

柔
の
形

　
岡
村
和
幸
　
佐
野
宏
明

講
道
館
護
身
術

　
安
竹
賢
治
　
渡
邉
武
彦

五
の
形

　
小
林
賢
治
　
小
笠
原
淳

古
式
の
形

　
磯
部
正
博
　
渡
辺
達
也

東
海
地
区
優
勝

全
日
本
形
競
技
大
会
　

2
位

第
61
回
東
海
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
柔
道
競
技

平
成
26
年
6
月
21
日（
土
）22
日（
日
）

愛
知
県
武
道
館

男
子
団
体

　
東
海
大
学
翔
洋
高
校
　
　
　

2
位

女
子
団
体

　
東
海
大
学
翔
洋
高
校
　
　
　

2
位

　
藤
枝
順
心
高
校
　
　
　
　
　

3
位

男
子

60
㎏
級

　
2
位
　
芹
沢
翔
哉
（
静
岡
学
園
高
校
）

66
㎏
級

　
2
位
　
望
月
飛
翔
（
静
岡
学
園
高
校
）

73
㎏
級

　
3
位
　
加
藤
月
歩
（
加
藤
学
園
高
校
）

81
㎏
級

　
2
位
　
山
田
知
輝（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

90
㎏
級

　
3
位
　
植
田
蒼
太
朗
（
浜
松
商
業
高
校
）

100
㎏
超
級

　
2
位
　
井
川
康
平
（
静
岡
学
園
高
校
）

　
3
位
　
林
　
巧
真
（
飛
龍
高
校
）

女
子

48
㎏
級

　
優
勝
　
鈴
木
茉
莉
（
藤
枝
順
心
高
校
）

　
3
位
　
岩
崎
光
沙
（
藤
枝
順
心
高
校
）

57
㎏
級

　
2
位
　
谷
川
美
歩
（
藤
枝
順
心
高
校
）

63
㎏
級

　
3
位
　
水
野
瑚
春
（
藤
枝
順
心
高
校
）

　
3
位
　
安
竹
真
利
奈
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

70
㎏
級

　
3
位
　
遠
田
真
子
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

78
㎏
級

　
3
位
　
篠
田
沙
織
（
藤
枝
順
心
高
校
）

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

平
成
26
年
6
月
28
日
（
土
）

　
静
岡
県
武
道
館

男
子

55
㎏
級
　
加
藤
唯
人
（
加
藤
学
園
高
校
）

60
㎏
級
　
小
林
大
貴
（
加
藤
学
園
高
校
）

66
㎏
級
　
荒
井
大
成（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

73
㎏
級
　
横
山
綾
悟
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

81
㎏
級
　
佐
野
安
大
（
静
岡
学
園
高
校
）

90
㎏
級
　
植
田
蒼
太
朗
（
浜
松
商
業
高
校
）

100
㎏
級
　
花
井
拓
哉
（
浜
松
城
北
工
業
高
校
）

100
㎏
超
級
　
川
井
康
平
（
静
岡
学
園
高
校
）

女
子

44
㎏
級
　
岩
崎
光
沙
（
藤
枝
順
心
高
校
）

48
㎏
級
　
鈴
木
茉
莉
（
藤
枝
順
心
高
校
）

東
海
大
会
優
勝
全
国
大
会
出
場

52
㎏
級
　
　
渡
辺
香
奈
（
藤
枝
順
心

高
校
）

57
㎏
級
　
谷
川
美
歩
（
藤
枝
順
心
高
校
）

東
海
大
会
優
勝
全
国
大
会
出
場

63
㎏
級
　
水
野
瑚
春
（
藤
枝
順
心
高
校
）

70
㎏
級
　
嘉
地
唯
花
（
藤
枝
順
心
高
校
）

78
㎏
級
　
楠
　
麻
衣
（
加
藤
学
園
高
校
）

78
㎏
超
級
　
大
澤
宣
歩
（
藤
枝
順
心
高
校
）

　
な
お
、
東
海
大
会
は
7
月
13
日

（
日
）
静
岡
県
武
道
館
、
全
国
大
会

は
9
月
13
日
（
土
）
14
日
（
日
）
埼

玉
県
に
て
開
催
さ
れ
た
。

各
種
大
会
の
報
告
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平
成
26
年
度
静
岡
県
成
年
柔
道

体
重
別
選
手
権
大
会

（
兼
国
民
体
育
大
会
柔
道
競
技
選
手
選
考
会
）

平
成
26
年
7
月
5
日
（
土
）

静
岡
県
武
道
館

成
年
男
子

60
㎏
級
　
鈴
木
優
希
（
流
通
経
済
大
学
）

73
㎏
級
　
眞
野
洋
光
（
静
岡
県
警
察
）

90
㎏
級
　
小
椋
俊
彦
（
静
岡
県
警
察
）

無
差
別
級
　
滝
川
英
克
（
静
岡
県
警
察
）

成
年
女
子

52
㎏
級
　
神
山
結
理
（
立
命
館
大
学
）

70
㎏
級
　
神
林
希
衣
（
高
岡
法
科
大
学
）

無
差
別
級
　
村
瀬
由
樹
（
国
際
武
道
大
学
）

第
63
回
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会  

柔
道
競
技

平
成
26
年
8
月
2
日
（
土
）
～
6
日
（
水
）

千
葉
県

男
子
団
体
戦

1
回
戦

東
海
大
学
翔
洋
高
校
3

－

1
上
宮

高
校
（
大
阪
府
）

2
回
戦

東
海
大
学
翔
洋
高
校
1

－

3
東
海

大
学
浦
安
高
校
（
千
葉
県
）

女
子
団
体
戦

1
回
戦

藤
枝
順
心
高
校
0

－

3
東
大
阪
大

敬
愛
高
校
（
大
阪
府
）

男
子

60
㎏
級
　
芹
沢
翔
哉
（
静
岡
学
園
高
校
）

2
回
戦
進
出

66
㎏
級
　
望
月
飛
翔（
静
岡
学
園
高
校
）

初
戦
敗
退

73
㎏
級
　
加
藤
月
歩
（
加
藤
学
園
高
校
）

初
戦
敗
退

81
㎏
級
　
山
田
知
輝
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

3
位

90
㎏
級
　
植
田
蒼
太
朗
（
浜
松
商
業
高
校
）

第
5
位
入
賞
（
ベ
ス
ト
8
）

100
㎏
級
　
大
橋
昴
文
（
日
本
大
学
三
島
高
校
）

初
戦
敗
退

100
㎏
超
級
　
林
　
巧
真
（
飛
龍
高
校
）

初
戦
敗
退

女
子

48
㎏
級
　
鈴
木
茉
莉
（
藤
枝
順
心
高
校
）

初
戦
敗
退

52
㎏
級
　
成
宮
妃
世
梨
（
藤
枝
順
心
高
校
）

ベ
ス
ト
16

57
㎏
級
　
谷
川
美
歩
（
藤
枝
順
心
高
校
）

優
勝

63
㎏
級
　
安
竹
真
利
奈
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

ベ
ス
ト
16

70
㎏
級
　
遠
田
真
子
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

初
戦
敗
退

78
㎏
級
　
篠
田
沙
織
（
藤
枝
順
心
高
校
）

初
戦
敗
退

78
㎏
超
級
　
大
澤
宜
歩
（
藤
枝
順
心
高
校
）

初
戦
敗
退

※
各
階
級
県
大
会
優
勝
者
、
優
勝
チ
ー

ム
が
全
国
大
会
に
出
場
し
て
い
る
。

平
成
26
年
度
東
海
中
学
校

総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技

平
成
26
年
8
月
9
日（
土
）10
日（
日
）

岐
阜
県

男
子
団
体

　
3
位
　
東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部

　
　
　
　
静
岡
学
園
中
学
校
　

男
子

66
㎏
級

　
3
位
　
北
田
晃
大

（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
中
学
校
）

73
㎏
級

　
3
位
　
吉
田
　
航
（
韮
山
中
学
校
）

90
㎏
級

　
優
勝
　
大
橋
海
斗
（
錦
田
中
学
校
）

　
3
位
　
米
山
竜
生

（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
）

90
㎏
超
級

　
2
位
　
長
屋
　
友
（
神
久
呂
中
学
校
）

　
3
位
　
下
橋
颯
斗
（
静
岡
学
園
中
学
校
）

女
子

40
㎏
級

　
2
位
　
鈴
木
　
葵
（
藤
枝
順
心
中
学
校
）

44
㎏
級

　
3
位
　
小
林
美
咲
（
沼
津
市
立
沼
津
中
学
校
）

63
㎏
級

　
3
位
　
岩
井
柚
里
香

（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
）

70
㎏
級

　
2
位
　
澤
崎
莉
子

（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
）

70
㎏
超
級

　
3
位
　
米
川
明
穂
（
藤
枝
順
心
中
学
校
）

第
39
回
全
国
教
員
大
会

平
成
26
年
8
月
10
日
（
土
）　和歌

山
県

監
督
　
大
原
尚
喜
（
県
立
新
居
高
校
）

先
鋒
　
佐
々
木
啓
至
（
県
立
新
居
高
校
）

次
鋒
　
川
端
常
弘
（
県
立
湖
西
高
校
）

中
堅
　
山
崎
大
介
（
県
立
磐
田
南
高
校
）

副
将
　
高
田
幸
治
（
私
立
城
南
静
岡
高
校
）

大
将
　
土
屋
彰
裕
（
湖
西
市
立
鷲
津
中
学
校
）

１
回
戦

　
静
岡
県
（
内
容
勝
）
２

－

２
福
井
県

２
回
戦

　
静
岡
県
０

－

４
青
森
県

　
監
督
が
新
居
高
校
の
大
原
先
生
に

代
わ
り
、
メ
ン
バ
ー
も
一
部
昨
年
と

変
わ
り
ま
し
た
。
1
回
戦
は
内
容
で

際
ど
く
勝
ち
あ
が
り
ま
し
た
が
、
2

回
戦
で
青
森
県
に
先
行
さ
れ
、
前
半

で
勝
負
が
つ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

各
先
生
方
が
こ
の
大
会
で
得
る
こ
と

が
で
き
た
貴
重
な
経
験
を
、
各
学
校

で
の
指
導
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

第
45
回
全
国
定
時
制
通
信
制
柔
道
大
会

平
成
26
年
8
月
10
日
（
日
）

講
道
館

男
子
団
体
戦
　

１
回
戦
　
静
岡
県
５

－

０
新
潟
県

２
回
戦
　
静
岡
県
３

－

２
東
京
都
A

３
回
戦
　
静
岡
県
２

－

３
愛
知
県

ベ
ス
ト
８
進
出

女
子
団
体
戦

１
回
戦
　
シ
ー
ド

２
回
戦
　
静
岡
県
２

－

１
千
葉
県

３
回
戦
　
静
岡
県
１

－

２
奈
良
県３

位

木
下
由
美
（
新
居
高
校
）

河
津
サ
ユ
リ
（
富
士
高
校
）

芦
澤
依
莉
子
（
未
来
静
岡
高
校
）

森
安
奈
（
倉
橋
）

男
子
個
人
戦

65
㎏
級
　
宇
野
　
克
（
未
来
静
岡
高
校
）

初
戦
敗
退

75
㎏
級
　
山
田
駿
二
（
三
島
長
陵
高
校
）

3
回
戦
進
出
（
ベ
ス
ト
8
）

75
㎏
超
級
　
戸
田
　
初
（
浜
松
工
業
高
校
）

初
戦
敗
退

女
子
個
人
戦

52
㎏
級
　
瀧
本
光
咲
（
ク
ラ
ー
ク
国
際
高
校
浜
松
校
）

初
戦
敗
退

63
㎏
級
　
加
藤
樹
梨
（
三
島
長
陵
高
校
）

2
回
戦
進
出

63
㎏
超
級
　
木
下
由
美
（
新
居
高
校
）3

位

第
45
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

平
成
26
年
8
月
22
日（
金
）～
25
日（
月
）

愛
媛
県
武
道
館

男
子
団
体
戦

東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
1

－

4
福

井
工
業
大
学
福
井
中
学
校
（
福
井
県
）

東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
0

－

5
国
士
館
中
学
校
（
東
京
都
）

予
選
リ
ー
グ
敗
退

女
子
団
体
戦

東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
1

－

2

浜
丘
中
学
校
（
神
奈
川
県
）

東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
2

－

0

万
石
浦
中
学
校
（
宮
城
県
）

予
選
リ
ー
グ
敗
退

個
人
戦

男
子

50
㎏
級
　
鈴
木
大
達
（
浜
松
西
高
校
中
等
部
）

準
々
決
勝
進
出
（
ベ
ス
ト
8
）

55
㎏
級
　
矢
萩
奨
真
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
）

3
回
戦
進
出

60
㎏
級
　
古
関
夕
響
（
吉
原
第
一
中
学
校
）

初
戦
敗
退

66
㎏
級
　
北
田
晃
大
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
）

3
回
戦
進
出

71
㎏
級
　
小
笠
原
一
貴（
藤
枝
明
誠
中
学
校
）

3
回
戦
進
出

81
㎏
級
　
重
田
幸
大
（
裾
野
東
中
学
校
）

初
戦
敗
退

90
㎏
級
　
大
橋
海
斗
（
錦
田
中
学
校
）

3
位

90
㎏
超
級
　
長
屋
　
友（
神
久
呂
中
学
校
）

3
回
戦
進
出

女
子

40
㎏
級
　
鈴
木
　
葵
（
藤
枝
順
心
中
学
校
）

3
回
戦
進
出

44
㎏
級
　
安
食
亜
美
（
藤
枝
順
心
中
学
校
）

初
戦
敗
退
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48
㎏
級
　
三
須
　
葵
（
沼
津
市
立
沼
津
中
学
校
）

初
戦
敗
退

52
㎏
級
　
杉
山
奈
那
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
）

初
戦
敗
退

57
㎏
級
　
増
井
　
涼
（
三
島
北
中
学
校
）

初
戦
敗
退

63
㎏
級
　
菊
池
さ
く
ら
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
）

3
回
戦
進
出

70
㎏
級
　
澤
崎
莉
子
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
）

3
回
戦
進
出

70
㎏
超
級
　
楠
明
日
香
（
長
岡
中
学
校
）

2
回
戦
進
出

　
各
階
級
県
大
会
優
勝
者
が
全
国
大

会
に
出
場
し
て
い
る
。

第
11
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会

平
成
26
年
8
月
17
日
（
日
）

岩
手
県

男
子
5
年

45
㎏
級
　
渡
邉
爽
偉
（
清
水
町
柔
道
会
）

初
戦
敗
退

45
㎏
超
級
　
山
本
師
道
（
育
誠
館
道
場
）

2
回
戦
進
出

男
子
6
年

50
㎏
級
　
服
部
航
太
（
育
誠
館
道
場
）

2
回
戦
進
出

50
㎏
超
級
　
小
田
春
樹
（
伊
豆
長
岡
柔
道
会
）

初
戦
敗
退

女
子
5
年

40
㎏
級
　
杉
山
月
琉
（
清
水
町
柔
道
会
）

2
回
戦
進
出

40
㎏
超
級
　
澤

崎

凛
（
清
水
町
柔
道
会
）

優
勝

6
年

45
㎏
級
　
橋
口
英
子
（
静
岡
東
部
柔
道
ク
ラ
ブ
）

初
戦
敗
退

45
㎏
超
級
　
高
山
美
優
（
焼
津
誠
道
館
）

2
回
戦
進
出

　
5
月
25
日
に
実
施
さ
れ
た
県
大
会

の
各
階
級
優
勝
者
が
全
国
大
会
に
出

場
し
て
い
る
。

全
国
警
察
柔
道
選
手
権
大
会

平
成
26
年
9
月
5
日
（
金
）

日
本
武
道
館

100
㎏
級
　
滝
川
　
初
戦
敗
退

81
㎏
級
　
山
下
諒
輔
　
優
勝

講
道
館
杯
全
日
本
柔
道
体
重
別
選

手
権
大
会
に
出
場

73
㎏
級
　
眞
野
洋
光
　

5
位

（
ベ
ス
ト
8
進
出
）

66
㎏
級
　
正
治
和
也
　
優
勝

講
道
館
杯
全
日
本
柔
道
体
重
別
選

手
権
大
会
に
出
場

定
通
制
柔
道
東
海
大
会

平
成
26
年
9
月
7
日
（
日
）

愛
知
県
武
道
館

男
子
団
体
戦

　
ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
校
　

2
位

　
島
田
商
業
高
校
　
　
　
初
戦
敗
退

男
子
個
人

65
㎏
級
　
風
岡
代
史
（
富
士
宮
東
高
校
）

棄
権

75
㎏
級
　
山
田
駿
治
（
三
島
長
陵
高
校
）

優
勝

75
㎏
超
級
　
戸
田
初
（
浜
松
工
業
高
校
）3

位

　
　
　
　
原
田
望
（
島
田
商
業
高
校
）　

初
戦
敗
退

女
子
個
人

52
㎏
級
　
瀧
本
光
咲
（
ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
校
）

初
戦
敗
退

63
㎏
級
　
加
藤
樹
梨
（
三
島
長
陵
高
校
）

棄
権

63
㎏
超
級
　
木
下
由
美
（
新
居
高
校
）1

位

第
3
回
静
岡
県
小
学
生

学
年
別
柔
道
選
手
権
大
会

平
成
26
年
9
月
23
日
（
火
祝
）

静
岡
県
武
道
館

1
年
生
の
部

　
塩
谷
公
佑
（
高
山
柔
道
塾
）

2
年
生
の
部

　
眞
田
諒
太
（
藤
枝
柔
道
倶
楽
部
）

3
年
生
の
部

　
沖
山
智
（
静
岡
東
部
柔
道
ク
ラ
ブ
）

4
年
生
男
子
軽
量
級

　
田
中
公
介
（
三
島
柔
道
会
）

4
年
生
男
子
重
量
級

　
渡
辺
琉
雅
（
正
心
塾
渡
辺
道
場
）

4
年
生
女
子
軽
量
級

　
原
田
誌
依
菜
（
焼
津
誠
道
館
）

4
年
生
女
子
重
量
級

　
飯
田
星
那
（
和
道
場
）

5
年
生
男
子
軽
量
級

　
渡
邉
爽
偉
（
清
水
町
柔
道
会
）

5
年
生
男
子
重
量
級

　
佐
々
木
里
旺
（
清
水
柔
道
倶
楽
部
）

5
年
生
女
子
軽
量
級

　
杉
山
月
琉
（
清
水
町
柔
道
会
）

5
年
生
女
子
重
量
級

　
澤
崎
凛
（
清
水
町
柔
道
会
）

6
年
生
男
子
軽
量
級

　
平
井
貴
也
（
神
士
会
）

6
年
生
男
子
中
量
級

　
望
月
倖
十
（
柔
清
会
）

6
年
生
男
子
重
量
級

　
小
田
春
樹
（
伊
豆
長
岡
柔
道
会
）

6
年
生
女
子
軽
量
級

　
森
　
千
鶴
（
積
武
館
）

6
年
生
女
子
中
量
級

　
新
村
侑
郁（
浜
北
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

6
年
生
女
子
重
量
級

　
高
山
美
憂
（
焼
津
誠
道
館
）

第
31
回
静
岡
県
大
学
高
専
柔
道

秋
季
優
勝
大
会

　

平
成
26
年
10
月
12
日
（
日
）

静
岡
産
業
大
学

団
体
の
部

　
優
勝
　
静
岡
産
業
大
学

　
2
位
　
東
海
大
学
海
洋
学
部

　
3
位
　
日
本
大
学
国
際
関
係
学
部

個
人
戦
の
部

無
段
の
部

　
優
勝
　
井
本
草
平
（
東
海
大
学
海
洋
学
部
）

66
㎏
級

　
優
勝
　
平
野
颯
馬
（
東
海
大
学
海
洋
学
部
）

81
㎏
級

　
優
勝
　
松
川
　
勝
（
静
岡
産
業
大
学
）

81
㎏
超
級

　
優
勝
　
岳
川
大
輝
（
静
岡
産
業
大
学
）

講
道
館
杯
全
日
本
体
重
別
選
手
権

平
成
26
年
11
月
8
日（
土
）9
日（
日
）

千
葉
県

81
㎏
級
　
山
下
諒
輔

3
回
戦
進
出

66
㎏
級
　
正
治
和
也

初
戦
敗
退

第
36
回
全
国
高
等
学
校
柔
道

選
手
権
大
会
（
男
女
個
人
戦
）

静
岡
県
大
会

平
成
27
年
1
月
17
日
（
土
）

静
岡
県
武
道
館

女
子

52
㎏
級

　
優
勝
　
鈴
木
茉
莉
（
藤
枝
順
心
高
校
）

57
㎏
級

　
優
勝
　
谷
川
美
歩
（
藤
枝
順
心
高
校
）

63
㎏
級

　
優
勝
　
水
野
瑚
春
（
藤
枝
順
心
高
校
）

70
㎏
級

　
優
勝
　
米
山
綾
乃
（
富
士
市
立
高
校
）

無
差
別
級

　
優
勝
　
伊
藤
七
海
（
藤
枝
順
心
高
校
）

男
子

60
㎏
級

　
優
勝
　
芹
沢
翔
哉
（
静
岡
学
園
高
校
）

73
㎏
級

　
優
勝
　
塚
本
瑠
羽
（
東
海
大
学
付
属
翔
洋
高
校
）

81
㎏
級

　
優
勝
　
石
岡
裕
樹
（
東
海
大
学
付
属
翔
洋
高
校
）

90
㎏
級

　
優
勝
　
鈴
木
隆
聖
（
加
藤
学
園
高
校
）

無
差
別
級

　
優
勝
　
井
川
康
平
（
静
岡
学
園
高
校
）

第
36
回
全
国
高
等
学
校
柔
道

選
手
権
大
会
（
男
女
団
体
戦
）

静
岡
県
大
会

静
岡
県
大
会

平
成
27
年
1
月
25
日
（
日
）

静
岡
県
武
道
館

女
子
団
体
戦

　
優
勝
　
藤
枝
順
心
高
校

男
子
団
体
戦

　
優
勝
　
静
岡
学
園
高
校

　
平
成
27
年
3
月
20
日
（
金
）
21
日

（
土
）
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
に
出
場
す
る
。

速 

報
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会（
男
・
女
）

東
海
地
区
大
会

山
下
諒
輔
（
静
岡
県
警
察
）

　
全
日
本
選
手
権
大
会
出
場
決
定
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平
成
26
年
度
9
月
21
日
（
日
）
午

前
10
時
か
ら
午
後
3
時
　
静
岡
市
北

部
体
育
館
柔
道
場

　
静
岡
県
中
央
審
判
講
習
会
は
全
柔

連
の
地
方
審
判
講
習
会
を
兼
ね
て
実

施
さ
れ
た
。
講
師
と
し
て
全
柔
連
審

判
委
員
長
の
西
田
孝
宏
先
生
（
山
梨

学
院
大
学
教
授
　
講
道
館
7
段
）
が

派
遣
さ
れ
た
。

　
静
岡
県
各
地
か
ら
2
0
0
名
も

の
会
員
が
参
加
し
て
講
習
会
は
開
催

さ
れ
た
。
野
田
会
長
の
挨
拶
に
続
い

て
講
師
の
紹
介
が
あ
り
、
早
速
指
導

が
始
ま
っ
た
。
最
近
の
国
際
大
会
で

の
審
判
の
現
状
に
つ
い
て
御
自
身
の
体

験
を
基
に
話
し
さ
れ
、
新
し
い
審
判

規
定
の
解
釈
に
つい
て
、
細
か
く
ジ
ェス

チ
ャ
ー
な
ど
を
交
え
て
丁
寧
に
説
明
し

て
戴
き
ま
し
た
。

高
柳
元
会
長

　旭
日
双
光
章
受
章

　
静
岡
県
柔
道
協
会
元
会
長
の
高
柳

喜
一さ
ん
が
平
成
二
十
六
年
秋
に
旭
日

双
光
章
を
受
章
さ
れ
、
平
成
二
十
七

年
二
月
十
四
日
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
浜
松

に
て
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
た
。
多
く

の
来
賓
の
方
々
、
柔
道
協
会
の
関
係

者
、
先
生
の
母
校
の
静
岡
県
立
浜
松

商
業
高
等
学
校
の
関
係
者
、
ご
親
族

等
三
百
名
弱
の
参
加
者
が
あ
り
、
高

柳
先
生
の
受
章
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

柔
道
底
辺
拡
大
へ
の
取
り
組
み
報
告

　
各
地
区
で
柔
道
人
口
拡
大
の
た
め

の
取
り
組
み
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
西
部
地
区
の
取
り
組
み
を
中
心
に

各
地
区
の
取
り
組
み
を
報
告
す
る
。

平
成
26
年
度
地
方
審
判
講
習
会

静
岡
県
中
央
審
判
講
習
会

　西
部
地
区�

第
４
回
め
ば
え
の
親
子
柔
道
教
室

　
今
年
度
の
西
部
地
区
の
親
子
柔
道

教
室
は
11
月
２
日
（
日
）
午
後
１
時

か
ら
午
後
３
時
30
分
に
浜
松
市
武
道

館
で
実
施
さ
れ
た
。
講
師
は
溝
口
紀

子
先
生
（
静
岡
文
化
芸
術
大
学
准
教

授
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ

リ
ス
ト
）。
今
回
は
日
本
女
子
柔
道
倶

楽
部
の
御
協
力
が
あ
り
、
北
田
典
子

先
生
（
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピッ
ク
銅
メ
ダ
リ

ス
ト
）
と
松
川
久
美
子
・
後
藤
徳
子

先
生
（
日
本
女
子
柔
道
倶
楽
部
）
も

特
別
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
初
に
開
会
式
が
あ
り
溝
口
講
師

の
挨
拶
が
あ
り
、
北
田
先
生
か
ら
柔

道
の
「
礼
」
を
中
心
に
し
た
講
話
を

聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
ラ

ン
ニ
ン
グ
で
体
を
ほ
ぐ
し
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

で
楽
し
く
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
休
憩
を
挟
ん
だ
後
半
で
は
、
後
ろ

受
け
身
と
前
受
け
身
を
親
子
で
練
習

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
持
田
先
生
か

ら
送
り
足
払
い
の
解
説
を
し
て
い
た

だ
き
打
ち
込
み
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

足
の
運
び
と
腕
の
使
い
方
を
練
習
し

ま
し
た
。
予
定
し
た
時
間
は
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。
閉
会
式
で
は
、

北
田
先
生
の
音
頭
で
親
子
向
か
い
合
い
、

子
供
た
ち
の
元
気
な
お
礼
の
言
葉
が

響
き
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
約
80
組
の
親
子
と
普
段

道
場
で
指
導
し
て
い
る
指
導
者
も
良
い

汗
を
か
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

送
り
足
払
い
の
指
導
も
「
ハ
ン
ド
ル
を

廻
す
」
腕
の
使
い
方
参
考
に
な
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　中
部
地
区�

親
子
柔
道
教
室

静
岡
北
部
体
育
館

　
平
成
26
年
11
月
９
日
（
日
）
午
前

10
時
か
ら
正
午
ま
で

　
今
回
は
、
本
年
度
か
ら
立
ち
上
げ

た
「
女
子
部
会
」
を
中
心
に
「
親
子

柔
道
教
室
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
昨

年
度
を
上
回
る
、
幼
児
・
小
学
生
・

保
護
者
の
方
々
合
わ
せ
て
１
１
４
名
の

参
加
が
あ
り
、
そ
れ
に
女
子
部
会
の

女
性
指
導
者
と
他
の
指
導
者
が
加
わ

り
、
総
勢
１
２
９
名
で
賑
や
か
な
イ
ベ

ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
専
門
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

に
よ
る
「
誰
に
も
で
き
る
エ
ア
ロ
ビ
ッ

ク
体
操
」
で
心
肺
機
能
を
働
く
よ
う

に
さ
せ
、
各
所
の
幼
稚
園
で
行
わ
れ
て

い
る
、
コ
ア
キ
ッ
ズ
体
操
や
回
転
運
動

で
身
体
を
ほ
ぐ
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

年
齢
別
・
体
格
別
に
分
か
れ
て
、
親

子
で
の
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
交
え
た

運
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
田
中
幹
事
長
か
ら
、「
礼

法
」
の
説
明
が
あ
り
、
粛
々
と
し
た

雰
囲
気
で
閉
講
と
な
り
ま
し
た
。「
親

子
で
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
取
れ
た
こ
と
が

何
よ
り
で
す
。」
と
の
参
加
者
か
ら
の

声
も
い
た
だ
き
、
女
子
部
立
ち
上
げ

に
花
を
添
え
る
イ
ベン
ト
に
な
り
ま
し

た
。　東

部
地
区�

エ
ア
ロ
ビ
柔
道

　
今
年
度
も
例
年
の
よ
う
に
エ
ア
ロ
ビ

柔
道
が
沼
津
市
立
沼
津
高
校
柔
道
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
六
年
度
は
四
月
二
十
三

日
か
ら
開
始
し
、
毎
週
水
曜
日
午
後

七
時
～
午
後
八
時
半
ま
で
、
週
一回
の

ペ
ー
ス
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
会
場
は

例
年
通
り
沼
津
市
立
高
等
学
校
柔

道
場
で
す
。
今
年
度
は
す
で
に
四
十

回
近
く
実
施
し
て
い
ま
す
。
参
加
者

は
数
人
の
時
も
あ
り
ま
し
た
が
最
近

で
は
増
加
し
て
お
り
、
三
十
名
を
超

え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
十
代
か
ら

七
十
台
ま
で
老
若
男
女
が
楽
し
く
活

動
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
新
聞
に
も

取
り
上
げ
て
も
ら
い
、
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。（
道
場
紹
介
の
コ
ー
ナ
ー
に

も
と
り
あ
げ
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。）
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⑥
道
場
紹
介

　
戦
後
焼
け
野
原
の
荒
廃
の
中
で
自

失
と
混
迷
か
ら
立
ち
直
る
早
道
は
、

柔
道
の
普
及
で
あ
る
と
い
う
信
念
の

も
と
、
高
田
貞
治
・
工
藤
勝
太
郎
両

先
生
を
中
心
と
し
て
、
東
部
を
中
心

と
し
た
愛
好
家
が
立
ち
上
が
り
ま
し

た
。

　
昭
和
二
十
年
十
月
に
（
株
）
国
産

電
機
の
食
堂
を
お
借
り
し
て
稽
古
を

開
始
し
て
以
来
、
警
察
署
や
倉
庫
、

店
舗
等
を
転
々
と
し
て
の
活
動
を
始

め
ま
し
た
。
各
方
面
か
ら
多
大
な
御

理
解
と
御
支
援
を
戴
き
昭
和
二
十
五

年
七
月
に
、
市
場
町
八
幡
神
社
の
境

内
に
「
沼
津
柔
道
館
」
と
し
て
始
め

て
本
格
的
道
場
の
建
設
が
実
現
い
た

し
ま
し
た
。
道
場
開
き
の
式
典
に
は

嘉
納
履
正
講
道
館
長
を
は
じ
め
と
し

て
、
永
岡
十
段
、
三
船
十
段
な
ど
の

高
段
者
多
数
が
お
祝
い
に
駆
け
つ
け

て
く
だ
さ
る
栄
誉
を
賜
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
沼
津
市
の
御
協
力
を
得
て

文
化
セ
ン
タ
ー
内
に
香
陵
武
道
館
が

建
設
さ
れ
「
沼
津
柔
道
会
」
と
改
め

青
少
年
の
健
全
育
成
と
柔
道
普
及
活

動
の
拠
点
と
し
て
、
活
動
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
火
・
木
・
土
曜
日
の
午

後
六
時
半
よ
り
九
時
ま
で
の
練
習
日

に
は
稲
木
寛
男
会
長
を
中
心
に
し
て
、

約
二
十
名
の
青
少
年
が
集
い
、
土
曜

日
に
は
近
在
の
他
道
場
よ
り
の
出
稽

古
者
多
数
が
加
わ
り
、
盛
ん
に
汗
を

流
し
て
お
り
ま
す
。

　
先
人
た
ち
の
努
力
と
歴
史
あ
る
道

場
の
名
を
汚
す
こ
と
な
く
、
次
代
の

若
者
た
ち
に
人
盡
己
（
じ
ん
こ
）
の

精
神
を
伝
え
て
参
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

⑥
道
場
紹
介

今
ま
で
の
道
場
紹
介
と
は
少
し
異

な
り
ま
す
が
、
沼
津
市
柔
道
連
盟
の

根
木
谷
信
一
先
生
を
中
心
に
実
践
を

続
け
て
お
ら
れ
る
「
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク

柔
道
」
を
紹
介
し
ま
す
。
根
木
谷
先

生
が
長
年
の
創
意
工
夫
で
始
め
ら
れ
、

商
標
登
録
を
さ
れ
た
の
が
「
エ
ア
ロ

ビ
ッ
ク
柔
道
」
で
す
。
毎
週
水
曜
日
、

午
後
七
時
～
午
後
八
時
三
十
分
ま
で

市
立
沼
津
高
校
柔
道
場
で
行
わ
れ
て

お
り
、
希
望
す
る
老
若
男
女
誰
で
も

自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。
一
回
あ
た

り
の
参
加
人
数
は
変
動
が
あ
り
ま
す

が
、
最
近
で
は
毎
回
四
十
人
前
後
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
美
容
と
健
康
と

身
を
守
る
こ
と
を
体
得
で
き
る
素
晴

ら
し
い
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
柔
道
で
す
。

多
く
の
方
々
が
参
加
さ
れ
て
い
る

理
由
は
、
と
て
も
楽
し
い
、
高
齢
者

で
も
た
だ
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
き
る

な
ど
で
、
最
高
齢
者
は
七
十
七
歳
だ

そ
う
で
す
。
興
味
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ

一
度
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥
道
場
紹
介

　
平
成
19
年
８
月
に
、
柔
道
が
好
き

で
強
く
な
り
た
い
子
供
た
ち
を
集
め

て
道
場
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
で
も
、

単
に
柔
道
が
強
い
だ
け
で
は
な
く
、

厳
し
い
練
習
の
中
で
強
い
精
神
と
体

力
と
、
相
手
を
思
い
や
る
や
さ
し
い

心
を
、
柔
道
を
通
し
て
教
え
て
い
き

た
い
と
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
発
足
当
時
の
人
数
は
三
人
で
し
た

が
、
果
敢
に
も
団
体
戦
に
も
出
場
し

ま
し
た
。
そ
の
中
、
個
人
戦
で
は
鈴

木
茉
莉
さ
ん
（
現
藤
枝
順
心
高
校
）

は
全
国
小
学
生
大
会
で
は
、
五
年
生

女
子
軽
量
級
で
三
位
の
成
績
を
残
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
中

学
・
高
校
で
も
優
秀
な
成
績
を
上
げ

て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
が
期

待
で
き
る
選
手
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
生
徒
は
二
十
名
で
少
人
数

で
は
あ
り
ま
す
が
、
少
人
数
で
の
良

沼津柔道会
②沼津市御幸町１５－１　
　〒４１０－０８３２
③〒４１０－００１１
　沼津市赤岡宮８０８－７
　０５５－９２２－１７１２
　０９０－１６２０－５２０７
④稲木寛男
⑤児童２人、小学生９人、
　中学生５人、高校生２人、
　大学・社会人２０人

柔清会
②清水総合運動場内武道場、
　県立清水東高等学校柔道場
③〒４２４－００４７
　静岡市清水区鶴舞町４－１４－２
　電話０５４－３６７－５１８６
④杉山信行
⑤児童０人、小学生１７人、
　中学生３人、高校０人、
　大学・社会人４人

エアロビ柔道
（沼津市柔道連盟）
②沼津市立高等学校柔道場
③〒４１０－００１２
　沼津市岡一色７９２－２
　０５５－９２３－１３５８
④根木谷信一
⑤１０代名、４０代８名、
　５０歳以上１１名、
　年齢不明５１名
　（平成２６年度は一般の
　 登録者は７３名です）

道
場
紹
介

ど
う
じ
ょ
う

し
ょ
う
か
い

県
内
各
地
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
「
道
場
」
を
各
地
区
２
道
場
ず
つ
紹
介
し
ま
す
。

①名称
②住所（練習場所）
③連絡先
④代表者氏名
⑤所属人数
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指
導
理
念
と
し
て
は
、
日
本
伝
統

武
道
で
あ
る
柔
道
の
精
神
を
学
び
、

現
代
人
が
忘
れ
つ
つ
あ
る
日
本
の
心

に
触
れ
、
日
常
の
振
る
舞
い
や
し
ぐ

さ
を
大
切
に
し
、
自
ら
が
積
極
的
に

日
本
人
と
し
て
の
心
の
表
現
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
目
的
と
し
た
柔

道
を
教
え
て
い
く
こ
と
で
す
。

　
小
中
学
生
と
い
う
人
生
の
価
値
観

に
最
初
に
触
れ
学
ん
で
い
く
こ
の
時

期
に
柔
道
の
教
え
を
通
し
て
、
生
活

習
慣
に
「
柔
道
の
精
神
」
を
取
り
入

れ
る
こ
と
で
、
相
手
を
思
い
や
る
、

ル
ー
ル
を
守
る
、
仲
間
と
力
を
合
わ

せ
る
、
我
慢
す
る
、
目
標
に
向
か
っ

て
努
力
す
る
、
勉
強
や
生
活
態
度
を

し
っ
か
り
す
る
、
素
直
な
心
を
持
つ
、

目
上
の
人
に
対
し
て
の
礼
儀
、
自
分

の
こ
と
を
思
っ
て
く
れ
る
人
の
話
し

さ
を
活
か
し
て
極
め
細
か
い
指
導
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
校
生
や
中

学
生
も
練
習
に
参
加
し
て
、
更
な
る

技
術
向
上
を
計
っ
て
い
ま
す
。
練
習

は
基
本
重
視
の
た
め
、
小
学
生
で
は

思
う
よ
う
な
成
績
は
残
せ
ま
せ
ん
が
、

「
練
習
は
嘘
を
つ
か
な
い
」
の
言
葉

を
胸
に
将
来
に
つ
な
が
る
練
習
を
し

て
い
ま
す
。

　
練
習
は
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜

日
と
、
隔
週
土
曜
日
の
午
後
七
時
～

午
後
九
時
ま
で
練
習
を
し
て
い
ま
す

の
で
、
元
気
が
あ
り
す
ぎ
る
子
や
少

し
優
し
す
ぎ
る
子
は
一
度
練
習
を
見

に
来
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
柔
道
を

通
し
て
心
と
体
を
鍛
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⑥
道
場
紹
介

　
平
成
二
十
年
よ
り
有
志
が
集
ま
り

活
動
を
始
め
て
今
年
で
七
年
目
に
な

り
ま
す
。

　
柔
道
の
創
始
者
で
あ
る
嘉
納
治
五

郎
先
生
が
説
い
た
「
精
力
善
用
・
自

他
共
栄
」
の
精
神
を
基
に
、
柔
道
の

基
本
で
あ
る
礼
儀
作
法
、
受
身
、
基

本
動
作
を
主
体
と
し
た
稽
古
を
行
っ

て
い
ま
す
。

を
素
直
に
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
、
と
い
う
こ
と
を
学
ん
で
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

⑥
道
場
紹
介

森
町
柔
道
教
室
と
し
て
昭
和

二
十
八
年
に
発
足
し
、
森
警
察
署
や

公
民
館
等
で
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
五
十
年
に
森
町
中
央
体
育
館
の

完
成
に
伴
い
体
育
協
会
に
加
入
し
、

部
員
を
募
集
し
て
再
ス
タ
ー
ト
を
き

り
ま
し
た
。
以
来
、
中
央
体
育
館
の

柔
道
場
を
拠
点
に
活
動
に
励
ん
で
い

ま
す
。

し
か
し
、
中
央
体
育
館
老
朽
化
の

た
め
取
り
壊
し
が
決
定
し
、
平
成

二
十
六
年
末
か
ら
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。
新
体
育
館
が
完
成
す
る

ま
で
の
間
、
遠
江
総
合
高
校
の
武
道

場
を
お
借
り
し
て
練
習
を
続
け
て
い

ま
す
。

現
在
は
毎
週
水
曜
日
と
金
曜
日
の

二
回
、
午
後
七
時
か
ら
九
時
ま
で
稽

古
に
励
ん
で
い
ま
す
。「
礼
儀
正
し

く
、
忍
耐
強
く
、
最
後
ま
で
や
り
ぬ

く
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
柔
道
を
通

し
て
健
全
な
身
体
と
精
神
を
鍛
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
月
に
一
度
程
度
、
近
隣
地

域
の
他
道
場
と
の
合
同
練
習
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
合
同

練
習
で
は
、
い
つ
も
以
上
に
緊
張
感

を
持
ち
、
集
中
し
て
取
組
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

少
子
化
の
影
響
も
あ
り
、
部
員
数

が
な
か
な
か
増
え
な
い
こ
と
が
課
題

で
す
が
、
日
々
精
進
し
て
柔
道
愛
好

者
の
育
成
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑥
道
場
紹
介

柔
心
館
は
浜
松
市
立
江
西
中
学
校

格
技
場
を
お
借
り
し
て
、
平
成
十
一

年
六
月
九
日
に
小
学
生
か
ら
一
般
の

約
二
十
名
で
発
足
し
ま
し
た
。（
当

初
は
「
江
西
柔
友
会
」
と
し
て
発
足

し
平
成
十
七
年
に
改
名
）

現
在
、
柔
心
館
は
小
学
生
・
中
学

生
を
中
心
に
月
曜
日
・
水
曜
日
・
金

曜
日
の
午
後
七
時
～
九
時
ま
で
稽
古

に
励
ん
で
い
ま
す
。

私
達
は
「
心
・
技
・
体
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
保
護
者
や
相
手
に
対
し
て

感
謝
・
思
い
や
り
の
心
を
正
し
い
礼

法
で
表
す
こ
と
を
学
び
、
体
力
向
上

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
病
気
や
怪
我

に
強
い
体
を
作
り
、
正
し
い
受
身
と

体
捌
き
、
そ
し
て
し
っ
か
り
と
技
を

か
け
る
稽
古
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
五
年
に
一
度
、
試
合
で
の

マ
ナ
ー
や
小
学
生
が
行
う
「
投
げ
の

形
」
を
重
要
視
し
た
記
念
柔
道
大
会

を
開
催
し
て
お
り
、
将
来
社
会
に
貢

献
で
き
る
人
材
育
成
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。

錬正館
②静岡県立清水東高等学校
　柔道場
③〒４２４－００４４
　静岡市清水区江尻台町２－２
　０５４－３６５－６３４１
④徳丸明浩
⑤児童５人、小学生２０人、
　中学生１６人、高校生２人、
　社会人２人

森町クラブ
（森町柔道スポーツ少年団）
②森町森・森町中央体育館
③〒４３７－０２１１
　周智郡森町城下６１１
　０５３８－８５－３７３０
④小林好己
⑤児童３人、小学生１１人、
　中学生４人、高校生０人、
　大学・社会人９人

柔心館
②〒４３２－８０４７
　浜松市中区神田町１２３
　浜松市立江西中学校格技場
③〒４３２－８０４７
　浜松市中区神田町１５４
　０５３－４４２－１３８０
④酒井義之
⑤児童１人、小学生１４人、
　中学生９人、高校生４人、
　大学・社会人１８人
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新人選手紹介コーナー

新人選手紹介コーナー

今年度もこのコーナーを継続することができた。全国大会で３位までに入賞した若い選手（高校生以下の選手）を紹介してい
るコーナーで、今年度は９名の選手が該当した。今回はそのうち８名（男子３、女子５名）を紹介することができる。国際大
会で結果を残してくれた選手も多く、今後が期待される。連続して紹介する選手もおり、「新人」ではないかもしれないが順
調に成長している様子が伺われる。

澤

崎

凛�

さ
ん

（
清
水
町
柔
道
会
）

全
日
本
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会

小
学
５
年
生
女
子
40
㎏
超
級
優
勝

　
澤
崎
さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
「
父
と
姉
の
影
響
」
と
い
う

こ
と
で
、
柔
道
一
家
の
よ
う
で
す
。

　
今
回
の
優
勝
に
つ
い
て
は
、「
非

常
に
う
れ
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
ま

だ
ま
だ
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

優
勝
で
満
足
す
る
事
な
く
、
来
年
も

優
勝
で
き
る
よ
う
に
毎
回
の
練
習
を

大
事
に
し
て
い
き
た
い
。」
と
浮
か

れ
る
事
無
く
、
来
年
を
見
据
え
て
い

ま
す
。

　
本
人
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
当

然
来
年
の
全
国
大
会
優
勝
（
連
覇
）

が
目
標
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
そ
の
先

に
「
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
優
勝
」
と
大
き
な
夢
を
持
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
指
導
者
か
ら
は
「
今
回
の
結
果
に

満
足
せ
ず
、
将
来
も
っ
と
大
き
な
舞

台
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
成
長
し
て

ほ
し
い
。」
と
エ
ー
ル
を
贈
ら
れ
て

い
ま
す
。

安

竹

真

利

奈�

さ
ん

（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

全
日
本
カ
デ
柔
道
体
重
別
選
手
権
大

会
女
子
63
㎏
級
3
位

　
昨
年
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
安
竹

さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

「
父
が
柔
道
の
先
生
だ
っ
た
た
め
。」

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
今
回
の
入
賞
に
つ
い
て
は
「
中
学

３
年
の
時
、
東
海
大
会
で
勝
て
な

か
っ
た
相
手
に
こ
の
大
会
で
は
勝
つ

こ
と
が
で
き
た
の
で
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
し
か
し
、
全
国
大
会
の
準
決
勝

で
敗
れ
た
相
手
に
は
全
く
歯
が
立
た

な
か
っ
た
の
で
、
納
得
は
い
き
ま
せ

ん
で
し
た
」
と
成
長
と
課
題
を
感
じ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
今
後
の
夢
は
「
今
ま
で
以
上
に
努

力
し
て
、
技
や
ス
ピ
ー
ド
・
パ
ワ
ー

を
身
に
つ
け
日
本
一
に
な
り
た
い
。」

と
今
回
果
せ
な
か
っ
た
「
日
本
一
」

の
夢
を
か
な
え
た
い
と
い
う
強
い
意

志
を
見
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
指
導
者
さ
れ
て
い
る
古
内
コ
ー
チ

か
ら
は
「
中
学
生
の
時
に
全
国
３
位

と
い
う
結
果
で
、
カ
デ
に
出
場
す
る

水

野

瑚

春�

さ
ん

（
藤
枝
順
心
高
校
）

全
日
本
カ
デ
柔
道
体
重
別
選
手
権
大

会
女
子
63
㎏
級
3
位

　
水
野
さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
「
友
人
に
誘
わ
れ
て
始
め
ま

し
た
。」
と
い
う
こ
と
で
、
本
当
に

良
く
あ
る
ケ
ー
ス
で
す
。

　
今
回
の
入
賞
に
つ
い
て
は
、「
試

合
の
内
容
が
悪
く
、
自
分
の
力
が
出

せ
な
く
て
悔
し
か
っ
た
で
す
。」
と

い
う
こ
と
で
、
満
足
し
て
い
な
い
よ

う
で
す
。

　
今
後
の
目
標
は
「
日
本
一
に
な
る

こ
と
。」
と
力
強
く
語
っ
て
い
ま
す
。

鈴

木

茉

莉�

さ
ん

（
藤
枝
順
心
高
校
）

全
日
本
カ
デ
柔
道
体
重
別
選
手
権
大

会
女
子
44
㎏
級
優
勝

　
鈴
木
さ
ん
は
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
常

連
で
、
昨
年
は
世
界
で
も
活
躍
し
て

い
ま
す
。
昨
年
紹
介
し
ま
し
た
が
、

鈴
木
さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
「
兄
が
や
っ
て
い
た
か
ら
。」

と
い
う
、
ご
く
普
通
の
理
由
で
す
。

　
今
回
の
優
勝
に
つ
い
て
は
「
良
い

試
合
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

の
で
悔
し
か
っ
た
。」
と
試
合
結
果

で
は
な
く
、
試
合
の
内
容
を
厳
し
く

見
つ
め
て
い
ま
す
。

今
後
の
夢
は
、「
日
本
一
に
な
る
こ

と
。」
自
分
の
足
元
を
し
っ
か
り
見

つ
め
て
い
ま
す
。

権
利
を
自
ら
の
手
で
掴
み
取
り
、
次

の
ス
テ
ー
ジ
で
戦
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
結
果
と
し
て
は
３
位
で
し
た

が
、
今
の
力
が
試
さ
れ
た
良
い
試
合

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
次
は
ジ
ュ
ニ

ア
と
い
う
ス
テ
ー
ジ
で
戦
っ
て
い
け

る
よ
う
毎
日
精
進
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。」
と
暖
か
い
言
葉
を
贈
ら

れ
て
い
ま
す
。
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谷

川

美

歩�

さ
ん

（
藤
枝
順
心
高
校
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道

競
技
女
子
57
㎏
級
優
勝

　
谷
川
さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
、「
兄
と
姉
の
練
習
に
一
緒

に
付
い
て
行
っ
た
ら
、
道
場
の
先
生

に
誘
わ
れ
て
始
め
ま
し
た
。」
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
今
回
の
優
勝
に
つ
い
て
は
、「
優

勝
し
た
時
は
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
。」
と
素
直
に
喜
び
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
夢
は
、「
試
合
や
練
習
で

見
つ
か
っ
た
課
題
を
一
つ
で
も
多
く

克
服
し
て
い
き
、
世
界
で
勝
て
る
よ

う
な
強
い
選
手
に
な
り
た
い
で
す
。」

と
控
え
め
で
す
が
力
強
く
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

大

橋

海

斗
さ
ん

（
三
島
市
立
錦
田
中
学
校
）

全
国
中
学
校
体
育
大
会
柔
道
競
技
男

子
90
㎏
級
3
位

　
大
橋
君
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
、「
親
の
知
人
に
勧
め
ら
れ
た
か

ら
」
と
い
う
こ
と
で
、
知
人
に
『
見

る
目
』
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
結
果
に
つ
い
て
は
、「
今
回

の
大
会
が
終
わ
り
３
位
と
い
う
結
果

で
し
た
が
、
決
し
て
満
足
の
い
く
結

果
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
３
位
は
次
に
つ
な
が
る
３
位

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
全
国
の
強
豪
と

戦
い
準
決
勝
で
優
勝
者
と
試
合
す
る

こ
と
が
で
き
、
自
分
の
新
た
な
課
題

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
良

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。」
と
、
冷
静

に
克
前
向
き
に
分
析
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、「
中
学
で
取
れ

な
か
っ
た
日
本
一
を
目
指
し
、
高
校
で

精
進
し
て
い
き
ま
す
。」
力
強
く
決

意
を
語
って
く
れ
ま
し
た
。

　
柔
道
部
の
顧
問
、
三
枝
先
生
か
ら

は
、「
大
橋
君
は
天
才
と
い
う
よ
り
、

努
力
の
天
才
で
す
。
中
学
校
の
部
活

佐

野

安

大
さ
ん

（
静
岡
学
園
高
校
）

全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会
　

男
子
81
㎏
級
３
位

　
佐
野
君
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
、「
兄
が
柔
道
を
し
て
い
た
の
で
、

そ
の
影
響
で
柔
道
を
習
い
始
め
ま
し

た
。」
と
い
う
こ
と
で
、
や
は
り
兄
弟

の
影
響
で
す
。

　
今
回
の
入
賞
に
関
し
て
は
、「
全
国
３

位
に
入
賞
で
き
た
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で

す
が
、
優
勝
者
に
完
敗
し
た
こ
と
で
自

分
の
力
の
無
さ
を
感
じ
悔
し
かった
」
と
、

喜
び
よ
り
も
、
悔
し
さ
の
方
が
勝
って
い

動
で
は
部
長
と
し
て
23
人
の
部
員
を

ま
と
め
、
本
当
に
よ
く
が
ん
ば
り
ま

し
た
。
部
活
動
が
終
わ
る
と
道
場
の

練
習
へ
、
更
に
兄
が
通
う
高
校
へ
も
出

稽
古
に
行
き
ま
し
た
。
練
習
で
は
決

し
て
手
を
抜
か
ず
、
誰
よ
り
も
真
剣

に
取
り
組
む
姿
勢
が
彼
を
強
く
し
て

い
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
２
０
２
０

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。」

と
期
待
の
言
葉
を
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

る
よ
う
で
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、「
大
学
で
、
再

び
全
国
大
会
に
出
場
し
、
今
度
こ
そ

日
本
一に
な
り
た
い
。」
と
大
き
な
目

標
を
持
って
い
ま
す
。

　
渡
邉
柔
道
部
顧
問
か
ら
は
、「
柔

道
に
対
し
て
情
熱
は
強
く
、
何
事
に

も
最
後
ま
で
や
り
抜
く
こ
と
が
で
き

る
生
徒
で
す
。
け
っ
し
て
柔
道
の
セ
ン

ス
が
高
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
努
力
す

る
こ
と
で
補
っ
て
い
る
。
文
武
両
道
を

貫
い
て
い
る
生
徒
で
あ
り
、
静
岡
学
園

の
中
学
校
に
入
学
し
て
以
来
六
年
間

常
に
ク
ラ
ス
で
も
ト
ッ
プ
を
維
持
し
て

い
る
。
今
後
も
柔
道
を
続
く
け
て
い

く
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
目
標
で
あ
る
『
日

本
一
』
を
達
成
し
て
欲
し
い
。」
と
大

き
な
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

山

田

知

輝
さ
ん

（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道

競
技
男
子
81
㎏
級
３
位

　
山
田
君
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
「
兄
が
最
初
に
や
っ
て
い
て
、

道
場
に
親
と
姉
と
自
分
で
見
に
行
っ

た
と
き
に
、
親
に
勧
め
ら
れ
て
柔
道

を
始
め
た
。」
と
い
う
、
良
く
あ
る

ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
本
当
に
始
め
て

よ
か
っ
た
と
思
う
。

　
今
回
の
全
国
大
会
入
賞
に
関
し
て

は
、「
個
人
戦
で
初
め
て
全
国
大
会

に
出
場
で
き
た
。
最
終
学
年
で
も
あ

る
の
で
、
絶
対
に
優
勝
す
る
と
い
う

気
持
ち
で
大
会
に
臨
ん
だ
。
し
か
し
、

結
果
は
３
位
だ
っ
た
。
優
勝
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
全
国
大
会

で
３
位
に
入
賞
で
き
た
こ
と
は
す
ご

く
う
れ
し
い
で
す
。」
と
素
直
に
喜

び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
大
学
に
進
学
し
、
柔
道
を

続
け
大
学
で
は
日
本
一
に
な
る
と
い

う
目
標
を
持
っ
て
お
り
、
さ
ら
に

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
場
し
優
勝
す
る
と
い
う
大
き
な

夢
も
持
っ
て
い
る
。
夢
の
実
現
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

　
古
内
コ
ー
チ
か
ら
は
、「
チ
ー
ム

の
エ
ー
ス
と
し
て
成
長
し
て
き
て
、

県
で
優
勝
し
た
と
き
に
は
う
ま
く
い

け
ば
も
し
か
し
た
ら
（
全
国
で
勝
て

る
）
と
は
感
じ
て
い
ま
し
た
。
結
果

は
３
位
入
賞
で
し
た
が
、
本
人
に

と
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
こ
か
ら
が
本
当
の
勝
負
、

大
学
に
進
学
し
て
も
っ
と
も
っ
と
強

く
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。」
と
山
田
君
に
エ
ー
ル
を

贈
ら
れ
て
い
ま
す
。
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池
上
耐
事
　
八
段

　
中
部
地
区
で
永
年
活
躍
さ
れ
た
池

上
耐
事
八
段
は
、
平
成
二
十
六
年

十
月
二
十
一
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

七
十
九
歳
で
し
た
。
先
生
は
東
海
大

学
第
一
中
学
校
を
卒
業
後
、
静
岡
県

立
静
岡
工
業
高
等
学
校
へ
入
学
。
こ

の
頃
か
ら
柔
道
を
習
い
始
め
初
段
、

二
段
、
三
段
と
一
年
間
隔
で
昇
段
、

静
岡
刑
務
所
刑
務
官
、
そ
の
後
日
本

鋼
管
株
式
会
社
清
水
製
作
所
に
勤
務

さ
れ
、
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会
へ

は
四
回
出
場
し
東
京
体
育
館
を
沸
か

せ
ま
し
た
。
国
民
体
育
大
会
に
も
鎌

倉
国
体
か
ら
岐
阜
国
体
ま
で
十
回
出

場
し
、
こ
の
間
ア
ジ
ア
大
会
、
全
日

本
東
西
対
抗
な
ど
に
も
出
場
、
静
岡

に
池
上
あ
り
と
名
を
轟
か
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
優
秀
選
手
賞
や
功
労
賞
を
日

本
体
育
協
会
、
静
岡
県
知
事
、
静
岡

県
柔
道
協
会
、
全
日
本
実
業
柔
道
連

盟
、
全
国
造
船
工
業
会
等
か
ら
受
賞

さ
れ
、
そ
し
て
静
岡
県
柔
道
協
会
理

事
、
旧
清
水
市
体
育
協
会
常
任
理
事
、

東
海
柔
道
連
合
会
評
議
員
な
ど
の
要

職
を
務
め
ま
し
た
。
合
気
道
に
も
精

通
さ
れ
、
養
神
館
合
気
道
五
段
の
腕

前
で
し
た
。

　
先
生
の
ご
冥
福
を
祈
り
、
我
々
一

丸
と
な
っ
て
中
部
地
区
の
柔
道
発
展

を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

合
掌

（
静
岡
県
柔
道
協
会
中
部
地
区
幹
事
長

　
田
中
秀
幸
）

山
之
内
良
彦
　
六
段
　

　
裾
野
柔
道
協
会
会
長
、
講
道
館
柔

道
六
段
山
之
内
良
彦
先
生
が
去
る

平
成
二
十
六
年
十
月
十
日
、
享
年

七
十
三
歳
を
も
っ
て
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。

　
山
之
内
先
生
は
、
長
崎
県
の
生
ま

れ
で
十
三
歳
で
柔
道
を
始
め
ら
れ
、

長
崎
県
立
佐
世
保
商
業
高
校
時
代
は

柔
道
部
に
入
部
し
、
常
に
県
大
会
出

場
を
果
さ
れ
、
昭
和
三
十
四
年
柔
道

特
待
生
と
し
て
大
阪
の
三
菱
電
機
株

式
会
社
に
就
職
し
、
実
業
団
の
柔
道

で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭

和
三
十
七
年
よ
り
裾
野
に
住
居
を
移

し
、
裾
野
柔
道
協
会
の
選
手
並
び
に

役
員
と
し
て
、
県
柔
道
祭
で
は
三
位

三
回
、
県
ス
ポ
ー
ツ
祭
で
は
優
勝
二

回
、
準
優
勝
、
三
位
各
一
回
、
東
部

柔
道
祭
で
は
優
勝
、
準
優
勝
各
一
回
、

三
位
二
回
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績

を
残
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
団
体
戦
の

選
手
と
し
て
活
躍
す
る
だ
け
で
な
く
、

柔
道
の
普
及
や
青
少
年
の
育
成
に
ご

尽
力
さ
れ
、
現
在
ま
で
裾
野
柔
道
協

会
会
長
と
し
て
の
重
責
を
果
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
四
十
年
よ
り
東
部
地

区
役
員
と
し
て
四
十
九
年
間
に
亘
り
、

数
多
く
の
大
会
に
お
い
て
審
判
な
ど

を
務
め
ら
れ
大
会
運
営
に
も
積
極
的

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
四

年
か
ら
は
参
与
と
し
て
多
く
の
方
々

の
信
望
を
集
め
て
お
り
ま
し
た
。

　
柔
道
関
係
者
は
も
と
よ
り
、
多
く

の
方
々
か
ら
慕
わ
れ
て
い
た
先
生
の
ご

冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

合
掌

今
富
孝
憲

訃

　報

問
に
報
告
し
対
応
を
学
校
に
任

せ
、
な
お
か
つ
委
員
会
で
指
導

内
容
を
決
定
す
る
。

４
大
会
等
で
見
聞
き
し
た
場
合
に

は
、副
委
員
長（
理
事
長・道
場
連

盟
会
長
）が
種
別（
小・中・高・大
）

の
協
力
を
得
て
事
情
聴
取
す
る
。

※
た
だ
し
、
以
上
１
～
４
の
い
ず
れ
も

処
分
を
行
っ
た
場
合
、
全
柔
連
報

告
書
に
記
載
し
、
全
柔
連
お
よ
び

通
報
者
に
連
絡
す
る
。

Ⅴ
周
知
の
方
法

１
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
掲
載
し
、
開

会
式
で
説
明
す
る
。（
保
護
者

に
周
知
す
る
）

２
手
引
書
に
掲
載

３
柔
道
し
ず
お
か
に
掲
載

４
そ
の
他

　
静
岡
県
柔
道
協
会
に
と
っ
て
平
成

26
年
度
は
重
要
な
年
に
な
っ
た
と
思

う
。
野
田
新
会
長
が
就
任
し
、
新
し

い
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
、
多
方
面
で

機
構
改
革
を
行
っ
て
い
る
。
柔
道
人

口
減
少
、
柔
道
指
導
者
の
暴
力
問
題
、

柔
道
事
故
の
問
題
と
、
全
国
的
に
大

き
な
問
題
が
続
く
柔
道
界
を
地
方
か

ら
ど
う
立
て
直
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
か
、
静
岡
県
の
新
し
い
取
組
が

始
ま
っ
た
。
静
岡
県
の
柔
道
関
係
者

全
員
で
力
を
合
わ
せ
て
嘉
納
治
五
郎

先
生
の
柔
道
を
発
展
さ
せ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

「
暴
力
の
根
絶
」
に
つ
い
て
の
静
岡
県

柔
道
協
会
の
対
応

Ⅰ
組
織

暴
力
根
絶
委
員
会
（
専
門
委
員
会

と
し
て
）
を
設
置
す
る

Ⅱ
委
員
会
の
構
成

１
委
員
会
の
構
成
14
名

委
員
長
1
名
　
県
柔
道
協
会
会
長

副
委
員
長
2
名
　
県
柔
道
協
会
理
事
長

県
少
年
柔
道
連
絡
協
議
会
会
長

委
員
11
名
　
県
柔
道
協
会
幹
事
長
３

事
務
局
長
　
県
少
年
柔
道
連
絡
協

議
会
地
区
役
員
３
　
女
性
代
表
　

中
学
代
表
　
高
校
代
表
　
大
学
代
表

※
幹
事
長
・
道
場
連
盟
役
員
・
女
性

代
表
・
学
校
代
表
は
該
当
地
区
や

女
性
問
題
・
種
別
に
係
る
場
合
だ

け
協
議
に
加
わ
る
。
な
お
、
重
大

な
事
案
が
発
生
し
た
場
合
は
原
則

と
し
て
14
名
全
員
で
協
議
を
行
い
、

全
柔
連
に
報
告
す
る
。

Ⅲ
窓
口
（
4
箇
所
）

幹
事
長
宅
（
3
箇
所
）
事
務
局
長
宅

Ⅳ
対
応

１
窓
口
に
通
報
が
あ
っ
た
場
合
は

（
１
）「
通
報
者
の
状
況
調
査
書
」

に
よ
り
事
情
聴
取
す
る
。

（
２
）
全
て
副
委
員
長
（
理
事
長
）

に
報
告
し
、
状
況
に
よ
り
委

員
会
の
開
催
を
依
頼
す
る
。

２
中
学
・
高
校
・
大
学
の
教
員
が

該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
学

校
の
管
理
職
に
報
告
し
指
導
を

任
せ
る
。

３
部
活
動
等
の
外
部
指
導
者
が
該

当
す
る
場
合
に
は
、
部
活
動
顧

編

集

後

記

１　指導に当たっては、暴力行為・パワハラ行為は一切行って
はならない。

２　日頃から危機管理に留意し、事故・怪我等が発生した場合
には最善かつ適切な処置をする。

３　家庭との連絡を定期的に行い、子どもや生徒の健康状態等
の把握に努める。

４　柔道の素晴らしい伝統文化を伝えるため、常に修養と研鑽
を怠らない。

平成 25 年 4 月21日静岡県柔道協会

静岡県柔道協会指導者心得
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平
成
二
十
六
年
四
月
か
ら
川
中

邦
夫
氏
の
後
任
と
し
て
中
部
地
区

幹
事
長
に
選
任
さ
れ
、
ま
た
県
副

会
長
の
重
責
を
負
う
こ
と
と
な
り

今
日
ま
で
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

県
都
静
岡
市
を
抱
え
る
中
部
地
区

は
静
岡
県
の
中
心
で
あ
り
、
新
幹

線
で
東
京
へ
一
時
間
と
い
う
東
海

道
の
要
所
で
も
あ
り
ま
す
。
神
奈

川
県
横
浜
市
に
生
ま
れ
育
っ
た
私

は
、
縁
あ
っ
て
静
岡
の
地
に
生
活

し
て
五
十
年
に
な
り
ま
し
た
。
中

学
一
年
生
か
ら
習
い
始
め
た
柔
道

で
す
が
、
始
め
は
高
校
ぐ
ら
い
ま

で
や
っ
て
止
め
よ
う
か
な
ど
と
考

え
て
い
た
の
で
す
が
、
現
在
も
関

わ
っ
て
お
り
近
々
六
十
年
に
な
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
に
長

く
や
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
夢
に

も
思
っ
て
な
く
、
や
は
り
柔
道
が

好
き
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
今
も

県
役
員
と
し
て
引
き
続
き
活
動
の

場
を
与
え
ら
れ
、
大
会
や
会
議
な

ど
で
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
る
の

が
楽
し
み
で
す
。

　
私
の
柔
道
指
導
の
モ
ッ
ト
ー

は
「
人
間
教
育
・
人
間
形
成
」
で

す
。
父
が
小
学
校
教
員
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
少
年
の
頃
は
「
教
員

に
な
れ
た
ら
良
い
な
」
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
運
よ
く
国
立
の
教
員

養
成
の
体
育
学
部
を
有
す
る
大
学

に
入
学
で
き
、
将
来
は
教
員
と
し

て
生
き
て
い
こ
う
と
決
め
ま
し
た
。

学
生
時
代
四
年
間
は
強
く
な
り
た

い
一
心
で
柔
道
に
汗
を
流
し
て
い

ま
し
た
。
四
年
生
も
卒
業
間
近
に

な
っ
た
頃
、
ゼ
ミ
研
究
室
の
大
瀧

先
生
か
ら
「
静
岡
大
学
で
定
年
と

な
る
大
蝶
先
生
の
後
任
と
し
て
赴

任
し
な
い
か
」
と
の
話
し
が
あ
り
、

こ
れ
が
静
岡
へ
赴
任
す
る
始
ま
り

で
し
た
。 

　
教
員
は
他
の
職
業
人
と
比
べ
比

較
的
自
由
な
時
間
が
あ
り
、
特
に

大
学
人
は
そ
の
傾
向
が
強
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
大
学
人
で
あ
る
私

が
や
ら
ず
し
て
誰
が
や
る
の
か
、

と
思
い
特
に
部
活
顧
問
・
社
会
体

育
に
重
点
を
置
き
、
私
か
ら
柔
道

を
取
っ
て
し
ま
っ
た
ら
何
も
残
ら

な
い
、
の
気
持
ち
で
頑
張
り
ま
し

た
。
四
十
代
後
半
か
ら
形
に
関
心

を
持
ち
、
講
道
館
夏
期
講
習
会
へ

出
向
き
一
週
間
教
え
を
受
け
ま
し

た
。
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
奥
が
深
く
、

生
涯
柔
道
と
し
て
こ
れ
か
ら
は
形

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
時
代

が
来
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
精
進
し

ま
し
た
。
七
種
類
の
形
が
あ
り
、

そ
れ
ら
を
一
つ
一
つ
忘
れ
な
い
よ

う
に
身
に
つ
け
て
お
く
の
は
大
変

な
努
力
を
要
し
ま
す
。
今
は
競
技

化
さ
れ
全
国
大
会
、
世
界
大
会
ま

で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
本

協
会
で
は
「
全
国
「
形
」
競
技
会

へ
出
場
す
る
た
め
の
対
策
」
を
そ

の
重
点
目
標
の
一
つ
に
掲
げ
、
選

手
強
化
に
取
組
み
始
め
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
柔
道
を
習
い
始
め
る
人
々
の
動

機
・
目
標
は
様
々
で
す
。
年
齢
、

性
別
、
性
格
、
体
格
、
体
力
、
運

動
能
力
、
生
活
環
境
な
ど
千
差
万

別
で
す
。
そ
し
て
個
々
人
の
ニ
ー

ズ
を
満
た
す
指
導
を
施
し
て
あ
げ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て

こ
の
人
に
は
こ
の
指
導
法
、
こ
の

人
に
は
こ
れ
と
い
う
よ
う
に
多
く

の
引
出
し
を
持
っ
て
い
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
指
導

者
は
日
々
勉
強
で
、
い
ろ
い
ろ
な

機
会
を
捉
え
て
研
鑽
を
深
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
元

サ
ッ
カ
ー
代
表
・
ロ
ジ
ェ
ル
メ
ー

ル
氏
の
「
我
々
は
学
ば
な
く
な
っ

た
ら
教
え
る
の
も
や
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
の
言
葉
は
怠
け
よ
う

と
す
る
気
持
ち
を
励
ま
し
ま
す
。

柔
道
が
う
ま
く
強
く
な
り
た
い
、

健
康
に
な
り
た
い
、
体
力
を
つ
け

た
い
、
友
だ
ち
（
仲
間
）
を
見
つ

け
た
い
、
護
身
法
を
身
に
付
け
た

い
、
礼
義
正
し
く
な
り
た
い
な
ど
、

そ
の
望
む
所
（
目
標
）
へ
運
ん
で

あ
げ
る
馬
車
（
コ
ー
チ
）
の
役
割

を
す
る
の
が
指
導
者
の
任
務
な
の

で
す
。
全
柔
連
で
は
柔
道
指
導
者

資
格
制
度
を
立
ち
上
げ
、
各
県
な

ど
で
資
格
養
成
、
資
格
更
新
の
講

習
会
を
開
催
し
て
指
導
力
向
上
に

力
を
注
い
で
い
ま
す
。
柔
道
の
知

識
、
基
本
、
技
術
、
練
習
法
な
ど

の
他
に
、
安
全
指
導
、
救
急
法
、

経
営
学
、
心
理
学
、
生
理
学
、
解

剖
学
、
身
体
運
動
学
な
ど
の
多
く

を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
す
。
柔
道

を
通
し
て
「
人
と
し
て
の
あ
り
方
、

生
き
方
」
に
つ
い
て
教
え
導
く
こ

と
も
人
間
教
育
の
一
方
法
な
の
だ

と
思
い
つ
つ
今
日
も
黒
帯
を
締
め

道
場
に
立
っ
て
い
ま
す
。

【
巻
頭
言
】

人
間
教
育
と
し
て
の
柔
道
指
導

静
岡
県
柔
道
協
会
副
会
長
　
八
段

　田

　中

　秀

　幸
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第
70
回
国
民
体
育
大
会
柔
道
競
技

は
、
平
成
27
年
10
月
３
日
か
ら
和

歌
山
県
和
歌
山
市
和
歌
山
ビ
ッ
ク

ウ
ェ
ー
ブ
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
で
は
、
成
年

女
子
が
全
勝
で
出
場
枠
を
獲
得
す
る

こ
と
が
で
き
、
成
年
男
子
・
成
年
女

子
と
東
京
大
会
以
来
の
複
数
チ
ー
ム

の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
成
年
男
子
は
、
静
岡
県
警

察
の
単
独
チ
ー
ム
と
な
り
、
選
手
選

考
会
で
は
、
今
ま
で
国
体
チ
ー
ム
を

支
え
て
き
た
県
警
の
増
田
・
小
椋
・

真
野
選
手
を
破
り
、
新
旧
交
代
を
思

わ
せ
る
若
い
選
手
で
構
成
さ
れ
ま
し

た
。
山
下
諒
輔
選
手
は
、
全
国
警
察

大
会
81
㎏
級
２
連
覇
（
平
成
26
・
27

年
度
）、
大
木
恭
介
選
手
は
、
全
国

大
学
選
手
権
66
㎏
級
で
２
位
と
い
う

実
力
の
あ
る
選
手
を
中
心
に
し
た

チ
ー
ム
で
す
。
成
年
女
子
は
、
東
京

大
会
で
は
堂
々
の
準
優
勝
を
達
成
し

た
金
田
選
手
、
土
屋
選
手
を
中
心
に
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
、
５
位
入

賞
を
目
標
に
掲
げ
大
会
に
臨
み
ま
し

た
。

静
岡
県
２

－

３
福
井
県

先
鋒
　
岡
本
健
吾
（
県
警
）

－

山

口
嗣
也
（
大
阪
体
育
大
学
）

　
両
者
喧
嘩
四
つ
の
攻
防
と
な
り
、

相
手
の
肩
車
で
有
効
を
先
取
さ
れ
る

も
、
そ
の
後
、
果
敢
に
攻
め
、
残
り

時
間
30
秒
と
な
り
、
浮
技
で
技
あ
り

を
取
り
返
す
こ
と
が
で
き
た
。

次
鋒
　
大
木
恭
介
（
県
警
）
○

－

増

田
侑
矢
（
京
葉
ガ
ス
）

　
共
に
左
組
み
で
、
積
極
的
に
攻
め

指
導
１
、
脇
よ
り
左
奥
を
取
り
得
意

の
組
手
に
な
り
相
手
を
腰
に
乗
せ
、

大
腰
を
仕
掛
け
一
本
と
な
り
リ
ー
ド

を
広
げ
た
。

中
堅
　
久
松
達
斗
（
県
警
）

－

Ⓚ
近

藤
拓
也
（
京
葉
ガ
ス
）

　
講
道
館
杯
優
勝
の
実
力
者
相
手
に

攻
め
る
も
、
両
者
に
指
導
。
そ
の
後

は
慎
重
に
試
合
を
進
め
る
も
指
導
を

追
加
さ
れ
、
指
導
差
２
で
敗
退
す
る
。

副
将
　
飯
沼
元
紀
（
県
警
）

－

○
西

村
久
毅
（
敦
賀
高
校
教
諭
）

　
全
日
本
選
手
権
出
場
の
試
合
巧
者

相
手
に
攻
め
、
右
組
の
相
四
つ
で
技

を
仕
掛
け
た
所
を
裏
投
げ
に
返
さ
れ

有
効
。
そ
の
後
大
腰
で
技
あ
り
を
取

ら
れ
た
。
取
り
返
そ
う
と
果
敢
に
攻

め
る
も
、
一
瞬
の
隙
を
突
か
れ
て
一

本
背
負
い
を
受
け
、
懸
命
に
こ
ら
え

た
が
こ
ら
え
き
れ
ず
に
一
本
と
な
っ

成
年
男
子

た
。
２
対
２
の
同
点
な
が
ら
内
容
差

で
リ
ー
ド
し
て
大
将
戦
を
迎
え
た
。

大
将
　
山
下
諒
輔
（
県
警
）

－

Ⓚ
二

谷
修
平
（
福
井
県
警
察
）　

　
大
将
戦
に
全
て
を
か
け
、
試
合
場

に
送
り
出
し
息
を
の
み
な
が
ら
勝
負

の
行
方
を
見
守
っ
て
い
た
。
前
半
は

試
合
展
開
を
意
識
し
な
が
ら
左
組
で

が
っ
ぷ
り
と
組
み
間
合
い
を
取
っ
た

が
、
技
の
繰
り
出
し
が
や
や
慎
重
に

な
り
、
双
方
に
指
導
が
与
え
ら
れ
た
。

後
半
体
格
差
が
あ
り
持
久
戦
が
展
開

さ
れ
た
が
、
デ
ィ
フ
ェ
ン
シ
ブ
な
山

下
選
手
に
指
導
２
、
残
り
30
秒
で
指

導
３
が
付
き
、
敗
退
が
決
ま
っ
た
。

　
先
鋒
・
次
鋒
で
リ
ー
ド
を
し
、
流

れ
を
作
っ
た
が
、
後
半
僅
差
の
勝
負

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
相
手
を

圧
倒
す
る
く
ら
い
の
絶
対
的
力
が

チ
ー
ム
に
勝
ち
を
呼
び
寄
せ
る
た
め

に
は
必
要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
本
年

度
は
若
い
チ
ー
ム
で
、
体
力
的
に
も

技
術
的
に
も
こ
れ
か
ら
ま
だ
ま
だ
伸

び
る
要
素
は
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
２
年
後
に
は
本
大
会
も
大
き
く
変

わ
り
、
成
年
男
子
も
東
海
地
区
予
選

か
ら
の
出
場
と
な
り
、
国
体
女
子

チ
ー
ム
の
編
成
も
、
１
チ
ー
ム
５
人

制
と
な
り
高
校
生
・
社
会
人
合
同
の

チ
ー
ム
と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

高
校
生
・
大
学
生
（
ふ
る
さ
と
登
録
）

等
、
若
年
層
を
広
く
取
り
込
み
更
な

る
強
化
が
急
務
か
と
思
い
ま
す
。

　
関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
平
成
28
年
岩
手
国
体
で
の

活
躍
を
誓
い
、
大
会
結
果
の
報
告
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
文
責
　

浜
松
学
院
高
等
学
校
教
諭
　
間
宮
幸

男
）

成
年
女
子

　
八
月
に
開
催
さ
れ
た
東
海
ブ
ロ
ッ

ク
予
選
で
は
、
成
年
女
子
が
愛
知
、

三
重
、
岐
阜
と
の
対
戦
で
失
点
な
し

の
三
戦
全
勝
で
二
年
振
り
に
一
位
通

過
し
本
国
体
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

成
年
女
子
の
選
手
は
先
鋒
金
田
結
花

（
Ｖ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｇ
Ｅ
）
中
堅
村
瀬
由

第
70
回

国
民
体
育
大
会
柔
道
競
技 

報
告

和歌山国体スタッフ
強化部長 石川裕章 石川接骨院
総監督 古川剛士 静岡県柔道協会
トレーナー 赤池　理 アカイケ鍼灸接骨院
総務 佐野　薫 静岡商業高校教諭
総務　　　 伊藤貴能 浜松湖北高校教諭
総務　　　 磯部拡美 清水桜が丘高校教諭

成年男子
監督 間宮幸男 浜松学院高校教諭
コーチ 根本哲郎 静岡県警察
先鋒（60kg 級以下） 岡本健吾 静岡県警察
次鋒（73kg 級以下） 大木恭介 静岡県警察
中堅（90kg 級以下） 久松達斗 静岡県警察
副将（90kg 超級） 飯沼元記 静岡県警察
大将（無差別） 山下諒輔 静岡県警察

成年女子
監督 西川勝啓 裾野高校教諭　　
コーチ 宮本昌人 常葉学園高校教諭
先鋒（52kg 級以下） 金田結花 ＶＩＬＬＡＧＥ
中堅（70kg 級以下） 村瀬由樹 静岡県警察
大将（無差別） 土屋文香 ヤックス
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第
36
回
国
体

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

平
成
27
年
8
月
23
日
（
日
）
三
重
県
名
張
市

少
年
男
子

監
　
督
　
小
柳
津
敬
博 

（
東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
校
教
諭
）

コ
ー
チ
　
渡
辺
直
樹
（
静
岡
学
園
高
校
教
諭
）

先
　
鋒
　
芹
沢
翔
哉
（
静
岡
学
園
高
校
）

次
　
鋒
　
塚
本
瑠
羽
（
東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
校

）

中
　
堅
　
石
岡
裕
樹
（
東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
校

）

副
　
将
　
米
山
竜
平
（
東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
校

）

大
　
将
　
川
井
康
平
（
静
岡
学
園
高
校
）

補
　
欠
　
佐
藤
威
基
（
東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
校

）

成
年
女
子

監
　
督
　
西
川
勝
啓 

（
裾
野
高
校
教
諭
）

コ
ー
チ
　
宮
本
昌
人
（
常
葉
学
園
高
校
教
諭
）

先
　
鋒
　
金
田
結
花
（
Ｖ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｇ
Ｅ
）

中
　
堅
　
村
瀬
由
樹
（
静
岡
県
警
察
）

大
　
将
　
土
屋
文
香
（
ヤ
ッ
ク
ス
）

少
年
女
子

監
　
督
　
沼
野
由
香
利 

（
藤
枝
順
心
高
校
教
諭
）

コ
ー
チ
　
宮
本
昌
人
（
常
葉
学
園
高
校
教
諭
）

先
　
鋒
　
鈴
木
茉
莉
（
藤
枝
順
心
高
校
）

中
　
堅
　
谷
川
美
歩
（
藤
枝
順
心
高
校
）

大
　
将
　
今

　

唯
（
藤
枝
順
心
高
校
）

補
　
欠
　
水
野
瑚
春
（
藤
枝
順
心
高
校
）

補
　
欠
　
伊
藤
七
海
（
藤
枝
順
心
高
校
）

成
年
女
子
　
静
岡
県
２

－

０
三
重
県

　
　
　
　
　
静
岡
県
３

－

０
岐
阜
県

　
　
　
　
　
静
岡
県
２

－

０
愛
知
県

３
勝
　
１
位
　
静
岡
県
が
本
大
会
出
場

少
年
男
子
　
静
岡
県
２

－

３
三
重
県

　
　
　
　
　
静
岡
県
３

－

０
岐
阜
県

　
　
　
　
　
静
岡
県
１

－

２
愛
知
県

１
勝
２
敗
　
３
位
　
愛
知
県
が
本
大
会
出
場

少
年
女
子
　
静
岡
県
２

－

１
三
重
県

　
　
　
　
　
静
岡
県
２

－

１
岐
阜
県

　
　
　
　
　
静
岡
県
０

－

３
愛
知
県

２
勝
１
敗
　
２
位
　
愛
知
県
が
本
大
会
出
場

平
成
27
年
11
月
22
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
開
始

静
岡
県
武
道
館

　
今
年
の
静
岡
県
柔
道
祭
は
例
年
と

異
な
り
、
秋
の
実
施
と
な
っ
た
。
会

場
は
恒
例
の
県
武
道
館
で
開
催
さ
れ

た
。
静
岡
県
柔
道
協
会
の
野
田
昭
一

会
長
か
ら
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
今

年
は
清
水
町
柔
道
会
の
澤
崎
凛
さ
ん

に
よ
り
選
手
宣
誓
が
行
わ
れ
た
。
澤

崎
さ
ん
は
平
成
27
年
度
全
国
小
学
生

学
年
別
柔
道
大
会
６
年
女
子
45
㎏
超

級
3
位
に
入
賞
し
た
選
手
で
あ
る
。

澤
崎
さ
ん
の
選
手
宣
誓
に
続
き
、
恒

例
の
柔
道
協
会
表
彰
が
行
わ
れ
、
次

の
方
々
が
表
彰
さ
れ
た
。

《
特
別
功
労
賞
》

該
当
者
な
し

第57回

静
岡
県
柔
道
祭
開
催

樹
（
静
岡
県
警
察
）
大
将
土
屋
文
香

（
ヤ
ッ
ク
ス
）
の
三
名
で
す
。
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
良
く
東
海
大
会
を
見
事

突
破
し
、
全
国
大
会
で
も
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
楽
し
み
な
チ
ー
ム
で
し
た
。

　
一
昨
年
の
国
体
東
京
大
会
（
平
成

25
年
）
の
準
優
勝
の
メ
ン
バ
ー
の
金

田
、
土
屋
選
手
も
今
回
出
場
し
て
お

り
期
待
は
高
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
地
区
を
勝
ち
上
が
っ
て

き
た
十
六
チ
ー
ム
は
強
豪
ば
か
り
で

す
。
一
回
戦
は
埼
玉
県
と
の
対
戦
で
、

厳
し
い
試
合
と
な
り
ま
し
た
。
埼
玉

は
す
べ
て
自
衛
隊
の
体
育
学
校
の
選

手
を
揃
え
て
い
ま
し
た
。
三
選
手
と

も
全
日
本
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手

で
す
。

　
先
鋒
の
金
田
選
手
の
対
戦
相
手
は
、

十
田
美
里
選
手
で
す
。
十
田
選
手
と

は
以
前
練
習
し
た
経
験
が
あ
る
こ
と

か
ら
慎
重
に
な
り
す
ぎ
て
し
ま
い
、

指
導
を
二
つ
取
ら
れ
、
僅
差
で
の
敗

戦
と
な
り
ま
し
た
。
先
鋒
と
し
て
い

い
流
れ
を
作
ろ
う
と
必
死
に
戦
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
中
堅
の
村
瀬
選
手
の
対
戦
相
手
は
、

本
県
三
島
市
出
身
の
平
井
希
選
手
で

す
。
受
け
も
強
く
前
半
は
攻
め
る
こ

と
が
出
来
ず
に
相
手
の
様
子
を
窺
う

時
間
が
あ
り
ま
し
た
。
後
半
は
攻
め

続
け
ポ
イ
ン
ト
こ
そ
奪
え
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
い
い
試
合
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
大
将
の
土
屋
選
手
の
対
戦
相
手
は
、

濱
田
尚
里
選
手
で
す
。
先
鋒
で
取
ら

れ
た
ポ
イ
ン
ト
を
取
り
返
そ
う
と
攻

め
続
け
て
く
れ
ま
し
た
が
、
取
り
返

せ
ず
引
き
分
け
と
な
り
静
岡
県
の
敗

戦
が
決
ま
り
ま
し
た
。
試
合
で
の
実

力
差
は
ほ
と
ん
ど
無
く
残
念
な
結
果

と
な
り
ま
し
た
が
静
岡
県
代
表
と
し

て
一
生
懸
命
戦
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

対
戦
相
手
の
埼
玉
県
は
勝
ち
上
が
り

準
優
勝
し
ま
し
た
。
来
年
度
第
71
回

国
民
体
育
大
会
柔
道
競
技
は
、
岩
手

県
久
慈
市
で
行
わ
れ
ま
す
。
東
海
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
を
突
破
し
て
本
大
会
出

場
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。（
文

責
　
裾
野
高
校
教
諭
　
西
川
勝
啓
）

《
永
年
功
労
賞
》

該
当
者
な
し

《
功
労
賞
》

杉
山
元
彦
　
七
段
　

古
川
隆
士
　
六
段
　

橋
口
　
渉
　
五
段

外
山
幸
久
　
五
段

山
下
朝
司
　
五
段

佐
野
義
幸
　
四
段
　 

《
優
秀
指
導
者
賞
》

該
当
者
な
し

《
優
秀
選
手
賞
》

伊
藤
七
海
　
女
子
初
段（
藤
枝
順
心
高
校
）

平
成
27
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
柔
道
競
技
女
子
78
㎏
級

3
位 

澤
崎
　
凛
（
清
水
町
柔
道
会
）

平
成
27
年
度
全
国
小
学
生
学
年
別
柔

道
大
会
６
年
女
子
45
㎏
超
級
３
位

杉
山
月
琉
（
清
水
町
柔
道
会
）

平
成
27
年
度
全
国
小
学
生
学
年
別

柔
道
大
会
６
年
女
子
45
㎏
級
３
位 

山
下
諒
輔
　
３
段
（
静
岡
県
警
察
）

平
成
27
年
度
全
国
警
察
柔
道
選
手

権
大
会
男
子
81
㎏
級
優
勝

大
木
恭
介
　
３
段
（
静
岡
県
警
察
）

平
成
27
年
度
全
国
警
察
柔
道
選
手

権
大
会
男
子
66
㎏
級
３
位

村
瀬
由
樹
　
女
子
３
段
（
静
岡
県
警
察
）

平
成
27
年
度
全
国
警
察
柔
道
選
手

権
大
会
女
子
63
㎏
級
２
位
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山
下
諒
輔
（
静
岡
県
警
察
）

　
優
勝
　
全
日
本
選
手
権
大
会
出
場

女
子

村
瀬
由
樹
（
国
際
武
道
大
学
）

決
勝
リ
ー
グ
3
位

土
屋
文
香
（
東
海
翔
洋
ク
ラ
ブ
）

決
勝
リ
ー
グ
4
位

第
37
回

全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会

平
成
27
年
３
月
20
日（
金
）21
日（
土
）

日
本
武
道
館

男
子
団
体

静
岡
学
園
高
校
（
１
人
残
し
）
○
木

更
津
総
合
高
校
（
千
葉
）

初
戦
敗
退

女
子
団
体

藤
枝
順
心
高
校
０

－

０
（
代
表
戦
）

○
夙
川
学
院
高
校
（
徳
島
）　初戦

敗
退

男
子
個
人

60
㎏
級
　
芹
沢
翔
哉
（
静
岡
学
園
高
校
）

初
戦
敗
退

73
㎏
級
　
塚
本
瑠
羽（
東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
校

）

3
回
戦
進
出

81
㎏
級
　
石
岡
裕
樹（
東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
校

）

2
回
戦
進
出

90
㎏
級
　
鈴
木
隆
聖
（
加
藤
学
園
高
校
）

初
戦
敗
退

無
差
別
級
　
川
井
康
平
（
静
岡
学
園
高
校
）

3
回
戦
進
出

女
子
個
人

52
㎏
級
　
鈴
木
茉
莉
（
藤
枝
順
心
高
校
）

5
位
入
賞

各
種
大
会
の
報
告

第
35
回

静
岡
県
少
年
柔
道
団
体
選
手
権
大
会

平
成
27
年
2
月
22
日
（
日
）

静
岡
県
武
道
館

優
勝
　
柔
好
会

2
位
　
清
水
柔
道
倶
楽
部

3
位
　
伊
豆
長
岡
柔
道
会

3
位
　
育
誠
館
道
場

形
競
技
大
会

平
成
27
年
3
月
7
日
（
土
）

静
岡
市
北
部
体
育
館

固
め
の
形

　
加
藤
勝
大
　
長
根
翔
太

柔
の
形

　
稲
川
郁
子
　
阿
部
恭
子

護
身
術
の
形

　
安
竹
克
好
　
渡
邉
武
彦

五
の
形

　
小
林
賢
治
　
小
笠
原
淳

古
式
の
形

　
渡
辺
達
也
　
磯
部
正
博

平
成
27
年
度
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会
、

第
30
回
皇
后
杯
全
日
本
女
子
柔
道
選
手
権

大
会
東
海
地
区
予
選

平
成
27
年
3
月
8
日
（
日
）

浜
松
市
武
道
館

男
子

滝
川
英
克
（
静
岡
県
警
察
）

予
選
リ
ー
グ
敗
退

谷
川
美
歩
　
女
子
初
段（
藤
枝
順
心
高
校
）

第
37
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手

権
大
会
女
子
57
㎏
級
優
勝

（
谷
川
選
手
は
表
彰
ず
み
）

　
今
年
度
は
表
彰
に
続
き
「
形
」
の

演
技
が
披
露
さ
れ
た
。
投
げ
の
形
は
、

「
取
」
渡
辺
銀
士
（
伊
豆
長
岡
柔
道

会
）、「
受
」
大
矢
仁
太
（
伊
豆
長
岡

柔
道
会
）、「
古
式
の
形
」「
取
」
渡

辺
達
也
七
段
、「
受
」
磯
部
正
博
八

段
が
務
め
た
。
投
げ
の
形
の
２
人
は

全
国
大
会
に
出
場
し
、
古
式
の
形
の

２
人
は
全
国
２
位
の
実
力
者
で
あ
る
。

見
事
な
形
が
披
露
さ
れ
た
。
そ
の
後

試
合
が
開
始
さ
れ
た
。
毎
年
の
こ
と

で
は
あ
る
が
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま

で
県
内
の
柔
道
選
手
が
一
同
に
集
ま

る
唯
一
の
大
会
で
、
観
客
席
か
ら
大

き
な
声
で
の
声
援
が
送
ら
れ
県
武
道

館
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

第
57
回
静
岡
県
柔
道
祭
成
績

小
学
生
の
部

優
勝
　
清
水
町
柔
道
会

２
位
　
柔
好
会

３
位
　
清
水
柔
道
倶
楽
部

　
　
　
神
士
館

中
学
男
子
の
部

優
勝
　
浜
松
市
立
高
台
中
学
校
　

２
位
　
浜
松
市
立
引
佐
南
部
中
学
校

３
位
　
東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部

３
位
　
神
士
館 

中
学
女
子
の
部

優
勝
　
藤
枝
順
心
中
学
校
　

２
位
　
浜
松
市
立
浜
北
北
部
中
学
校

３
位
　
東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部

３
位
　
浜
松
市
立
積
志
中
学
校  

高
校
男
子
の
部

優
勝
　
静
岡
学
園
高
校
　

２
位
　
東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
校

３
位
　
浜
松
商
業
高
校
　

３
位
　
加
藤
学
園
高
校   

高
校
女
子
の
部

優
勝
　
東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
校

２
位
　
藤
枝
順
心
高
校

３
位
　
富
士
市
立
高
校

３
位
　
浜
北
西
高
校    

一
般
の
部

優
勝
　
富
士
市
柔
道
会

２
位
　
高
柳
喜
一
商
店

３
位
　
Ｓ
Ｃ
柔
道
会

３
位
　
浜
北
柔
道
協
会   

優
秀
選
手

小
学
生
の
部

佐
々
木
愛
海
（
清
水
町
柔
道
会
）

荒
　
誠
人
（
柔
好
会
）

中
学
男
子
の
部

伊
藤
栄
都
（
高
台
中
学
校
）

福
田
力
斗
（
引
佐
南
部
中
学
校
）

中
学
女
子
の
部

米
川
明
穂
（
藤
枝
順
心
中
学
校
）

袴
田
佳
名
瑚 
（
浜
北
北
部
中
学
校
）

高
校
男
子
の
部

池
田
光
洋
（
静
岡
学
園
高
校
）

渋
谷
恭
英（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

高
校
女
子
の
部

杵
淵
　
萌（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

伊
藤
七
海
（
藤
枝
順
心
高
校
）

一
般
の
部

相
楽
暢
貴
（
富
士
市
柔
道
会
）

坂
中
慎
吾
（
高
柳
喜
一
商
店
）
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57
㎏
級
　
谷
川
美
歩
（
藤
枝
順
心
高
校
）

優
勝

63
㎏
級
　
今

　

唯
（
藤
枝
順
心
高
校
）

初
戦
敗
退

70
㎏
級
　
米
山
綾
乃
（
富
士
市
立
高
校
）

初
戦
敗
退

無
差
別
級
　
伊
藤
七
海
（
藤
枝
順
心
高
校
）

2
回
戦
進
出

全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会

平
成
27
年
４
月
29
日
（
水
・
祝
）

日
本
武
道
館

山
下
諒
輔
（
静
岡
県
警
察
）
選
手
出
場

1
回
戦

山
下
諒
輔
（
静
岡
県
警
察
）
○

－

法
兼

　
真
（
愛
媛
県
新
田
高
校
教
諭
）

2
回
戦

山
下
諒
輔
（
静
岡
県
警
察
）

－

○
上
田

轄
麻
（
明
治
大
学
学
生
）

第
35
回
全
国
少
年
柔
道
大
会

平
成
27
年
５
月
５
日
（
火
・
祝
）

講
道
館

団
体
戦

1
回
戦

柔
好
会
　
４

－

０
高
橋
道
場

（
山
形
県
）

2
回
戦

柔
好
会
　
０

－
2
柔
心
館
道
場

（
鹿
児
島
県
）

第
62
回
東
海
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
柔
道
競
技

平
成
27
年
６
月
20
日（
土
）21
日（
日
）

静
岡
県
武
道
館

男
子
団
体

　
東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
校
　

3
位

男
子

60
㎏
級

　
優
勝
　
芹
沢
翔
哉
（
静
岡
学
園
高
校
）

66
㎏
級

　
2
位
　
荒
井
大
成
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

73
㎏
級

　
優
勝
　
塚
本
瑠
羽
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

　
2
位
　
石
神
倫
哉
（
静
岡
学
園
高
校
）

81
㎏
級

　
3
位
　
飯
川
夢
二
郎
（
飛
龍
高
校
）

90
㎏
級

　
3
位
　
佐
々
木
健
友
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

100
㎏
級

　
3
位
　
米
山
竜
生
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

100
㎏
超
級

　
2
位
　
井
川
康
平
（
静
岡
学
園
高
校
）

女
子

48
㎏
級

　
優
勝
　
鈴
木
茉
莉
（
藤
枝
順
心
高
校
）

52
㎏
級

　
3
位
　
成
宮
妃
世
梨
（
藤
枝
順
心
高
校
）

57
㎏
級

　
優
勝
　
谷
川
美
歩
（
藤
枝
順
心
高
校
）

63
㎏
級

　
2
位
　
今

　

唯
（
藤
枝
順
心
高
校
）

70
㎏
級

　
3
位
　
安
竹
真
利
奈（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

78
㎏
級

　
2
位
　
伊
藤
七
海
（
藤
枝
順
心
高
校
）

78
㎏
超
級

　
3
位
　
上
田
莉
圭
（
藤
枝
順
心
高
校
）

東
海
地
区
国
立
大
学
体
育
大
会

柔
道
競
技

平
成
27
年
6
月
27
日
（
土
）

静
岡
市
北
部
体
育
館

男
子
団
体
　

　
3
位
　
静
岡
大
学

女
子
個
人

　
2
位
　
大
橋
知
紗
（
静
岡
大
学
）

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

平
成
27
年
７
月
４
日
（
土
）

　
静
岡
県
武
道
館

男
子

55
㎏
級
　
秩
父
良
亮
（
飛
龍
高
校
）

60
㎏
級
　
芹
沢
翔
哉
（
静
岡
学
園
高
校
）

66
㎏
級
　
望
月
飛
翔
（
静
岡
産
業
大
学
）

73
㎏
級
　
嵩
井
稜
太
（
日
本
大
学
三
島
高
校
）

81
㎏
級
　
石
岡
裕
樹（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

90
㎏
級
　
鈴
木
隆
聖
（
加
藤
学
園
高
校
）

100
㎏
級
　
米
山
竜
生（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

100
㎏
超
級
　
川
井
康
平
（
静
岡
学
園
高
校
）

東
海
大
会
優
勝
全
国
大
会
出
場

女
子

44
㎏
級
　
辻
村
日
奈
野
（
浜
松
学
院
高
校
）

48
㎏
級
　
鈴
木
茉
莉（
藤
枝
順
心
高
校
）

東
海
大
会
優
勝
全
国
大
会
出
場

52
㎏
級
　
日
高
美
春（
藤
枝
順
心
高
校
）

57
㎏
級
　
谷
川
美
歩（
藤
枝
順
心
高
校
）

63
㎏
級
　
今

　

唯（
藤
枝
順
心
高
校
）

70
㎏
級
　
嘉
地
唯
花（
藤
枝
順
心
高
校
）

78
㎏
級
　
伊
藤
七
海（
藤
枝
順
心
高
校
）

78
㎏
超
級
　
楠
　
麻
衣（
加
藤
学
園
高
校
）

　
な
お
、
東
海
大
会
は
７
月
12
日

（
日
）
愛
知
県
武
道
館
、
全
国
大
会

は
９
月
12
日
（
土
）
13
日
（
日
）
埼

玉
県
に
て
開
催
さ
れ
た
。

平
成
27
年
度
静
岡
県
成
年
柔
道

体
重
別
選
手
権
大
会

平
成
27
年
７
月
18
日
（
土
）

静
岡
県
武
道
館

成
年
男
子

60
㎏
級
　
岡
本
健
吾
（
静
岡
県
警
察
）

73
㎏
級
　
大
木
恭
介
（
静
岡
県
警
察
）

90
㎏
級
　
久
松
達
斗
（
静
岡
県
警
察
）

無
差
別
級
　
飯
沼
元
紀
（
静
岡
県
警
察
）

成
年
女
子

52
㎏
級
　
金
田
結
花
（
Ｖ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｇ
）

70
㎏
級
　
村
瀬
由
樹
（
静
岡
県
警
察
）

無
差
別
級
　
土
屋
文
香
（
ヤ
ッ
ク
ス
）

東
海
地
区
「
形
」
競
技
会

平
成
27
年
７
月
５
日
（
日
）

三
重
県

投
の
形

渡
部
成
也
　
佐
藤
邦
洋
　

東
海
地
区
優
勝
　
全
国
９
位

固
の
形

加
藤
勝
大
　
長
根
翔
太

極
の
形

小
椋
俊
彦
　
鈴
木
慎
一

柔
の
形

　
稲
川
郁
子
　
阿
倍
恭
子

講
道
館
護
身
術

　
安
竹
克
好
　
渡
邉
武
彦

五
の
形

　
小
林
賢
治
　
小
笠
原
淳

古
式
の
形

　
磯
部
正
博
　
渡
辺
達
也

第
64
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
大
会

平
成
27
年
８
月
８
日（
土
）12
日（
水
）

　
奈
良
県

男
子
団
体
戦

1
回
戦

東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
等
学
校
２

－

１
小
杉
高
校
（
富
山
県
）

2
回
戦

東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
等
学
校
０

－

4
作
陽
高
校
（
岡
山
県
）

女
子
団
体
戦

1
回
戦

藤
枝
順
心
高
等
学
校
１

－

２
淑
徳

学
園
高
等
学
校
（
兵
庫
県
）

男
子

60
㎏
級
　
芹
沢
翔
哉
（
静
岡
学
園
高
校
）

3
回
戦
進
出

66
㎏
級
　
荒
井
大
成（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

5
位
入
賞

73
㎏
級
　
塚
本
瑠
羽（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

3
回
戦
進
出

81
㎏
級
　
飯
川
夢
二
郎
（
飛
龍
高
校
）

2
回
戦
進
出

90
㎏
級
　
佐
々
木
健
友（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

初
戦
敗
退

100
㎏
級
　
米
山
竜
生（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

2
回
戦
進
出
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男
子
個
人
戦

65
㎏
級
　
大
川
裕
生
（
三
島
長
陵
高
校
）

2
回
戦
進
出

75
㎏
級
　
根
岸
大
智
（
小
山
高
校
）

初
戦
敗
退

75
㎏
超
級
　
山
口
未
来
（
倉
橋
学
園
高
校
）

3
回
戦
進
出
（
ベ
ス
ト
８
）

女
子
個
人
戦

52
㎏
級
　
瀧
本
光
咲
（
ク
ラ
ー
ク
国
際
高
校
浜
松
校
）

初
戦
敗
退

63
㎏
級
　
川
津
サ
ユ
リ
（
富
士
高
校
）

初
戦
敗
退

第
46
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

平
成
27
年
８
月
17
日（
月
）～
20
日（
木
）

北
海
道
函
館
市

男
子
団
体
戦

東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
校
中

等
部
１

－

２
曽
根
中
学
校
（
福
岡

県
）

東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
校
中

等
部
４

－

１
村
山
楯
岡
中
学
校

（
山
形
県
）

予
選
リ
ー
グ
敗
退

女
子
団
体
戦

東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
校
中

等
部
２

－

０
花
巻
大
迫
中
学
校

（
岩
手
県
）

東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
校
中

等
部
２

－

０
足
利
第
一
中
学
校

（
宮
城
県
）

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

1
回
戦

東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
校
中
等

部
１

－

２
広
陵
中
学
校
（
奈
良
県
）

個
人
戦

男
子

50
㎏
級
　
石
川
俊
介
（
函
南
中
学
校
）

2
回
戦
進
出

55
㎏
級
　
石
川
聖
人
（
静
岡
学
園
中
学
校
）

初
戦
敗
退

60
㎏
級
　
井
出
海
輝
（
大
渕
中
学
校
）

2
回
戦
進
出

66
㎏
級
　
村
松
孝
紀
（
東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部
）

初
戦
敗
退

73
㎏
級
　
水
野
円
中
（
高
台
中
学
校
）

2
回
戦
進
出

81
㎏
級
　
飯
田
空
翔
（
高
台
中
学
校
）

準
々
決
勝
進
出
　

5
位
入
賞

90
㎏
級
　
熊
谷
健
太
（
岩
松
中
学
校
）

２
回
戦
進
出

90
㎏
超
級
　
下
橋
颯
斗
（
鷹
岡
中
学
校
）

3
回
戦
進
出

女
子

40
㎏
級
　
大
石
紋
萌
（
観
山
中
学
校
）

初
戦
敗
退

44
㎏
級
　
小
林
美
咲
（
藤
枝
順
心
中
学
校
）

初
戦
敗
退

48
㎏
級
　
松
野
愛
瑠（
浜
北
北
部
中
学
校
）

初
戦
敗
退

52
㎏
級
　
袴
田
佳
名
瑚（
浜
北
北
部
中
学
校
）

3
回
戦
進
出

57
㎏
級
　
袴
田
芽
久
望（
浜
北
北
部
中
学
校
）

初
戦
敗
退

63
㎏
級
　
岩
井
柚
里
香
（
東
海
大
学
翔
洋
高
校
中
等
部
）

２
回
戦
進
出

70
㎏
級
　
山
本
　
杏（
沼
津
市
立
高
校
中
等
部
）

3
回
戦
進
出

70
㎏
超
級
　
米
川
明
穂
（
藤
枝
順
心
中
学
校
）

準
々
決
勝
進
出
　

5
位
入
賞

100
㎏
超
級
　
川
井
康
平
（
静
岡
学
園
高
校
）

初
戦
敗
退

女
子

48
㎏
級
　
鈴
木
茉
莉
（
藤
枝
順
心
高
校
）

初
戦
敗
退

52
㎏
級
　
成
宮
妃
世
梨
（
藤
枝
順
心
高
校
）

3
回
戦
進
出

57
㎏
級
　
谷
川
美
歩
（
藤
枝
順
心
高
校
）

5
位
入
賞

63
㎏
級
　
今

　

唯
（
藤
枝
順
心
高
校
）

初
戦
敗
退

70
㎏
級
　
安
竹
真
利
奈
（
東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
校
）

初
戦
敗
退

78
㎏
級
　
伊
藤
七
海
（
藤
枝
順
心
高
校
）

3
位
入
賞

78
㎏
超
級
　
上
田
莉
圭
（
藤
枝
順
心
高
校
）

初
戦
敗
退

※
各
階
級
県
大
会
優
勝
者
、
優
勝
チ
ー

ム
が
全
国
大
会
に
出
場
し
て
い
る
。

平
成
27
年
度
東
海
中
学
校

総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技

平
成
27
年
８
月
９
日（
日
）10
日（
月
）

三
重
県

男
子
団
体

　
3
位
　
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部

女
子
団
体

　
2
位
　
浜
松
市
立
浜
北
北
部
中
学
校

　
3
位
　
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部

男
子

50
㎏
級

　
3
位
　
山
田
空
河
（
浜
松
市
立
中
郡
中
学
校
）

55
㎏
級

　
3
位
　
石
川
聖
人
（
静
岡
学
園
中
学
校
）

60
㎏
級

　
3
位
　
菊
池
　
魁
（
日
大
三
島
中
学
校
）

66
㎏
級

　
2
位
　
伊
藤
栄
都（
浜
松
市
立
高
台
中
学
校
）

81
㎏
級

　
3
位
　
依
田
絃
希
（
日
大
三
島
中
学
校
）

90
㎏
級

　
3
位
　
酒
井
颯
介（
浜
松
市
立
積
志
中
学
校
）

女
子

40
㎏
級

　
2
位
　
大
石
紋
萌
（
静
岡
市
立
観
山
中
学
校
）

44
㎏
級

　
3
位
　
小
林
美
咲
（
沼
津
市
立
沼
津
中
学
校
）

48
㎏
級

　
3
位
　
松
野
愛
瑠
（
浜
松
市
立
浜
北
北
部
中
学
校
）

52
㎏
級

　
3
位
　
袴
田
佳
名
瑚
（
浜
松
市
立
浜
北
北
部
中
学
校
）

57
㎏
級

　
3
位
　
袴
田
芽
久
望
（
浜
松
市
立
浜
北
北
部
中
学
校
）

63
㎏
級

　
3
位
　
岩
井
柚
里
香（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部
）

70
㎏
級

　
優
勝
　
澤
崎
莉
子（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部
）

70
㎏
超
級

　
優
勝
　
米
川
明
穂
（
藤
枝
順
心
中
学
校
）

　
2
位
　
楠
　
明
日
香
（
伊
豆
の
国
市
立
長
岡
中
学
校
）

第
40
回
全
国
教
員
大
会

平
成
27
年
８
月
１
日
（
土
）　

講
道
館

監
督
　
藤
田
明
啓
（
県
立
浜
松
北
高
校
）

先
鋒
　
鈴
木
壯
太
（
県
立
御
殿
場
高
校
）

次
鋒
　
川
端
常
弘
（
県
立
湖
西
高
校
）

中
堅
　
井
口
往
彦
（
県
立
浜
北
西
南
高
校
）

副
将
　
杉
原
正
洋
（
私
立
浜
松
学
院
中
学
校
・
高
校
）

大
将
　
土
屋
彰
裕
（
湖
西
市
立
鷲
津
中
学
校
）

１
回
戦

　
シ
ー
ド

2
回
戦

　
静
岡
県
３

－

２
栃
木
県

3
回
戦

　
静
岡
県
0

－

2
長
崎
県

　
監
督
が
新
居
高
校
の
大
原
先
生
か

ら
再
び
浜
松
北
高
校
の
藤
田
先
生
に

代
わ
り
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
を
加
え

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
初
戦

は
先
鋒
か
ら
3
人
が
勝
利
し
、
チ
ー

ム
の
勝
利
を
決
め
ま
し
た
。
3
回
戦

も
前
半
は
引
き
分
け
が
続
き
き
わ
ど

い
勝
負
で
し
た
が
、
後
半
2
人
で
力

尽
き
ま
し
た
。
各
先
生
方
が
こ
の
大

会
で
得
る
こ
と
が
で
き
た
貴
重
な
経

験
を
、
勤
務
さ
れ
る
学
校
で
の
指
導

に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

第
46
回
全
国
定
時
制
通
信
制
柔
道
大
会

平
成
27
年
８
月
２
日
（
日
）

講
道
館

男
子
団
体
戦
　

１
回
戦
　
静
岡
県
５

－

０
石
川
県

２
回
戦
　
静
岡
県
３

－

１
大
阪
府

３
回
戦
　
静
岡
県
０

－

５
神
奈
川
県

ベ
ス
ト
８
進
出

女
子
団
体
戦

１
回
戦
　
シ
ー
ド

２
回
戦
　
静
岡
県
１

－

２
福
岡
県
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各
階
級
県
大
会
優
勝
者
が
全
国
大

会
に
出
場
し
て
い
る
。

第
12
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会

平
成
27
年
８
月
30
日
（
日
）

　
山
梨
県
甲
府
市

男
子
5
年

45
㎏
級
　
小
林
勇
斗
（
柔
好
会
）

3
回
戦
進
出

45
㎏
超
級
　
渡
邊
琉
雅
（
正
心
塾
　
渡
辺
道
場
）

準
々
決
勝
進
出
（
ベ
ス
ト
8
）

男
子
6
年

50
㎏
級
　
渡
邉
爽
偉（
清
水
町
柔
道
会
）

初
戦
敗
退

50
㎏
超
級
　
佐
々
木
里
旺
（
清
水
柔
道
倶
楽
部
）

2
回
戦
進
出

女
子
5
年

40
㎏
級
　
辻
本
栞
穂
（
田
代
道
場
）

3
回
戦
進
出

40
㎏
超
級
　
飯
田
星
那
（
和
道
場
）

初
戦
敗
退

6
年

45
㎏
級
　
杉
山
月
琉（
清
水
町
柔
道
会
）

3
位

45
㎏
超
級
　
澤
崎
　
凛（
清
水
町
柔
道
会
）

3
位

　
５
月
24
日
に
実
施
さ
れ
た
県
大
会

の
各
階
級
優
勝
者
が
全
国
大
会
に
出

場
し
て
い
る
。

定
通
制
柔
道
東
海
大
会

平
成
27
年
9
月
６
日
（
日
）

浜
松
市
武
道
館

男
子
団
体
戦

　
三
島
長
陵
高
校
　
優
勝
　

　
島
田
商
業
高
校
　

3
位

男
子
個
人

65
㎏
級
　
大
川
裕
生
（
三
島
長
陵
高
校
）

初
戦
敗
退

　
　
　
　
川
上
ヒ
ロ
シ（
浜
松
大
平
台
高
校
）

初
戦
敗
退

75
㎏
級
　
根
岸
大
智
（
小
山
高
校
）優

勝

　
　
　
　
森
　
健
児（
鹿
島
学
園
高
校
浜
松
）

2
位

75
㎏
超
級
　
戸
田
　
初
（
浜
松
工
業
）

初
戦
敗
退

　
　
　
　
山
口
未
来（
島
倉
橋
学
園
キ
ラ
リ
高
校
）

　
初
戦
敗
退

女
子
個
人

63
㎏
級
　
川
津
サ
ユ
リ
（
富
士
高
校
）棄

権

全
国
警
察
柔
道
選
手
権
大
会

平
成
27
年
９
月
11
日
（
金
）

日
本
武
道
館

男
子
66
㎏
級
　

　
第
3
位
　
大
木
恭
介

男
子
90
㎏
級
　

　
優
勝
　
　
山
下
諒
輔

講
道
館
杯
全
日
本
柔
道
体
重
別
選

手
権
大
会
に
出
場

女
子
63
㎏
級
　

　
準
優
勝
　
村
瀬
由
樹

第
４
回
静
岡
県
小
学
生

学
年
別
柔
道
選
手
権
大
会

平
成
27
年
９
月
23
日
（
水
・
祝
）

静
岡
県
武
道
館

４
年
生
男
子
軽
量
級

　
宇
佐
美
　
颯
（
富
士
共
栄
道
場
）

４
年
生
男
子
重
量
級

　
杉
山
彪
馬
（
清
水
町
柔
道
会
）

４
年
生
女
子
軽
量
級

　
川
合
　
凛
（
伊
豆
長
岡
柔
道
会
）

４
年
生
女
子
重
量
級

　
里
見
奏
来
（
清
水
町
柔
道
会
）

５
年
生
男
子
軽
量
級

　
小
林
勇
斗
（
柔
好
会
）

５
年
生
男
子
重
量
級

　
岡
本
剛
道
（
伊
豆
長
岡
柔
道
会
）

５
年
生
女
子
軽
量
級

　
辻
本
栞
穂
（
田
代
道
場
）

５
年
生
女
子
重
量
級

　
飯
田
星
那
（
和
道
場
）

６
年
生
男
子
軽
量
級

　
小
山
仁
志
（
清
水
柔
道
倶
楽
部
）

６
年
生
男
子
中
量
級

　
柴
田
嶺
音
（
清
水
柔
道
倶
楽
部
）

６
年
生
男
子
重
量
級

　
佐
々
木
里
旺
（
清
水
柔
道
倶
楽
部
）

６
年
生
女
子
軽
量
級

　
片
桐
明
日
美
（
育
誠
館
道
場
）

６
年
生
女
子
中
量
級

　
山
中
美
里
（
大
仁
柔
道
会
）

６
年
生
女
子
重
量
級

　
澤
崎
　
凛
（
清
水
町
柔
道
会
）

第
32
回
静
岡
県
大
学
高
専
柔
道

秋
季
優
勝
大
会
　

平
成
27
年
10
月
11
日
（
日
）

静
岡
産
業
大
学

団
体
の
部

　
優
勝
　
静
岡
産
業
大
学
Ａ

　
2
位
　
静
岡
産
業
大
学
Ｂ

　
3
位
　
東
海
大
学
海
洋
学
部

男
子
個
人
戦
の
部

無
段
の
部

　
優
勝
　
鈴
木
健
吾
（
静
岡
産
業
大
学
）

66
㎏
級

　
優
勝
　
小
池
康
太
（
静
岡
産
業
大
学
）

81
㎏
級

　
優
勝
　
早
坂
大
志
（
静
岡
産
業
大
学
）

81
㎏
超
級

　
優
勝
　
日
高
嘉
栄
（
静
岡
産
業
大
学
）

女
子
の
部

　
優
勝
　
岩
崎
　
唯
（
静
岡
産
業
大
学
）

全
国
警
察
柔
道
大
会

平
成
27
年
10
月
14
日
（
水
）

日
本
武
道
館

団
体
第
3
部

　
第
3
位
　
静
岡
県
警
察

講
道
館
杯
全
日
本
体
重
別
選
手
権

平
成
27
年
11
月
７
日（
土
）８
日（
日
）

千
葉
県

男
子
90
㎏
級
　

　
山
下
諒
輔
（
静
岡
県
警
察
）　

2
回
戦
進
出

男
子
66
㎏
級
　

　
大
木
恭
介
（
静
岡
県
警
察
）初

戦
敗
退

女
子
63
㎏
級
　

　
村
瀬
由
樹
（
静
岡
県
警
察
）

2
回
戦
進
出

静
岡
県
高
等
学
校
秋
季
定
通
制

体
育
大
会
柔
道
競
技

平
成
27
年
11
月
15
日
（
日
）

沼
津
市
立
沼
津
高
校

男
子
団
体

　
優
勝
　
浜
松
大
平
台
高
校

　
2
位
　
富
士
高
校

　
3
位
　
三
島
長
陵
高
校
　

　
3
位
　
浜
松
工
業
高
校

男
子
個
人

軽
量
級

　
優
勝
　
川
上
ヒ
ロ
シ（
浜
松
大
平
台
高
校
）

中
量
級

　
優
勝
　
根
岸
大
智
（
小
山
高
校
）

重
量
級

　
優
勝
　
鈴
木
隆
太
（
浜
松
大
平
台
高
校
）

女
子
個
人

　
優
勝
　
外
山
染
季
（
ク
ラ
ー
ク
浜
松
校
）

第
38
回

全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会

静
岡
県
予
選
大
会
（
男
女
個
人
戦
）

個
人
戦
　

平
成
28
年
1
月
16
日
（
土
）

静
岡
県
武
道
館

男
子
60
㎏
級
　

　
優
勝
　
岡
本
龍
司
（
静
岡
学
園
高
校
）
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フ
ォ
ロ
ー
役
に
徹
し
た
た
め
、 

全
体
的
に
の
ど
か
で
、
優
し
い

雰
囲
気
の
教
室
だ
っ
た
。
（
参

加
者
よ
り
）

⑸
　
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
っ
た
。

来
年
も
参
加
し
た
い
。
（
参
加

者
よ
り
）

　
地
区
の
田
中
幹
事
長
は
次
の
よ
う

に
所
感
を
述
べ
て
い
る
。
「
平
成
26

年
度
に
中
部
地
区
で
立
ち
上
げ
た
女

子
部
会
（
代
表
・
後
藤
奈
美
）
が
、

１
年
か
け
て
実
施
内
容
を
綿
密
に
検

討
し
、
意
見
を
述
べ
あ
っ
て
作
成
し

た
。
ま
た
、
各
方
面
へ
積
極
的
に
呼

び
か
け
を
し
て
１
０
０
名
を
超
え
る

参
加
者
が
あ
り
、
親
子
と
も
和
気

藹
々
の
う
ち
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
進

ん
だ
。
リ
ズ
ム
体
操
、
親
子
組
み
で

バ
ラ
ン
ス
体
操
、
休
憩
を
挟
ん
で
礼

法
（
立
礼
・
座
礼
）
や
基
礎
基
本
な

ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
内
容
が
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
た
の
で
児
童

も
父
兄
も
興
味
を
も
っ
て
参
加
し
て

い
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
」

　東
部
地
区�

今
年
度
も
例
年
の
よ
う
に
エ
ア
ロ
ビ

柔
道
が
沼
津
市
立
沼
津
高
校
柔
道
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
さ
ら
に
東
部
地
区
で
実
施

さ
れ
た
新
し
い
試
み
（
み
ん
な
で
柔

道
２
０
１
５
静
岡
東
部
大
会
）
を
Ｐ

12
で
紹
介
し
ま
す
。

柔
道
普
及
活
動

　西
部
地
区�

第
５
回
め
ば
え
の
親
子
柔
道
教
室

　
今
年
度
の
西
部
地
区
の
親
子
柔
道

教
室
は
11
月
８
日
（
日
）
午
後
１
時

か
ら
午
後
３
時
30
分
に
浜
松
市
武
道

館
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
溝

口
紀
子
先
生
（
静
岡
文
化
芸
術
大
学

准
教
授
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
）
。
今
回
は
住
友

海
上
柔
道
部
特
別
コ
ー
チ
の
惠
本
裕

子
先
生
（
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
）
も
特
別
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
初
に
開
会
式
が
行
な
わ
れ
、
溝

口
講
師
の
挨
拶
が
あ
り
、
昨
年
の
体

操
競
技
に
続
き
今
回
は
丁
度
世
界
選

手
権
で
の
日
本
チ
ー
ム
の
活
躍
で
注

目
が
集
ま
る
ラ
グ
ビ
ー
の
練
習
を
取

り
入
れ
た
準
備
体
操
に
な
り
ま
し
た
。

ヤ
マ
ハ
発
動
機
「
ジ
ュ
ビ
ロ
」
の
ス

タ
ッ
フ
が
指
導
し
て
く
れ
貴
重
な
体

験
が
で
き
ま
し
た
。

　
休
憩
を
挟
ん
だ
後
半
で
は
、
惠
本

先
生
の
大
内
刈
り
、
地
元
静
岡
の
通

場
先
生
の
体
落
し
と
い
う
各
講
師
の

得
意
技
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
参
加
し
た
２
０
０
人
強
の
親
子
と

普
段
道
場
で
指
導
し
て
い
る
指
導

者
も
良
い
汗
を
か
き
ま
し
た
。
ま
た
、

ラ
グ
ビ
ー
の
練
習
も
新
し
い
刺
激
に

な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　中
部
地
区�

親
子
柔
道
教
室

平
成
27
年
11
月
29
日
（
日
）

10
時
～
11
時
45
分

静
岡
市
北
部
体
育
館 

柔
道
場

　
中
部
地
区
の
親
子
柔
道
教
室
は
地

区
の
女
性
部
を
中
心
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
指
導
員
と
し
て
田
中
秀
幸
幹

事
長
他
多
く
の
地
区
の
役
員
が
参
加

し
、
総
参
加
人
数
１
４
２
名
（
前
年 

１
２
９
）
で
し
た
。

　
担
当
者
や
参
加
者
の
感
想
と
し
て

は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
で
て
い
ま

し
た
。

⑴
　
育
児
中
の
女
性
柔
道
経
験
者
の

参
加
が
多
か
っ
た
為
、
幼
児
の

参
加
者
が
多
か
っ
た
。

⑵
　
女
性
経
験
者
の
同
窓
会
的
な
イ

ベ
ン
ト
に
な
り
、
ス
リ
ー
プ
し

て
い
る
女
性
指
導
員
の
現
場
復

帰
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
望
ま

し
い
。 

⑶
　
女
性
指
導
員
（
ス
タ
ッ
フ
）
が

親
子
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

す
る
際
、
フ
ォ
ロ
ー
に
入
り
優

し
く
対
応
し
て
く
れ
て
よ
か
っ

た
。
（
参
加
者
よ
り
） 

⑷
　
今
回
は
、
女
性
指
導
員
が
指
導

に
あ
た
り
、
男
性
指
導
員
は

男
子
66
㎏
級
　

　
優
勝
　
長
屋
　
涼
（
加
藤
学
園
高
校
）

男
子
73
㎏
級
　

　
優
勝
　
澁
谷
恭
平（
東
海
大
静
岡
翔
洋
高
校
）

男
子
81
㎏
級
　

　
優
勝
　
石
川
紘
大
（
加
藤
学
園
高
校
）

男
子
無
差
別
級
　

　
優
勝
　
川
井
康
平
（
静
岡
学
園
高
校
）

女
子
48
㎏
級
　

　
優
勝
　
安
食
亜
美
（
藤
枝
順
心
高
校
）

女
子
52
㎏
級
　

　
優
勝
　
竹
内
智
紗
子
（
浜
北
西
高
校
）

女
子
57
㎏
級
　

　
優
勝
　
金
本
　
唯
（
藤
枝
順
心
高
校
）

女
子
63
㎏
級
　

　
優
勝
　
杵
渕
　
萌（
東
海
大
静
岡
翔
洋
高
校
）

女
子
無
差
別
級

　
優
勝
　
伊
藤
七
海
（
藤
枝
順
心
高
校
）

団
体
戦
　

平
成
28
年
1
月
24
日
（
日
）

静
岡
県
武
道
館

男
子

　
優
勝
　
静
岡
学
園
高
校

女
子

　
優
勝
　
藤
枝
順
心
高
校

　
以
上
の
選
手
・
学
校
は
全
国
大
会

に
出
場
す
る
。
大
会
日
時
は
男
女
個

人
戦
平
成
28
年
3
月
19
日
（
土
）
男

女
団
体
戦
3
月
20
日
（
日
）
会
場
は

日
本
武
道
館
で
す
。
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新人選手紹介コーナー

新人選手紹介コーナー

今年度もこのコーナーを継続することができた。全国大会で３位までに入賞した若い選手（高校生以下の選手）
を紹介しているコーナーで、今年度は４名の選手が該当した。昨年の９名には及ばないがよく頑張ってくれました。

澤

崎

凛�

さ
ん

（
清
水
町
柔
道
会
）

平
成
27
年
度
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道

大
会
６
年
女
子
45
㎏
超
級
３
位

　
澤
崎
さ
ん
は
昨
年
全
国
大
会
で
優
勝

し
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。
順
調
に
成
長
し
今
年
度
も
紹
介
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
澤
崎
さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
、
昨
年
も
紹
介
し
た
よ
う
に
「
父

と
姉
の
影
響
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
今
回
の
結
果
に
つ
い
て
は
、「
二
連
覇

を
目
標
に
し
て
い
た
だ
け
に
悔
し
い
思

い
を
し
ま
し
た
が
、
次
は
中
学
で
日
本

一
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
非

常
に
前
向
き
で
す
。
残
念
な
が
ら
二
連

覇
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全
国
三

位
は
素
晴
ら
し
い
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
も
書
い
て
く
れ
ま
し
た
が
、
将

来
の
夢
は
「
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
優
勝
」と
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。

　
指
導
者
か
ら
は
「
全
国
大
会
二
年
連

続
で
入
賞
で
き
た
こ
と
は
非
常
に
素
晴

ら
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
非

常
に
努
力
が
で
き
る
子
な
の
で
、
次
の

ス
テ
ー
ジ
で
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。」
と
エ
ー
ル
を
贈
ら
れ
て
い

ま
す
。

杉

山

月

琉�

さ
ん

（
清
水
町
柔
道
会
）

平
成
27
年
度
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道

大
会
６
年
女
子
45
㎏
級
３
位

　
杉
山
さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
「
父
と
母
と
姉
が
柔
道
を
や
っ
て

い
た
か
ら
。」
と
い
う
こ
と
で
、
ま
さ
に

柔
道
一
家
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
入
賞
に
関
し
て
は
「
去
年
は

全
国
大
会
に
出
場
で
き
た
け
れ
ど
、
二

回
戦
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
だ
か

ら
、
今
年
三
位
に
入
賞
で
き
た
こ
と
は

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
で
も
、
ま
だ

ま
だ
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果

に
満
足
せ
ず
、
中
学
で
は
日
本
一
に
な

れ
る
よ
う
に
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い

で
す
。」
着
実
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
目
標
と
し
て
は
「
２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
優
勝
」
と
大
き

な
夢
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
指
導
者
か
ら
は
「
今
回
の
結
果
に
満

足
せ
ず
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
今
回
以

上
の
成
績
を
残
せ
る
よ
う
日
々
努
力
を

し
て
欲
し
い
。」
と
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
着
実
に
進
歩
し
て
い
る
杉
山

さ
ん
で
す
か
ら
中
学
で
は
さ
ら
に
素
晴

ら
し
い
結
果
を
残
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

伊

藤

七

海�

さ
ん

女
子
初
段
（
藤
枝
順
心
高
校
）

平
成
27
年
度
全
国
高
等
学
校
柔
道
大
会

女
子
78
㎏
級
3
位

　
伊
藤
さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
「
何
気
な
く
道
場
を
見
学
に
行
っ

た
時
、
回
転
運
動
が
や
り
た
い
と
思
っ

た
か
ら
」
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
な
か

な
か
面
白
い
き
っ
か
け
で
す
。

　
今
回
の
結
果
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う

に
語
っ
て
い
ま
す
。「
初
め
て
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
で
、
一
戦
一
戦
落
ち
着
い
て

試
合
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
今
回

の
結
果
は
自
信
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、

ま
だ
ま
だ
日
本
一
に
な
る
た
め
に
は
課

題
も
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
の
で
、
今

後
は
一
つ
一
つ
克
服
し
て
い
き
た
い
。」

伊
藤
さ
ん
の
人
柄
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ

う
な
コ
メ
ン
ト
で
す
。

　
今
後
の
目
標
は
ず
ば
り
「
日
本
一
に

な
る
」
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
、
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
顧
問
の
沼
野
先
生
は
「
素
直
な
性
格

で
柔
道
が
好
き
だ
と
い
う
気
持
ち
が
試

合
結
果
に
も
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
の
結
果
に
満
足
せ
ず
努
力
で

き
る
選
手
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。」
と

伊
藤
選
手
に
期
待
を
込
め
て
い
ま
す
。

　
伊
藤
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

谷

川

美

歩�

さ
ん

女
子
初
段
（
藤
枝
順
心
高
校
）

第
37
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大

会
女
子
57
㎏
級
優
勝

　
谷
川
さ
ん
は
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
常
連

で
す
。
今
年
も
し
っ
か
り
と
実
績
を
残

し
て
く
れ
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
ジ
ュ
ニ
ア

国
際
大
会
で
も
女
子
57
ｋ
ｇ
級
で
準
優

勝
し
て
い
ま
す
。

　
優
勝
し
た
こ
と
に
関
す
る
感
想
は「
昨

年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
優
勝
し
た
時
よ

り
も
『
日
本
一
』
に
な
っ
た
ん
だ
と
い

う
実
感
が
大
き
か
っ
た
。
同
時
に
、
た

く
さ
ん
の
人
の
支
え
が
あ
っ
て
の
優
勝

だ
と
改
め
て
感
謝
の
気
持
ち
が
生
ま
れ

た
。」
と
述
べ
て
お
り
、
周
囲
へ
の
心
使

い
が
感
じ
ら
れ
る
コ
メ
ン
ト
で
す
。

　
今
後
の
希
望
は
「
大
学
へ
行
き
、
た

く
さ
ん
の
事
を
学
び
た
い
。
も
っ
と
知

識
を
得
て
体
力
も
付
け
て
柔
道
も
人
間

性
も
成
長
さ
せ
た
い
。
一
つ
一
つ
の
事

を
し
っ
か
り
や
っ
て
結
果
を
出
し
た

い
。」
と
更
な
る
成
長
を
期
待
さ
せ
ま
す
。

　
顧
問
の
沼
野
先
生
か
ら
は
「
指
導
者

に
な
り
21
年
目
で
す
が
、
今
ま
で
指
導
し

て
き
た
選
手
の
中
で
一
番
の
努
力
家
で

す
。
彼
女
の
日
々
の
柔
道
に
対
す
る
姿

勢
を
見
て
、
努
力
と
は
こ
の
よ
う
な
こ

と
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
私
自
身
も
学

ば
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
へ
進
学
し
、
自

分
の
目
標
に
向
か
っ
て
さ
ら
に
頑
張
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。」

と
最
大
の
賛
辞
を
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。
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⑥
道
場
紹
介

日
頃
は
合
同
稽
古
や
試
合
等
、
誠

に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
沼

津
の
友
愛
道
場
で
す
。

昭
和
49
年
、
沼
津
市
西
部
の
愛
鷹

地
区
に
故
久
保
正
太
郎
師
範
が
友
愛

道
場
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。「
柔
道

は
日
本
文
化
の
継
承
の
場
、
人
間
教

育
の
場
で
あ
る
」
と
い
う
信
念
の
も

と
、
稽
古
の
み
な
ら
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
犬
棒
カ
ル
タ
、
百
人
一
首
、

作
文
、
演
劇
等
に
も
か
な
り
の
時
間

を
割
い
て
お
り
、
こ
れ
が
現
在
も
続

く
当
道
場
の
大
き
な
特
色
に
な
っ
て

い
ま
す
。

練
習
は
毎
週
、
月
・
水
・
金
曜
日

の
午
後
6
時
か
ら
8
時
半
、
佐
野
義

幸
師
範
を
中
心
に
30
名
ほ
ど
が
汗
を

流
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
「
少
子

高
齢
化
・
女
性
の
社
会
進
出
」
の
波

が
道
場
に
も
押
し
寄
せ
て
お
り
ま
す
。

小
学
生
児
童
の
減
少
に
頭
を
悩
ま
せ

る
一
方
で
、「
黒
帯
お
母
さ
ん
」
の

人
数
は
増
加
し
て
お
り
、
団
体
戦
も

3
チ
ー
ム
組
め
る
勢
い
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
も
新
し
い
特
色
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

今
後
と
も
友
愛
道
場
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

⑥
道
場
紹
介

昭
和
3
年
に
接
骨
院
と
道
場
を
開

設
し
た
吉
野
幾
太
郎
4
段
が
青
少
年

を
集
め
て
指
導
し
た
の
が
始
ま
り
で

す
。昭

和
22
年
頃
吉
原
町
の
精
致
館
を

借
り
受
け
稽
古
を
始
め
た
の
が
吉
原

柔
道
倶
楽
部
の
発
足
の
基
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
26
年
に
富
士

市
本
市
場
に
お
い
て
30
畳
敷
き
の
道

場
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
富

士
柔
道
会
の
発
足
の
礎
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、昭
和
44
年
、そ
れ
ま
で
別
々

に
活
動
し
て
い
た
吉
原
柔
道
倶
楽
部

と
富
士
柔
道
会
が
合
併
の
運
び
と
な

り
、
新
た
に
『
富
士
市
柔
道
会
』
と

改
名
し
、
会
長
に
中
村
新
吾
氏
が
就

任
し
、
吉
原
・
富
士
道
場
が
別
々
な

た
め
、
吉
原
道
場
に
高
田
徹
（
現
7

段
）
富
士
道
場
に
風
岡
儀
一
（
現
7

段
）
を
配
し
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
吉
原
道
場
が
月
・
水
・

金
で
富
士
道
場
が
火
・
木
・
土
の
午

後
6
時
半
か
ら
9
時
ま
で
小
・
中
・

高
校
生
や
実
業
団
を
含
め
た
一
般
の

選
手
が
稽
古
を
重
ね
、
盛
ん
に
汗
を

流
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
20
年
の
全
国
少
年
柔

道
大
会
に
は
初
出
場
な
が
ら
5
位
入

賞
を
果
た
し
、
一
般
も
県
の
柔
道
祭

で
数
回
優
勝
す
る
な
ど
好
成
績
を
あ

げ
て
い
ま
す
。

な
お
、
全
日
本
柔
道
選
手
権
に
当

会
よ
り
3
人
の
選
手
を
輩
出
し
た
こ

と
は
特
筆
す
べ
き
事
と
思
っ
て
い
ま

す
。

⑥
道
場
紹
介

藤
枝
柔
道
倶
楽
部
は
、
昨
年
創
設

60
周
年
を
迎
え
た
歴
史
あ
る
倶
楽
部

で
す
。

水
嶋
武
雄
会
長
を
中
心
に
、
幼
稚

園
か
ら
一
般
ま
で
約
60
名
が
集
い
、

週
3
日
（
火
・
木
・
土
）
藤
枝
市
武

道
館
に
て
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
月
に
1
度
、
近
隣
の
国
士

塾
や
柔
好
会
と
合
同
練
習
を
開
催
し

て
お
り
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
競
技

力
向
上
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
鈴
木
英
彦
副
会
長
の

人
脈
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ー
ル
柔
道

ク
ラ
ブ
の
16
名
も
来
藤
し
、
柔
道
を

通
じ
て
友
好
関
係
を
深
め
ま
し
た
。

今
後
も
「
礼
節
」
を
一
番
に
重
ん

じ
、
中
学
、
高
校
、
大
学
、
社
会
人

と
柔
道
を
続
け
る
選
手
が
一
人
で
も

多
く
育
つ
よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
　

藤枝柔道倶楽部
②藤枝市武道館

〒426-0034
藤枝市駅前3-21-1

③〒426-0061
藤枝市田沼1-1-15-903
054-637-3933

④水嶋武雄
⑤児童4名、小学生30名、

中学生12名、高校生4
名、社会人15名

富士市柔道会
②〒４１７-００４１  吉原道場
　富士市御幸町８-１
〒４１６-０８０１  富士道場
　富士市本市場２８０
③〒４１７-０８０１
　富士市大淵４０５-２５
　電話 090-2189-5122
④小笠原　淳
⑤児童２人、小学生２５人、

中学生８人、高校生３人、
大学・社会人３２人

道
場
紹
介

ど
う
じ
ょ
う

し
ょ
う
か
い

県
内
各
地
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
「
道
場
」
を
各
地
区
２
道
場
ず
つ
紹
介
し
ま
す
。

①名称
②住所（練習場所）
③連絡先
④代表者氏名
⑤所属人数

友愛道場
②沼津市東原５０－７
③〒４１０－０３０３

沼津市西椎路１６４－１　
ゆうあいクリニック
055－969－2777

④佐野義幸
⑤児童１２人、小学生２１人、

中学生１１人、
　大学・社会人７人

− 176 − − 177 −
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し
て
い
ま
す
。
練
習
は
火
曜
日
と
金

曜
日
の
週
2
回
、
午
後
7
時
よ
り
9

時
ま
で
小
学
生
を
中
心
に
指
導
、
稽

古
を
し
て
お
り
ま
す
。

当
団
で
は
礼
儀
と
怪
我
を
し
な

い
・
さ
せ
な
い
為
の
基
本
で
あ
る
、

受
け
身
・
動
作
を
重
点
的
に
指
導
し

て
い
ま
す
。
特
に
小
学
生
低
学
年
以

下
で
は
集
中
力
も
持
続
せ
ず
大
変
で

す
が
根
気
強
く
、
時
に
は
厳
し
く
時

に
は
楽
し
く
と
変
化
に
富
ん
だ
活
動

を
心
が
け
て
い
ま
す
。

少
子
化
の
影
響
か
、
団
員
数
も
十

名
前
後
と
少
人
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、

卒
団
生
は
上
級
学
校
で
も
優
秀
な
成

績
を
収
め
て
お
り
ま
す
。
指
導
対
象

と
し
て
は
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
年
齢

問
わ
ず
大
歓
迎
で
す
。
実
際
に
高
校

生
、
大
人
も
一
緒
に
稽
古
し
て
お
り

ま
す
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
一
度
見

学
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥
道
場
紹
介

永
年
、
掛
川
城
下
町
に
育
ま
れ
た

「
尚
武
の
精
神
」
で
、
昭
和
14
年
に

地
域
の
柔
道
愛
好
家
た
ち
が
集
ま
り
、

掛
川
警
察
署
道
場
に
て
故
渡
辺
富
士

松
先
生
を
中
心
と
し
て
『
掛
川
尚
武

⑥
道
場
紹
介

昭
和
52
年
に
旧
大
井
川
町
立
大
井

川
中
学
校
（
現
焼
津
市
立
大
井
川
中

学
校
）
の
柔
道
場
を
借
り
、
現
団
長

等
柔
道
経
験
者
が
中
心
と
な
り
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

旧
焼
津
市
に
は
以
前
か
ら
小
学
生
対

象
の
道
場
が
あ
り
ま
し
た
が
、
旧
大

井
川
町
に
も
す
そ
野
を
広
げ
る
べ
く

御
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
時
の
大
井
川
中
学
校
の
道
場
は

プ
レ
ハ
ブ
建
て
で
し
た
が
、
現
在
で

は
旧
大
井
川
地
区
の
立
派
な
大
井
川

体
育
館
2
階
柔
道
場
を
練
習
場
所
と

会
』
が
設

立
さ
れ
ま

し
た
。

戦
後
、

掛
川
市
城

内
『
北
の

丸
』
の
一

部
を
お
借

り
し
て
道

場
を
再
開

し
ま
し
た
。

そ
し
て
、

昭
和
24
年

4
月
「
掛

川
柔
道
倶

楽
部
錬
誠

館
」
と
し

て
現
在
の

名
前
で
発

足
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
平
成
17
年
4
月
に
掛

川
市
倉
真
に
道
場
を
移
転
し
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

普
段
の
練
習
は
、
少
子
化
の
影
響

も
あ
り
な
か
な
か
部
員
が
集
ま
ら
な

い
昨
今
で
す
が
、
小
学
生
・
中
学
生
・

高
校
生
・
社
会
人
週
3
回
、
火
曜
日
・

木
曜
日
・
土
曜
日
の
午
後
7
時
か
ら

9
時
（
小
学
生
）、
中
学
生
以
上
は

午
後
9
時
30
分
ま
で
稽
古
を
し
て
い

ま
す
。

　
嘉
納
治
五
郎
師
範
の
柔
道
精
神

を
基
に
、「
心
・
技
・
体
」
の
鍛
錬

を
念
頭
に
、
児
童
か
ら
高
齢
者
ま
で

熱
心
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
柔
道
を

通
じ
て
、
礼
儀
作
法
、
人
を
思
い
や

る
心
、
我
慢
す
る
心
、
病
気
や
怪
我

に
強
い
体
を
作
り
、
基
本
に
忠
実
で

「
立
っ
て
よ
し
、
寝
て
よ
し
」
の
柔

道
を
目
指
し
て
練
習
を
続
け
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
見
学
に

来
て
く
だ
さ
い
。

⑥
道
場
紹
介
　

浜
松
市
東
区
に
あ
る
武
道
具
店

「
武
興
」
の
カ
ウ
ン
タ
ー
奥
に
は
道

場
に
つ
な
が
る
扉
が
あ
り
ま
す
。
毎

週
火
曜
日
と
土
曜
日
の
2
回
、
午
後

6
時
を
過
ぎ
る
と
子
供
た
ち
の
元
気

な
挨
拶
と
笑
い
声
が
聞
こ
え
ま
す
。

午
後
7
時
に
稽
古
が
始
ま
る
ま
で
は
、

掃
き
掃
除
さ
え
済
ま
せ
て
し
ま
え
ば
、

た
く
さ
ん
の
ボ
ー
ル
や
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
で
遊
ん
で
構
わ
な
い
の
で

す
。午

後
7
時
に
な
る
と
リ
ー
ダ
ー
の

号
令
で
「
遊
び
の
時
間
」
が
終
了
し

稽
古
が
始
ま
り
ま
す
。
柔
道
特
有
の

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
に
始
ま
り
、

腕
立
て
伏
せ
や
腹
筋
・
馬
跳
び
く
ぐ

り
な
ど
の
補
強
運
動
や
、
道
場
に
備

え
付
け
て
あ
る
ロ
ー
プ
登
り
、
体
幹

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
行
い
、
小
学

生
も
中
学
生
も
、
前
半
の
1
時
間
で

い
っ
ぱ
い
の
汗
を
か
き
ま
す
。

後
半
は
柔
道
の
時
間
に
な
り
ま
す
。

打
ち
込
み
、
乱
取
り
、
投
げ
込
み
、

技
の
研
究
な
ど
、
こ
の
時
間
は
真
剣

な
表
情
に
変
わ
り
、
受
け
も
取
り
も

大
き
な
掛
け
声
で
気
合
を
込
め
ま
す
。

「
勝
ち
負
け
よ
り
も
一
生
懸
命
」
が

私
た
ち
の
道
場
の
指
導
方
針
で
す
。

稽
古
の
最
後
は
道
場
の
掃
除
で
す
。

雑
巾
で
畳
を
ピ
カ
ピ
カ
に
拭
い
て
終

わ
り
ま
す
。
お
か
げ
で
10
年
以
上

使
っ
て
い
る
と
思
え
な
い
ほ
ど
き
れ

い
な
道
場
で
す
。
道
場
出
入
り
時
の

挨
拶
や
練
習
中
の
礼
法
は
、
間
違
っ

た
り
元
気
が
無
か
っ
た
り
す
る
と
何

回
で
も
や
り
直
し
を
さ
せ
ま
す
。
清

掃
も
挨
拶
も
、
道
場
・
稽
古
相
手
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
の
表
れ
と
考
え
て

い
る
か
ら
で
す
。

『
柔
道
は
人
間
道
』
こ
れ
が
私
ど

も
の
道
場
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

大井川柔道スポーツ少年団
②焼津市中島1183
大井川体育館

③〒421－0216
焼津市相川476－1
054－622-4176

④石田明志
⑤児童２人、小学生７人、中
学生０人、高校生１人、社
会人10人

養神館植松道場
②浜松市東区植松町1472－4
武興浜松店内
③〒430-0803
浜松市東区植松町1472－4
武興浜松店内
053－464-1011（武興）日祝定休

④大畑三津子
⑤児童０人、小学生14人、中学
生４人、大学・社会人２人

掛川柔道倶楽部錬誠館
②〒436－0341
掛川市倉真565－3

③〒436－0079
掛川市掛川1035－6
0537－24－3777

④中村芳正
⑤児童2人、小学生17人、
中学生３人、高校生４人、
大学・社会人１７人

− 176 − − 177 −
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殿
岡
崇
廉
　
六
段

　
富
士
市
柔
道
会
会
長
、
殿
岡
崇
廉

六
段
は
、
平
成
二
十
七
年
十
二
月
三

日
、
享
年
六
十
三
歳
を
も
っ
て
御
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
御

報
告
申
し
上
げ
、
先
生
の
御
冥
福
を
、

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　「
家
族
や
友
達
と
一
緒
に
柔
道
を

楽
し
も
う
!!
」
を
合
言
葉
に
、
11
月

3
日
（
火
）
文
化
の
日
に
市
立
沼
津

高
校
柔
道
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
、「
エ
ア
ロ
ビ
柔
道
」
と
「
護
身

術
」、参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
礼

法
と
受
け
身
の
コ
ン
テ
ス
ト
」と「
レ

デ
ィ
ー
ス
柔
道
大
会
」
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
当
日
は
親
子
3
代
で

の
参
加
も
多
く
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

１
　
エ
ア
ロ
ビ
柔
道

　
永
年
東
部
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る

「
エ
ア
ロ
ビ
柔
道
」
で
す
。
小
林
準

一
先
生
が
指
導
さ
れ
、
約
30
分
間
楽

し
く
汗
を
か
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
殿
岡
先
生
は
、
元
吉
原
中
学
入
学

と
同
時
に
柔
道
部
に
入
部
、
そ
の
恵

ま
れ
た
体
格
か
ら
繰
り
出
す
払
い
腰

を
武
器
に
、
め
き
め
き
と
頭
角
を
現

し
、
各
種
大
会
で
活
躍
。
鳴
り
物
入

り
で
日
大
三
島
高
校
に
入
学
。
日
大

三
島
高
校
で
も
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て

各
種
大
会
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
家
業
を
継
ぐ
べ
く
日
大
生
産

工
学
部
に
進
学
し
、
学
部
の
柔
道
部

に
所
属
し
ま
し
た
。

　
卒
業
と
同
時
に
富
士
市
柔
道
会
に

入
会
。
理
事
、
理
事
長
を
経
て
平
成

十
一
年
よ
り
会
長
に
就
任
、
そ
の
重

責
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

東
部
地
区
理
事
・
県
理
事
・
柔
道
場

連
盟
副
会
長
な
ど
各
団
体
の
重
鎮
と

し
て
静
岡
県
の
柔
道
界
を
支
え
て
き

た
こ
と
は
、
周
知
の
通
り
で
す
。

　
先
生
は
、
温
厚
な
性
格
で
誰
か
ら

も
好
意
と
信
望
を
集
め
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
多
く
の
方
々
か

ら
慕
わ
れ
た
先
生
の
柔
道
を
愛
す
る

御
意
志
を
大
切
に
し
、
こ
れ
か
ら
も

柔
道
発
展
の
た
め
の
努
力
を
お
誓
い

し
、
も
う
一
度
御
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

 

合
掌

（
東
部
地
区
幹
事
長

 

髙
田
　
和
夫
）

訃

　報

　
今
年
も
「
柔
道
し
ず
お
か
（
第
19

号
）
」
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
感
想
な
ど
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
久
し
ぶ
り
に
成
年
女
子

チ
ー
ム
が
国
体
の
本
大
会
に
出
場
す

る
こ
と
が
で
き
、
東
京
大
会
の
再
現

を
期
待
し
ま
し
た
が
残
念
な
結
果
で

し
た
。
成
年
男
子
チ
ー
ム
も
惜
し
い

試
合
で
し
た
。
少
年
男
子
・
女
子

チ
ー
ム
の
本
大
会
出
場
と
と
も
に
、

次
の
岩
手
大
会
で
の
活
躍
を
期
待
し

ま
し
ょ
う
。

　
野
田
体
制
に
移
行
し
て
２
年
目
に

入
り
、
落
ち
着
い
た
一
年
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
新
し
い
体
制
が
ス
タ
ー

ト
し
、
多
方
面
で
機
構
改
革
を
行
っ

て
お
り
、
各
分
野
で
そ
の
成
果
が
出

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
東
部
地
区
の
柔
道
普
及
に
関
す
る

新
し
い
試
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。
従

来
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
エ
ア
ロ
ビ

柔
道
」
を
中
心
に
試
合
や
護
身
術
、

受
け
身
の
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
中
部
地
区
、

西
部
地
区
も
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み

を
続
け
て
い
ま
す
。
柔
道
普
及
に
役

立
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

柔
道
し
ず
お
か
編
集
担
当

宮
﨑
貞
夫

編

集

後

記

参
加
者
は
１
２
５
名
（
女
性

87
名
、
男
性
28
名
、
最
高
齢

者
女
性
77
歳
、
最
年
少
者
女

子
2
歳
）
で
し
た
。

２
　
礼
法
と
受
け
身
コ
ン
テ
ス
ト

　
立
礼
、
座
礼
、
後
方
受
け
身
、
演

技
構
成
の
4
項
目
を
実
施
し
て
い
た

だ
き
、
3
人
の
審
査
員
に
よ
っ
て
採

点
し
評
価
を
し
ま
し
た
。

３
　
レ
デ
ィ
ー
ス
柔
道
大
会

　
試
合
時
間
2
分
、
引
き
分
け
の
場

合
は
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
勝
敗
を
決
め
る

こ
と
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
初
心

者
コ
ー
ス
、
経
験
者
コ
ー
ス
、
昔
経

験
者
コ
ー
ス
の
3
つ
の
コ
ー
ス
に
分

け
て
行
い
、
参
加
人
数
は
多
く
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
元
気
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

４
　
護
身
術
教
室

　
東
海
柔
道
連
合
会
会
長
の
高
田
勝

之
先
生
の
御
指
導
で
、
講
道
館
護
身

術
の
一
部
と
、
現
実
に
起
こ
り
う
る

場
面
を
想
定
し
て
の
身
の
守
り
方
を

学
び
ま
し
た
。高
田
先
生
か
ら
は「
危

な
い
場
面
は
先
ず
逃
げ
る
」
と
い
う

心
構
え
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
教

え
ら
れ
実
戦
的
な
動
き
を
学
び
ま
し

た
。

　
な
お
、
当
日
は
託
児
所
キ
ッ
ズ

ル
ー
ム
『
遊
笑
（
ゆ
う
し
ょ
う
）』

を
開
設
し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
、
3
名
の
保
育
士
が
18
名
の
お
世

話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
家
族
や
所
属
道
場
・
学
校
の
友
人

と
楽
し
む
こ
と
を
最
優
先
に
し
た
柔

道
普
及
の
試
み
で
、
大
会
委
員
長
の

み
ん
な
で
柔
道
２
０
１
５

静
岡
東
部
大
会
開
催

み
ん
な
で
柔
道
２
０
１
５

静
岡
東
部
大
会
開
催

根
木
谷
先
生
は
「
母
親
が
参
加
し
や

す
く
な
る
よ
う
託
児
所
を
開
設
し
た

世
界
初
の
大
会
で
あ
る
」
と
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

− 178 − − 179 −



第
20
号

平成 29 年３月　静岡県柔道協会発行

事務局　〒431 −3114　浜松市東区積志町 1503　伊藤武治
TEL　090-1473-4136　FAX　053-589-3000
http://www.geocities.jp/shizuokajudo/

　
平
成
二
十
六
年
四
月
よ
り
髙
田
勝
之

先
生
の
後
任
と
し
て
東
部
地
区
幹
事
長

に
推
挙
さ
れ
、
早
三
年
が
経
と
う
と
し

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
無
事
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た

の
は
、
特
に
東
部
の
役
員
の
方
々
の
支

え
と
柔
道
協
会
す
べ
て
の
皆
様
の
お
か

げ
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

県
柔
協
の
こ
と

　
平
成
二
十
六
年
四
月
よ
り
野
田
会
長

の
体
制
に
な
り
、
協
会
の
組
織
改
革
と

役
員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で

の
協
会
が
永
く
続
け
て
き
た
組
織
・
運

営
方
法
な
ど
を
刷
新
し
た
も
の
で
、
な

ん
と
な
く
違
和
感
を
持
た
れ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
平
成
二
十
九
年
か
ら
こ
の
組
織
の
二

期
目
に
入
り
、
ま
だ
ま
だ
新
し
い
組
織

作
り
が
続
き
ま
す
。
皆
様
の
意
見
が
反

映
さ
れ
る
よ
う
な
組
織
で
あ
り
た
い
し
、

そ
れ
を
皆
様
が
望
ん
で
い
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
皆
様
と
一
緒
に
努
力
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

リ
オ
五
輪
か
ら
思
う
こ
と

　
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
日
本
選

手
が
大
活
躍
し
、
今
ま
で
の
メ
ダ
ル

獲
得
数
を
更
新
し
た
大
会
で
し
た
。
特

に
大
野
将
平
選
手
（
73
㎏
）
の
決
勝
で
、

じ
っ
と
一
点
を
見
つ
め
優
勝
を
噛
み
締

め
て
い
る
姿
に
「
日
本
柔
道
の
美
し
さ

と
謙
虚
さ
」、
を
見
た
の
は
私
だ
け
で

し
ょ
う
か
。

　
他
競
技
で
は
、
銅
メ
ダ
ル
で
も
高
く

評
価
さ
れ
、
日
の
丸
を
背
負
っ
て
ウ
イ

ニ
ン
グ
ラ
ン
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け

る
姿
を
テ
レ
ビ
で
見
ま
す
。
と
こ
ろ
が

金
メ
ダ
ル
を
取
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

柔
道
で
は
、マ
ス
コ
ミ
が
特
集
し
、人
々

も
そ
れ
に
よ
り
更
に
期
待
を
高
め
て
い

き
ま
す
。
そ
ん
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中

で
選
手
は
戦
い
、
優
勝
し
な
い
と
ま
る

で
ダ
メ
人
間
の
よ
う
に
見
ら
れ
、
す
ば

ら
し
い
銅
な
の
に
泣
き
な
が
ら
「
す
い

ま
せ
ん
。」
と
謝
る
選
手
が
い
ま
し
た
。

今
は
、
決
勝
に
行
け
な
く
て
も
銅
メ
ダ

ル
を
取
る
た
め
貪
欲
に
執
念
の
戦
い
を

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
メ
ダ
ル
奪
取

の
た
め
に
プ
ラ
イ
ド
と
責
任
を
持
つ
こ

と
を
選
手
も
ス
タ
ッ
フ
も
理
解
す
る
よ

う
に
な
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
ひ
た
む
き
に
金
メ
ダ
ル
を
取
り
に

行
く
柔
道
選
手
の
姿
を
見
て
、
人
々
は

「
畏
敬
の
念
」
を
抱
い
て
く
れ
る
の
だ

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

柔
道
人
口
減
少
の
こ
と

　
い
ろ
い
ろ
な
大
会
の
参
加
選
手
が

年
々
減
少
し
て
お
り
、
そ
の
減
少
に
歯

止
め
が
効
き
ま
せ
ん
。
柔
道
人
口
の

減
少
に
更
に
追
い
打
ち
を
か
け
た
の

が
、
度
重
な
る
全
柔
連
の
失
態
、
そ
れ

と
毎
年
お
き
る
重
大
な
事
故
や
死
亡
事

故
な
ど
で
す
。「
柔
道
は
危
険
な
も
の
」

と
し
て
社
会
か
ら
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
、

少
子
化
の
社
会
の
中
で
危
険
な
ス
ポ
ー

ツ
か
ら
我
が
子
を
遠
ざ
け
た
い
保
護
者

は
、「
教
育
と
し
て
の
柔
道
」
の
位
置

づ
け
よ
り
も
危
険
回
避
を
選
択
す
る
の

で
す
。

　
指
導
者
は
、
あ
ら
ゆ
る
知
識
を
も
っ

て
怪
我
か
ら
の
回
避
を
最
優
先
に
す
べ

き
で
す
。
そ
う
い
う
意
識
で
指
導
に
臨

ん
で
い
れ
ば
、
怪
我
が
出
た
と
し
て
も
、

そ
の
時
は
最
小
限
で
済
む
は
ず
で
す
。

　
柔
道
が
安
全
な
も
の
で
あ
る
と
の

認
識
を
社
会
に
植
え
付
け
な
け
れ
ば
、

せ
っ
か
く
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
他
の
大
会

な
ど
で
社
会
的
評
価
を
得
て
も
柔
道
人

口
増
加
に
は
繋
が
ら
な
い
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
減
少
の
理
由
は
、
柔
道

人
口
を
支
え
る
少
年
達
の
減
少
で
す
。

柔
道
は
、
少
年
達
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ー

な
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
指
導
者
は
、

旧
態
依
然
の
「
去
る
者
は
追
わ
ず
、
来

る
者
は
拒
ま
ず
。」
式
な
道
場
運
営
を

し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
と
同
時
に
、
せ
っ
か
く
柔
道
を

や
っ
て
く
れ
て
い
る
子
供
達
に
、
勝
つ

こ
と
だ
け
を
指
導
し
て
、
本
来
教
え
る

べ
き
礼
節
や
品
格
を
お
ろ
そ
か
に
し
て

い
る
所
が
多
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
厳
し
さ
ば
か
り
で
は
、
子
供
は
嫌
気

が
さ
し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
止

め
て
し
ま
い
ま
す
。
も
っ
と
も
っ
と
遊

ば
せ
な
が
ら
柔
道
の
本
質
を
教
え
、
自

然
発
生
的
に
柔
道
が
強
く
な
り
た
い
と

思
う
時
期
ま
で
待
つ
こ
と
の
大
事
さ
を

知
る
べ
き
で
す
。

　
柔
道
を
支
え
て
い
る
の
は
、
実
は
道

場
の
先
生
方
（
指
導
者
）
で
す
。
そ
し

て
、
柔
道
人
口
の
増
減
の
鍵
を
握
る
の

も
道
場
の
先
生
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
道
場
運
営
・
練
習
内
容
な
ど
意
識

改
革
を
し
、
も
う
一
度
見
直
す
こ
と
で

子
供
達
の
増
加
に
繋
が
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
協
会
と
し
て
も
、
私
た
ち
に
で
き
る

勧
誘
の
方
法
（
新
聞
掲
載
・
勧
誘
ポ
ス

タ
ー
の
店
頭
へ
の
貼
付
依
頼
な
ど
）
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
と
思
い

ま
す
。

　
以
上
、
取
り
留
め
の
な
い
雑
感
と
し

て
、
御
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。

　
最
後
に
、
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
も
っ

て
静
岡
県
柔
道
協
会
が
更
に
発
展
し
て

い
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
巻
頭
言
】

「
雑

　感
」

静
岡
県
柔
道
協
会
副
会
長
　
八
段
　
髙
　
田
　
和
　
夫
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第
71
回
国
民
体
育
大
会
柔
道
競
技

は
、
平
成
28
年
10
月
８
日
か
ら
10
日

ま
で
の
間
、
岩
手
県
久
慈
市
久
慈
市

民
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
で
は
、
成
年

女
子
が
優
勝
し
て
出
場
枠
を
獲
得
す

る
こ
と
が
で
き
、
昨
年
同
様
、
成
年

男
子
・
成
年
女
子
の
２
チ
ー
ム
の
出

場
と
な
り
ま
し
た
。

成
年
男
子

　
今
回
の
成
年
男
子
は
、
実
績
の
あ

る
県
警
三
選
手
に
強
豪
大
学
で
主
軸

と
し
て
活
躍
す
る
山
田
選
手
・
小
林

選
手
の
二
名
を
加
え
た
五
名
で
平
均

年
齢
24
歳
の
若
い
チ
ー
ム
構
成
と
な

り
ま
し
た
。

　
昨
年
の
和
歌
山
国
体
を
教
訓
に
選

手
に
は
先
の
こ
と
は
考
え
ず
、
初
戦

の
岡
山
戦
に
集
中
し
て「
初
戦
突
破
」

を
目
標
に
置
き
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

静
岡
県
２

－

②
岡
山
県

先
鋒
　
小
林
大
貴
（
中
央
大
学
）
Ⓚ

－

守
安
大
介
（
岡
山
県
警
察
）

　
こ
こ
で
何
と
し
て
も
一
勝
を
掴
み

と
る
こ
と
が
戦
略
で
あ
っ
た
。
小
林
、

喧
嘩
四
つ
と
引
手
が
取
れ
な
い
中
、

背
負
投
を
中
心
に
果
敢
に
攻
め
続
け
、

残
り
時
間
50
秒
に
指
導
①
（
偽
装
攻

撃
）、
ラ
ス
ト
20
秒
に
指
導
②
（
消

極
的
）
を
奪
い
見
事
勝
利
し
チ
ー
ム

に
勢
い
を
呼
び
込
ん
だ
。

次
鋒
　
大
木
恭
介
（
県
警
）

－

○
山

﨑
奨
太
（
三
菱
化
学
）

　
先
鋒
が
勝
利
し
勢
い
に
乗
る
と
思

わ
れ
た
が
大
木
の
動
き
が
硬
い
。
開

始
30
秒
、
大
木
が
内
股
を
掛
け
て
潰

れ
た
と
こ
ろ
を
十
字
固
か
ら
上
四
方

固
に
変
化
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
抑
え
込

ま
れ
、
ま
さ
か
の
一
本
負
け
と
静
岡

に
と
っ
て
手
痛
い
一
敗
と
な
っ
た
。

中
堅
　
山
田
知
輝（
帝
京
科
学
大
学
）

－

○
安
達
健
太
（
東
海
大
学
）

　
続
く
、
山
田
は
、
開
始
早
々
に
指

導
①（
片
襟
）を
も
ら
う
。
試
合
中
盤
、

山
田
は
、
奥
襟
を
取
り
た
い
が
な
か

な
か
取
ら
し
て
も
ら
え
な
い
中
、
強

引
に
片
襟
か
ら
大
外
刈
を
掛
け
、
相

手
が
裏
投
げ
に
返
そ
う
と
し
た
と
こ

ろ
を
、
山
田
、
さ
ら
に
大
内
刈
で
切

返
し
技
有
を
先
取
す
る
。こ
こ
で「
合

議
」
試
合
が
一
時
中
断
、
山
田
の
掛

け
た
大
内
刈
が
一
本
で
は
な
い
か
と

審
議
、
ビ
デ
オ
確
認
を
す
る
が
判
定

は
覆
ら
ず
技
有
、
残
り
試
合
時
間
２

分
で
再
開
と
な
る
。

　
山
田
、
奥
襟
を
取
ろ
う
と
半
身
に

な
っ
た
と
こ
ろ
を
強
引
に
潰
さ
れ
寝

技
に
持
ち
込
ま
れ
肩
固
に
変
化
し
抑

え
込
ま
れ
逆
転
負
け
と
な
る
。

　
２
対
１
と
岡
山
県
リ
ー
ド
、
副
将

戦
を
絶
対
に
勝
利
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
に
追
込
ま
れ
た
。

副
将
　
滝
川
英
克
（
県
警
）
×
都
築

上
志
（
岡
山
商
科
大
学
）

　
副
将
戦
、
滝
川
が
勝
た
な
け
れ
ば

敗
戦
が
決
ま
る
試
合
と
な
っ
た
。

　
開
始
１
分
、
相
手
が
前
に
出
て
き

た
と
こ
ろ
真
直
ぐ
下
が
っ
て
し
ま
い

指
導
①
（
場
外
）
を
も
ら
う
。

　
相
手
選
手
も
引
分
以
上
で
チ
ー
ム

が
勝
利
す
る
た
め
、
な
か
な
か
組
み

合
わ
ず
攻
め
て
来
な
い
。

　
中
盤
、
滝
川
、
両
襟
か
ら
内
股
を

繰
出
し
攻
め
指
導
①
（
消
極
的
）
を

取
り
返
す
。
そ
の
流
れ
で
後
半
攻
め

続
け
る
と
思
わ
れ
た
が
、
逆
に
慎
重

に
な
り
技
が
出
ず
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
と

な
り
、
静
岡
の
初
戦
敗
退
が
決
ま
っ

た
。

大
将
　
増
田
圭
省
（
県
警
）
○

－

美

濃
大
将
（
岡
山
商
科
大
学
）

　
こ
の
時
点
で
静
岡
の
敗
戦
が
決
定

し
た
が
、
増
田
が
意
地
を
見
せ
て
く

れ
た
。

　
相
手
選
手
が
な
か
な
か
組
ん
で
こ

な
い
中
、
増
田
、
片
襟
か
ら
左
右
の

背
負
投
を
繰
出
し
主
導
権
を
握
る
。

残
り
試
合
時
間
２
分
30
秒
、
相
手
が

奥
襟
を
取
り
に
来
た
と
こ
ろ
を
強
引

に
裏
投
げ
に
切
返
し
一
本
勝
ち
。
静

岡
の
意
地
を
見
せ
て
く
れ
た
。

　
先
鋒
戦
で
勝
利
し
た
も
の
の
次
鋒

戦
以
降
の
選
手
が
実
力
を
出
し
切
れ

ず
、
チ
ー
ム
に
流
れ
を
持
っ
て
来
る

こ
と
が
出
来
ず
に
敗
戦
し
て
し
ま
っ

た
と
言
う
の
が
実
感
で
す
。

　
団
体
戦
の
鉄
則
は
「
負
け
な
い
こ

と
」。
そ
れ
ぞ
れ
の
粘
り
・
頑
張
り
が
、

次
の
選
手
に
気
持
ち
が
移
り
、
チ
ー

ム
に
活
気
・
良
い
流
れ
が
生
ま
れ
勝

利
に
繋
が
る
と
思
う
。

　
団
体
戦
で
、
個
人
戦
の
様
な
勝
つ

か
負
け
る
か
の
一
発
勝
負
を
し
て
い

て
は
チ
ー
ム
は
勝
ち
上
れ
ま
せ
ん
。

第
71
回

国
民
体
育
大
会
柔
道
競
技 

報
告

岩手国体スタッフ
強化部長 石 川　 裕 章 石川接骨院

総監督 古 川　 隆 士 古川管財（株）

トレーナー 赤 池　　 理 アカイケ鍼灸接骨院

成年男子
監督 根 本　 哲 郎 静岡県警察

先鋒（60kg 級以下） 小 林　 大 貴 中央大学

次鋒（73kg 級以下） 大 木　 恭 介 静岡県警察

中堅（90kg 級以下） 山 田　 知 輝 帝京科学大学

副将（90kg 超級） 滝 川　 英 克 静岡県警察

大将（無差別） 増 田　 圭 省 静岡県警察

成年女子
監督 渡 辺　 達 也 静岡県警察

先鋒（52kg 級以下） 金 田　 結 花 ＶＩＬＬＡＧＥ

中堅（70kg 級以下） 村山のどか 筑波大学

大将（無差別） 村 瀬　 晴 香 ヤックス

− 180 − − 181 −
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同
じ
大
学
の
選
手
同
士
と
い
う
こ
と

で
手
の
内
を
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
技
を
掛
け
る
も
う
ま
く
か
わ
さ
れ

膠
着
状
態
の
ま
ま
試
合
終
了
し
、
引

き
分
け
。

　
大
将（
無
差
別
）の
村
瀬
晴
香（
千

葉
薬
品
）
の
相
手
は
、
筑
波
大
学
の

主
力
選
手
で
あ
る
が
そ
れ
に
臆
せ
ず

積
極
的
に
攻
め
る
も
技
を
不
用
意
に

受
け
て
し
ま
い
そ
の
ま
ま
崩
上
四
方

固
で
抑
え
ら
れ
一
本
負
け
。

　
チ
ー
ム
は
、
０
対
２
で
敗
退
。
茨

城
県
は
、
そ
の
ま
ま
勝
ち
上
が
り
十

年
ぶ
り
８
度
目
の
優
勝
と
な
っ
た
。

　
自
分
の
力
を
出
し
切
れ
ば
勝
っ
て

い
た
試
合
も
あ
っ
た
だ
け
に
自
分
の

柔
道
を
出
し
切
る
強
い
精
神
力
と
勝

負
へ
の
こ
だ
わ
り
と
い
う
も
の
が
足

り
な
か
っ
た
の
で
は
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　
来
年
度
は
、
成
年
女
子
と
少
年
女

子
が
統
合
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
更
に
精
進
を
重
ね

最
強
・
最
高
の
チ
ー
ム
作
り
に
励
み

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
関
係
各
位
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
平
成
29
年
の
活
躍
を
誓

い
、
大
会
結
果
の
報
告
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
文
責
　
静
岡
県
警
察
　
渡
邉
達
也
）

第
37
回
国
体

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

平
成
28
年
8
月
21
日
（
日
）
愛
知
県
名
古
屋
市

少
年
男
子

監
　
督
　
小
柳
津
敬
博 

（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
教
諭
）

コ
ー
チ
　
渡
部
直
樹 

（
静
岡
学
園
高
校
教
諭
）

先
　
鋒
　
岡
本
龍
司 

（
静
岡
学
園
高
校
）

次
　
鋒
　
渋
谷
恭
英 

（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

中
　
堅
　
佐
藤
威
基 

（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

副
　
将
　
米
山
竜
平 

（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

大
　
将
　
川
井
康
平 

（
静
岡
学
園
高
校
）

補
　
欠
　
高
木
一
石 

（
湖
西
高
校
）

成
年
女
子

監
　
督
　
渡
辺
達
也 

（
静
岡
県
警
察
）

先
　
鋒
　
金
田
結
花 

（
Ｖ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｇ
Ｅ
）

中
　
堅
　
村
山
の
ど
か 

（
筑
波
大
学
）

大
　
将
　
村
瀬
晴
香 

（
ヤ
ッ
ク
ス
）

少
年
女
子

監
　
督
　
渡
部
直
樹 

（
静
岡
学
園
高
校
）

コ
ー
チ
　
古
内
千
夏 

（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
教
諭
）

先
　
鋒
　
渋
谷
　
舞 

（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

中
　
堅
　
杵
淵
　
萌 

（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

大
　
将
　
伊
藤
七
海 

（
藤
枝
順
心
高
校
）

補
　
欠
　
安
竹
真
利
奈 

（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

補
　
欠
　
澤
崎
莉
子 

（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

少
年
男
子

静
岡
県
３

−

１
三
重
県

静
岡
県
３

−

１
岐
阜
県

静
岡
県
０

−

１
愛
知
県

２
勝
１
敗
　
２
位
　
愛
知
県
が
本
大
会
出
場

成
年
女
子

静
岡
県
２

−

１
三
重
県

静
岡
県
２

−

０
岐
阜
県

静
岡
県
０

−

０
愛
知
県

団
体
戦
は
我
慢
比
べ
で
す
。
如
何
に

気
持
ち
を
切
ら
さ
ず
集
中
し
、
自
分

の
仕
事
を
熟
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
全
国
ク
ラ

ス
の
大
会
で
肩
を
並
べ
戦
う
に
は
寝

技
強
化
が
先
決
で
、
寝
技
で
一
本
取

れ
る
自
分
の
形（
パ
タ
ー
ン
）を
持
っ

て
い
な
く
て
は
、
他
県
選
手
と
対
等

に
戦
え
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
更
に
研
究
・
対
策
を
重
ね
東
海
地

区
予
選
を
勝
ち
上
る
チ
ー
ム
作
り
に

励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
か
ら
成
年
男
子
も
東

海
地
区
予
選
か
ら
の
出
場
と
な
り
、

東
海
地
区
を
勝
ち
上
が
る
に
は
、
大

学
・
高
校
生
等
の
若
手
選
手
の
強
化

を
早
急
に
図
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
特
に
県
体
重
別
選
手
権
大
会
へ
の

大
学
生
等
多
く
の
参
加
者
で
競
い
合

う
こ
と
で
最
強
・
最
高
の
静
岡
県

チ
ー
ム
が
誕
生
す
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
代
表
選
手
に

は
静
岡
県
の
代
表
と
い
う
誇
り
を
持

ち
、
大
会
に
臨
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
平
成
29
年
愛
媛
国
体
出
場

を
誓
い
、
大
会
結
果
の
報
告
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
文
責
　
静
岡
県
警
察
　
根
本
哲
郎
）

成
年
女
子

　
８
月
に
開
催
さ
れ
た
東
海
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
で
は
、
愛
知
県
と
は
引
き
分

け
た
も
の
の
勝
者
数
差
に
よ
り
４
県

に
よ
る
接
戦
を
制
し
、
本
大
会
出
場

を
獲
得
し
ま
し
た
。
本
県
の
成
年
女

子
は
、
昨
年
本
大
会
出
場
を
果
た
し

た
メ
ン
バ
ー
か
ら
中
堅
及
び
大
将
が

入
れ
替
わ
り
、
２
年
前
の
準
優
勝
を

超
え
る
成
績
を
目
標
に
臨
み
ま
し
た
。

静
岡
県
０

－

２
茨
城
県

　
過
去
７
回
優
勝
実
績
の
あ
る
茨
城

県
と
の
対
戦
と
な
っ
た
。

　
先
鋒
（
52
㎏
以
下
）
の
金
田
結
花

（
Ｖ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｇ
Ｅ
）
は
、
試
合
開

始
か
ら
積
極
的
に
技
を
繰
り
出
す
も

後
半
相
手
の
組
み
手
が
勝
り
、
劣
勢

と
な
っ
た
と
こ
ろ
を
２
回
指
導
を
受

け
て
僅
差
負
け
。

　
中
堅
（
52
㎏
超
70
㎏
以
下
）
の
村

山
の
ど
か
（
筑
波
大
学
４
年
）
は
、

２
勝
１
分
　
得
点
差
に
よ
り
１
位

静
岡
県
が
本
大
会
出
場

少
年
女
子

静
岡
県
２

−

１
三
重
県

静
岡
県
２

−

０
岐
阜
県

静
岡
県
１

−

１
愛
知
県

２
勝
１
分
け
　
内
容
差
で
２
位

愛
知
県
が
本
大
会
出
場

平
成
28
年
11
月
20
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
開
始

静
岡
県
武
道
館

　
昨
年
か
ら
静
岡
県
柔
道
祭
は
秋
の

実
施
と
な
り
、
今
年
も
県
武
道
館
で

開
催
さ
れ
た
。
静
岡
県
柔
道
協
会
会

長
の
野
田
昭
一
会
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
今
年
は
和
道
場
の
森
近
さ
ん

に
よ
り
選
手
宣
誓
が
行
わ
れ
た
。
森

近
さ
ん
は
平
成
28
年
度
全
国
小
学
生

学
年
別
柔
道
大
会
５
年
女
子
40
㎏
級

3
位
に
入
賞
し
た
選
手
で
あ
る
。
森

近
さ
ん
の
選
手
宣
誓
に
続
き
、
恒
例

の
柔
道
協
会
表
彰
が
行
わ
れ
、
次
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
た
。

《
特
別
功
労
賞
》

該
当
者
な
し

《
永
年
功
労
賞
》

該
当
者
な
し

《
功
労
賞
》

北
村
光
広
　
六
段

第58回

静
岡
県
柔
道
祭
開
催
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賞
で
あ
る
佐
藤
五
八
郎
杯
に
は
富
士

共
栄
道
場
の
木
内
銀
平
君
、
引
佐
南

部
中
学
校
の
安
間
俊
太
君
、
浜
北
北

部
中
学
校
の
鈴
木
夢
乃
さ
ん
が
選
出

さ
れ
た
。

平
成
28
年
度
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会
、

第
31
回
皇
后
杯
全
日
本
女
子
柔
道
選
手
権

大
会
東
海
地
区
予
選

平
成
28
年
3
月
6
日
（
日
）

浜
松
市
武
道
館

男
子

平
井
亮
輔
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
教
諭
）

予
選
リ
ー
グ
敗
退

小
椋
俊
彦
（
静
岡
県
警
察
）

予
選
リ
ー
グ
敗
退

女
子

水
野
瑚
春
（
藤
枝
順
心
高
校
）

決
勝
リ
ー
グ
敗
退
　
本
大
会
出
場
な
ら
ず

伊
藤
七
海
（
藤
枝
順
心
高
校
）

決
勝
リ
ー
グ
敗
退
　
本
大
会
出
場
な
ら
ず

形
競
技
大
会

平
成
28
年
３
月
５
日
（
土
）

講
道
館
護
身
術
の
形

　
一
瀬
　
誠
　
竹
内
紀
久
夫

　（
浜
北
柔
道
協
会
）

五
の
形

　
小
林
賢
治
　
小
笠
原
淳

　（
富
士
市
柔
道
会
）

第
28
回
マ
ル
ち
ゃ
ん
杯
中
部
少
年
柔
道
大
会

平
成
28
年
６
月
５
日
（
日
）

浜
北
総
合
体
育
館
「
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」

　
試
合
に
先
立
ち
６
月
４
日
（
土
）

に
恒
例
の
柔
道
教
室
が
実
施
さ
れ
た
。

講
師
は
東
海
大
学
上
水
研
一
郎
先
生

と
杉
本
美
香
先
生
だ
っ
た
。

　
上
水
先
生
の
講
義
に
続
き
、
実
技

の
指
導
が
行
わ
れ
た
。
体
落
と
し
等

各
先
生
方
の
得
意
技
を
中
心
に
指
導

し
て
い
た
だ
い
た
。

　
翌
５
日
の
日
曜
日
に
は
、
い
よ
い

よ
本
番
の
大
会
が
行
わ
れ
た
。
地
元

静
岡
県
か
ら
の
出
場
チ
ー
ム
が
多

か
っ
た
も
の
の
、
中
部
各
県
か
ら
小

学
生
58
チ
ー
ム
、
中
学
生
男
子
72

チ
ー
ム
、
中
学
生
女
子
49
チ
ー
ム
の

参
加
が
あ
り
、
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

は
満
員
だ
っ
た
。

　
白
熱
し
た
好
試
合
が
続
き
、
一
日

中
体
育
館
は
熱
気
に
包
ま
れ
た
。
愛

知
県
勢
の
強
さ
が
目
立
ち
、
小
学
生

の
部
で
は
羽
田
野
道
場
、
中
学
生
の

部
で
は
男
女
と
も
大
成
中
学
校
が
優

勝
し
た
。
静
岡
勢
で
は
小
学
生
の
部

で
富
士
共
栄
道
場
が
３
位
に
入
賞
し
、

中
学
生
男
子
の
部
で
は
引
佐
南
部
中

学
校
が
５
位
に
入
賞
し
全
国
大
会
出

場
を
決
め
た
。
ま
た
、
中
学
校
女
子

で
は
地
元
浜
北
北
部
中
学
校
が
３
位

入
賞
を
果
た
し
た
。

　
優
秀
選
手
に
は
富
士
共
栄
道
場
の

加
藤
想
大
君
、
浜
北
北
部
中
学
校
の

松
野
愛
瑠
さ
ん
が
選
ば
れ
た
。
敢
闘

宮
本
哲
也
　
六
段

尾
高
　
浩
　
六
段

菊
地
勝
義
　
五
段

岡
村
和
幸
　
五
段

植
松
憲
雄
　
四
段

亀
尾
信
太
朗
　
三
段

《
優
秀
指
導
者
賞
》

該
当
者
な
し

《
優
秀
選
手
賞
》

伊
藤
七
海
　
女
子
初
段（
藤
枝
順
心
高
校
）

平
成
28
年
度
全
国
高
等
学
校
柔
道

選
手
権
大
会
女
子
78
㎏
級
２
位

袴
田
佳
名
瑚
　
女
子
初
段
（
浜
松
市
立
浜
北
北
部
中
学
校
）

平
成
28
年
度
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

女
子
52
㎏
級
２
位

百
田
久
佳
　
女
子
初
段（
藤
枝
順
心
高
校
）

平
成
28
年
度
全
国
中
学
校
柔
道
大

会
女
子
57
㎏
級
３
位 

米
川
明
穂
　
女
子
初
段（
藤
枝
順
心
高
校
）

平
成
28
年
度
全
国
中
学
校
柔
道
大

会
女
子
70
㎏
超
級
優
勝

森
近
　
颯
（
和
道
場
）

平
成
28
年
度
全
国
小
学
生
学
年
別

柔
道
大
会
5
年
女
子
40
㎏
級
３
位

　
今
年
度
も
表
彰
に
続
き
「
形
」
の

演
技
が
披
露
さ
れ
た
。
講
道
館
護
身

術
の
形
が
浜
北
の
取
一
瀬
誠
七
段
、

受
竹
内
紀
久
夫
七
段
に
よ
っ
て
行
わ

れ
た
。
そ
の
後
一
斉
に
試
合
が
開
始

さ
れ
た
。
毎
年
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、

小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
県
内
の
柔
道

選
手
が
一
同
に
集
ま
る
唯
一
の
大
会

で
、
観
客
席
か
ら
大
き
な
声
で
の
声

援
が
送
ら
れ
県
武
道
館
は
大
い
に
盛

り
上
が
っ
て
い
た
。

第
58
回
静
岡
県
柔
道
祭
成
績

小
学
生
の
部

優
勝
　
伊
豆
長
岡
柔
道
会

２
位
　
富
士
共
栄
道
場

３
位
　
藤
枝
柔
道
倶
楽
部

　
　
　
田
代
道
場

中
学
男
子
の
部

優
勝
　
浜
松
市
立
高
台
中
学
校

２
位
　
育
成
館
道
場

３
位
　
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
中
学
校

　
　
　
静
岡
学
園
中
学
校

中
学
女
子
の
部

優
勝
　
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
中
学
校

２
位
　
藤
枝
順
心
中
学
校

３
位
　
浜
松
市
立
積
志
中
学
校

　
　
　
静
岡
市
立
青
島
中
学
校

高
校
男
子
の
部

優
勝
　
日
本
大
学
付
属
三
島
高
校

２
位
　
東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
校

３
位
　
浜
松
商
業
高
校

　
　
　
加
藤
学
園
高
校

高
校
女
子
の
部

優
勝
　
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校

２
位
　
藤
枝
順
心
高
校

３
位
　
富
士
市
立
高
校

　
　
　
沼
津
市
立
高
校

一
般
の
部

優
勝
　
高
柳
喜
一
商
店

２
位
　
静
岡
産
業
大
学

３
位
　
富
士
市
柔
道
会

　
　
　
東
海
翔
柔
ク
ラ
ブ

優
秀
選
手

小
学
生
の
部

岡
本
剛
道
（
伊
豆
長
岡
柔
道
会
）

木
内
銀
平
（
富
士
共
栄
道
場
）

中
学
男
子
の
部

鈴
鹿
功
織
（
高
台
中
学
校
）

宇
津
山
英
弥
（
育
誠
館
道
場
）

中
学
女
子
の
部

杉
山
月
流
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
中
学
校
）

百
田
久
奈 

（
藤
枝
順
心
中
学
校
）

高
校
男
子
の
部

重
田
幸
大
（
日
大
三
島
高
校
）

米
山
竜
生
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

高
校
女
子
の
部

杉
山
奈
那
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

山
上
春
奈
（
藤
枝
順
心
高
校
）

一
般
の
部

佐
々
木
悠
真
（
静
岡
産
業
大
学
）

坂
中
慎
吾
（
高
柳
喜
一
商
店
）

各
種
大
会
の
報
告

− 182 − − 183 −
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第
36
回

静
岡
県
少
年
柔
道
団
体
選
手
権
大
会

平
成
28
年
２
月
28
日
（
日
）

静
岡
県
武
道
館

優
勝
　
伊
豆
長
岡
柔
道
会

２
位
　
富
士
共
栄
道
場

３
位
　
和
道
場

３
位
　
柔
好
会

さ
わ
や
か
賞

渡
辺
大
虎
（
伊
豆
長
岡
柔
道
会
）

木
内
銀
平
（
富
士
共
栄
道
場
）

飯
田
叶
輝
（
和
道
場
）

安
竹
克
海
（
柔
好
会
）

高
森
誠
悟
（
藤
枝
柔
道
倶
楽
部
）

古
賀
一
誠
（
富
士
市
柔
道
会
）

青
木
　
明
（
清
水
柔
道
倶
楽
部
）

外
岡
叶
芽
（
田
代
道
場
）

第
38
回

全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会

平
成
28
年
３
月
19
日（
土
）20
日（
日
・
祝
）

日
本
武
道
館

男
子
団
体

１
回
戦

静
岡
学
園
高
校
○
（
１
人
残
し
）
盛

岡
中
央
高
校
（
岩
手
）

２
回
戦

静
岡
学
園
高
校
（
４
人
残
し
）
○
日

体
荘
原
高
校
（
東
京
）

女
子
団
体

1
回
戦

藤
枝
順
心
高
校
１

−

０
国
東
高
校

（
大
分
）

２
回
戦

藤
枝
順
心
高
校
２

−

０
桐
蔭
学
園

高
校
（
神
奈
川
）

３
回
戦

藤
枝
順
心
高
校
２

−

０
常
盤
高
校

（
群
馬
）

準
々
決
勝

藤
枝
順
心
高
校
１

−

０
川
口
総
合

高
校
（
埼
玉
）

準
決
勝

藤
枝
順
心
高
校
０

−

２
敬
愛
高
校

（
福
岡
）

３
位
入
賞

男
子
個
人

60
㎏
級
　
岡
本
龍
司
（
静
岡
学
園
高
校
）

初
戦
敗
退

66
㎏
級
　
長
屋
　
涼
（
加
藤
学
園
）

初
戦
敗
退

73
㎏
級
　
渋
谷
恭
英
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

初
戦
敗
退

81
㎏
級
　
石
川
　
大
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

準
々
決
勝
進
出
　
５
位

無
差
別
級
　
川
井
康
平
（
静
岡
学
園
高
校
）

3
回
戦
進
出

女
子
個
人

48
㎏
級
　
安
食
亜
美
（
藤
枝
順
心
高
校
）

初
戦
敗
退

52
㎏
級
　
竹
内
智
紗
子
（
浜
北
西
高
校
）

初
戦
敗
退

57
㎏
級
　
金
本
　
唯
（
藤
枝
順
心
高
校
）

初
戦
敗
退

63
㎏
級
　
杵
渕
　
萌
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

準
々
決
勝
進
出
　

5
位

無
差
別
級
　
伊
藤
七
海
（
藤
枝
順
心
高
校
）

準
々
決
勝
進
出
　

5
位

皇
后
杯
全
日
本
女
子
柔
道
選
手
権
大
会

平
成
28
年
４
月
17
日
（
日
）

横
浜
文
化
体
育
館

２
回
戦

伊
藤
七
海
（
藤
枝
順
心
高
校
）

−

○
橋
高

朱
里
（
金
沢
学
院
大
学
）

全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会

平
成
28
年
４
月
29
日
（
金
・
祝
）

日
本
武
道
館

県
内
選
手
出
場
無

第
36
回
全
国
少
年
柔
道
大
会

平
成
28
年
５
月
５
日
（
木
・
祝
）

講
道
館

団
体
戦

予
選
リ
ー
グ

１
回
戦

伊
豆
長
岡
柔
道
会
３

−

１
時
習
館

（
岩
手
県
）

２
回
戦

伊
豆
長
岡
柔
道
会
２

−

０
大
和
柔
心
館

（
奈
良
県
）

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

１
回
戦

伊
豆
長
岡
柔
道
会
０

−

５
有
朋
柔
道
塾

（
広
島
県
）

第
63
回
東
海
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
柔
道
競
技

平
成
28
年
６
月
18
日（
土
）19
日（
日
）

男
子

60
㎏
級

　
優
勝
　
岡
本
龍
司
（
静
岡
学
園
高
校
）

73
㎏
級

　
２
位
　
渋
谷
恭
英
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

81
㎏
級

　
３
位
　
田
倉
淳
ノ
介
（
加
藤
学
園
高
校
）

　
３
位
　
杉
本
誠
太
（
藤
枝
明
誠
高
校
）

90
㎏
級

　
優
勝
　
佐
藤
威
基
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

100
㎏
級

　
３
位
　
米
山
竜
生
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

100
㎏
超
級

　
３
位
　
川
井
康
平
（
静
岡
学
園
高
校
）

　
３
位
　
高
木
一
石
（
湖
西
高
校
）

女
子

48
㎏
級

　
３
位
　
渋
谷
　
舞
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

52
㎏
級

　
３
位
　
河
野
涼
子
（
加
藤
学
園
高
校
）

57
㎏
級

　
３
位
　
山
上
春
奈
（
藤
枝
順
心
高
校
）

　
３
位
　
竹
内
智
衣
子
（
浜
北
西
高
校
）

63
㎏
級

　
優
勝
　
杵
淵
　
萌
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

70
㎏
級

　
３
位
　
安
竹
真
利
奈（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

78
㎏
級

　
優
勝
　
伊
藤
七
海
（
藤
枝
順
心
高
校
）

78
㎏
超
級

　
３
位
　
扇
塚
み
の
り
（
富
士
市
立
高
校
）

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
体
重
別

選
手
権
静
岡
県
大
会

平
成
28
年
７
月
２
日
（
土
）

　
静
岡
県
武
道
館

男
子

55
㎏
級
　
秩
父
良
亮
（
静
産
大
）

60
㎏
級
　
岡
本
龍
司
（
静
岡
学
園
高
校
）

66
㎏
級
　
長
屋
　
涼
（
加
藤
学
園
高
校
）

73
㎏
級
　
飯
川
夢
二
郎
（
静
岡
県
警
察
）

81
㎏
級
　
石
川
紘
太
（
加
藤
学
園
高
校
）

90
㎏
級
　
佐
藤
威
基
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

東
海
地
区
優
勝
全
国
大
会
出
場

100
㎏
級
　
米
山
竜
生
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

100
㎏
超
級
　
川
井
康
平
（
静
岡
学
園
高
校
）

女
子

44
㎏
級
　
吉
田
　
韻
（
富
士
市
立
高
校
）

48
㎏
級
　
渋
谷
　
舞
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

東
海
地
区
優
勝
全
国
大
会
出
場

52
㎏
級
　
河
野
涼
子
（
加
藤
学
園
高
校
）

57
㎏
級
　
山
上
春
奈
（
藤
枝
順
心
高
校
）

63
㎏
級
　
杵
淵
　
萌
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

東
海
地
区
優
勝
全
国
大
会
出
場

70
㎏
級
　
安
竹
真
利
奈
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

78
㎏
級
　
澤
崎
莉
子
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

78
㎏
超
級
　
外
山
紗
奈
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

東
海
地
区
優
勝
全
国
大
会
出
場

　
な
お
、
東
海
大
会
は
７
月
10
日

（
日
）
静
岡
県
武
道
館
、
全
国
大
会

は
９
月
10
日
（
土
）
11
日
（
日
）
埼

玉
県
に
て
開
催
さ
れ
た
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２
位
　
山
本
斗
夢（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部
）

　
３
位
　
柴
田
蓮
音（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部
）

81
㎏
級

　
２
位
　
飯
田
空
翔
（
引
佐
南
部
中
学
校
）

　
３
位
　
後
藤
悠
成
（
篠
原
中
学
校
）

90
㎏
超
級

　
優
勝
　
下
橋
颯
斗
（
鷹
岡
中
学
校
）

女
子

48
㎏
級

　
２
位
　
松
野
愛
瑠（
浜
松
市
立
浜
北
北
部
中
学
校

）

　
３
位
　
川
口
　
優
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部

）

52
㎏
級

　
２
位
　
袴
田
佳
名
瑚
（
浜
松
市
立
浜
北
北
部
中
学
校

）

57
㎏
級

　
２
位
　
百
田
久
佳
（
藤
枝
順
心
中
学
校
）

70
㎏
級

　
３
位
　
高
山
美
憂
（
藤
枝
順
心
中
学
校
）

　
３
位
　
山
本
　
杏
（
沼
津
市
立
高
校
中
等
部
）

70
㎏
超
級

　
３
位
　
大
野
イ
ボ
ー
ン
（
藤
枝
順
心
中
学
校
）

第
41
回
全
国
教
員
大
会

平
成
28
年
８
月
６
日
（
土
）　

講
道
館

監
督
　
山
崎
大
介
（
浜
松
東
高
校
）

先
鋒
　
青
木
雅
俊
（
細
江
中
学
校
）

次
鋒
　
杉
原
正
洋
（
浜
松
学
院
中
学
校
・
高
校
）

中
堅
　
大
場
省
吾
（
袋
井
商
業
高
校
）

副
将
　
澤
木
　
哲
（
常
葉
橘
高
校
）

大
将
　
山
崎
大
介
（
浜
松
東
高
校
）

静
岡
県
０

－

４
茨
城
県

　
先
鋒
戦
で
は
優
位
に
試
合
を
進
め

指
導
１
つ
リ
ー
ド
す
る
も
引
き
分
け
。

次
鋒
戦
は
押
さ
れ
な
が
ら
も
ラ
ス
ト

１
分
で
技
有
を
取
る
が
、
残
り
30
秒

で
内
股
で
１
本
負
け
。
中
堅
戦
は
互

角
の
戦
い
な
が
ら
後
半
背
負
投
げ
に

屈
す
る
。
副
将
は
こ
れ
ま
た
互
角
の

戦
い
な
が
ら
最
後
に
背
負
い
で
投
げ

ら
れ
る
。
大
将
戦
は
押
し
込
ま
れ
る

中
よ
く
戦
っ
た
が
、
最
後
は
左
の
技

で
一
本
負
け
。

　
各
先
生
方
が
こ
の
大
会
で
得
る
こ

と
が
で
き
た
貴
重
な
経
験
を
、
勤
務

さ
れ
る
学
校
で
の
指
導
に
役
立
て
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

第
47
回
全
国
定
時
制
通
信
制
柔
道
大
会

平
成
28
年
８
月
７
日
（
日
）

講
道
館

男
子
団
体
戦
　

１
回
戦
　
静
岡
県
４

−

１
奈
良
県

２
回
戦
　
静
岡
県
４

−

１
宮
崎
県

３
回
戦
　
静
岡
県
２

−

２
埼
玉
県

代
表
戦
勝
ち

準
決
勝
　
静
岡
県
０

−

５
兵
庫
県

第
３
位

先
　
根
岸
大
智
（
小
山
高
校
）

次
　
鈴
木
隆
太
（
浜
松
大
平
台
高
校
）

中
　
守
重
裕
斗
（
鹿
島
学
園
高
校
浜
松
校
）

副
　
戸
田
　
初
（
浜
松
工
業
高
校
）

大
　
大
川
裕
生
（
三
島
長
陵
高
校
）

女
子
団
体
戦

１
回
戦
　
静
岡
県
０

−

３
三
重
県

東
海
地
区
「
形
」
競
技
会

平
成
28
年
７
月
３
日
（
日
）
静
岡
県

投
の
形

　
渡
辺
成
也
　
佐
藤
邦
洋

固
の
形

　
森
田
賢
一
　
猪
又
　
功

極
の
形

　
小
椋
俊
彦
　
鈴
木
慎
一

柔
の
形

　
佐
野
宏
明
　
岡
村
和
幸

講
道
館
護
身
術

　
一
瀬
　
誠
　
竹
内
紀
久
夫

五
の
形

　
小
笠
原
淳
　
小
林
賢
治

古
式
の
形

　
渡
辺
達
也
　
磯
部
正
博

東
海
地
区
優
勝
　
全
国
大
会
出
場

平
成
28
年
度
静
岡
県
成
年
柔
道

体
重
別
選
手
権
大
会

平
成
28
年
７
月
18
日
（
月
・
祝
）

静
岡
県
武
道
館

成
年
男
子

60
㎏
級
　
小
林
大
貴
（
中
央
大
学
）

73
㎏
級
　
大
木
恭
介
（
静
岡
県
警
察
）

90
㎏
級
　
山
田
知
輝
（
帝
京
科
学
大
学
）

無
差
別
級
　
増
田
圭
昌
（
静
岡
県
警
察
）

成
年
女
子

52
㎏
級
　
金
田
結
花
（
Ｖ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｇ
）

70
㎏
級
　
村
山
の
ど
か
（
筑
波
大
学
）

無
差
別
級
　
村
瀬
春
香
（
ヤ
ッ
ク
ス
）

第
65
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
大
会

平
成
28
年
７
月
30
日（
土
）８
月
３
日（
水
）

島
根
県
出
雲
市

男
子
団
体
戦

１
回
戦

静
岡
学
園
高
等
学
校
２

−

２
開
星

高
校
（
島
根
県
）
内
容
差
負
け

女
子
団
体
戦

２
回
戦

東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
等
学

校
３

−

０
宮
﨑
日
大
高
等
学
校

（
宮
崎
県
）

３
回
戦

東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
等
学

校
０

−

２
富
士
学
苑
高
等
学
校

（
山
梨
県
）

男
子

60
㎏
級
　
岡
本
龍
司
（
静
岡
学
園
高
校
）

初
戦
敗
退

66
㎏
級
　
川
瀬
　
翔（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

２
回
戦
進
出

73
㎏
級
　
渋
谷
恭
英（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

２
回
戦
進
出

81
㎏
級
　
田
倉
淳
ノ
介
（
加
藤
学
園
高
校
）

初
戦
敗
退

90
㎏
級
　
佐
藤
威
基（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

３
回
戦
進
出

100
㎏
級
　
米
山
竜
生（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

初
戦
敗
退

100
㎏
超
級
　
川
井
康
平
（
静
岡
学
園
高
校
）

準
々
決
勝
進
出
（
ベ
ス
ト
８
）

女
子

48
㎏
級
　
渋
谷
　
舞
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

初
戦
敗
退

52
㎏
級
　
河
野
涼
子
（
加
藤
学
園
高
校
）

初
戦
敗
退

57
㎏
級
　
山
上
春
奈
（
藤
枝
順
心
高
校
）

初
戦
敗
退

63
㎏
級
　
杵
渕
　
萌
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

準
々
決
勝
進
出
（
ベ
ス
ト
８
）

70
㎏
級
　
安
竹
真
利
奈
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

３
回
戦
進
出

78
㎏
級
　
伊
藤
七
海
（
藤
枝
順
心
高
校
）

２
位
入
賞

78
㎏
超
級
　
外
山
紗
奈
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

初
戦
敗
退

※
各
階
級
県
大
会
優
勝
者
、
優
勝
チ
ー

ム
が
全
国
大
会
に
出
場
し
て
い
る
。

平
成
28
年
度
東
海
中
学
校

総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技

平
成
28
年
８
月
６
日（
土
）７
日（
日
）

愛
知
県
武
道
館

男
子
団
体

　
２
位
　
浜
松
市
立
引
佐
南
部
中
学
校

女
子
団
体

　
２
位
　
藤
枝
順
心
中
学
校

　
３
位
　
浜
松
市
立
浜
北
北
部
中
学
校

男
子

50
㎏
級

　
優
勝
　
加
藤
遼
馬
（
長
岡
中
学
校
）

55
㎏
級

　
優
勝
　
樋
渡
修
大
（
引
佐
南
部
中
学
校
）

66
㎏
級

　
優
勝
　
伊
藤
栄
都
（
高
台
中
学
校
）

73
㎏
級
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男
子
個
人
戦

65
㎏
級
　
根
岸
大
智
（
小
山
高
校
）

２
回
戦
進
出

75
㎏
級
　
太
田
玲
弥
（
富
士
高
校
）

初
戦
敗
退

90
㎏
級
　
守
重
裕
斗
（
鹿
島
学
園
高
校
浜
松
校
）

２
位

90
㎏
超
級
　
山
口
未
来
（
倉
橋
学
園
キ
ラ
リ
高
校
）

３
回
戦
進
出
（
ベ
ス
ト
８
）

女
子
個
人
戦

52
㎏
級
　
外
山
染
季
（
ク
ラ
ー
ク
国
際
高
校
浜
松
校
）

第
５
位
（
ベ
ス
ト
８
）

63
㎏
超
級
　
木
村
タ
エ
コ
（
新
居
高
校
）

初
戦
敗
退

第
47
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

平
成
28
年
８
月
17
日（
水
）～
20
日（
土
）

新
潟
県
上
越
市

男
子
団
体
戦

浜
松
市
立
引
佐
南
部
中
学
校
３

−

２
四
倉
中
学
校
（
福
島
県
）

浜
松
市
立
引
佐
南
部
中
学
校
３

−

１
浅
井
中
学
校
（
滋
賀
県
）

　
２
勝
し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

１
回
戦

浜
松
市
立
引
佐
南
部
中
学
校
２

−

２
鎮
西
中
学
校
（
熊
本
県
）

代
表
戦
負
け

女
子
団
体
戦

藤
枝
順
心
中
学
校
３

−

０
小
杉
中

学
校
（
富
山
県
）

藤
枝
順
心
中
学
校
１

−

１
三
重

中
学
校
（
大
分
県
）
内
容
勝

　
２
勝
し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

１
回
戦

藤
枝
順
心
中
学
校
１

−

１
東
松

山
北
中
学
校
（
埼
玉
県
）

代
表
戦
負
け

個
人
戦

男
子

50
㎏
級
　
加
藤
遼
馬
（
長
岡
中
学
校
）

３
回
戦
進
出

55
㎏
級
　
樋
渡
修
大
（
引
佐
南
部
中
学
校
）

３
回
戦
進
出

60
㎏
級
　
鈴
鹿
功
織
（
高
台
中
学
校
）

初
戦
敗
退

66
㎏
級
　
伊
藤
栄
都
（
高
台
中
学
校
）

３
回
戦
進
出

73
㎏
級
　
山
本
斗
夢
（
東
海
大
学
翔
洋
中
学
校
）

３
回
戦
進
出

81
㎏
級
　
飯
田
空
翔
（
引
佐
南
部
中
学
校
）

３
回
戦
進
出

90
㎏
級
　
大
和
碧
瑠
（
観
山
中
学
校
）

２
回
戦
進
出

90
㎏
超
級
　
下
橋
颯
斗
（
鷹
岡
中
学
校
）

準
々
進
出
進
出
（
ベ
ス
ト
８
）

女
子

40
㎏
級
　
大
橋
　
碧
（
青
島
中
学
校
）

初
戦
敗
退

44
㎏
級
　
長
倉
　
誉
（
長
岡
中
学
校
）

初
戦
敗
退

48
㎏
級
　
松
野
愛
瑠（
浜
北
北
部
中
学
校
）

３
回
戦
進
出

52
㎏
級
　
袴
田
佳
名
瑚（
浜
北
北
部
中
学
校
）

準
優
勝

57
㎏
級
　
百
田
久
佳（
藤
枝
順
心
中
学
校
）

３
位

63
㎏
級
　
鈴
木
夢
乃（
浜
北
北
部
中
学
校
）

初
戦
敗
退

70
㎏
級
　
高
山
美
憂
（
藤
枝
順
心
中
学
校
）

３
回
戦
進
出

70
㎏
超
級
　
米
川
明
穂
（
藤
枝
順
心
中
学
校
）

優
勝

　
各
階
級
県
大
会
優
勝
者
が
全
国
大

会
に
出
場
し
て
い
る
。

第
13
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会

平
成
28
年
８
月
28
日
（
日
）

三
重
県
伊
勢
市

男
子
5
年

45
㎏
級
　
長
澤
拓
海
（
藤
枝
柔
道
倶
楽
部
）

準
々
決
勝
進
出
（
ベ
ス
ト
8
）

45
㎏
超
級
　
沖
山
　
智
（
静
岡
東
部
柔
道
ク
ラ
ブ
）

初
戦
敗
退

男
子
6
年

50
㎏
級
　
小
林
勇
斗
（
柔
好
会
）

２
回
戦
進
出

50
㎏
超
級
　
木
内
銀
平
（
富
士
共
栄
道
場
）

初
戦
敗
退

女
子
5
年

40
㎏
級
　
森
近
　
颯
（
和
道
場
）

３
位
入
賞

40
㎏
超
級
　
里
見
奏
来
（
清
水
町
柔
道
会
）

２
回
戦
進
出

6
年

45
㎏
級
　
辻
本
栞
穂
（
田
代
道
場
）

初
戦
敗
退

45
㎏
超
級
　
飯
田
星
那
（
和
道
場
）

２
回
戦
進
出

　
５
月
22
日
に
実
施
さ
れ
た
県
大
会

の
各
階
級
優
勝
者
が
全
国
大
会
に
出

場
し
て
い
る
。

全
国
警
察
柔
道
選
手
権
大
会

平
成
28
年
９
月
６
日
（
火
）

日
本
武
道
館

男
子

66
㎏
級
　
大
木
恭
介
（
静
岡
県
警
察
）

初
戦
敗
退

66
㎏
級
　
正
治
和
也
（
静
岡
県
警
察
）

２
回
戦
進
出

100
㎏
級
　
滝
川
英
克
（
静
岡
県
警
察
）

３
回
戦
進
出

100
㎏
超
級
　
増
田
圭
省
（
静
岡
県
警
察
）

２
回
戦
進
出

女
子

63
㎏
級
　
村
瀬
由
樹
　
初
戦
敗
退

63
㎏
超
級
　
兼
子
貴
江
　
初
戦
敗
退

定
通
制
柔
道
東
海
大
会

平
成
28
年
９
月
11
日
（
日
）

大
垣
市
武
道
館

男
子
団
体
戦

　
浜
松
大
平
台
高
校
　
優
勝

　
鹿
島
学
園
高
校
浜
松
校
　
２
位

男
子
個
人

65
㎏
級
　
大
川
裕
生
（
三
島
長
陵
高
校
）

２
位

75
㎏
級
　
白
井
翔
祐
（
浜
松
大
平
台
高
校
）

優
勝

　
　
　
　
太
田
玲
弥
（
富
士
高
校
松
）

２
位

90
㎏
級
　
守
重
裕
斗
（
鹿
島
学
園
高
校
浜
松
校
）

優
勝

　
　
　
　
戸
田
　
初
（
浜
松
工
業
）

２
位

女
子
個
人

52
㎏
級
　
外
山
染
季
（
ク
ラ
ー
ク
国
際
高
校
浜
松
校

）

優
勝

第
５
回
静
岡
県
小
学
生

学
年
別
柔
道
選
手
権
大
会

平
成
28
年
９
月
22
日
（
木
・
祝
）

静
岡
県
武
道
館

４
年
生
男
子
軽
量
級

　
優
勝
　
長
屋
　
進
（
育
成
館
）

４
年
生
男
子
重
量
級

　
優
勝
　
眞
田
諒
太
（
藤
枝
柔
道
倶
楽
部
）

４
年
生
女
子
軽
量
級

　
優
勝
　
金
子
穂
尚
美
（
清
水
町
柔
道
会
）

４
年
生
女
子
重
量
級

　
優
勝
　
松
田
琴
海
（
長
泉
柔
道
会
）

５
年
生
男
子
軽
量
級

　
優
勝
　
宇
佐
美
　
颯
（
富
士
共
栄
道
場
）

５
年
生
男
子
重
量
級

　
優
勝
　
沖
山
　
智
（
東
部
柔
道
ク
ラ
ブ
）

５
年
生
女
子
軽
量
級

　
優
勝
　
石
川
珠
愛
（
心
技
館
）

５
年
生
女
子
重
量
級

　
優
勝
　
森
近
　
颯
（
和
道
場
）

６
年
生
男
子
軽
量
級

　
優
勝
　
青
木
滉
明
（
清
水
柔
道
倶
楽
部
）
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６
年
生
男
子
中
量
級

　
優
勝
　
福
澤
純
之
輔
（
大
仁
柔
道
会
）

６
年
生
男
子
重
量
級

　
優
勝
　
木
内
銀
平
（
富
士
共
栄
道
場
）

６
年
生
女
子
軽
量
級

　
優
勝
　
原
田
詩
依
菜
（
誠
道
館
）

６
年
生
女
子
中
量
級

　
優
勝
　
原
川
珠
緒
（
誠
道
館
）

６
年
生
女
子
重
量
級

　
優
勝
　
飯
田
星
那
（
和
道
場
）

全
国
警
察
柔
道
大
会

平
成
28
年
10
月
17
日
（
月
）

日
本
武
道
館

団
体
第
２
部

２
次
リ
ー
グ
敗
退

来
年
度
２
部
残
留
　
静
岡
県
警
察

第
１
試
合
（
１
次
リ
ー
グ
）

　
静
岡
３

−

２
富
山

第
２
試
合
（
１
次
リ
ー
グ
）

　
静
岡
３

−

１
青
森

第
３
試
合
（
２
次
リ
ー
グ
）

　
静
岡
２

−

３
京
都

第
４
試
合
（
２
次
リ
ー
グ
）

　
静
岡
０

−

５
佐
賀

静
岡
県
高
等
学
校
秋
季
定
通
制

体
育
大
会
柔
道
競
技

平
成
28
年
11
月
６
日
（
日
）

三
島
長
陵
高
校

男
子
団
体

　
今
年
の
西
部
地
区
親
子
じ
ゅ
う
ど

う
教
室
は
６
月
12
日
（
日
）
に
例
年

通
り
浜
松
市
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

静
岡
文
化
芸
術
大
学
の
溝
口
先
生

に
加
え
て
今
年
度
は
フ
ラ
ン
ス
柔
道

ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
チ
の
ア
ブ
デ
ラ
テ
ィ

フ
・
ア
ミ
ナ
氏
、
大
仁
柔
道
会
の
菊

池
と
し
え
氏
が
指
導
を
担
当
さ
れ
た
。

　
地
元
の
道
場
の
生
徒
や
一
般
の

方
々
親
子
約
１
０
０
組
２
０
０
名
が

参
加
し
た
。
開
会
式
で
は
西
部
地
区

左
口
幹
事
長
の
挨
拶
に
続
き
、
溝
口

先
生
の
話
、
ア
ミ
ナ
先
生
・
菊
池
先

生
の
紹
介
、
礼
法
の
話
が
行
わ
れ
た
。

座
礼
に
つ
い
て
は
甲
冑
を
着
け
、
刀

を
差
し
た
武
士
の
作
法
と
し
て
紹
介

さ
れ
た
。

　
開
会
式
に
続
き
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
を

し
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
作
り
の
ゲ
ー
ム
、

よ
つ
ん
ば
い
に
な
っ
て
走
る
練
習
や
、

後
ろ
回
り
な
ど
の
準
備
運
動
を
行
い
、

　
優
勝
　
浜
松
工
業
高
校

　
２
位
　
富
士
高
校

　
３
位
　
浜
松
大
平
台
高
校

　
　
　
　
鹿
島
学
園
浜
松
高
校

男
子
個
人

65
㎏
級

　
優
勝
　
川
上
ヒ
ロ
シ
（
浜
松
大
平
台
高
校
）

75
㎏
級

　
優
勝
　
飯
川
竜
吉
（
沼
津
工
業
高
校
）

90
㎏
級

　
優
勝
　
守
重
裕
斗
（
鹿
島
浜
松
高
校
）

90
㎏
超
級

　
優
勝
　
大
賀
稜
也
（
富
士
高
校
）

第
33
回
静
岡
県
大
学
高
専
柔
道

秋
季
優
勝
大
会
　

平
成
28
年
12
月
３
日
（
日
）

静
岡
産
業
大
学

団
体
の
部

　
優
勝
　
静
岡
産
業
大
学
Ａ

　
２
位
　
東
海
大
学
海
洋
学
部

　
３
位
　
西
部
合
同
チ
ー
ム
（
常
葉

大
学
・
静
岡
文
化
芸
術

大
学
・
聖
隷
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
大
学
）

　
３
位
　
静
岡
大
学

男
子
個
人
戦
の
部

無
段
の
部

　
優
勝
　
鈴
木
健
吾
（
静
岡
産
業
大
学
）

66
㎏
級

　
優
勝
　
熊
野
暢
彦
（
東
海
大
学
海
洋
学
部
）

81
㎏
級

　
優
勝
　
服
部 

澪
（
静
岡
産
業
大
学
）

81
㎏
超
級

　
優
勝
　
工
藤
史
哉
（
静
岡
産
業
大
学
）

女
子
の
部

　
優
勝
　
石
川
朋
佳
（
静
岡
産
業
大
学
）

第
39
回

全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会

静
岡
県
予
選
大
会

個
人
戦
　

平
成
29
年
１
月
14
日
（
土
）

静
岡
県
武
道
館

女
子
48
㎏
級
　

　
優
勝
　
渋
谷
　
舞
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校

）

女
子
52
㎏
級
　

　
優
勝
　
中
村
愛
香
莉
（
藤
枝
順
心
高
校
）

女
子
57
㎏
級
　

　
優
勝
　
山
上
春
奈
（
藤
枝
順
心
高
校
）

女
子
63
㎏
級
　

　
優
勝
　
杵
渕
　
萌
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校

）

女
子
無
差
別
級

　
優
勝
　
澤
崎
莉
子
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校

）

男
子
60
㎏
級
　

　
優
勝
　
石
川
俊
介
（
加
藤
学
園
高
校
）

男
子
66
㎏
級
　

　
優
勝
　
橋
口
　
雄
（
静
岡
学
園
高
校
）

男
子
73
㎏
級
　

　
優
勝
　
小
笠
原
一
貴
（
藤
枝
明
誠
高
校
）

男
子
81
㎏
級
　

　
優
勝
　
鍵
山
　
潤
（
日
本
大
学
三
島
高
校
）

男
子
無
差
別
級
　

　
優
勝
　
高
木
一
石
（
湖
西
高
校
）

団
体
戦
　

平
成
29
年
１
月
15
日
（
日
）

静
岡
県
武
道
館

女
子
団
体
戦

　
優
勝
　
藤
枝
順
心
高
校

男
子
団
体
戦

　
優
勝
　
東
海
大
学
附
属
静
岡
翔
洋
高
校

　
平
成
29
年
３
月
に
日
本
武
道
館
で

開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す
る
。

全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会
県
予
選
会

平
成
29
年
２
月
28
日
（
土
）

静
岡
県
武
道
館

男
子

　
優
勝
　
飯
沼
元
紀
（
静
岡
県
警
察
）

　
２
位
　
滝
川
英
克
（
静
岡
県
警
察
）

女
子

　
優
勝
　
伊
藤
七
海
（
藤
枝
順
心
高
校
）

　
２
位
　
村
瀬
由
樹
（
静
岡
県
警
察
）

　
以
上
の
４
名
が
全
日
本
選
手
権
大

会
東
海
予
選
に
出
場
す
る
。

柔
道
普
及
活
動

　
西
部
地
区�

第
６
回
め
ば
え
の
親
子
柔
道
教
室

平
成
28
年
６
月
12
日
（
日
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時浜

松
市
武
道
館
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そ
の
後
学
年
に
よ
っ
て
グ
ル
ー
プ
分

け
し
、
ド
ッ
チ
ビ
ー
で
心
地
よ
い
汗

を
か
い
た
。

　
後
半
は
ア
ミ
ナ
先
生
か
ら
フ
ラ
ン

ス
流
の
寝
技
の
指
導
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
菊
池
先
生
か
ら
は
基
礎
練
習

の
指
導
が
あ
っ
た
。

　
回
を
重
ね
て
６
回
目
に
な
る
「
め

ば
え
親
子
じ
ゅ
う
ど
う
教
室
」
で
す

が
、
今
後
も
継
続
し
、
底
辺
拡
大
に

役
立
つ
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
中
部
地
区�

親
子
柔
道
教
室

平
成
28
年
８
月
28
日
（
日
）

９
時
～
11
時

静
岡
市
北
部
体
育
館

　
静
岡
県
柔
道
協
会
中
部
地
区
が
女

子
部
会
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
女
子
部

会
が
中
心
に
な
っ
て
開
催
す
る
教
室

が
、
今
回
で
３
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
も
年
々
増
え
て
お
り
、
幼

児
・
小
学
生
・
保
護
者
の
方
々
、
指

導
員
を
合
わ
せ
て
、
１
６
１
名
を
数

え
、
柔
道
場
だ
け
で
は
手
狭
に
な
り
、

急
遽
、
剣
道
場
に
ま
で
畳
を
敷
い
て

の
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
試
み
は
、
東
海
大
学
付
属

翔
洋
高
校
と
中
等
部
の
女
子
学
生
部

員
が
、
柔
道
を
通
し
た
社
会
体
育
で

の
現
場
を
経
験
す
る
こ
と
と
、
子
ど

も
達
と
触
れ
合
う
こ
と
に
よ
り
、
将

来
、
指
導
者
を
目
指
す
、
き
っ
か
け

に
な
り
う
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
で

し
た
。
最
初
は
、
戸
惑
い
な
が
ら
も
、

時
間
が
経
つ
う
ち
に
、
教
員
さ
な
が

ら
の
振
る
舞
い
を
す
る
女
子
部
員
も

あ
ら
わ
れ
、
お
姉
さ
ん
た
ち
の
優
し

い
指
導
に
甘
え
る
子
ど
も
達
の
笑
顔

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　
教
室
は
、
コ
ア
キ
ッ
ズ
体
操
に
始

ま
り
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
音
楽
に
合
わ

せ
た
運
動
、
受
身
の
指
導
、
最
後

に
柔
の
形
の
披
露
と
２
時
間
の
メ

ニ
ュ
ー
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
進
み

ま
し
た
。

　
教
室
の
締
め
く
く
り
に
、
田
中
秀

幸
幹
事
長
か
ら
、
「
礼
法
」
の
説
明

が
あ
り
、
粛
々
と
し
た
雰
囲
気
で
閉

講
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
親
子
の
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
の
機
会
の
提
供
は
も
と
よ
り
、

子
育
て
等
で
、
一
度
、
柔
道
の
現
場

か
ら
離
れ
、
ス
リ
ー
プ
し
て
い
る
女

性
を
今
一
度
、
指
導
者
と
し
て
迎
え

入
れ
る
方
策
も
一
考
の
余
地
が
あ
る

よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

文
責
：
後
藤
奈
美

　
東
部
地
区�

　
今
度
も
例
年
通
り
エ
ア
ロ
ビ
柔
道

を
実
施
し
ま
し
た
。
平
成
28
年
４
月

22
日
（
水
）
～
平
成
29
年
３
月
15
日

（
水
）
午
後
７
時
15
分
～
８
時
15
分

年
間
38
回
実
施
（
一
部
予
定
）
登
録

者
は
60
人
強
、
１
回
平
均
40
人
程
度

が
参
加
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
昨
年
か
ら
始
め
た
「
み
ん

な
で
柔
道
２
０
１
６
静
岡
東
部
大

会
」
を
平
成
28
年
11
月
27
日
（
日
）

に
実
施
し
た
。

　
東
部
地
区
の
他
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
親
子
柔
道
教
室
が
平
成
26
年

か
ら
田
方
郡
柔
道
連
盟
の
望
月
会
長

を
中
心
に
大
仁
柔
道
会
と
韮
山
柔
道

教
室
で
行
わ
れ
て
い
る
。
平
成
28
年

９
月
に
は
教
室
に
参
加
し
た
母
親
４

人
が
初
段
を
取
得
す
る
と
い
う
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。

ウ
　
型
通
り
の
指
導
で
は
な
く
、
護

身
術
等
の
要
素
も
取
り
入
れ
興

味
を
持
た
せ
る
指
導
を
。

エ
　
意
欲
の
あ
る
者
に
は
昇
段
の
機

会
を
与
え
る
。

が
提
出
さ
れ
た
。

平
成
23
年
９
月

　
理
事
会
第
二
審
議
会
合
同
会
議
の

中
で
平
成
23
年
度
の
各
地
区
で
の
親

子
柔
道
教
室
の
実
施
報
告
が
な
さ
れ

た
。

平
成
26
年
11
月

　
県
柔
道
協
会
第
１
回
広
報
普
及
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
普
及
部
会
が
新

設
さ
れ
る
。

女
性
柔
道
活
性
化
の
た
め
の

「
親
子
柔
道
教
室
」
実
施
に
つ
い
て

（
１
）
導
入
の
経
緯

平
成
22
年
４
月

　
県
柔
道
協
会
の
重
点
施
策
・
目
標

の
中
で
、（
２
）
女
性
柔
道
人
口
の

増
加
と
活
性
化
へ
の
方
策

ア
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
発
足

（
活
動
の
在
り
方
の
検
討
）

イ
　
女
子
昇
段
資
格
改
正
を
契
機
に

女
性
柔
道
人
口
の
増
加
を
図
る

が
提
出
さ
れ
た
。

平
成
22
年
７
月

　
理
事
会
第
二
審
議
会
合
同
会
議
で

平
成
22
年
度
第
１
回
関
東
・
東
京
・

東
海
地
区
女
性
登
録
推
進
会
議
の
報

告
が
な
さ
れ
、
県
内
の
３
地
区
で
そ

れ
ぞ
れ
女
性
理
事
が
選
任
さ
れ
た
。

西部地区の実施状況　会場：浜松市武道館
開催回 開催日 講師 参加人数
１ Ｈ23.11 溝口紀子、青木倫他 親子170と指導者
２ Ｈ24.11 溝口紀子、

ジェレミ・アンドリュ他 親子200と指導者
３ Ｈ25.11 溝口紀子、大原尚喜他 親子180と指導者
４ Ｈ26.11 溝口紀子、北田典子他 親子160と指導者
５ Ｈ27.11 溝口紀子、惠本裕子他 親子200と指導者
６ Ｈ28.６ 溝口紀子、アミグ他 親子200と指導者
中部地区の実施状況　会場：静岡市北部体育館武道場
開催回 開催日 講師 参加人数
１ Ｈ23.８ 田中秀幸他 親子87と指導者22
２ Ｈ24.８ 田中秀幸他 親子69と指導者15
３ Ｈ25.11 田中秀幸他 親子94と指導者
４ Ｈ26.11 後藤奈美他 親子114と指導者15
５ Ｈ27.11 後藤奈美他 総参加数142
６ Ｈ28.８ 後藤奈美他 総参加数150
東部地区実施状況　会場：沼津市立沼津高校柔道場
開催回 開催日 講師 参加人数
１ Ｈ23.５～Ｈ24.２　30回 小林準一、根木谷信一 登録45、平均6.1
２ Ｈ24.５～Ｈ25.３　25回 小林準一、根木谷信一 登録33、平均4.6
３ Ｈ25.11～Ｈ26.２　29回 小林準一、根木谷信一 登録35、平均8.5
４ Ｈ26.11～Ｈ27.２　34回 小林準一、根木谷信一、

鈴木久司 登録83、平均27.8

５ Ｈ27.11～Ｈ28.３　36回 小林準一、根木谷信一、
鈴木久司 登録82、平均26.6

６ Ｈ28.６～Ｈ29.３　38回 小林準一、根木谷信一、
鈴木久司 登録67、平均31.0

平
成
22
年
12
月

　
静
岡
県
少
年
柔
道
連
絡
協
議
会
の

中
で
、
女
性
柔
道
活
性
化
の
た
め
の

「
柔
道
教
室
」
実
施
に
つ
い
て
の
趣

旨
な
ど
が
発
表
さ
れ
た
。

平
成
23
年
５
月

　
県
柔
道
協
会
の
重
点
施
策
・
目
標

の
中
で
（
１
）
女
性
登
録
者
増
加
に

向
け
て
親
子
柔
道
教
室
の
実
施

ア
　
地
区
ご
と
に
年
１
～
２
回
程
度

実
施
す
る
。

イ
　
将
来
的
に
は
登
録
に
結
び
付
け

る
が
、
当
面
は
女
性
に
柔
道
の

良
さ
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
を
主

眼
に
置
く
。

（２）各地区の指導実態
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⑥
道
場
紹
介

　
鷹
柔
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
13
年
４
月

に
子
ど
も
た
ち
に
正
し
い
柔
道
を
教

え
て
、
中
学
、
高
校
、
大
学
、
社
会

人
に
な
っ
て
も
活
躍
で
き
る
人
間
を

育
て
て
い
こ
う
と
い
う
信
念
を
も
っ

て
、
５
人
の
指
導
者
と
３
人
の
小
学

生
で
発
足
し
ま
し
た
。
発
足
当
初
は
、

富
士
市
立
鷹
岡
中
学
校
の
柔
道
場
を

借
り
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

鷹
岡
の
鷹
と
大
空
を
は
ば
た
く
鷹
に

か
け
て
鷹
柔
ク
ラ
ブ
と
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
富
士
市
立
大
淵
中
学
校

の
柔
道
場
を
借
り
て
、
月
、
水
、
土

曜
日
の
週
三
回
、
夜
７
時
か
ら
９
時

ま
で
幼
児
か
ら
社
会
人
ま
で
、
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。
毎
月
、
第
二
水

曜
日
に
は
、
富
士
市
立
高
校
で
練
習

し
て
い
ま
す
。

　
発
足
当
時
よ
り
、
礼
法
、
挨
拶
は

厳
し
く
教
え
、
受
け
身
、
体
捌
き
、

す
り
足
、
崩
し
な
ど
、
基
本
練
習
に

重
点
を
置
き
、
正
し
い
技
の
入
り
方
、

正
し
い
投
げ
方
な
ど
、
勝
つ
こ
と
だ

け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に

合
わ
せ
た
正
し
い
柔
道
を
教
え
る
こ

と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
歴
史
は
浅
く
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か

ら
の
道
場
で
す
が
、
熱
い
気
持
ち
を

胸
に
秘
め
、
指
導
者
一
同
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い

つ
の
日
か
、
日
本
武
道
館
の
畳
の
上

で
、
鷹
柔
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
が

活
躍
で
き
る
こ
と
を
信
じ
て
。

⑥
道
場
紹
介

　
平
成
24
年
４
月
14
日
よ
り
富
士
市

立
岩
松
中
学
校
体
育
館
柔
道
場
で
毎

週
、
火
・
木
・
土
曜
日
の
18
：
30
～

20
：
00
（
年
中
と
小
学
生
）
と
20
：

00
～
21
：
00
（
中
学
生
～
一
般
）
ま

で
稽
古
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
２
部

制
で
、
礼
法
か
ら
体
力
作
り
、
本
格

的
な
技
術
ま
で
の
指
導
を
し
て
い
ま

す
。

　
富
士
市
で
元
気
い
っ
ぱ
い
楽
し
い

柔
道
を
や
ろ
う
！
を
合
言
葉
に
柔
道

の
師
、
嘉
納
治
五
郎
先
生
の
精
力
善

用
・
自
他
共
栄
の
精
神
を
基
に
、
柔

道
の
基
本
で
あ
る
礼
法
・
受
け
身
・

基
本
動
作
を
主
と
し
た
稽
古
を
日
々

行
っ
て
お
り
、
元
気
な
女
子
・
男
子

が
楽
し
く
、
厳
し
く
、
仲
良
く
、
柔

道
を
通
し
て
丈
夫
な
身
体
と
強
い
心

を
鍛
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
全
国
中
体
連
60
㎏
級
に

古
関
夕
響
が
出
場
、
平
成
27
年
全
国

中
体
連
60
㎏
級
に
井
出
海
輝
・
90
㎏

級
で
熊
谷
健
太
・
90
㎏
超
級
で
下
橋

颯
斗
が
出
場
し
、
特
に
下
橋
は
全
国

５
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
学
生
で
は
平
成
28
年
度

第
13
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大

会
に
、
６
年
生
男
子
50
㎏
超
級
で
木

内
銀
平
が
出
場
し
ま
し
た
。
団
体
戦

で
は
９
月
に
行
わ
れ
た
「
マ
ル
ち
ゃ

ん
杯
全
日
本
少
年
大
会
」
に
中
部
地

区
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。

　
柔
道
を
通
し
て
仲
間
を
想
う
心
と
、

自
分
に
負
け
ず
に
最
後
ま
で
や
り
抜

く
力
を
身
に
付
け
健
全
な
る
青
少
年

の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

⑥
道
場
紹
介

　
静
岡
市
中
央
体
育
館
柔
道
教
室
は
、

静
岡
市
が
掲
げ
る
「
市
民
一
人
１
ス

ポ
ー
ツ
」
の
実
現
を
目
指
し
、
多
種

多
様
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
す
る

事
業
の
一
環
と
し
て
、
一
九
七
三
年

に
静
岡
市
体
育
協
会
の
も
と
に
始
ま

り
ま
し
た
。

　
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
愛
好
家

が
集
う
、「
夜
間
」
の
教
室
と
し
て
、

歴
代
の
教
室
代
表
者
の
バ
ト
ン
を
譲

り
受
け
、
現
在
は
田
中
秀
幸 

八
段
の

指
導
の
も
と
、
週
二
日
（
月
・
木
）、

稽
古
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　
教
室
の
運
営
は
、
午
後
六
時
三
〇

分
か
ら
、
初
心
者
お
よ
び
小
学
生
対

象
の
「
一
部
」
が
始
ま
り
、
午
後
八

時
か
ら
は
、
中
学
生
・
高
校
生
・
一

般
を
対
象
と
し
た
「
二
部
」
と
な
り

ま
す
。
一
部
で
は
、
礼
法
、
基
本
動

作
、
体
力
づ
く
り
を
中
心
に
、
二
部

で
は
、主
に
乱
取
と
な
り
ま
す
。
近
年
、

一
部
で
育
っ
た
小
学
生
・
中
学
生
が
、

高
校
・
一
般
と
な
り
、
道
場
に
戻
っ

て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
う
れ

し
い
か
ぎ
り
で
す
。

　
教
室
の
運
営
指
針
と
し
て
は
、
第

静岡市中央体育館柔道教室
②静岡市葵区駿府町２の８０
　中央体育館内
③〒４２０-０８５４
　静岡市葵区城内町４の１３
　（田中秀幸方）
　０５４-２５２-５２９５
④田中秀幸
⑤小学生１０名、中学生３
名、大学社会人３０名

富士共栄道場
②〒415-0909
　富士市松岡2353-1
③〒416－0906
　富士市本市場１２４
　090-2682-9973
④金指邦浩
⑤児童１人、小学生20人、
中学生２５人、高校生５
人、大学・社会人10人

道
場
紹
介

ど
う
じ
ょ
う

し
ょ
う
か
い

県
内
各
地
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
「
道
場
」
を
各
地
区
２
道
場
ず
つ
紹
介
し
ま
す
。

①名称
②住所（練習場所）
③連絡先
④代表者氏名
⑤所属人数

鷹柔クラブ
②静岡県富士市大淵２９２０
③〒４１７-０８０１
　静岡県富士市大淵２８４４-４
　秋山オート商会
　０５４５-３５-００１９
④秋山英生
⑤児童２名、小学生２２名、
中学生５名、高校生２名、
大学生社会人２０名
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い
ま
す
。

稽
古
は
毎
週
２
回
（
火
曜
日
と
金
曜

日
）

１
部
（
小
学
生
）
午
後
６
時
30
分
か

ら
午
後
７
時
50
分
ま
で

２
部
（
中
学
、
一
般
）
午
後
７
時
50

分
か
ら
午
後
８
時
45
分
ま
で

　
申
し
込
み
な
ど
詳
細
は
、
南
部
体

育
館
窓
口
ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

見
学
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
一
度
見
学
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
楽
し
み
な
が
ら
強
く
な
る
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
活
動
し
て
い
ま
す
の
で
是

非
体
育
館
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

⑥
道
場
紹
介

　
井
上
柔
道
ク
ラ
ブ
は
平
成
23
年
に

一
に
、
安
全
と
事
故
防
止
を
徹
底
し
、

ま
た
、
強
く
な
る
こ
と
に
執
着
せ
ず
、

生
涯
柔
道
を
目
指
す
よ
う
な
柔
道
家

の
育
成
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
公
営
の
教
室
の
指

導
員
と
し
て
恥
じ
ぬ
よ
う
、
指
導
員

一
同
、
精
進
し
て
、
ま
た
、
一
人
で

も
多
く
の
柔
道
愛
好
家
が
誕
生
す
る

よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑥
道
場
紹
介

　
静
岡
南
部
柔
道
ク
ラ
ブ
は
、
公
益

財
団
法
人
静
岡
市
体
育
協
会
が
主
催

す
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
メ
ン
バ
ー
か

ら
な
る
ク
ラ
ブ
で
す
。
静
岡
市
駿
河

区
の
南
部
体
育
館
で
火
曜
日
と
金
曜

日
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

教
室
で
は
あ
り
ま
す
が
、
団
体
・
個

人
共
に
全
日
本
柔
道
連
盟
へ
の
登
録

を
し
て
各
種
大
会
に
も
参
加
し
て
お

り
ま
す
。

　
教
室
は
全
３
期
か
ら
な
り
４
月
か

ら
７
月
が
１
期
、
８
月
か
ら
11
月
が

２
期
、12
月
か
ら
３
月
が
３
期
と
な
っ

て
い
ま
す
。
常
時
３
名
の
指
導
員
が

レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
指
導
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
柔
道
の
技
術
指
導
は
元

よ
り
礼
節
を
重
ん
じ
精
神
面
で
も
成

長
で
き
る
よ
う
な
指
導
を
心
が
け
て

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
人
を

主
に
外
国
籍
を
持
っ
た
方
が
多
く
参

加
し
て
い
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
ク

ラ
ブ
で
す
。
⑤
で
示
し
た
よ
う
に
総

勢
35
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
週
３
回
の
練
習
を
行
っ
て
い
て
、

月
・
土
曜
日
は
浜
松
市
中
区
西
浅
田

町
の
浜
松
市
武
道
館
を
借
り
て
、
日

曜
日
は
磐
田
市
見
附
の
磐
田
市
総
合

体
育
館
の
道
場
を
借
り
て
練
習
し
て

い
ま
す
。
月
・
土
曜
日
の
練
習
は
午

後
７
時
か
ら
９
時
ま
で
、
日
曜
日
は

午
後
５
時
か
ら
７
時
ま
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　
月
１
回
近
隣
の
中
学
生
や
高
校
生

を
集
め
て
合
同
練
習
を
開
催
し
て
お

り
、互
い
に
柔
道
の
技
術
を
高
め
あ
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
合
同
練

習
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
良
い
国

際
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
井
上
フ
ァ
ビ
オ
先
生
（
３
段
）
を

中
心
に
多
く
の
協
力
者
の
力
を
い
た

だ
き
、
日
々
生
徒
の
柔
道
の
向
上
に

励
ん
で
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
の
特
徴
と

し
て
日
本
語
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
２

か
国
語
で
柔
道
を
教
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
柔
術
の
選
手
が
ク
ラ

ブ
に
集
ま
り
、
寝
技
を
重
視
し
た
練

習
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
礼
儀
の
大
切
さ
を
生
徒
に
教
え
る

こ
と
を
一
番
に
考
え
、
生
徒
の
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
を
生
か
し
た
教
え
方
を

先
生
と
先
輩
た
ち
が
共
に
考
え
て
い

ま
す
。
初
段
以
上
の
生
徒
に
後
輩
を

教
え
さ
せ
る
こ
と
で
自
分
の
勉
強
に

も
な
り
責
任
を
持
て
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
教
え
方
で
５
年

間
や
っ
て
き
ま
し
た
。
来
年
も
生
徒

が
そ
れ
ぞ
れ
持
つ
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
、
先
生
や
先
輩
方
と
一
緒
に

考
え
て
い
く
方
針
で
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
学
生
や
一
般
の
人

が
新
し
く
ク
ラ
ブ
に
入
る
こ
と
を
願

い
、
一
人
で
も
多
く
の
柔
道
を
続
け

る
選
手
が
育
つ
よ
う
に
指
導
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

⑥
道
場
紹
介

　
平
成
18
年
に
旧
大
須
賀
町
に
児
童

の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
た
大
須
賀

柔
道
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
ま
し
た
。
昨

年
10
周
年
を
迎
え
、
個
性
豊
か
な
ク

ラ
ブ
と
な
り
ま
し
た
。

　
練
習
は
週
３
回（
火
曜
日
・
木
曜
日
・

日
曜
日
）
午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
目
標
に
向
か
っ
て
、
時

に
は
涙
を
流
し
時
に
は
喜
び
を
感
じ

稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
月
に
１
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
、
年
に
数
回
行
わ
れ
る
親

睦
会
が
あ
り
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で

が
楽
し
ん
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
結
果
だ
け
で
な
く
、
努
力

す
る
厳
し
さ
や
喜
び
を
教
え
、
個
々

の
個
性
を
大
切
に
し
、
柔
道
を
通
じ

色
々
な
事
を
経
験
し
学
び
、
多
く
の

人
に
愛
さ
れ
る
柔
道
人
を
育
て
て
い

け
る
よ
う
に
指
導
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

静岡南部柔道クラブ
②静岡市駿河区曲金３-１-３０
③〒422-8006
　静岡市駿河区曲金３-１-３０
　（南部体育館事務局）
　054-285-1133
④茶山和巳
⑤児童０人、小学生７人、中
学生２人、高校生０人、社
会人０人

井上柔道クラブ
②浜松市中区西浅田2丁目３-１
③〒438-0051
　磐田市上大之郷13-6
　080-51067648
④井上ファビオ
⑤児童０人、小学生20人、
中学生２人、高校生３人、
大学・社会人10人

大須賀柔道クラブ
②静岡県立横須賀高校柔道場
③〒439-0019
　菊川市半済１１６２-８
　０９０-７６９９-５９０７
④鈴木啓祐
⑤児童4人、小学生8人、中
学生4人、高校生4人、大
学・社会人9人
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新人選手紹介コーナー

新人選手紹介コーナー

今年度もこのコーナーを継続することができた。全国大会で３位までに入賞した若い選手（高校生以下の選手）
を紹介しているコーナーで、今年度は８名の選手が該当した。昨年の４名を大きく上回りよく頑張ってくれました。
特に女子選手の活躍が顕著でした。女子団体の藤枝順心高校もコメントをいただきました。

指
し
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

初
段
　
渋
谷
　
舞�

さ
ん

（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

平
成
28
年
度
全
日
本
カ
デ
柔
道
体
重
別
選

手
権
大
会
48
㎏
級
優
勝
、
ド
イ
ツ
カ
デ
国

際
大
会
48
㎏
級
優
勝

　
渋
谷
さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
「
兄
が
柔
道
を
や
っ
て
い
て
、
そ
れ
を

見
て
始
め
ま
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
、
本

当
に
よ
く
あ
る
ケ
ー
ス
で
す
。
今
回
の
成

績
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。「
今
回
こ
れ
ら
の
大
き
な

大
会
で
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

冷
静
に
な
っ
て
足
技
を
使
い
な
が
ら
前
に

出
て
攻
め
続
け
る
と
い
う
自
分
の
柔
道
が

で
き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
試
合
で
は

絶
対
負
け
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
戦
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
毎
日
の
練

習
で
指
導
し
て
く
れ
る
先
生
、
支
え
て
く

れ
る
両
親
、
周
囲
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、
さ
ら
に
上
を
目
指
し
て

一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
で
す
。」
冷
静
に

分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
素
晴
ら
し
い
選

手
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
の
希
望
と
し
て
は
、「
一
つ
一
つ

の
試
合
を
集
中
し
て
戦
っ
て
い
き
た
い
。

ジ
ュ
ニ
ア
で
戦
え
る
よ
う
に
練
習
の
時
か

ら
自
分
に
負
け
な
い
よ
う
頑
張
り
た
い
で

す
。
将
来
は
東
京
五
輪
を
目
指
し
て
、
世

界
で
通
用
す
る
選
手
に
な
り
た
い
。」
と

決
意
を
語
っ
て
い
ま
す
。

初
段
　
守
重
裕
斗�

さ
ん

（
鹿
島
学
園
高
等
学
校
浜
松
キ
ャ
ン
パ
ス
）

平
成
28
年
度
第
47
回
全
国
高
等
学
校
定
時

制
通
信
制
柔
道
大
会
男
子
90
㎏
級
　
２
位

　
お
父
さ
ん
と
弟
さ
ん
で
近
所
の
「
日
本

一
狭
い
道
場
」
と
書
い
て
あ
っ
た
道
場
を

見
学
に
行
き
、
多
く
の
道
場
出
身
者
が
強

豪
校
に
進
学
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
興
味

を
持
っ
た
そ
う
で
す
。
強
く
な
り
た
か
っ

た
ん
で
す
ね
。

　
今
回
の
結
果
に
つ
い
て
は
、「
優
勝
を

目
指
し
て
い
た
の
で
悔
し
い
の
一
言
で
す
。

た
だ
、
相
手
も
同
じ
気
持
ち
だ
と
思
う
の

で
、
相
手
の
方
が
少
し
だ
け
思
い
が
強

か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
必
ず

優
勝
し
た
い
と
思
う
。」
と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
将
来
は
、「
進
学
し
て
多
く
の
こ
と
を

学
び
、
で
き
れ
ば
柔
道
の
楽
し
さ
を
伝
え

る
よ
う
な
社
会
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。」
と
夢
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
監
督
の
岩
田
先
生
か
ら
は
、「
本
校
は

通
信
制
高
校
の
た
め
、
学
校
で
の
練
習
は

難
し
く
、
自
ら
相
手
を
求
め
て
出
稽
古
を

し
て
い
ま
す
。
柔
道
が
大
好
き
な
生
徒
で
、

優
し
く
て
練
習
熱
心
で
あ
り
将
来
は
良
い

指
導
者
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
今
年
こ
そ

は
日
本
一
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。」

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
守
重
君
は
個
人
戦
だ
け
で
な
く
団
体
戦

の
選
手
と
し
て
も
活
躍
し
、
静
岡
県
チ
ー

ム
の
主
力
と
し
て
活
躍
し
、
全
国
３
位
入

賞
に
貢
献
し
て
く
れ
ま
し
た
。
日
本
一
目

　
顧
問
の
古
内
先
生
か
ら
は
「
本
校
に
入

学
し
、
４
月
の
全
日
本
カ
デ
で
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
国
際
大
会
と
い
う
大
き
な

舞
台
で
戦
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ド

イ
ツ
で
は
渋
谷
の
良
さ
が
出
た
試
合
と
な

り
優
勝
と
い
う
結
果
を
残
し
て
く
れ
ま
し

た
。
カ
デ
で
の
結
果
や
経
験
を
生
か
し
て
、

ジ
ュ
ニ
ア
世
代
で
の
活
躍
は
無
論
、
東
京

五
輪
を
目
指
し
て
引
き
続
き
頑
張
っ
て
も

ら
い
た
い
。」
と
エ
ー
ル
を
贈
ら
れ
て
い

ま
す
。

初
段
　
伊
藤
七
海�

さ
ん

（
藤
枝
順
心
高
校
）

平
成
28
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
女
子
78
㎏
級
２
位

　
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
「
何
気
な

く
見
学
に
行
っ
た
ら
楽
し
そ
う
だ
っ
た
か

ら
」
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　
今
回
の
入
賞
に
関
し
て
は
「
優
勝
す

る
こ
と
が
目
標
だ
っ
た
の
で
悔
し
い
で

す
。
あ
と
一
つ
手
が
届
か
な
か
っ
た
の

は
自
分
に
甘
さ
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
中
学
校
時
代
何
の
結
果

も
無
か
っ
た
私
が
高
校
に
入
り
全
国
で
少

し
ず
つ
勝
て
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
先

生
や
家
族
・
仲
間
等
多
く
の
人
の
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
自
分
の
課
題
を
克
服
し
て
い
き
た

い
で
す
。」
と
、
謙
虚
に
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
今
後
の
目
標
は
ず
ば
り
「
大
学
で
日
本

一
」だ
そ
う
で
す
。が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
顧
問
の
沼
野
先
生
か
ら
は
次
の
よ
う
な

ア
ド
バ
イ
ス
が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。「
柔

道
が
大
好
き
と
い
う
選
手
で
す
。
大
好
き

と
い
う
気
持
ち
が
高
校
で
力
を
つ
け
実
績

に
も
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
大

学
で
は
高
校
で
果
た
せ
な
か
っ
た
『
日
本

一
』
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。」

初
段
　
小
笠
原
一
貴�

さ
ん

（
藤
枝
明
誠
高
校
）

平
成
28
年
度
全
日
本
カ
デ
柔
道
体
重
別
選

手
権
大
会
男
子
73
㎏
級
3
位

　
小
笠
原
君
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
「
兄
の
練
習
を
見
て
い
て
、
自
分
な
ら

も
っ
と
強
く
な
れ
る
と
思
っ
た
か
ら
。」

と
い
う
こ
と
で
、
強
気
な
性
格
が
見
え
る

よ
う
で
す
。

　
今
回
の
入
賞
に
関
し
て
は
「
こ
の
大
会

は
2
回
目
の
挑
戦
で
あ
っ
た
。
大
会
前
に

怪
我
を
し
、
復
帰
後
初
め
て
の
試
合
で
不

安
は
あ
っ
た
が
、『
運
と
周
囲
の
支
え
』

が
結
果
に
つ
な
が
っ
た
。
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。」
と
感
謝
の
気
持
ち

を
語
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
「
大
学
に
進
学
し
多
く
の
こ
と

を
学
び
た
い
。
柔
道
選
手
と
し
て
も
人
間

と
し
て
も
大
き
く
成
長
し
た
い
。」
と
前

向
き
に
夢
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
顧
問
の
野
々
山
先
生
は
「
素
直
な
性
格

で
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
地
力
と
対

応
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
更
な
る
努
力
を
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成
の
た
め
に
努
力
を
続
け
ら
れ
る
選
手
で

す
。
今
回
は
本
人
の
目
標
を
達
成
す
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
次
の
ス
テ
ー
ジ

で
は
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
更
な

る
努
力
を
し
目
標
を
達
成
し
て
く
れ
る
こ

と
を
信
じ
て
い
ま
す
。」
と
温
か
い
言
葉

を
贈
っ
て
い
ま
す
。

初
段
　
百
田
久
佳�

さ
ん

（
藤
枝
順
心
中
学
校
）

平
成
28
年
度
全
国
中
学
校
柔
道
大
会
女
子

57
㎏
級
３
位

　
百
田
さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
次
の
よ
う
な
こ
と
だ
そ
う
で
す
。「
小

さ
い
こ
ろ
身
体
が
と
て
も
弱
く
て
身
体
を

強
く
す
る
た
め
に
母
が
や
っ
て
い
た
柔
道

を
し
よ
う
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
」
前
向
き
に
挑
戦
し
た
の
で
す
ね
。

　
今
回
の
結
果
に
つ
い
て
は
「
1
回
戦
か

ら
厳
し
い
戦
い
が
続
き
ま
し
た
が
、
何
と

か
準
決
勝
ま
で
勝
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
準
決
勝
で
は
、
自
分
の
柔
道
が

出
来
な
く
て
負
け
て
し
ま
っ
た
の
で
と
て

も
悔
し
か
っ
た
で
す
。
初
め
て
の
全
国
と

い
う
大
舞
台
で
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が

結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。」と
感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
夢
は
「
高
校
で
は
中
学
の
時
よ

り
も
良
い
成
績
が
残
せ
る
よ
う
に
こ
れ
か

ら
の
練
習
を
今
ま
で
以
上
に
必
死
で
や
っ

て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
そ
の
後
、
大
学

に
進
学
し
中
高
と
は
違
っ
た
環
境
の
中
で

自
分
を
成
長
さ
せ
、
教
員
免
許
を
取
得
し

中
高
の
学
校
に
就
職
し
て
指
導
者
に
な
り

た
い
で
す
。」
と
非
常
に
具
体
的
に
し
っ

か
り
と
し
た
も
の
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
顧
問
の
沼
野
先
生
か
ら
は
「
中
学
校
1

年
生
か
ら
親
元
を
離
れ
寮
生
活
は
大
変
な

こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

の
分
メ
ン
タ
ル
面
が
成
長
で
き
、
そ
の
メ

ン
タ
ル
面
で
の
強
さ
が
今
回
の
結
果
に
つ

な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
高
校
で
も
頑

張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。」
と
励
ま

し
の
言
葉
を
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

初
段
　
米
川
明
穂�

さ
ん

（
藤
枝
順
心
中
学
校
）

平
成
28
年
度
全
国
中
学
校
柔
道
大
会
女
子

70
㎏
超
級
優
勝

　
米
川
さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
「
姉
が
柔
道
を
や
っ
て
い
て
自
分
も
興

味
を
持
ち
や
り
始
め
ま
し
た
」
と
い
う
こ

と
で
よ
く
あ
る
ケ
ー
ス
で
す
。

　
今
回
の
優
勝
に
つ
い
て
は
「
緊
張
し
、

自
分
の
柔
道
が
な
か
な
か
で
き
な
く
て
危

な
い
場
面
や
ポ
イ
ン
ト
を
取
ら
れ
た
場
面

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
を
『
絶
対
に

勝
つ
』
と
い
う
気
持
ち
で
向
か
っ
て
い
き
、

危
な
い
場
面
で
も
、
ポ
イ
ン
ト
を
取
ら
れ

た
場
面
で
も
勝
ち
切
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
大
舞
台
で
結
果
を
残
す
こ
と

が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。」
と
述
べ
て

お
り
、
気
持
ち
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
「
高
校
で
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に

出
場
し
、
自
分
の
柔
道
を
し
て
優
勝
し
た

い
と
思
い
ま
す
。」
と
高
校
で
の
活
躍
を

期
し
て
い
ま
す
。

　
顧
問
の
沼
野
先
生
か
ら
は
「
怪
我
を
し
、

万
全
な
状
態
で
臨
む
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
が
全
国
大
会
で
は
精
神
力
だ
け
で
戦
っ

て
い
ま
し
た
。
彼
女
自
身
が
今
回
の
試
合

を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
柔

道
人
生
に
生
か
さ
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。」
と
冷
静
に
分

析
し
ア
ド
バ
イ
ス
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

森
近
　
颯�

さ
ん

（
和
道
場
）

平
成
28
年
度
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大

会
5
年
女
子
40
㎏
級
３
位

　
森
近
さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
「
和
道
場
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
『
や
っ

て
み
た
い
』
と
思
い
体
験
に
行
っ
た
ら
楽

し
か
っ
た
か
ら
で
す
」
と
い
う
こ
と
で
、

道
場
と
し
て
は
理
想
的
な
ケ
ー
ス
だ
と
思

い
ま
す
。

　
今
回
の
結
果
に
つ
い
て
は
「
全
国
大
会

3
位
な
ん
て
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
の
で
、

び
っ
く
り
し
た
の
と
う
れ
し
い
気
持
ち
が

あ
り
ま
し
た
。」
と
素
直
に
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
今
後
の
夢
は
「
来
年
は
全
国
大
会
で
優

勝
を
し
た
い
で
す
。
夢
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
る
こ
と
で
す
。」
と
い
う
こ
と
で
ぜ

ひ
実
現
し
て
く
だ
さ
い
。

　
指
導
さ
れ
て
い
る
新
村
先
生
か
ら
は

「
初
め
て
の
全
国
大
会
で
緊
張
と
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ

を
は
ね
の
け
3
位
と
い
う
結
果
を
残
す
こ

と
が
出
来
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
回

の
結
果
に
満
足
せ
ず
、
も
っ
と
上
を
目
指

し
て
日
々
の
練
習
に
励
ん
で
も
ら
い
た
い

で
す
。」
と
、
温
か
い
コ
メ
ン
ト
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

藤
枝
順
心
高
校

第
38
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会

　
女
子
団
体
　
３
位

菊
池
涼
音�

さ
ん

水
野
瑚
春�

さ
ん

伊
藤
七
海�

さ
ん

梶
田
珠
未�

さ
ん

　
選
手
を
代
表
し
て
、
水
野
さ
ん
よ
り
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
選
手
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
、
チ
ー
ム
一

丸
と
な
っ
て
試
合
に
臨
み
結
果
を
出
す
こ

と
が
で
き
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
自
ら
の
実
力
不
足
を
感
じ
さ
ら
に
努

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

チ
ー
ム
と
し
て
日
本
一
を
目
標
に
頑
張
り

た
い
。」

　
顧
問
の
沼
野
先
生
か
ら
は
「
中
学
時
代

に
大
き
な
実
績
も
な
い
メ
ン
バ
ー
達
が
全

国
３
位
と
い
う
結
果
を
残
し
て
く
れ
た
こ

と
は
と
て
も
立
派
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

彼
女
達
の
頑
張
り
が
『
努
力
は
決
し
て
裏

切
ら
な
い
』
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
て
く

れ
ま
し
た
。
今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に

向
か
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。」
と
選
手

た
ち
に
賛
辞
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

期
待
す
る
。
挑
戦
す
る
気
持
ち
を
常
に
持

ち
続
け
て
ほ
し
い
。」
と
熱
い
エ
ー
ル
を

贈
っ
て
い
ま
す
。

初
段
　
袴
田
佳
名
瑚�

さ
ん

（
浜
松
市
立
浜
北
北
部
中
学
校
）

平
成
28
年
度
全
国
中
学
校
柔
道
大
会
女
子

52
㎏
級
２
位

　
袴
田
さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
「
父
が
柔
道
を
や
っ
て
い
て
、
年
長
の

時
に
見
学
を
し
に
行
っ
て
楽
し
そ
う
だ
っ

た
の
で
そ
こ
か
ら
柔
道
を
始
め
ま
し
た
。」

と
い
う
こ
と
で
、
経
験
年
数
は
非
常
に
長

い
選
手
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
入
賞
に
関
し
て
は
「
目
標
は
優

勝
だ
っ
た
の
で
悔
し
い
で
す
。
私
が
こ
こ

ま
で
こ
ら
れ
た
の
は
今
ま
で
支
え
て
く
れ

た
先
生
・
仲
間
・
家
族
な
ど
多
く
の
方
々

に
支
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
う
の
で

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
中
学

で
は
全
国
制
覇
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
、

高
校
で
は
優
勝
で
き
る
よ
う
一
日
一
日
の

練
習
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。」

と
非
常
に
前
向
き
に
と
ら
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
夢
は
「
藤
枝
順
心
高
校
に
進
学

し
、
頑
張
り
ま
す
。
将
来
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
に
な
っ
て
一
番
高
い
台
の
上
に
上

が
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
大
き

な
夢
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
顧
問
の
川
合
先
生
は
「
何
事
に
も
ま
じ

め
に
取
り
組
め
る
生
徒
で
あ
り
、
特
に
柔

道
で
は
常
に
目
標
を
持
ち
、
そ
の
目
標
達
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高
柳
喜
一
　
八
段

平
成
29
年
１
月
５
日
御
逝
去

行
年
79
歳

　
高
柳
元
会
長
は
、
静
岡
県
立
浜
松

商
業
高
等
学
校
柔
道
部
時
代
か
ら
有

力
選
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
、イ
ン
タ
ー

ハ
イ
や
国
体
な
ど
の
全
国
大
会
に
出

場
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
高
校
卒
業
後

も
柔
道
を
続
け
、
多
く
の
輝
か
し
い

実
績
を
残
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
企
業
人
と
し
て
も
、
株
式
会
社
高

柳
喜
一
商
店
や
有
限
会
社
武
興
を
経

営
し
、武
道
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
柔
道
協
会
の
役
員
と
し
て
は
、
平

成
２
年
か
ら
静
岡
県
柔
道
協
会
副
会

長
（
西
部
地
区
幹
事
長
）
と
し
て
西

部
地
区
の
協
会
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
平
成
11
年
か
ら
は

静
岡
県
柔
道
協
会
会
長
と
し
て
静
岡

県
柔
道
界
の
運
営
に
そ
の
手
腕
を
い

か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
、
平
成
15
年
に
高
柳
先
生
の

地
元
、
浜
北
市
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｎ

ｅ
ｗ
!!
わ
か
ふ
じ
国
体
」
の
成
功
に

大
い
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
国
体
の

前
年
に
開
催
さ
れ
た
全
国
教
員
大
会

の
開
催
や
、
三
地
区
対
抗
戦
の
開
催
、

マ
ル
ち
ゃ
ん
杯
の
開
催
な
ど
永
年
に

訃

　報

わ
た
り
、
国
体
成
功
に
向
け
て
き
め

細
か
く
準
備
を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
さ
に
企
業
人
と
し
て
の
経
営
セ
ン

ス
が
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
た
も
の

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
16
年
に
は
第
１
回
全

日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
大
会
を
国
体

が
行
わ
れ
た
あ
の
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー

ナ
で
開
催
し
ま
し
た
。
世
界
に
つ
な

が
り
、
多
く
の
柔
道
人
が
参
加
す
る

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
マ
ス
タ
ー

ズ
の
第
１
回
大
会
で
し
た
。
こ
の
大

会
も
高
柳
先
生
の
尽
力
で
実
現
し
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
高
柳
先
生
は
、
平
成
16
年
に
静
岡

県
体
育
協
会
体
育
功
労
章
、
平
成
17

年
に
は
文
部
大
臣
表
彰
、
平
成
26
年

に
は
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

　
仕
事
の
合
間
に
養
神
館
植
松
道
場

で
後
進
の
指
導
を
行
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
静
岡
県
柔

道
協
会
名
誉
会
長
、
静
岡
県
体
育
協

会
顧
問
、
全
柔
連
顧
問
な
ど
多
く
の

役
職
も
務
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま

さ
に
静
岡
県
の
ス
ポ
ー
ツ
界
の
重
鎮

と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
柳
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

ま
す
。

佐
野
　
始
　
七
段

平
成
28
年
８
月
24
日
御
逝
去

行
年
72
歳

　
山
梨
県
出
身
。
身
延
高
校
卒
業
後
、

国
士
舘
大
学
を
経
て
静
岡
県
警
察
機

動
隊
に
奉
職
さ
れ
ま
し
た
。
温
厚
な
人

柄
は
、
誰
か
ら
も
好
感
を
持
た
れ
、
人

望
が
厚
い
方
で
し
た
。

　
柔
道
の
感
性
は
際
立
っ
て
お
り
、
小

柄
な
体
で
あ
り
な
が
ら
、
相
手
の
心
理

を
読
み
と
り
、
左
組
み
手
か
ら
繰
り
出

す
背
負
投
で
、
大
柄
で
強
い
相
手
を
投

げ
飛
ば
す
様
は
圧
巻
で
あ
り
、
ま
さ
に

「
柔
よ
く
剛
を
制
す
」
そ
の
も
の
で
し
た
。

　
高
校
三
年
次
の
全
国
高
校
総
体
個

人
軽
量
級
で
準
優
勝
、
県
警
で
は
国
体

出
場
４
回
と
い
う
輝
か
し
い
戦
績
を
持

ち
、
地
元
山
梨
で
は
怪
童
と
呼
ば
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。

　
退
職
後
は
、
各
駐
在
所
の
巡
回
指

導
者
と
し
て
、
後
輩
の
指
導
に
あ
た

り
、
忙
し
い
日
々
を
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
最
近
で
は
、
富
士
宮
柔
道
会
の
子

供
達
に
柔
道
の
指
導
を
し
て
い
き
た
い

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
願
い
も

叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
突
然
の
訃
報
に
私
た
ち
柔
道
会
の
だ

れ
も
が
心
を
痛
め
て
い
ま
す
。
先
生
の
教

え
や
先
生
の
こ
と
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ま

せ
ん
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
謹

ん
で
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
富
士
宮
柔
道
会
会
長
　
小
林
　
賢
治
）

吉
川
博
智
　
七
段

平
成
28
年
７
月
３
日
御
逝
去

行
年
70
歳

　
沼
津
市
立
高
校
に
入
学
以
来
、
故

高
原
富
夫
先
生
に
先
生
に
師
事
し
柔

道
の
世
界
に
踏
み
入
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
静
岡
県
柔
道
協
会
理
事
、
沼
津
柔

道
連
盟
会
長
等
要
職
に
就
き
な
が
ら
、

沼
津
市
民
体
育
館
柔
道
教
室
を
40
年

以
上
に
わ
た
り
指
導
・
育
成
さ
れ
ま
し

た
。
少
年
柔
道
への
情
熱
は
熱
く
、
柔

道
を
よ
く
理
解
し
た
豊
富
な
知
識
に

よ
っ
て
、
基
礎
・
基
本
を
大
切
に
す
る

指
導
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
熱
血
指
導
な
が
ら
も
卒
業
し
た
多
く

の
教
え
子
か
ら
敬
愛
さ
れ
る
御
人
柄
で

し
た
。

　
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。（

沼
津
市
民
体
育
館
　
田
中
隆
）

多
久
島
一
貴
　
四
段

平
成
28
年
６
月
３
日
御
逝
去

行
年
42
歳

　
先
生
は
、
静
岡
県
立
伊
東
高
等
学

校
柔
道
部
に
て
稽
古
に
励
み
、
高
校
を

卒
業
後
、
地
元
の
企
業
に
就
職
し
忙
し

い
仕
事
の
傍
ら
、
自
身
の
稽
古
、
後
者

へ
の
指
導
と
熱
心
に
な
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

　
普
段
の
先
生
は
温
厚
で
す
が
、
ひ
と

た
び
道
着
を
着
て
指
導
に
当
た
る
と
声

を
張
り
上
げ
子
供
た
ち
に
稽
古
を
つ
れ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
姿
が
、
周
り

の
仲
間
に
信
頼
さ
れ
慕
わ
れ
て
お
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
東
部
柔
道
連
盟
の
理
事
と
し

て
貢
献
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
五
月
末
に
突
然
の
病
に
倒
れ
、
あ
ま

り
に
も
早
い
旅
立
ち
に
無
念
で
な
り
ま

せ
ん
。

　
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

（
伊
東
柔
道
会
　
鈴
木
　
尚
・
秋
山
）

中
林
忠
史
　
四
段

平
成
28
年
５
月
18
日
御
逝
去

行
年
54
歳

　
中
林
先
生
は
、
大
学
卒
業
後
、
愛

知
県
で
の
講
師
を
経
て
静
岡
県
立
下
田

南
高
等
学
校
（
現
下
田
高
校
）
に
社

会
科
（
専
門
は
日
本
史
）
教
諭
と
し
て

赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
県
立
気

賀
高
校
（
現
浜
松
湖
北
高
校
）、
浜
松

旭日双光章受章祝賀会にて
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た
姿
を
思
い
起
こ
す
た
び
に
、
鬼
籍
へ

お
入
り
に
な
っ
た
こ
と
が
残
念
で
仕
方

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
存
在
が
大

き
か
っ
た
の
だ
と
、
改
め
て
気
づ
か
さ
れ

た
次
第
で
す
。

　
中
林
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま

す
。

（
前
浜
松
湖
南
高
校
柔
道
部
顧
問
　
増

尾
　
清
己
）

齊
藤
　
剛
　
七
段

平
成
28
年
８
月
８
日
御
逝
去

行
年
76
歳

　
先
生
は
北
海
道
の
出
身
で
寒
さ
厳
し

い
土
地
に
育
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
か

物
事
に
対
し
て
忍
耐
強
く
、
く
じ
け
な

い
精
神
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。
気
候

温
暖
の
静
岡
へ
来
て
か
ら
も
そ
の
気
持

ち
は
変
わ
る
こ
と
な
く
柔
道
を
通
し
て

交
流
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
様
々
な
場

面
で
先
生
の
不
屈
の
精
神
が
感
じ
ら
れ

た
。

　
静
岡
市
立
の
中
学
校
で
社
会
科
の
教

員
と
し
て
教
鞭
を
と
り
、
部
活
動
に
お

い
て
は
柔
道
部
顧
問
と
し
て
生
徒
指
導

に
情
熱
を
持
っ
て
あ
た
っ
た
。
数
多
く

の
名
選
手
を
育
て
、
そ
の
指
導
力
は
高

い
評
価
を
得
て
い
る
。

　
静
岡
市
中
学
校
体
育
連
盟
柔
道
部
長

（
昭
和
五
十
二
年
か
ら
二
年
間
）
や
静

岡
県
中
学
校
体
育
連
盟
柔
道
部
長（
昭

和
五
十
二
年
か
ら
十
一
年
間
）
と
し
て

そ
の
任
に
あ
た
り
、
選
手
強
化
、
普
及

に
尽
力
し
た
。
と
り
わ
け
昭
和
六
十
二

年
に
全
国
中
学
校
柔
道
大
会
が
地
元

静
岡
県
で
開
催
さ
れ
た
際
に
は
総
指
揮

を
と
り
、
細
部
に
わ
た
り
気
配
り
を
見

せ
選
手
、
観
客
を
第
一に
考
え
た
進
行

に
務
め
、
大
会
を
大
成
功
に
導
い
た
功

績
は
大
き
い
。

　
さ
ら
に
静
岡
県
柔
道
協
会
や
静
岡

市
柔
道
連
盟
役
員
、
審
判
員
と
し
て

組
織
の
中
で
柔
道
発
展
に
尽
力
し
、
永

年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
公
認
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
と
し
て
平
成
十
八
年
に
日
本
体

育
協
会
か
ら
全
国
表
彰
を
受
け
て
い
る
。

中
学
校
教
員
定
年
退
職
後
も
県
柔
道

協
会
や
市
柔
道
連
盟
に
関
わ
り
、
柔

道
人
口
増
大
に
向
け
て
公
立
中
学
校

柔
道
部
コ
ー
チ
、
公
立
体
育
館
夜
間
柔

道
教
室
指
導
員
と
し
て
児
童
・
生
徒
に

対
し
て
献
身
的
に
汗
を
流
し
た
。

　
お
酒
が
好
き
で
柔
道
仲
間
ら
と
機

会
あ
る
ご
と
に
懇
親
会
に
参
加
し
、
飲

む
ほ
ど
に
酔
う
ほ
ど
に
多
弁
と
な
り
楽

し
そ
う
に
歓
談
し
て
い
た
の
を
思
い
出

す
。

　
中
学
校
の
運
動
部
活
動
の
指
導
者

が
減
って
い
る
中
で
、
社
会
科
と
い
う
教

科
で
あ
り
な
が
ら
専
門
家
と
し
て
中
学

校
に
お
け
る
柔
道
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

た
先
生
の
ご
功
績
は
大
き
く
、
先
生
の

ご
尽
力
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
我
々

は
こ
れ
か
ら
も
柔
道
の
普
及
発
展
に
務

め
て
い
く
こ
と
を
お
誓
い
い
た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
安
ら
か
に
お
休
み
く
だ
さ
い
。

（
静
岡
県
柔
道
協
会
中
部
地
区
幹
事

長
・
田
中
秀
幸
）

赤
池
進
司
　
八
段

平
成
28
年
９
月
16
日
御
逝
去

行
年
69
歳

　
先
生
は
中
部
地
区
や
県
協
会
の
ご

意
見
番
と
し
て
、
い
つ
も
正
論
を
説
き

我
々
を
助
け
て
く
れ
て
い
た
。
一級
審
査
、

月
次
試
合
、
形
講
習
会
、
昇
段
審
査

会
な
ど
中
部
地
区
の
行
事
に
は
い
つ
も

早
々
と
会
場
に
来
て
準
備
に
あ
た
って
い

た
。
大
き
な
身
体
を
動
か
し
て
細
か
い

と
こ
ろ
ま
で
気
配
り
し
て
い
た
。
受
験

者
フ
ァ
ー
ス
ト
の
考
え
方
を
持
ち
、
こ
れ

ら
の
諸
行
事
を
通
し
て
生
徒
を
指
導
・

教
育
さ
れ
て
い
た
。
あ
の
指
導
が
今
後

聞
か
れ
な
い
と
思
う
と
誠
に
残
念
で
あ

る
。

　
先
生
は
高
校
時
代
か
ら
柔
道
を
習
い

始
め
、
全
国
的
大
会
に
出
場
す
る
な
ど

活
躍
し
た
。
日
本
大
学
へ
進
学
し
そ
の

実
力
を
さ
ら
に
磨
い
た
。
静
岡
県
へ
戻

り
県
警
察
官
と
し
て
奉
職
さ
れ
、
勤

務
の
傍
ら
各
種
大
会
に
出
て
活
躍
し
た
。

選
手
を
退
い
て
か
ら
は
職
務
を
務
め
る一

方
、
全
柔
連
公
認
A
ラ
イ
セ
ン
ス
審
判

員
と
し
て
各
種
全
国
大
会
の
審
判
に
あ

た
っ
た
。

　
ま
た
静
岡
市
柔
道
連
盟
理
事
、
同

副
会
長
、
静
岡
県
柔
道
協
会
理
事
、

同
審
議
部
長
と
し
て
そ
の
手
腕
を
発
揮

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
組
織
改
革

の
中
で
先
生
の
能
力
に
期
待
す
る
と
こ

ろ
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
突
然
の
別
れ

が
残
念
で
た
ま
ら
な
い
。

　
先
生
は
話
が
好
き
で
、
大
会
や
会
議

の
空
き
時
間
に
は
仲
間
と
歓
談
し
、
時

折
冗
談
を
言
っ
て
は
周
囲
を
笑
わ
せ
て

い
た
。
博
識
で
我
々
に
色
々
な
こ
と
を

教
え
て
く
れ
た
。
ま
た
美
味
し
い
も
の

に
目
が
な
く
、
何
処
の
店
の
何
が
美
味

し
い
と
か
よ
く
知
って
い
て
、
自
分
自
身

で
そ
の
店
へ
足
を
運
び
購
入
し
て
い
た
と

か
、
人
間
味
溢
れ
る
先
生
で
あ
っ
た
。

　
本
協
会
は
、
大
き
な
目
標
に
向
か
っ

て
活
動
し
始
め
た
ば
か
り
で
あ
り
、
先

生
の
力
量
発
揮
の
場
面
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
を
前
に
し
て
の
ご
逝
去
は
残
念
で

な
ら
ず
、
ま
た
先
生
も
さ
ぞ
ご
無
念
で

あ
っ
た
か
と
思
う
。
こ
れ
ま
で
の
ご
貢

献
に
感
謝
し
つつ
我
々
は
力
を
合
わ
せ
て

取
り
組
む
こ
と
を
お
誓
い
い
た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
安
ら
か
に
お
休
み
く
だ
さ
い
。

（
静
岡
県
柔
道
協
会
中
部
地
区
幹
事

長
・
田
中
秀
幸
）

　
今
年
は
多
く
の
方
々
の
訃
報
を
掲
載

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
ま

だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
の
先
生
方
ば
か
り
で

す
。

　
お
互
い
健
康
に
は
十
分
注
意
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　
各
先
生
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま

す
。

市
立
高
台
中
学
校
、
浜
松
湖
南
高
校
、

浜
松
北
高
校
に
奉
職
さ
れ
ま
し
た
。

　
柔
道
と
の
関
わ
り
は
、
ご
実
家
近
く

に
あ
る
道
場
へ
通
わ
れ
た
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
教

員
生
活
の
始
ま
り
と
と
も
に
柔
道
部
顧

問
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
全
国
高
校
選

手
権
女
子
個
人
戦
に
出
場
す
る
選
手

を
育
て
ま
し
た
。
柔
道
協
会
と
の
ご
縁

が
で
き
た
の
も
こ
の
頃
だ
っ
た
と
記
憶
し

て
お
り
ま
す
。
柔
道
協
会
に
お
い
て
は
、

西
部
地
区
事
務
局
の一
員
と
し
て
ご
尽

力
い
た
だ
き
、
近
年
は
形
講
習
会
の
講

師（
投
の
形
）を
長
年
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
私
は
八
年
間
、
浜
松
湖
南
高
校
で
ご

一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
明
る

く
、
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
独
特
の
語
り
口

調
、
日
本
史
に
関
す
る
博
学
さ
、
生
徒

へ
の
細
や
か
な
配
慮
、
生
徒
指
導
主
事

と
し
て
淡
々
と
業
務
を
遂
行
さ
れ
る
姿

が
す
ぐ
さ
ま
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。
普

段
か
ら
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
こ
と

で
印
象
深
い
の
は
、「
僕
は
、
部
活
の
指

導
を
す
る
の
が
当
た
り
前
だ
と
思
って
い

る
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
教
員
と
し
て

は
至
極
当
然
の
こ
と
な
の
で
す
が
、
そ

の
当
然
の
こ
と
を
長
年
継
続
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
人
こ
そ
、
本
当
の
努
力

家
で
す
。
中
林
先
生
は
、
ま
さ
に
努
力

の
人
で
あ
り
、
常
に
柔
道
に
真
摯
に
向

き
合
い
、
積
極
進
取
の
人
で
あ
っ
た
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
多
く

の
卒
業
生
が
先
生
を
慕
って
い
る
の
で
す
。

　
今
回
の
訃
報
に
接
し
て
、当
初
は
ま
っ

た
く
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
つ
い

先
日
、
事
務
局
の
業
務
を
し
た
際
、
新

天
地
で
水
泳
部
顧
問
と
し
て
日
焼
け
さ

れ
た
姿
に
驚
い
た
と
い
う
記
憶
が
あ
り

ま
す
。
健
康
そ
の
も
の
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
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柔
道
し
ず
お
か
20
号
を
お
届
け
し

ま
す
。
今
年
度
は
訃
報
が
多
く
、
本

当
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
お
亡
く

な
り
に
な
ら
れ
て
各
先
生
方
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
柔
道

は
素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
し
、
東
京

大
会
に
大
き
な
期
待
を
抱
か
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
に
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
静
岡
県
関
係

の
選
手
が
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

　
柔
道
の
ル
ー
ル
が
一
部
変
わ
る
よ

う
で
す
。
特
に
「
有
効
」
・
「
合
わ

せ
技
一
本
」
が
な
く
な
る
こ
と
、
反

則
で
は
勝
負
が
決
し
な
い
こ
と
、
試

合
時
間
が
短
く
な
る
等
、
大
き
な
変

更
が
行
わ
れ
る
よ
う
で
す
。
柔
道
か

ら
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
に
な
り
、
仕
方
が
な
い

面
も
あ
り
ま
す
が
し
っ
か
り
対
応
し

ま
し
ょ
う
。柔

道
し
ず
お
か
編
集
担
当

宮
𥔎𥔎
𥔎
𥔎

編

集

後

記

ち
ょ
っ
と
良
い
話
題

丸
山
さ
ん
親
子
に
感
謝
状

　
平
成
28
年
３
月
３
日
付
け
の
中
日

新
聞
で
次
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。「
火
災
か
ら
女
性
救
助
、

菊
川
署
と
菊
川
市
消
防
本
部
は
丸
山

さ
ん
親
子
に
感
謝
状
」

　
内
容
は
、
西
部
地
区
の
丸
山
博
行

さ
ん
と
長
男
で
大
学
４
年
生
の
大
樹

さ
ん
が
、
小
笠
高
校
柔
道
場
で
の
練

習
か
ら
帰
宅
す
る
途
中
で
納
屋
の
火

災
を
発
見
し
、
隣
の
母
屋
に
い
た
女

性
（
84
歳
）
を
救
助
す
る
と
と
も
に

自
家
用
車
な
ど
を
避
難
さ
せ
た
、
と

い
う
こ
と
で
す
。
２
人
の
活
動
で
消

火
活
動
が
迅
速
に
行
わ
れ
、
隣
家
へ

の
延
焼
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
と
高

く
評
価
さ
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

「
た
ま
た
ま
通
り
が
か
り
、
当
然
の

こ
と
を
し
た
だ
け
で
す
。」
博
行
さ

ん
は
語
っ
て
い
る
が
、
丸
山
さ
ん
親

子
に
対
し
て
大
い
に
拍
手
を
贈
り
た

い
。

平
成
28
年
度
講
道
館

『
形
』
東
海
地
区
講
習
会

平
成
28
年
５
月
８
日
（
日
）

浜
松
市
武
道
館

　
午
前
９
時
45
分
か
ら
開
会
式
が
行

わ
れ
た
。
高
田
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、

指
導
者
を
代
表
し
て
尾
形
敬
史
八
段

　
西
部
地
区
の
形
の
講
習
会
が
９
月

11
日
（
日
）
浜
松
市
武
道
館
に
て
審

査
会
終
了
後
実
施
さ
れ
た
。
講
師
に

は
浜
北
柔
道
協
会
（
Ｊ
Ｒ
東
海
ツ

ア
ー
ズ
）
の
森
田
氏
が
担
当
さ
れ
た
。

今
年
は
固
の
形
が
行
わ
れ
、
森
田
氏

の
指
導
の
も
と
西
部
地
区
の
指
導
者

が
講
習
を
受
講
し
た
。

西
部
地
区
形
講
習
会

（
柔
の
形
担
当
）
か
ら
挨
拶
が
あ
り

講
習
会
が
始
ま
っ
た
。
今
回
の
講
習

会
の
指
導
者
は
、
尾
形
氏
の
ほ
か
村

田
直
樹
八
段
（
古
式
の
形
担
当
）
長

谷
川
育
男
八
段
（
極
の
形
担
当
）
山

本
三
四
郎
七
段
（
投
の
形
担
当
）
の

３
名
が
務
め
て
く
れ
た
。
参
加
者
は

東
海
地
区
『
形
』
競
技
大
会
の
各
県

参
加
者
・
審
判
員
と
、
地
元
静
岡
県

か
ら
の
希
望
者
で
総
勢
百
名
弱
で

あ
っ
た
。

　
各
形
に
分
か
れ
て
午
前
午
後
と
充

実
し
た
講
習
会
が
行
わ
れ
た
。
投
げ

の
形
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、

い
ろ
い
ろ
な
面
白
い
指
摘
が
あ
っ
た
。

例
え
ば
投
げ
の
形
の
背
負
投
は
背
負

投
げ
と
い
い
な
が
ら
実
際
は
一
本
背

負
い
で
あ
る
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
か
つ
て
の
柔
術
の
名

残
が
あ
り
、
本
当
は
関
節
を
極
め
て

投
げ
て
い
た
技
が
元
に
な
っ
て
い
る

そ
う
で
、
い
わ
ゆ
る
一
本
背
負
い
で

は
な
い
と
い
う
指
摘
は
新
鮮
だ
っ
た
。

　
最
後
に
各
形
を
代
表
者
に
演
技
し

て
い
た
だ
い
た
。
東
海
大
会
に
出
場

す
る
選
手
達
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
見

事
な
形
で
あ
っ
た
。

　
閉
会
式
で
は
、
村
田
直
樹
先
生
か

ら
講
評
が
あ
り
、
受
講
生
の
真
剣
な

取
り
組
み
に
対
し
て
誉
め
の
言
葉
を

い
た
だ
い
た
。
充
実
し
た
一
日
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

者
が
激
増
し
た
の
は
４
年
目
で
し

た
。
私
の
教
え
子
か
ら
話
が
広
が
り

グ
ル
ー
プ
単
位
で
参
加
者
が
増
加
し

ま
し
た
。
中
年
の
女
性
は
グ
ル
ー
プ

で
行
動
す
る
こ
と
が
多
く
、
ネ
ズ
ミ

算
式
に
増
加
し
て
い
き
ま
し
た
。
年

金
受
給
者
に
と
っ
て
無
料
で
参
加
で

き
る
こ
と
も
魅
力
で
あ
っ
た
こ
と
も

わ
か
り
ま
し
た
。
問
題
点
と
し
て
は
、

１
～
２
回
し
か
来
な
い
人
が
い
る
こ

と
と
保
険
を
自
己
加
入
と
し
た
こ
と

で
し
た
。（
こ
れ
ら
は
平
成
28
年
度

か
ら
年
間
保
険
代
を
一
人
５
０
０
円

徴
収
す
る
こ
と
で
解
決
し
ま
し
た
。）

　
平
成
26
年
は
節
目
の
年
で
し
た
。

「
エ
ア
ロ
ビ
」
柔
道
の
受
講
者
急
増

に
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
田
方
郡

柔
道
連
盟
の
望
月
会
長
を
中
心
に

「
親
子
柔
道
教
室
」
が
大
仁
柔
道
会

の
菊
池
四
段
（
水
曜
日
）
韮
山
柔
道

教
室
の
斎
藤
七
段（
木
曜
日
）に
よ
っ

て
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
と
平
成
27
年
か
ら
始
め

た
『
み
ん
な
で
柔
道
』
が
好
作
用
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
大
会
に
参
加
し
た
母
親
の
中
か
ら

５
人
の
初
段
合
格
者
が
出
ま
し
た
。

合
格
者
の
皆
さ
ん
は
、
平
成
28
年
９

月
の
東
部
地
区
審
査
会
で
、
幹
事
長

か
ら
昇
段
証
書
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
田
方
郡
柔
道
連
盟
の
取
り
組

み
と
高
柳
先
生
の
理
想
が
実
現
し
た

も
の
と
言
え
ま
す
。

　
普
及
部
会
責
任
者
　
東
部
地
区

根
木
谷
信
一

ア
　
柔
道
人
口
拡
大
策
の
研
究
・
実

施

イ
　
女
性
指
導
者
増
員
及
び
活
用
の

た
め
の
事
業
　
親
子
柔
道
教
室

事
業
、
女
性
登
録
推
進
委
員
会

等
が
目
標
と
さ
れ
る
。

（
３
）
指
導
の
経
緯
と
内
容
（
東
部

地
区
を
中
心
に
）

　
柔
道
の
基
本
（
礼
法
や
受
身
）・

技
（
寝
技
や
立
技
）・
形
を
工
𥔎
し
、

日
常
生
活
に
生
か
す
こ
と
が
三
地
区

の
共
通
点
で
し
た
。

　
東
部
地
区
は
「
エ
ア
ロ
ビ
柔
道
」

を
毎
週
水
曜
日
、
１
年
間
通
し
て
続

け
ま
し
た
。「
エ
ア
ロ
ビ
柔
道
」
は

昭
和
63
年
、
西
ド
イ
ツ
の
エ
ッ
セ
ン

で
行
わ
れ
た
「
世
界
柔
道
選
手
権
大

会
」
の
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
を

ヒ
ン
ト
に
、
私
が
沼
津
市
立
高
校
柔

道
部
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
一
つ
と
し

て
工
𥔎
を
重
ね
て
き
た
も
の
で
す
。

東
部
地
区
役
員
が
一
丸
と
な
り
、
父

母
の
昇
段
に
結
び
付
け
た
の
で
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

　
第
１
回
の
教
室
は
平
成
23
年
５
月

11
日
（
水
）、
雨
天
の
中
参
加
者
19

名
は
沼
市
高
柔
道
部
員
の
母
親
が
中

心
で
し
た
。
初
年
度
は
40
代
の
女
性

が
中
心
で
、
最
年
少
は
２
歳
で
し
た
。

対
象
者
は
老
若
男
女
年
齢
制
限
な
し

で
し
た
。
年
間
受
講
者
延
べ
１
８
３

名
（
年
間
30
回
、
登
録
45
人
・
一
回

平
均
6.1
人
）
で
し
た
。

　
２
年
目
は
受
講
者
が
減
少
し
参
加

者
ゼ
ロ
の
日
も
あ
り
ま
し
た
。
参
加
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平
成
29
年
4
月
１
日
、
西
部
支
部
幹

事
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
新
体
制
へ
移
行
し
て
か
ら
、
８
ヶ

月
、
現
役
時
代
は
巧
み
に
体
を
扱
い
、

躍
動
に
溢
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

引
退
す
る
と
不
慣
れ
な
仕
事
を
始
め
る

こ
と
に
な
り
、
不
安
を
か
か
え
て
の
出

発
で
あ
り
ま
し
た
が
、
歴
代
西
部
支
部

副
会
長
の
意
志
を
引
き
継
ぎ
、
柔
道
の

普
及
に
力
を
注
ぎ
、
静
岡
県
柔
道
協
会

の
発
展
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
中
学
時
代
に
、
浜
松
養
神
館
で
柔
道

を
志
し
、
高
校
、
大
学
と
自
己
研
鑽

を
し
て
、
卒
業
後
は
母
校
に
戻
り
、
高

校
教
師
と
し
て
指
導
者
の
道
を
38
年
間

歩
み
続
け
て
、
教
職
に
身
を
置
い
て
の
、

柔
道
の
普
及
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
当

時
は
、
テ
レ
ビ
あ
る
い
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
柔
道
を
大
々
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
、

部
活
動
に
お
い
て
の
部
員
確
保
に
は
困

る
こ
と
な
く
、
柔
道
を
通
し
て
、
人
間

形
成
の
重
要
さ
を
教
え
て
き
ま
し
た
。

　
協
会
役
員
と
し
て
は
、
平
成
5
年
度

か
ら
強
化
委
員
を
、
野
田
昭
一
委
員

長
（
現
会
長
）
の
下
、
強
化
ス
タ
ッ
フ

を
組
織
化
し
て
県
内
の
中
高
生
の
競
技

力
向
上
を
図
り
、
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
の
壁

を
破
り
、
国
体
本
大
会
出
場
を
至
上
命

令
と
し
て
、
合
宿
を
重
ね
切
磋
琢
磨
し
、

各
種
別
で
出
場
権
を
確
保
し
て
き
た
中

で
、
少
年
男
子
の
コ
ー
チ
と
し
て
、
平

成
10
年
神
奈
川
国
体
で
は
、
少
年
男
子

が
念
願
の
4
位
入
賞
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。
平
成
15
年
に
は
、
静
岡
国
体
柔
道

競
技
が
浜
北
市
（
現
浜
松
市
浜
北
区
）

で
開
催
が
決
定
し
、
少
年
男
子
の
監
督

と
い
う
重
責
を
負
い
、
選
手
強
化
を
図

り
、
戦
い
続
け
て
い
く
の
は
困
難
で
し

た
が
、
素
晴
ら
し
い
強
化
ス
タ
ッ
フ
達

と
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
本
大
会
に
臨

み
、
8
位
入
賞
、
競
技
別
天
皇
杯
4
位

を
勝
ち
得
た
も
の
で
し
た
。
そ
の
後
も

強
化
委
員
と
し
て
競
技
力
向
上
に
努
め

て
、
平
成
25
年
東
京
国
体
で
は
、
成
年

女
子
の
監
督
と
し
て
、
金
田
結
花
選
手

（
浜
松
商
業
高
出
身
）、
村
山
の
ぞ
み
選

手
（
市
立
沼
津
高
出
身
）、
土
屋
文
香

選
手
（
東
海
大
静
岡
翔
洋
高
出
身
）
を

擁
し
て
決
勝
ま
で
上
り
詰
め
、
強
化
選

手
が
数
多
く
い
る
千
葉
県
と
互
角
に
渡

り
合
い
、
堂
々
の
準
優
勝
を
勝
ち
取
り
、

競
技
別
皇
后
杯
で
は
3
位
と
い
う
成
績

を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
3
選

手
は
、
国
体
県
代
表
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

を
着
た
と
い
う
自
信
を
持
っ
て
、
失
敗

を
恐
れ
ず
に
や
れ
た
こ
と
が
勝
利
に
繋

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
強
化
ス
タ
ッ
フ

並
び
に
協
会
関
係
者
と
喜
び
を
分
か
ち

合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
世
界
選
手
権
男
子
73
㎏
級

で
優
勝
し
た
橋
本
壯
市
選
手
（
パ
ー
ク

24
・
浜
松
市
出
身
）
が
階
級
変
更
や
怪

我
を
乗
り
越
え
、
初
出
場
初
優
勝
し
た

こ
と
を
マ
ス
コ
ミ
で
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
2
0
2
0
年
東
京
五
輪

で
は
金
メ
ダ
ル
を
狙
っ
て
い
る
と
、
浜

松
市
に
報
告
に
訪
れ
た
と
き
に
言
っ
て

い
ま
し
た
。
な
お
浜
松
市
で
は
、
東
京

五
輪
を
前
に
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
ナ
シ
ョ

ナ
ル
チ
ム
が
事
前
合
宿
を
雄
踏
地
区
に

内
定
を
し
て
、
身
近
で
世
界
レ
ベ
ル
の

柔
道
が
見
ら
れ
る
と
い
う
経
験
が
で
き

る
こ
と
は
、
こ
の
上
な
い
機
会
だ
と
思

い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
県
の
柔
道
界
を

取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
も
の

が
あ
り
、
柔
道
人
口
の
減
少
は
続
い
て

い
ま
す
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
の
多
様
化
、
少
子
化
に
よ
る
児
童
・

生
徒
数
の
減
少
か
ら
、
全
国
で
進
む
小

中
学
校
や
高
校
の
統
廃
合
、
生
徒
数
が

減
れ
ば
顧
問
が
い
な
い
た
め
に
部
活
動

が
存
続
で
き
な
く
な
っ
た
り
す
る
な
ど

の
支
障
が
出
て
き
て
、
柔
道
離
れ
に
歯

止
め
が
利
か
な
い
状
況
が
あ
り
、
折
角

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
達
を
主
体
と
し

て
、
少
年
柔
道
が
地
域
に
根
ざ
し
、
熱

い
気
持
ち
を
持
っ
て
指
導
を
し
て
も
先

細
り
を
し
て
し
ま
う
形
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
2
0
2
0
年
東
京
五
輪
で
は
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
柔
道
を
取
り
上
げ
る

比
率
は
非
常
に
多
く
な
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
各
国
の
代
表
選
手
を
間
近
で
観

戦
し
て
、
名
選
手
に
出
会
い
、
柔
道
の

素
晴
ら
し
さ
を
見
つ
け
、
共
に
感
動
を

し
て
、
今
よ
り
多
く
の
子
ど
も
達
に
夢

を
与
え
ら
れ
て
、
少
年
チ
ー
ム
が
増
え

れ
ば
、
地
域
も
活
性
化
し
、
競
技
力
も

向
上
し
、競
技
人
口
も
増
加
し
て
、フ
ァ

ン
の
数
も
増
え
れ
ば
、
人
気
も
ア
ッ
プ

す
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
役
員
、
会
員

が
一
丸
と
な
っ
て
そ
れ
ら
の
諸
問
題
を

解
決
し
て
、
一
歩
一
歩
前
進
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
静
岡
県
柔
道
協
会
の
益
々

の
普
及･

発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
、
拙

文
を
終
わ
り
ま
す
。

【
巻
頭
言
】

今
後
の
本
県
柔
道
協
会
の
発
展
を
め
ざ
し
て

静
岡
県
柔
道
協
会
副
会
長
　
七
段

　間

　宮

　幸

　男
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今
年
度
よ
り
国
体
予
選
並
び
に
参

加
手
順
や
種
別
に
大
き
な
変
更
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
ず
少
年
女
子
・
成

年
女
子
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
女

子
（
五
人
戦
）
と
い
う
種
別
で
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
次
に
年
度
に
よ
り
本

戦
出
場
が
あ
ら
か
じ
め
決
定
し
て
い

る
種
別
や
、
従
来
ど
お
り
東
海
予
選

を
勝
ち
抜
い
て
本
戦
出
場
を
獲
得
す

る
種
別
に
分
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
年
度
は
少
年
男
子
が
東
海

予
選
な
し
で
本
戦
出
場
を
獲
得
し
ま

し
た
。
女
子
は
東
海
予
選
を
勝
ち
抜

い
て
本
戦
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
が
、

成
年
男
子
は
残
念
な
が
ら
東
海
予
選

で
敗
退
し
、
本
戦
出
場
は
か
な
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
以
下
、
少
年
男
子
監
督
並
び
に
女

子
監
督
に
よ
る
国
体
報
告
を
い
た
し

ま
す
。

少
年
男
子

　
愛
媛
国
体
を
終
え
て

国
体
少
年
男
子
監
督
　
小
柳
津
敬
博

　
今
年
度
の
国
民
体
育
大
会
の
少
年

男
子
は
47
都
道
府
県
す
べ
て
参
加
で

き
る
年
に
な
り
ま
し
た
。
国
体
柔
道

競
技
の
方
法
が
新
し
く
な
り
大
変
良

い
年
に
監
督
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
光
栄
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
校
生
徒
も
２
名
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
大
変
有
意
義
な
大
会
に

な
り
ま
し
た
。
以
下
に
試
合
結
果
を

報
告
い
た
し
ま
す
。

〈
一
回
戦
〉
静
岡
県
５
－
０
鳥
取
県

先
鋒
　
山
本
蒼
良
　
○（
反
則
勝
ち
）

岸
本
悠
希

　
序
盤
か
ら
積
極
的
に
攻
撃
に
出
た

山
本
選
手
。
相
手
が
技
を
出
す
暇
を

与
え
ず
、
自
分
の
ペ
ー
ス
を
貫
い
た

戦
い
方
で
あ
っ
た
。残
り
30
秒
を
切
っ

た
と
こ
ろ
で
相
手
に
3
つ
め
の
指
導

が
与
え
ら
れ
反
則
勝
ち
を
収
め
た
。

次
鋒
　
坂
本
航
輝
　
㊀
（
背
負
落
）

小
田
竜
誠

　
先
鋒
戦
の
よ
い
流
れ
を
受
け
て

果
敢
に
攻
撃
を
仕
掛
け
る
坂
本
選

手
。
背
負
落
で
一
本
か
と
思
わ
れ
た

が
、
相
手
も
し
ぶ
と
く
残
し
技
あ
り

の
判
定
。
そ
の
ま
ま
試
合
時
間
終
了

と
な
っ
た
。

中
堅
　
重
田
幸
大
　
○（
横
四
方
固
）

上
灘
　
元

　
開
始
早
々
相
手
を
崩
し
て
そ
の
ま

ま
抑
え
技
に
入
る
。
素
早
い
動
き
と

決
し
て
相
手
を
逃
が
さ
な
い
万
全
の

体
勢
で
一
本
勝
ち
を
収
め
た
。
こ
の

勝
利
で
2
回
戦
進
出
が
確
定
し
た
。

副
将
　
米
山
竜
生
　
○
（
大
内
刈
）

奥
田
颯
斗

　
開
始
直
後
の
足
技
が
抜
群
の
切
れ

を
見
せ
た
。
一
閃
の
大
内
刈
で
一
本

勝
ち
を
収
め
た
。

大
将
　
髙
木
一
石
　
○
（
払
腰
）
山

﨑
駿
太
郎

　
試
合
開
始
5
秒
、
髙
木
選
手
の
左

払
腰
が
豪
快
に
決
ま
っ
て
一
本
勝
ち
。

〈
二
回
戦
〉　
静
岡
県
０
－
２
千
葉
県

先
鋒
　
山
本
蒼
良
　（
隅
落
）
○
市

川
龍
之
介

　
千
葉
の
先
鋒
（
60
㎏
級
）
市
川
選

手
は
、
春
の
選
手
権
大
会
と
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
個
人
を
制
し
た
強
敵
。
対

す
る
山
本
選
手
は
２
年
生
な
が
ら
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
個
人
で
５
位
入
賞
し
た

実
力
者
。
相
手
が
ま
だ
体
が
十
分
動

い
て
い
な
い
序
盤
も
つ
れ
合
っ
た
時

に
技
あ
り
を
先
取
し
た
が
、
残
り
１

分
を
切
っ
た
と
こ
ろ
で
逆
転
の
一
本

負
け
を
喫
し
て
し
ま
っ
た
。

次
鋒
　
坂
本
航
輝
　（
引
き
分
け
）　

岩
下
玄
太

　
両
者
積
極
的
に
攻
撃
を
仕
掛
け
る

も
、
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
で
ポ
イ
ン

ト
を
奪
え
な
い
状
況
が
続
い
た
。
非

常
に
惜
し
い
試
合
で
あ
っ
た
が
、
後

に
続
く
3
年
生
に
良
い
流
れ
を
引
き

寄
せ
て
く
れ
た
。

中
堅
　
重
田
幸
大
　（
僅
差
）
Ⓚ
板

東
虎
之
輔

　
先
鋒
・
次
鋒
と
２
年
生
が
頑
張
り

を
見
せ
て
い
た
の
で
、
こ
こ
か
ら
登

場
す
る
３
年
生
３
人
に
一
層
の
奮
闘

を
期
待
し
た
。
し
か
し
相
手
も
実
力

者
で
重
田
選
手
の
技
も
う
ま
く
封
じ

ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
結
果
的
に
指
導

差
で
負
け
て
し
ま
っ
た
が
、
後
ろ
の

二
人
に
う
ま
く
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で

く
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
さ
せ

る
試
合
内
容
で
あ
っ
た
。

副
将
　
米
山
竜
生
　（
引
き
分
け
）

畠
山
竜
弥

　
こ
の
試
合
で
勝
利
を
し
な
い
と
次

の
戦
い
に
駒
を
進
め
ら
れ
な
い
と

い
っ
た
状
況
の
中
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

個
人
100
ｋ
ｇ
級
５
位
入
賞
の
米
山
選

手
は
積
極
果
敢
に
勝
負
を
挑
む
。
し

か
し
相
手
も
警
戒
し
て
十
分
な
組
み

手
に
さ
せ
て
く
れ
な
い
。
一
進
一
退

の
攻
防
が
続
く
も
、
時
間
切
れ
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

大
将
　
髙
木
一
石
　（
引
き
分
け
）

大
淵
泰
志
郎

　
い
よ
い
よ
大
将
戦
。
髙
木
選
手
は

春
の
全
国
高
校
選
手
権
大
会
無
差
別

級
3
位
の
実
力
者
。
な
ん
と
か
一
矢

報
い
る
べ
く
、
技
を
仕
掛
け
る
も
の

の
相
手
の
大
淵
選
手
も
な
か
な
か
強

敵
で
、
試
合
の
主
導
権
争
い
が
続
い

た
。
お
互
い
技
を
出
す
も
の
の
、
決

定
打
に
は
な
ら
ず
に
時
間
終
了
を
迎

え
た
。

〈
総
括
〉

　
今
回
の
静
岡
県
チ
ー
ム
は
、先
鋒
・

次
鋒
と
２
年
生
が
活
躍
し
、
後
ろ
の

３
年
生
が
正
々
堂
々
と
戦
っ
て
く
れ

る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
。
来

年
は
東
海
地
区
か
ら
２
チ
ー
ム
の
み

の
参
加
に
な
る
の
で
、
２
年
生
の
若

い
選
手
の
活
躍
は
来
年
度
本
大
会
出

場
へ
の
希
望
に
つ
な
が
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
各
所

属
の
監
督
の
先
生
方
の
協
力
と
、
遠

く
愛
媛
県
武
道
館
ま
で
応
援
に
来
て

い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

女
子

藤
枝
順
心
中
学
高
等
学
校
　
沼
野
由
香
利

　
本
年
度
か
ら
成
年
女
子
及
び
少
年

女
子
種
別
は
、
女
子
に
統
一
さ
れ
52

第
72
回

国
民
体
育
大
会
柔
道
競
技 
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と
と
攻
め
続
け
る
こ
と
を
意
識
し
て

試
合
を
行
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
相
手
に
指
導
３
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
、
勝
つ
こ
と
が
で

き
た
。

（
大
将
）　
滝
川
真
央
×
松
田
美
悠

　
試
合
開
始
か
ら
自
分
の
ペ
ー
ス
で

試
合
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
指
導

２
ま
で
取
り
き
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

試
合
後
半
は
逆
に
相
手
に
攻
め
ら
れ

引
き
分
け
で
終
わ
っ
た
。

　
投
げ
ら
れ
は
し
な
か
っ
た
が
、
相

手
の
技
を
捌
き
き
れ
ず
危
な
い
場
面

が
あ
っ
た
の
で
気
を
付
け
た
い
。

〈
二
回
戦
〉
静
岡
県
１
－
２
千
葉
県

（
先
方
）　
渋
谷
　
舞
×
横
山
澄
香

　
相
手
は
、
寝
技
が
得
意
の
選
手

だ
っ
た
た
め
に
寝
技
に
付
き
合
わ
な

い
よ
う
に
気
を
付
け
た
。

　
攻
め
方
を
工
夫
し
、
指
導
を
取
る

こ
と
が
で
き
た
が
、
場
外
指
導
を
受

け
て
し
ま
い
、
引
き
分
け
で
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
。

　
試
合
最
後
ま
で
攻
め
き
る
と
い
う

こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
が
分

か
っ
た
。

（
次
鋒
）　
谷
川
美
歩
×
長
野
七
海

　
相
手
は
長
身
選
手
で
間
合
い
を
取

り
な
が
ら
組
み
手
を
し
て
く
る
選
手

だ
っ
た
た
め
、
上
手
く
組
み
手
を
行

う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
特
に
釣

り
手
を
取
る
こ
と
が
遅
く
、
両
袖
を

持
っ
た
状
態
で
し
か
技
を
仕
掛
け
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

（
中
堅
）　
杵
淵
　
萌
○
（
技
あ
り
）

川
城
莉
子

　
落
ち
着
い
て
相
手
を
よ
く
見
て
、

自
分
の
柔
道
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

内
股
で
投
げ
る
こ
と
が
出
来
た
が
、

キ
メ
が
甘
く
一
本
を
取
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
。

（
副
将
）　
澤
崎
莉
子
（
僅
差
）
◒
吉

田
菜
美

　
攻
め
が
遅
く
指
導
2
で
負
け
て
し

ま
っ
た
。
ど
ん
な
相
手
で
も
、
積
極

的
に
攻
撃
し
ど
ん
な
形
で
も
勝
つ
こ

と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
大
将
）　
滝
川
真
央
　
横
四
方
固
〇

緒
方
亜
香
里

　
体
が
よ
く
動
い
て
い
て
、
足
技
も

出
す
こ
と
が
で
き
、
指
導
一
つ
を
取

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
組
み
手
は
相

手
も
上
手
な
の
で
な
か
な
か
思
う
よ

う
に
組
ま
せ
て
も
ら
え
ず
、
中
途
半

端
に
技
を
掛
け
た
と
こ
ろ
を
関
節
で

腕
を
決
め
ら
れ
抑
え
ら
れ
て
し
ま
っ

た
。第59回

静
岡
県
柔
道
祭
開
催

　
平
成
29
年
11
月
19
日
、
藤
枝
市
前

島
の
静
岡
県
武
道
館
に
て
、
第
59
回

㎏
以
下
の
先
鋒
（
少
年
）、
57
㎏
以

下
の
次
鋒
（
成
年
）、
52
㎏
超
～
63

㎏
以
下
の
中
堅
（
少
年
）、
63
㎏
超

～
78
㎏
以
下
の
副
将
（
少
年
）、
体

重
無
差
別
の
大
将
（
成
年
）
の
５
人
。

試
合
は
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
に
よ

る
団
体
戦
で
行
わ
れ
た
。

　
選
手
た
ち
は
静
岡
県
チ
ー
ム
と
し

て
の
役
割
を
果
た
そ
う
と
大
変
頑

張
っ
て
く
れ
た
。

　
試
合
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
選
手

に
感
想
・
反
省
を
書
い
て
も
ら
っ
た
。

　
今
回
の
経
験
、
反
省
が
今
後
の
彼

女
た
ち
の
柔
道
人
生
に
活
き
て
く
る

は
ず
で
あ
る
。

〈
一
回
戦
〉
静
岡
県
２
－
１
富
山
県

（
先
方
）
渋
谷
　
舞
×
沢
辺
咲
紀

　
初
め
か
ら
投
げ
る
こ
と
だ
け
に
集

中
す
る
と
動
き
が
止
ま
っ
て
し
ま
う

た
め
、
攻
め
方
に
工
夫
を
し
、
指
導

を
取
れ
る
こ
と
が
出
来
た
。
背
負
い

投
は
う
ま
く
技
に
入
る
こ
と
が
出
来

た
が
、
キ
メ
が
甘
か
っ
た
の
で
ポ
イ

ン
ト
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

（
次
鋒
）　
谷
川
美
歩
　（
技
あ
り
）

○
細
川
信
子

　
相
四
つ
の
相
手
に
対
し
組
勝
ち
、

小
外
刈
り
で
押
し
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、

切
り
替
え
さ
れ
て
払
い
腰
で
ポ
イ
ン

ト
を
取
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
寝
技
で
抑
え
込
む
チ
ャ
ン

ス
が
あ
っ
た
が
決
め
き
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。

　（中
堅
）　
杵
淵
　
萌
○
内
股
　
番
匠

美
沙
貴

　
相
手
は
、
腰
を
引
い
て
い
る
選
手

だ
っ
た
た
め
、
積
極
的
に
内
股
を
掛

け
た
が
何
度
か
す
か
さ
れ
そ
う
に

な
っ
た
。

　
し
か
し
、
諦
め
る
こ
と
な
く
最
後

ま
で
内
股
で
投
げ
よ
う
と
掛
け
続
け
、

一
本
を
取
る
こ
と
が
出
来
た
。

（
副
将
）　
澤
崎
莉
子
○
反
則
勝
ち
　

橋
本
美
咲

　
力
が
伝
わ
り
に
く
い
相
手
だ
っ
た

の
で
、
技
を
掛
け
た
ら
投
げ
切
る
こ

静
岡
県
柔
道
祭
が
開
催
さ
れ
た
。
試

合
に
先
立
っ
て
特
別
功
労
章
、
永
年

功
労
章
、
功
労
章
、
奨
励
章
、
優
秀

指
導
者
章
、
優
秀
選
手
章
の
表
彰
が

行
わ
れ
た
。

　
表
彰
者
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

〈
特
別
功
労
章
〉

岩
崎
勝
壽
　
八
段

髙
田
　
徹
　
八
段

斉
藤
圭
司
　
七
段

赤
池
進
司
（
故
人
）　
八
段

〈
永
年
功
労
章
〉

垣
野
明
彦
　
七
段

内
海
隆
治
　
七
段

内
藤
克
巳
　
八
段

〈
功
労
章
〉土屋

弥
生
　
六
段

竹
島
政
幸
　
七
段

田
中
　
隆
　
五
段

〈
奨
励
章
〉井村

秀
明
　
五
段
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第 21 号（4） 平成 30 年３月１日 柔道しずおか

第
14
回
静
岡
県
小
学
生
学
年
別
柔
道

大
会

　兼

　全
国
小
学
生
学
年
別
柔

道
大
会
県
予
選

平
成
29
年
５
月
21
日

 

於
：
静
岡
市
北
部
体
育
館

男
子
5
年
生

45
㎏
級

1
位
　
岡
本
篤
弥
（
静
岡
錬
心
館
）

45
㎏
超
級

1
位
　
眞
田
諒
太
（
藤
枝
柔
道
俱
楽
部
）

男
子
6
年
生

50
㎏
級

1
位
　
寺
田
葵
依
（
柔
好
会
）

50
㎏
超
級

1
位
　
沖
山
　
智（
静
岡
東
部
柔
ク
）

女
子
5
年
生

40
㎏
級

1
位
　
金
子
穂
尚
美（
清
水
町
柔
道
会
）

40
㎏
超
級

1
位
　
鈴
木
千
夏（
浜
北
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

女
子
6
年
生

45
㎏
級

1
位
　
森
近
　
颯
（
和
道
場
）

45
㎏
超
級

1
位
　
里
見
奏
来（
清
水
町
柔
道
会
）

平
成
29
年
度
関
東
警
察
柔
道
大
会

平
成
29
年
6
月
22
日

 

関
東
管
区
警
察
学
校

団
体
A
組
予
選
リ
ー
グ
敗
退

第
1
試
合
　
静
岡
1
－
３
埼
玉

第
２
試
合
　
静
岡
０
－
６
警
視
庁

平
成
29
年
度
全
日
本
カ
デ
柔
道
体
重

別
選
手
権
大
会

平
成
29
年
4
月
9
日

 

大
阪
府
立
門
真
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

東
和
薬
品
R
A
C
T
B
A
ド
ー
ム

女
子
48
㎏
級

渋
谷
　
舞
（
東
海
大
静
岡
翔
洋
）

 

優
勝

52
㎏
級

中
村
愛
香
莉
（
藤
枝
順
心
） 

２
位

57
㎏
級

百
田
久
佳
（
藤
枝
順
心
） 初
戦
敗
退

袴
田
佳
名
瑚
（
藤
枝
順
心
） 初
戦
敗
退

第
37
回
全
国
少
年
柔
道
大
会

平
成
29
年
5
月
5
日 

講
道
館

藤
枝
柔
道
倶
楽
部
5
－
0

 

旭
日
柔
道
場
（
長
野
）

藤
枝
柔
道
倶
楽
部
2
－
3

 

有
朋
柔
道
塾
（
広
島
）

 

予
選
リ
ー
グ
敗
退

平
成
29
年
度
東
海
学
生
柔
道
夏

季
優
勝
大
会

平
成
29
年
5
月
21
日

 

愛
知
県
武
道
館

男
子
団
体

静
岡
産
業
大
学 

2
回
戦
敗
退

女
子
団
体
（
3
人
制
）

静
岡
産
業
大
学 

3
位

松
岡
政
文
　
四
段

山
口
雄
一
　
五
段

菊
池
　
隆
　
四
段

谷
川
　
尚
　
四
段

宮
島
紳
幸
　
五
段

伊
藤
路
照
　
五
段

〈
優
秀
指
導
者
章
〉

新
村
　
覚
（
和
道
場
）

〈
優
秀
選
手
章
〉

森
近
　
颯
（
和
道
場
）

☆
平
成
29
年
度
全
国
小
学
生
学
年
別
柔

道
大
会
6
年
女
子
45
㎏
級
第
2
位

宇
津
山
英
弥
（
浜
松
市
立
湖
東
中
学
校
）

☆
平
成
29
年
度
第
48
回
全
国
中
学
校
柔

道
大
会
男
子
73
㎏
級
第
3
位

米
川
明
穂
（
藤
枝
順
心
高
校
）

☆
2
0
1
7
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
世
界
カ

デ
柔
道
選
手
権
大
会
女
子
70
㎏
超

級
第
3
位

静
岡
県
チ
ー
ム

川
合
　
遼
（
藤
枝
柔
道
俱
楽
部
）

渡
邉
誉
一
（
伊
豆
長
岡
柔
道
会
）

眞
田
諒
太
（
藤
枝
柔
道
俱
楽
部
）

沖
山
　
智
（
静
岡
東
部
柔
道
ク
ラ
ブ
）

杉
山
彪
馬
（
清
水
町
柔
道
会
）

☆
文
部
科
学
大
臣
杯
争
奪
第
26
回
日
整
全

国
少
年
柔
道
大
会
（
団
体
）
第
3
位

　
な
お
優
勝
チ
ー
ム
並
び
に
優
秀
選

手
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

小
学
生
団
体

1
位
　
清
水
町
柔
道
会

中
学
男
子
団
体

1
位
　
静
岡
学
園

中
学
女
子
団
体

1
位
　
東
海
大
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部

高
校
男
子
団
体

1
位
　
東
海
大
静
岡
翔
洋
高
校

高
校
女
子
団
体

1
位
　
藤
枝
順
心

一
般
団
体

1
位
　
静
岡
刑
務
所

優
秀
選
手

小
学
生

杉
山
彪
馬
（
清
水
町
柔
道
会
）

長
屋
　
進
（
育
誠
館
道
場
）

中
学
男
子

辻
本
龍
基
（
静
岡
学
園
）

渡
邉
爽
偉
（
育
誠
館
道
場
）

中
学
女
子

渡
辺
麻
唯
乃
（
東
海
大
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部
）

望
月
珠
樺
（
市
立
沼
津
高
校
中
等
部
）

高
校
男
子

村
松
孝
紀
（
東
海
大
静
岡
翔
洋
高
校
）

杉
山
諒
馬
（
加
藤
学
園
）

高
校
女
子

向
尾
知
妃
（
藤
枝
順
心
）

百
井
優
佳
（
東
海
大
静
岡
翔
洋
高
校
）

一
般須

藤
行
義
志
（
静
岡
刑
務
所
）

飯
川
夢
次
郎
（
富
士
柔
道
会
Ａ
）

各
種
大
会
の
報
告

第
39
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選

手
権
大
会

平
成
29
年
3
月
19
日
～
20
日

 

日
本
武
道
館

個
人
男
子

60
㎏
級

石
川
俊
介
（
加
藤
学
園
）

 

２
回
戦
敗
退

66
㎏
級

橋
口
　
雄
（
静
岡
学
園
）

 

２
回
戦
敗
退

73
㎏
級

小
笠
原
一
貴
（
藤
枝
明
誠
） 

５
位

81
㎏
級

鍵
山
　
潤
（
日
大
三
島
）

 

３
回
戦
敗
退

無
差
別
級

 

髙
木
一
石
（
湖
西
） 

３
位

女
子
48
㎏
級

渋
谷
　
舞
（
東
海
大
静
岡
翔
洋
）

 

５
位

52
㎏
級

中
村
愛
香
莉
（
藤
枝
順
心
） 

５
位

57
㎏
級

山
上
春
奈
（
藤
枝
順
心
） 

５
位

63
㎏
級

杵
渕
　
萌
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
）

 

３
位

無
差
別
級

澤
崎
莉
子
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
）

 

２
回
戦
敗
退

団
体
男
子

東
海
大
学
静
岡
翔
洋 
３
回
戦
敗
退

女
子

藤
枝
順
心 

２
回
戦
敗
退
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（5）  第 21 号 平成 30 年３月１日柔道しずおか

女
子
個
人

村
瀬
由
樹
（
静
岡
県
警
察
）

 

　
２
回
戦
進
出

原
田
祐
花
（
静
岡
県
警
察
）

 

２
回
戦
敗
退

平
成
29
年
度
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
体

重
別
選
手
権
大
会
静
岡
県
予
選

平
成
29
年
6
月
24
日

 

静
岡
県
武
道
館

男
子

55
㎏
級

1
位
　
石
川
俊
介
（
加
藤
学
園
）

60
㎏
級

1
位
　
山
本
蒼
良（
東
海
大
静
岡
翔
洋
）

66
㎏
級

1
位
　
橋
口
　
雄
（
静
岡
学
園
）

73
㎏
級

1
位
　
坂
本
航
輝
（
静
岡
学
園
）

81
㎏
級

1
位
　
服
部
　
澪
（
静
岡
産
業
大
）

90
㎏
級

1
位
　
田
倉
淳
ノ
介
（
加
藤
学
園
）

100
㎏
級

1
位
　
大
橋
海
斗
（
日
大
三
島
）

100
㎏
超
級

1
位
　
長
屋
　
友
（
加
藤
学
園
）

女
子

48
㎏
級

1
位
　
渋
谷
　
舞（
東
海
大
静
岡
翔
洋
）

52
㎏
級

1
位
　
中
村
愛
香
莉
（
藤
枝
順
心
）

57
㎏
級

1
位
　
袴
田
佳
名
瑚
（
藤
枝
順
心
）

63
㎏
級

1
位
　
杵
渕
　
萌（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
）

70
㎏
級

1
位
　
梶
田
珠
来
（
藤
枝
順
心
）

78
㎏
級

1
位
　
澤
崎
莉
子（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
）

78
㎏
超
級

1
位
　
米
川
明
穂
（
藤
枝
順
心
）

平
成
29
年
度
全
日
本
学
生
柔
道
優

勝
大
会

平
成
29
年
6
月
24
日
、
25
日

 
日
本
武
道
館

女
子
団
体
３
人
制
　
１
回
戦

静
岡
産
業
大
１
－
２
大
東
文
化
大

静
岡
県
成
年
柔
道
体
重
別
選
手

権
大
会

平
成
29
年
7
月
17
日

 

静
岡
県
武
道
館

60
㎏
級

1
位
　
小
林
大
貴
（
中
央
大
学
）

73
㎏
級

1
位
　
大
木
恭
介
（
静
岡
県
警
察
）

90
㎏
級

1
位
　
山
田
知
輝（
帝
京
科
学
大
学
）

無
差
別

1
位
　
滝
川
英
克
（
静
岡
県
警
察
）

2
位
　
花
村
恭
介
（
JR
東
日
本
）

3
位
　
飯
沼
元
紀
（
静
岡
県
警
察
）

全
国
高
校
総
体

平
成
29
年
8
月
8
日
～
11
日

 

郡
山
総
合
体
育
館

団
体
男
子

加
藤
学
園
　

1
回
戦
２
－
１
箕
島

（
和
歌
山
）

２
回
戦
１
－
２
新
田

（
愛
媛
）

女
子藤

枝
順
心
２
回
戦
１
－
①
天
理（
奈

良
）

個
人

男
子
60
㎏
級

山
本
蒼
良
（
東
海
大
静
岡
翔
洋
） 

5
位

66
㎏
級

矢
萩
奨
真
（
東
海
大
静
岡
翔
洋
）

 

1
回
戦
敗
退

73
㎏
級

小
笠
原
一
貴
（
藤
枝
明
誠
）

 

1
回
戦
敗
退

81
㎏
級

鍵
山
　
潤
（
日
大
三
島
）

 

２
回
戦
敗
退

90
㎏
級

重
田
幸
大
（
日
大
三
島
）

 

２
回
戦
敗
退

100
㎏
級

米
山
竜
生
（
東
海
大
静
岡
翔
洋
）

 

5
位

100
㎏
超
級

髙
木
一
石
（
湖
西
）
⒉
回
戦
敗
退

女
子
48
㎏
級

渋
谷
　
舞
（
東
海
大
静
岡
翔
洋
）

 

1
回
戦
敗
退

52
㎏
級

中
村
愛
香
莉
（
藤
枝
順
心
）

 

２
回
戦
敗
退

57
㎏
級

山
上
春
奈
（
藤
枝
順
心
）

 

２
回
戦
敗
退

63
㎏
級

杵
渕
　
萌
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
）

 

5
位

70
㎏
級

池
田
紗
也
（
藤
枝
順
心
）

 

２
回
戦
敗
退

78
㎏
級

山
本
　
杏
（
藤
枝
順
心
）

 

１
回
戦
敗
退

78
㎏
超
級

竹
川
瑠
奈
（
富
士
市
立
）

 

１
回
戦
敗
退

第
70
回
静
岡
県
中
学
校
総
合
体

育
大
会
柔
道
競
技

平
成
29
年
7
月
27
日
、
28
日

 

静
岡
県
武
道
館

団
体
男
子

１
位
　
長
岡
中
学
校

２
位
　
静
岡
学
園
中
学
校

３
位
　
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校

中
等
部

３
位
　
高
台
中
学
校

女
子１

位
　
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校

中
等
部

２
位
　
藤
枝
順
心
中
学
校

３
位
　
市
立
沼
津
高
校
中
等
部

３
位
　
引
佐
南
部
中
学
校

個
人

男
子
50
㎏
級

1
位
　
源
平
琉
真

 

（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部
）

２
位
　
鈴
鹿
睦
月
（
高
台
）

３
位
　
大
賀
弘
渡
（
市
立
沼
津
高
校
中
等
部
）

３
位
　
小
山
仁
志
（
清
水
第
二
）

55
㎏
級

１
位
　
加
藤
遼
馬
（
長
岡
）

２
位
　
菅
谷
尚
優
（
高
台
）

３
位
　
池
沼
　
尋
（
積
志
）

３
位
　
山
本
遙
斗
（
函
南
）

60
㎏
級

１
位
　
成
田
魁
星
（
富
士
南
）

２
位
　
福
澤
翔
太
郎
（
日
大
三
島
）

３
位
　
岡
村
羽
奏

�

（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部
）

３
位
　
服
部
航
太
（
湖
東
）

66
㎏
級

１
位
　
吉
田
篤
申
（
聖
霊
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
）

２
位
　
鈴
鹿
功
織
（
高
台
）

３
位
　
岡
本
紳
吾
（
静
岡
学
園
）

３
位
　
長
澤
篤
希
（
静
岡
学
園
）

73
㎏
級

１
位
　
宇
津
山
英
弥
（
湖
東
）

２
位
　
宇
佐
美
一
誠
（
富
士
）

３
位
　
福
田
翔
太
（
静
岡
学
園
）

３
位
　
酒
井
聖
矢
（
大
富
士
）
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渡
邉
爽
偉
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部
）

 

１
回
戦
敗
退

若
田
部
桔
平
（
長
岡
）
１
回
戦
敗
退

伊
藤
祥
真
（
引
佐
南
部
）

 

１
回
戦
敗
退

90
㎏
級

矢
崎
洋
介
（
岳
陽
） 

３
位

植
松
大
郎
（
大
富
士
）

 

１
回
戦
敗
退

荒
　
誠
人
（
静
岡
学
園
）

 

１
回
戦
敗
退

林
　
恭
平
（
高
台
）
１
回
戦
敗
退

90
㎏
超
級

小
田
春
樹
（
長
岡
） 

２
位

増
田
孝
貴
（
北
浜
） 

５
位

蒔
田
稀
翔
（
引
佐
南
部
）

 

１
回
戦
敗
退

甲
田
真
吾
（
城
南
静
岡
）

 

１
回
戦
敗
退

女
子
40
㎏
級

百
田
久
奈
（
藤
枝
順
心
） 

３
位

太
田
葉
月
（
観
山
） 

５
位

44
㎏
級

新
村
侑
郁
（
浜
北
北
部
） 

２
位

大
橋
　
碧
（
青
島
） 

５
位

48
㎏
級

酒
井
結
花
（
北
浜
） 

３
位

佐
藤
由
舞
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部
）

 

５
位

52
㎏
級

福
田
智
花
（
引
佐
南
部
） 

２
位

村
松
杏
樺
（
麁
玉
） 

５
位

57
㎏
級

杉
山
月
琉
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部
）

 

３
位

大
石
紋
萌
（
観
山
） 

５
位

63
㎏
級

橋
口
英
子
（
静
岡
学
園
） 

３
位

渡
辺
麻
唯
乃
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部
）

 

５
位

70
㎏
級

高
山
美
憂
（
藤
枝
順
心
）
優
勝

四
條
瑠
那
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部
）

 

５
位

70
㎏
超
級

飯
田
星
那
（
高
台
） 

３
位

オ
ト
ウ
ボ
ひ
な
た
（
鷲
津
） 

５
位

2
0
1
7
年
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
世
界

カ
デ
柔
道
選
手
権
大
会

平
成
29
年
8
月
９
日
～
13
日

 

チ
リ
：
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ

女
子
70
㎏
超
級

米
川
明
穂
（
藤
枝
順
心
） 

３
位

第
48
回
全
国
高
等
学
校
定
時
制

通
信
制
体
育
大
会
柔
道
競
技

平
成
29
年
８
月
６
日 

講
道
館

男
子
団
体 

３
位

女
子
団
体 

１
回
戦
敗
退

男
子
個
人

65
㎏
級

大
川
裕
生
（
三
島
長
陵
） 

棄
権

75
㎏
級

飯
川
竜
吉
（
沼
津
工
業
）

 

１
回
戦
敗
退

81
㎏
級

１
位
　
岡
村
羽
詞

�

（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部
）

２
位
　
渡
邉
爽
偉

�
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部
）

３
位
　
若
田
部
桔
平
（
長
岡
）

３
位
　
伊
藤
祥
真
（
引
佐
南
部
）

90
㎏
級

１
位
　
矢
崎
洋
介
（
岳
陽
）

２
位
　
植
松
大
郎
（
大
富
士
）

３
位
　
荒
　
誠
人
（
静
岡
学
園
）

３
位
　
林
　
恭
平
（
高
台
）

90
㎏
超
級

１
位
　
小
田
春
樹
（
長
岡
）

２
位
　
増
田
孝
貴
（
北
浜
）

３
位
　
蒔
田
稀
翔
（
引
佐
南
部
）

３
位
　
甲
田
真
吾
（
城
南
静
岡
）

女
子
40
㎏
級

１
位
　
百
田
久
奈
（
藤
枝
順
心
）

２
位
　
太
田
葉
月
（
観
山
）

44
㎏
級

１
位
　
新
村
侑
郁
（
浜
北
北
部
）

２
位
　
大
橋
　
碧
（
青
島
）

48
㎏
級

１
位
　
酒
井
結
花
（
北
浜
）

２
位
　
佐
藤
由
舞

 

（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部
）

52
㎏
級

１
位
　
福
田
智
花
（
引
佐
南
部
）

２
位
　
村
松
杏
樺
（
麁
玉
）

57
㎏
級

１
位
　
杉
山
月
琉

 

（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部
）

２
位
　
大
石
紋
萌
（
観
山
）

63
㎏
級

１
位
　
橋
口
英
子
（
静
岡
学
園
）

２
位
　
渡
辺
麻
唯
乃

�

（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部
）

70
㎏
級

１
位
　
高
山
美
憂
（
藤
枝
順
心
）

２
位
　
四
條
瑠
那

�

（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部
）

70
㎏
超
級

１
位
　
飯
田
星
那
（
高
台
）

２
位
　
オ
ト
ウ
ボ
ひ
な
た
（
鷲
津
）

第
42
回
全
国
教
員
柔
道
大
会

平
成
29
年
８
月
５
日 

講
道
館

１
回
戦
　
静
岡
県
０
－
５
神
奈
川
県

第
39
回
東
海
中
学
校
総
合
体
育

大
会

平
成
29
年
8
月
8
日
～
9
日

 

静
岡
県
武
道
館

団
体
　
男
子

３
位
　
高
台
中
学
校

３
位
　
長
岡
中
学
校

５
位
　
静
岡
学
園
中
学
校

５
位
　
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部

女
子２

位
　
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部

５
位
　
藤
枝
順
心
中
学
校

個
人
男
子

50
㎏
級

鈴
鹿
睦
月
（
高
台
）
５
位

源
平
琉
真
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部
）

 

１
回
戦
敗
退

大
賀
弘
渡
（
市
立
沼
津
高
校
中
等
部
）

 

１
回
戦
敗
退

小
山
仁
志
（
清
水
第
二
）

 

１
回
戦
敗
退

55
㎏
級

加
藤
遼
馬
（
長
岡
） 

優
勝

菅
谷
尚
優
（
高
台
） 

５
位

池
沼
　
尋
（
積
志
）
１
回
戦
敗
退

山
本
遙
斗
（
函
南
）
１
回
戦
敗
退

60
㎏
級

成
田
魁
星
（
富
士
南
） 

２
位

岡
村
羽
奏

（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部
） 

３
位

福
澤
翔
太
郎
（
日
大
三
島
） 

５
位

服
部
航
太
（
湖
東
） 

５
位

66
㎏
級

岡
本
紳
吾
（
静
岡
学
園
） 

優
勝

鈴
鹿
功
織
（
高
台
） 

２
位

吉
田
篤
申
（
聖
霊
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
）

 

３
位

長
澤
篤
希
（
静
岡
学
園
） 

５
位

73
㎏
級

宇
津
山
英
弥
（
湖
東
） 

優
勝

酒
井
聖
矢
（
大
富
士
） 

２
位

宇
佐
美
一
誠
（
富
士
） 
３
位

福
田
翔
太
（
静
岡
学
園
） 
５
位

81
㎏
級

岡
村
羽
詞
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部
）

 

２
位
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90
㎏
級

守
重
裕
斗
（
鹿
島
学
園
浜
松
）
優
勝

90
㎏
超
級

大
賀
稜
也
（
富
士
）
２
回
戦
敗
退

女
子
個
人

63
㎏
級

久
保
敷
さ
く
ら
（
新
居
） 

５
位

63
㎏
超
級

木
村
タ
エ
コ
（
新
居
）
１
回
戦
敗
退

平
成
29
年
度
第
14
回
全
国
小
学
生
学

年
別
柔
道
大
会

平
成
29
年
8
月
20
日

 

北
海
道
立
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

6
年
生
女
子
　
45
㎏
級

森
近
　
颯 

2
位

平
成
29
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大
会

第
48
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

平
成
29
年
8
月
22
日
～
25
日

 

福
岡
国
際
セ
ン
タ
ー

男
子
団
体

H
ブ
ロ
ッ
ク

長
岡
０
－
４
埼
玉
栄
（
埼
玉
）

長
岡
２
－
②
長
崎
南
山
（
長
崎
）

 

予
選
リ
ー
グ
敗
退

女
子
団
体

J
ブ
ロ
ッ
ク

東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部

２
－
０
足
利
市
立
第
一
（
栃
木
）

東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部

３
－
０
隠
岐
の
島
町
立
西
郷（
島
根
）

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦

東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部

０
－
１
鎮
西
敬
愛
学
園
敬
愛（
福
岡
）

男
子
個
人

個
人
男
子
50
㎏
級

源
平
琉
真
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部
）

 

１
回
戦
敗
退

55
㎏
級

加
藤
遼
馬
（
長
岡
）
３
回
戦
敗
退

60
㎏
級

成
田
魁
星
（
富
士
南
）

 

２
回
戦
敗
退

66
㎏
級

吉
田
篤
申
（
聖
霊
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
）

 

２
回
戦
敗
退

73
㎏
級

宇
津
山
英
弥
（
湖
東
） 

３
位

81
㎏
級

岡
村
羽
詞
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部
）

 

２
回
戦
敗
退

90
㎏
級

矢
崎
洋
介
（
岳
陽
）
２
回
戦
敗
退

90
㎏
超
級

小
田
春
樹
（
長
岡
） 

５
位

女
子
40
㎏
級

百
田
久
奈
（
藤
枝
順
心
）

 

１
回
戦
敗
退

44
㎏
級

新
村
侑
郁
（
浜
北
北
部
）

 

２
回
戦
敗
退

48
㎏
級

 

酒
井
結
花
（
北
浜
）
２
回
戦
敗
退

52
㎏
級

福
田
智
花
（
引
佐
南
部
）

 

２
回
戦
敗
退

57
㎏
級

杉
山
月
琉
（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部
）

 

２
回
戦
敗
退

63
㎏
級

橋
口
英
子
（
静
岡
学
園
）

 

２
回
戦
敗
退

70
㎏
級

高
山
美
憂
（
藤
枝
順
心
） 

５
位

70
㎏
超
級

飯
田
星
那
（
高
台
） 

２
回
戦
敗
退

平
成
29
年
度
東
海
学
生
柔
道
体

重
別
選
手
権
大
会

平
成
29
年
8
月
26
日

 

愛
知
県
武
道
館

女
子
52
㎏
級

石
川
朋
佳 

2
位

嘉
納
治
五
郎
記
念
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ク
日
露
ジ
ュ
ニ
ア
交
流
大
会

平
成
29
年
9
月
4
日

 

ロ
シ
ア
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

男
子
100
㎏
超
級

髙
木
一
石
（
湖
西
） 
３
位

平
成
29
年
度
全
国
警
察
柔
道
選

手
権
大
会

平
成
29
年
9
月
5
日

 

日
本
武
道
館

男
子
66
㎏
級

大
木
恭
介
（
静
岡
県
警
）

 

2
回
戦
進
出

100
㎏
級

飯
沼
元
紀
（
静
岡
県
警
）　
初
戦
敗
退

100
㎏
超
級

滝
川
英
克
（
静
岡
県
警
）

 

3
回
戦
進
出

女
子
63
㎏
以
下
級

原
田
祐
花
（
静
岡
県
警
）

 

2
回
戦
進
出

63
㎏
超
級

村
瀬
由
樹
（
静
岡
県
警
）

 

2
回
戦
進
出

平
成
29
年
度
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

体
重
別
選
手
権
大
会

平
成
29
年
９
月
９
日
、
10
日

 

埼
玉
面
武
道
館

男
子
100
㎏
級

大
橋
海
斗
（
日
大
三
島
）

 

1
回
戦
敗
退

女
子
48
㎏
級

渋
谷
　
舞
（
東
海
大
静
岡
翔
洋
）
4
位

52
㎏
級

中
村
愛
香
莉
（
藤
枝
順
心
）

 

２
回
戦
敗
退

平
成
29
年
度
東
海
定
時
制
通
信
制

高
等
学
校
体
育
大
会
柔
道
競
技

平
成
29
年
9
月
10
日

 

三
重
県
鈴
鹿
市
武
道
館

男
子
65
㎏
級

3
位
　
大
川
裕
生
（
三
島
長
陵
）

75
㎏
級

1
位
　
飯
川
竜
吉
（
沼
津
工
）

90
㎏
級

1
位
　
白
井
翔
祐
（
浜
松
大
平
台
）

90
㎏
超
級

3
位
　
大
賀
稜
也
（
富
士
）

女
子
63
㎏
級

2
位
　
久
保
敷
さ
く
ら
（
新
居
）

平
成
29
年
度
全
日
本
学
生
柔
道

体
重
別
選
手
権
大
会

平
成
29
年
10
月
1
日

 

日
本
武
道
館

女
子
52
㎏
級

石
川
朋
佳
（
静
岡
産
業
大
）

 

１
回
戦
敗
退

平
成
29
年
度
全
国
警
察
柔
道
大
会

平
成
29
年
10
月
17
日

 

日
本
武
道
館

団
体第

2
部
一
次
リ
ー
グ
敗
退

第
1
試
合
　
静
岡
0
－
3
広
島

第
2
試
合
　
静
岡
2
－
1
岐
阜
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第 21 号（8） 平成 30 年３月１日 柔道しずおか

平
成
29
年
度
全
日
本
形
競
技
大
会

平
成
29
年
10
月
22
日 

講
道
館

投
の
形

渡
部
成
也
（
静
岡
県
警
）

佐
藤
邦
洋
（
静
岡
県
警
） 

5
位

固
の
形

森
田
賢
一
（
Ｊ
Ｒ
東
海
）

猪
又
　
功
（
Ｊ
Ｒ
東
海
） 
11
位

極
の
形

小
椋
俊
彦
（
静
岡
県
警
）

鈴
木
慎
一
（
静
岡
県
警
） 

9
位

古
式
の
形

渡
邉
達
也
（
静
岡
県
警
）

磯
部
正
博
（
県
柔
道
協
会
） 

7
位

平
成
29
年
度
秋
季
定
通
制
高
等

学
校
体
育
大
会
柔
道
競
技

平
成
29
年
11
月
5
日

 

三
島
長
陵
高
校

男
子
団
体

1
位
　
浜
松
工
業

男
子
個
人

65
㎏
級

1
位
　
大
川
裕
生
（
三
島
長
陵
）

2
位
　
飯
川
竜
吉
（
沼
津
工
）

3
位
　
高
橋
夏
樹
（
小
山
）

75
㎏
級

1
位
　
ロ
ド
リ
ゲ
ス 

ビ
ク
ト
ル 

サ
ト
ウ
（
富
士
）

2
位
　
中
嶋
恒
鷹
（
浜
松
大
平
台
）

90
㎏
級

1
位
　
大
村
マ
サ
シ
（
浜
松
工
）

2
位
　
白
井
翔
祐
（
浜
松
大
平
台
）

女
子
の
部

1
位
　
新
倉
舞
音
（
静
岡
産
業
大
）

平
成
29
年
度
静
岡
県
高
等
学
校

新
人
体
育
大
会
柔
道
競
技

兼

　第
40
回
全
国
高
等
学
校
柔

道
選
手
権
大
会
静
岡
県
予
選

平
成
30
年
1
月
13
日
、
21
日

 

静
岡
県
武
道
館

個
人
戦

男
子
60
㎏
級

1
位
　
山
本
蒼
良（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
）

66
㎏
級

１
位
　
寺
内
遼
太
郎
（
浜
松
商
業
）

73
㎏
級

1
位
　
角
田
英
知（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
）

81
㎏
級

1
位
　
村
松
孝
紀（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
）

90
㎏
超
級

1
位
　
大
賀
稜
也
（
富
士
）

2
位
　
内
田
雄
基
（
三
島
長
陵
）

女
子
個
人
無
差
別

1
位
　
鈴
木
海
生
（
鹿
島
浜
松
）

２
位
　V

U
 T

IN
 H

A
O

（
浜
松
工
）

3
位
　
伊
藤
栄
理
子
（
鹿
島
浜
松
）

平
成
29
年
度

東
海
学
生
柔
道
冬
季
優
勝
大
会

平
成
29
年
11
月
19
日

 

愛
知
県
武
道
館

男
子
団
体

静
岡
産
業
大
学
　
２
回
戦
敗
退

女
子
団
体

静
岡
産
業
大
学
　
１
回
戦
敗
退

平
成
29
年
度
静
岡
県
柔
道
祭

平
成
29
年
11
月
19
日

 

静
岡
県
武
道
館

小
学
生
団
体

1
位
　
清
水
町
柔
道
会

2
位
　
育
誠
館
道
場

3
位
　
藤
枝
柔
道
俱
楽
部

3
位
　
伊
豆
長
岡
柔
道
会

中
学
男
子
団
体

1
位
　
静
岡
学
園

2
位
　
育
誠
館
道
場

3
位
　
大
仁
柔
道
会

3
位
　
東
海
大
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部

中
学
女
子
団
体

1
位
　
東
海
大
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部

2
位
　
市
立
沼
津
高
校
中
等
部

3
位
　
友
愛
道
場

3
位
　
藤
枝
順
心

高
校
男
子
団
体

1
位
　
東
海
大
静
岡
翔
洋
高
校

2
位
　
加
藤
学
園

3
位
　
浜
松
商
業

3
位
　
静
岡
学
園

高
校
女
子
団
体

1
位
　
藤
枝
順
心

2
位
　
東
海
大
静
岡
翔
洋
高
校

3
位
　
富
士
市
立
高
校

3
位
　
市
立
沼
津
高
校

一
般
団
体

1
位
　
静
岡
刑
務
所

2
位
　
富
士
市
柔
道
会
Ａ

3
位
　
東
海
翔
洋
ク
ラ
ブ

3
位
　
静
岡
産
業
大
学
Ａ

優
秀
選
手

小
学
生

杉
山
彪
馬
（
清
水
町
柔
道
会
）

長
屋
　
進
（
育
誠
館
道
場
）

中
学
男
子

辻
本
龍
基
（
静
岡
学
園
）

渡
邉
爽
偉
（
育
誠
館
道
場
）

中
学
女
子

渡
辺
麻
唯
乃
（
東
海
大
静
岡
翔
洋
高
校
中
等
部
）

望
月
珠
樺
（
市
立
沼
津
高
校
中
等
部
）

高
校
男
子

村
松
孝
紀
（
東
海
大
静
岡
翔
洋
高
校
）

杉
山
諒
馬
（
加
藤
学
園
）

高
校
女
子

向
尾
知
妃
（
藤
枝
順
心
）

百
井
優
佳
（
東
海
大
静
岡
翔
洋
高
校
）

一
般須

藤
行
義
志
（
静
岡
刑
務
所
）

飯
川
夢
次
郎
（
富
士
柔
道
会
Ａ
）

平
成
29
年
度
第
34
回
静
岡
県
大

学
高
専
青
年
柔
道
大
会

平
成
29
年
12
月
16
日

 

静
岡
産
業
大
学
経
営
学
部
柔
道
場

男
子
の
部

団
体
戦

1
位
　
静
岡
産
業
大
A

2
位
　
静
岡
産
業
大
B

3
位
　
東
海
大
学
海
洋
学
部
B

3
位
　
東
海
大
学
海
洋
学
部
A

男
子
個
人
の
部

66
㎏
級

1
位
　
秩
父
亮
介
（
静
岡
産
業
大
）

2
位
　
熊
野
暢
彦
（
東
海
大
）

3
位
　
平
島
知
希
（
東
海
大
）

3
位
　
中
島
泰
星
（
東
海
大
）

81
㎏
級

1
位
　
早
坂
大
志
（
静
岡
産
業
大
）

2
位
　
笠
間
　
正
（
静
岡
産
業
大
）

3
位
　
荒
木
大
地
（
東
海
大
）

81
㎏
超
級

1
位
　
工
藤
史
哉
（
静
岡
産
業
大
）

2
位
　
石
川
弥
明
（
静
岡
産
業
大
）

3
位
　
鈴
木
施
比
亜
（
静
岡
産
業
大
）

3
位
　
尾
藤
　
隼
（
静
岡
産
業
大
）

無
段
の
部

1
位
　
依
田
隼
翠
（
東
海
大
）

２
位
　
三
浦
裕
ノ
亮
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（9）  第 21 号 平成 30 年３月１日柔道しずおか

無
差
別
級

1
位
　
熊
谷
健
太
（
加
藤
学
園
）

女
子

48
㎏
級

1
位
　
渋
谷
　
舞（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
）

52
㎏
級

1
位
　
中
村
愛
香
莉
（
藤
枝
順
心
）

57
㎏
級

1
位
　
袴
田
佳
名
瑚
（
藤
枝
順
心
）

63
㎏
級

1
位
　
向
尾
知
妃
（
藤
枝
順
心
）

無
差
別
級

1
位
　
米
川
明
穂
（
藤
枝
順
心
）

団
体
戦

男
子
優
勝
　
加
藤
学
園
高
等
学
校

女
子
優
勝
　
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校

　
各
階
級
１
位
及
び
団
体
優
勝
チ
ー

ム
は
平
成
30
年
3
月
、
日
本
武
道
館

に
て
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
。

全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会

（
男
女
）
静
岡
県
予
選
会

平
成
30
年
1
月
27
日

 

静
岡
県
武
道
館

男
子1

位
　
齋
藤
光
星
（
早
稲
田
大
学
）

2
位
　
滝
井
英
克
（
静
岡
県
警
）

3
位
　
長
屋
　
友
（
加
藤
学
園
高
）

女
子1

位
　
原
田
祐
花
（
静
岡
県
警
）

2
位
　
村
瀬
由
樹
（
静
岡
県
警
）

＊
上
位
二
名
は
、
平
成
30
年
3
月
4

日
に
愛
知
県
武
道
館
に
て
行
わ
れ
る

東
海
地
区
予
選
に
出
場
。

柔
道
普
及
活
動

　
中
部
地
区�

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
柔
道
教
室

　
平
成
29
年
12
月
3
日
、
静
岡
北
部

体
育
館
に
て
少
年
柔
道
教
室
が
開
催

さ
れ
た
。

　
今
回
の
柔
道
教
室
に
は
、
全
柔
連

か
ら
中
田
善
久
先
生
、
後
藤
徳
子

先
生
、
さ
ら
に
は
北
海
道
旭
川
市
在

住
の
上
野
和
香
子
先
生
が
講
師
と
し

て
参
加
さ
れ
た
。
上
野
先
生
の
お
話

に
続
き
、
風
船
や
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
、

フ
ラ
フ
ー
プ
と
い
っ
た
道
具
を
用
い

て
の
練
習
に
、
参
加
し
た
小
学
生
や

園
児
、
さ
ら
に
は
指
導
者
の
先
生
方

も
熱
中
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
。
後

藤
先
生
の
テ
ン
ポ
の
良
い
声
か
け

に
、
反
応
よ
く
行
動
す
る
受
講
生
に

は
常
に
笑
顔
が
満
ち
て
い
た
。
学
校

や
道
場
で
指
導
さ
れ
て
い
る
先
生
方

も
、
子
ど
も
達
の
笑
顔
に
つ
ら
れ
て

か
、
常
に
穏
や
か
な
表
情
で
笑
顔
が

絶
え
な
い
様
子
で
あ
っ
た
。
帯
を
用

い
た
大
縄
跳
び
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ

に
自
然
に
分
か
れ
、
自
分
た
ち
が
設

定
し
た
目
標
を
ク
リ
ア
す
べ
く
話
し

合
い
を
す
る
な
ど
目
標
設
定
の
大
切

さ
、
努
力
す
る
こ
と
の
尊
さ
を
体
験

で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

　
今
回
の
柔
道
教
室
に
は
柔
道
未
経

験
者
の
園
児
や
小
学
生
も
参
加
し

て
い
た
。
そ
う
し
た
子
ど
も
達
に

受
け
身
の
基
本
姿
勢
や
座
礼
･
立

礼
と
い
っ
た
礼
儀
作
法
を
指
導
す
る

面
も
あ
っ
た
。
上
手
に
で
き
れ
ば
全

員
で
拍
手
を
す
る
な
ど
、
常
に
楽
し

い
雰
囲
気
の
中
で
会
が
進
ん
で
い
っ

た
。
参
加
し
た
小
学
生
･
園
児
は
約

1
0
0
名
。
柔
道
人
口
を
増
や
し
て

い
く
た
め
に
、
普
及
活
動
に
力
を
入

れ
て
行
く
こ
と
も
大
切
だ
と
感
じ
た

一
日
で
あ
っ
た
。

県
ト
レ
セ
ン
を
終
え
て

　
十
一
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
の

込
み
、
乱
取
り
を
中
心
に
行
い
、
少

数
精
鋭
の
中
、
充
実
し
た
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
中
に
は
、
強

豪
校
の
チ
ー
ム
相
手
に
互
角
以
上
の

力
を
見
せ
た
選
手
も
お
り
、
何
よ
り

の
自
信
と
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
一
日
目
の
練
習
を
終
え
た
選
手
た

ち
が
書
い
た
感
想
文
を
見
る
と
、
強

豪
校
選
手
た
ち
の
強
さ
の
み
な
ら
ず
、

「
意
識
の
高
さ
」
や
「
礼
儀
正
し
い

挨
拶
」
「
練
習
の
盛
り
上
げ
方
」
な

ど
に
感
銘
を
受
け
た
者
が
多
く
い
た

こ
と
が
分
か
る
。
表
面
的
な
部
分
だ

け
で
な
く
、
そ
の
根
底
に
あ
る
も
の

に
気
づ
け
た
こ
と
は
、
大
き
な
収
穫

と
な
っ
た
と
思
う
。

　
今
回
の
練
習
会
は
選
手
、
指
導
者

共
に
学
び
多
き
練
習
会
と
な
っ
た
。

こ
の
経
験
が
必
ず
や
三
年
後
に
つ
な

が
る
と
思
う
。
来
年
度
以
降
も
、
こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
ぜ
ひ
実
施
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

二
日
間
に
渡
り
、
今
年
度
第
一
回
目

の
県
ト
レ
セ
ン
強
化
練
習
会
が
行
わ

れ
た
。
今
年
度
は
二
〇
二
〇
年
の
静

岡
全
中
に
向
け
た
強
化
の
取
り
組
み

と
し
て
、
全
国
よ
り
強
豪
校
を
招
き
、

練
習
会
を
行
っ
た
。
男
子
は
、
県
外

か
ら
「
大
成
中
学
校
」
「
埼
玉
栄
中

学
校
」
「
南
淡
中
学
校
」
、
女
子
は

県
外
か
ら
「
前
橋
育
英
高
校
」
と
県

内
か
ら
藤
枝
順
心
高
校
を
招
い
て
の

練
習
会
と
な
っ
た
。
全
国
に
そ
の
名

を
轟
か
せ
る
学
校
が
集
ま
り
、
静
岡

県
の
選
手
た
ち
に
と
っ
て
大
い
に
刺

激
と
な
っ
た
。

　
練
習
会
は
静
岡
県
の
指
導
者
主
導

の
も
と
で
行
わ
れ
た
が
、
大
成
中
学

校
や
埼
玉
栄
中
学
校
に
は
ア
ッ
プ
運

動
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
全
国
区
の

学
校
の
強
さ
の
秘
密
の
一
端
を
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
た
。
練
習
は
打
ち
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静岡北部柔道クラブ
②〒420-0941
静岡市葵区松富４丁目14-1
静岡市北部体育館
③静岡市北部体育館
054-255-6262
④渡邉達也
⑤小学生11人、中学生４人、
大学生１人、社会人５人

⑥
道
場
紹
介

　
静
岡
北
部
柔
道
ク
ラ
ブ
は
、
公
益

財
団
法
人
静
岡
市
体
育
協
会
が
主
催

す
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
メ
ン
バ
ー
か

ら
な
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

　
教
室
は
、
平
成
９
年
か
ら
静
岡
市

北
部
体
育
館
で
始
ま
り
、
４
か
月
が

ひ
と
つ
の
期
で
、
年
度
で
全
３
期
か

ら
な
り
ま
す
。
現
在
は
、
月
３
回
火

曜
日
に
活
動
し
て
お
り
、
受
身
の
基

本
や
礼
法
を
学
ぶ
こ
と
に
重
き
を
置

い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
初
級
と
上
級
に
グ
ル
ー
プ

分
け
し
て
練
習
し
ま
す
の
で
、
初
心

者
で
も
安
心
で
す
。

　
健
康
な
身
体
と
礼
儀
正
し
く
た
く

ま
し
い
精
神
を
養
い
た
い
と
い
う
老

若
男
女
ど
な
た
で
も
歓
迎
し
ま
す
。

　
見
学
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
一
度
見
学
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

誠勇館
②島田市伊太2075-1
③同上住所
　島田樟誠高等学校
　0547-37-3116
④中村　航
⑤小学生9名、中学生3
名、高校生（島田樟誠高
校部員）、社会人10名

⑥
道
場
紹
介

　
誠
勇
館
は
島
田
市
に
あ
る
島
田
樟

誠
高
等
学
校
（
当
時
の
島
田
学
園
高

等
学
校
）
武
道
場
を
拠
点
に
約
１
０

年
前
に
開
始
し
ま
し
た
。
以
前
の
島

田
市
は
柔
道
が
盛
ん
だ
っ
た
印
象
も

あ
り
ま
す
が
、
現
在
活
動
し
て
い
る

団
体
は
２
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
平
成
20
年
度
に
こ
の
学
校
に
勤

務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

夜
間
開
放
の
一
つ
と
し
て
柔
道
教
室

を
始
め
ま
し
た
。
当
初
は
認
知
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
広
報
活
動

を
し
て
い
く
中
で
徐
々
に
人
も
集
ま

り
は
じ
め
、
現
在
は
社
会
人
の
方
が

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
を
連
れ
一
緒

に
練
習
す
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
週
水
曜
日
は

島
田
樟
誠
高
校
の
生
徒
も
参
加
し
合

同
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
　

　
新
年
は
１
月
３
日
に
恒
例
の
初
稽

古
を
実
施
し
ま
し
た
。
高
校
と
道
場

が
合
同
で
行
う
た
め
、
今
年
は
保
護

者
を
含
め
70
名
程
が
参
加
し
盛
大
な

も
の
で
し
た
。
練
習
日
は
月
平
均
８

回
程
度
と
他
の
道
場
に
比
べ
少
な
い

と
思
い
ま
す
が
底
辺
拡
大
、
礼
儀
作

法
を
メ
イ
ン
に
日
々
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
強
い
選
手
は
い
ま
せ
ん
が
、

全
員
が
各
自
の
目
標
を
設
定
し
活
動

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
島
田
樟
誠
高

校
の
卒
業
生
を
中
心
と
し
た
社
会
人

で
実
業
団
登
録
も
し
、
大
会
等
に
も

出
場
し
て
い
ま
す
。
試
合
出
場
だ
け

が
全
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
と
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
後
と
も
誠
勇
館
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

浜松養神館
②浜松市中区西浅田二丁目
２－１　浜松市武道館
③〒４３８－０８２１　磐田市立野
２０２６－１ベルメゾン豊田８０５
　０５３８－３３－６１７５
④会　長　森下　修
　理事長　神谷元久
⑤小学生１９人、中学生１３
人、高校生１人、大学・社
会人３０人）

⑥
道
場
紹
介

　
浜
松
養
神
館
は
昭
和
５
年
５
月
佐

藤
五
八
郎
先
生
に
よ
り
設
立
さ
れ
て

以
来
、
諸
先
輩
方
の
ご
尽
力
に
よ
り
、

幾
多
の
変
遷
を
経
て
現
在
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。
稽
古
の
現
状
に
つ
い
て

は
、
毎
週
日
、
水
、
金
曜
日
の
３
回
、

午
後
６
時
30
分
（
日
曜
日
は
午
後
６

時
）
か
ら
９
時
ま
で
浜
松
市
武
道
館

に
お
い
て
稽
古
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

小
中
学
生
が
多
く
在
籍
し
て
い
る
た

め
、
礼
法
や
受
け
身
を
は
じ
め
と
し

て
正
し
い
柔
道
の
修
得
を
目
的
と
し

て
、
養
神
館
は
精
神
を
養
う
館
（
と

こ
ろ
）「
柔
道
で
健
康
な
体
と
心
を
養

う
」
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
柔
道
修

行
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　
当
道
場
は
、
他
の
道
場
と
の
親
睦

を
深
め
る
た
め
、
年
に
１
回
養
神
館

柔
道
大
会
を
開
催
し
、
今
年
で
37
回

目
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子

供
た
ち
が
勝
っ
て
喜
び
負
け
て
悔
し

が
り
、
柔
道
大
会
で
子
供
た
ち
の
成

長
を
見
る
こ
と
が
、
と
て
も
重
要
で

あ
る
と
日
々
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
近
年
は
、
養
神
館
で
育
っ
た
子
供

達
が
指
導
者
と
し
て
道
場
に
戻
っ
て

き
て
活
気
の
あ
る
稽
古
が
で
き
て
い

ま
す
。
柔
道
人
口
が
減
少
し
て
い
る

道
場
紹
介

ど
う
じ
ょ
う

し
ょ
う
か
い

県
内
各
地
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
「
道
場
」
を
各
地
区
２
道
場
ず
つ
紹
介
し
ま
す
。

①名称
②住所（練習場所）
③連絡先
④代表者氏名
⑤所属人数
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今
後
は
、
大
会
や
合
同
練
習
な
ど

に
も
積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
仲
間
と
の
交
流
を
楽
し
み
し
て
い

ま
す
。

伊豆市柔道部
②・修善寺道場〒410－2407伊豆市修善寺1010

修善寺農村環境改善センター内
　・土肥道場　〒410－3302伊豆市土肥870－1

伊豆総合高校土肥分校武道場
　・天城道場　〒410－3215伊豆市月ヶ瀬853

天城中学校武道場
③０５５８－８７－０７８０
④井村秀明
⑤園児５人、小学生２７人、中学生１９人
　高校生２人、社会人２８人

⑥
道
場
紹
介

　
平
成
十
六
年
、
伊
豆
市
誕
生
を
機

に
、
そ
れ
ま
で
の
旧
四
町
ご
と
の
道

状
況
で
す
が
、
当
道
場
は
子
供
の
会

員
が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。
今
後

も
柔
道
の
発
展
に
向
け
て
尽
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

SSU柔道クラブ
②静岡県磐田市大原１５７２
－１
　静岡産業大学磐田キャン
パス内
③〒438-0831静岡県磐田
市上新屋811-4-A205
④岡田紘味
⑤小学生１４人

⑥
道
場
紹
介

　
Ｓ
Ｓ
Ｕ
柔
道
ク
ラ
ブ
は
、
静
岡
産

業
大
学
磐
田
キ
ャ
ン
パ
ス
内
柔
道

場
で
、
毎
週
水
・
金
曜
日
、
17
時
半

か
ら
19
時
半
ま
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

小
学
４
年
生
以
下
が
多
い
、
ま
だ
新

し
い
チ
ー
ム
で
す
。

　
稽
古
は
、
礼
法
や
体
捌
き
、
崩
し

な
ど
の
基
本
練
習
を
中
心
に
行
い
、

し
っ
か
り
組
ん
で
一
本
取
れ
る
柔
道

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
稽
古
の
前
半

に
は
、
全
身
を
動
か
せ
る
よ
う
、
身

体
作
り
運
動
を
し
た
り
、ド
ッ
チ
ボ
ー

ル
を
し
た
り
と
柔
道
以
外
の
動
き
も

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
指
導
者
は
、
若
手
が
多
い
で
す
が
、

子
供
た
ち
に
柔
道
の
楽
し
さ
を
伝
え

ら
れ
る
よ
う
に
、
１
人
１
人
に
合
わ

せ
た
指
導
を
心
掛
け
、
共
に
成
長

し
て
い
け
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
供
た
ち
が
中
学
生
や
高
校

生
、
一
般
に
な
っ
て
も
柔
道
が
好
き
で
、

戻
っ
て
き
て
く
れ
る
よ
う
な
道
場
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

場
（
修
善
寺
柔
道
会
、
土
肥
柔
道
会
、

天
城
柔
道
会
、
中
伊
豆
柔
道
会
）
を

統
合
し
、
山
口
友
孝
先
生
（
元
メ
キ

シ
コ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
チ
）
を
会
長

と
し
て
、
伊
豆
市
柔
道
部
を
発
足
し

ま
し
た
。

　
現
在
は
井
村
秀
明
会
長
以
下
、
総

勢
八
十
一
名
の
会
員
が
、
日
々
厳
し

い
中
に
も
楽
し
い
稽
古
を
積
み
重
ね

て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
県
内
で
五

番
目
に
面
積
の
広
い
伊
豆
市
で
あ
る

た
め
、
日
常
の
稽
古
は
週
二
回
、
旧

道
場
単
位
で
行
い
、
月
一
回
程
度
、

週
末
に
合
同
稽
古
を
行
っ
て
い
ま
す
。

道
場
別
の
稽
古
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

指
導
者
か
ら
丁
寧
で
熱
の
こ
も
っ
た

指
導
を
受
け
、
合
同
稽
古
で
は
、
多

く
の
ラ
イ
バ
ル
た
ち
と
し
の
ぎ
を
削

り
、
お
互
い
に
高
め
合
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
合
同
稽
古
の
最
大
の
利
点

は
、
複
数
の
指
導
者
か
ら
多
角
的
な

指
導
や
助
言
、
称
揚
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
で
す
。

　
伊
豆
市
の
子
ど
も
た
ち
を
伊
豆
市

の
指
導
者
全
員
で
温
か
く
見
守
り
育

て
て
い
く
こ
と
が
、
将
来
の
伊
豆
市

の
柔
道
の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

富士宮柔道会
②〒４１８－０００７
　富士宮市外神東町１１５
　富士宮市民体育館内武
道場

③〒４１８－０１１２
　富士宮市北山１４０３
　電話０９０－２９４７－３５６９
④小林賢治
⑤小学生４１人、中学生２４人、
　高校生１７人、社会人５０人

⑥
道
場
紹
介

　
富
士
宮
柔
道
会
は
歴
史
が
長
く
、

大
正
末
期
に
大
宮
柔
道
館
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
、
開
設
九
十
年
に
な
り
ま

す
。
道
場
は
、
昭
和
七
年
大
宮
町
の

大
火
で
焼
失
、
そ
の
後
は
四
ヶ
所
を

転
々
と
し
、
よ
う
や
く
市
民
体
育
館

内
に
本
格
的
な
武
道
場
が
完
成
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
本
会
は
、
柔
道
の
発
展
と
普
及
、

同
時
に
市
民
青
少
年
の
基
礎
体
力
向

上
と
、
礼
儀
と
人
を
思
い
や
る
人
格

形
成
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
柔
道
の
代
名
詞
で
も
あ
る
「
礼

に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
」
を
重
視
し
、

小
学
生
・
中
学
生
・
社
会
人
の
共
通

の
目
的
と
し
て
取
り
組
み
、
強
い
身

体
と
正
し
い
礼
儀
を
身
に
着
け
さ
せ

る
こ
と
を
伝
統
と
し
、
日
々
稽
古
に

励
ん
で
お
り
ま
す
。

　
稽
古
は
公
認
資
格
指
導
者
が
中
心

と
な
り
、
週
三
回
（
水
・
金
・
日
）

夜
七
～
九
時
（
小
学
生
は
八
時
）
ま

で
行
っ
て
い
ま
す
。
会
員
は
小
学
生

が
四
十
一
名
、
中
学
生
～
一
般
が

九
十
一
名
の
総
勢
百
三
十
二
名
が

日
々
精
進
し
て
い
ま
す
。
安
全
性
向

上
の
た
め
、
全
柔
連
公
認
の
指
導
者

講
習
を
指
導
者
全
員
が
受
け
、
安
全
・

安
心
を
最
優
先
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、柔
道
を
通
じ
て
色
々

な
人
と
の
出
会
い
と
交
流
を
楽
し
め

る
町
道
場
を
目
指
し
、
活
動
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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新人選手紹介コーナー

新人選手紹介コーナー

今年度もこのコーナーを継続することができた。全国大会で３位までに入賞した若い選手（高校生以下）を紹介
しており、今年度は８名の個人と１つの県代表チームが該当した。昨年に引き続いての登場となった選手が４名、
新たに登場した選手４名と代表チームが１つ。今年度も大いに静岡県の柔道界を盛り上げてくれた。

弐
段
　
髙
木
一
石�

さ
ん

（
湖
西
高
校
）

第
39
回
全
国
高
等
学
校
選
手
権
大
会

男
子
無
差
別
級
３
位

　
髙
木
選
手
が
柔
道
を
始
め
た
の
は
、
小

学
校
一
年
生
の
時
。「
痩
せ
る
た
め
」だ
っ

た
そ
う
で
す
。
次
第
に
柔
道
が
お
も
し
ろ

く
な
り
、
小
４
、
小
５
と
東
海
大
会
で
優

勝
で
き
た
こ
と
で
う
れ
し
さ
を
感
じ
た
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
技
術
的
な
こ
と
は
あ

ま
り
考
え
る
こ
と
も
な
く
、
特
に
組
み
手

な
ど
は
高
校
に
入
っ
て
か
ら
川
端
先
生
か

ら
教
わ
っ
た
そ
う
で
す
。
川
端
先
生
は
、

基
本
的
な
こ
と
を
繰
り
返
し
指
導
し
て
く

だ
さ
っ
た
の
で
、
そ
う
し
た
こ
と
が
し
っ

か
り
と
身
に
付
い
た
の
だ
と
思
う
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
選
手
権
に
関
し
て
は
、「
と
に
か
く
思

い
切
っ
て
や
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
を
心
掛

け
た
そ
う
で
す
。
そ
の
思
い
切
り
の
良
さ

が
今
回
の
結
果
に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
自
己
分
析
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
ロ
シ
ア
・
モ
ン
ゴ
ル
・
日
本
が
競

い
合
う
国
際
大
会
（
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
）

に
参
加
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
が
、
体
格

の
大
き
な
選
手
と
試
合
を
し
た
こ
と
が
良

い
経
験
に
な
っ
た
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

パ
ワ
ー
の
差
を
特
に
痛
感
し
た
そ
う
で
す
。

　
今
後
の
目
標
と
し
て
は
、
筑
波
大
学
体

育
学
群
へ
の
進
学
が
決
ま
っ
た
と
の
こ
と

で
、
運
動
生
理
学
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る

ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
学
問
を
深
め
て
い
き
た

い
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
上
で
、
全
日

本
ジ
ュ
ニ
ア
や
全
日
本
学
生
で
優
勝
で
き

る
よ
う
、
努
力
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
指
導
さ
れ
て
い
る
川
端
先
生
に
よ
る
と
、

「
こ
ん
な
に
根
性
の
あ
る
重
量
級
選
手
は

見
た
こ
と
が
な
い
」
そ
う
で
す
。
ま
た
自

分
に
と
っ
て
今
何
が
足
り
な
い
か
を
考
え
、

行
動
に
移
す
こ
と
の
で
き
る
選
手
だ
と
も

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
学
業
成
績
も
非
常

に
良
く
、
入
学
し
て
す
ぐ
に
英
検
準
二
級

を
取
得
し
た
な
ど
、
ま
さ
に
文
武
両
道
を

実
践
し
た
選
手
で
も
あ
る
と
の
こ
と
。
大

学
進
学
後
も
自
己
を
見
つ
め
な
が
ら
更
に

成
長
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

初
段
　
宇
津
山
英
弥�

さ
ん

（
湖
東
中
学
校
）

第
48
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

男
子
73
㎏
級
３
位

　
宇
津
山
選
手
が
柔
道
を
始
め
た
の
は
、

小
学
校
二
年
生
の
時
、
仲
の
良
か
っ
た
同

級
生
に
誘
わ
れ
る
形
で
始
め
た
と
の
こ
と

で
し
た
。
振
り
返
れ
ば
「
勝
ち
負
け
よ
り

も
相
手
と
全
力
で
ぶ
つ
か
り
合
う
と
こ
ろ

が
魅
力
だ
っ
た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

小
学
校
時
代
の
戦
績
は
、
六
年
生
の
時
に

県
大
会
ベ
ス
ト
16
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
中
学
校
に
進
ん
で
、
全
国
大
会
出
場

を
目
標
に
稽
古
を
積
ん
で
き
た
そ
う
で

す
。
今
回
の
全
国
大
会
で
は
、「
一
戦
一

戦
全
力
で
取
り
組
も
う
と
思
っ
て
戦
い
ま

し
た
」
と
爽
や
か
な
笑
顔
で
答
え
て
く
れ

ま
し
た
。
中
学
校
で
は
生
徒
会
長
を
務
め
、

学
校
行
事
の
企
画
や
運
営
に
も
積
極
的
に

か
か
わ
っ
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
学

習
面
で
も
決
し
て
妥
協
す
る
こ
と
な
く
、

熱
心
な
取
り
組
み
を
見
せ
て
い
る
そ
う
で
、

何
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
姿

勢
が
顕
著
な
人
物
で
あ
る
こ
と
が
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

　
指
導
さ
れ
て
い
る
杉
山
崇
先
生
か
ら
は

「
逃
げ
ず
に
前
へ
出
る
こ
と
」「
自
信
の
あ

る
技
に
こ
だ
わ
っ
て
戦
い
抜
く
」
な
ど
と

い
っ
た
、
精
神
面
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ

を
実
践
で
き
た
か
ら
こ
そ
今
回
の
戦
績
を

残
せ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
と
答
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　
今
後
の
目
標
を
聞
い
て
み
る
と
、
中
学

校
で
の
戦
績
を
上
回
り
た
い
と
、
力
強
く

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
宇
津
山
選
手
の
今

後
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

森
近
　
颯
さ
ん

（
和
道
場
）

全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会

女
子
６
年
生
45
㎏
級
第
2
位

　
森
近
さ
ん
は
小
学
1
年
生
の
時
、
偶
然

見
か
け
た
柔
道
勧
誘
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
て

練
習
の
見
学
を
し
た
こ
と
が
柔
道
と
の
出

会
い
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
3

位
、
今
年
は
2
位
と
確
実
に
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
て
き
た
の
で
す
が
、
道
場
の
新

村
先
生
に
よ
る
と
「
真
面
目
な
子
な
の
で
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
素
直
に
受
け
入
れ
、
反
復

練
習
し
て
き
た
」
結
果
だ
そ
う
で
す
。
森

近
さ
ん
自
身
も
「
練
習
の
時
に
は
ス
イ
ッ

チ
を
オ
ン
に
し
て
、
遊
ぶ
と
き
は
切
り
替

え
て
」
と
い
っ
た
け
じ
め
を
つ
け
る
こ
と

を
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
全
国
大
会

で
は
初
戦
が
最
も
緊
張
し
た
け
れ
ど
、
新

村
先
生
が
「
落
ち
着
い
て
や
れ
ば
大
丈

夫
。」「
自
分
が
や
っ
て
き
た
こ
と
を
信
じ

な
さ
い
。」
と
い
っ
た
言
葉
を
か
け
て
く

れ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。「
緊
張
を
ほ
ぐ
し
て
く
れ
た
」

こ
と
で
、
2
回
戦
か
ら
は
動
き
も
良
く

な
っ
て
得
意
の
背
負
い
投
げ
も
出
る
よ
う

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　「
今
年
は
中
学
生
に
な
る
の
で
、
一
番

下
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。
先
輩
た
ち
に
少
し

で
も
追
い
つ
け
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。」

と
い
う
意
気
込
み
も
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
で
き
れ
ば
全
中
に
出
て
活
躍
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
。」
が
今
後
の
目
標
だ
そ

う
で
す
。

初
段
　
杵
渕
　
萌
さ
ん

（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

第
39
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会

女
子
63
㎏
級
3
位

　
監
督
の
古
内
先
生
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

「
天
賦
の
才
に
努
力
と
い
う
砥
石
で
磨
き

を
か
け
る
。
現
状
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な

く
、
常
に
己
に
足
り
な
い
も
の
は
何
か
を

真
摯
に
探
求
し
続
け
る
。」
の
が
杵
渕
さ

ん
だ
そ
う
で
す
。
後
輩
か
ら
も
「
い
つ
も

柔
道
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
先
輩
で
、
す

ご
く
ス
ト
イ
ッ
ク
。
今
の
自
分
に
で
き
る

こ
と
は
何
か
を
考
え
、
た
と
え
ば
そ
れ
が

ウ
ェ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
だ
っ
た
と
す
れ

ば
、
筋
力
ア
ッ
プ
に
最
も
適
し
た
方
法
を

取
り
入
れ
て
い
く
」
そ
う
で
す
。

　
得
意
技
で
あ
る
内
股
は
そ
の
切
れ
味
は

言
う
ま
で
も
な
い
の
で
す
が
、
特
に
技
に

入
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
絶
妙
で
す
。
古
内
先

生
は
続
け
て
こ
う
も
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

「
高
校
で
の
戦
績
は
全
国
三
位
。
確
か
に

素
晴
ら
し
い
成
績
で
は
あ
る
け
れ
ど
本
人

の
中
に
は
も
っ
と
で
き
た
は
ず
だ
と
い
う

意
識
が
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
次
の
ス
テ
ー

ジ
で
は
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
て
も
ら
い
た

い
。
世
界
で
通
用
す
る
力
を
身
に
付
け
て

も
ら
い
た
い
」
と
。
勝
負
師
と
し
て
勝
ち

に
こ
だ
わ
り
続
け
る
杵
渕
さ
ん
へ
の
最
大

級
の
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

初
段
　
渋
谷
　
舞
さ
ん

（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

　
平
成
29
年
度
全
日
本
カ
デ
体
重
別
選
手

権
大
会
女
子
48
㎏
級
1
位

　
全
日
本
カ
デ
48
㎏
級
で
連
覇
を
果
た
し

た
渋
谷
さ
ん
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
話

を
伺
お
う
と
し
た
と
こ
ろ
、「
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
結
果
が
残
せ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

今
年
の
カ
デ
で
は
挑
戦
者
の
つ
も
り
で

戦
っ
て
い
っ
た
」
と
い
う
言
葉
が
返
っ
て

き
ま
し
た
。
国
体
女
子
の
先
鋒
と
し
て
本

戦
に
出
場
も
し
ま
し
た
が
、「
先
鋒
は
52

㎏
級
以
下
の
選
手
で
、
普
段
の
階
級
よ
り

も
一
つ
上
に
人
た
ち
と
の
対
戦
ば
か
り
で

学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
大
会
」
だ
っ
た
そ

う
で
す
。「
階
級
が
一
つ
違
う
だ
け
で
う

ま
く
投
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
非
常
に
悔
し

か
っ
た
の
で
、
背
負
い
投
げ
で
し
っ
か
り

と
投
げ
き
る
よ
う
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た

い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
監
督
の

古
内
先
生
も
「
本
当
に
柔
道
が
好
き
な
選

手
で
、
そ
れ
が
彼
女
の
原
動
力
に
な
っ
て

い
る
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
今
後
の
目
標
と
し
て
「
カ
デ
か
ら
ジ
ュ

ニ
ア
へ
と
進
ん
で
い
く
の
で
、
ジ
ュ
ニ
ア

で
も
勝
て
る
よ
う
、
い
つ
で
も
前
を
向
い

て
努
力
し
て
い
く
」
と
語
り
、「
東
京
五

輪
に
出
て
活
躍
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
掲

げ
て
く
れ
ま
し
た
。

初
段
　
中
村
愛
香
莉
さ
ん

（
藤
枝
順
心
高
校
）

平
成
29
年
度
全
日
本
カ
デ
体
重
別
選
手
権

大
会
女
子
52
㎏
級
2
位

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
始
め
る
と
、「
昨
年

は
試
合
開
始
9
秒
で
一
本
負
け
し
て
し

ま
っ
て
…
」
と
前
年
度
の
反
省
か
ら
話

が
始
ま
り
ま
し
た
。「
だ
か
ら
こ
そ
今
年

は
何
が
何
で
も
優
勝
す
る
」
と
い
う
強
い

気
持
ち
で
試
合
に
臨
ん
だ
そ
う
で
す
。
決

勝
戦
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
コ
ア
に
も
つ
れ

込
み
、「
自
分
が
焦
っ
て
前
に
出
た
と
こ

ろ
を
相
手
に
う
ま
く
合
わ
さ
れ
」
て
負
け

て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
敗
戦
か
ら
学
ぶ

こ
と
は
大
き
い
。
そ
の
負
け
を
次
に
生
か

し
て
こ
そ
、
負
け
の
意
味
が
あ
る
は
ず
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
「
自
分
の
感
情
を
し
っ

か
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
、
練
習
に
励
ん
で
き
た
」
そ
う
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
日
頃
か
ら
沼
野
監
督

が
標
榜
さ
れ
て
い
る
「
人
間
性
を
磨
く
こ

と
」
が
重
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
力
説

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　「
高
校
選
手
権
に
は
個
人
で
出
場
す
る

け
れ
ど
、
団
体
は
逃
し
て
し
ま
っ
た
の
で

…
」
と
悔
し
さ
を
口
に
し
た
中
村
さ
ん
。

自
分
が
成
長
す
る
こ
と
が
チ
ー
ム
の
力
に

な
る
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。同
時
に「
目

の
前
の
こ
と
を
ひ
と
つ
ず
つ
達
成
し
て
い

く
」
こ
と
で
「
自
分
の
将
来
に
つ
な
が
っ
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初
段
　
杵
渕
　
萌
さ
ん

（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

第
39
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会

女
子
63
㎏
級
3
位

　
監
督
の
古
内
先
生
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

「
天
賦
の
才
に
努
力
と
い
う
砥
石
で
磨
き

を
か
け
る
。
現
状
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な

く
、
常
に
己
に
足
り
な
い
も
の
は
何
か
を

真
摯
に
探
求
し
続
け
る
。」
の
が
杵
渕
さ

ん
だ
そ
う
で
す
。
後
輩
か
ら
も
「
い
つ
も

柔
道
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
先
輩
で
、
す

ご
く
ス
ト
イ
ッ
ク
。
今
の
自
分
に
で
き
る

こ
と
は
何
か
を
考
え
、
た
と
え
ば
そ
れ
が

ウ
ェ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
だ
っ
た
と
す
れ

ば
、
筋
力
ア
ッ
プ
に
最
も
適
し
た
方
法
を

取
り
入
れ
て
い
く
」
そ
う
で
す
。

　
得
意
技
で
あ
る
内
股
は
そ
の
切
れ
味
は

言
う
ま
で
も
な
い
の
で
す
が
、
特
に
技
に

入
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
絶
妙
で
す
。
古
内
先

生
は
続
け
て
こ
う
も
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

「
高
校
で
の
戦
績
は
全
国
三
位
。
確
か
に

素
晴
ら
し
い
成
績
で
は
あ
る
け
れ
ど
本
人

の
中
に
は
も
っ
と
で
き
た
は
ず
だ
と
い
う

意
識
が
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
次
の
ス
テ
ー

ジ
で
は
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
て
も
ら
い
た

い
。
世
界
で
通
用
す
る
力
を
身
に
付
け
て

も
ら
い
た
い
」
と
。
勝
負
師
と
し
て
勝
ち

に
こ
だ
わ
り
続
け
る
杵
渕
さ
ん
へ
の
最
大

級
の
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

初
段
　
渋
谷
　
舞
さ
ん

（
東
海
大
学
静
岡
翔
洋
高
校
）

　
平
成
29
年
度
全
日
本
カ
デ
体
重
別
選
手

権
大
会
女
子
48
㎏
級
1
位

　
全
日
本
カ
デ
48
㎏
級
で
連
覇
を
果
た
し

た
渋
谷
さ
ん
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
話

を
伺
お
う
と
し
た
と
こ
ろ
、「
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
結
果
が
残
せ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

今
年
の
カ
デ
で
は
挑
戦
者
の
つ
も
り
で

戦
っ
て
い
っ
た
」
と
い
う
言
葉
が
返
っ
て

き
ま
し
た
。
国
体
女
子
の
先
鋒
と
し
て
本

戦
に
出
場
も
し
ま
し
た
が
、「
先
鋒
は
52

㎏
級
以
下
の
選
手
で
、
普
段
の
階
級
よ
り

も
一
つ
上
に
人
た
ち
と
の
対
戦
ば
か
り
で

学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
大
会
」
だ
っ
た
そ

う
で
す
。「
階
級
が
一
つ
違
う
だ
け
で
う

ま
く
投
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
非
常
に
悔
し

か
っ
た
の
で
、
背
負
い
投
げ
で
し
っ
か
り

と
投
げ
き
る
よ
う
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た

い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
監
督
の

古
内
先
生
も
「
本
当
に
柔
道
が
好
き
な
選

手
で
、
そ
れ
が
彼
女
の
原
動
力
に
な
っ
て

い
る
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
今
後
の
目
標
と
し
て
「
カ
デ
か
ら
ジ
ュ

ニ
ア
へ
と
進
ん
で
い
く
の
で
、
ジ
ュ
ニ
ア

で
も
勝
て
る
よ
う
、
い
つ
で
も
前
を
向
い

て
努
力
し
て
い
く
」
と
語
り
、「
東
京
五

輪
に
出
て
活
躍
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
掲

げ
て
く
れ
ま
し
た
。

初
段
　
中
村
愛
香
莉
さ
ん

（
藤
枝
順
心
高
校
）

平
成
29
年
度
全
日
本
カ
デ
体
重
別
選
手
権

大
会
女
子
52
㎏
級
2
位

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
始
め
る
と
、「
昨
年

は
試
合
開
始
9
秒
で
一
本
負
け
し
て
し

ま
っ
て
…
」
と
前
年
度
の
反
省
か
ら
話

が
始
ま
り
ま
し
た
。「
だ
か
ら
こ
そ
今
年

は
何
が
何
で
も
優
勝
す
る
」
と
い
う
強
い

気
持
ち
で
試
合
に
臨
ん
だ
そ
う
で
す
。
決

勝
戦
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
コ
ア
に
も
つ
れ

込
み
、「
自
分
が
焦
っ
て
前
に
出
た
と
こ

ろ
を
相
手
に
う
ま
く
合
わ
さ
れ
」
て
負
け

て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
敗
戦
か
ら
学
ぶ

こ
と
は
大
き
い
。
そ
の
負
け
を
次
に
生
か

し
て
こ
そ
、
負
け
の
意
味
が
あ
る
は
ず
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
「
自
分
の
感
情
を
し
っ

か
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
、
練
習
に
励
ん
で
き
た
」
そ
う
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
日
頃
か
ら
沼
野
監
督

が
標
榜
さ
れ
て
い
る
「
人
間
性
を
磨
く
こ

と
」
が
重
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
力
説

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　「
高
校
選
手
権
に
は
個
人
で
出
場
す
る

け
れ
ど
、
団
体
は
逃
し
て
し
ま
っ
た
の
で

…
」
と
悔
し
さ
を
口
に
し
た
中
村
さ
ん
。

自
分
が
成
長
す
る
こ
と
が
チ
ー
ム
の
力
に

な
る
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。同
時
に「
目

の
前
の
こ
と
を
ひ
と
つ
ず
つ
達
成
し
て
い

く
」
こ
と
で
「
自
分
の
将
来
に
つ
な
が
っ

て
い
く
は
ず
」
と
い
う
こ
と
も
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

初
段
　
米
川
明
穂
さ
ん

（
藤
枝
順
心
高
校
）

2
0
1
7
年
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
世
界
カ
デ

体
重
別
選
手
権
大
会
女
子
70
㎏
超
級
3
位

　
今
回
の
成
績
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た

と
こ
ろ
、「
実
は
チ
リ
へ
行
く
前
に
ポ
ー

ラ
ン
ド
で
試
合
を
す
る
機
会
が
あ
っ
て

…
」
と
い
う
こ
と
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
試
合
を
し
た
経
験
が
本

当
に
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
外
国
人

選
手
は
体
格
も
大
き
く
、
手
足
も
長
く
、

自
分
が
思
い
も
し
な
か
っ
た
間
合
い
か
ら

技
を
仕
掛
け
て
く
る
の
で
最
初
は
戸
惑
っ

た
」
そ
う
で
す
。

　
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
の
試
合
相
手
と
は
、
世

界
カ
デ
準
決
勝
で
再
戦
し
た
そ
う
で
す
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
勝
っ
た
相
手
で
し
た
が
、

今
回
は
米
川
選
手
を
研
究
し
て
き
た
よ
う

で
、
思
い
ど
お
り
に
試
合
運
び
が
で
き
ず

負
け
て
し
ま
っ
た
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　「
今
後
の
目
標
は
？
」と
尋
ね
る
と
、「
近

い
目
標
は
高
校
選
手
権
で
優
勝
、
も
し
く

は
入
賞
す
る
こ
と
」
と
明
言
し
て
く
れ
ま

し
た
。
同
時
に
「
一
歩
ず
つ
前
に
進
ん
で

い
き
た
い
」
と
い
う
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
全
体
を
通
し
て
、
常
に
前

を
見
据
え
た
発
言
が
多
か
っ
た
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。
最
後
に
将
来
ど
ん
な
柔
道
家

に
な
り
た
い
か
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
日

の
丸
を
背
負
っ
て
戦
え
る
選
手
に
な
る
こ

と
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

第
48
回
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
体

育
大
会
柔
道
競
技

男
子
団
体
戦
　

3
位

　
　
　
　
先
鋒
　
　
初
段
　
高
橋
夏
樹

（
小
山
高
３
年
）

　
　
　
　
次
鋒
　
　
初
段
　
飯
川
竜
吉

（
沼
津
工
３
年
）

　
　
　
　
中
堅
　
　
初
段
　
守
重
裕
斗

（
鹿
島
学
年
浜
松
３
年
）

　
　
　
　
副
将
　
　
初
段
　
大
賀
稜
也

（
富
士
高
３
年
）

　
　
　
　
大
将
　
　
初
段
　
大
川
裕
生

（
三
島
長
陵
高
３
年
）

　
準
決
勝
で
、
神
奈
川
県
チ
ー
ム
に
敗
れ

は
し
た
も
の
の
、
大
変
素
晴
ら
し
い
成
績

を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
2
年
連

続
で
3
位
の
成
績
は
賞
賛
に
値
し
ま
す
。

中
堅
の
守
重
君
は
男
子
90
㎏
級
で
全
国
制

覇
を
達
成
し
て
い
ま
す
。「
昨
年
の
2
位

と
い
う
結
果
を
踏
ま
え
、
今
年
こ
そ
は
絶

対
に
優
勝
す
る
」
と
い
う
強
い
気
持
ち
で

試
合
に
臨
ん
だ
こ
と
が
結
果
に
つ
な
が
っ

た
と
思
い
ま
す
。
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第 21 号（14） 平成 30 年３月１日 柔道しずおか

　
平
成
29
年
度
、
静
岡
県
柔
道
協
会

は
大
胆
な
組
織
改
編
を
行
っ
た
。
そ
の

大
き
な
狙
い
は
以
下
の
4
点
に
集
約
さ

れ
る
。

（
1
）「
大
会
事
業
部
」「
静
岡
県
少

年
柔
道
協
議
会
」
と
いっ
た
部
署

を
創
設
す
る
事
で
役
割
分
担
を
明

確
に
す
る
。

（
2
）
従
来
の
組
織
を
細
分
化
し
て
、

仕
事
の
効
率
化
を
図
る
。

（
3
）
柔
道
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を

掛
け
る
べ
く
、
各
部
署
で
検
討
し

た
意
見
を
集
約
し
て
い
く
。

（
4
）
県
柔
道
協
会
創
立
70
周
年
記
念

事
業
及
び
２
０
２
０
年
全
国
中
学

総
体
開
催
に
向
け
た
体
制
作
り
と

準
備
。

　（
1
）
に
つ
い
て
、「
大
会
事
業
部
」

と
は
柔
道
協
会
主
宰
の
大
会
を
実
際
に

運
営
す
る
部
署
で
あ
り
、
今
ま
で
は
こ

う
し
た
組
織
が
な
い
ま
ま
多
く
の
協
会

員
に
お
願
い
し
て
き
た
。
こ
の
部
署
を

立
ち
上
げ
る
こ
と
で
各
委
員
会
や
部
会

と
の
ス
ム
ー
ス
な
連
絡
・
協
働
が
可
能
に

な
る
と
考
え
る
。
ま
た
「
少
年
柔
道

協
議
会
」
は
３
地
区
の
少
年
関
係
組

織
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
あ
る
べ
き
姿

が
構
築
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
考
慮
し
て

の
も
の
で
あ
る
。

　（
2
）
以
前
は
「
普
及
・
広
報
」
が

一つ
の
委
員
会
と
し
て
存
在
す
る
な
ど
、

組
織
と
し
て
の
動
き
が
今
ひ
と
つ
俊
敏

で
は
な
か
っ
た
反
省
を
踏
ま
え
、
以
前

の
組
織
か
ら
次
に
示
す
各
委
員
会
に
分

割
し
た
。

　
A
　
審
判
委
員
会

　
B
　
形
技
術
向
上
委
員
会

　
C
　
普
及
委
員
会

　
D
　
広
報
委
員
会
　

　
こ
う
し
た
組
織
改
編
は
、
早
速
効
果

を
上
げ
始
め
て
い
る
。
一つ
例
を
あ
げ
る

と
、
形
技
術
向
上
委
員
会
が
設
立
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
東
海
地
区
形
競
技

会
に
お
い
て
四
部
門
（
投
の
形
、
固
の

形
、
極
の
形
、
古
式
の
形
）
で
優
勝
し

全
国
大
会
へ
出
場
す
る
な
ど
の
結
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
普
及
委
員

会
で
は
少
年
柔
道
協
議
会
と
連
携
し
て
、

全
柔
連
か
ら
講
師
を
招
い
て
の
少
年
柔

道
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
、
組
織
と
し

て
積
極
的
な
動
き
が
見
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
って
い
る
。

　（
3
）
現
在
、
ど
の
分
野
で
も
「
少

子
化
」
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
特
に

近
年
の
柔
道
人
口
の
極
端
な
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
の
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
多
く
の
場
所
で
多
く
の
意
見

を
出
し
合
い
、
よ
り
よ
い
形
を
模
索
す

る
た
め
に
も
、
多
く
の
意
見
を
集
約
で

き
る
体
制
作
り
が
必
要
と
考
え
た
。

　（
4
）
今
年
度
は
県
柔
道
協
会
創
立

か
ら
70
年
を
迎
え
る
。
そ
の
記
念
事

業
を
行
う
上
で
も
組
織
改
善
を
進
め
た
。

ま
た
２
０
２
０
年
全
国
中
学
総
体
開
催

を
控
え
、
特
別
部
会
を
設
置
し
て
大

会
を
成
功
裏
に
導
く
支
援
体
制
を
作
っ

た
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
成
功
さ
せ
、
柔
道

協
会
が
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
る
上
で

欠
か
せ
な
い
の
は
、
協
会
員
相
互
の
意

識
の
高
揚
で
あ
る
。
協
会
員
の
後
押
し

な
く
し
て
こ
の
新
た
な
船
出
は
成
り
立

た
な
い
。
執
行
部
も
各
委
員
会
や
部
会

と
連
携
し
て
い
く
た
め
の
方
策
と
し
て

組
織
改
編
を
実
行
し
た
。
効
率
的
且
つ

横
断
的
な
、
そ
し
て
何
よ
り
も
強
固
な

組
織
運
営
が
持
続
可
能
で
あ
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。
節
目
の
70
周
年
を
迎

え
、さ
ら
に
10
年
後
、20
年
後
への
躍
進・

発
展
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
事
に
ご
理

解
を
い
た
だ
き
、
是
非
皆
様
の
お
力
を

持
っ
て
こ
の
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

組
織
改
編
で
新
た
な
船
出

静岡県柔道協会 組織図(平成30年度～)改正案

【総務委員会構成員】

・理事長 ・強化部長

・総務委員長 ・登録部長

・審判委員長 ・高体連

・形技術向上委員長 ・中体連

・普及委員長 ・少年協議会

・広報委員長 ・大会事業部長

理事会事務局 構成団体

静岡県柔道協会東部支部

静岡県柔道協会中部支部

静岡県柔道協会西部支部

静岡県高体連柔道部

静岡県中体連柔道部

静岡県大学高専柔道連盟

静 岡 県 警 察

・会 長

・副会長⑷

・理事長

・副理事長

・事務局長

・会計

総務委員会

公認指導者
講習部会

財務部会

大会事業部

審判委員会 普及委員会 強化部広報委員会 登録部
静岡県

少年柔道協議会

形技術

向上委員会

女性部会

常任理事会 審議部

指導者資格
審査委員会

表彰審査委員会

静岡全中
特別部会

創立 周年記念
事業特別部会

新規程策定部会

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ部会

情報一元化検討部会
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瀧
井
康
次
郞

　八
段

平
成
二
十
九
年
三
月
四
日
逝
去

行
年
八
十
七
歳

　
静
岡
県
柔
道
協
会
副
会
長
と
し
て

永
年
活
躍
さ
れ
た
先
生
は
、
小
学
校

五
年
生
よ
り
柔
道
を
習
い
始
め
、
静

岡
中
学
（
現
静
岡
高
等
学
校
）
を
卒

業
後
、
静
岡
柔
道
倶
楽
部
創
設
と
同

時
に
入
門
。
故
大
蝶
美
夫
師
範
、
西

田
亀
師
範
に
師
事
。
持
ち
前
の
粘
り

強
さ
と
意
欲
に
よ
っ
て
メ
キ
メ
キ
と

腕
を
上
げ
、
若
手
の
中
心
選
手
と
し

て
活
躍
。

　
昭
和
四
十
三
年
五
月
に
自
ら
経
営

す
る
タ
キ
イ
輪
店
内
に
瀧
井
道
場
を

開
設
。
家
業
に
励
む
か
た
わ
ら
道
場

に
掲
げ
る
「
勇
猛
精
進
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
自
ら
の
修
行
に
一
層
磨
き

を
か
け
る
と
と
も
に
、
後
進
の
育
成

を
す
る
。
そ
の
後
門
弟
も
増
え
、
道

場
が
狭
く
な
り
平
成
元
年
に
二
階
に

五
十
六
畳
の
道
場
を
改
築
。
言
葉
数

は
少
な
い
も
の
の
、
教
え
子
ひ
と
り

ひ
と
り
に
つ
い
て
メ
モ
を
取
る
な
ど
、

多
年
に
わ
た
る
熱
心
な
指
導
を
通
し

て
柔
道
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
。

　
一
方
で
は
、
県
内
各
種
の
大
会
に

て
形
の
演
武
を
さ
れ
、
平
成
九
年
度

第
一
回
全
国
形
競
技
大
会
に
東
海
地

区
代
表
で
、
古
式
の
形
田
中
秀
幸
先

生
と
出
場
し
、
平
成
十
一
年
度
一
月

に
は
日
本
武
道
館
鏡
開
き
式
に
柔
道

界
を
代
表
し
て
、
古
式
の
形
を
演
武

す
る
な
ど
特
に
形
に
向
け
て
の
情
熱

は
大
き
か
っ
た
。

　
ま
た
形
の
練
習
の
た
め
に
瀧
井
道

場
を
訪
れ
た
人
々
に
丁
寧
に
指
導
さ

れ
る
姿
を
た
び
た
び
見
か
け
た
。
加

え
て
、
西
田
亀
先
生
と
古
式
の
形
を

毎
年
の
よ
う
に
大
会
の
折
に
披
露
し

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
な
ど
、
静
岡
県

の
形
の
普
及
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
功

績
は
計
り
知
れ
な
い
。
瀧
井
先
生
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。
合
掌
。

（
静
岡
県
柔
道
協
会
中
部
支
部
熊
谷
幸

洋
）

稲
葉
茂
男

　八
段

大
正
四
年
十
一
月
二
七
日
生
ま
れ

　
先
生
は
去
る
平
成
二
十
九
年
五
月
、

一
〇
二
歳
を
も
っ
て
天
寿
を
全
う
さ
れ

ま
し
た
。

　
日
本
体
育
大
学
の
前
身
、
日
本
体

育
専
門
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
後
、
整

復
師
の
道
を
歩
ま
れ
ま
し
た
が
、
指

導
者
の
道
忘
れ
難
く
昭
和
二
十
七
年

四
月
、
県
立
静
岡
商
業
高
校
に
赴
任
。

三
十
七
年
三
月
ま
で
獅
子
奮
迅
の
勢
い

で
柔
道
指
導
に
心
血
を
注
ぎ
、
卓
越
し

た
指
導
力
と
情
熱
で
静
商
柔
道
部
こ
こ

に
あ
り
を
県
下
に
知
ら
し
め
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
二
回
の
実
績
と

同
時
に
国
体
少
年
監
督
と
し
て
も
十
一

回
の
出
場
な
ど
、
指
導
者
と
し
て
の
実

績
と
同
期
に
、
高
体
連
柔
道
部
長
と
し

て
も
昭
和
三
十
三
年
か
ら
五
十
一
年
ま

で
の
十
九
年
間
に
わ
た
る
重
責
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
県
立
静
岡
工
業

高
校
、
再
び
静
岡
商
業
高
校
、
静
岡

学
園
高
校
と
指
導
者
と
し
て
の
道
を
貫

き
通
し
、
そ
の
卓
越
し
た
指
導
力
と
情

熱
は
止
む
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
生
徒
の
急
増
期
に
合
わ
せ
チ
ー
ム

数
も
増
え
、
中
・
高
校
急
成
長
の
時
代

で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
状
況

を
無
難
に
ま
と
め
、
大
会
等
の
運
営
面

に
も
手
腕
を
発
揮
さ
れ
、
質
量
に
併
せ

た
解
決
と
も
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
県

柔
道
協
会
に
お
い
て
は
、
昭
和
三
十
三

年
以
降
役
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
強
化

委
員
・
理
事
・
幹
事
長
・
副
会
長
と
し
て
、

ま
た
機
構
改
革
に
伴
っ
て
昭
和
六
十
二

年
新
設
さ
れ
た
初
代
理
事
長
に
就
く

な
ど
、
会
運
営
の
要
と
な
っ
て
事
に
当

た
って
き
ま
し
た
。

　
長
年
に
亘
る
こ
れ
ら
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
静
岡
県
体
育
協
会
体
育
章
、

叙
勲
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ン
プ
リ
顕
彰

（
九
十
九
歳
で
授
彰
）
等
の
栄
誉
に
浴

し
て
い
ま
す
。

　
謹
ん
で
そ
の
遺
徳
を
偲
び
、
偉
大
な

先
生
の
足
跡
に
畏
敬
の
念
を
抱
き
つ
つ

合
掌
と
し
ま
す
。

訃

　報

西
部
支
部
形
講
習
会

　
西
部
支
部
の
形
講
習
会
が
8
月

27
日
（
日
）
審
査
会
終
了
後
に
開

催
さ
れ
た
。
昨
年
度
に
引
き
続
き

固
の
形
を
、
森
田
氏
（
Ｊ
Ｒ
東
海
ツ

ア
ー
ズ
）、
猪
又
氏
（
Ｊ
Ｒ
東
海
）

が
担
当
し
た
。
こ
の
二
人
は
今
年
度

東
海
地
区
代
表
と
し
て
、
全
国
形

選
手
権
大
会
に
参
加
し
て
い
る
実
力

者
で
あ
る
。

　
森
田
氏
が
取
、
猪
又
氏
が
受
を

担
当
し
、
細
か
な
所
作
や
流
れ
る
よ

う
な
抑
え
技
の
攻
防
、
絞
め
技
・
関

節
技
の
理
合
な
ど
を
学
習
し
た
。
特

に
抑
え
技
の
攻
防
の
激
し
さ
や
関
節

技
の
間
合
い
な
ど
、
形
の
競
技
者
な

ら
で
は
の
観
点
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。

　
柔
道
は
相
手
と
組
み
合
っ
て
勝
負

を
決
す
る
『
試
合
』
だ
け
で
な
く
、

形
の
理
合
を
学
ぶ
こ
と
で
崩
し
や
体

捌
き
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

感
じ
て
い
る
。

こ
の
講
習
が

地
区
形
講

習
会
に
役

立
つ
こ
と
を

願
っ
て
や
ま

な
い
。
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第 21 号（16） 平成 30 年３月１日 柔道しずおか

　
宮
﨑
前
委
員
長
か
ら
仕
事
を
引
き

継
ぎ
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
周
囲

の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
な
ん
と
か

「
柔
道
し
ず
お
か
」
21
号
を
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
編

集
作
業
で
改
め
て
取
材
す
る
こ
と
の

難
し
さ
や
、
伝
え
る
こ
と
・
表
現
す

る
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
各
種
大
会
記
録
の
情
報
収
集
に

つ
き
ま
し
て
、
多
く
の
皆
様
の
お
手

を
煩
わ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
心
苦

し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
情
報
の
一

元
管
理
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
も

多
い
の
で
す
が
、
こ
う
し
た
課
題
を

一
つ
一
つ
解
決
・
克
服
し
て
い
く
こ

と
も
使
命
か
と
存
じ
ま
す
。

　
大
会
記
録
を
整
理
し
て
い
て
気
づ

い
た
こ
と
は
、
形
競
技
会
へ
の
全
国

出
場
者
が
際
立
っ
て
多
い
こ
と
で
し

た
。
東
海
地
区
の
激
戦
を
勝
ち
抜
い

て
の
全
国
大
会
出
場
は
特
筆
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
組
織

改
革
の
成
果
が
早
く
も
出
て
き
た
と

も
感
じ
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
静
岡

県
選
手
が
各
種
大
会
で
活
躍
す
る
姿

を
伝
え
る
こ
と
で
、
柔
道
人
口
の
増

加
・
普
及
拡
大
に
少
し
で
も
貢
献
で

き
れ
ば
、
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
多
く
の
皆
様
の
お
力
を
お

借
り
し
て
、
真
摯
に
「
柔
道
し
ず
お

か
」
制
作
に
励
ん
で
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

柔
道
し
ず
お
か
編
集
担
当

増
尾
清
己

編

集

後

記

第
10
回
記
念
全
国
視
覚
障
害
者

学
生
柔
道
大
会
観
戦
記

　
平
成
29
年
8
月
19
・
20
日
の
両
日

に
わ
た
り
、
浜
松
市
武
道
館
に
於
い

て
視
覚
障
害
者
学
生
の
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　
19
日
に
は
、
合
同
練
習
、
計
量
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
情
報
交
換

会
を
行
い
、
20
日
に
試
合
が
行
わ
れ

た
。
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
福
岡
県

ま
で
全
国
の
選
手
が
参
加
し
た
。
中

に
は
今
年
度
の
金
鷲
旗
柔
道
大
会
に

も
出
場
し
た
高
校
生
も
い
て
、
多
く

の
試
合
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

午
前
は
体
重
別
の
リ
ー
グ
戦
を
行
い
、

午
後
は
東
西
対
抗
戦
と
い
う
形
式
で

試
合
を
行
っ
た
。

　
現
在
日
本
に
は
約
32
万
人
の
視
覚

に
障
害
を
持
っ
た
方
が
暮
ら
し
て
い

る
と
聞
く
。
そ
の
中
で
視
覚
障
害
者

柔
道
の
競
技
人
口
は
約
1
3
0
人
。

わ
ず
か
０
．
０
４
％
に
す
ぎ
な
い
そ

う
だ
。
実
は
リ
オ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

メ
ダ
リ
ス
ト
の
中
に
も
視
覚
障
害
者

で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
ず
、
健
常
者

の
中
で
競
技
に
取
り
組
ん
で
い
た
人

も
い
た
の
だ
そ
う
だ
。
し
か
し
視
覚

障
害
者
柔
道
の
存
在
を
知
り
転
向

し
、
一
気
に
活
躍
の
場
を
広
げ
た
選

手
も
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
今

大
会
を
観
戦
し
て
、
一
本
で
決
ま
る

こ
と
が
非
常
に
多
い
の
も
、
視
覚
障

害
者
柔
道
の
特
徴
の
よ
う
に
感
じ
ら

れ
た
。
組
ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る

試
合
の
形
が
そ
う
さ
せ
る
の
で
は
な

い
か
と
想
わ
れ
た
。
ま
た
主
催
者

で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
方
に
よ
る

と
、
視
覚
障
害
者
が
柔
道
を
す
る
こ

と
の
利
点
も
多
い
と
聞
い
た
。
日
常

生
活
で
転
倒
し
た
際
、
受
身
が
事
故

の
体
を
守
る
こ
と
に
な
る
の
だ
そ
う

だ
。
2
0
2
0
年
の
東
京
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
選
手
の
発
掘
・

育
成
が
課
題
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
来
浜

　
7
月
6
日
か
ら
9
日
ま
で
、
ブ
ラ

ジ
ル
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
が
浜
松
市

西
区
の
雄
踏
体
育
館
で
合
宿
を
行
っ

た
。
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け

て
、
合
宿
地
で
あ
る
浜
松
の
練
習
施

設
を
確
認
す
る
意
味
も
あ
っ
て
の
こ

と
だ
。
今
回
は
西
部
地
区
の
高
校
生

や
大
学
生
が
参
加
し
て
、
ナ
シ
ョ
ナ

ル
チ
ー
ム
と
の
合
同
練
習
を
行
っ
た
。

　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
は
、
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
女
子
の
ダ
シ
ル
バ

選
手
や
、
天
竜
林
業
高
校
（
現
天
竜

高
校
）
に
在
籍
し
て
い
た
男
子
の
バ

ル
ボ
ザ
・
カ
ツ
ヒ
ロ
選
手
を
は
じ
め

と
し
て
、
男
女
各
階
級
2
名
ず
つ
の

選
手
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
合
宿
初

日
の
6
日
は
午
後
か
ら
立
ち
技
中
心

の
練
習
が
行
わ
れ
た
。
来
浜
し
て
す

ぐ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
女
子
重
量

級
の
選
手
は
軽
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

と
ど
め
て
い
た
が
、
男
子
選
手
は
軽

量
級
か
ら
重
量
級
ま
で
多
く
の
乱
取

り
を
行
っ
て
い
た
。
外
国
選
手
特
有

の
パ
ワ
ー
と
独
特
の
リ
ズ
ム
か
ら
繰

り
出
さ
れ
る
技
に
、
高
校
生
の
多
く

は
大
い
に
戸
惑
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

し
か
し
こ
う
し
た
経
験
は
な
か
な
か

で
き
な
い
こ
と
な
の
で
、
高
校
生
に

と
っ
て
は
貴
重
な
時
間
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

　
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
･
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、

県
内
で
は
多
く
の
自
治
体
が
合
宿
候

補
地
（
も
し
く
は
決
定
･
内
定
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
）
と
し
て
名
乗

り
を
上
げ
て
い
る
。
藤
枝
市
は
イ
タ

リ
ア
･
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
と
調
印

式
を
行
い
、
今
後
、
年
に
何
度
か
合

宿
を
県
立
武
道
館
で
行
う
予
定
だ
と

聞
い
て
い
る
。
せ
っ
か
く
の
機
会
で

す
の
で
、
多
く
の
方
に
練
習
を
公
開

し
て
も
ら
え
た
ら
柔
道
の
普
及
と
い

う
観
点
か
ら
も
、
ま
た
J
u
d
o

を
知
る
と
い
う
意
味
で
も
大
き
な
効

果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え

て
い
る
。
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5. 雑誌「柔道」に見る静岡
雑誌「柔道」静岡県関係 2009〜2018

 1 平成21年
（2009年）  7月号 p51~54　各地だより「北から南から」~平成20年度の静岡県柔道界を振り返って~

    宮﨑　貞夫（広報普及委員長）

 2 平成21年
（2009年）  8月号 p24~27　「講道館講習会」 八木　　卓（審判研修委員長）

 3 平成21年
（2009年）12月号 巻頭言p1~5　「柔道100周年を迎えたハンガリーに招かれて」

    安齊　悦雄（会長）

 4 平成23年
（2011年）  3月号 p68~71　黒帯白帯「嘉納師範に学ぶ」 宮﨑　貞夫（広報普及委員長）

 5 平成23年
（2011年） 10月号 p32~34　「講道館講習会」 八木　　卓（審判研修委員長）

6 平成23年
（2011年） 12月号 p34~36　各地だより北から南から 宮﨑　貞夫（広報普及委員長）

7 平成25年
（2013年） ４月号 p58~61　各地だより南から北から 宮﨑　貞夫（広報普及委員長）

8 平成25年
（2013年） 10月号 p18~20　「講道館講習会」 和久田守男（審判研修委員長）

9 平成26年
（2014年）  7月号 p18~20　「講道館形講習会」 根木谷信一（東海柔道連合会事務局長）

10 平成26年
（2014年）  8月号 p37~39　各地だより南から北から 宮﨑　貞夫（広報普及委員長）

11 平成27年
（2015年）  7月号 巻頭言p1~4「静岡県柔道の発展を目指して」 野田　昭一（会長）

12 平成27年
（2015年） 12月号 p29~32　各地だより南から北から 宮﨑　貞夫（広報普及委員会広報担当）

13 平成29年
（2017年）  2月号 p91~93「オーストラリア連邦派遣日本武道代表団」

    渡部　成也（静岡県警察）
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各地だより「北から南から」
平成20年度の静岡県柔道界を振り返って
 静岡県　宮 﨑 貞 夫
（１）新体制発足
　平成20年３月の評議員会において、高柳喜一前会長から安齊悦雄会長にバトンが渡ることになった。そして、野田理事
長、佐々木事務局長の新体制が４月から動き出した。安齊会長は長年理事長として本県柔道協会を支えてこられたが、今
回の会長就任にあたり、①柔道人口減少を食い止めること、②大会運営方法の改善、③競技力向上、④協会運営の合理化
などを掲げている。（「柔道しずおか」第12号巻頭言より）
（２）第５回全国小学生学年別柔道大会開催
　平成20年８月24日（日）浜松アリーナにて第５回全国小学生学年別柔道大会が開催された。開会宣言に続き、嘉納行光
大会会長、安齊大会副会長、鈴木康友名誉顧問（浜松市長）の挨拶があり、藤猪省太審判長より試合上の注意があった。
選手宣誓は岡村康平君（富士市柔道会）が行った。柔道ルネッサンス運動の発表は山村響君（育誠館）と遠田真子さん
（清水柔道倶楽部）が行い、それぞれ柔道に取り組む決意を述べてくれた。
　熱のこもった素晴らしい試合が展開された。決勝戦は軽い階級から女子・男子交互に行われ、８試合のうち４試合が
「一本」で勝負がつき、まさに「一本を取る柔道」を実践してくれた。
　なお、前日には全柔連主催で柔道教室が実施され、約450名の参加があった。講師は地元浜松西高校出身でバルセロナ
オリンピック52kg級の銀メダリスト溝口紀子先生（静岡文化芸術大学）と、カイロ世界選手権無差別の金メダリスト薪
谷翠先生（ミキハウス）であった。溝口先生の講話と薪谷先生の得意技指導があり、約２時間があっという間に経過し
た。
（３）第20回マルちゃん杯中部少年柔道大会開催
　平成20年６月１日（日）浜北総合体育館で、第20回マルちゃん杯中部少年柔道大会が開催された。中部地区９県から合
わせて261チーム約1700人の選手が参加した。開会式では会場いっぱいに選手が整列し壮観であった。試合場では終日気
魄のこもった掛け声が飛び交い、２階席の保護者から熱い声援が送られていた。
　なお、前日には柔道教室が行われた。講師は佐藤宣践全日本柔道連盟副会長、越野忠則国際武道大学柔道部監督、中村
佳央旭化成柔道部監督であった。佐藤先生の講話と、越野先生・中村先生の技の披露が行われた。参加者は約500人だっ
たが、皆が満足した素晴らしい講習会になった。
（４）各種講習会開催
①「形」講習会　平成20年６月７日（土）静岡県武道館
　講道館護身術の講習会が講道館八段・錬成部主事・早稲田大学教授の小野沢弘史先生をお迎えして行われた。受講者は
協会役員合わせて69名であった。
　会長の挨拶の後、理事長より講師の小野沢先生の紹介が行われ、引き続き小野沢先生の講義が始められた。講義の後は
実技指導になり、形の説明と模範演技を見せていただいた。
　受講生は、繰り返し練習し、より早く正確に演ずることができるよう努力していた。
②少年講習会　平成20年12月21日（日）　静岡市北部体育館
　児童・指導者・協会関係者約650名が参加して全柔連主催の柔道教室が開催された。
　講師は金野潤先生（日本大学柔道部監督）、腹巻宏一先生（柔道塾「紀柔館」館長）、松田基子先生（大阪体育大学柔
道部コーチ）の３名が担当された。
　会長の挨拶に続き講師の３先生より挨拶をいただき早速講習が開始された。腹巻先生には道場の実践に基づき、基本的
な動きを指導していただいた。松田先生には得意の「払腰」を指導していただいた。また、金野先生は講演の中で、強く
なる秘訣として①柔道を好きになること、②正しい柔道を学ぶこと、③感謝の心を持つこと、の３つを挙げていた。
　昼食後の懇談の中でも、各先生方の実体験に基づいた指導方法など多くの示唆に富んだ話をしていただいた。実技や講
演を含め大変中身の濃い講習会が行われ、参加者は多いに満足した一日だった。
③「安全指導」講習会開催　平成21年２月８日（日）　静岡県武道館
　全柔連主催の「安全指導」講習会が佐藤幸夫先生（東京都教職員研修センター教授）をお迎えして行われた。県内の指
導者が多数参加し、熱心に先生の講義を受講した。「柔道の安全指導」の冊子を参考に指導者として必要な事柄を、限ら
れた時間の中で丁寧に説明していただいた。
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（５）本県選手の活躍
　今年度活躍した本県選手を紹介する。第５回全国小学生学年別大会で３名の入賞者がでた。５年男子45kg級優勝の森
下北斗君（神士館）、５年男子45kg超級三位の小笠原雄也君（藤枝柔道倶楽部）、５年女子40kg級三位の鈴木茉莉さん
（柔清会）の３名だ。また、第39回全国中学校柔道大会では４名の入賞者が出た。女子48kg級で優勝した片岡まゆさん
（富士宮第一中学）、男子73kg級で準優勝した大島遼平君（静岡学園中学）、女子70kg級で三位に入賞した渡辺貴子さ
ん（富士宮第一中学）、そして女子44kg級で三位に入賞した岡本理帆さん（藤枝順心中学）の４名だ。そして今年度最
も活躍してくれたのは、女子52kg級藤枝順心高校の加賀谷千保さん（現在山梨学院大学１年）である。全日本ジュニア
選手権大会で優勝（２連覇）し、インターハイも制した。フランスジュニア国際大会では準優勝、世界ジュニア選手権大
会（タイ・バンコク）では見事優勝した。また、日本で行われた嘉納杯や講道館杯では三位入賞とシニアの部でも十分戦
えることを示してくれた。
　また柔道協会表彰選手として、全国警察柔道選手権大会73kg級で三位に入賞した日下徹朗選手、同じく女子63kg級で
準優勝した川口有紀選手、静岡県立天竜林業高校を卒業後母国ブラジルで代表となり北京オリンピック女子63kg級に出
場したバルボザ・ユリ選手、北京パラリンピック女子52kg級に出場した土屋美奈子選手（静岡県立浜松視聴覚特別支援
学校）が挙げられる。
　以上のように、平成20年度は静岡県の柔道界にとって実りある素晴らしい一年であったと思う。しかし、国体には成年
男子のみの出場であり、上位進出もならなかった。安齊新会長が指摘されているように多くの課題はあるが、新会長を中
心に平成21年度もさらに頑張っていきたい。
 （静岡県柔協・広報普及委員長）

講道館講習会

　講道館では、かねてより各地から寄せられていたご要望に応え、正しい柔道の一層の普及発展を図るため、本館からの
講師派遣（経費は講道館負担）による「講道館講習会」を平成元年度より開催してまいりました。本年度（平成21年度）
も引き続き開催致しますので、講道館講習会要項をご参照の上、活用下さるようご案内致します。
　なお、本講習会開催の対象となる主管団体は原則として、下記諸団体と致します。
　　　１．全柔連地区柔道連盟（協会・連合会）と府県柔道連盟（協会・会）
　　　２．１項以外の講道館段位推薦委託団体
　　　３．全国及び県の高体連・中体連柔道部
　　　４．全日本柔道少年団
　本誌平成９年８月号から、各都道府県柔道連盟等で実施されました「講道館講習会」を掲載しております。

� 静岡県　八 木 　 卓
　静岡県柔道協会では、講道館より講師を派遣して頂き、講道館講習会・静岡県形中央講習会を次の通り開催した。
１　日時
　平成21年６月６日（土）
　午前10時〜午後４時
２　場所
　静岡市北部体育館　柔道場
３　講師
　尾形敬史　八段
　全日本柔道連盟教育普及委員長・茨城大学教授
４　受講者数
　役員８名・受講生52名
　尾形先生には、平成14年に翌年の静岡国体に備え、静岡市北部体育館にて「講道館柔道審判規定」、「国際柔道連盟試
合審判規定」の解説のご指導を頂きました。この講習会に参加した者もあって、何となく先生を身近に感じて終始和やか
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な雰囲気での講習会となった。
　開講式で、安齊悦雄静岡県柔道協会会長より、「皆さんは、この貴重な機会を利用して、尾形先生から正しい形を学
び、細かな点までご指導頂いて技の理合い、原点を体感して更にいろいろな形に接するようお願いしたい」との挨拶が
あった。
　講習に入り、最初に明治20年の「柔の形」の制定から平成６年のＶＴＲ制作に至るまでの経緯について、そして、嘉納
師範「柔の形」解説（『柔道』大正４年２月）から「柔の形」の成立の概要について説明があった。
　また、この形の持つ特色を活かして、力に頼りがちな男子の柔道とは異なり、柔道の理合いや心構え、原則的な進退動
作、体捌き、及び力の用法に重きを置いた講道館女子部の稽古について、先生の体験から大変興味深いお話が聞けた。
　第一教に入るにあたり、「右手で左手の手首を持ち両手が離れないようにして、左手で右手の手首を持ち替えてくださ
い」と、相手に手首を制されたときに、それを外して逆に相手の手首を制する方法を「柔の形」の導入として紹介して下
さった。
　第一教では最初に両手取から入った。
　「嘉納先生は、先ず形をやって、その後、乱取の稽古に入った。現在に普通に行われている稽古の中に、例え１つでも
２つでも必ず形の技を取り入れた稽古はできる。それを積み重ねて最終的に１つの形としてまとまればよい。それには、
形の最初からでなくとも、理解しやすい技から入る等の工夫があって良い。要は形をどのように普段の稽古に取り入れる
かである」と、形を取り入れた稽古の必要性を強調された。
　講習は、先ず先生が技のポイント、特に受の攻撃を受けた後、これを防ぎ十分に崩して相手を制することに重きを置い
て、各技の攻防の理合いを解説しながら範を示された。４人１組を作り、先ず２人組でそれぞれに練習して、更にもう１
組が加わってお互いに出来具合を批評し合ったり、助言する方法で行った。この間、先生は巡回しながら受講生に指導・
助言しながら、徹底できない部分については必要に応じて受講生を中央に集めて分かり易く指導された。
　「両手取」では、投げ上げられた形が最終的には外巻込で取ることを想定しているなど初めて聞く内容であった。ま
た、「肩廻」の終わった後から、「腮押」に移る間合いの取り方、途切れなく自然に攻防するためには、手刀で右腮を突
かれる際、顔を動かさずに手刀がどこまで視野に入っているかなどを十分把握しておくことの大切さなどのご指導があっ
た。
　午前中には、第一教の両手取から始めて、「肩廻」「腮押」「肩押」と進み、最も難しいとされる「突出」を練習して
午前の部を終了した。
　午後は、第二教の「切下」「両肩押」「斜打」「片手取」「片手挙」と順に進んでいったが、第一教で指導を受けた崩
しや攻防の理合いを意識しながら先生の解説を聞いたため、午前の講習より速いペースで進んでいった。
　「両肩押」では、取が受の右手首を持ち、４・５歩前進して右肩越しに投げようとするのを、受が左掌を後腰に当て右
手を引くと、取は制せられて全く前に進めなくなるなど、初めて経験し納得する講習生が多かった。また、「斜打」で受
が右手刀で取の烏兔を打っていくときや、指頭で両眼を突いていくときは、相手から目を離さず注視しながら攻撃するな
ど演技でなく本当の生きた攻撃の重要性を強調された。
　第三教は、「帯取」「胸押」「突上」「打下」「両眼突」と進んでいったが、体捌きにも慣れ、制する方法が「左浮
腰」や「大外落」と投技に繋がるために理解が早かった。
　第一教から第三教まで15本終了したところで、全受講生が道場全域に広がり正面への礼から15本を通しで復習した。
「柔の形」を初めてやる者から、15本を一通り理解している者まで幅があるために、成果の発表は第一教をやる者、第二
教をやる者、第三教をやる者に分かれた。受講生を代表して、第一教では海野良信六段・植田秀四段、第二教では水野進
七段・中村寿一七段、第三教では高校生の長嶋女子初段・神山女子初段の３組が形を演じた。それぞれに尾形先生から講
習を頂いたなかで、高校生は、「受が確実に崩されている。しっかりできていた。更に練習して、是非、形選手権に出ら
れるように頑張りなさい」と励ましの言葉を頂いた。
　閉講式に移り、安齊会長から受講生を代表して、望月純子女子二段に修了証が授与された。そして、高田勝之副会長の
御礼の言葉で講習会は終了した。
　「講習会の案内は毎年頂くが、今回初めて参加させて頂いた。中央の先生からご指導を頂き、正しい形を練習できて本
当に良かった。自分の不勉強で初歩的な事柄を質問しても尾形先生は懇切丁寧にご指導下さり、正しい形の普及に本当に
ご尽力されていることがよく分かりました」の感想が聞かれた。
　また、「今まで『柔の形』を指導してきたが、自分は形だけにとらわれて技の攻防の理合いなど本質までは指導できて
いなかった。今日は尾形先生のご指導のお陰で、今後の指導に幅が広がり本当に有難かった」という、ご年配の先生のこ
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の言葉は、受講生が各地区に戻り、この講習の成果として正しい「柔の形」の普及発展に尽力してくれることが期待でき
るものであった。
　最後に、本事業を開催して頂きました講道館、および、お忙しい中大変熱心にご指導いただきました尾形先生に厚く御
礼申し上げます。
 （静岡県柔協・審判研修委員長）

柔道百周年を迎えたハンガリーに招かれて
� 安 齊 悦 雄
　本年３月、ハンガリー柔道伝来百周年に当たり、柔道関係者の招待を受けました。
　ハンガリー柔道の歴史は、1909（明治42）年佐々木吉三郎氏によって紹介され、昨年で百周年を迎えることとなり、
様々な記念行事が行われたようです。
　そうした記念行事の関連でしょうか、昨年から、度々招待の手紙をいただいておりましたが、中々都合が付かず、この
度の訪問ということになりました。そして、思いがけず、ハンガリー柔道連盟から表彰されました。その所以は、ヨー
ロッパ選手権初の金メダル、オリンピック初の銅メダルの獲得に尽力したほか、ハンガリー柔道発展に多大な貢献をした
ことに対するものだそうです。
　私とハンガリー柔道との関係は、33年前に遡ります。昭和51年、醍醐敏郎先生のご推薦をいただき、国際交流基金によ
る海外専門家派遣として約半年間派遣されたのが始まりでした。２回目は、昭和58年、ハンガリー国際大会へ出場のため
松下三郎先生を団長とした全日本チームの監督として、３回目は平成元年、阿部高弘先生とともに東欧３ヵ国（ルーマニ
ア、ハンガリー、ポーランド）の巡回指導の際で、今回と併せて４回目となります。
　当時を述懐しますと、指導者要請のお話をいただいたのは、昭和51年１月でした。30歳、まだ強化選手に指定されてい
ましたので、その時は、いよいよ現役も終わりかなと、若干複雑な心境でしたが、結局お受けすることにいたしました。
　出発は３月、ハンガリーの情報は少なく、言葉や習慣もよく判らない状況でしたので、不安な気持ちで旅立ちました。
着任間もない頃、欧州派遣中の安部一郎先生が立ち寄られ、数日間付き添っていただいたことがありました。初の海外指
導、不安一杯で始まったこの派遣が、私の柔道人生観を一変させるような、貴重で素晴らしい体験をもたらしてくれよう
とは夢にも思っておりませんでした。
　当時のハンガリーは共産圏で、経済的にも決して恵まれておりませんでしたが、国民性は、勤勉で誠実、人情に厚く、
まるで古きよき時代の日本人を彷彿させるものがありました。何よりも親日的で１週間もすると全く違和感もなくとけ込
めることができました。また、大変なスポーツ王国で、サッカーをはじめ、他の多くのスポーツも世界的トップクラス
で、柔道のレベルも、実際に稽古してみて、かなりのものと感じました。
　ハンガリーにとって、日本の指導者は待望久しく、その期待度は相当なもので、示されたスケジュールは朝９時から夜
８時までの過密なものでした。内容は、午前・午後のナショナルチーム指導がベース、この合間に指導者への指導、夜間
はジュニア指導となっており、一時も無駄にしたくないというようなものでした。つい「いつ休んで、いつ食事をする
の」と冗談半分に質問をしてしまったくらいです。さらに、週末には各地の少年大会や段級審査へ行くという、まさに柔
道漬けの日々でした。
　そして、指導が始まると、予想通り５着の柔道衣は乾く暇もない状態。やっと一日が終わって部屋に戻り、一休みのつ
もりで、横になったと思ったら靴を履いたまま朝まで気付かない、といった日が何日かありました。それでも、役員や選
手たちの真剣な眼差し、何でも吸収してやろうという姿勢や誠実さに、要望のほとんどを引き受けることができたので、
我ながらよく頑張ったのではないかと自負しています。それにしても、よく身体がもったものだと今でも感心しておりま
す。
　５月の初めに、ソ連のキエフ（現在のウクライナの首都）でヨーロッパ選手権が開催されました。会場には、ヨーロッ
パ各地で活躍されている日本の指導者の方々も参集され、粟津正蔵先生、村上清先生（フランス）、村田直樹先生（アイ
スランド）、松下雅見先生（イタリア）をはじめ、在欧の先生方とお会いし、外国での指導方法やご意見等を拝聴するこ
とができ、経験の浅い私にとって大変勉強になりました。
　このヨーロッパ選手権で、ハンガリー柔道界にとって画期的な出来事が起こりました。なんと、ハンガリー柔道史上初
のヨーロッパチャンピオンが誕生したのです。
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　この大会２週間程前のこと、出場選手の選考で連盟と私の意見が食い違いました。ヨーロッパ選手権への選考は、自動
的にオリンピックへの出場へとつながっていただけに、かなり議論され、結局「それまで言うのであれば、もう一人連れ
て行く」ということになり、63kg級だけ２人をエントリーすることになりました。その追加したトンチェック選手が優
勝したのです。私としては手応えがあっての推薦でありましたが、まさか優勝するとまでは思っておりませんでしたの
で、正直驚きました。
「大会に出場した者、全てに優勝のチャンスがある」当たり前のことですが、改めて再認識した次第で、この時以降、私
の指導語録に入れております。
　トンチェック選手は、大会終了後のレセプション席上で、最優秀選手に選ばれました。８月、カナダで開催されたモン
トリオール五輪へ出場したことは言うまでもありません。そして、このトンチェック選手が、これまたハンガリー柔道史
上初のオリンピック銅メダルを獲得したのです。
　このモントリオール五輪は、本年、講道館長・全日本柔道連盟会長に就任された上村春樹先生が無差別、そして二宮和
弘先生が93kg級、園田勇先生が80kg級で、それぞれ金メダルを獲得された大会です。選手村や練習会場で、団長の醍醐
先生、監督の岡野功先生ともお会いでき、激励をいただきました。ハンガリー選手にも憧れの日本選手との合同稽古の機
会を作っていただきました。また、カナダ在住の中村浩之先生宅での日本チーム打ち上げパーティーへ五輪に参加した在
外日本人指導者とともに、お招きをいただきました。
　ハンガリー柔道チームが初の銅メダルを手に凱旋帰国すると、連盟事務所が今までの３倍位の大きさへと変わっており
ました。これが当時の共産圏ならではのことだと思います。ハンガリー柔道にとって、これらの成果が自信になり、国際
舞台へ大きく羽ばたいていく引き金になったと思っております。それは、その後のオリンピックでの成績で示しておりま
す。１９８０年モスクワ（日本不参加）で銅２、1984年ロサンゼルス（共産圏はボイコットで不参加）の時は、共産圏だ
けの五輪代替大会で金１、銅２、1992年バルセロナで金１、銀２、銅１と、これまでが嘘だったかのようにメダルを獲得
しております。
　さて、思いがけないこの度の表彰は、まさにサプライズの連続でした。関係者からホテルで「昼食会があるから、背広
にネクタイで」と言われて、何も聞かされていなかったので、何気なく出掛けると、そこには歴代の連盟会長や役員そし
て元コーチやメダリストをはじめ、旧知の友人達40人程が集まっており、私を迎えてくれました。これには本当に驚き、
とにかく再会を喜び合い、懐かしく語り合いながら昼食会が進みました。宴たけなわに、会場中央に呼び出され、立ち
上って行くと、突然、表彰のセレモニーとなりました。訳もわからず、現会長のラスロー氏から表彰状とメダルを授与さ
れました。そして、トンチェック氏のスピーチとなり、感激で思わず涙が溢れてしまいました。
　ハンガリーへの指導派遣は、わずか半年余のことでしたが、今までになかった中身の濃い経験をさせていただき、これ
らのことが私の柔道観を一変させたといっても過言ではなく、その後の私の柔道人生の大きな糧となっております。ま
た、ハンガリー滞在中の過酷なスケジュールのお陰か、あきらめかけていた現役も、帰国した後も、全日本選手権や全日
本選抜体重別に出場するなど、34歳まで継続できたことは、逆に感謝をしたい気持ちで一杯です。
　勤勉で実直、そして人情に厚いハンガリー柔道の仲間達、20年前、ベルリンの壁が崩壊された後、国の体制が大きく変
化していても、彼らは33年前と少しも変わっておりませんでした。今、日本にとって一番必要とされているこうした気概
や精神を再認識し、微力ではありますが、斯道発展に尽力したいと思っております。
 （静岡県柔道協会会長）

黒帯白帯（投稿欄）
嘉納師範に学ぶ
� 宮 﨑 貞 夫
　静岡県柔道協会主催平成22年度柔道教養講座（嘉納師範に学ぶ）を平成22年11月６日（土）に静岡県武道館において開
催したのでその様子を報告する。
　静岡県柔道協会主催、静岡県教育委員会・静岡県武道協議会・静岡新聞社・静岡放送後援で柔道教養講座（嘉納師範に
学ぶ）を開催した。開催の趣旨は「平成24年度から実施される中学校武道必修化を機会に、原点である嘉納治五郎師範が
創始した講道館柔道について学び、もって日本の伝統文化としての柔道の武道的・体育的・教育的意義を再確認し、県内
柔道人の指導力向上に資する」（実施要綱より）である。講師には村田直樹先生（講道館図書資料部長・日本武道学会理
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事長・講道館七段）をお迎えした。高校生からベテラン指導者まで県内各地から120名の柔道人が出席した。午前中の講
話「柔道史概論」に続いて午後は「柔道を語る、柔道の良さと今日的課題」と題してパネルディスカッションを行った。
１．開講式
　開講式では安齊悦雄静岡県柔道協会長から今回の講座の目的等が話され、田中秀幸静岡大学名誉教授から講師の村田直
樹先生の紹介がなされた。村田先生の挨拶に続いて講演が行われた。
２．講演「嘉納治五郎師範に学ぶ－私達は柔道をどのように理解しておけばよいのか－」
　村田先生自作のパワーポイントや資料を用いながら講演が開始された。資料の目次は次のようにまとめられていた。
（１）柔道の誕生→５つの理由⇔４つの疑問と１つの感嘆
（２）普及の契機→警視庁武術大会の勝利
（３）創始者の横顔→本人・家族・知人・門人・外国人等の声
（４）制度行事の整備→形・五教の技・試合・段位・鏡開式等
（５）修業者数→講道館・全日本柔道連盟・国際柔道連盟
（６）武道の禁止から競技スポーツとして復活→ＪＵＤＯへの道
（７）競技スポーツの発展原理→ＳＤＣＭＳ
（８）武道教育の技と心→心の中身は少なくとも３つある
（９）修行かスポーツか→発祥国の宿命と知恵
（10）現代社会論→期待される国土の育成
　最初に歴史を研究する場合、共通に理解しなくてはならないポイントとして、①直接体験できないので常に「あやし
い」ということを意識すること、②今回の講義では嘉納師範本人の記録を基にして考察していく、の２点が強調され、今
日の講演も「鵜呑み」にしないでほしいと研究者らしく語られた。
　前半は柔道成立の歴史が語られた。特に４つの疑問と１つの感嘆という話は面白く説得力があった。「柔の理」だけで
なく「心身の力を最も有効に使うこと」を柔道の原理とする話は新鮮であり納得できた。また、嘉納師範が長年書かれて
いた英文の日記が存在し、その解読がなされていないこともはじめて知った。早く研究が進むことを期待したい。
　戦後、学校武道が禁止され、競技スポーツとして復活し、ＪＵＤＯへと発展していくところの解説も興味深かった。
　「武道教育の技と心」では、特に３つのポイントを話された。①運動に伴う心、②勝負に即した心、③伝統の心、の３
つであるが、柔道を指導する立場の者としてははっきりと意識しておかなくてはならない点だと感じた。
　「修行かスポーツか」では、日本は柔道発祥の国として宿命があり、知恵が求められているとの解説がなされた。特に
ルールについて、村田先生は講道館柔道試合審判規定と国際柔道連盟試合審判規定の「すみ分け」を主張されていた。
　柔道の目的に関して村田先生は「国土の育成である」ことを強調された。戦後65年の中で自己中心的な態度や目に余る
マナー違反が日常的に見られるようになってきており、これらを改善するのに武道教育が役立つのではないかと提案され
た。
３．パネルディスカッション
コメンテーター
　村田直樹先生
パネリスト
　安齊　悦雄（静岡県柔道協会長）
　田中　秀幸（静岡大学名誉教授）
　溝口　紀子（静岡文化芸術大学准教授）
　伊藤　武治（県立浜松東高等学校教頭）
　川合　達彦（浜松市立簏玉中学校教諭）
司　会
　佐々木秀男（静岡県柔道協会事務局長）

司会　審判規定について意見をお願いしたい。
安齊　全柔連主催の試合は全てＩＪＦ規定で行うことになっている。講道館規定が無くなった訳ではない。昇段の試合に
関して、静岡県は現在ＩＪＦ規定で実施しているが講道館規定で実施することも考える必要がある。
田中　講道館柔道・試合審判規定と区切ると考えている。講道館は柔道の普及や教育面・段位の認定が主であり、全柔連
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は競技力向上を目指す。
溝口　村田案（すみ分け案）を支持する。普及の面では講道館ルールも残してほしい。
安齊　今年の全日本選手権は講道館規定だったが、来年はＩＪＦ規定で実施することになっている。
村田　日本柔道は「世界知らず」の面がある。制限が少ない中で勝負を決するほうが良い。何故全日本選手権をＩＪＦ規
定でやるのか不思議だ。しかし、世代が異なると価値観も異なり難しい面もある。
伊藤　他のスポーツで国内と国外でルールが違うことは無い。審判はむしろやりやすくなったのではないか。
司会　柔道必修化についてはどうか。
川合　６月に千葉で行われた講習会に参加した。今回は安全に関する指導が加わっていた。受身だけでなく技の指導も求
められている。
伊藤　県教委では柔道を選択する中学校の先生方に２年かけて指導法を伝えている。浜松市では先生方のアドバイザー的
な仕事で直接各中学校へ９名が出向いている。
溝口　部活動に関しては社会体育に移管したほうが良い。指導者については柔道協会が派遣し、技術だけでなく精神も伝
えてほしい。
田中　教員養成に携わってきた。武道Ⅰ、武道Ⅱという講義があったが、十分な時間は取れなかった。中学校の授業中の
10数時間で教えるのは大変だと思う。
（議論の一部を掲載）
４．受講者の感想・意見（一部抜粋）
・ ２年ほど前から授業で教えるために柔道を学んでいる。まだ月日も浅く柔道をよく知らないので、生徒に教えるにあ

たってきちんと学びたいと日々思っていた。（略）
　今回嘉納師範の思いや講道館柔道の成り立ちなどを聞くことができ指導しやすくなった。
・ 今回のような講座が大切だと考える。単なる技術力の強化のみの追及ではなく、柔道思想をきちんと身に付けることが

柔道家の使命とも考える。
・ 今回は指導者が対象だったが、中学生・高校生・大学生・一般の柔道愛好家等にも聞かせたい内容も多かった、機会が

あれば多くの方が参加できる講習会をお願いしたい。
５．まとめ
　午前の講義で講道館柔道の成り立ちとその価値を再確認することができ、午後のパネルディスカッションを通して、今
静岡県で何が問題になっているのか改めて考えることができた。平成22年５月14日･15日に東京で開催された柔道ルネッ
サンスフォーラムでも嘉納師範の教えを正しく理解し伝えていくことの大切さが強調されたが、今回改めてその必要性を
感じた。
　各県でも競技力向上は当然やられていることと思う。しかし柔道のさらなる普及と発展のためには、今回の様な講座を
実施し、指導者が柔道の心を学び伝えていく努力が求められている。講道館でも積極的にバックアップして頂きたいと思
う。
 （静岡県柔協広報普及委員長）

講道館講習会
� 静岡県　八 木 　 卓
　講道館主催、静岡県柔道協会主管による講道館講習会・静岡県中央形講習会が次の通り開催された。
１　日時　平成23年７月17日（日）
　　　　　午前９時30分〜午後３時30分まで
２　場所　静岡市北部体育館
３　講師　七段　道場良久先生
　　　　　講道館指導員・警視庁柔道師範
４　受講者数　役員５名・受講生37名
　開講式で、髙田勝之副会長の挨拶、田中秀幸理事より講師の紹介の後、準備運動を行い、続いて講習が開始された。
　講習は、固の形の最初の動作である礼法・踞姿・膝行・受の仰臥姿勢の練習から始まった。参加者が二段から八段と幅
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広く、姿勢や体捌きなどの習熟の度合いに大きな開きがあった。しかし、踞姿は右足先の方向に留意、膝行は、重心を残
したまま、ぶれずに前後に移動するなどの具体的な指導を先生から受けた後は、参加者の踞姿や膝行が見違えるほど良く
なった。
　続いて抑込技の練習に入り、「固の形は地味なので、取の極めに対して、受がそれから逃げるための攻防の理合いを表
現するには、それぞれの動きに関連性を持たせ、動作を大きく表現することが大切である」と説明を受けた。そのために
は、取が極めた後、受が動きを作れるように、多少の隙を作ってやると受の動きを大きくすることができるというアドバ
イスを頂いた。
　袈裟固では、攻防の理合いを理解するために、取と受のそれぞれの３つの動きを確認した。①受は右掌に左掌を添えて
取の左肘の逆を取る。取はこれに応じて左足を大きく踏み出し、うつ伏せで対応する。②受はあおりを利用して右膝を取
の身体の下へ入れる。取は腰を切ってこれに応ずる。③受は取の左肩越しから帯（背中）をとりにいき、鉄砲で返す。取
は左足を大きく踏み出しうつ伏せになって応ずる。そして、受は「参った」の合図をする。
　この３つの攻防の動作を１つずつ確実にできるようにして、何回も繰り返し、最後は、取の極めから受の「参った」ま
での動きを途切れることなく行えるようにした。
　こうした方法で、他の抑込技についても３つの逃げ方と取の対応を決め、双方の動きが途切れることなく出来るまで練
習することで、何故こうなるかといった攻防の理合いを学ぶことができた。
　この間、先生は道場を隈無く回り、受講生のそれぞれの手や足の位置、姿勢など事細かく指導をして下さった。また、
理解不十分と思われる部分については、受講生を中央に集めて、受講生の陥りがちな点と正しい動作を順を追って説明し
て下さったため、大変分かり易かった。抑込技の５本を終えたところで、礼法から抑込技の５本を通しで練習して、午前
の部を終了した。
　午後の部は１時から始まり、先生が参加された３月のヨーロッパ講道館講習会の様子や感想を含む講義が始まった。
ヨーロッパの形の実情や今後の世界形選手権の展望、形の普及による更なる柔道の技の理解と発展など例を挙げてお話さ
れたので、大変興味深く聞くことができた。
　講義に続き、絞技・関節技の練習に入った。抑込技に比べ、受の対応が単純なためスムーズに進んだ。練習の中で、絞
技では、送襟絞、片羽絞、逆十字絞で、受の「参った」の際の姿勢が活きていないことを指摘され、それを直す方法の指
導を受けた。
　関節技では、受が襟を取りに行くタイミングは、教本では、取の「攻める気勢」と表現してあるように、約束でお互い
にそれが分かるようにしておくこと、腕挫腕固は取の襟を取りに行くとき身体全体で襟を取り行くこと、腕挫十字固で
は、取の襟を取りに行くとき親指が襟の中に入り、取られた瞬間親指が上になるように取ること、等の指導があった。休
憩を挟んで、それぞれの組で抑込技から関節技までを通して練習し、最後に代表の２組が講習の成果を演じ、他の受講生
の拍手を浴びる中、道場先生からお誉めの言葉を頂いた。そして受講生の取り組みについての講評と、それぞれの立場で
更なる向上を目指すよう期待が述べられ、講習が無事終了した。
　閉講式に移り、川中邦夫副会長から受講生代表の熊谷幸洋七段に修了証が授与された。そして、「道場先生の豊富な形
指導に裏付けられた分かり易いご指導に加え、ユーモアに富んだ巧みな話術や、汗を吹きだしながらの熱心なご指導に、
リラックスした中にも受講生一度は真剣に取り組むことができました。この講習で乱取の形としての攻防の理合いがよく
理解できました。誠にありがとうございました。」とお礼の挨拶があった。
　今回の講習会に当たって講師を派遣してくださった講道館並びに終始ご熱心にご指導頂きました道場先生に、心からお
礼申し上げます。
 （静岡県柔協審判研修委員長）

各地だより「北から南から」
平成22年度の静岡県柔道界を振り返る
 静岡県　宮 﨑 貞 夫
　平成22年度の静岡県柔道界について、主な行事を中心に報告したい。
１．国体予選・本大会
　第31回国体東海ブロック大会が８月22日（日）岐阜県大垣武道館で開催された。本県選手団は健闘したが、成績は成年
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女子２分１敗で三位、少年男子は３敗で四位、少年女子は１勝２敗で三位、残念ながら出場権を得ることはできなかっ
た。
　本大会では、成年男子が二回戦で埼玉県と対戦し２対３で惜敗した。試合は敗れたものの、強豪の埼玉県を相手に一進
一退の試合を繰り広げ、国体の舞台で静岡県の強さを示すことができたと思っている。
２．第52回静岡県柔道祭開催
　今年度の柔道祭は５月９日（日）、静岡県武道館で開催された。他の大会との関係で例年より少し遅い開催となった。
小学生の部から一般の部まで県内の柔道愛好家が一堂に集まる唯一の大会となっている。
　恒例の柔道協会表彰が行われ、特別功労賞４名、永年功労賞３名、功労賞３名の表彰が行われた。
　形の競技には投の形、講道館護身術に各２組、固の形、柔の形、五の形、古式の形に各１組が参加し、日頃鍛えた形を
披露してくれた。形に続いて小学生、中学男女、高校男女・一般の６種別の団体戦が８試合場で行われた。例年のことで
はあるが、観客席から大きな声援が送られ、決勝戦まで熱気あふれる試合が続いた。
３．第22回マルちゃん杯中部少年柔道大会
　柔道教室が６月５日（土）浜北総合体育館グリーンアリーナで開催された。講師には村田正夫六段（びわこ成蹊スポー
ツ大学）と金野潤五段（日本大学）を迎え、地元の選手や大会参加者が多数参加した。14時から開会式が行われ挨拶、講
師紹介に続き講師の講話が行われた。続いて各講師から得意技の披露と実技指導が行われた。
　翌６日（日）に大会が実施された。岐阜県の少年大会と日程が重なり岐阜の参加チームが少なかったが、それでも中部
地区の精鋭が集まり、全国大会を目指し熱戦を繰り広げた。県内チームも頑張り、静岡学園中学と東海大学翔洋高校中東
部が全国大会出場を決めた。
４．救急講習会開催
　静岡県少年柔道連絡協議会が主催し、浜松市消防局の協力を得て「救急講習会」が浜松市武道館で９月５日（日）に開
催された。指導者30名、選手220名、保護者50名が参加し、応急処置の方法を実技と講義を通して学ぶことができた。さ
らに、ＡＥＤの使用方法、熱中症への対応策も指導された。参加した指導者からは「とても参考になった。今後も定期的
に実施して欲しい」との感想が寄せられた。
５．柔道教養講座「嘉納師範に学ぶ」開催
　雑誌「柔道」ですでに報告したが、本県柔協主催平成22年度柔道教養講座「嘉納師範に学ぶ」が11月６日（土）静岡県
武道館で開催された。
　開催の趣旨は「平成24年度から実施される中学校武道（柔道）必修化を機会に、原点である嘉納治五郎師範が起こした
講道館柔道について学び、もっと日本の伝統文化としての柔道の武道的・体育的・教育的意義を再確認し、県内柔道人の
指導力向上に資する」（実施要綱より）である。
　講師には村田直樹先生（講道館図書資料部長・日本武道学会理事長・七段）をお迎えした。高校生からベテラン指導者
まで県内各地から120名の柔道人が出席した。午前中の講話「柔道史概論」に続いて午後は「柔道を語る、柔道の良さと
今日的課題」と題してパネルディスカッションを行った。
６．武道競技会創設10周年「武道始め」
　静岡県武道協議会が創設されて10周年となり、平成23年１月８日（土）県武道館にて記念講演会が行われた。講師は東
海大学の山下泰裕先生だった。県内の武道愛好家が集まり山下先生のご講演を聞き、その後各団体（柔道・剣道・空手等
９団体）が演武を行った。
　山下先生は柔道との出会いによって多くのことを学ぶことができたことを具体的にお話しされ、参加した子どもたちに
も十分伝わったことと思う。特に講演後の慌しい中、一緒に記念写真を撮っていただくなど参加した子どもたちには良い
想い出になったことと思う。
　午後の演武には静岡県西部地区の道場連盟に所属する子どもたちが参加し、坐礼から始まり打込や受身・乱取等を披露
し、最後に投の形を演じてくれた。参加団体中の最後の演武であり、きびきびした動作で見事に全体を引き締めてくれ
た。
７．若い静岡県選手の活躍
　平成22年度に全国大会で三位までに入賞した若い選手は４名だった。昨年度には及ばなかったが今年度も頑張ってくれ
た。
　第41回全国中学校柔道大会男子90kg級で準優勝した佐藤和也君（静岡学園中学校）、同大会女子70kg超級で三位に
入賞した滝川真央さん（沼津市立原中学校）、第59回全国高等学校総合体育大会男子66kg級で三位に入賞した吉澤駿君
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（静岡学園高等学校）、同大会女子57kg級で三位入賞の井口采美さん（静岡県立浜松商業高等学校）である。本県では
女子選手が活躍する例が多かったが、昨年に続き男子選手も頑張ってくれた。
８．最後に
　平成23年４月10日（日）に平成23年度全日本カデ柔道体重別選手権大会が県武道館で開催された。詳細は「柔道」誌に
掲載済みであるが、久しぶりの全国大会開催で県柔道協会挙げて取り組み、立派に開催できたと思う。
　他県と同様本県でも柔道人口の減少が問題となっている。対策として、保護者、特に母親に柔道を広める対策や、中学
校武道必修化をチャンスととらえ、県及び政令市教育委員会と連携を図り、中学校に協会役員を指導者として派遣するこ
と等を考えている。
　また、平成22年度に実施された教養講座や救急講演会は、柔道普及のために非常に役立つ行事だったと考え、今後どう
継続していくかが課題と認識している。
 （静岡県柔道広報普及委員長）

各地だより「南から北から」
親子柔道教室の実施に関する報告
 静岡県　宮 﨑 貞 夫
１．静岡県柔道協会の重点目標
　平成24年度、本県柔道協会では次の３つの重点目標として取り組んだ。
（１）柔道の安全性に対する啓蒙（信頼回復）と、指導者の更なる指導力・人間性の向上を図る。
（２）女性登録者増加に向け親子柔道教室を実施する。
（３）形の研修及び指導者養成を図る。
　今回は、（２）の項目について具体的に報告する。
　柔道人口の減少は本県柔協でも大きな問題となっている。その対策の１つとして、女性（母親）に柔道の良さを体験し
てもらい、将来的には登録者増加を目指している。
　意欲のある参加者には昇段の機会を提供することも視野に入れ、底辺拡大につながればと考えている。
２．親子柔道教室の実施
　本県柔協は大きく３地区に分かれており、今回の取り組みも３地区でそれぞれ工夫して行われている。各地区の取り組
みを紹介する。
（１）中部地区　親子体験柔道教室
　平成24年８月26日（日）午前10時から正午まで静岡市北部体育館柔道場で開催した。参加者は、大人男性19人、女性10
人（内有段者３人）、子ども男子26人、女子14人、指導者15人であった。
　指導内容は、開講式に続き、エアロビクスを取り入れた準備運動、ゆかいな柔道ゲーム、礼法指導、受身指導、お父さ
ん・お母さんを投げ飛ばせ、閉講式と楽しめるメニューで行った。例えば、ゆかいな柔道ゲームでは、赤帯をつけて鬼
ごっこや変身動物（クモ・アザラシ・ウサギ・猪）、親子トレーニング（手押し車・おんぶ）等があり、親子のスキン
シップが図れる内容になっている。
　また、この柔道教室は毎回好評で、柔道の「礼儀作法・楽しさ」等の発信機会にもなっている。
　教室参加者からは以下のような意見や感想が寄せられている。
・初めて柔道衣を着たが、心が清潔になったような気がした。
・親子で組み合うことで日常にないスキンシップができた。
・女性指導者の優しい言葉や接し方が、子どもたちを柔道へ導くうえでの男性指導者にはない魅力であると感じた。
・プロの指導者によるエアロビクスを準備運動に取り入れたが好評であった。
・100名を超える参加者があり楽しい教室であった。
・50着を超えるレンタル柔道衣の洗濯には苦労する。
（２）西部地区　親子柔道教室（めばえの柔道教室）
　平成24年11月４日（日）午後１時から午後３時30分まで浜松市武道館で開催した。
　講師は溝口紀子氏（静岡文化芸術大学準教授、バルセロナオリンピック銀メダリスト）とジェレミ・アンドリュ氏（フ
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ランススポーツ指導員、フランス選手権66kg級優勝）であった。
　幼稚園の年少から小学３年生以下を対象に広く一般にも参加を呼びかけた。その結果、西部地区各道場に所属する子ど
もだけでなく、一般の子どもたちも参加してくれた。保護者の参加もあり、子どもたちが131人、保護者65人、指導者30
人と200人を超える参加者であった。
　今回は講師に、フランスの柔道界に詳しい溝口先生と、フランス人のアンドリュ氏を迎えて行われた。柔道の人気が高
く柔道人口が非常に多い（特に底辺）フランス流の柔道を経験することができた。
　最初に溝口先生とアンドリュ氏から柔道の基本的な準備運動の指導がなされた。参加者は本当に楽しそうに、親子で取
り組んでいた。
　後半はアンドリュ氏から柔道の実技が紹介され、浜松西高校ＯＢで筑波大学学生の鈴木壮太君を受に切れの良い技を披
露してくれた。
　地元の大学生や高校生の女子部員の応援参加もあり、女性に対してアピールできたものと思われる。
（３）東部地区　エアロビ柔道
　東部地区での取り組みは沼津市立沼津高校柔道部前監督の根木谷信一先生を中心に長年実施されているエアロビ柔道が
基本となっている。エアロビ柔道は「礼法・受身等の基本動作から立技・寝技まで曲にのって動き、技を身につけスタミ
ナの養成も兼ねる」もので、さらに広く「転倒安全対策」としての側面も考えられている。
　今年度も毎週水曜日午後７時から８時30分まで、市立沼津高校柔道場でエアロビ柔道を継続して開催している。「年
齢・性別に関係なく、健康で『柔道の礼法・受身』などを体得し、怪我防止と体力増強を目指したい人、また子供や孫と
遊びたい人」を対象に、「全市民、礼と受身の体得を」をスローガンに掲げ実践している。
　初級から上級まで６段級に分け、礼・ストレッチ・動物・体さばき・送足払・小内刈・大内刈・膝車・内股・体落・背
負投・受身・寝技・心拍数増加運動・クーリングダウン・礼の順（内容は選択できる）で行われる。各種目の時間は決
まっており、各級で必要な時間は異なるが約１時間かかる内容となっている。
　女性向けのエアロビ柔道だけでなく、老若男女を対象に「歌によるおむすび受身」も実践し、中学校での実施も検討し
ている。
３．まとめ
　年度末に行われた静岡県柔道協会理事会の自己評価では、３地区での取り組みに対して、６割近くの理事が評価してい
る。また、「親子柔道教室は少しずつ定着していると感じる」「裾野を広げ競技人口の増加につながるような広報活動も
必要であると感じる」「登録費用の面を考慮することが必要だと思う」「今のところ女性の登録は増えていない」「知名
度はまだまだ、ポスターや広告等で啓蒙する必要がある」など様々な意見が寄せられている。
　柔道人口増加に向けての特効薬はなかなか見つからないが、できることを地道に続けていくことが大切だと感じてい
る。日頃の指導を適切に行い、少年柔道から中学校、高校、一般と継続・発展していくことが求められている。その１つ
の取り組みとして、親子柔道教室の実施を着実に進めていきたい。
 （静岡県柔協広報普及委員長）

講道館講習会
� 静岡県　和久田　守男

　静岡県柔道協会では、審判員の審判技能及び資質の向上を目的として、平成25年度講道館主催「静岡県中央審判講習
会」を左記の通り開催した。
日　時：平成25年８月４日（日）
　午前10時〜午後３時
会　場：島田市総合スポーツセンター　ローズアリーナ
講　師：高橋　進　七段
　　　　（全日本柔道連盟審判委員）
受講者：
　本県柔道協会長以下会員108名
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講習内容
　安齊悦雄静岡県柔協会長の挨拶に始まり、全柔連Ｓ級審判員・ＩＪＦインターナショナル審判員である高橋進先生の紹
介の後、講習が開始された。
　講義は先生の理解し易い説明とパワーポイントによる映像もあり、最初から受講者の関心を引き寄せるのに十分であっ
た。講習内容の一部を紹介する。
（１）現行ルールと新ルールの違い

　共通部分はあるものの、現行ルールの審判で混同しないようにとの注意があった。いわゆる脚取りの反則について、
反則となる場合・反則とならない場合の解説の後、国際大会等の試合を確認しながら、クロスグリップの変化なども詳
しく指導して頂いた。

（２）ジュリー等の意見聴取
　合議は短時間で終わらせることが重要で、ジュリーからアドバイスを受ける場合、終了と同時に技が決まった場合な
どは、時計係を適切に利用するなど、普段なかなか気が付かない指摘があり大変参考になった。

（３）ご自身の苦い経験
　先生は、実際の審判の中で、偽装攻撃と思われる行為があり「アッ」と思いペナルティを取ろうと思ったが取り切れ
ず、その後何回か同様の行為があったが、１回目を取れなかったことから、最後まで取りきれなかった。「アッ」と
思ったら取るべきである。とご自身の苦い経験を披露してくださった。

（４）新ルールの説明
　１人審判員制についてホワイトボードに分かり易く図解しての説明があり、観客に見易く、主審と副審の判断に差が
出る柔道はおかしいと思われないためなど、導入の経緯について説明があった。

（５）技の評価
　技の評価について、「一本」は「一本」の条件を満たすものだけが「一本」となる。実際に「一本」とはならない場
合の説明があり、静岡県警特錬選手を使って、実際の技を掛けさせ、投げた状態を「一本」であるか「技あり」である
か受講者に質問するなど、技の見極めの大切さを強調された。

（６）ゴールデンスコアの延長戦
　延長戦は、全く同スコアの場合のみ時間無制限で行われるが、実際は短時間で決まることが殆どとのことで、受講者
は安心した。

（７）技重視
　新ルールではペナルティの扱いが変って技重視となり、正しく組んで技を掛けること、積極的にペナルティを取って
選手にどんどん技を掛けさせダイナミック柔道をやらせることが大切であるとのことであった。

　最後に髙田勝之副会長の謝辞で「講道館講習会」が終了した。終了後も受講者の質問が続き、高橋先生は熱心に受け応
えてくれた。
　受講者からは、「高橋先生の国際大会等を通じての貴重な経験を基に、分かり易いご指導を頂き大変勉強になった。新
ルールについてもっと勉強したい」など多くの感想が寄せられ、有意義な講習会となった。
　ご多忙の中、遠路来静頂き始終熱心にご指導賜りました講師の高橋進先生に厚くお礼申し上げますと共に、本講習会の
機会を与えて頂いた講道館に重ねてお礼申し上げます。
 （静岡県柔協審判研修委員長）

講道館「形」講習会

　講道館柔道の“形”の普及、振興を図るために平成９年から全日本柔道「形」競技大会を開催しておりますが、「形」
に対する意義と重要性の認識も深まり、技術も向上してまいりましたことは、ご同慶の至りに存じます。
　本講習会は“形”の技術向上を目指す人、または全日本柔道「形」競技大会の出場を目指す人を対象に、各地区柔道連盟
（協会・連合会）において開催しておりますが、平成26年も引き続き実施することになりました。
　主催　　公益財団法人講道館
　主管　　地区柔道連盟（協会・連合会）
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東海地区
� 根木谷　信一
　講道館主催「東海地区形講習会」は平成26年５月11日（日）、静岡市北部体育館で行われた。９時45分、石川裕章東海
柔道連合会理事長による開式の辞、髙田勝之東海柔道連合会会長の挨拶、髙栁喜一名誉顧問による来賓挨拶に続き、講師
紹介を石川理事長が行った。続いて講師を代表し佐藤正八段からご挨拶を頂き、講習が開始された。講習会場は４試合場
分あり、４つの形がそれぞれの試合場を使い安全に進められた。
　東海柔道連合会が主管者として一番心配だったのは受講者数だった。正規の形が学べるチャンスに「受講者が少なかっ
たらどうしよう」と思った。しかし、東海形競技大会に出場する選手はほぼ参加、事前申し込み者が６名だった「投の
形」も当日申し込み者が４名あり合計10名となりホッとした。他の形も当日申し込みがあり、「古式の形」18名、「柔の
形」22名（女性11名）、「極の形」12名（女性１名）、総人数62名の参加となった。東海地区形審査員も「投の形」３
名、「古式の形」２名、「柔の形」３名、「極の形」２名の延べ10名が参加した。
　10時から仮屋力講師によるストレッチ体操、受身で体を十分ほぐした後、「古式の形」を佐藤正八段、「柔の形」を
尾形敬史八段、「極の形」を片田誠八段、「投の形」を仮屋五段が担当され、各会場に分かれ開始された。どの会場も
言葉遣いが丁寧で、礼法の大切さ、技についても詳しく説明して下さった。見学をしながら、「極の形」における「崩
す方向・間合いを考えながら練習を重ね、受と取の呼吸を合わせ、速さと正確さを学んでほしい」という指導内容、「柔
の形」における目線や四肢の動き、攻撃・防御の流れるような動き、ポイントをおさえながらの説明と実技などが印象に
残った。
　受講者は、東海形競技大会（平成26年７月６日（日）大垣市武道館にて開催）に出場する各県代表選手と、練習が不十
分な受講者との差が大きいため、一定の技まで進めた後、各県代表選手による形演技の披露が行われた。
　午後の部の講習は、13時から15時30分まで行った。各形の説明が終了したところで、東海形競技大会に出場する４種目
の静岡県代表選手が競技会の雰囲気で実演。その後、受講者全員が通しの練習を行い、各講師が見回りながら直し、受講
者からの質問に答え、終了時刻となった。
　閉講式では、尾形八段から受講者の姿勢について「１つの技を説明し、受取１回の練習と指示をしても、納得するまで
何回も繰り返し練習したり、質問も多く出たりと大変に熱心であった」との講評を頂いた。続いて、受講者を代表し、
「古式の形」静岡県代表の渡辺達也選手から「日頃の形稽古において自己流になっていたところがあり、正しい動作に直
すことが出来た。今日学んだことを忘れることなく、より一層の精進を目指したい」と謝辞が述べられた。一般の受講者
からは「柔道の乱取に必要な要素は形を学ぶことにあると実感した」との声も聞かれた。
　東海形競技大会の代表者から、全国大会に止まらず世界大会で活躍する選手が出るようになったのも、「講道館形講習
会」によるところが大きい。しかし、各県からの代表者が固定化しているので、層を厚くするために「低年齢層の育成」
が大切と考える。現在少年の全国大会は乱取試合中心なので「礼法や受身大会」「形競技会」など、楽しく生活に活かせ
る、親も夢中になる方法で行えたら良いと思う。
　最後に、「講道館形講習会」を熱心にご指導いただいた４名の先生方に対し、心からお礼申し上げ報告とする。
 （東海柔連会事務局長）

静岡県柔道協会の近況報告
� 静岡県　宮 﨑 貞 夫
　平成25年度の静岡県柔道協会の近況と、最近本県で実施した第64回全日本実業柔道団体対抗大会の様子を報告する。
　本県柔協にとって平成25年度の一番大きな出来事は、東京国体（スポーツ祭東京2013）における成年女子チームの活
躍であった。平成15年に地元静岡で開催した「Newわかふじ国体」以来の準優勝で、地道な強化活動が実ったものと思
う。今回の国体には成年男子だけでなく、成年女子、少年男子の２種別が非常に厳しい状況の中で東海地区予選を勝ち抜
き、出場権を獲得することができ、県チーム全体の意気が大いに上がったことが大きな要因となったことと思う。皇后杯
で３位入賞、天皇杯で６位入賞となった東京国体での静岡県チームの活躍の様子を報告したい。
　大会初日、成年女子は、一回戦を１対１ながら内容差で勝ち上がり、続く準々決勝で栃木県を２対０で下しベスト４に
進出した。準決勝では山梨学院大学の学生で固めた山梨県と対戦した。１対１の内容差でリードされていたが、大将・土
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屋選手の見事な一本勝で逆転、決勝進出を果した。決勝では強敵千葉県に屈したものの、見事準優勝を果した。
　続く少年男子でも上位進出が期待されたが、佐藤和哉選手が怪我で欠場となり、急遽浜松商業高校の片山選手が大将を
務めることになった。緒戦の新潟県は先鋒、次鋒と敗れリードを許すが、中堅、副将で盛り返し、同点で大将戦となっ
た。片山選手も良く健闘したが急な出場ということもあり、残念ながら敗れてしまい緒戦敗退という結果であった。
　翌日の成年男子は二回戦からの登場となり鹿児島県と対戦した。緊迫した試合展開となり、中堅・山下選手が一本勝し
たものの大将・増田選手が一本負けで、代表戦にもつれ込んだ。抽選の結果先鋒戦の再戦となり、惟村選手が登場した。
前半良く攻めたが後半盛り返され、旗判定の結果惜しくも敗れ、二回戦敗退となった。
　次に本県の大きな話題は、高校生の活躍であった。静岡学園高校の佐藤和哉選手の全日本選手権大会出場、富士市立高
校の滝川真央選手の全日本女子選手権大会出場という快挙である。共に大会では緒戦の二回戦を勝ち抜き三回戦に進出し
た。現役高校生男女の全日本選手権出場は、地元の若い柔道家に大いに勇気を与えてくれた。平成26年度も揃って全日本
選手権大会への出場を果し、今後の活躍が期待されている。
　また、国際大会での県内高校生の活躍も目立った。藤枝順心高校の鈴木茉莉選手は2013年８月の世界カデ柔道選手権大
会女子44kg級で優勝し、東海大学翔洋高校の遠田真子選手も女子70kg級で準優勝に輝いた。
　本県柔協では、国内大会で上位入賞（３位以内）を果した若手選手（高校生以下）を機関誌「柔道しずおか」で紹介し
ている。平成25年度は静岡学園の佐藤選手、富士市立高校の滝川選手、藤枝順心高校の鈴木選手、東海大学翔洋高校の遠
田選手ほか、全国中学校体育大会で女子63kg級３位の東海大学翔洋中学校の安竹真利奈選手、男子60kg級２位の静岡学
園中学校の岡本龍司選手、全日本カデ女子40kg級２位の加藤学園暁秀中学校の小林夏希選手、全国小学生学年別柔道大
会６年男子50kg超級３位の下橋颯斗選手、全国定時制通信制柔道大会女子63kg超級優勝の県立新居高校の木下由美選手
など、９名の選手を紹介することができた。
　静岡県では柔道人口拡大への取り組みとして、県内３地区毎で工夫しながら柔道教室を開催している。東部地区では
「エアロビ柔道」を毎週水曜日に市立沼津高校柔道場で実施している。元沼津市立高校柔道部顧問の根木谷信一先生を中
心に「トレーニング編」「おむすび受身編」の実技が実施されている。中部地区と西部地区では幼児・小学生を対象にし
た「柔道教室」が開催され、それぞれ多くの親子が参加し、柔道を通してさわやかな汗を流している。
　最後に平成26年６月７日（土）、８日（日）に静岡県武道館で開催された第64回全日本実業柔道団体対抗大会の様子を
報告する。静岡県では過去に多くの全国大会を実施してきているが、平成23年４月に行われた全日本カデ柔道選手権大会
以来の全国大会であった。協会の事務局長を中心に準備作業が進められ、大会当日を迎えることができた。
　開会式では、宗岡正二全日本柔道連盟会長が「柔道界の現状から、人格と強さを兼ね備えた柔道人を育成していかなく
てはならない」と挨拶され、旭化成の野田嘉明選手が選手宣誓を行い、１日目の競技が開始された。女子１部は４チーム
のリーグ戦が行われ、日本のトップ選手たちが息詰まる熱戦を展開し、コマツが制した。男子３部は、地元静岡県のチー
ムが活躍し、静岡県警察が準優勝、東海翔柔クラブが３位に入賞した。スタンドから「パパ頑張って」という声援が飛
び、真剣勝負の中にもさわやかさを感じることができた。
　２日目は男子１部と２部、女子２部の試合が行われた。前日の試合より更に厳しくかつ面白い試合が展開された。男子
では旭化成の強さが目立った。２部では旭化成同士の決勝戦となり、１部でも旭化成が優勝した。男子は体重別の試合で
はなく無差別の戦いであり、体重差が大きい選手たちによる戦いは非常に面白く、「柔能く剛を制す」の言葉通り、大き
な相手を投げ飛ばし、会場から大きな歓声が上がった試合もあった。女子２部ではＡＬＳＯＫが底力を発揮して優勝し
た。
　大会運営では地元高校生が活躍し、会場の設営や片付け、補助役員などを務めてくれた。身近に一流選手の技を見るこ
とができ、大きな刺激を受けてくれたことと思う。
 （静岡県柔協広報普及委員会）

静岡県柔道の発展を目指して
� 野 田 昭 一
　平成26年４月、静岡県柔道協会会長に推挙され、就任いたしました。
これまで西田亀会長（当時）のご指導のもとで柔道協会の役員を始め、代々の会長のもとで協会の強化部長として県のレ
ベルアップに努め、理事長として大会運営を担ってきました。また高体連の委員長を16年間務め、その集大成として全国
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高体連副部長を務めさせて頂きました。重責でありましたが素晴らしい経験で、これを活かし今後も県柔道協会長という
大役に臨んでいく所存です。
　私は昭和43年４月、静岡学園高校に赴任して以来、柔道指導者として高校柔道に携わって参りました。静岡学園高校は
地方ながら選手に恵まれ、全国大会にチーム・個人を多く出場させることができ、日本一の選手を輩出することもできま
した。全日本学生選手権無差別で優勝した山本稔、全日本ジュニア優勝の海野幸彦、インターハイ優勝の井川清隆、また
柔道選手の晴れ舞台である全日本柔道選手権へ高校生として出場を果した佐藤和哉、今年度出場の山下諒輔などがおりま
す。どの選手にも思い出があり、私の誇りです。
　今後もこのような選手を数多く静岡県から輩出するためにも、県柔道協会では現代の柔道界の課題として次の３点に取
り組んでいきます。

（１）柔道人口の減少対策
親子・初心者教室等の開催・実施
　昨今の柔道人口の減少の要因として、若い世代の柔道離れがあります。柔道に触れる機会のない低学年児童や未就学
児たちに向けて、親子・初心者教室等を開催し、柔道に触れる機会を積極的に提供することが必要と思われます。その
際に保護者にも柔道衣を着て実際に体験してもらうことで、子どもだけでなく保護者にも柔道の素晴らしさを広めてい
きたいと思っております。柔道を学ぼうとする子どもを増やし、それを支援するご家庭の理解を深めることで、よりよ
い柔道環境を整えていくことが狙いです。
県柔道協会ホームページの充実
　現在ではインターネット上で情報を得る機会が大変多く、特に若い世代で顕著に見られます。県協会としても昨年
ホームページを立ち上げました。柔道に興味を持った若者が気軽に情報を得られるように、また柔道により興味を持っ
てもらえるようにホームページで情報提供していきたいと考えています。
指導者の資質向上
　全柔連・講道館の講習会を始め、講習会開催機会を増やし、それを通じて指導者の柔道理解や資質向上に繋げられる
ようにしていきます。
（２）全日本形競技大会参加者の増強

　静岡県内で形講習会・形競技大会を開催し、地区予選会に選出する選手の育成や形の理解や技術向上を目指します。
指導者側としても全国講習会に計画的に参加し、指導者そのものの育成と共に伝達講習を行い、中央の技術を広く県内
の指導者に伝えていきます。
（３）県柔道協会の組織改革

　静岡県では昨年から組織の改革を行っています。これまでの細分化されていた委員会・部会を再編成して、それぞれ
に権限と責任を集約しました。事業の推進や情報の共有化を図り、協会運営を円滑にすることが狙いです。これにより
新しくなった全柔連の活動組織に連動することが可能となりました。組織再編から１年経ちましたが、今後もより良い
組織運営を目指し改革を引き続き実施していきます。

　以上の重点目標を掲げ、県柔道協会の会員一人一人が柔道発展のために日々努力しています。
　また個人的に力を入れたいと思っていることに「柔道ＭＩＮＤ活動」があります。これは周知の通り全柔連改革の１
つです。嘉納治五郎師範の教えの精神、柔道の心に立ち返ろうという取り組みであり、Manner（礼儀）、Independence
（自立）、Nobility（高潔）、Dignity（品格）これらを守ってこそ真の柔道家に相応しいとのメッセージがこめられてい
ます。
　私が昔から特に指導しているのが「礼儀」です。柔道は礼を重んじる競技です。柔道初心者、特に小さな子どもたちに
散見されるのが、試合の終わった後に礼を忘れてしまうことです。柔道は武道であり、ただ勝敗を競うだけのスポーツで
はありません。勝負をしてくれた相手へ心から感謝し礼儀を尽す行為は、柔道ＭＩＮＤの精神そのものです。「礼に始ま
り、礼に終わる」、それを今後も子どもたちに指導していきたいと考えております。
　柔道を教えて47年が過ぎました。先述した山下諒輔選手は父親・叔父が共に静岡学園高校柔道部ＯＢで、彼は私にとっ
て孫弟子にあたります。私の教え子が親になり、その子が孫弟子となり、柔道の精神が脈々と受け継がれていることが大
変嬉しくもあり、今後も続くことを願ってやみません。
　孫弟子世代の全日本での活躍を楽しみつつ、今後も柔道の精神を培った子どもたちが増えていくよう、柔道指導者とし
て生涯現役を貫き、微力ながら柔道発展のため尽力したいと思っています。 （静岡県柔道協会会長）
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各地だより「南から北から」
平成26年度の本県柔道協会
 静岡県　宮 﨑 貞 夫
はじめに
　静岡県柔道協会にとって平成26年度は非常に大きな変化の年になった。長年本県の柔道界を牽引していただいた安齊悦
雄前会長から、野田昭一氏にバトンが渡された。野田新会長の下、新しい体制がスタートし、全柔連に合わせながら多方
面で改革が始まっている。大きな問題を抱える柔道界を、地方からどう立て直していくことができるか、静岡県の挑戦が
始まった。野田会長は就任にあたり『柔道しずおか』第18号の巻頭言で次のように抱負を述べている。
　「‥このような取り組みの基盤となる協会組織につきましても、今年度より以下のとおり再編し、役割分担を明確に
し、各種事業の推進に取り組んでいます。
◆総務委員会
　（財務部会　柔道ＭＩＮＤプロジェクト部会　登録部会）
◆審判・「形」委員会
　（審判技術向上部会　形技術向上部会）
◆広報・普及委員会
　（広報・記録部会　普及部会）
◆強化部
　全柔連同様、静岡県柔道協会も「改革」が必要です。しかし、まだ試行錯誤の連続で、皆様の協力なしでは成りたちませ
ん。静岡県の柔道が全国のモデルになるよう、執行役員一丸となり、普及・強化、組織の充実を図っていく所存です…」
全日本実業柔道団体対抗大会
　26年度の静岡県柔道協会一番の出来事はやはり全日本実業柔道団体対抗大会の開催であろう。平成26年６月７日
（土）、８日（日）に静岡県武道館を会場に実施された。
　１日目には女子１部と男子３部が行われた。女子１部は４チームのリーグ戦で行われ、日本のトップクラスの選手たち
が息詰まる熱戦を展開してくれた。コマツが女子１部を制した。男子３部は、地元静岡県のチームが活躍し、静岡県警察
が準優勝、東海翔柔クラブが３位に入賞した。スタンドから「パパがんばって」という声援が飛び、真剣勝負の中にもさ
わやかさを感じた。
　２日目は男子１部と２部、女子２部の試合が行われた。前日の試合より更に厳しくかつ面白い試合が展開された。男子
では旭化成チームの強さが目立った。２部では旭化成チーム同士の決勝戦となり、１部でも旭化成チームが優勝した。男
子は無差別の戦いであり、体重差が大きい選手同士の戦いは非常に面白く、「柔能く剛を制す」の言葉どおり、大きな相
手を投げ飛ばし、会場から大きな歓声が上がった試合もあった。女子２部ではＡＬＳＯＫが底力を発揮して優勝した。
県内選手の活躍
　本県では全国大会３位までに入賞した選手を毎年優秀選手として表彰している。平成26年度は小学生１人、中学生１
人、高校生４人、団体１、警察官２人と例年以上に活躍した。特に、藤枝順心高校の谷川美歩選手、清水町柔道会の澤崎
凛選手、静岡県警察の山下諒輔選手・正治和也選手は全国優勝を成し遂げた。国際大会で活躍した選手も出ており、オリ
ンピック出場を期待してしまう。
柔道普及の取り組み
　本県では柔道普及の取り組みを３地区ごとに行っている。各地区での取り組みを簡単に紹介する。
（１）西部地区　めばえの親子じゅうどう教室

　11月２日（日）午後１時から午後３時30分に浜松市武道館で実施された。最初に開会式があり、溝口紀子先生の挨拶
に続いて北田典子先生から柔道の「礼」を中心にした講話を聴くことができた。その後ランニングで体をほぐし、ドッ
ジボールで楽しく汗を流した。休憩を挟んで後半では、後ろ受身と前受身を親子で練習した。その後、北田先生から送
足払の解説をして頂き打込練習を行った。参加した約80組の親子だけでなく、普段道場で指導している先生方も良い汗
をかいた。

（２）中部地区　親子柔道教室
　11月９日（日）午前10時から正午まで静岡北部体育館で実施された。今回は昨年度を上回る、幼児・小学生・保護者
合わせて114名の参加があり、それに女子部会の女性指導者と他の指導者が加わり、総勢129名で賑やかなイベントに
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なった。
　最初に「誰にでもできるエアロビック体操」で心肺機能を働くようにさせ、各所の幼稚園で行われている、コアキッ
ズ体操や回転運動で体をほぐした。その後、年齢別・対格別に分かれて、親子でのレクリエーションを交えた運動を
行った。最後に田中幹事長から、「礼法」の説明があり、粛々とした雰囲気で閉講となった。

（３）東部地区　エアロビ柔道
　沼津市立沼津高校柔道場において、４月23日から、毎週水曜日午後７時〜午後８時半まで、週１回のペースで実施し
ている。参加者は数人の時もあったが最近では増加しており、30名を超えることもある。10代から70代まで老若男女が
楽しく活動し、地元の新聞にも取り上げられ、注目を集めている。
その他
（１）全柔連審判講習会

　９月21日（日）午前10時から午後３時まで静岡市北部体育館柔道場を会場に、全柔連審判講習会が県中央審判講習会
を兼ねて実施された。講師は全柔連審判委員長の西田孝宏七段（山梨学院大学教授）であった。
　県内各地から200名もの会員が参加して講習会は開催された。野田会長の挨拶に続いて講師の紹介があり、早速講習
が始まった。最近の国際大会での審判の現状についてご自身の体験を基に話され、新しい審判規定の解釈について、細
かくジェスチャーなどを交えて丁寧に説明して頂いた。

（２）旭日双光章の受賞
　高柳喜一本県柔道協会元会長が旭日双光章を受賞され、平成27年２月14日グランドホテル浜松にて祝賀会が開催され
た。多くのご来賓、柔道関係者、先生の母校の静岡県立浜松商業高等学校関係者、ご親族等300名弱の参加者が高柳先
生の受賞をお祝いした。

 （静岡県柔協広報普及委員会広報担当）

オーストラリア連邦派遣日本武道代表団
� 渡 部 成 也
はじめに
　この度、２０１６年日豪友好協力基本条約調印40周年を記念し、オーストラリア連邦シドニー市において日本武道を紹
介するための演武会が開催された。
　臼井日出男日本武道館理事長を武道団団長に、現代武道として柔道、剣道、弓道、相撲、空手道、合気道、少林寺拳
法、なぎなた、銃剣道の９道、古武道として大東流合気柔術琢磨会、北辰一刀流剣術、宝蔵院流高田派槍術の３流派、総
勢96名が派遣された。
　一連の行事として、シドニー日本人学校における武道演武会、ニューサウスウェールズ大学における武道文化セミ
ナー、地元の子どもたちとの交流稽古等が行われ、いずれも大好評であった。なかでも、今回の目玉でもあるシドニーオ
リンピックパークにおける日本武道演武会は、最高の盛り上がりを見せた。
主催
日本武道館
日本武道協議会
柔道代表団
責任者
　小俣　幸嗣八段（講道館評議員）
副責任者
　多田隈和博七段（福岡地区柔道協会副理事長）
団員
　芳森　信吾六段（愛知県警察）
　渡部　成也六段（静岡県警察）
　平岡　拓晃五段（筑波大学大学院）
　三山　悟司四段（京都刑務所）
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日程
平成28年11月９日（水）〜16日（水）８日間
シドニー日本人学校での武道演武会
　11月10日（木）、シドニー日本人学校の体育館に学生、教職員及び保護者など約200名が集まり、演武会が開催され
た。柔道は、受身から始まり、打込、投込、そして最後は固技で締めくくった。
ニューサウスウェールズ大学での武道文化セミナー
　11月11日（金）、ニューサウスウェールズ大学において武道文化セミナーが開催された。学長をはじめ、学生など約
150名が集まり、武道文化セミナー後には、たくさんの質問があるなど、人気の高さが感じられた。その後は、学生たち
と写真撮影するなど、有意義な時間を過ごした。
　その日の夜は、シドニー総領事館主催のウェルカムパーティーに招かれ、沢山のお酒と、豪華な料理を頂いた。
交流指導稽古会
　11月12日（土）、ニューサウスウェールズ州アーモリーにあるトレーニングセンターにおいて交流指導稽古会が開催さ
れた。ニューサウスウェールズチームなどのジュニアチーム（15歳以下）約50名、シニアチーム（16歳以上）約60名、指
導者及び保護者など合わせて約150名の参加があった。柔道場は約200畳が２面ある大きな道場であった。参加者の中に
は、オリンピック出場者や東京オリンピック出場候補者なども多数おり、現地での関心の高さを実感した。団員の得意技
や得意分野を順に指導し、その後、生徒たちと乱取稽古などで汗を流した。
日本武道演武会及びワークショップ
　11月13日（日）、今回の日本武道団派遣のメインイベントである日本武道演武会及びワークショップがシドニーオリン
ピックパークで開催された。観客が集まるのか事務局は心配していたが、その心配をよそに、約2200名が来場した。
　柔道は目玉でもあり、最後の登場であった。全員での礼で始まり、基本的な後ろ受身、前受身、飛び越し受身の後、技
の披露に移った。技の披露は、「静」と「動」の違いが一般の方にもわかるように行った。
　最後は、ロンドンオリンピック銀メダリストの平岡五段の飛びついての腕挫十字固で締めくくった。演武後は鳴りやま
ない拍手が場内に響き渡った。演武終了後、柔道体験とワークショップを行った。大勢の人たちと触れ合い、時間が足り
ない程の人気であった。
おわりに
　オーストラリア連邦は、決して競技としての柔道は盛んでないようだが、沢山の人たちと交流することができ、日本柔
道の素晴らしさを伝えることが出来たと感じている。
　参加者からは「日本武道は日本だけの文化ではなく世界遺産だ！」との嬉しい声を頂いた。
　この言葉を胸に刻み、今後も精進し、後進の指導にあたり、柔道の普及に努めたい。
 （静岡県警察）
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編　集　後　記

　平成 25 年 4 月に広報委員に就任して以来、懸案となっていた「平成 20 年からのあゆみ」を皆

様方のおかげで何とか刊行することができました。平成 29 年 4 月に、前任者の宮﨑貞夫先生から

委員長職を引き継ぎましたが、慌ただしく取材や広報誌編集作業に携わったことを覚えています。

　当初は平成 30 年 3 月刊行をと委員会での会合で決めておりましたが、今年度静岡県柔道協会が

創立 70 周年を迎えることも相俟って、一連の記念行事も掲載するのがよかろうとの助言を左口理

事長からいただき、今回の刊行となった次第です。

　協会創立 70 周年記念事業実行委員会にも参加する機会を得て、各部署で様々な企画が形となっ

ていく段階を目の当たりにして、その一端をこうした冊子で残しておくことも重要なことだと認

識し編集作業に携わってまいりました。原稿依頼に始まり、校正などの作業を繰り返していく中で、

少しずつ形になっていくことが喜びでもありました。

　刊行にあたり、関係各位に感謝申し上げる次第です。特に多くの助言・提案をしていただいた

松本印刷株式会社の太田武芳氏にはたいへんお世話になりました。この場をお借りして深く感謝

の意を申し述べたく存じます。

平成 31 年 3 月吉日　広報委員会委員長　増尾清己

副委員長　川合孝弘

西部担当　岩倉隆樹

中部担当　森　順次

東部担当　菊池勝義
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